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後
入
先
出
法
と
原
価
計
算

渡

邊

進

　
棚
卸
資
産
原
価
配
分
方
法
と
し
て
の
後
入
先
出
法
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

は
大
い
に
普
及
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
我
国
に
お
い
て
は
後
入
先
出
法
を
採

用
し
て
い
る
も
の
は
比
較
的
僅
少
で
あ
る
。
後
入
先
出
法
が
我
国
に
お
い
て

さ
ほ
ど
普
及
し
て
い
な
い
の
は
恐
ら
く
次
の
諸
原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
e
　
後
入
先
出
法
を
と
る
も
の
は
後
入
先
出
法
以
外
の
方
法
を
と
る
も
の

に
比
し
て
、
価
格
変
動
準
備
金
制
度
の
面
に
お
い
て
不
利
な
待
遇
を
受
け
て

い
る
。
す
な
わ
ち
現
行
価
格
変
動
準
備
金
制
度
に
よ
れ
ぽ
、
後
入
先
出
法
以

外
の
方
法
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
棚
卸
資
産
は
（
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
）
実
質
的
に
は
原
価
・
時
価
何
れ
か
低
い
金
額
の
九
十
二
％
に
ま

で
評
価
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
拘
ら
ず
、
後
入
先
出
法
に
よ
っ
て
評
価

さ
れ
る
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
は
時
価
の
九
十
二
％
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
後
入
先
出
法
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
は

常
時
（
価
格
の
上
昇
期
及
び
不
降
期
を
通
じ
て
）
価
格
変
動
準
備
金
を
保
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
拘
ら
ず
後
入
先
出
法
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
棚
卸

資
産
に
つ
い
て
は
時
価
の
九
十
二
％
が
原
価
を
下
回
る
場
合
に
お
い
て
の
み

価
格
変
動
準
備
金
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

従
っ
て
、
棚
卸
資
産
原
価
配
分
方
法
の
選
定
に
際
し
て
企
業
は
価
格
変
動
準

備
金
制
度
か
ら
来
る
利
害
関
係
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

　
口
　
我
国
税
法
に
よ
れ
ば
先
入
先
出
法
・
平
均
法
・
後
入
先
出
法
等
の
棚

卸
資
産
原
価
配
分
方
法
は
「
棚
卸
資
産
を
そ
の
種
類
・
品
質
・
型
の
異
な
る

ご
と
に
区
別
し
、
そ
の
種
類
等
の
同
じ
も
の
」
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
棚
卸
単
位
が
至
っ
て
狭
小
で
あ
る
。
後
入
先
出
法
が
目
的
と
し
て

い
る
収
益
・
費
用
の
同
一
価
格
水
準
的
対
応
は
、
棚
卸
単
位
が
狭
小
で
あ
る

　　一　1一



　
　
　
　
後
入
先
出
法
と
原
価
計
算

こ
と
に
よ
っ
て
、
し
ぼ
し
ば
阻
害
さ
れ
る
。
期
末
棚
卸
資
産
の
数
量
が
期
首

の
数
量
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
後
入
先
出
法
に
よ
っ
て
収
益
・
費
用
の
同
一

価
格
水
準
的
対
応
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
期
末
数
量
が
期
首
数
量

に
満
た
な
い
場
合
（
以
下
喰
込
み
と
い
う
。
）
　
に
は
前
期
繰
越
原
価
の
】
部

が
当
期
の
棚
卸
資
産
費
用
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
後
入
先
出
法
の
目
的

達
成
が
阻
害
さ
れ
る
。
従
っ
て
毎
期
末
喰
込
み
を
生
ず
る
こ
と
な
く
一
定
量

の
棚
卸
資
産
を
保
持
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
企
業
以
外
で
は
後
入
先
出

法
の
効
果
を
充
分
に
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
棚
卸
単
位
が
小
な
る
程

喰
込
み
の
機
会
は
多
く
、
後
入
先
出
法
か
ら
得
ら
れ
る
効
果
は
少
な
い
。
金

額
法
の
承
認
に
よ
る
棚
卸
単
位
の
拡
大
が
要
望
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
日
　
後
入
先
出
法
の
運
用
方
法
は
先
入
先
出
法
叉
は
平
均
法
に
比
し
て
困

難
な
も
の
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に
財
務
会
計
上
期
別
後
入
先
出

法
が
と
ら
れ
て
い
る
場
合
に
期
中
に
お
け
る
払
出
原
価
を
如
何
に
決
定
す
べ

き
か
が
問
題
と
な
る
。
元
来
期
別
後
入
先
出
法
で
は
期
中
に
お
け
る
受
入
数

量
・
金
額
・
払
出
数
量
（
従
っ
て
ま
た
期
末
残
存
数
量
）
の
す
べ
て
が
判
明

し
た
の
ち
で
な
け
れ
ば
、
当
期
払
出
品
と
期
末
棚
卸
品
に
対
し
て
配
分
さ
れ

る
原
価
が
確
定
せ
ず
期
中
の
払
出
原
価
の
決
定
に
困
難
を
感
ず
る
か
ら
で
あ

る
。
　
（
期
中
の
払
出
原
価
を
確
定
す
る
た
め
に
そ
の
都
度
後
入
先
出
法
叉
は

月
別
後
入
先
出
法
を
採
る
こ
と
は
後
入
先
出
法
本
来
の
趣
旨
を
達
成
す
る
所

以
で
は
な
い
。
）
　
こ
こ
に
お
い
て
財
務
会
計
上
期
別
後
入
先
出
法
が
と
ら
れ

て
い
る
場
．
合
の
期
中
の
払
出
原
価
の
決
定
方
法
の
探
求
が
必
要
と
さ
れ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
こ
の
問
題
を
取
扱
う
。

　
（
註
1
）
　
》
ヨ
巴
。
§
岸
。
。
寒
雲
。
。
h
∩
。
門
ま
巴
薄
霞
。
≧
8
き
窪
き
富
℃
臣
8
2
鼠
凝

　
　
　
弓
話
巳
器
民
円
8
げ
三
睾
。
。
・
H
ゆ
鶏
・
雫
器
・
に
よ
ば
れ
原
価
決
定
方
法
と
し
て

　
　
　
の
後
入
先
出
法
・
平
均
法
・
先
入
先
出
法
の
利
用
状
況
は
次
の
如
く
で
あ
っ

　
　
　
て
、
後
入
先
出
法
が
首
位
を
占
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
H
O
笛
ひ

臣
　
黙
〉
冷
庄
確
：
：
：
卜
◎
O
O

じd

@
渕
　
誼
　
畔
：
…
・
虞
駅

O
　
譜
〉
語
廉
確
：
…
・
H
ら
H

　
　
趣
　
　
㊦
　
啓
：
・
：
・
O
も
。

　
　
卑
　
　
　
　
　
、
巽
O

右
の
「
そ
の
他
」

価
、
製
造
原
価
、
見
積
原
価
、

指
図
書
別
法
、

H
ゆ
軌
凱

H
O
ゆ

H
塵
c
o

μ
脳
g
。

○◎
切
“
刈

H
O
㎝
会

H
O
c
o

H
鼻
O

H
幽
匂
○

刈
凱

切
ひ
鵠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
中
に
は
標
準
原
価
、
近
似
原
価
、
実
際
原
価
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
替
原
価
、
小
売
棚
卸
法
、
基
礎
在
高
法
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
後
入
先
出
法
を

　
　
　
利
用
す
る
会
社
は
一
九
五
四
年
以
降
は
被
調
査
会
社
総
数
の
三
分
の
一
を
超

　
　
　
え
て
い
る
。

　
（
註
2
）
　
実
際
に
は
原
価
と
時
価
と
を
比
較
す
る
こ
と
な
く
価
格
変
動
準
備
金
繰

　
　
　
入
限
度
額
は
原
価
の
八
％
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
か
か
る
計
算

　
　
　
に
お
い
て
は
企
業
は
常
時
期
末
棚
卸
資
産
の
原
価
の
八
％
の
準
備
金
を
保
有

　
　
　
し
得
る
こ
と
と
な
る
。

　
財
務
会
計
上
期
別
後
入
先
出
法
が
採
ら
れ
て
い
る
場
合
に
期
中
の
払
出
原

価
を
如
何
に
決
定
す
る
か
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
は
二
つ
の
方
向
が
考
え
ら

H
O
い
O

H
ひ
鼻

冨
ひ

H
し
9
直

cQ切
N
H

送
状
原
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れ
る
。

　
一
は
財
務
会
計
と
原
価
計
算
と
を
全
く
分
離
し
、
製
造
原
価
乃
至
売
上
原

価
の
算
定
は
後
入
先
出
法
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
行
い
、
期
末
に
お
い
て
財

務
会
計
上
期
別
後
入
先
出
法
に
よ
る
棚
卸
資
産
原
価
配
分
の
結
果
と
一
致
せ

し
め
る
た
め
に
、
売
上
原
価
を
修
正
す
る
方
法
で
あ
る
。
特
に
後
入
先
出
法

の
効
用
を
、
課
税
所
得
計
算
上
「
棚
卸
資
産
損
益
」
を
除
去
す
る
こ
と
に
の

み
認
め
る
も
の
は
こ
の
方
法
を
と
り
、
後
入
先
出
法
の
使
用
を
課
税
所
得
計

算
及
び
株
主
報
告
目
的
の
た
め
の
財
務
諸
表
の
面
に
限
定
す
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
場
合
に
は
原
価
計
算
は
後
入
先
出
法
が
採
用
さ
れ
て
い
な
い
も

の
と
し
て
行
わ
れ
る
。
事
実
こ
の
よ
う
な
方
法
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
相

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

当
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
か
か
る
方
法
に
よ
れ
ば
月
次
の

売
上
原
価
の
合
計
額
は
期
別
後
入
先
出
法
を
適
用
し
て
得
た
売
上
原
価
総
額

に
一
致
し
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
従
っ
て
期
中
の
払
出
原
価
が
期
別
後

入
先
出
法
に
よ
る
払
出
原
価
を
反
映
し
月
次
の
払
出
原
価
の
合
計
額
が
期
別

後
入
先
出
法
に
基
づ
く
払
出
原
価
総
額
と
一
致
す
る
よ
う
な
計
算
方
法
が
要

求
さ
れ
る
に
至
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
石
油
業
で
用
い
ら
れ
て
い
る
累
計
差
額
法
は
正
に
か
か
る
要

求
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
累
計
差
額
法
に
よ
れ
ば
塁
上
の
払
出
原
価
の

合
計
額
は
期
別
後
入
先
出
法
に
よ
る
払
出
原
価
総
額
と
正
確
に
一
致
す
る
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
累
計
差
額
法
は
後
入
先
出
法
を
原
価
計
算
に
統
合
し
財

　
　
　
　
後
入
先
出
法
と
原
価
計
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

務
会
計
と
原
価
計
算
と
の
一
元
的
運
用
を
図
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し

な
が
ら
累
計
差
額
法
は
一
面
免
が
れ
難
い
欠
陥
を
有
す
る
。
そ
れ
は
月
々
の

製
造
原
価
（
乃
至
売
上
原
価
）
が
各
月
末
の
繰
越
量
が
変
化
す
る
（
半
面
か

ら
み
れ
ば
各
月
の
受
入
数
量
と
払
出
数
量
が
不
均
衡
で
あ
る
）
影
響
を
受
け

て
異
常
な
変
動
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
ダ
ウ
リ
ン
グ
は
大

要
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

　
あ
る
大
会
社
は
後
入
先
出
法
を
原
価
計
算
に
統
合
す
る
こ
と
を
試
み
た
が
、

業
務
執
行
者
に
と
っ
て
甚
だ
不
満
足
で
あ
っ
て
原
価
報
告
書
で
は
こ
れ
を
放

棄
す
る
に
至
っ
た
。
不
満
足
の
主
た
る
原
因
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
保
有
棚
卸
資
産
量
は
季
節
的
に
変
動
し
、
或
月
に
は
基
礎
量
に
喰
込
み

を
生
じ
他
の
月
に
は
増
加
す
る
。
原
材
料
の
喰
込
み
が
あ
っ
た
月
の
製
造
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

価
は
異
常
に
低
く
、
喰
込
分
が
補
充
さ
れ
た
月
の
製
造
原
価
は
異
常
に
高
い
。

　
右
の
会
社
に
お
い
て
後
入
先
出
法
の
原
価
計
算
へ
の
統
合
の
方
法
と
し
て

ど
の
よ
う
な
方
法
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

が
恐
ら
く
そ
れ
は
累
計
差
額
法
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
ダ

ウ
リ
ン
グ
の
あ
げ
た
欠
点
は
累
計
差
額
法
の
欠
点
と
し
て
受
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
而
し
て
そ
の
根
本
的
な
欠
点
は
累
計
差
額
法
に
よ
る
月
次
の
製
造
原

価
（
乃
至
売
上
原
価
）
が
原
価
計
算
目
的
か
ら
み
て
無
意
味
な
も
の
と
な
る

こ
と
で
あ
る
。

　
（
註
3
）
　
ダ
ウ
リ
ン
グ
は
彼
の
調
査
し
た
多
く
の
会
社
（
後
入
先
出
法
を
採
用
し
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後
入
先
出
法
と
原
価
計
算

　
　
て
お
り
且
つ
原
価
計
算
制
度
を
有
す
る
会
社
）
に
お
い
て
最
も
普
通
に
採
ら

　
　
れ
て
い
る
方
法
は
こ
の
方
法
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
倒
雷
⑦
嘗
｝
・
∪
。
乙
ぼ
α
q
導

　
目
8
ゲ
巳
鹸
帽
＄
o
h
コ
h
o
閃
8
0
a
・
囚
8
営
編
”
目
げ
0
2
。
毛
団
。
爵
O
①
詳
凶
ゆ
鑑
同
象
出
。

　
　
｝
0
8
β
糞
窪
♂
2
0
く
・
レ
O
じ
R
ド
や
刈
↑
ω
・

　
　
な
お
小
売
棚
卸
後
入
先
出
法
を
と
る
百
貨
店
で
は
一
般
に
後
入
先
出
法
は

　
　
課
税
上
・
財
務
上
の
事
項
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
経
営
上
の
諸
計
算
に
は
用

　
　
い
ら
れ
て
い
な
い
。
百
貨
店
の
首
脳
者
が
彼
等
の
採
用
し
て
い
る
後
入
先
出

　
法
に
基
づ
く
棚
卸
品
評
価
額
及
び
損
益
に
関
し
て
報
告
を
受
け
て
い
な
い
場

　
合
す
ら
あ
る
。
冨
属
8
匂
・
O
。
巳
。
P
目
8
導
亀
ω
言
巳
p
巳
0
8
黄
｝
。
8
巨
酔
言
σ
q

　
幻
。
。
・
o
胃
。
♂
冒
ぎ
6
置
魑
℃
．
卜
2
0
ひ
・

（
註
4
）
　
累
計
差
額
法
に
つ
い
て
は
拙
著
「
棚
卸
資
産
会
計
」
第
二
章
第
五
節
及

　
び
第
五
章
第
三
節
参
照
。

（
註
5
）
臼
渉
』
。
乱
護
も
や
。
曽
・
Ψ
電
為
蕊
為
鼻
。
。
・

　
従
っ
て
完
全
な
分
離
と
統
合
の
外
に
更
に
他
の
方
法
が
考
案
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
意
図
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
月
次
の
払
出
原
価
の
計
算
を

意
味
あ
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
よ
る
棚
卸
資
産
原
価
配
分
の
結

果
が
、
期
別
後
入
先
出
法
の
適
用
に
よ
る
原
価
配
分
の
結
果
に
近
接
す
る
こ

と
で
あ
る
。
か
か
る
目
的
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
方
法
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
Q

　
6
　
最
終
受
入
原
価
法
　
財
務
会
計
上
は
期
別
後
入
先
出
法
を
と
り
期
中

の
払
出
原
価
は
最
終
受
入
原
価
で
払
出
す
の
で
あ
る
。
原
材
料
の
払
出
に
際

し
て
最
終
仕
入
原
価
で
払
出
す
こ
と
に
よ
り
製
造
原
価
は
原
材
料
の
最
終
仕

入
原
価
で
計
算
さ
れ
、
製
品
の
販
売
に
際
し
て
最
終
製
造
原
価
で
払
出
す
こ

と
に
よ
り
売
上
原
価
は
製
品
の
最
終
製
造
原
価
で
計
算
さ
れ
る
。
一
般
に
最

終
受
入
原
価
は
払
出
の
と
き
に
お
け
る
再
調
達
原
価
に
近
い
も
の
と
考
え
る

こ
と
が
で
ぎ
る
か
ら
、
か
か
る
最
終
受
入
原
価
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
た
原
材

料
原
価
及
び
売
上
原
価
は
充
分
意
味
を
有
し
、
カ
レ
ン
ト
な
収
益
に
カ
レ
ン

ト
な
原
価
を
対
応
せ
し
め
る
と
い
う
後
入
先
出
法
の
趣
旨
を
反
映
し
て
い
る

も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
最
終
受
入
原
価
に
よ
る
払
出
原
価
の
合
計

額
は
期
別
後
入
先
出
法
の
適
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
払
出
原
価
総
額
と
一
致

し
な
い
。
従
っ
て
期
末
に
お
い
て
一
括
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ω
　
次
入
先
出
法
（
宏
。
昌
臥
P
団
醇
警
6
9
］
≦
①
け
『
o
負
2
罵
。
）
　
期
中
の
払
出

原
価
を
次
に
入
り
来
る
も
の
の
単
価
を
用
い
て
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
次
入

先
出
法
は
払
出
品
の
補
充
に
要
す
る
原
価
を
払
出
原
価
と
す
る
も
の
で
あ
っ

（
6
）

て
、
最
終
受
入
原
価
を
も
つ
て
す
る
場
合
と
同
じ
よ
う
に
払
出
時
点
に
お
け

る
再
調
達
原
価
に
近
い
原
価
で
あ
る
と
い
え
る
。
従
っ
て
最
終
受
入
原
価
法

の
場
合
と
同
様
に
、
次
入
先
出
原
価
で
チ
ャ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
後
入
先
出
法

の
趣
旨
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
に
も
同
様
に
期
末
に

お
い
て
調
整
す
る
必
要
を
生
ず
る
。

　
期
別
後
入
先
出
法
と
結
合
し
て
期
中
の
払
出
原
価
を
最
終
受
入
原
価
法
で

決
定
す
る
の
と
直
入
先
出
法
で
決
定
す
る
の
と
何
れ
が
合
理
的
で
あ
る
か
は

一
概
に
断
定
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
期
別
後
入
先
出
法
が
含
意
し
て
い
る
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と
こ
ろ
の
払
出
原
価
は
、
場
合
に
よ
り
、
最
終
受
入
原
価
叉
は
補
充
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に
要
す
る
原
価
（
差
入
原
価
）
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
一
別
後
入
先

出
法
と
結
合
し
た
最
終
受
入
原
価
法
叉
は
次
入
先
出
法
は
期
別
後
入
先
出
法

の
含
意
す
る
払
出
原
価
を
反
映
す
る
た
め
に
、
最
終
受
入
原
価
叉
は
次
入
原

価
の
一
方
に
拠
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
方
法
は
期
別

後
入
先
出
法
に
基
づ
く
払
出
原
価
そ
の
も
の
が
原
価
計
算
に
お
い
て
用
い
ら

れ
て
い
な
い
　
　
即
ち
後
に
至
っ
て
調
整
を
必
要
と
す
る
一
と
い
う
意
味

に
お
い
て
財
務
会
計
と
原
価
計
算
と
の
分
離
と
も
い
い
得
る
が
、
期
中
の
原

価
が
払
出
の
時
に
お
け
る
カ
レ
ン
ト
な
原
価
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
意
味

に
お
い
て
期
別
後
入
先
出
法
の
原
価
計
算
へ
の
統
合
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

か
く
て
こ
れ
ぢ
の
方
法
は
分
離
と
統
合
と
の
中
間
に
位
す
る
諸
方
法
で
あ
る

と
い
え
る
Q

（
註
6
）
　
補
充
の
た
め
に
実
際
要
し
た
金
額
が
判
明
し
て
後
に
そ
の
補
充
原
価
を

　
払
出
原
価
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
払
出
の
行
わ
れ
る
都
度
払

　
出
原
価
を
決
定
す
る
必
要
の
あ
る
場
合
に
は
、
補
充
原
価
の
見
積
額
に
よ
る

　
　
よ
り
外
に
途
が
な
い
。

　
　
ト
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ド
は
大
要
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

　
　
後
入
先
出
法
は
そ
の
基
本
的
形
態
に
お
い
て
は
、
棚
卸
資
産
政
策
に
関
し

　
　
て
日
々
の
判
断
を
な
す
た
め
の
方
法
と
し
て
は
甚
だ
欠
陥
が
あ
る
。
そ
の
基

　
本
的
な
棚
卸
資
産
記
録
を
後
入
先
出
原
価
で
記
録
し
て
い
る
会
社
は
殆
ん
ど

　
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
た
だ
一
つ
の
真
に
有
用
な
棚
卸
資
産
方
法
　
　
日

　
　
後
入
先
出
法
と
原
価
計
算

　
　
々
の
判
断
を
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
の
一
は
次
入
先
出
法
（
又
は
そ
の
変

　
形
）
で
あ
る
。
開
。
冨
詳
客
目
旨
。
匿
8
血
甥
｝
8
。
暮
爵
㎝
碧
画
＝
睾
竃
§
薗
α
q
。
目
・
ロ
臼

　
〉
岳
帥
巳
。
9
冨
。
匂
8
日
巴
。
h
ぎ
8
巨
雷
ロ
。
ざ
O
。
～
H
O
軌
Q
。
も
．
。
。
Q
。
●

（
註
7
）
　
拙
著
「
棚
卸
資
産
会
計
」
第
五
章
第
二
節
参
照
。

二

　
ゴ
ー
ド
ン
は
後
入
先
出
法
と
標
準
原
価
計
算
と
の
結
合
を
説
き
、
後
入
先

出
法
の
下
に
お
い
て
は
標
準
原
価
計
算
に
基
づ
く
申
間
報
告
と
期
末
財
務
諸

表
と
の
不
調
和
は
解
消
す
る
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
基
本
的
な
構
想
は
次
の

如
く
で
あ
る
。

　
異
種
の
多
く
の
棚
卸
資
産
を
取
扱
う
製
造
業
で
後
入
先
出
法
を
適
用
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
は
い
わ
ゆ
る
ド
ル
価
値
法
的
な
方
法
に
頼
ら
れ
ば
な
ら
な

い
。
ド
ル
価
値
法
で
は
　
　
e
期
首
棚
卸
資
産
と
期
末
棚
卸
資
産
と
を
比
較

し
て
増
減
を
知
り
、
ま
た
　
　
口
あ
る
年
度
の
数
量
的
変
化
を
測
定
す
る
た

め
に
用
い
ら
れ
た
価
格
水
準
と
他
の
年
度
の
価
格
水
準
と
の
関
連
を
示
す
た

め
の
価
格
指
数
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
標
準
原
価
計
算
制
度
を
採

用
し
て
い
る
企
業
に
お
い
て
は
更
に
余
分
の
事
務
的
労
働
を
必
要
と
し
な
い

で
右
の
必
要
な
資
料
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
標
準
原
価
計

算
の
下
に
お
い
て
購
入
の
際
に
価
格
差
異
を
分
離
し
年
間
を
通
じ
て
標
準
を

変
更
し
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
標
準
原
価
で
表
示
さ
れ
る
期
首
棚
卸
資
産
及
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後
入
先
出
法
と
原
価
計
算

び
期
末
棚
卸
資
産
は
同
一
の
価
格
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
差
額

は
そ
の
ま
ま
数
量
的
差
異
を
反
映
す
る
も
の
と
な
る
。

　
標
準
原
価
に
よ
る
増
減
分
を
後
入
先
出
評
価
額
に
換
算
す
る
に
は
次
の
如

く
す
れ
ば
よ
い
。

　
後
入
先
出
法
に
よ
れ
ば
当
期
の
増
加
分
は
そ
の
増
加
し
た
年
度
の
価
格
で

評
価
さ
れ
る
。
当
期
の
実
際
原
価
及
び
標
準
原
価
は
と
も
に
判
明
し
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
標
準
原
価
に
よ
る
増
加
分
に
実
際
原
価
対
標
準
原
価
比
率
を

乗
じ
て
当
該
増
加
分
の
後
入
先
出
法
原
価
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
棚
卸

資
産
の
数
量
が
減
少
し
た
場
合
に
は
、
後
入
先
出
法
で
は
こ
の
減
少
の
あ
っ

た
年
度
に
先
立
つ
（
増
加
の
あ
っ
た
）
各
年
度
の
う
ち
、
当
該
減
少
の
あ
っ

た
年
度
か
ら
最
も
近
い
年
度
の
増
加
分
か
ら
の
減
少
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
。

（
減
少
分
が
そ
の
増
加
分
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
分
に
つ
い
て
は

更
に
前
年
に
遡
っ
て
計
算
す
る
。
）
　
従
っ
て
標
準
原
価
計
算
制
度
の
下
に
お

い
て
は
、
減
少
の
あ
っ
た
年
度
か
ら
最
も
近
い
年
度
の
増
加
分
の
後
入
先
出

法
原
価
を
先
ず
（
当
該
年
度
の
笑
際
原
価
対
標
準
原
価
比
率
を
用
い
て
）
標

準
原
価
に
換
算
し
、
こ
の
標
準
原
価
の
額
に
価
格
指
数
（
減
少
年
度
の
標
準

原
価
の
・
増
加
年
度
の
標
準
原
価
に
対
す
る
・
指
数
）
を
乗
じ
て
減
少
年
度

の
標
準
原
価
の
額
に
換
算
す
る
。
減
少
分
が
こ
の
よ
う
に
換
算
さ
れ
た
標
準

原
価
の
額
を
超
え
る
と
き
は
そ
の
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
更
に
前
年
の
増

加
分
に
遡
っ
て
計
算
す
る
。
か
く
て
減
少
し
た
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ
た
各

年
度
の
標
準
原
価
に
よ
る
増
加
分
に
対
応
す
る
後
入
先
出
法
原
価
の
合
計
額

が
、
減
少
の
あ
っ
た
年
度
に
お
い
て
・
後
入
先
出
法
に
よ
る
期
首
繰
越
棚
卸

資
産
評
価
額
か
ら
・
減
額
す
べ
き
金
額
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
計
算
方
法
は
小
売
棚
卸
後
入
先
出
法
に
お
け
る
計
算
方
法
に

類
似
し
て
い
る
。
小
売
棚
卸
後
入
先
出
法
で
は
売
価
を
媒
体
と
し
て
原
価
が

推
算
さ
れ
る
の
に
対
し
て
標
準
原
価
計
算
と
後
入
先
出
法
と
の
結
合
形
態
に

お
い
て
は
標
準
原
価
を
媒
体
と
し
て
実
際
原
価
の
推
算
が
行
な
わ
れ
る
と
い

う
差
異
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
想
に
基
づ
い
て
ど
の
よ
う
に
運
用
せ
ら
れ
る
か
を
計
算
例

　
　
　
　
　
（
8
）

に
つ
い
て
み
よ
う
。

　
こ
こ
に
い
う
標
準
原
価
計
算
制
度
は
最
も
普
通
に
行
な
わ
れ
て
い
る
方
式

の
も
の
で
あ
っ
て
次
の
如
き
前
提
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

　
一
、
材
料
価
格
差
異
は
購
入
の
と
き
に
お
い
て
分
離
さ
れ
る
。

　
二
、
直
接
労
務
費
は
標
準
賃
率
で
仕
掛
品
に
賦
課
さ
れ
る
。
笑
際
労
務
費

と
標
準
賃
率
・
実
際
時
間
に
よ
る
労
務
費
と
の
差
額
は
賃
率
差
異
勘
定
に
賦

課
さ
れ
る
。

　
三
、
製
造
諸
経
費
は
間
接
費
の
勘
定
に
賦
課
さ
れ
標
準
配
賦
率
で
配
賦
さ

れ
る
。

　
四
、
仕
掛
品
勘
定
は
標
準
原
価
で
貸
記
さ
れ
、
標
準
価
格
に
よ
る
実
際
労

務
費
及
び
材
料
費
と
標
準
労
務
費
及
び
材
料
費
と
の
差
額
は
能
率
差
異
勘
定
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に
振
替
え
ら
れ
る
。
間
接
費
は
標
準
配
賦
率
で
仕
掛
品
に
配
賦
さ
れ
る
の
で

あ
る
か
ら
能
率
差
異
勘
定
に
は
間
接
費
は
含
ま
れ
な
い
。

　
五
、
期
首
棚
卸
資
産
を
評
価
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
標
準
原
価
は
年
間

を
通
じ
て
変
更
さ
れ
な
い
。
標
準
原
価
に
変
更
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
次

年
度
最
初
に
お
い
て
な
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
標
準
原
価
計
算
制
度
を
と
る
一
会
社
が
一
九
五
一
年
に
後
入

先
出
法
を
選
定
し
す
べ
で
の
棚
卸
資
産
を
包
摂
し
て
一
の
プ
ー
ル
と
し
て
取

扱
う
こ
と
に
定
め
た
も
の
と
す
る
。
一
九
五
一
年
一
月
一
日
に
お
け
る
・
従

来
の
評
価
方
法
に
基
づ
く
・
棚
卸
資
産
の
実
際
原
価
は
二
四
三
、
○
○
○
弗

で
あ
っ
て
、
そ
の
標
準
原
価
（
一
九
五
一
年
の
た
め
の
）
に
よ
る
評
価
額
は

二
六
〇
、
○
0
0
弗
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
日
に
お
け
る
元
帳
勘
定
は
次
の

如
く
で
あ
る
。

　
蓮
書
蹄
認
（
弓
懸
弼
禽
）
菅
…
・
…
…
…
・
…
…
…
・
稔
ひ
ρ
8
0

　
臨
創
＝
黙
〉
冷
圧
確
型
脹
晦
…
・
…
・
：
…
：
…
…
　
　
H
メ
0
8

　
登
宮
矯
鰍
（
隙
〉
許
肝
畔
期
自
）
　
…
・
・
…
…
・
…
鴇
お
”
O
O
O

　
幹
冴
到
　
麟
輩
苗
G
O
ρ
0
8
　
儒
壁
釦
鷺
ρ
O
O
O
　
燧
即
強
H
P
8
0

　
本
年
度
中
の
取
引
（
こ
の
問
題
に
関
連
の
あ
る
）
を
要
約
し
て
示
せ
ば
次

の
如
く
で
あ
る
。

　
　
H
・
離
　
　
　
　
輩
　
　
　
毬
軌
ρ
0
8

　
　
　
灘
〉
宙
叢
臨
細
　
　
　
　
g
。
ρ
．
8
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟄
職
母
慰
満
　
　
　
　
　
輪
ω
o
o
ρ
0
8

後
入
先
出
法
と
原
価
計
算

悼
．
洋
　
嘩
　
即

輪
g
ゆ
劇
ρ
O
O
O

母
　
　
　
輩

苗
ω
直
ρ
O
O
O

。
。
・
津
　
蟻
　
卸

　
痴
歯
臨
畑

葡
H
↑
ρ
O
O
O

　
c
o
り
0
8

澱
露
廿
嘩
満

輪
H
心
c
o
騨
O
O
O

心
．
言
詮
繭
躍

苗
卜
。
団
伊
O
O
O

課
露
叶
慰
満

笛
図
卜
。
伊
O
O
O

ら
。
．
洋
　
嘩
　
即

齢
ト
コ
ら
o
ρ
O
O
O

三
三
鹸
蹄

調
三
口
酷
畑

輪
図
ト
っ
伊
O
O
O

　
伊
O
O
O

ひ
．
継

目ロ

鵬
刈
H
c
Q
“
O
O
O

謙
樹
三
六

詳
　
嘩
　
即

翰
拝
0
8

刈
0
8
0
8

刈
・
訓
旨
癌
二

輪
刈
O
P
O
O
O

燧
　
　
　
恥

鯛
刈
O
P
O
O
O

　
こ
の
結
果
期
末
棚
卸
資
産
（
標
準
原
価
）
は
　
鴇
C
。
N
O
O
O
　
（
丑
到
”
母
堂

電
ρ
o
o
o
律
華
匙
雪
。
。
b
8
建
即
齢
H
H
o
b
8
）
と
な
り
、
期
首
在
高
（
標

準
原
価
）
認
ひ
ρ
o
o
o
に
比
べ
て
鶴
N
o
o
o
の
増
加
と
な
る
。
期
首
及
び
期

末
の
在
高
（
と
も
に
標
準
原
価
）
は
同
一
の
価
格
で
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
増
加
分
は
数
量
的
増
加
の
反
映
で
あ
る
。
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後
入
先
出
法
と
原
価
計
算

次
い
で
こ
の
増
加
分
に
実
際
原
価
対
標
準
原
価
比
率
を
適
用
し
て
実
際
原
価

に
よ
る
増
加
額
が
求
め
ら
れ
る
。

麗瞭：茸

勲麟三

遷騨

賄
構
弼
甫

：
魯
g
。
駅
ρ
O
O
O

：
H
鼻
ρ
O
O
O

：
卜
。
ω
ρ
O
O
O

柵
購
三
三

苗Q。

モp

ﾏ
O
O
O

犀
c
o
や
8
0

鱒
田
b
O
O

　
　
卑
　
…
…
レ
…
…
…
…
・
…
鷺
卜
。
ρ
0
8
　
　
　
　
鷺
㎝
。
。
る
8

　
柵
嘱
弼
差
違
賄
懸
朔
強
酔
言
　
葡
誤
ら
。
b
8
十
下
話
ρ
8
0
－
1
H
・
O
ま

　
柵
蕪
詳
覧
π
”
び
脹
溜
館
曽
φ
爲
b
。
ゆ
o
o
o
×
H
●
o
愈
1
1
鴇
。
。
“
o
H
卜
。

　
期
末
棚
卸
資
産
の
後
入
先
出
法
評
価
額
は
期
首
評
価
額
と
実
際
原
価
に
よ

る
当
期
増
加
分
と
の
合
計
額
で
あ
る
か
ら

　
笛
酌
劇
q
9
9
0
0
0
十
齢
ト
っ
9
9
9
0
H
ト
っ
1
1
齢
鱒
ひ
ρ
O
H
団

と
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
当
期
売
上
原
価
は
次
の
如
く
計
算
さ
れ
る
。

　
盗
曝
酎
画
（
柵
蕪
三
三
）
…
…
…
…
窃
に
蕊
w
O
8

　
脹
遣
轟
〉
酬
（
柵
翼
弼
盧
）
…
…
…
誤
G
。
”
O
O
O

　
　
卑
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
電
O
ひ
る
O
O

　
濫
滞
餅
酬
（
黙
〉
語
凹
面
嗣
歯
）
…
卜
。
ひ
9
0
H
ト
り

　
訓
」
μ
朔
前
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
苗
刈
鱒
P
O
e
o
c
Q

　
実
際
売
上
原
価
は
次
の
仕
訳
に
よ
っ
て
も
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
黙
〉
語
幹
確
α
一
脹
陣
　
　
曽
b
H
卜
9

　
醒
鼎
癬
臨
畑
　
　
　
卸
O
O
O

　
譲
　
　
梼
　
　
醸
　
　
畑
　
　
H
H
Ψ
0
8

　
訓
　
　
」
μ
　
弼
　
　
強
　
　
鱒
ρ
O
c
o
Q
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
螺
〉
自
警
臨
糎
　
　
　
　
　
鶴
ρ
O
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯨
楓
酷
溜
　
　
　
　
　
　
Q
O
る
8

　
（
註
8
）
　
冒
属
8
一
．
O
。
乙
。
P
H
罵
。
鋤
民
。
D
冨
ロ
留
巳
O
。
ω
貫
〉
。
8
巨
江
諮
図
①
。
・
Φ
霞
。
『

　
　
　
含
ぎ
H
撰
少
電
』
O
刈
ー
ト
◎
H
O
・

　
こ
れ
に
よ
っ
て
原
価
差
異
の
差
引
額
欝
卜
。
b
o
o
は
期
末
棚
卸
資
産
と
売
上

原
価
と
に
配
分
（
前
者
へ
曾
b
H
卜
。
後
者
へ
鴇
ρ
O
c
。
c
。
）
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
と
こ
ろ
で
標
準
原
価
計
算
制
度
の
下
で
は
原
価
差

異
は
そ
の
発
生
の
月
の
売
上
原
価
に
算
入
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
原
価
差
異

が
処
理
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
中
間
財
務
報
告
書
に
お
け
る
売
上
原
価
の
合
計

額
は
鷺
Q
。
ど
o
o
O
（
雪
o
P
o
o
o
＋
鵠
ト
り
N
o
o
O
O
1
1
雪
ω
翻
O
O
o
）
　
で
あ
り
、
後
入

先
出
法
に
よ
る
売
上
原
価
は
鎗
鱒
P
O
。
。
c
。
で
あ
る
か
ら
、
標
準
原
価
計
算
に

よ
る
方
が
琶
b
H
卜
⊃
だ
け
大
と
な
る
。
こ
の
関
係
を
先
入
先
出
法
（
但
し
原

価
計
算
で
は
標
準
原
価
計
算
制
度
が
と
ら
れ
て
い
る
。
）
　
の
場
合
と
比
較
す

れ
ば
標
準
原
価
計
算
に
よ
る
売
上
原
価
の
方
が
如
何
に
後
入
先
出
法
に
よ
る

売
上
原
価
に
接
近
し
て
い
る
か
が
判
明
す
る
。
右
の
計
算
例
に
基
づ
い
て
計

算
す
れ
ば
、
先
入
先
出
法
に
よ
る
期
末
評
価
額
は
欝
。
♪
薯
卜
。
と
な
り
売
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

原
価
は
鴛
自
b
図
○
。
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
標
準
原
価
計
算
に
よ
る
売

上
原
価
雪
。
。
H
b
o
o
と
の
差
は
認
P
o
趨
と
な
る
。
か
く
て
先
入
先
出
法
を

選
定
し
て
い
る
企
業
に
お
い
て
は
月
次
の
売
上
原
価
（
標
準
原
価
計
算
に
よ

る
）
の
合
計
額
は
先
入
先
出
法
に
よ
る
売
上
原
価
の
総
額
と
甚
だ
し
く
相
違

す
る
も
の
と
な
る
。
後
入
先
出
法
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
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こ
の
こ
と
は
後
入
先
出
法
と
標
準
原
価
計
算
と
の
結
合
が
大
い
に
意
味
の
あ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
（
註
9
）
先
入
先
出
法
に
よ
る
期
末
評
価
額
は
期
末
在
高
（
標
準
原
価
に
よ
る
）
の

　
　
　
H
虞
・
ひ
獣
と
し
て
算
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
稀
図
c
o
鯉
O
O
O
×
H
・
O
ら
ひ
一
1
萄
邸
O
声
O
刈
卜
9

　
　
　
　
こ
の
評
価
額
は
や
や
控
え
目
で
あ
る
。
一
〇
四
・
六
％
は
年
間
を
通
じ
て

　
　
　
の
価
格
か
ら
算
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
先
入
先
出
法
で
は
期
末
に
近
い
価

　
　
　
格
で
期
末
在
高
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
先
入
先
出
法
に
よ
る
売
上
原
価
は
次
の
如
く
算
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
潜
琳
斜
副
（
柵
嘱
弼
雷
）
…
：
…
…
…
…
…
・
…
稔
ホ
噂
8
0

　
　
　
　
　
脹
濫
轟
〉
副
（
満
漿
二
一
）
…
…
…
…
：
…
…
・
謡
ら
。
w
O
8

　
　
　
　
　
　
理
　
…
…
…
…
…
…
・
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
畠
O
O
g
O
8

　
　
　
　
　
秘
曲
皿
盛
へ
許
〉
冷
匠
華
華
宙
）
…
…
…
…
…
鱒
O
倉
O
刈
図

　
　
　
　
　
議
卜
餌
宙
…
…
・
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
：
鴛
自
噸
8
c
o

　
後
入
先
出
法
が
標
準
原
価
計
算
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
、
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

入
量
と
販
売
量
と
が
均
し
け
れ
ば
、
購
入
の
際
に
価
格
差
異
を
分
離
し
こ
れ

を
売
上
原
価
に
賦
課
す
れ
ば
、
売
上
原
価
勘
定
は
カ
レ
ン
ト
な
売
上
原
価
を

示
し
、
前
線
の
利
益
額
は
後
入
先
出
法
に
基
づ
く
利
益
額
を
表
わ
す
こ
と
と

な
る
。
し
か
し
、
販
売
量
と
購
入
量
と
が
異
な
る
場
合
に
購
入
時
の
原
価
差

異
を
売
上
原
価
に
賦
課
す
る
こ
と
は
、
厳
密
に
い
え
ば
、
カ
レ
ン
ト
な
売
上

原
価
及
び
後
入
先
出
法
に
基
づ
く
利
益
額
を
齎
ら
す
も
の
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
か
か
る
場
合
を
考
慮
し
て
月
々
の
売
上
原
価
及
び
利
益
額
が
後
入

　
　
　
　
後
入
先
出
法
と
原
価
計
算

先
出
法
に
基
づ
く
売
上
原
価
及
び
利
益
額
に
更
に
接
近
す
る
よ
う
な
方
法

（
そ
れ
に
よ
っ
て
期
末
に
調
整
す
べ
き
金
額
が
小
と
な
る
。
）
　
が
考
案
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
註
－
o
）
　
購
入
を
材
料
に
限
定
し
て
考
え
れ
ば
、
売
上
品
に
含
ま
れ
る
標
準
材
料

　
　
　
原
価
が
購
入
材
料
の
標
準
原
価
と
等
し
い
場
合
に
、
販
売
量
と
購
入
量
と
は

　
　
　
等
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
ゴ
ー
ド
ン
は
こ
れ
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
方
法
を
示
し
て
い
る
。

　
販
売
量
が
購
入
量
に
満
た
ず
例
え
ば
購
入
量
の
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

っ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合
に
は
価
格
差
異
の
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
売
上

原
価
に
賦
課
し
残
額
を
「
繰
延
価
格
差
異
引
当
金
」
と
し
て
繰
越
せ
ば
よ
い
。

後
の
月
に
お
い
て
販
売
が
購
入
を
超
え
た
た
め
に
増
加
分
が
消
尽
し
た
と
き

は
、
そ
の
月
の
差
異
額
と
引
当
金
と
の
合
計
額
を
そ
の
月
の
売
上
原
価
に
賦

課
す
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
月
は
そ
の
月
の
購
入
量
に
対
す
る
実

際
原
価
と
先
の
月
に
購
入
せ
ら
れ
そ
の
月
に
販
売
さ
れ
た
も
の
の
実
際
原
価

を
賦
課
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
他
方
、
増
加
分
が
期
末
ま
で
残
留
し
て
い
る

場
合
に
は
、
引
当
金
の
残
高
を
棚
卸
資
産
勘
定
に
振
替
え
て
締
切
る
。
か
く

て
増
加
分
の
標
準
原
価
と
引
当
金
勘
定
に
お
け
る
差
異
額
と
の
合
計
額
は
当

期
増
加
分
の
後
入
先
出
法
原
価
を
示
す
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
販
売
量
が
購
入
量
を
超
え
る
場
合
の
処
理
方
法
も
本
質
的
に
は
こ
れ
と
同

様
で
あ
る
。
例
え
ば
販
売
量
が
購
入
旦
里
の
百
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
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後
入
先
出
法
と
原
価
計
算

す
れ
ば
価
格
差
異
の
百
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
売
上
原
価
に
賦
課
し
、
差
異

発
生
額
と
売
上
原
価
に
算
入
し
た
差
異
額
と
の
差
額
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を

引
当
金
勘
定
に
貸
記
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
月
は
カ
レ
ン
ト
な
売
上
原

価
を
賦
課
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
後
の
月
に
お
い
て
棚
卸
資
産
の
数
量
が
当

初
の
水
準
に
回
復
し
た
（
購
入
量
が
販
売
量
を
超
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
）
場

合
に
は
、
補
充
の
行
な
わ
れ
た
月
の
価
格
差
異
勘
定
に
振
替
え
て
締
切
る
。

そ
の
結
果
、
補
充
の
行
な
わ
れ
た
月
は
そ
の
月
に
販
売
さ
れ
た
物
品
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

る
カ
レ
ン
ト
な
売
上
原
価
の
み
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
か
く
て
月
次

の
売
上
原
価
を
通
算
す
れ
ば
期
別
後
入
先
出
法
の
適
用
に
よ
る
売
上
原
価
の

総
額
と
一
致
す
る
。
期
末
に
至
る
も
喰
込
み
分
が
回
復
し
な
い
場
合
に
は
月

次
の
売
上
原
価
の
合
計
額
は
カ
レ
ン
ト
な
売
上
原
価
の
額
を
示
す
が
、
期
別

後
入
先
出
法
の
売
上
原
価
の
額
を
示
さ
な
い
。
両
者
の
差
は
喰
込
分
が
担
っ

て
い
た
後
入
先
出
法
原
価
と
喰
草
分
に
対
す
る
カ
レ
ン
ト
な
原
価
と
の
差
額

で
あ
る
。
当
期
の
喰
野
分
は
過
年
度
の
増
加
分
で
あ
る
か
ら
こ
の
差
額
は
大

で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
差
額
は
、
購
入
・
製
造
・
販
売
・
活

動
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
資
本
的
利
得
叉
は
資
本
的
損
失
で
あ
る
。
従

っ
て
期
末
に
か
か
る
差
異
が
残
存
し
よ
う
と
も
期
申
の
売
上
原
価
数
値
を
無

意
味
な
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。

（
註
1
1
）
　
竃
属
8
一
・
O
。
巳
8
り
雷
。
竃
邑
9
㎝
9
巴
d
m
。
。
h
u
彗
餌
O
げ
邑
昌
薗
匡
。
一
ロ

　
∩
。
呂
巨
a
呂
三
聾
＝
皆
目
『
¢
b
8
。
暮
爵
σ
q
調
豊
睾
り
諺
語
一
押
H
o
ま
い
男
や
器
e
。
一

　
図
ω
P

（
註
1
2
）
　
か
か
る
処
理
方
法
が
と
ら
れ
る
の
は
、
正
確
に
い
え
ば
、
販
売
量
が
購

　
　
入
量
を
超
え
、
そ
の
月
の
残
高
が
期
首
繰
越
量
に
満
た
な
い
場
合
の
そ
の
満

　
　
た
な
い
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
註
1
3
）
　
こ
の
処
理
方
法
は
潜
入
先
出
法
の
適
用
で
あ
る
。
こ
の
場
合
補
充
に
要

　
す
る
原
価
は
見
積
り
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
、
補
充
の
た
め
に
実
際
に
要
し

　
　
た
金
額
と
の
差
額
は
、
補
充
の
行
わ
れ
た
月
の
価
格
差
異
に
影
響
す
る
こ
と

　
　
と
な
る
。

　
後
入
先
出
法
を
原
価
計
算
に
統
合
す
る
た
め
の
ゴ
ー
ド
ン
の
説
く
方
法
は

右
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
期
中
払
出
原
価
は
、
（
標
準
原
価
を
媒
介
と
す
る

も
の
で
あ
る
が
）
要
す
る
に
、
期
首
繰
越
数
量
を
超
え
る
在
庫
量
か
ら
の
払

出
に
つ
い
て
は
そ
の
実
際
受
入
原
価
を
も
つ
て
し
、
期
首
繰
越
数
量
か
ら
の

払
出
（
従
っ
て
喰
込
み
）
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
は
そ
の
補
充
の
た
め
に
要

す
る
原
価
を
も
つ
て
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
而
し
て
期
末
に
お
い
て
喰
込
分
が
回
復
さ
れ
な
い
で
終
っ
た
場
合
に

は
補
充
の
た
め
の
引
当
金
の
残
額
は
資
本
的
損
益
と
し
て
処
理
せ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

三

　
ゴ
ー
ド
ン
の
挙
げ
た
例
で
は
企
業
の
有
す
る
す
べ
て
の
棚
卸
資
産
は
一
括

さ
れ
て
一
つ
の
プ
ー
ル
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
そ
こ
で
は
種
類
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・
品
質
・
型
を
異
に
す
る
原
材
料
は
勿
論
一
の
棚
卸
資
産
プ
ー
ル
に
含
ま
れ

る
こ
と
と
な
る
し
、
原
材
料
・
仕
掛
品
及
び
製
品
（
仕
掛
品
及
び
製
品
も
お

の
お
の
種
類
等
を
異
に
し
て
い
る
。
）
　
も
ま
た
一
の
棚
卸
資
産
プ
ー
ル
に
包

摂
さ
れ
る
。
種
類
等
を
異
に
す
る
多
数
の
棚
卸
資
産
を
取
扱
う
企
業
に
お
い

て
は
棚
卸
資
産
原
価
の
配
分
上
、
当
然
か
か
る
方
向
へ
向
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
が
、
我
国
に
お
い
て
は
未
だ
8
原
材
料
・
仕
掛
品
・
製
品

を
お
の
お
の
別
個
の
グ
ル
ー
プ
と
し
更
に
口
そ
れ
ら
を
種
類
等
を
異
に
す

る
こ
と
に
細
分
し
て
原
価
配
分
を
行
な
う
こ
と
が
一
般
的
な
慣
行
と
な
っ
て

い
る
。
　
（
僅
か
に
税
法
上
の
原
価
差
額
調
整
に
お
い
て
、
原
材
料
・
仕
掛
品

・
製
品
を
お
の
お
の
一
括
し
て
処
理
す
る
方
式
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
）

　
と
も
あ
れ
日
期
中
の
払
出
原
価
の
合
計
額
が
期
別
に
適
用
し
た
場
合
の

棚
卸
資
産
原
価
配
分
方
法
に
よ
る
払
出
原
価
総
額
に
一
致
す
る
よ
う
に
期
中

の
払
出
原
価
を
定
め
る
か
、
　
口
原
価
管
理
等
の
観
点
に
重
点
を
お
い
て
期

申
の
原
価
計
算
は
財
務
会
計
上
の
棚
卸
資
産
原
価
配
分
方
法
と
は
別
個
に
行

な
う
か
叉
は
口
両
者
の
申
間
の
途
を
選
び
、
で
き
得
る
限
り
月
次
の
原
価

計
算
数
値
を
意
味
あ
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
期
末
調
整
を
要
す
る
額
を
僅

少
な
ら
し
め
る
か
の
う
ち
何
れ
か
の
方
法
が
選
択
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

そ
の
何
れ
を
最
も
適
当
と
す
る
か
は
業
種
業
態
に
よ
っ
て
も
異
な
る
で
あ
ろ

う
。　

こ
こ
で
我
国
に
お
け
る
税
法
上
の
原
価
差
額
調
整
に
触
れ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
後
入
先
出
法
と
原
価
計
算

　
現
行
「
原
価
差
額
の
調
整
」
に
関
す
る
通
達
で
は
原
材
料
・
仕
掛
品
・
製

品
を
お
の
お
の
区
分
し
て
原
価
差
額
を
調
整
す
る
い
わ
ゆ
る
段
階
調
整
方
式

の
み
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
一
括
調
整
方
式
が
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
原
材
料
・
仕
掛
品
・
製
品
を
一
の
プ
ー
ル
と
し
た
一
括
調
整
方

式
も
考
慮
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
一
期
間
を
対
象
と
し
て
み
れ
ば
一
括

調
整
方
式
は
段
階
調
整
方
式
と
は
異
な
る
原
価
配
分
を
結
果
す
る
も
の
で
は

あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
方
式
適
用
の
結
果
が
常
時
一
方
的
な
偏
向
（
例
え
ば

毎
期
間
を
通
じ
て
過
大
評
価
又
は
過
少
評
価
と
な
る
。
）
　
を
齎
ら
す
も
の
で

な
い
限
り
、
そ
の
方
式
を
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
期
間
的
な
偏
差

は
何
れ
は
修
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
一
括
す
る
こ
と

自
体
は
決
し
て
常
時
一
方
的
な
偏
向
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。

　
原
材
料
・
仕
掛
品
・
製
品
の
す
べ
て
を
一
括
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い

場
合
に
は
、
仕
掛
品
・
製
品
を
一
括
し
て
原
材
料
の
み
を
切
離
し
て
調
整
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
次
の
諸
点
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
8
　
原
材
料
の
購
入
の
際
価
格
差
異
を
分
離
す
る
等
に
よ
っ
て
生
ず
る
受

入
差
額
の
調
整
も
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
原
材
料
に
つ

い
て
原
価
差
額
調
整
を
な
し
得
る
場
合
を
総
平
均
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
場

合
に
限
定
す
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
。
例
え
ば
標
準
価
格
に
よ
る
受
入
が
行

な
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
標
準
価
格
に
よ
る
払
出
が
行
な
わ
れ
残
高
も
ま
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後
入
先
出
法
と
原
価
計
算

た
標
準
価
格
で
表
示
さ
れ
る
。
棚
卸
資
産
原
価
配
分
方
法
と
し
て
先
入
先
出

法
が
選
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
期
末
在
高
は
期
末
に
近
い
受
入
分
か
ら
成

る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
例
え
ば
期
末
数
量
が
九
月
の

受
入
分
（
九
月
決
算
と
し
て
）
以
内
で
あ
る
と
き
は
九
月
分
に
関
す
る
笑
際

原
価
対
標
準
原
価
比
率
を
用
い
て
（
標
準
原
価
を
実
際
原
価
に
換
算
す
る
趣

旨
を
も
つ
て
）
受
入
差
額
の
配
分
を
行
な
え
ば
よ
い
。
し
か
し
後
入
先
出
法

が
選
定
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
期
末
の
数
量
が
期
首
の
数
量
と
均
し
い
か
叉

は
期
首
の
数
量
に
満
た
な
い
と
き
は
、
受
入
差
額
の
す
べ
て
は
払
出
原
価
の

調
整
に
充
て
ら
れ
る
。
期
末
の
数
量
が
期
首
の
数
量
を
超
え
る
と
き
は
そ
の

超
え
る
数
量
に
つ
い
て
の
み
受
入
差
額
に
よ
る
調
整
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の

場
合
、
当
期
増
加
分
が
四
月
（
当
期
第
一
月
）
の
受
入
数
量
以
内
で
あ
る
と

ぎ
は
、
四
月
分
に
関
す
る
実
際
原
価
対
標
準
原
価
比
率
を
用
い
て
受
入
差
額

の
配
分
を
行
な
え
ば
よ
い
。

　
口
　
段
階
調
整
方
式
に
代
え
て
仕
掛
品
・
製
品
を
一
括
し
て
一
括
調
整
方

式
を
採
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
仕
掛
品
及
び
製
品
に
関
す
る
評

価
方
法
が
同
一
で
あ
る
と
き
は
問
題
は
な
い
が
、
同
一
の
草
昧
を
余
り
厳
密

に
解
釈
せ
ず
、
一
方
は
先
入
先
出
法
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
他
方
は
平
均
法
に

よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
一
括
調
整
方
式
の
適
用
が
認
め

ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
原
価
差
額
調
整
目
的
の
た
め
に
は
先
入

先
出
法
及
び
平
均
法
を
同
一
の
評
価
方
法
と
み
る
の
で
あ
る
。
棚
卸
資
産
原

価
配
分
上
平
均
法
は
先
入
先
出
法
と
そ
の
趣
旨
を
均
し
く
す
る
も
の
で
あ
り
、

大
別
す
れ
ば
平
均
法
は
先
入
先
出
法
群
に
属
す
る
方
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

米

花

稔

一、

　
本
論
は
、
北
海
道
総
合
開
発
に
お
い
て
、
特
に
そ
の
第
二
次
五
力
年
計
画

に
お
い
て
里
心
課
題
と
な
っ
て
い
る
二
次
産
業
育
成
の
問
題
検
討
の
役
立
て

に
、
北
海
道
地
域
の
工
業
発
展
の
実
態
を
、
経
営
位
置
論
的
観
点
か
ら
考
察

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
こ
こ
に
経
営
位
置
論
的
観
点
と
い
う
の
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
以
下
の
如

く
で
あ
る
。
企
業
経
営
は
、
そ
の
程
度
は
と
に
か
く
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
何

ら
か
の
立
地
条
件
的
特
殊
性
、
換
言
す
れ
ぽ
立
地
上
の
可
能
性
と
限
界
性
を

も
つ
て
い
る
と
共
に
、
他
方
特
定
の
立
地
条
件
を
前
提
と
し
て
、
経
営
の
存

立
態
様
、
並
び
に
経
営
政
策
が
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
地
方

工
業
化
に
つ
い
て
、
一
般
に
特
定
地
域
の
立
地
条
件
が
問
題
と
せ
ら
れ
る
け

れ
ど
も
、
そ
の
場
合
、
こ
れ
を
具
体
的
に
実
現
す
べ
ぎ
企
業
経
営
の
活
動
を

関
連
的
に
考
察
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
実
態
は
解
明
で
き
な
い
は
ず
の

も
の
で
あ
る
。
経
営
位
置
の
そ
の
業
態
と
の
関
連
的
考
察
が
欠
く
べ
か
ら
ざ

る
も
の
と
な
る
。
こ
こ
に
経
営
位
置
論
的
観
点
と
い
う
の
も
、
そ
の
こ
と
を

　
　
　
　
　
（
1
）

さ
す
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
論
は
企
業
経
営
の
活
動
の
空
間
性
の
認

識
を
よ
り
所
と
し
つ
つ
、
北
海
道
工
業
化
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
し

た
の
で
あ
る
。

　
順
序
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
目
的
に
役
立
つ
よ
う
な
北
海
道
工
業
発
展
の

現
状
、
そ
れ
に
関
連
す
る
経
営
の
業
態
等
の
特
徴
的
概
観
を
行
い
、
つ
い
で

わ
が
国
工
業
の
経
営
位
理
論
的
性
格
と
の
関
連
に
よ
る
北
海
道
工
業
化
の
可

能
性
と
方
向
と
条
件
な
い
し
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
こ
れ
ら
の
検

討
に
も
と
つ
く
若
干
の
問
題
点
摘
出
に
及
び
た
い
と
思
う
。

　
尚
本
論
は
、
筆
者
が
文
部
省
科
学
研
究
費
北
海
道
開
発
問
題
委
員
会
に
属

し
て
昭
和
三
十
一
、
二
、
三
年
の
三
回
目
委
員
会
に
よ
る
現
地
視
察
の
結
果
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北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

を
、
関
速
資
料
を
参
照
し
つ
つ
、
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
限

ら
れ
た
資
料
と
一
応
の
現
地
調
査
に
止
ま
る
の
で
、
思
わ
ざ
る
誤
解
と
未
熟

の
部
分
あ
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
が
、
問
題
の
と
り
あ
げ
方
、
全
般
的
思
考
形

式
と
若
干
の
方
向
並
び
に
条
件
に
つ
い
て
、
多
少
な
り
と
も
北
海
道
工
業
化

問
題
検
討
に
資
す
る
所
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
（
註
1
）
　
経
済
位
置
論
的
考
察
に
つ
い
て
は
拙
著
「
経
営
立
地
」
昭
和
三
十
三
年

　
　
　
刊
参
照
。二

、
北
海
道
工
業
化
の
現
状
の
特
徴
的
概
観

　
（
一
）
　
北
海
道
の
工
業
活
動
発
展
の
全
般
的
概
観
に
つ
い
て
は
、
道
庁
で

毎
年
発
表
せ
ら
れ
る
「
経
済
白
書
」
等
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
に
は
経
営
位
置
論

的
考
察
の
前
提
と
し
て
必
要
な
る
範
囲
に
つ
い
て
、
そ
の
工
業
化
の
ア
ウ
ト

ラ
イ
ン
を
簡
単
に
知
る
た
め
に
、
次
の
諸
比
率
を
み
て
み
よ
う
。

　
北
海
道

面
　
　
　
　
積

人
　
　
　
　
　
口

工
業
従
業
者
数

工
業
製
品
出
荷
額

石
炭
業
従
業
者
数

寄
　
炭
　
産
　
額

即
ち
、

　
　
七
八
千
方
キ
ロ

　
四
、
九
七
八
千
人
　
（
昭
和
三
二
、
δ
）

　
　
一
四
三
千
人
　
（
〃
三
〇
、
三
）

究
五
、
二
六
九
百
万
円
（
〃
ぎ
年
）

究
、
〇
九
三
人
　
　
（
〃
三
二
、
三
）

三
、
九
四
二
千
ト
ン
（
〃
三
二
年
）

　
全
　
国

　
三
究
三
方
キ
ロ
　
三
・
二
％

空
、
δ
O
千
人
　
　
　
導
四

五、

ﾜ
量
千
人
　
　
　
二
・
六

六
、
一
三
「
冒
宍
二
百
万
円
三
↓

三
δ
、
九
九
〇
人
　
　
　
二
五
・
四

互
、
七
三
千
ト
ン
　
　
三
？
八

工
業
従
…
菜
者
数
の
全
国
対
比
は
、
総
人
口
に
お
け
る
全
国
対
比
の

半
分
に
達
せ
ず
、
こ
の
よ
う
な
ひ
ら
ぎ
は
、
全
国
都
道
府
湖
中
、
北
海
道
が

第
一
位
を
占
め
て
い
る
。
只
石
炭
鉱
業
に
お
い
て
全
国
の
二
五
％
余
を
占
め

て
、
こ
れ
を
補
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
叉
生
産
額
叉
は
出
荷
額
に
お
け
る

全
国
対
比
が
、
従
業
者
数
に
お
け
る
よ
り
や
や
ま
さ
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意

せ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

　
こ
れ
を
最
近
数
年
間
に
つ
い
て
み
る
と
、
人
口
は
昭
和
二
十
五
年
一
〇
月

全
国
対
比
北
海
道
は
五
・
一
％
で
、
昭
和
三
十
年
五
・
三
％
同
三
十
二
年
五

・
四
％
と
相
対
的
に
比
率
を
多
少
な
り
と
も
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

工
業
従
業
者
数
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
は
三
・
○
％
で
、
同
三
十
年
二
・
六

％
と
な
り
、
又
製
品
出
荷
額
に
お
い
て
も
、
昭
和
二
十
五
年
三
・
五
％
で
、

同
三
＋
年
三
・
一
％
と
、
い
ず
れ
も
相
対
的
に
む
し
ろ
多
少
な
り
と
も
比
率

を
減
少
さ
え
し
て
い
る
Q

　
こ
の
こ
と
は
製
造
工
業
の
生
産
指
数
の
推
移
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
　
国
　
　
　
　
　
　
北
海
道

　
　
昭
和
二
五
年
　
　
　
　
四
五
・
七
　
　
　
　
六
三
・
一

　
　
　
　
三
〇
年
　
　
　
一
〇
〇
・
〇
　
　
　
一
〇
〇
・
〇

　
　
　
　
三
二
年
　
　
　
一
四
五
・
四
　
　
　
＝
二
〇
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
通
産
省
統
計
）

　
す
な
わ
ち
、
昭
和
二
十
五
年
に
対
し
て
、
昭
和
三
十
二
年
に
は
、
全
国
の

生
産
は
三
．
一
八
倍
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
北
海
道
は
二
・
〇
六
倍

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
三
年
間
に
つ
い
て
み
て
も
、
前
表
の
よ
う
に
同

一一一
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様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
簡
単
な
数
字
で
実
態
を
示
し
得
な
い
け
れ
ど
も
、
す
く
な
く
と
も
、
北
海

道
工
業
化
の
現
状
が
、
全
体
と
し
て
は
、
な
お
き
わ
め
て
程
度
が
低
い
と
い

（1）工業の業種別構成
（昭和30年末）

製造品出荷額工業従業者譲
国
成
合

全
構
割

道

　　％
17．　9

17．　4

　9．　2

11．　0

3L8

12．　7

100．　O

割合
　　％
　35．　7

　3．　6

　27．　0

　6．　6

　19．　3

　7．　8

100．　0

北　　海

百万円

国
成
合

全
お
半

道海北

74，　563

　　7，　549

56，　427

13，　828

40，　378

16，　236

208，　981

　　　％
12．　5

21．　8

12．　6

　　6．　5

30．　2

16．　4

100．　0

割　合

　　　　％
　　28．　0

　　　6．　6

　　30．　9

　　4，　6

　　18．　2

　　1L　7

100．　0

人

40，　257

　　9ヲ450

44，　321

　6，　631

26，　073

16，　737

143，　469

品料食

紡織　衣服
木材家具パルプ紙

学化

金属機械
他の

　
計

そ

昭和30年通産省工業統計表により作成

北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

う
こ
と
は
明
か
に
知
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
次
に
北
海
道
の
工
業
を
主
要
業
種
別
構
成
か
ら
み
る
と
、
木
材
、

家
具
、
パ
ル
プ
、
濃
州
V
＝
連
の
工
…
菜
と
、
・
食
料
品
工
盟
菜
と
が
全
体
の
半
分
以

上
の
比
重
を
占
め
、
わ
が
国
全
体
の
工
業
が
金
属
機
械
関
係
工
業
ピ
化
学
工

〃
莱
と
で
四
割
を
占
め
、
あ
る
い
は
金
属
機
械
関
係
工
業
と
繊
維
関
係
工
業
と

で
半
分
を
占
め
て
い
る
の
と
、
好
対
照
を
示
し
て
い
る
。
第
一
表
に
よ
り
、

工
業
従
業
者
数
に
し
て
も
、
製
品
出
荷
金
額
に
し
て
も
、
明
か
に
知
ら
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
北
海
道
の
工
業
の
業
種
的
特
徴
を
一
層
明
確
に
知
る
た

め
に
は
、
業
種
別
に
対
全
国
比
率
を
比
較
す
る
こ
と
が
都
合
よ
い
。
そ
こ
で

工
業
の
主
要
業
種
別
に
、
従
業
員
数
の
対
全
国
比
率
を
以
て
、
大
き
い
も
の

か
ら
順
次
に
配
列
し
、
且
総
人
口
割
合
、
な
ら
び
に
工
業
従
業
者
総
数
割
合

を
一
の
境
界
と
し
て
区
分
す
る
と
、
北
海
道
工
業
の
業
種
的
特
徴
を
簡
単
に

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
昭
和
二
十
五
年
と
三
十
年
に
つ
い
て

比
較
し
た
。
第
二
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
人
口
分
布
割
合
以
上
の
業
種
は
、
木
材
木
製
品
工
業
、

パ
ル
プ
製
紙
工
業
、
食
料
品
工
業
で
、
さ
ら
に
工
業
平
均
以
上
の
業
種
を
加

え
る
と
、
家
具
工
業
、
ゴ
ム
製
品
工
業
、
一
次
金
属
工
業
、
印
刷
出
版
業
が

あ
げ
ら
れ
る
。
繊
維
工
業
、
化
学
工
業
、
各
種
機
械
工
業
…
等
の
比
重
は
薯
し

く
低
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
の
上
各
業
種
を
通
じ
て
、
昭
和
二
十
五

年
の
割
合
と
比
較
す
る
と
、
木
材
木
製
品
工
業
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
多

一15一



（2）北海道工業業種別従業者数対全国割合

北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

昭和25年
全国対比

7．　1％

9．　7

7．　4

5．　4

　　　人口比
6．4　5．1％以上

4．　4

4．　1

　　　工業平均比
3．8　3．0％以上

2．　4

1．　7

L6
1．　7

1．6

1．　4

1．　4

0．8

0．　48

0．　14

0．　19

　　　　　昭和30年
全国対比　全国業種別割合に対し

7・2％　　　　　　　　　2・7倍

5．9　2．35・8　人巨些5・4％以上　　　2・2

”4”1’6”””’”HH”一　1．s

3．6　L33．2　L23・1　工業平均比2．6％以下1・2

2．4

1．8

1．　7

1．　5

1．4

1．2

1．2

0．8

0．　8

0．　8

0．　08

0．　07

種業順
位

品
品
品
具
品
業
版
品
業
業
業
械
業
品
服
維
他
械
械

耀纏

ｿ
製
瓢
工
エ
エ
三
飯
の
機
機

甚
　
ム
喩
璽
革
回
送
鴛
　
気
密

木
パ
一
家
ゴ
一
印
石
化
皮
機
輸
窯
金
衣
繊
そ
電
精

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9

工業統計表により作成

少
共
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
注
意
せ
ら
れ
る
。
今
日
ま
で
の
北
海
道
工
業
の

特
徴
と
し
て
い
る
所
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
知
ら
れ
る
と
共
に
、
近
年
全
体
と

し
て
、
相
対
的
比
重
も
僅
か
な
が
ら
減
じ
て
い
る
こ
と
が
一
応
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
以
上
は
、
工
業
の
申
分
類
業
種
別
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
小
分
類
に
よ
っ

て
、
昭
和
三
十
年
中
の
製
品
出
荷
額
の
全
国
比
重
を
申
心
に
、
主
要
な
も
の

を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
註
　
昭
和
三
十
年
工
業
統
計
表
（
品
目
編
）
に
よ
る
。

　
　
ω
前
表
に
お
い
て
第
一
位
を
占
め
る
木
材
木
製
品
工
業
に
お
い
て
、

　
一
般
的
な
製
材
業
を
別
と
す
れ
ば
、

　
　
床
板
（
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
）
二
〇
・
一
％
　
全
国
順
位
①

　
　
　
ベ
ニ
ヤ
板
　
三
二
・
二
％
①

　
　
特
殊
合
板
　
　
　
　
　
　
二
六
・
九
％
　
　
　
　
　
①

　
　
ω
　
パ
ル
プ
紙
製
品
工
業
に
お
い
て
、
一
般
的
な
バ
ル
ブ
を
別
と
す
れ

　
ば
、

　
　
新
聞
巻
取
紙
　
　
　
　
　
　
四
一
二
。
六
％
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
㈲
　
食
料
品
工
業
に
お
い
て
特
徴
的
な
も
の
を
表
示
す
る
と
、

乳
製
品
関
係

罐
詰
関
係

煉
乳
、
粉
乳

バ
タ
ー

・
チ
ー
ズ

か
に
罐
詰

さ
け
ま
す
罐
詰

肉
罐
詰

二
六
・
八
％

五
三
・
二
％

七
六
・
九
％

九
六
・
七
％

四
六
・
七
％

二
一
・
二
％

＠＠＠o＠＠
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そ
の
他
麟
∴
卿
欝

　
ロ
　
ゴ
ム
製
品
工
業
に
お
い
て
は
、
殆
ど
次
の
二
品
種
の
み
に
よ
っ
て

構
成
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
　
総
ゴ
ム
靴
　
　
　
　
　
一
九
・
一
血
％
’
　
②

　
　
ゴ
ム
引
合
羽
　
　
　
二
二
・
九
％
　
①

　
囲
　
金
属
機
械
関
係
工
業
に
お
い
て
は
、
既
に
示
し
た
よ
う
に
一
次
金

属
工
業
と
し
て
の
鉄
鋼
業
が

　
　
自
局
炉
銑
　
　
　
　
　
　
　
一
六
・
四
％

　
　
普
通
鋼
半
製
品
　
　
　
一
四
・
八
％

　
　
線
　
材
　
　
　
　
　
一
五
・
四
％

等
に
お
い
て
目
立
つ
の
み
で
、
そ
の
他
の
金
属
製
品
、
機
械
製
品
の
比
重

は
き
わ
め
て
低
い
。
例
外
的
に
次
の
数
品
目
の
み
が
相
当
の
比
重
を
占
め

て
い
る
け
れ
ど
も
、
業
種
全
体
に
お
け
る
比
重
は
い
ず
れ
も
小
さ
い
も
の

を
主
と
す
る
。

　
　
食
　
罐
胆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
・
六
．
％
　
　
②

　
　
圧
延
ロ
ー
ル
　
　
　
　
　
一
七
・
七
％
　
④

　
　
舶
用
蒸
汽
機
関
部
品
　
　
五
五
・
○
％
①

　
　
動
力
飼
料
裁
断
機
　

三
一
・
五
％
①

　
　
　
北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察
．

　
　
砕
土
機
及
ハ
ロ
ー
　
　
　
一
七
・
九
％
　
①

　
　
牛
乳
用
機
械
　
　
　
　
　
一
五
・
二
％
　
②

　
　
木
造
漁
船
　
　
　
　
　
　
一
五
・
0
％
　
①

　
　
㈲
　
化
学
工
業
に
お
い
て
は
、
北
海
道
と
し
て
は
化
学
肥
料
、
と
り
わ

　
け
硫
安
、
尿
素
等
が
目
立
っ
て
い
る
が
、
全
国
比
重
で
は
硫
安
は
五
％
に

達
せ
ず
、
尿
素
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
　
尿
素
　
　
　
三
八
・
○
％
①

　
　
㈲
　
窯
業
、
土
石
工
業
の
実
体
は
、
主
と
し
て
セ
メ
ン
ト
及
び
そ
の
製

　
品
で
あ
る
が
、
セ
メ
ン
ト
の
全
国
比
重
は
四
，
％
程
度
で
あ
る
。

　
　
㈱
　
北
海
道
の
比
重
の
低
い
繊
維
工
業
の
内
で
、
次
の
も
の
は
例
外
的

　
に
目
立
つ
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
ナ
イ
p
ン
漁
網
　
　
四
二
・
六
％
①

　
　
　
亜
麻
紡
織
半
製
品
　
　
　
九
七
・
九
％
　
①

　
以
上
工
業
の
業
種
別
概
観
に
よ
っ
て
み
ら
れ
る
特
徴
は
次
の
如
く
で
、
後

の
北
海
道
工
業
化
問
題
の
考
察
の
一
の
足
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
ω
　
い
わ
ゆ
る
原
料
地
指
向
工
業
が
、
北
海
道
工
業
の
主
体
を
占
め
、

そ
れ
ら
が
全
国
対
比
の
比
重
も
上
位
を
占
め
て
い
る
。
木
材
木
製
品
工
業
、

　
パ
ル
プ
製
紙
工
業
、
食
料
品
工
業
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
小
分

類
に
お
い
て
、
一
層
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。
な
お
そ
の
内
で
も
と
り
わ
け

　
木
材
加
工
工
業
の
高
度
化
が
注
意
せ
ら
れ
る
。
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北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

　
　
②
　
い
わ
ゆ
る
市
場
指
向
工
業
、
そ
の
他
の
工
業
は
、
全
体
と
し
て
は
、

　
中
分
類
に
お
い
て
み
る
限
り
北
海
道
の
比
重
は
き
わ
め
て
ひ
く
い
。
し
か

　
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
小
分
類
で
み
る
時
、
若
干
の
市
場
指
向
性
工
業
に
お

　
い
て
、
北
海
道
の
比
重
の
き
わ
め
て
高
い
も
の
が
み
と
め
ら
れ
る
。
石
炭

　
鉱
業
に
関
連
し
て
ゴ
ム
製
品
工
業
が
目
立
ち
、
漁
業
に
関
連
し
て
、
食
罐

　
製
造
工
業
、
木
造
漁
船
製
造
、
舶
用
機
関
部
品
工
業
、
ナ
イ
ロ
ン
漁
網
工

　
業
曝
が
あ
り
、
農
業
に
関
連
し
て
、
動
力
飼
料
裁
断
機
、
砕
土
機
及
び
ハ

　
p
1
、
牛
乳
用
機
械
等
の
製
造
が
目
立
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
生
産
資
材

　
と
し
て
の
市
場
指
向
工
業
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
⑧
　
業
種
全
体
と
し
て
は
北
海
道
の
比
重
の
大
き
く
な
い
原
料
地
指
向

　
工
業
の
内
、
特
定
分
野
に
お
い
て
目
立
っ
て
い
る
も
の
に
、
鉄
鋼
、
化
学

　
肥
料
、
麻
製
品
等
の
諸
工
業
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
團
　
こ
れ
ら
を
通
じ
て
注
意
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
以
上
の
資
料
に
関
す

　
る
限
り
消
費
財
の
市
場
指
向
工
業
の
目
立
つ
た
も
の
が
な
い
こ
と
、
生
産

　
財
の
市
場
指
向
工
業
と
し
て
も
、
石
炭
鉱
業
関
係
の
如
き
ゴ
ム
製
品
工
業

　
を
除
い
て
、
比
重
の
高
い
も
の
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
従
っ
て
こ
れ
ら
を

　
ふ
く
ん
で
、
機
械
工
業
関
係
の
い
ち
じ
る
し
く
未
発
達
で
あ
る
こ
と
等
の

諸
点
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
さ
ら
に
よ
り
実
態
に
近
づ
く
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
産
業
の
活
動

を
具
体
的
に
に
な
っ
て
い
る
工
場
な
ら
び
に
こ
れ
が
形
成
す
る
企
業
体
等
に

つ
い
て
、
規
模
、
業
種
、
企
業
の
性
格
等
の
概
観
に
お
よ
ん
で
、
そ
の
特
徴

点
を
補
足
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
ω
　
ま
ず
工
場
従
業
者
数
に
よ
る
規
模
別
構
成
を
、
全
国
と
北
海
道
と

　
を
比
較
す
る
と
、
第
三
表
の
如
く
で
あ
る
。
規
模
別
の
工
場
数
、
従
業
者

　
数
、
製
品
出
荷
額
構
成
は
、
両
者
殆
ど
一
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
差
支

　
え
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

　
一
般
に
北
海
道
で
は
中
小
企
業
の
活
動
が
き
わ
め
て
不
振
で
あ
る
と
よ
く

（3）全国ならびに北海道工業規模別構成

　　　　　①北海道　　（昭和31年）

製品出荷額従業者数

割合
　　％
27．　6

　7，4
10．　6

10．　2

10．　8

33．　4

100．　0

実　数

百万円
68，　987

18，　555

26，　426

25，　378

26，　863

83，　597

249，　809

割合

％
ユ
3
冴
3
語
渇
』

　
4
5
9
7
0
2
0

　
1
　
　
　
　
　
　
1
5
0

　
　
　
　
　
　
1

実　数

　　　　人

21，　870

　8，　967

15，　Ol1

11，　282

16，　423

81，　356

154．　908

工場数
実数1割合

％
0
6
1
1
4
7
1
5
0

　
0
0
0
0
2
6
0

　
　
　
　
　
9
0

　
　
　
　
　
　
1

　　　　7

　　　13

　　　50

　　　84

　　241
11，　042

11．　437

　　人
1，000以上
　500　，t

　200　，，

　100　n
　50　xl
　49以下
　計

北海道工業統計による。

（昭和30年）国②全

23．　5

1LO
16．　2

　9．　9

　9．　5

29．　7

100．　0

十億円
1，　592

　　　749

1，　100

　　　675

　　　642

2，　Ol1

6，　772

5
8
3
1
5
8
0

4
6
0
8
9
0
0

1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
F
D
O

　
　
　
　
　
1

804，　492

375，　316

566，　960

450，　769

528，　241

2，791，150

5，516，928

　O．　08

　0．　12

　0．　4

　0．　7

　L8
96．　8

100．　0

　　　376
　　　　540

　　1，　879

　　3，　271

　　7，　769

418，　870

432．　705

　　人
1，000以上
　500　”
　200　，1

　100　x，

　50　，1

　49以下
　計

通産省工業統計表による。
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い
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
．
こ
の
よ
う
な
資
料
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
は
何
を

意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
、
ω
　
第
三
表
に
お
い
て
、
従
業
者
数
一
〇
〇
人
－
五
〇
〇
人
の
規
模
の

　
工
場
が
、
工
場
数
、
従
業
者
数
の
割
合
に
お
い
て
殆
ど
変
り
が
な
い
の
に
、

　
製
品
出
荷
額
に
お
い
て
、
全
国
が
二
六
，
％
余
に
対
し
、
北
海
道
は
二
〇
％

　
余
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
中
小
企
業
の
申
核
的
存
在
に
お
い
て
、
北

　
海
道
が
相
当
弱
体
で
あ
る
こ
と
を
一
応
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

　
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
ω
業
種
別
構
成
が
第
一
表
に
み
た
よ
う
に
、
全
国
と
北
海
道
で
は
相

　
当
異
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
こ
と
が
北
海
道
の
中
小
企
業
の
特
殊
性
と
関

　
連
を
も
つ
・
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
金
属
機
械
工
業

　
は
、
製
品
出
荷
額
に
お
い
て
全
国
で
は
三
割
余
、
北
海
道
で
は
二
割
余
の

　
構
成
割
合
で
あ
る
が
、
そ
の
従
業
者
数
千
人
以
上
の
工
場
の
占
め
る
比
重

　
は
、
全
国
で
は
約
四
〇
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
北
海
道
で
は
六
八
％
に
達

　
し
て
い
る
如
き
に
知
ら
れ
る
。

　
　
㈲
　
さ
ら
に
叉
北
海
道
に
お
け
る
申
小
企
業
の
不
振
と
い
わ
れ
る
所
以

　
は
、
　
一
応
の
製
造
活
動
に
お
け
る
よ
り
も
、
経
営
の
実
態
に
お
け
る
不
振

　
が
よ
り
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
以
上
は
上
述
の
限
ら
れ
た
資
料
を
申
心
に
】
応
考
え
得
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト

を
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
後
の
考
察
の
一
の
足
掛
り
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

　
②
　
よ
り
具
体
的
な
実
態
に
近
づ
く
た
め
に
、
北
海
道
に
お
け
る
工
業
活

動
を
に
な
っ
て
い
る
主
要
工
場
を
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
上
の
概
観

を
補
足
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
（
註
）
　
通
産
省
編
「
全
編
工
場
通
覧
」
一
九
五
八
年
忌
を
資
料
と
し
、
適
宜
修
正

　
　
し
た
。

○
従
業
員
千
人
以
上
の
工
場

　
　
富
士
製
鉄
　
室
蘭
製
鉄
所
　
　
　
　
（
他
に
釜
石
、
広
畑
、
川
崎
）

　
　
日
本
製
鋼
所
　
室
蘭
製
作
所
　
　
　
（
他
に
広
島
、
横
浜
、
武
蔵
）

　
　
函
館
ド
ッ
ク
函
館
造
船
所

　
　
東
洋
高
圧
北
海
道
（
砂
川
）
工
業
所
　
（
他
に
大
牟
田
、
彦
島
、
大
船
）

　
　
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
　
　
　
　
　
（
他
に
春
日
井
）

　
　
十
条
製
紙
釧
路
工
場
　
　
　
　
　
　
（
他
に
十
条
、
伏
木
、
都
島
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
倉
、
八
代
、
坂
本
）

　
　
国
策
パ
ル
プ
旭
川
工
場

○
従
業
員
五
百
人
以
上
の
工
場

　
　
国
策
パ
ル
プ
野
立
払
工
場
〃

　
　
北
日
本
製
紙
江
別
秋
揚

　
　
日
本
セ
メ
ン
ト
上
磯
工
…
揚
（
他
に
埼
玉
、
大
阪
、
西
多
摩
、
糸
崎
、
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
、
門
司
、
香
春
、
八
代
、
佐
伯
）

　
　
函
館
製
網
船
具
株
式
会
社
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北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

　
　
日
魯
漁
業
製
網
所
（
函
館
）

　
　
帝
国
製
麻
札
幌
工
場
（
道
内
に
他
に
＋
工
場
）

　
　
岩
倉
組
（
苫
小
牧
）

　
　
日
本
鯖
菜
糖
（
帯
広
、
磯
分
内
、
士
別
）
　
（
他
に
清
水
、
下
関
）

○
従
業
員
三
百
人
以
上
の
工
場

　
　
北
海
製
罐
小
樽
工
場

　
　
函
館
ド
ッ
ク
室
蘭
工
場

　
　
夕
張
製
作
所
夕
張
作
業
所

　
　
日
新
造
船
工
機
（
函
館
）

　
　
北
日
本
ゴ
ム
（
札
幌
）

　
　
三
馬
ゴ
ム
（
小
樽
の
三
工
場
）

　
　
第
一
ゴ
ム
（
小
樽
）

　
　
北
紡
（
旭
川
）

　
　
日
本
麦
酒
（
札
幌
）
　
（
他
に
目
黒
、
川
上
、
名
古
屋
、
門
司
）

　
　
合
同
酒
清
旭
川
工
場
（
他
に
八
戸
、
東
京
、
清
水
）

　
　
古
谷
製
菓
（
札
幌
）
　
（
他
に
東
京
）

　
　
芝
浦
精
糖
（
北
見
）
　
（
他
に
東
京
二
工
場
）

○
主
要
会
社
の
そ
の
他
工
場

　
　
豊
平
製
鋼
所
（
札
幌
）

　
　
日
産
化
学
函
館
工
場
（
全
部
で
＝
工
場
）

　
　
日
東
化
学
釧
路
工
場
（
全
部
で
四
工
場
）

　
　
日
本
油
脂
美
唄
工
場
（
全
部
で
町
工
場
）

　
　
日
本
製
紛
小
樽
工
場
及
び
札
幌
工
場
（
全
部
で
一
〇
工
場
）

　
　
日
清
製
粉
函
館
工
場
及
び
北
見
工
場
（
全
部
で
一
五
工
場
）

　
　
官
田
士
セ
メ
ン
ト
（
室
蘭
）

　
　
北
海
道
曹
達
（
幌
別
）

　
　
申
央
繊
維
（
道
内
の
み
で
七
工
場
）

　
　
北
海
道
バ
タ
ー
（
道
内
の
み
で
一
〇
工
場
）

　
　
雪
印
乳
業
（
道
内
の
み
で
三
七
工
場
）

　
　
明
治
乳
業
（
道
内
の
み
で
四
工
場
）

　
　
森
永
乳
業
（
道
内
の
み
で
ニ
工
場
）

　
こ
れ
ら
の
・
王
要
諸
工
場
を
、
さ
き
に
示
し
た
業
種
別
工
場
従
業
者
数
の
全

国
比
に
よ
る
重
要
度
の
表
に
組
合
せ
て
表
示
す
る
と
、
次
の
如
く
な
る
。

　
第
一
位
　
木
材
木
製
品
工
業

　
　
　
　
五
〇
〇
人
以
上
　
一
（
岩
倉
組
）

　
第
二
位
　
パ
ル
プ
制
双
紙
工
業

　
　
一
、
O
O
O
人
以
上
　
三
（
王
子
製
紙
、
十
条
製
紙
、
国
策
パ
ル
プ
）

　
　
　
　
五
〇
〇
人
以
上
　
二
（
国
策
パ
ル
プ
、
北
日
本
製
紙
）

　
第
三
位
食
料
品
工
業

　
　
　
　
五
〇
〇
人
以
上
　
三
（
日
本
脂
菜
糖
の
三
工
場
）
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三
〇
〇
人
以
上
　
四
（
日
本
麦
酒
、
合
同
酒
糖
、
古
谷
製
菓
、
芝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
精
糖
）

　
　
そ
の
他
主
要
会
社
工
場
（
日
本
製
粉
、
日
清
製
粉
、
明
治
乳
業
、
森
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乳
業
、
北
海
道
バ
タ
ー
、
雪
印
乳
業
等
）

　
第
四
位
　
家
具
工
業

　
第
五
位
　
ゴ
ム
工
業

　
　
　
　
三
〇
〇
人
以
上
　
五
（
北
日
本
ゴ
ム
、
三
馬
ゴ
ム
（
三
）
、
第
一
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
）

　
　
そ
の
他
主
要
会
社
工
場
（
小
樽
ト
ー
ヨ
ー
ゴ
ム
、
札
幌
ト
ー
ヨ
ー
ゴ
ム
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
熊
ゴ
ム
等
）

　
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
北
海
道
の
占
め
る
比
重
の
大
き
い
工
業
は
、
パ
ル
プ

製
紙
業
を
除
い
て
、
規
模
の
大
き
い
工
場
の
余
り
み
ら
れ
な
い
業
種
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
他
方
に
お
い
て
、
北
海
道
に
お
い
て
比
重
の
低
い
工
業
に
あ
っ
て
、
特
に

金
属
機
械
工
業
、
化
学
工
業
等
に
は
、
全
国
的
に
み
て
も
相
当
規
模
の
大
き

い
工
場
が
存
し
て
い
て
、
し
か
も
北
海
道
に
お
け
る
そ
の
業
種
に
お
け
る
支

配
的
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
業
種
に
あ
っ

て
は
、
北
海
道
で
は
・
王
と
し
て
孤
立
的
、
か
つ
散
在
的
に
少
数
の
大
規
模
工

場
・
の
み
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
次
の
如
く
で
あ

る
Q

　
　
　
北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

0
千
人
以
上
の
工
場

　
第
六
位
　
一
次
金
属
工
業
　
二
（
富
士
鉄
、
日
本
製
鋼
）

　
第
九
位
　
化
学
工
業
　
　
　
一
（
東
洋
高
圧
）

　
第
十
二
位
　
輸
送
機
械
　
　
一
（
函
館
ド
ッ
ク
）

〇
五
百
入
以
上
の
工
場

　
第
十
三
位
　
窯
業
土
石
工
業
　
一
（
日
本
セ
メ
ン
ト
）

　
第
十
六
位
繊
維
工
業
　
　
二
（
函
館
製
網
船
具
、
帝
国
製
麻
）

　
前
に
表
示
し
た
諸
会
社
工
場
を
通
覧
し
て
、
更
に
次
の
こ
と
が
特
徴
的
に

知
ら
れ
る
。

　
　
ω
　
こ
れ
ら
の
主
要
工
場
は
、
主
と
し
て
全
国
的
企
業
に
属
し
、
地
元

　
資
本
に
よ
る
企
業
な
い
し
地
方
的
性
格
を
も
つ
企
業
で
、
規
模
の
相
対
的

　
に
大
き
い
工
場
は
き
わ
め
て
少
数
で
あ
る
こ
と
。

　
　
ω
　
更
に
北
海
道
に
み
ら
れ
る
こ
れ
ら
全
国
的
企
業
は
、
主
と
し
て
一

　
社
複
数
工
場
制
の
業
態
で
、
そ
の
内
の
一
工
場
を
北
海
道
に
設
け
て
い
る

　
の
が
多
く
、
北
海
道
の
み
に
工
場
を
も
つ
も
の
、
な
い
し
主
力
工
場
を
北

　
海
道
に
も
つ
も
の
は
極
め
て
す
く
な
く
、
前
者
は
国
策
パ
ル
プ
、
後
者
は

　
日
本
製
鋼
所
等
に
そ
の
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
殊
に
相
対
的
に
規

　
模
の
小
さ
い
工
場
で
、
企
業
体
と
し
て
は
全
国
的
規
模
に
属
す
る
も
の
の

　
一
ブ
ラ
ン
チ
・
プ
ラ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
目
立
っ
。

　
　
団
　
こ
の
よ
う
な
全
国
的
企
業
の
北
海
道
所
在
工
場
の
立
地
的
性
格
を
、
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き
わ
め
て
大
ま
か
に
大
別
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。

　
0
原
料
指
向
的
な
も
の
。

　
　
1
、
，
製
鉄
塑
、
紙
、
パ
ル
プ
等
の
比
較
的
大
規
模
工
場

　
　
2
、
鯖
菜
製
糖
等
の
中
規
模
工
場

　
　
3
、
麻
紡
織
、
乳
製
品
等
の
中
小
規
模
工
場

　
○
市
場
指
向
的
な
も
の
。

　
　
1
、
漁
業
関
係
を
直
接
間
接
市
場
と
す
る
造
船
、
漁
網
、
製
罐
等
の
中

　
　
　
規
模
の
諸
工
場

　
　
2
、
鉱
工
業
関
係
を
対
象
と
す
る
火
薬
、
機
械
、
ゴ
ム
製
品
等
の
中
規

　
　
　
模
の
諸
工
場

　
　
3
、
中
小
規
模
の
食
料
品
関
係
の
諸
工
場
等
よ
り
成
る
が
、
い
ず
れ
も

　
　
　
工
場
は
中
規
模
以
下
を
主
と
し
、
そ
の
中
核
は
と
り
わ
け
一
社
多
数

　
　
　
工
場
制
の
全
国
に
分
散
配
置
す
る
業
態
の
も
の
が
相
当
に
み
ら
れ
る
。

　
○
原
料
指
向
並
び
に
市
場
指
向
を
共
に
条
件
と
す
る
も
の
に
は
、
化
学
肥

　
　
料
、
セ
メ
ン
ト
等
の
大
規
模
工
場
に
そ
の
典
型
が
み
ら
れ
る
。

　
（
四
）
　
以
上
の
よ
う
な
諸
工
業
活
動
の
地
域
的
存
立
態
様
が
、
叉
北
海
道

工
業
の
性
格
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

昭
和
三
＋
一
年
の
製
品
出
荷
額
の
地
域
的
分
布
に
よ
っ
て
こ
れ
を
み
る
こ
と

と
す
る
。
下
掲
の
如
く
で
あ
る
。

　
な
お
こ
れ
ら
郡
市
を
合
し
て
、
窒
蘭
、
苫
小
牧
を
ふ
く
む
胆
振
地
区
が
二

昭和31年製品出荷額

　　249，808百万円

市部　　75・5％

7
2
8
7
6
0
0
5

＆
　
　
L
　
　
＆
　
　
τ
　
　
τ
　
　
6
　
　
翫
　
　
a

1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

蘭
幌
川
農
地
牧
路
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
　
の
市

室
札
旭
小
堂
職
員
そ
1
4郡部’

空知

網走

十勝
その他
11郡

24．　5％

5．　0

3．　5

2．　7

13．　3

六
・
一
％
、
札
幌
を
ふ
く
む
石
狩
地
区
が
一
三
・
八
％
、
旭
川
を
ふ
く
む
上

川
地
区
が
一
二
・
七
％
等
を
そ
れ
ぞ
れ
し
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、

次
の
諸
点
が
注
意
せ
ら
れ
る
。

　
　
国
　
工
業
活
動
が
と
り
わ
け
市
部
に
集
中
し
て
い
る
が
、
し
か
も
そ
の

　
分
布
が
、
室
蘭
、
札
幌
、
旭
川
、
小
樽
、
函
館
、
苫
小
牧
、
釧
路
等
の
道

　
内
主
要
都
市
に
広
く
点
在
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　
　
ω
　
殊
に
札
幌
、
小
樽
が
消
費
市
場
．
中
心
と
し
て
、
函
館
が
漁
業
関
係

　
市
場
と
し
て
、
申
小
企
業
を
ふ
く
む
若
干
の
工
業
集
中
地
域
を
み
る
外
は
、

　
工
業
の
点
在
的
分
布
を
特
徴
と
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
㈲
　
鉄
鋼
の
室
蘭
、
パ
ル
プ
製
紙
の
苫
小
牧
等
一
、
二
の
大
規
模
工
場
・

　
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
シ
ン
グ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
タ
ウ

　
ン
が
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
こ
と
。
こ
の
種
シ
ン
グ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

　
・
タ
ウ
ン
は
、
道
内
の
炭
坑
諸
都
市
を
加
え
る
と
更
に
多
数
に
上
る
。

　
　
国
　
従
っ
て
最
近
工
業
地
帯
開
発
の
観
点
か
ら
、
室
蘭
、
苫
小
牧
、
釧

　
路
の
三
地
域
が
そ
の
振
興
計
画
の
目
標
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る

一22一



が
、
関
連
産
業
を
伴
う
工
業
集
中
地
域
と
し
て
の
形
成
は
む
し
ろ
今
後
の

課
題
で
あ
っ
て
、
今
日
ま
で
の
性
格
は
、
シ
ン
グ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

・
タ
ウ
ン
と
し
て
の
諸
問
題
点
を
多
分
に
も
っ
て
い
る
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
工
業
の
地
域
的
態
様
は
、
既
述
の
北
海
道
の
工
業
構
成
の

諸
特
徴
と
共
に
、
北
海
道
二
次
産
業
発
展
問
題
の
考
察
に
つ
い
て
、
後
に
述

べ
る
よ
う
に
、
重
要
な
手
掛
り
を
も
た
ら
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
（
五
）
　
最
後
に
最
近
に
お
け
る
工
場
の
新
設
拡
張
の
動
向
を
、
全
国
的
な

観
点
か
ら
み
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

（4）最：近4年間の全国主要新設工場（計画をふくむ）立地概況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1954－1957）

計食料品パルプ紙金属機械化　学窯業

6
1
1
1
1
2
2
1
3
5
7
8
2
1
4
6
1
4
1
1
6
6
1
6
3
7
1
4
1
5
2
2
1
2
2

3

1
　
　
　
3

2
　
2
　
　
　
1

1
　
　
　
　
1

1

1

2

1

2
　
1

1

2

1

1

1
　
4

1

1
1
1
1
　
1
　
4
4
1
1
1

1

1
2
　
1
　
2
1
2
　
1
　
1
1
　
1

12 107101031

1
　1

2
　
2
　
　
　
3
　
1
　
　
　
1
　
3

り
臼
　
1
　
　
　

2
　
　
　
1

4
　
1

25

繊　維
（化繊を

ふくむ）

－
　

1

2
2
1
3
1
　
1
1
　
2
2

1

1

撃
手
城
田
島
城
川
馬
玉
川
川
潟
山
井
岡
知
阜
重
賀
耳
掛
庫
根
山
島
口
川
島
媛
山
分
崎
崎
本
島

海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児

北
勢
宮
秋
興
茨
千
里
埼
東
神
馬
千
早
静
早
岐
三
滋
京
大
兵
島
岡
広
山
香
徳
愛
福
大
宮
長
熊
鹿

19計

（日本経済新聞，朝日新聞，毎日新聞等により作成）
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最
近
に
お
け
る
工
場
の
新
設
拡
張
に
つ
い
て
の
詳
細
な
資
料
を
正
確
に
あ

つ
め
る
こ
と
が
困
難
な
の
で
、
こ
こ
に
は
昭
和
二
十
九
年
始
め
よ
り
昭
和
三

十
二
年
末
に
至
る
四
年
間
、
主
要
新
聞
（
日
本
経
済
新
聞
、
朝
日
新
聞
、
毎

日
薪
…
聞
等
）
に
よ
っ
て
報
道
せ
ら
れ
た
わ
が
国
主
要
会
社
の
工
場
新
設
に
つ

い
て
、
こ
の
期
間
に
完
成
さ
れ
た
も
の
、
着
工
さ
れ
た
も
の
、
計
画
が
発
表

せ
ら
れ
た
も
の
等
を
整
理
集
計
し
て
表
示
し
て
み
る
。
従
っ
て
若
干
の
脱
漏

は
ま
ぬ
が
れ
ず
、
計
画
発
表
の
中
に
は
い
ま
だ
不
安
定
な
も
の
も
ふ
く
ま
れ

て
お
り
、
統
計
表
と
し
て
は
殆
ど
意
味
の
な
い
表
示
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
北

海
道
工
業
化
の
業
界
で
の
関
心
の
程
度
を
知
る
具
体
的
素
材
と
し
て
は
、
多

少
の
意
味
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
叉
北
海
道
の
工
業
化
に
は
、
後
に

も
ふ
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
の
表
示
に
み
ら
れ
な
い
程
度
の
新
設
工
場
で
、
今

後
の
発
展
に
お
い
て
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
が
相
当
あ
る
の
で
あ
っ

て
、
資
料
的
不
完
全
性
は
み
ず
か
ら
充
分
認
め
つ
つ
、
な
お
全
国
的
動
向
と

北
海
道
工
業
化
の
関
連
を
知
る
為
の
一
資
料
た
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
第
四
表

の
如
く
で
あ
る
。

　
わ
が
国
全
体
と
し
て
最
近
四
年
間
に
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
新
設
の
完
成
工

揚
、
着
工
工
場
、
計
画
工
場
等
の
傾
向
を
業
種
的
に
み
る
と
、
化
学
工
業
（
石

油
化
学
、
天
然
ガ
ス
化
学
、
合
成
樹
脂
、
製
塩
業
）
、
窯
業
（
セ
メ
ン
ト
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
）
、
繊
維
（
化
繊
、
合
成
繊
維
を
主
と
し
て
）
工
業
等
を
主
と
し
、

こ
れ
に
若
干
の
食
料
品
工
業
、
パ
ル
プ
工
業
、
金
属
機
械
工
業
等
の
工
場
が

み
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
前
表
は
工
場
の
新
設
関
係
の
み
で
、
既
存
工
場
の
拡

張
を
ふ
く
ま
な
い
の
で
、
金
属
機
械
工
業
等
は
む
し
ろ
拡
張
、
設
備
近
代
化

に
重
点
が
あ
り
、
叉
化
学
工
業
に
つ
い
て
も
、
前
表
以
外
に
化
学
肥
料
、
合

成
樹
脂
工
業
等
に
拡
張
が
相
当
み
ら
れ
る
。

　
こ
れ
を
地
方
史
に
み
る
と
、
前
表
の
一
〇
七
工
場
の
内
、

　
　
既
成
工
業
地
帯
（
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
大
阪
、
兵
庫
、
福
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
三
五
工
場

　
　
そ
の
他
の
地
方
（
二
九
道
府
県
）
　
　
　
　
　
　
　
約
七
口
工
場

　
即
ち
約
六
七
％
の
工
場
が
既
成
工
業
地
帯
以
外
の
地
方
に
設
置
さ
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
を
示
し
、
こ
の
四
年
間
に
、
わ
が
国
全
体
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る

地
方
工
業
化
の
成
果
が
若
干
み
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
三
等
と

な
っ
て
い
る
業
種
は
、
化
学
工
業
、
繊
維
工
業
（
特
に
化
繊
、
合
繊
）
．
窯
業

（
特
に
セ
メ
ン
ト
）
、
パ
ル
プ
製
紙
工
業
等
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
主

た
る
部
分
は
中
部
以
西
に
あ
っ
て
、
七
割
以
上
に
達
し
て
い
る
。
最
近
北
海

道
、
東
北
地
方
の
開
発
が
と
り
わ
け
問
題
に
な
っ
て
い
る
際
、
工
業
化
と
い

う
点
か
ら
留
意
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
る
。

　
北
海
道
に
つ
い
て
は
、
前
表
に
入
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
室
蘭
の
富
士

セ
メ
ン
ト
、
幌
別
の
住
友
石
炭
鉱
業
の
製
塩
工
場
、
釧
路
の
本
州
製
紙
、
内

地
精
糖
会
社
の
脂
菜
製
糖
へ
の
進
出
計
画
等
が
あ
る
外
に
、
幌
別
の
北
海
道

曹
達
の
よ
う
な
特
異
な
存
在
（
道
策
会
社
）
の
発
展
、
富
士
鉄
室
蘭
、
国
策
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パ
ル
プ
旭
川
等
の
拡
張
、
木
材
加
工
工
業
の
発
展
等
も
あ
っ
て
、
一
応
全
国

的
な
新
設
拡
張
の
動
向
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
来
の

統
計
そ
の
他
の
諸
資
料
を
通
じ
て
、
そ
の
発
展
に
お
け
る
相
対
的
な
比
重
か

ら
み
る
と
、
結
論
的
に
い
っ
て
相
当
に
程
度
が
低
い
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
Q

　
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
最
近
の
か
な
り
目
立
つ
た
産
業

構
成
の
変
化
、
原
料
革
命
、
技
術
革
新
の
進
行
は
、
立
地
条
件
的
に
一
見
北

海
道
の
比
重
を
低
く
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
み
ら
れ
、
更
に
大
企
業
の
北
海
道

に
お
け
る
現
在
の
事
業
所
の
そ
の
企
業
内
に
お
け
る
比
重
に
も
ま
た
慰
し
も

望
ま
し
い
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
と
は
い
い
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、

北
海
道
工
業
の
有
力
な
一
翼
で
あ
る
パ
ル
プ
エ
業
の
拡
張
計
画
の
如
き
が
か

え
っ
て
申
国
、
四
国
、
九
州
地
方
に
目
立
っ
て
お
り
、
北
海
道
に
お
い
て
も

問
題
に
な
っ
て
い
る
天
然
ガ
ス
利
用
化
学
工
業
が
専
ら
申
部
、
関
東
地
方
に

お
い
て
の
み
具
体
化
が
進
行
し
て
い
る
如
き
に
み
ら
れ
る
。
北
海
道
工
業
化

に
お
け
る
問
題
点
ど
い
う
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
概
観
し
た
所
を
要
約
す
る
と
、
北
海
道
の
工
業
の
比
重
は
相
対
的
に

い
ま
だ
低
く
、
近
年
の
投
資
景
気
に
伴
う
わ
が
国
全
体
の
工
業
生
産
力
発
展

の
わ
け
ま
え
も
ま
た
、
絶
対
額
は
と
に
か
く
、
相
対
的
に
は
低
い
為
に
、
そ

の
比
重
は
却
っ
て
多
少
の
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
又
北
海
道
工
業
の
に

な
い
手
は
、
業
種
的
に
は
、
木
材
資
源
、
石
炭
資
源
な
ら
び
に
食
料
資
源
に

　
　
　
　
北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

直
接
間
接
に
依
存
す
る
原
材
料
指
向
の
分
野
を
主
と
し
、
北
海
道
市
場
指
向

の
分
野
は
、
限
ら
れ
た
一
部
の
生
産
資
材
工
業
を
除
い
て
、
そ
の
比
重
は
著

し
く
低
い
。
こ
れ
を
具
体
的
な
企
業
体
の
側
面
か
ら
み
る
と
、
道
内
企
業
の

比
重
は
著
し
く
低
く
、
全
国
的
企
業
で
、
一
社
複
数
工
場
制
を
建
前
と
す
る

も
の
が
、
そ
の
内
の
一
工
場
を
、
主
と
し
て
は
原
料
指
向
、
一
部
は
市
場
指

向
に
依
存
し
て
、
工
場
を
設
置
し
て
い
る
も
の
が
、
北
海
道
工
業
の
中
核
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
的
に
み
る
と
、
パ
ル
プ
製
紙
、

鉄
鋼
、
化
学
肥
料
等
の
大
規
模
工
場
が
、
主
要
都
市
に
孤
立
的
点
在
的
に
み

ら
れ
、
鉱
業
と
共
に
、
い
わ
ゆ
る
シ
ン
グ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
タ
ウ
ン

的
性
格
の
都
市
を
お
の
ず
か
ら
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
わ
ず
か
に
消

費
市
場
柱
心
と
し
て
札
幌
、
小
樽
、
漁
業
関
係
中
心
の
函
館
等
に
若
干
申
規

模
工
場
の
集
中
地
域
を
み
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
こ
と
は
後
に
ふ
れ
る
よ
う

に
、
北
海
道
工
業
化
問
題
に
す
く
な
か
ら
ず
関
連
を
も
つ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
な
お
北
海
道
の
中
小
企
業
は
、
概
観
的
統
計
資
料
に
関
す
る
限
り
、
全

国
に
お
け
る
構
成
と
大
差
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
実
態
に
お
い
て
は
、
特
定

業
種
を
別
と
す
れ
ぽ
、
中
堅
的
構
成
に
欠
け
て
い
る
こ
と
、
経
営
括
動
の
不

振
等
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
質
的
比
重
が
相
当
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の

こ
と
も
叉
、
工
業
の
地
域
的
発
展
の
基
礎
的
条
件
の
一
と
し
て
重
視
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
、

「
以
上
の
よ
う
な
北
海
道
工
業
の
特
徴
的
現
状
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
工
業

一25一
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化
問
題
の
経
営
位
置
論
的
考
察
に
進
む
こ
と
と
す
る
。

三
、

わ
が
国
工
業
の
業
種
別
地
域
的
諸
類
型

に
よ
る
北
海
道
工
業
の
分
析

　
北
海
道
工
業
化
の
考
察
を
進
め
る
為
に
、
し
ば
ら
く
北
海
道
の
現
状
を
は

な
れ
わ
が
国
工
業
の
業
種
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
一
般
的
に
も
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
地
域
的
業
態
的
特
殊
性
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が

北
海
道
工
業
化
の
限
界
性
と
可
能
性
と
そ
の
条
件
を
朋
ら
か
な
ら
し
め
る
足

掛
り
と
し
た
い
。

　
わ
が
国
の
工
業
は
、
元
来
少
数
地
域
に
各
業
種
が
重
畳
的
に
集
中
す
る
形

を
と
っ
て
い
る
。
現
に
京
浜
、
阪
神
、
愛
知
の
五
都
府
県
の
工
業
従
業
者
数

が
わ
が
国
全
体
の
三
割
余
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
こ
の

間
に
お
い
て
、
現
に
地
方
工
業
化
の
役
割
を
一
般
的
に
並
び
に
特
殊
的
に
果

し
て
い
る
業
種
に
如
何
な
る
も
の
が
あ
り
、
且
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
業
態
に

も
と
づ
い
て
い
る
の
か
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
進
め
る
こ
と
が
、
北
海
道
工
業

化
の
問
題
を
解
明
す
る
一
つ
の
よ
り
所
と
な
り
得
る
は
ず
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
こ
こ
に
業
種
別
地
域
的
性
格
を
分
析
す
る
に
当

っ
て
は
、
各
業
種
の
相
対
的
な
関
係
に
お
け
る
地
域
的
集
中
度
を
中
心
と
し

て
進
め
、
漸
次
こ
れ
を
業
態
と
の
関
連
に
お
い
て
類
型
的
に
把
握
す
る
こ
と

と
し
た
。
こ
の
わ
が
国
工
業
の
業
種
別
地
域
的
業
態
的
特
徴
分
析
は
、
既
に

本
「
年
報
」
第
五
号
（
昭
和
三
十
年
刊
）
に
詳
細
に
示
し
た
所
で
あ
る
が
、

以
下
北
海
道
工
業
の
考
察
に
必
要
な
限
り
に
お
い
て
要
約
し
て
再
言
す
る
こ

と
と
す
る
。
従
っ
て
本
論
は
そ
の
よ
う
な
分
析
結
果
に
よ
る
現
実
老
察
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

適
用
例
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
こ
と
と
な
る
。

　
（
註
）
　
拙
薯
H
「
経
営
立
地
」
第
山
ハ
血
早
参
照

　
基
礎
資
料
と
し
て
、
昭
和
二
十
七
年
工
業
統
計
表
（
昭
和
二
十
七
年
十
二

月
三
十
一
日
現
在
）
と
昭
和
二
十
六
年
事
業
所
統
計
調
査
結
果
報
告
（
昭
和

二
十
六
年
七
月
一
日
現
在
）
と
を
併
用
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
工
業
従
業
者
総

数
の
都
道
府
県
別
比
率
並
び
に
主
要
業
種
別
の
従
業
者
数
の
都
道
府
県
別
比

率
と
を
用
い
た
。
　
（
資
料
を
よ
り
薄
し
い
年
次
の
も
の
で
計
算
し
な
お
す
べ

き
で
あ
る
が
、
手
数
と
時
間
の
制
約
に
よ
り
、
旦
性
格
分
析
を
目
的
と
す
る

の
で
、
著
し
い
支
障
は
な
い
と
思
う
。
）

　
こ
の
場
合
地
域
的
集
中
度
と
い
う
の
は
、
特
定
業
種
の
都
道
府
県
分
布
の

割
合
と
、
工
業
従
業
者
総
数
の
都
道
府
県
分
布
の
割
合
と
を
比
較
し
た
も
の

で
、
各
都
道
府
県
に
つ
き
、
前
者
を
後
者
か
ら
差
引
し
、
右
の
特
定
業
種
の

分
布
割
合
が
、
全
工
業
従
業
者
数
の
そ
れ
よ
り
高
い
都
道
府
県
、
或
は
反
対

に
低
い
都
道
府
県
の
み
の
偏
差
を
合
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
係
数

で
あ
る
。
従
っ
て
同
業
種
に
つ
い
て
分
布
の
高
い
諸
府
県
の
偏
差
の
合
計
と

低
い
諸
府
県
の
そ
れ
と
は
等
し
く
な
る
は
ず
で
あ
り
、
又
特
定
業
種
の
分
布

が
全
工
業
の
分
布
に
近
い
程
そ
の
偏
差
合
計
が
○
に
近
づ
き
、
極
端
な
分
布

一26一
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（5）　地域的集中度と工場規模
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を
示
す
程
一
〇
〇
に
近
づ
く
こ
と
と
な
る
。

　
勿
論
こ
の
よ
う
な
地
域
的
集
申
度
は
、
業
種
間
の
相
対
的
関
係
に
お
け
る

集
申
度
を
あ
る
程
度
示
す
か
わ
り
に
、
絶
対
的
な
集
中
性
が
か
え
っ
て
不
明

確
に
な
る
場
合
を
生
ず
る
の
で
、
特
定
業
種
そ
れ
ぞ
れ
の
従
業
者
数
が
主
要

三
府
県
に
集
中
す
る
実
際
の
割
合
を
も
併
用
対
照
し
て
、
こ
れ
を
補
う
こ
と

と
し
た
。

　
つ
い
で
こ
の
よ
う
な
地
域
的
集
中
の
様
相
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
の
も
つ

業
態
と
相
当
密
接
に
関
係
を
も
つ
て
い
る
の
で
、
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、

従
業
者
数
に
よ
る
工
場
規
模
と
の
関
係
を
み
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は

単
純
に
工
場
規
模
的
観
点
に
止
ま
ら
ず
、
後
述
の
よ
う
に
地
方
産
業
、
近
代

的
大
企
業
な
い
し
、
各
種
関
連
工
業
を
伴
う
関
連
的
生
産
機
構
等
の
業
態
的

特
徴
を
、
あ
る
程
度
、
位
置
と
の
関
連
に
お
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
方
法
で
、
わ
が
国
の
四
十
一
業
種
に
つ
い
て
、
地
域
的
集

中
度
、
各
業
種
の
主
要
三
都
道
府
県
へ
の
実
際
の
集
申
割
合
と
そ
の
都
道
府

県
名
並
び
に
工
場
規
模
別
従
業
者
数
の
割
合
等
を
、
地
域
的
集
中
度
の
高
い

も
の
か
ら
低
い
も
へ
の
順
次
表
示
し
た
の
が
前
頁
の
第
五
表
で
あ
る
。

　
今
表
示
さ
れ
た
地
域
的
集
申
度
と
工
場
規
模
等
を
組
合
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

若
干
の
特
徴
的
な
類
型
が
把
握
さ
れ
る
。
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
ま
ず
結
論

的
に
表
示
す
る
と
一
応
次
の
六
の
類
型
が
と
ら
え
ら
れ
る
。
順
次
そ
の
意
味

す
る
所
を
略
述
し
よ
う
。

　
6
　
申
開
工
業
地
帯
集
中
的
関
連
的
性
格
の
業
種

　
　
3
、
電
気
計
測
機
　
4
、
電
球
　
5
、
通
信
機
械
　
8
、
精
密
機
械

　
　
9
、
自
動
車
　
1
0
、
自
転
車
　
1
1
、
オ
ー
ト
バ
イ
三
輪
自
動
車

　
　
1
3
、
繊
維
機
械
　
2
3
、
金
属
加
工
機
械

　
口
　
中
心
工
業
地
帯
並
び
に
地
方
工
業
地
域
併
存
の
大
規
模
工
場
を
主
と

す
る
業
種

　
　
6
、
鉄
鋼
圧
延
　
1
5
、
非
鉄
金
属
精
錬
　
7
、
造
船
　
1
6
、
鉄
道
車
両

　
　
1
4
、
鉦
｛
機
｛
楽
口
叩
　
2
5
、
紡
緒
…
　
3
4
、
　
一
部
の
パ
ル
プ
製
紙
（
ユ
別
表
に
な

　
　
い
が
化
学
繊
維
、
セ
メ
ン
ト
等
も
）

　
日
　
市
場
指
向
的
中
規
模
工
場
の
業
種

　
　
盈
、
　
砂
糖
　
　
1
8
、
　
ガ
ラ
ス
　
　
2
0
、
　
医
椰
呆
口
叩
　
　
2
2
、
　
ゴ
ム

　
　
3
0
、
有
機
薬
品
　
3
7
、
製
粉
（
そ
の
他
一
部
の
食
料
品
）

　
四
　
地
方
産
業
を
形
成
す
る
も
の

　
　
一
’
陶
磁
器
　
2
、
漆
器
　
1
7
、
広
巾
織
物
　
1
9
、
染
色
加
工

　
㈲
　
市
場
指
向
的
小
規
模
工
場
の
業
種

　
　
2
4
、
農
業
用
機
械
2
6
、
石
鹸
2
8
、
メ
リ
ヤ
ス
2
9
、
玩
具

　
　
3
2
、
鉄
鋼
鋳
造
　
3
3
、
衣
服
　
3
4
、
　
一
部
の
紙
、
紙
製
品

　
　
3
5
、
金
属
製
品
　
3
6
、
印
刷
出
版
　
3
8
、
原
動
機
　
如
、
家
具

　
　
4
1
、
パ
ン
菓
子

一28一



　
因
　
原
材
料
依
存
の
小
規
模
工
場
の
業
種

　
　
2
7
、
木
材
木
製
品
　
3
1
、
罐
詰
保
存
食
品
　
3
7
、
精
穀
製
粉

　
（
一
）
　
中
心
工
業
地
帯
集
中
的
関
連
的
性
格
の
業
種

　
地
域
的
集
適
度
が
比
較
的
高
く
、
少
く
も
中
位
以
上
で
、
京
浜
、
阪
神
、

驚
動
の
仁
心
工
業
地
帯
集
申
的
で
、
し
か
も
工
場
規
模
は
従
業
者
数
の
五
〇

％
以
上
を
占
め
る
支
配
的
な
も
の
が
な
く
、
大
、
中
、
小
規
模
工
場
混
在
型

を
示
し
て
い
る
業
種
で
あ
る
。
前
掲
し
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
が
二
次
以
上

高
次
の
加
工
段
階
の
金
属
機
械
工
業
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ

ら
の
業
種
が
一
応
わ
が
国
の
現
在
ま
で
の
条
件
か
ら
す
る
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
業
種
に
お
い
て
は
勿
論
、
業
種
相
互
間
に
も
技
術
的
、
経
営
的
に
関
連
性

が
大
き
く
、
そ
の
為
に
工
場
規
模
も
、
大
、
中
、
小
規
模
の
も
の
が
混
在
し
、

且
地
域
的
に
も
少
数
の
中
心
工
業
地
帯
へ
の
集
申
を
必
然
的
な
ら
し
め
て
い

る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
】
応
こ
の
部
類
に
属
す
る
業
種
は
、
地
方
工
業
化

に
比
較
的
縁
遠
い
、
存
立
が
困
難
な
も
の
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
業
種
と
い
え
ど
も
、
中
心
工
業
地
帯
以
外
に
全

く
存
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
今
こ
の
よ
う
な
業
種
の
主
要
工
場
地
帯
以
外

の
主
要
府
県
の
工
場
所
在
の
実
態
を
分
析
す
る
と
、
詳
論
を
略
し
て
結
論
か

ら
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
業
種
に
お
い
て
、
京
浜
、
阪
神
、
中
京
の
五
都
府
県
を
除
く
地

　
　
　
　
北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

方
で
主
要
な
も
の
を
拾
っ
て
み
る
と
、
比
較
的
少
数
の
諸
県
に
限
ら
れ
、
特

に
京
浜
工
業
地
帯
の
延
長
な
い
し
外
縁
へ
の
浸
潤
的
発
展
と
み
ら
れ
る
埼
玉
、

群
馬
、
茨
城
、
静
岡
、
長
野
県
等
が
目
立
ち
、
そ
の
他
で
は
広
島
、
福
岡
県

等
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
工
場
を
み
る
と
、
そ
の
極
め
て
多
く
が
、
一
社
に

し
て
相
当
多
数
の
工
場
を
も
つ
複
数
工
場
制
の
大
企
業
で
あ
る
こ
と
が
注
意

せ
ら
れ
る
。
例
せ
ば
日
立
製
作
、
東
芝
電
気
、
三
菱
電
機
、
新
三
菱
重
工
、

富
士
電
機
、
日
産
自
動
車
、
沖
電
気
等
々
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
傷
心
工
業
地
帯
並
び
に
地
方
工
業
地
域
併
存
の
大
規
模
工
場
を
主

と
す
る
業
種

　
地
域
的
集
緯
度
の
申
位
以
上
で
あ
る
こ
と
は
、
第
一
の
類
型
と
同
様
で
あ

る
が
、
少
数
の
申
心
工
業
地
帯
に
相
当
の
比
重
を
示
し
つ
つ
も
、
そ
の
他
の

地
方
に
も
す
く
な
か
ら
ず
存
立
し
、
し
か
も
従
業
員
千
人
以
上
の
大
規
模
工

場
の
従
業
者
数
が
五
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
る
所
に
特
殊
性
を
有
す
る
業
種

で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
既
に
か
か
げ
た
よ
う
に
、
金
属
機
械
工
業
の
内
、
低
次
加

工
段
階
の
鉄
鋼
業
、
非
鉄
金
属
精
錬
、
並
び
に
最
終
加
工
組
立
段
階
の
造
船
、

鉄
道
車
輌
工
業
及
び
化
学
工
業
に
属
す
る
無
機
薬
品
工
業
、
並
び
に
紡
績
業

等
が
こ
れ
に
属
す
る
。
い
ず
れ
も
地
域
的
集
中
度
は
中
位
以
上
で
あ
る
が
、

主
要
三
都
府
県
の
実
際
の
集
申
割
合
は
い
ず
れ
も
五
割
に
達
せ
ず
、
三
割
以

下
の
も
の
さ
え
み
ら
れ
、
第
一
の
類
型
が
六
割
な
い
し
八
割
の
高
率
の
集
申
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北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

を
示
し
て
い
る
の
と
著
し
く
異
る
。
そ
の
意
味
で
は
資
料
の
関
係
で
前
表
に

示
し
得
な
か
っ
た
化
学
繊
維
、
セ
メ
ン
ト
等
も
、
同
様
の
性
格
を
も
つ
て
い

る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
中
心
工
業
地
帯

か
ら
あ
る
程
度
離
れ
た
地
方
に
も
相
当
の
比
重
の
あ
る
業
種
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　
　
ω
　
わ
が
国
の
製
鉄
圧
延
、
非
鉄
金
属
精
錬
は
、
輸
入
原
材
料
依
存
度

　
が
高
く
、
そ
の
限
り
京
浜
、
阪
神
両
工
業
地
帯
の
比
重
は
高
い
の
で
あ
る

　
が
、
同
時
に
国
内
産
出
の
石
炭
、
鉱
産
資
源
に
も
す
く
な
か
ら
ず
依
存
す

　
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
過
程
に
お
け
る
重
量
減
耗
率
の
高
い
と
い
う
立

　
地
的
制
約
と
工
場
規
模
の
大
き
い
こ
と
が
、
右
の
よ
う
な
地
域
的
特
殊
性

　
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
②
　
同
様
の
意
味
に
お
い
て
、
装
置
産
業
で
あ
る
無
機
薬
品
工
業
は
、

　
よ
り
以
上
に
、
国
内
石
炭
、
鉱
産
資
源
、
或
は
水
力
電
源
に
依
存
し
て
い

　
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
地
方
的
に
点
在
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
　
個
叉
造
船
、
車
輌
工
業
は
、
共
に
関
連
性
の
高
い
組
立
工
業
で
、
そ

　
の
関
連
産
業
部
門
は
中
心
工
業
地
帯
集
中
で
あ
る
か
ら
、
本
来
こ
れ
ら
関

　
連
部
門
と
地
域
的
に
結
合
す
べ
き
性
格
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
造

　
船
は
工
場
規
模
の
特
に
大
き
い
こ
と
並
び
に
良
港
に
位
置
す
べ
き
こ
と
の

　
不
可
欠
の
立
地
条
件
に
よ
っ
て
制
約
せ
ら
れ
、
車
輌
工
業
は
、
そ
の
市
揚

　
指
向
的
性
格
と
、
製
品
自
体
の
可
動
能
力
と
に
よ
っ
て
、
相
当
数
の
工
場

　
が
か
な
り
孤
立
的
に
、
独
自
の
立
地
を
占
め
得
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の

　
で
あ
る
Q

　
　
ω
　
只
紡
績
業
は
、
他
の
四
業
種
の
よ
う
な
積
極
的
な
立
地
条
件
に
よ

　
つ
て
地
方
存
立
が
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
は
些
し
も
い
い
得
ず
、
工
蛎

　
規
模
の
経
済
単
位
と
、
一
部
市
場
指
向
性
と
に
も
と
づ
い
て
、
一
社
多
数

　
継
場
制
の
形
態
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域
的
性
格
が
形
成
せ
ら
れ
て
い
る
の

　
で
あ
る
。

　
従
っ
て
こ
れ
ら
業
種
の
地
方
存
立
工
場
の
地
域
も
第
一
の
類
型
の
場
合
と

異
り
、
多
く
の
地
方
の
各
県
に
わ
た
り
点
在
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
そ
れ
ぞ

れ
の
業
種
の
工
場
が
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
立
地
条
件
、
即
ち
石
炭
、
鉱
産
資
源
、

電
力
、
港
湾
、
交
通
等
に
よ
っ
て
、
地
方
存
立
を
可
能
に
し
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
同
時
に
各
業
種
が
大
規
模
工
場
を
主
と
し
て
い
る
と
い
う
内
で

も
、
特
に
代
表
的
企
業
が
中
核
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
目
立
つ
。

　
（
三
）
　
市
場
指
向
的
中
規
模
工
場
の
業
種

　
第
三
の
類
型
は
、
地
域
的
集
中
度
は
中
位
で
、
主
要
三
府
県
へ
の
集
中
割

合
五
割
前
後
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
業
種
の
い
ず
れ
も
が
、
一
〇
〇
人
な
い
し

五
〇
〇
人
の
規
模
の
工
場
の
比
重
の
相
対
的
に
高
い
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
砂
糖
、
ガ
ラ
ス
、
医
薬
品
、
ゴ
ム
、
有
機
薬
品
等
が
こ

れ
に
属
す
る
。
こ
の
内
医
薬
品
、
ゴ
ム
の
内
に
は
、
次
の
第
四
の
類
型
即
ち

地
方
産
業
的
な
も
の
が
一
部
含
ま
れ
て
い
る
。

一30一



第
一
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
相
当
顕
著
な
市
場
指
向
性
を
示
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
次
の
第
六
表
に
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
五
業
種
の
主
要
五
都

（6）布場指向巾規模工場の業種の主要府縣

5位4位3位2位1位

阪
馴
知
島
。

大
淋
愛
煙
自

知
庫
庫
道
府

　
　
　
海

高
兵
兵
北
兵

岡
岡
山
岡
阪

輻
幅
富
幅
大

京
京
阪
阪
京

東
東
大
大
東

蓮
阪
京
庫
岡

海
北
大
東
兵
輻

砂　　繕

ガラス
馨藥品
ゴ　　　ム

有機蘂晶

る
も
の
に
属
し
つ
つ
、

と
共
に
、
従
業
者
数
に
よ
っ
て
み
る
時
、

な
っ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

工
場
も
、
こ
の
類
型
に
属
す
る
。

　
（
四
）
　
地
方
産
業
を
形
成
す
る
も
の

　
第
四
の
類
型
は
、
地
域
的
集
申
度
が
相
当
高
く
、
し
か
も
構
成
工
場
な
い

し
企
業
は
、
申
小
工
場
特
に
五
〇
人
以
下
工
場
従
業
者
数
が
五
〇
％
以
上
を

占
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
の
は
、
陶
磁
器
、
漆
器
、
広
巾
織
物
、

　
　
　
　
北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

　
　
府
県
を
み
る
と
、
わ
が
国
内
市
場
を
大
別
し
て
、

　
　
北
海
道
、
京
浜
、
愛
知
、
阪
神
、
九
州
の
五
区

　
　
写
す
る
時
、
殆
ど
が
そ
の
い
ず
れ
か
に
属
し
、

　
　
し
か
も
そ
の
三
地
方
な
い
し
四
地
方
が
そ
れ
ぞ

　
　
れ
の
業
種
の
中
心
地
域
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

　
　
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

　
　
　
第
二
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
五
業
種

　
　
の
大
部
分
が
一
種
の
装
置
産
業
に
属
す
る
と
い

　
　
う
共
通
の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
こ
の
こ
と
が
企
業
と
し
て
は
比
較
的
規
模
大
な

市
場
指
向
性
の
複
数
工
場
制
の
企
業
が
中
核
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
中
規
模
工
場
の
比
重
が
相
当
高
く

　
　
尚
製
粉
、
ビ
ー
ル
等
の
一
部
の
食
料
品
工
業
の

染
色
加
工
等
で
あ
る
が
、
更
に
一
部
の
医
薬
品
、
ゴ
ム
工
業
、
農
業
用
機
械
、

メ
リ
ヤ
ス
、
衣
服
工
業
等
に
も
み
ら
れ
る
。

　
（
五
）
　
市
場
指
向
的
小
規
模
工
場
の
業
種

　
地
域
的
集
中
度
が
中
位
以
下
で
、
し
か
も
わ
が
国
の
市
場
申
心
へ
の
集
中

割
合
の
相
当
高
い
、
従
業
員
五
〇
人
以
下
工
場
の
従
業
者
数
が
過
半
を
占
め

る
業
種
で
あ
る
。
既
に
掲
げ
た
如
く
で
あ
る
。

　
（
大
）
　
原
材
料
依
存
の
小
規
模
工
場
の
業
種

　
第
五
の
類
型
と
同
様
に
地
域
的
集
中
度
は
中
位
以
下
で
、
且
小
規
模
工
場

の
従
業
者
数
が
過
半
を
占
め
る
既
掲
の
よ
う
な
諸
業
種
で
あ
る
が
、
立
地
条

件
的
に
主
と
し
て
原
材
料
依
存
的
で
あ
る
上
に
、
地
方
分
散
度
の
比
較
的
高

い
業
種
で
あ
る
。

　
以
上
わ
が
国
の
工
業
四
十
一
業
種
に
つ
い
て
、
業
態
と
地
域
的
性
格
を
関

係
づ
け
て
六
の
類
型
に
わ
け
た
。
も
ち
ろ
ん
実
態
は
多
少
共
相
互
交
錯
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
一
定
の
傾
向
は
こ
れ
で
つ
か
み
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
さ
き
に
既
卜
し
た
北
海
道
工
業
の
実
態
を
、
上
述
の
よ
う
な
わ
が
国

の
地
域
的
業
態
的
諸
類
型
と
の
関
連
で
、
考
察
す
る
と
ど
う
い
う
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
か
。

　
ω
　
即
ち
第
二
表
に
示
し
た
北
海
道
の
工
業
で
、
対
全
国
比
率
の
優
位
な

業
種
を
類
型
的
に
分
類
し
て
み
る
と
次
の
如
く
な
る
。

　
　
一
位
　
木
材
木
製
品
　
　
　
　
　
因
の
類
型
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北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

六五四三二
位位位位位

パ
ル
プ
紙
製
品

食
料
品

家
具
．

．
ゴ
ム
製
品

一
次
金
属
工
業

口
の
類
型

．
日
及
（
五
）
の
類
型

田
の
類
型

日
の
類
型

口
の
類
型

　
②
　
叉
北
海
道
に
お
い
て
従
業
員
数
に
よ
る
工
場
規
模
の
大
き
い
も
の
に

つ
い
て
こ
れ
を
み
る
と
、
次
の
如
く
な
る
。

　
　
千
人
以
上
工
場
　
　
七
工
場
の
大
部
分
が
口
の
類
型

　
　
五
百
人
以
上
工
場
　
一
〇
工
場
が
半
ば
つ
つ
口
の
類
型
と
日
の
類
型

　
　
三
百
人
以
上
工
場
　
一
四
工
場
の
大
部
分
が
日
の
類
型
叉
は
㈲
の
類
型

　
⑬
　
第
五
表
に
お
い
て
業
種
別
の
主
要
都
道
府
県
の
内
若
干
の
業
種
が
北

海
道
の
優
位
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
業
種
の
業
態
的
特
徴
は
次
の
如
く

で
あ
る
。

全
国
に
お
け
る
順
位

砂
　
　
　
糖

農
機
具

木
材
木
製
品

罐
　
　
　
詰

精
穀
精
粉

由
　
　
　
　
　
ヒ
日

諸
　
　
　
　
　
　
　
R
刀

位位部位位位

・麺56665

そ
の
業
種
の
申
核
的
な

構
成
経
営
規
模

　
中
規
模
が
過
半

　
小
規
模
が
過
半

　
　
　
（
七
八
割
を
占
む
）

　
　
　
〃〃〃〃

　
以
上
を
通
じ
て
北
海
道
の
現
存
工
業
経
営
の
性
格
に
つ
い
て
い
い
得
る
こ

と
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
図
　
全
体
と
し
て
北
海
道
工
業
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
こ
こ

　
に
い
う
口
の
類
型
、
日
の
類
型
、
国
の
類
型
、
因
の
類
型
よ
り
な
っ
て
い

　
る
。

　
　
ω
　
都
道
府
県
の
分
布
の
絶
対
量
に
お
け
る
順
位
に
お
い
て
北
海
道
が

　
優
位
を
占
め
て
い
る
業
種
は
、
主
と
し
て
固
叉
は
因
の
類
型
で
、
専
ら
小

　
規
模
の
工
場
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
且
全
国
的
に
地
域
的
分
散
度

　
の
か
な
り
高
い
業
種
許
り
で
あ
る
。

　
　
㈲
　
全
国
の
工
業
分
布
の
相
対
的
な
比
重
か
ら
、
北
海
道
の
比
較
的
優

　
位
を
占
め
て
い
る
も
の
に
は
、
中
皿
は
㈲
の
類
型
が
目
立
ち
、
申
規
模
工

　
場
も
若
干
み
ら
れ
る
Q

　
　
国
　
北
海
道
に
あ
る
大
規
模
工
場
は
、
殆
ど
が
口
の
類
型
に
属
す
る
も

　
の
湿
り
で
あ
る
。

　
　
囲
　
か
く
て
、
北
海
道
に
と
り
わ
け
欠
け
て
い
る
の
は
、
の
の
類
型
、

　
即
ち
金
属
機
械
関
係
工
業
の
二
次
以
上
の
高
次
の
加
工
段
階
の
諸
製
品
工

　
業
と
四
の
類
型
の
中
小
企
業
集
中
に
よ
る
地
方
産
業
形
態
の
工
業
と
で
あ

　
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
北
海
道
に
お
け
る
中
小
企
業
活
動
の
不
振
と

　
み
ら
れ
る
一
因
が
こ
こ
に
も
発
見
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
は
、
北
海
道
の
工
業
の
企
業
経
営
を
申
心
と
し
て
現
在
も
つ
て
い
る
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地
域
的
業
態
的
特
徴
の
概
観
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
こ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
、

今
後
の
工
業
化
の
可
能
性
と
限
界
性
、
並
び
に
そ
の
条
件
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
が
、
以
下
の
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

四
、

北
海
道
工
業
化
の
方
向
と
条
件

　
一
経
営
の
業
態
と
の
関
連
に
お
い
て
i

　
以
上
の
よ
う
な
北
海
道
工
業
の
現
在
分
析
を
基
礎
と
し
て
、
今
後
の
工
業

化
の
方
向
と
条
件
を
考
え
る
と
、
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
は
近
年

各
側
面
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
論
の
意
図
す
る
所
に

従
っ
て
、
冒
頭
に
示
し
た
論
者
の
い
わ
ゆ
る
経
営
位
置
論
的
観
点
、
経
営
の

業
態
と
の
関
連
に
お
け
る
位
置
問
題
の
老
察
、
換
言
す
れ
ば
、
経
営
活
動
の

空
間
的
制
約
性
に
伴
う
経
営
内
外
に
わ
た
る
問
題
点
克
服
と
い
う
側
面
か
ら

の
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
北
海
道
所
在
の
工
業
活
動
を
具
体
的
に
に
な
っ
て
い
る
企
業
全
般
に

関
連
す
る
地
域
的
、
社
会
的
特
殊
性
に
つ
い
て
考
察
し
、
つ
い
で
業
種
別
の

業
態
的
問
題
点
を
と
り
あ
げ
、
更
に
こ
の
側
面
よ
り
す
る
北
海
道
自
体
の
工

業
存
立
の
可
能
性
と
限
界
性
の
若
干
問
題
に
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。

（一

j
　
北
海
道
企
業
の
も
つ
地
域
的
社
会
的
特
殊
性

北
海
道
所
在
の
工
業
活
動
を
営
む
企
業
の
多
く
は
、

　
　
北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

大
企
業
或
は
中
小
企

業
を
と
わ
ず
、
わ
が
国
工
業
の
中
心
地
域
か
ら
相
当
隔
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
と
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
道
内
に
点
在
し
て
、
今
日
ま
で
の
処
い
わ
ゆ
る
工

業
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
と
は
い
い
得
な
い
と
い
う
、
こ
の
地
域
的
特
殊
性

が
、
こ
れ
ら
の
企
業
経
営
の
業
態
を
相
関
連
し
て
多
少
共
特
徴
づ
け
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
を
は
、
こ
れ
ら
の
経
営
に
従
事
す
る
経
営
者
層
に
直

接
間
接
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
な
い
筈
は
な
く
、
そ
の
こ
と
が
叉
そ
れ
ら

企
業
の
経
営
政
策
に
反
映
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
北
海
道
工

業
の
開
発
振
興
と
無
関
係
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
大
企
業
と
中
小
企
業
と
に
お
い
て
は
、
右
の
よ
う
な
同
じ
地

域
的
性
格
に
も
と
つ
く
と
は
い
え
、
そ
の
業
態
の
相
異
か
ら
、
問
題
点
も
相

当
に
異
る
か
ら
、
こ
れ
を
わ
け
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
一
　
地
域
的
特
殊
性
と
大
企
業

　
北
海
道
所
在
の
・
王
要
企
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
既
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

業
種
を
と
わ
ず
、
そ
の
本
社
が
殆
ど
東
京
に
あ
っ
て
、
単
に
事
業
所
が
北
海

道
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
並
び
に
そ
の
北
海
道
に
お
け
る
存
立
形
態
が
主
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
あ
る
大
工
揚
を
申
心
に
単
独
の
地
域
社
会
を
形

成
す
る
所
の
、
い
わ
ゆ
る
シ
ン
グ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
：
・
タ
ウ
ン
で
あ
る

と
い
う
二
点
か
ら
、
問
題
を
も
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
東
京
本
社
に
お
い
て
…
樹
立
せ
ら
れ
る
経

営
方
針
、
経
営
政
策
に
お
け
る
地
域
社
会
政
策
に
つ
い
て
の
関
心
の
如
何
と
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北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

い
う
問
題
で
あ
り
、
後
者
は
、
シ
ン
グ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
タ
ウ
ン
に

お
け
る
幽
霊
工
場
の
経
営
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
ω
　
一
般
に
企
業
が
、
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
域
社
会
に
相
当
関
心
を
示

し
つ
つ
．
あ
る
こ
と
は
、
最
近
特
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
地
域
社
会
関
係

（
8
8
ヨ
昌
巳
ξ
痛
罵
。
葛
）
の
問
題
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
　
一
企

業
体
全
体
と
し
て
の
計
算
的
配
慮
の
ワ
ク
内
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
は
勿
論

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
構
成
事
業
所
の
発
展
、
そ
れ
と
関

連
す
る
当
該
地
域
社
会
関
係
の
認
識
は
、
一
般
的
に
対
外
的
に
は
そ
の
事
業

所
の
背
景
と
し
て
の
立
地
条
件
を
長
期
的
に
改
善
す
る
こ
と
に
な
る
と
共
に
、

叉
対
内
的
に
も
当
該
事
業
所
の
経
営
管
理
上
、
従
業
員
の
勤
労
意
欲
向
上
の

観
点
か
ら
、
極
め
て
望
ま
し
い
政
策
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
大
企
業
の
こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
関
係
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
わ
が
国
の

場
合
い
ま
だ
廃
し
も
充
分
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
地
域
社
会
政
策
自
体

が
確
立
せ
ら
れ
て
い
る
と
は
い
い
得
な
い
。
こ
の
こ
と
は
北
海
道
の
よ
う
な

日
本
全
国
の
相
対
的
関
係
に
お
い
て
硝
隔
絶
し
て
、
従
来
一
般
的
に
立
地
条

件
に
余
り
恵
ま
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
殊
に
そ
の
開
発
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
は
、
地
域
経
済
の
観
点
の
み
な
ら

ず
、
当
該
事
業
所
の
管
理
上
の
課
題
と
し
て
も
、
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
点
の
一
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
近
代
的
工
業
発
展
の
為
の
有
力
な
る
立
地
条
件
を
充
分
に
は
備
え
て
い
な

い
で
、
し
か
も
点
在
的
工
業
地
域
し
か
有
し
な
い
北
海
道
に
お
け
る
工
業
の

高
度
化
と
発
展
の
有
力
な
足
掛
り
の
一
は
、
既
存
の
主
要
事
業
所
を
申
心
と

す
る
関
連
工
業
活
動
の
浸
潤
的
発
展
、
系
列
的
発
展
の
方
向
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
叉
経
営
内
部
的
な
課
題
と
し
て
み
て
も
、
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
最

近
の
急
激
な
産
業
構
成
の
変
化
、
原
料
革
命
、
技
術
音
無
の
進
行
は
大
企
業

の
北
海
道
の
既
存
事
業
所
の
そ
の
企
業
内
に
お
け
る
比
重
に
鈍
し
も
望
ま
し

い
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
と
は
い
い
得
な
い
今
日
、
当
該
事
業
所
経
営
者
に

と
っ
て
既
存
設
備
の
維
持
改
善
、
薪
分
野
開
拓
へ
の
熱
意
と
積
極
的
努
力
が

従
業
員
の
モ
ラ
ー
ル
向
上
、
ひ
い
て
企
業
全
体
へ
の
貢
献
、
さ
ら
に
は
地
域

社
会
関
係
の
改
善
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
叉
、
企
業
経
営

に
お
い
て
最
近
進
行
し
つ
つ
あ
る
責
任
権
限
の
委
譲
に
よ
る
分
権
管
理
方
式

の
具
体
的
実
践
の
場
の
一
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
限
り
地
域
社
会

政
策
は
、
企
業
全
体
に
関
連
し
、
本
社
の
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
の

重
要
課
題
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
②
　
北
海
道
に
お
け
る
鉱
工
業
を
通
じ
て
、
大
企
業
の
地
域
的
特
殊
性
と

も
い
う
べ
き
シ
ン
グ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
タ
ウ
ン
の
形
成
に
伴
う
経
営

問
題
は
経
営
の
対
外
的
な
ら
び
に
対
内
的
課
題
を
も
つ
。
所
在
中
核
工
場
を

中
心
と
す
る
地
域
社
会
に
特
殊
な
関
係
が
生
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る

工
業
地
帯
所
在
の
場
合
と
異
る
問
題
を
も
つ
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
同
　
こ
の
よ
う
な
シ
ン
グ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
タ
ウ
ン
に
あ
っ
て

一34一



は
、
中
核
工
場
と
地
元
関
連
中
小
諸
工
企
業
と
の
関
連
（
エ
工
調
整
関
係
）
、

・
中
核
工
場
の
原
料
膿
…
買
製
品
販
売
並
び
に
工
場
関
係
者
の
消
費
物
資
購
入

一
等
の
諸
関
係
か
ら
、
中
核
工
場
の
購
買
販
売
活
動
と
地
元
商
業
者
と
の
関

「
係
（
商
工
調
整
関
係
）
、
中
核
工
場
の
製
造
活
動
並
び
に
そ
の
為
の
地
元
よ

り
の
従
業
者
等
に
関
連
し
て
周
辺
農
村
活
動
と
の
関
係
（
農
工
調
整
関
係
）
、

中
核
工
場
と
地
元
市
民
生
活
と
の
関
係
、
産
業
の
特
殊
化
に
よ
る
雇
傭
機

会
の
限
定
等
を
通
じ
て
、
中
核
工
場
の
活
動
は
直
接
間
接
地
域
社
会
の
経

済
文
化
社
会
生
活
を
支
配
す
る
と
共
に
、
叉
申
核
工
場
の
経
営
の
態
様

（
関
連
工
場
の
育
成
方
針
と
か
、
反
対
に
一
貫
体
制
の
整
備
と
か
、
系
列

化
に
よ
る
地
域
的
関
連
産
業
の
発
展
と
か
）
に
も
す
く
な
か
ら
ざ
る
影
響

が
あ
る
。
今
日
の
企
業
体
の
性
格
に
関
連
し
て
社
会
化
の
問
題
と
し
て
一

般
に
論
ぜ
ら
れ
る
所
が
す
く
な
ぐ
な
い
が
、
シ
ン
グ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
・
タ
ウ
ン
に
関
す
る
限
り
、
事
実
に
お
い
て
中
核
と
し
て
の
企
業
経
営

は
、
地
域
社
会
と
の
共
存
関
係
に
お
い
て
、
従
っ
て
そ
の
都
市
活
動
と
の

，
総
合
的
関
係
に
よ
る
政
策
樹
立
が
、
立
地
条
件
と
し
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る

も
の
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
的
特
殊
性
は
、
本
州
に
お
い
て
も
そ
の

・
事
例
を
す
く
な
く
な
く
み
る
の
で
あ
る
が
、
北
海
道
に
お
い
て
は
そ
の
工

業
活
動
が
と
り
わ
け
こ
の
よ
う
な
形
態
を
中
心
と
し
て
い
る
所
に
特
殊
性

が
あ
る
。

　
ω
．
シ
ン
グ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
タ
ウ
ン
の
中
核
工
場
に
あ
っ
て

　
　
　
北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

　
は
、
　
一
般
に
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
と
に
か
く
、
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ

　
メ
ン
ト
の
社
会
的
触
接
関
係
、
産
業
界
、
経
済
界
の
接
触
関
係
に
制
約
を

　
う
け
る
こ
と
が
多
く
、
他
方
当
該
地
域
社
会
に
お
け
る
諸
活
動
上
の
優
位

　
性
に
支
え
ら
れ
て
、
や
や
も
す
れ
ば
経
営
活
動
の
惰
性
化
に
お
ち
い
り
、

　
昨
今
の
按
術
革
新
を
中
心
と
す
る
目
ま
ぐ
る
し
い
業
界
の
推
移
に
対
処
す

　
る
経
営
政
策
の
再
検
討
が
お
こ
た
ら
れ
る
危
険
を
も
つ
。
従
っ
て
叉
ト
ッ

　
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
後
継
者
の
養
成
に
も
聞
題
を
生
じ
る
。
一
社
多
数
工

　
場
で
適
詩
人
事
交
流
の
行
わ
れ
得
る
場
合
は
ま
だ
し
も
、
一
社
“
工
場
、

　
一
社
少
数
工
場
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
点
に
特
に
問
題
発
生
の
原
因
を
も
つ
。

　
北
海
道
所
在
の
大
企
業
の
事
業
所
に
こ
の
問
題
が
現
実
に
あ
る
か
ど
う
か

　
は
、
簡
単
に
そ
の
実
態
を
つ
か
む
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
こ
こ
に
は
業

　
態
の
特
殊
性
に
伴
う
問
題
発
生
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。
こ
の

　
こ
と
は
当
該
経
営
の
重
要
課
題
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
北
海
道
の
場
合
こ

　
れ
が
直
接
的
に
北
海
道
産
業
の
発
展
如
何
に
つ
な
が
る
と
い
う
特
殊
性
が

　
あ
る
か
ら
で
あ
る
Q

　
二
、
地
域
的
特
殊
性
と
中
小
企
業

　
北
海
道
に
お
け
る
中
小
企
業
は
、
既
に
み
た
よ
う
に
、
全
般
的
構
成
か
ら

は
、
わ
が
国
全
体
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
か

か
わ
ら
ず
、
中
核
的
な
中
小
企
業
を
欠
き
、
地
方
産
業
的
申
小
企
業
を
欠
き
、

そ
の
経
営
活
動
は
一
般
に
不
振
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
｝
応
、
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北
海
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工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
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一
般
的
立
地
条
件
の
不
利
、
市
場
の
狭
隆
性
と
共
に
、
大
企
業
を
中
心
と
す

る
シ
ン
グ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
タ
ウ
ン
形
成
が
工
業
活
動
の
主
た
る
態

様
で
あ
る
こ
と
に
伴
う
関
連
産
業
発
達
の
制
約
性
善
に
そ
の
原
因
が
求
め
ら

れ
る
け
れ
ど
も
、
他
方
に
お
い
て
、
わ
が
国
中
心
市
場
よ
り
距
離
的
に
相
当

離
れ
て
い
る
こ
と
と
、
北
海
道
自
体
の
地
域
的
ひ
ろ
が
り
が
、
多
少
共
市
場

の
小
規
模
な
が
ら
の
地
域
的
独
占
化
を
可
能
に
し
、
企
業
活
動
に
積
極
性
を

欠
い
て
、
そ
こ
に
不
安
定
の
安
住
化
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
原
因
す
る
部

分
も
す
く
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
少
数
な
が
ら
存
立
発
展
し
て
い
る
中
小
企
業
の
事
例
、
若

干
の
存
立
基
礎
を
有
し
な
が
ら
の
び
な
や
ん
で
い
る
申
小
企
業
の
若
干
の
実

態
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
前
者
の
内
に
は
、
特
殊
の
条
件
に

依
存
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
市
場
開
拓
、
商
品
開
発
に
積
極

的
意
欲
を
以
て
経
営
し
て
い
る
場
合
が
極
め
て
多
く
、
後
者
は
そ
れ
ら
の
点

に
問
題
点
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
後
に
も
再
説

す
る
よ
う
に
、
原
料
面
な
い
し
市
場
面
、
或
は
技
術
面
に
お
い
て
、
北
海
道
、

の
市
場
な
い
し
特
殊
性
を
半
分
の
存
立
条
件
と
し
、
そ
の
あ
と
の
半
分
を
北

海
道
以
外
の
地
域
と
の
関
連
に
お
い
て
い
る
と
い
う
存
立
形
態
が
、
そ
の
発

展
の
基
般
皿
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
共
通
的
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
北
海
道
が
、
既
に
よ
く
指
摘
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
自

然
的
、
経
済
的
並
び
に
社
会
的
条
件
に
よ
っ
て
、
中
小
企
業
の
活
動
も
相
当

制
約
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
否
む
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
同

時
に
、
そ
の
こ
と
に
伴
う
若
干
の
地
域
的
独
占
性
が
、
外
界
と
の
接
触
交
流

が
大
企
業
の
よ
う
に
充
分
行
わ
れ
得
な
い
こ
と
と
相
侯
っ
て
、
そ
の
経
営
活

動
の
惰
性
化
を
も
た
ら
し
、
積
極
的
な
企
業
意
欲
の
発
揚
を
さ
ま
た
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
道
内
の
申
小
企
業
の
活
動
を
停
滞
さ
せ
て
い
る
側
面
が
相
当

あ
る
こ
と
が
実
態
に
よ
っ
て
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
只
最
近
若
干
注
意
す
べ
ぎ
新
た
な
現
象
の
み
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
中

小
企
業
振
興
問
題
と
関
連
し
て
顧
慮
し
た
い
の
で
あ
る
。
北
海
道
を
ふ
る
さ

と
と
し
、
郷
土
愛
を
相
当
有
す
る
二
世
三
世
が
、
こ
の
地
域
社
会
に
相
当
の

比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
業
界
に
お
い
て
も
、
青
年
会
議
所
の
活
動
を

は
じ
め
と
し
て
、
従
来
の
先
駆
者
開
拓
者
或
は
植
民
地
意
識
と
異
る
意
識
を

も
つ
地
元
若
手
経
営
者
が
漸
次
網
頭
し
ょ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
卑

近
な
例
と
し
て
、
近
年
墓
地
が
立
派
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
、
端
的
に
地

域
社
会
の
構
成
変
化
の
傾
向
を
う
ら
づ
け
て
い
る
も
の
の
一
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
以
上
の
意
味
に
お
い
て
は
、
北
海
道
の
中
小
企
業
の
振
興
の
可
能
性

と
し
て
の
基
軸
皿
が
、
今
漸
く
整
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
蔚
芽
を
健
全
に
伸
ば
す
か
、
不
安
定
な
地
域
的
独
占
性
の
下
に

あ
ぐ
ら
を
か
く
よ
う
な
小
成
に
安
ん
ぜ
し
め
る
か
の
岐
路
に
立
っ
て
い
る
時

期
と
み
て
差
支
え
な
い
と
思
う
。

　
以
上
北
海
道
に
お
け
る
企
業
全
般
に
関
連
を
も
つ
地
域
的
社
会
的
特
殊
性
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が
、
大
企
業
、
申
小
企
業
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
の
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
共
通
し
て
、
企
業
活
動
の
積
極
性

に
関
す
る
問
題
を
も
つ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
北
海
道
開
発
が
二
次

産
業
に
重
点
を
お
く
段
階
に
至
っ
た
今
日
、
多
く
の
自
然
的
経
済
的
な
阻
害

条
件
排
除
の
為
の
物
的
側
面
に
お
け
る
諸
施
策
と
併
行
し
て
、
又
そ
の
推
進

の
為
に
、
企
業
意
欲
経
営
意
欲
振
興
と
い
う
人
的
側
面
の
施
策
検
討
が
、
以

上
の
意
味
に
お
い
て
必
須
条
件
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
こ
れ
は
単

純
に
説
得
的
、
倫
理
的
課
題
で
は
な
く
て
、
具
体
的
に
、
大
企
業
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
問
題
、
本
社
と
構
成
事
業
所
と
の
経
営
管
理

上
の
聞
題
、
シ
ン
グ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
タ
ウ
ン
に
お
け
る
中
核
体
と

し
て
の
経
営
の
対
外
的
並
び
に
対
内
的
諸
問
題
の
克
服
、
或
は
地
元
中
小
企

業
の
存
立
基
盤
の
再
検
討
と
実
態
の
分
析
、
そ
れ
に
伴
う
積
極
的
企
業
活
動

の
具
体
的
指
導
等
の
経
営
上
の
問
題
と
し
て
検
討
樹
立
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
後
に
ふ
れ
る
北
海
道
に
お
け
る
住
民
一
般
の
生
活

意
識
、
生
活
態
度
の
問
題
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
こ
と
と
な
る
。

（
二
）
　
業
種
業
態
的
考
察

　
既
に
か
か
げ
た
北
海
道
工
業
の
現
存
の
業
態
的
分
析
を
基
礎
と
し
て
、
業

種
別
に
お
け
る
今
後
の
工
業
化
の
問
題
点
を
考
察
す
る
為
に
、
次
の
二
側
面

に
わ
け
て
進
め
る
。

　
　
　
　
北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

　
そ
の
一
は
、
現
在
既
に
相
当
発
展
し
て
特
徴
と
し
て
い
る
分
野
の
、
な
お

一
層
の
発
展
の
可
能
性
に
関
し
て
で
あ
り
、

　
そ
の
二
は
、
従
来
工
業
化
に
お
い
て
劣
っ
て
い
る
分
野
に
お
け
る
今
後
の

問
題
に
関
し
て
で
あ
る
。

　
A
、
既
存
分
野
の
発
展
に
つ
い
て
の
考
察

　
既
存
分
野
の
中
核
は
、
既
に
示
し
た
よ
う
に
本
論
の
分
類
に
よ
る
第
二
の

類
型
と
、
第
三
及
び
第
五
の
類
型
を
主
と
す
る
。
前
者
は
主
と
し
て
原
材
料

依
存
工
業
で
あ
り
、
後
者
は
市
場
依
存
工
業
…
で
あ
る
。

　
e
　
原
材
料
依
存
工
業
の
問
題
点

　
北
海
道
に
お
け
る
現
存
工
業
並
び
に
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
分
野
の

大
き
な
も
の
の
一
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
原
料
依
存
工
業
で
あ
る
。
北
海
道

総
合
開
発
計
画
の
第
二
次
五
ケ
年
計
画
の
内
の
工
業
計
画
の
内
に
、
述
べ
ら

れ
て
あ
る
「
道
内
資
源
利
用
の
原
料
地
工
業
」
並
び
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
石
炭
及
び
天
然
ガ
ス
等
の
工
業
」
の
発
展
が
目
指
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の

点
で
、
本
来
的
方
向
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
内
に
は
農
林
水
産
資
源

依
存
と
鉱
産
資
源
依
存
と
の
二
分
野
が
あ
る
。
北
海
道
の
場
合
こ
の
両
者
に

は
、
業
態
に
相
当
異
る
特
殊
性
の
側
面
が
み
ら
れ
る
の
で
、
以
下
こ
れ
を
分

っ
て
み
る
。
只
パ
ル
プ
製
紙
業
は
、
こ
こ
に
お
い
て
は
性
格
的
に
は
後
者
に

属
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
、

　
ω
　
鉱
産
資
源
依
存
工
業
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海
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業
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の
経
営
位
置
論
的
考
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鉄
鋼
業
、
化
学
工
業
等
の
鉱
産
資
源
依
存
工
業
に
、
バ
ル
ブ
製
紙
業
を
加

え
て
、
第
二
の
類
型
に
典
型
的
に
属
す
る
こ
れ
ら
の
企
業
は
、
北
海
道
の
二

次
産
業
発
展
の
今
後
の
主
体
的
役
割
を
果
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

お
が
国
に
お
い
て
代
表
的
大
規
模
企
業
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

一
社
の
も
つ
複
数
工
場
の
数
は
、
本
論
に
お
け
る
第
一
の
類
型
の
複
数
工
場

制
の
場
合
程
多
く
な
い
こ
と
を
普
通
と
し
て
い
る
。
本
来
一
般
的
機
械
工
業

に
比
し
て
巨
大
な
装
置
産
業
的
性
格
を
主
と
し
、
一
工
場
の
規
模
が
と
り
わ

け
大
き
い
こ
と
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
特
質
で
あ
る
。
従
っ
て
、

　
　
ω
．
こ
の
分
野
の
道
内
既
存
工
場
の
今
後
の
拡
張
発
展
に
つ
い
て
は
、

　
業
界
の
進
展
と
、
外
部
か
ら
の
そ
の
推
進
政
策
の
如
何
が
重
要
と
な
る
。

　
そ
の
点
、
殊
に
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
大
企
業
の
本
社
機
構
が
東

　
京
に
あ
る
と
い
う
こ
と
と
関
連
を
も
つ
。
現
地
の
実
態
を
こ
れ
ら
大
企
業

　
の
ト
ッ
プ
・
マ
、
邪
ジ
メ
ン
ト
層
に
充
分
反
映
せ
し
め
、
協
力
を
期
待
す
る

　
方
策
が
、
北
海
道
開
発
関
係
機
関
に
よ
っ
て
常
に
と
ら
れ
る
こ
と
が
必
要

　
で
あ
る
と
共
に
、
近
代
的
大
企
業
と
し
て
も
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
事

　
業
所
所
在
地
域
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
つ
い
て

　
の
重
要
性
の
認
識
が
望
ま
れ
る
。

　
　
ω
　
叉
新
た
な
工
場
誘
致
に
つ
い
て
は
、
既
に
示
し
た
よ
う
に
一
社
少

　
数
大
規
模
工
場
制
を
主
と
す
る
業
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
が
日
本
全

　
、
休
に
お
け
る
工
揚
新
設
期
待
地
域
の
内
に
、
そ
の
対
象
と
し
て
特
に
北
海

道
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
に
至
る
に
つ
い
て
は
、
特
殊
の
条
件
に
恵
ま
れ
ざ

る
限
り
、
い
わ
ゆ
る
一
般
的
立
地
条
件
上
の
制
約
に
よ
っ
て
相
当
の
困
難

が
伴
う
。
道
内
諸
立
地
条
件
の
調
査
検
討
が
特
に
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
近
年
の
投
資
景
気
に
お
い
て
、
或
は
産
業
構
成
の
近
代
化
過
程
に

お
い
て
、
北
海
道
が
ど
の
程
度
の
分
け
前
に
あ
っ
か
り
得
る
か
の
問
題
点

の
一
と
な
る
。
現
に
最
近
の
課
題
で
あ
る
合
成
化
学
工
業
、
天
然
ガ
ス
化

学
工
業
等
の
発
達
の
著
し
い
地
域
は
、
主
と
し
て
わ
が
国
の
中
部
以
西
に

重
点
が
あ
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
・

　
吻
　
叉
北
海
道
二
次
産
業
発
展
の
手
が
か
り
の
一
は
、
既
存
大
企
業
の

地
域
舶
差
動
態
様
が
、
工
業
地
帯
形
成
よ
り
、
シ
ン
グ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

・
タ
ウ
ン
形
成
を
主
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
中
核
的
大
企

業
の
指
導
的
役
割
に
よ
っ
て
、
系
列
関
連
産
業
の
浸
透
的
発
展
に
よ
る
の

が
最
も
早
道
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
為
に
も
、
こ
れ
ら
大
企
業
の
理

解
あ
る
地
域
社
会
政
策
の
確
立
が
望
ま
れ
る
。
現
状
に
お
い
て
は
、
二
次

製
品
、
副
産
物
、
関
連
製
品
等
に
つ
い
て
例
外
的
に
み
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、

こ
れ
が
推
進
の
大
き
な
回
路
の
一
は
、
既
述
の
本
社
機
構
の
問
題
と
共
に
、

そ
の
営
業
部
内
の
主
体
も
ま
た
東
京
に
あ
っ
て
、
そ
の
製
品
供
給
政
策
と

道
内
加
工
産
業
育
成
方
針
と
が
充
分
適
合
し
な
い
と
い
う
点
に
も
見
出
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

②
　
農
林
産
資
源
工
業
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北
海
道
の
工
業
の
内
、
農
業
生
産
物
に
依
存
す
る
主
要
な
も
の
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
、
大
麦
の
ビ
ー
ル
、
て
ん
さ
い
の
て
ん
さ
い
糖
、
亜
麻
の
麻
製

品
、
酪
農
の
乳
製
品
、
或
は
薄
荷
製
品
等
が
あ
り
、
工
場
規
模
は
中
規
模
、

企
業
体
は
大
規
模
に
属
す
る
も
の
を
主
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
そ
の
工
業
の
本
来
的
性
格
と
し
て
、
農
業
生
産
物
の
も
つ
質

的
、
量
的
並
び
に
季
節
的
制
約
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
け
れ
ど
も
、
同
時
に
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
拘
ら
ず
、
多
少
共
北
海
道

農
業
経
営
の
指
導
的
役
割
を
果
さ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
。

そ
の
上
こ
れ
ら
の
企
業
の
内
に
は
、
北
海
道
の
農
業
団
体
を
基
盤
と
し
て
発

展
し
て
い
る
も
の
、
専
ら
国
の
農
業
政
策
に
よ
る
制
約
下
に
お
か
れ
て
い
る

も
の
等
が
み
ら
れ
る
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
工
業
は
、
北
海
道
に
お
け
る
農
業

保
護
政
策
に
従
属
的
地
位
に
お
か
れ
て
い
る
部
分
が
相
当
に
大
き
い
。
こ
の

と
と
は
以
下
の
留
意
点
を
も
た
ら
す
。

　
　
図
　
北
海
道
に
お
け
る
農
業
指
導
政
策
は
、
単
純
に
農
業
面
担
当
官
庁
、

　
農
業
専
門
家
に
よ
っ
て
の
み
進
め
ら
れ
る
の
で
な
く
て
、
本
来
農
家
指
導

　
を
担
当
せ
ざ
る
を
得
な
い
前
述
の
関
連
大
企
業
の
農
村
に
対
す
る
企
業
努

　
力
を
も
密
接
に
結
合
し
た
も
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
殊
に
こ
の
よ
う
に
各
種
の
農
産
物
依
存
工
業
を
も
つ
の
は
、
畑
作
中
心

　
の
農
家
経
営
の
輪
作
形
態
が
必
然
的
に
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

　
こ
の
よ
う
な
関
連
企
業
間
の
連
携
に
よ
る
農
家
指
導
形
態
を
形
成
す
る
こ

　
　
　
　
北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
農
家
経
営
の
高
度
化
が
達
成
で
き
る
は
ず
で
あ

る
。
又
こ
の
よ
う
な
農
工
調
整
問
題
の
解
決
に
は
、
農
業
行
政
及
び
指
導

担
当
官
庁
に
お
い
て
、
工
業
活
動
の
本
来
的
に
も
つ
性
格
の
充
分
な
認
識

が
、
前
提
条
件
と
し
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
る
。

ω
北
海
道
の
こ
の
種
の
工
業
の
多
く
は
、
今
日
ま
で
北
海
道
農
業
の
保
護

的
役
割
が
む
し
ろ
重
視
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
が
叉
そ
れ

ら
工
業
経
営
の
存
立
条
件
も
ま
た
直
接
間
接
に
、
原
料
供
給
面
、
製
品
販

売
面
壁
は
そ
れ
ら
の
価
格
に
つ
い
て
程
度
の
差
は
あ
れ
相
当
保
護
さ
れ
て

き
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
伴
う
企
業
意
欲
の
惰
性
化
、
経
営
合
理
化
、
近

代
化
の
阻
害
化
を
も
た
ら
す
条
件
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
農
業
と

工
業
と
の
接
点
に
お
け
る
困
難
な
る
問
題
で
あ
る
。
農
業
活
動
の
論
理
に

主
体
を
お
く
こ
と
に
伴
う
工
業
活
動
の
論
理
の
停
滞
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

製
造
販
売
活
動
面
は
、
若
干
の
競
孚
原
理
に
も
と
つ
く
工
業
経
営
の
論
理

の
透
徹
の
方
向
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
北
海
道
に
お
け
る
農
工
調
整
の
あ
る
べ
き
態
様
に
つ
い
て

は
、
北
海
道
総
合
開
発
の
一
環
と
し
て
の
農
鼎
菜
政
策
の
あ
り
方
と
の
関
連

に
お
い
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
本
論
の
ワ
ク
内
に
お
い
て
簡
単
に
論

じ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
少
く
と
も
二
次
産
業
発
展
の
観
点

か
ら
、
従
来
の
あ
り
方
に
再
検
討
を
加
え
、
農
産
資
源
依
存
工
業
の
、
工

業
経
営
の
本
来
も
つ
論
理
性
に
従
う
存
立
条
件
の
再
検
討
に
よ
っ
て
、
そ
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北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

　
の
発
展
の
方
向
を
見
極
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に

　
よ
っ
て
農
業
政
策
も
若
干
再
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
農
産

　
資
源
依
存
工
業
の
発
展
は
、
こ
の
ワ
ク
を
乗
り
こ
え
な
け
れ
ば
多
く
を
望

　
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
口
　
市
場
依
存
工
業
の
問
題
点

　
北
海
道
を
市
場
と
す
る
北
海
道
所
在
工
業
は
、
多
く
は
な
い
。
既
述
の
道

内
原
料
依
存
工
業
の
一
部
と
移
入
原
料
に
よ
る
工
業
と
に
お
い
て
若
干
み
ら

れ
、
そ
れ
に
は
地
元
資
本
に
よ
る
少
数
の
中
規
模
企
業
と
、
工
場
規
模
と
し

て
は
大
き
く
は
な
い
が
わ
が
国
の
代
表
的
企
業
の
北
海
道
所
在
工
場
と
よ
り

な
る
。
既
述
の
本
論
に
お
け
る
第
三
及
び
第
五
の
類
型
に
属
す
る
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
一
部
の
食
料
品
を
中
心
と
す
る
消
費
財
工
業
、
石
炭
鉱

業
、
農
業
、
漁
業
界
を
対
象
と
す
る
セ
メ
ン
ト
、
一
部
の
機
械
類
、
苛
性
ソ

ー
ダ
、
ゴ
ム
製
品
等
の
生
産
財
工
業
が
そ
れ
で
あ
る
。
人
口
が
五
％
余
に
す

ぎ
な
い
道
内
市
場
を
対
象
と
す
る
工
業
の
存
立
の
容
易
で
な
い
こ
と
は
認
め

ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
実
態
を
仔
細
に
考
察
す
る
と
、
尚
問
題
点
と
し
て
再
検

討
す
べ
き
も
の
が
相
当
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ω
　
生
産
財
市
場
と
し
て
も
関
係
が
あ
る
が
、
と
り
わ
け
消
費
財
市
場
と

し
て
極
め
て
大
ま
か
に
み
て
、
北
海
道
は
人
口
で
全
国
の
五
％
余
の
比
重
、

し
か
も
そ
の
地
域
的
あ
り
方
が
か
な
り
分
散
的
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
工
場
の
存
立
を
困
難
な
ら
し
め
て
い
る
点
が
あ
る
。
人
口
分
布
が
九
州
、

申
国
と
四
国
、
近
畿
、
中
京
地
方
等
そ
れ
ぞ
れ
全
国
の
一
二
一
一
四
％
を
占

め
て
い
る
こ
と
と
対
比
し
て
も
知
ら
れ
る
。
北
海
道
に
東
北
地
方
を
加
え
て
、

略
同
程
度
に
達
す
る
。
現
に
北
海
道
所
在
の
食
料
品
そ
の
他
消
費
財
工
場
で

中
規
模
以
上
の
若
干
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
北
海
道
市
場
に
五
〇
1
六
〇
％

を
依
存
し
つ
つ
、
更
に
こ
れ
を
補
足
し
て
東
北
地
方
を
市
場
と
し
て
相
当
比

重
を
お
く
こ
と
を
以
て
、
そ
の
存
立
条
件
と
し
て
い
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。

一
の
留
意
点
で
あ
る
。
こ
れ
が
達
成
で
き
れ
ば
、
現
在
企
業
の
規
模
の
一
層

の
拡
大
な
い
し
最
適
規
模
へ
の
引
上
げ
、
進
ん
で
新
た
に
市
場
指
向
工
業
の

存
立
を
か
な
り
増
加
し
得
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
為
に
は
、
青
函
連
絡
貨
物

運
賃
の
特
殊
賃
率
が
当
然
問
題
と
な
る
。
も
し
こ
の
引
下
げ
が
可
能
で
あ
れ

ば
、
あ
る
程
度
上
述
の
目
的
を
達
成
し
得
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

反
対
に
、
こ
の
運
賃
引
下
げ
が
本
州
製
品
の
一
層
の
道
内
進
出
に
よ
る
道
内

工
業
圧
迫
が
危
惧
さ
れ
る
面
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
現
状
に
お
い
て
な
お
道

内
市
場
依
存
工
業
が
余
り
み
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
時
、
む
し
ろ

逆
の
見
解
を
妥
当
と
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
即
ち
こ
の
こ
と
が
道
内
の
生

活
物
資
の
引
下
げ
、
生
計
費
の
引
下
げ
、
ひ
い
て
労
働
費
用
の
引
下
げ
を
可

能
に
し
、
む
し
ろ
一
般
的
に
北
海
道
の
工
場
立
地
条
件
の
改
善
に
い
く
ぶ
ん

で
も
役
立
ち
得
る
こ
と
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
只
青
函
連
絡
運
賃
の
引
下
げ
は
、
現
実
に
は
む
し
ろ
直
接
の
一
般
海
上
輸

送
と
の
均
衡
に
お
い
て
問
題
と
な
る
。
従
っ
て
こ
の
点
は
海
上
輸
送
費
用
の
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引
下
げ
、
特
に
港
湾
荷
役
の
能
率
化
、
機
械
化
の
為
の
施
設
拡
充
に
よ
っ
て

対
処
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
総
合
的
に
均
衡
あ
る
海
陸
輸
送
費
用
の
引
下
げ

が
望
ま
し
い
こ
と
と
な
る
。

　
②
道
内
市
場
並
び
に
東
北
市
場
と
共
に
、
．
進
ん
で
全
国
市
場
を
対
象
と

す
る
工
業
存
立
条
件
に
つ
い
て
も
、
再
検
討
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
ゴ
ム
製

品
、
農
機
具
、
食
料
品
等
の
一
部
の
よ
う
に
、
多
べ
は
な
い
け
れ
ど
も
、
現

に
そ
の
事
例
が
み
ら
れ
、
叉
道
内
原
料
依
存
工
業
を
も
加
え
る
と
、
鉄
鋼
製

品
、
特
殊
の
機
械
、
乳
製
品
等
も
こ
れ
に
属
す
る
。
製
品
の
特
殊
化
政
策

（
】
…
》
目
O
傷
口
σ
臼
　
山
一
題
①
目
①
口
け
帥
9
け
一
〇
印
）
を
一
の
よ
り
所
に
す
る
企
業
努
力
は
困
難
で
あ

っ
て
も
、
多
少
共
達
成
し
得
る
分
野
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
実
態
の
示
す
所
で

は
、
北
海
道
と
い
う
小
規
模
市
場
へ
の
不
安
定
の
安
住
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

積
極
的
研
究
と
努
力
に
関
す
る
意
欲
を
欠
い
て
い
る
場
合
が
あ
る
よ
う
で
あ

り
、
反
対
に
以
上
の
よ
う
な
立
地
条
件
へ
の
認
識
が
、
特
殊
技
術
の
育
成
に

よ
っ
て
、
一
般
的
立
地
条
件
の
不
利
な
る
に
拘
ら
ず
、
全
国
市
場
を
対
象
と

し
て
存
立
し
て
い
る
事
例
が
僅
か
な
が
ら
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
申
小
企
業
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
広
範
な
市
場
を
対
象
と

す
る
場
合
、
人
的
制
約
と
販
売
並
び
に
販
売
促
進
費
用
の
増
大
に
よ
っ
て
、

こ
れ
が
負
担
能
力
を
欠
く
こ
と
と
な
る
の
で
、
業
者
団
体
、
道
庁
等
の
協
同

的
市
場
開
拓
の
援
助
が
当
然
と
り
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
州
の
地
方

諸
県
の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
企
業
育
成
努
力
が
相
当
成
果
を
お
さ
め
て
い
る

　
　
　
　
北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

事
例
も
す
く
な
く
な
い
。

　
㈹
　
次
に
北
海
道
の
生
産
財
市
場
を
主
と
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
み
る

と
、
こ
こ
で
も
申
規
模
工
場
の
存
立
を
可
能
な
ら
し
め
る
分
野
と
し
て
、
セ

メ
ン
ト
、
苛
性
ソ
ー
ダ
、
火
薬
等
最
近
相
次
い
で
工
場
が
新
設
せ
ら
れ
た
事

例
に
徴
し
て
も
、
今
後
の
存
立
可
能
性
が
相
当
予
想
さ
れ
る
分
野
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
方
向
は
副
資
材
的
立
場
に
あ
る
業
種
を
主
と
す

る
か
ら
、
次
の
二
の
問
題
点
を
も
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
ω
　
対
象
と
す
る
生
産
財
工
業
の
発
展
と
、
こ
れ
ら
の
副
資
財
工
業
の

　
発
展
と
が
相
互
関
連
的
で
あ
る
為
に
、
現
地
調
達
が
輸
送
費
の
節
約
、
資

　
財
供
給
の
円
滑
化
等
の
観
点
か
ら
期
待
さ
れ
つ
つ
も
、
需
要
が
過
渡
期
的

　
に
生
産
単
位
に
ま
で
ま
と
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
今
後
の
工
業
活
動
の
発
展
に

　
よ
っ
て
開
拓
ざ
れ
る
よ
う
な
場
合
が
す
く
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
関
係

　
か
ら
副
資
材
工
業
の
発
足
当
初
は
、
若
干
期
間
採
算
点
に
達
す
る
こ
と
の

　
困
難
な
事
例
も
あ
り
、
叉
今
後
に
つ
い
て
も
同
様
の
問
題
を
も
つ
て
い
る
。

　
経
営
形
態
的
に
、
或
は
地
域
的
な
経
済
政
策
と
し
て
何
ら
か
の
工
夫
を
要

　
す
る
こ
と
と
な
る
。
現
に
道
庁
の
一
部
出
資
、
斡
旋
に
よ
る
い
わ
ゆ
る

　
『
道
策
会
社
』
と
し
て
設
立
せ
ら
れ
て
い
る
事
例
も
、
そ
の
限
り
意
味
を

　
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
ω
　
叉
こ
の
よ
う
な
生
産
財
の
副
資
材
関
係
は
、
従
来
や
や
も
す
れ
ば

　
北
海
道
が
内
地
製
品
の
一
時
的
ダ
ン
ピ
ン
グ
市
場
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
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北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

　
場
合
が
す
く
な
く
な
い
の
で
、
こ
れ
も
ま
た
現
地
に
副
資
材
工
業
を
設
立

　
す
る
大
き
な
制
約
条
件
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
売
買
機
構
に
問
題

　
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
囲
　
更
に
ひ
る
が
え
っ
て
、
一
般
的
に
市
場
指
向
工
業
の
存
立
条
件
の
整

備
の
為
に
、
道
内
市
場
の
一
層
集
約
的
な
開
拓
が
問
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

本
論
に
お
い
て
北
海
道
の
流
通
機
構
問
題
一
般
に
立
入
る
余
裕
を
も
た
な
い

け
れ
ど
も
、
工
業
立
地
条
件
と
の
関
連
に
お
い
て
み
る
限
り
で
も
、
道
内
に

お
け
る
流
通
機
構
の
特
殊
性
が
留
意
点
の
一
と
な
る
。

　
　
ω
　
第
一
は
、
北
海
道
に
お
け
る
卸
、
小
売
業
者
は
、
広
範
囲
の
地
域

　
に
散
在
す
る
市
町
村
の
、
相
対
的
に
多
く
な
い
顧
客
を
対
象
と
し
つ
つ
、

　
本
州
の
商
業
経
営
の
も
た
な
い
困
難
さ
と
、
そ
れ
に
伴
う
特
殊
的
態
様
を

　
も
つ
わ
け
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
こ
と
の
故
に
、
と
り
わ
け
冬
季
寒
冷

　
積
雪
地
域
で
あ
る
こ
と
と
相
侯
っ
て
、
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
小
規
模
の
地

　
域
的
独
占
性
の
上
に
多
少
共
安
住
し
得
る
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
積
極
的
市
場
開
拓
の
努
力
、
経
営
合
理
化
へ
の
積
極
的
意

　
欲
を
梢
も
す
れ
ば
欠
く
危
険
を
も
つ
て
い
る
。

　
　
ω
　
第
二
は
、
北
海
道
に
は
、
本
来
の
商
業
経
営
の
販
売
ル
ー
ト
の
外

　
に
、
農
協
等
の
農
業
団
体
の
も
つ
配
給
機
構
、
鉱
山
、
工
場
等
に
お
け
る

　
購
買
販
売
機
構
の
占
め
る
比
重
が
極
め
て
大
き
い
。
特
に
後
者
に
つ
い
て

　
は
、
シ
ン
グ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
タ
ウ
ン
の
中
核
工
場
な
い
し
鉱
業

　
所
存
立
条
件
と
の
関
連
に
お
い
て
、
顕
著
に
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

　
ら
配
給
機
能
を
担
当
す
る
機
関
相
互
の
調
整
関
係
も
、
も
ち
ろ
ん
重
要
な

　
問
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
は
問
わ
な
い
。
こ
こ

　
に
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
的
配
給
機
構
が
、
北
海
道
に
お

　
け
る
市
場
の
集
約
的
開
拓
に
、
ど
の
程
度
期
待
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ

　
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
的
配
給
機
構
の
発
達
は
、
北
海
道
の
農
業
経
営
の

　
安
定
化
、
高
度
化
、
鉱
工
業
従
業
者
の
生
活
安
定
の
上
に
、
重
要
な
意
義

　
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
機
構
を
前
提
と
し
つ
つ
、
道
内

　
市
場
依
存
工
業
の
道
内
市
場
の
集
約
的
開
拓
の
方
途
が
、
特
別
に
検
討
さ

　
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
近
時
マ
ー
ク
テ
ィ
ン
グ
の
考
え
方
に
も
と
づ
い
て
、

　
市
場
の
実
態
の
把
握
、
そ
れ
に
伴
う
販
売
計
画
樹
立
、
そ
の
前
提
の
下
に

　
お
け
る
製
造
計
画
の
検
討
と
い
う
合
理
的
方
式
が
、
経
営
活
動
の
重
要
な

　
課
題
と
し
て
重
視
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
際
、
北
海
道
企
業
に
お
い
て
も
、
北

　
海
道
市
場
の
特
殊
性
、
配
給
機
構
の
特
殊
性
を
前
旋
と
し
つ
つ
、
そ
の
あ

　
り
方
を
本
格
的
に
検
討
す
べ
き
時
期
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
要
す
る
に
、
北
海
道
は
市
場
指
向
的
工
業
の
分
野
に
お
い
て
消
費
財
並
び

に
生
産
財
に
つ
い
て
、
現
に
少
数
な
が
ら
存
立
す
る
事
例
に
み
て
も
、
現
地

に
工
場
存
立
を
可
能
な
ら
し
め
る
分
野
が
若
干
予
想
せ
ら
れ
、
そ
の
具
体
的

検
討
が
望
ま
し
い
。
し
か
も
そ
の
目
的
達
成
に
つ
い
て
、
地
域
的
に
東
北
市

弘
そ
の
他
を
も
結
合
し
得
る
可
能
性
の
問
題
、
集
約
的
に
道
内
市
場
開
拓
の
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あ
り
方
、
叉
と
り
わ
け
生
産
資
財
に
つ
い
て
は
、
内
地
製
品
と
の
競
争
関
係
、

並
び
に
存
立
の
当
初
の
経
営
形
態
な
い
し
運
営
方
策
に
特
別
の
考
慮
が
必
要

と
な
る
Q

　
B
、
未
発
達
分
野
の
発
展
に
つ
い
て
の
考
察

　
北
海
道
に
お
い
て
、
本
論
に
い
う
類
型
で
未
発
達
の
分
野
は
、
第
一
の
類

型
と
第
四
の
類
型
と
で
あ
る
。
こ
の
内
、
第
四
の
類
型
の
地
方
産
業
に
つ
い

て
は
、
北
海
道
の
申
小
企
業
に
お
い
て
、
木
材
家
具
工
業
等
を
別
と
す
れ
ば
、

最
も
未
発
達
の
分
野
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
同
業
種
の

中
小
企
業
群
が
地
域
的
に
集
中
し
て
、
そ
の
外
部
経
済
を
専
ら
よ
り
所
と
し

て
、
歴
史
的
に
発
展
す
る
こ
と
を
建
前
と
す
る
の
で
、
俄
か
に
こ
の
分
野
の

発
展
を
期
す
る
こ
と
は
特
に
容
易
で
は
な
い
。
既
に
の
べ
た
申
堅
的
中
小
企

業
の
今
後
の
推
進
的
発
展
の
内
に
、
そ
の
方
向
が
さ
ぐ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
こ
に
問
題
と
な
る
の
は
、
主
と
し
て
第
一
の
類
型
で

あ
ろ
う
。

　
第
一
の
類
型
と
い
う
の
は
、
既
に
示
し
た
よ
う
に
、
わ
が
国
の
中
心
工
業

地
帯
集
中
的
関
連
的
性
格
の
二
次
以
上
加
工
段
階
の
機
械
工
業
群
等
が
そ
の

代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
に
わ
が
国
工
業
の
高
度
化
に
お
い
て
、
一

の
中
核
を
な
す
も
の
で
、
し
か
も
北
海
道
に
は
今
日
ま
で
最
も
欠
け
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

　
本
来
抽
象
的
に
考
え
て
、
加
工
度
の
高
い
工
業
、
即
ち
い
わ
ゆ
る
附
加
価

　
　
　
　
北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

値
の
高
い
業
種
程
、
特
殊
の
技
術
上
の
制
約
を
別
と
す
れ
ば
、
立
地
条
件
的

制
約
が
比
較
的
す
く
な
く
、
従
っ
て
高
次
の
業
種
程
一
般
に
地
方
工
業
化
が

容
易
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
る
に
わ
が
国
工
業
の
地
域
的
性
格
の
分

析
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
考
え
方
を
否
定
す
る
か
の
よ
う
に
、
却

っ
て
二
次
以
上
高
次
の
加
工
段
階
の
機
械
工
業
群
は
、
少
数
の
中
心
工
業
地

帯
に
極
め
て
集
中
的
で
あ
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
の
原
因
す
る
所
、
一
般

的
に
は
、
原
料
輸
入
製
品
輸
出
を
主
体
と
す
る
わ
が
国
工
業
が
本
来
少
数
地

域
に
各
業
種
重
畳
的
に
集
中
発
展
し
て
き
た
こ
と
に
も
と
っ
く
の
で
あ
る
が
、

直
接
的
に
は
、
こ
れ
ら
二
次
以
上
の
加
工
段
階
の
機
械
工
業
群
が
、
わ
が
国

の
場
合
、
人
口
過
剰
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
下
し
い
中
小
企
業
群
を
基
盤
と
し

て
、
大
中
小
規
模
企
業
並
び
に
工
場
が
混
在
し
、
具
体
的
に
も
地
域
的
に
重

畳
的
に
集
中
し
て
、
相
互
関
連
性
が
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
を
前
提
と
し
て

成
立
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
地
域
的
制
約
性
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ

て
今
日
ま
で
わ
が
国
の
場
合
地
方
工
業
化
が
か
え
っ
て
困
難
な
分
野
に
属
す

る
の
で
あ
っ
て
、
特
に
北
海
道
に
つ
い
て
は
一
層
し
か
り
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
全
く
そ
の
存
立
発
展
の
可
能
性
を
有
し
な
い
と
い
う
の

で
は
な
い
。
そ
の
一
の
方
策
な
い
し
条
件
は
、
こ
の
類
型
な
い
し
分
野
の
工

業
の
わ
が
国
に
お
け
る
業
態
の
特
殊
性
を
多
少
共
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
地
方

存
立
を
可
能
な
ら
し
め
る
道
で
あ
る
。
困
難
で
は
あ
る
が
こ
の
問
題
の
解
決

一一
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北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

は
、
単
に
地
方
工
業
化
の
為
の
み
な
ら
ず
、
わ
が
準
工
業
当
面
の
課
題
で
あ

る
そ
の
高
度
化
の
為
に
も
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
条
件
の
一
な
の
で
あ
る
。
即
ち

豊
富
な
都
市
労
働
に
依
存
し
、
精
度
の
低
い
汎
用
機
械
で
、
従
っ
て
専
ら
労

働
の
経
験
と
熟
練
度
に
依
存
す
る
こ
と
の
大
き
い
多
数
の
中
小
企
業
を
基
盤

と
す
る
従
来
の
業
態
を
も
つ
限
り
、
上
述
の
問
題
解
決
は
き
わ
め
て
困
難
で

あ
る
。
高
度
の
専
門
機
械
に
よ
る
高
い
精
度
の
規
格
生
産
、
標
準
生
産
、
進

ん
で
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
を
進
め
る
よ
う
な
業
態
を
ま
っ
て
始
め
て
、
工

業
の
高
度
化
も
地
方
工
業
化
の
可
能
性
も
増
大
す
る
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
北
海
道
の
第
二
次
五
ク
年
計
画
の
内
で
、
「
労
働
型
で

な
く
機
械
壽
工
業
」
、
「
技
術
的
に
新
し
く
進
ん
だ
工
業
」
等
を
指
向
し
て
い

る
こ
と
は
正
し
い
方
向
の
一
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
現
に
こ
の
類
型
に
属
す
る
業
種
で
も
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
等
で
は
、

相
対
的
な
意
味
で
わ
が
国
の
よ
う
な
高
い
地
域
的
集
中
度
を
示
し
て
い
な
い

で
、
大
規
模
工
場
を
中
心
と
し
て
、
相
当
地
方
分
散
化
の
実
を
示
し
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
彼
此
業
態
の
相
異
の
地
域
問
題
に
お
け
る
考
慮
す
べ
き
点
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
註
）
拙
著
『
経
営
立
地
』
第
六
章
に
こ
の
点
を
詳
論
し
た
。

　
只
こ
の
よ
う
な
業
種
は
、
第
二
の
類
…
型
と
異
り
、
中
心
地
域
を
は
な
れ
た

地
方
、
こ
分
場
合
は
北
海
道
に
な
る
が
、
そ
の
地
方
が
積
極
的
に
対
象
企
業

を
し
て
工
場
新
設
を
誘
発
せ
し
め
る
程
の
条
件
を
造
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
、

い
わ
ば
こ
の
種
工
場
存
立
も
不
可
能
で
は
な
い
と
い
う
受
動
的
存
立
条
件
た

る
に
止
ま
る
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
業
種
の
誘
致
発
展
の
為
に
は
、
別
に
積

極
的
な
誘
致
方
策
が
樹
立
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
当
然

わ
が
国
全
体
の
地
域
開
発
計
画
と
の
関
連
も
老
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
只
地
域
の
工
業
化
と
い
う
場
合
、
つ
ね
に
そ
の
地
域
の
も
つ
資
源
と
か
市

場
に
依
存
す
る
方
向
の
み
を
目
ざ
す
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
存
立
条
件
の
程

度
に
よ
っ
て
制
約
せ
ら
れ
て
、
多
く
を
期
し
得
な
い
場
合
が
す
く
な
く
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
む
し
ろ
地
域
の
も
つ
特
定
の
立
地
条
件
に
依
存
し
な
い
業
種

（
い
わ
ゆ
る
h
o
o
二
〇
〇
信
者
山
霧
＃
δ
ω
）
を
工
業
化
の
対
象
と
す
る
方
向
が
考

え
ら
れ
る
。
　
一
般
に
加
工
度
の
高
い
工
業
が
こ
れ
で
あ
り
、
上
来
の
第
一
の

類
型
も
、
本
来
こ
の
部
類
に
属
す
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
立

地
政
策
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
の
も
、
む
し
ろ
こ
の
分
野
を
重
点
に
お

い
て
い
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
北
海
道
工
業

化
に
お
い
て
、
従
来
あ
ま
り
注
意
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
方
向
も
、
今
後
の

研
究
対
象
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

（
三
）
　
北
海
道
工
業
化
と
地
域
的
特
殊
性

　
以
上
の
所
論
は
、
北
海
道
自
体
の
持
つ
立
地
条
件
を
一
応
考
慮
し
っ
っ
も
、

わ
が
国
全
体
を
通
℃
て
の
工
業
の
業
種
業
態
と
地
域
的
性
格
と
の
関
連
を
申

心
に
、
現
存
北
海
道
工
業
を
よ
り
所
に
し
て
、
今
後
の
方
向
な
い
し
条
件
を
、
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考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
北
海
道
自
体
の
も
つ
工
業
化
の
対
象
と
し

て
の
地
域
的
特
殊
性
の
側
面
に
も
眼
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
只
こ
こ
に
北
海
道
の
工
業
立
地
諸
条
件
の
実
態
を
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
は
、

短
期
の
現
地
調
査
と
限
ら
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
は
、
よ
く
す
る
所
で
は
な
い
。

又
道
庁
そ
の
他
の
諸
調
査
機
関
、
現
地
研
究
者
等
に
よ
る
調
査
、
研
究
等
が

既
に
相
当
多
数
発
表
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
ら
に
ゆ
ず
る
。
こ
こ
に
は
上

来
の
所
論
と
の
関
連
に
お
い
て
と
り
あ
げ
る
に
止
め
る
。

　
工
業
化
の
対
象
と
し
て
の
北
海
道
は
、
未
開
発
資
源
の
豊
富
な
こ
と
、
土

地
の
広
く
、
地
価
の
安
い
こ
と
（
今
後
の
わ
が
国
の
工
場
立
地
の
重
要
な
条

件
の
一
）
、
工
業
用
水
の
相
当
豊
富
な
こ
と
（
勿
論
地
域
に
よ
る
が
）
、
等
に

よ
っ
て
、
今
後
の
開
発
が
期
待
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
工
場
立
地
上

多
く
の
問
題
点
が
指
摘
せ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
北
海
道
の
第
二
次
五
ク
年
計
画
の
内
の
工
業
計
画
の
展
開
の
内
に
指
摘
せ

ら
れ
て
い
る
問
題
点
を
み
て
も
、

ω
寒
冷
地
　
ω
消
費
淫
心
に
遠
い
　
㈲
関
連
基
礎
施
設
の
不
充
分
　
国
地
帯

整
備
の
不
充
分
　
囲
電
気
料
金
割
高
　
㈲
長
期
低
金
利
資
金
の
不
足
　
㈲
技

術
の
向
上
の
お
く
れ
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
他
に
も
、
例
以
上
の

諸
事
情
に
も
と
つ
く
人
件
費
の
高
く
つ
く
こ
と
　
㈲
経
営
幹
部
の
得
に
く
い

こ
と
並
び
に
育
成
し
に
ぐ
い
こ
と
或
は
定
住
さ
せ
る
こ
と
の
困
難
な
こ
と

回
輸
送
上
の
隆
路

　
　
　
　
北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

等
も
ま
た
工
業
化
を
阻
む
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
諸
問
題
点
に
は
、
解
決
の
容
易
で
な
い
も
の
、
条
件
の
検
討
に

よ
っ
て
解
決
が
多
少
共
可
能
な
も
の
の
外
、
案
外
に
実
態
そ
の
も
の
よ
り
以

上
に
、
先
入
感
に
も
と
つ
く
観
念
上
の
も
の
も
あ
る
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
一
々
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
論
の
如

き
に
お
い
て
す
べ
て
に
通
じ
て
は
い
ま
だ
多
く
を
指
摘
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
ハ
別
に
専
門
的
考
察
を
必
要
と
す
る
部
分
も
す
く
な
く
な
い
。
こ
こ

に
は
特
に
経
営
位
置
論
的
観
点
の
関
連
か
ら
、
次
の
二
、
三
の
留
意
点
に
つ

い
て
の
み
言
及
す
る
に
と
ど
め
る
。

ω
輸
送
上
の
問
題
、
市
場
中
心
に
遠
い
こ
と
　
②
人
件
費
の
高
く
つ
く
と
い

う
点
　
圖
地
域
的
特
殊
性
に
も
と
つ
く
経
営
の
態
様
、
の
三
点
に
限
定
す
る
。

　
ω
　
輸
送
上
の
問
題
、
市
場
中
心
に
遠
い
と
い
う
こ
と

　
北
海
道
の
道
内
並
び
に
本
州
間
の
陸
海
上
交
通
の
関
係
諸
施
設
の
充
実
整

備
、
諸
輸
送
機
関
の
運
賃
率
の
決
定
の
原
料
並
び
に
製
品
（
特
に
道
内
よ
り

の
移
出
品
と
本
州
よ
り
の
移
入
品
、
そ
れ
ら
の
道
内
産
業
へ
の
影
響
等
）
に

及
ぼ
す
影
響
等
、
別
に
専
門
的
に
詳
細
に
検
討
せ
ら
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
も
の

が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
道
内
産
業
の
発
達
に
密
接
な
関
係
を
も
つ
て
い
る
こ

と
は
い
ケ
ま
で
も
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
加
工
度
の
高
い
も
の
、
技
術
の
高
度
化
さ
れ
た
も
の
等

製
品
に
よ
っ
て
、
輸
送
上
の
問
題
が
事
実
に
お
い
て
著
し
い
比
重
を
占
め
て
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北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

い
な
い
業
種
も
す
く
な
く
な
い
筈
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、

　
　
ω
　
市
場
機
構
が
不
備
で
あ
る
こ
と
が
、
道
内
産
業
の
発
展
を
阻
害
し
、

或
は
本
州
の
他
地
域
産
業
と
の
競
争
を
困
難
に
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
よ

　
う
で
あ
る
。

　
　
ω
　
叉
市
場
中
心
が
遠
い
こ
と
、
或
は
輸
送
上
の
隆
路
が
あ
る
も
の
と

　
い
う
先
入
感
が
、
実
態
に
つ
い
て
問
題
の
分
析
を
充
分
行
な
わ
ず
し
て
、

　
積
極
的
な
解
決
方
策
を
樹
立
す
る
こ
と
を
阻
み
、
産
業
の
存
立
条
件
を
欠

　
く
も
の
と
観
念
的
に
考
え
て
い
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
　
一
般
に
、

北
海
道
の
み
な
ら
ず
国
内
の
他
の
比
較
的
僻
遠
の
地
域
に
あ
る
企
業
が
、

業
種
業
態
に
よ
っ
て
笑
態
は
辛
し
も
そ
う
で
は
な
い
の
に
、
い
わ
ゆ
る
立

　
地
条
件
な
る
も
の
に
観
念
的
に
と
ら
わ
れ
て
、
実
態
を
検
討
し
な
い
で
、

惰
性
的
に
日
常
の
業
務
運
営
を
処
理
し
て
い
る
場
合
が
相
当
の
規
模
の
企
馳

　
業
に
お
い
て
さ
え
二
心
に
見
う
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
実
態
の
積
極
的

　
分
析
と
合
理
的
な
経
営
態
度
に
よ
っ
て
こ
れ
を
解
決
し
て
い
る
若
干
の
事

　
例
の
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
㈲
　
他
方
こ
の
よ
う
な
市
場
と
の
距
離
的
制
約
を
も
つ
企
業
が
、
そ
の

　
存
立
条
件
確
保
の
為
に
と
る
一
方
策
が
製
品
の
特
殊
化
に
よ
る
み
ず
か
ら

　
の
部
分
市
場
形
成
と
い
う
方
向
で
あ
る
。
技
術
的
、
品
質
的
、
或
は
顧
客

的
等
の
特
定
の
側
面
に
お
い
て
、
特
殊
性
形
成
が
よ
く
存
立
を
可
能
な
ら

　
し
め
る
。
現
に
北
海
道
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
実
例
も
み
ら
れ
る
所
で
あ

　
る
。

　
②
　
人
件
費
の
高
く
っ
く
と
い
う
こ
と

　
寒
冷
地
で
あ
る
こ
と
、
，
生
活
費
の
高
く
つ
く
こ
と
、
余
剰
労
力
の
す
く
な

い
こ
と
等
が
、
工
場
の
生
産
活
動
に
人
件
費
の
側
面
か
ら
コ
ス
ト
高
を
招
来

す
る
こ
と
の
す
く
な
く
な
い
こ
と
は
、
道
内
で
よ
く
指
摘
さ
れ
る
所
で
あ
る
Q

な
る
ほ
ど
こ
れ
ら
の
諸
制
約
条
件
の
解
決
は
困
難
で
、
且
可
能
な
部
分
も
そ

の
解
決
に
時
間
を
要
す
る
も
の
許
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
既
成
観
念
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
実
態
を
再
検
討
し
て
、
徐
々
に
解
決
へ
向
う
方
途
も
も
た

な
い
わ
け
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
ω
　
何
よ
り
こ
の
こ
と
が
、
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
内
地
工
場
に
さ
き

　
が
け
て
、
技
術
の
高
度
化
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ッ
ン
化
へ
の
条
件
と
な
る
。

　
そ
の
上
こ
の
よ
う
な
技
術
の
高
度
化
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ッ
ン
化
が
進
行
す

　
る
こ
と
は
、
結
果
に
お
い
て
は
労
力
節
約
よ
り
、
む
し
ろ
従
来
達
成
し
得

　
な
か
っ
た
精
度
と
速
度
に
よ
る
生
産
を
可
能
な
ら
し
め
る
質
的
優
位
性
を

　
達
成
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
か
え
っ
て
北
海
道

　
産
業
の
優
位
の
存
立
条
件
を
形
成
す
る
こ
と
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
ω
　
人
件
費
の
高
い
一
因
が
生
活
費
の
高
く
つ
く
こ
と
に
あ
り
、
さ
か

　
の
ぼ
っ
て
積
雪
寒
冷
地
で
あ
る
こ
と
に
多
分
に
原
因
す
る
。
そ
の
限
り
そ

　
れ
が
立
地
上
制
約
条
件
と
な
る
の
は
止
む
を
得
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
間

　
に
も
消
費
生
活
な
ら
び
に
商
…
菜
経
営
上
に
若
干
再
検
討
の
余
地
が
な
い
と
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は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
積
雪
寒
冷
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
常
の
消

　
費
財
の
一
括
購
入
等
の
購
買
慣
習
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
け

　
れ
ど
も
、
他
方
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
制
約
の
な
い
一
般

　
消
費
物
資
全
体
を
通
じ
て
不
経
済
な
購
買
慣
習
を
形
成
し
て
い
る
面
も
あ

　
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
商
業
活
動
と
り
わ
け
小
売
業
経
営
に
お
け

　
る
マ
ー
ク
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
も
問
題
点
が
存
す
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。
只

　
短
期
の
実
地
調
査
に
よ
っ
て
実
態
を
正
し
く
把
握
せ
ず
に
、
こ
の
面
を
本

　
論
で
立
ち
い
っ
て
論
じ
る
資
格
を
有
し
な
い
の
で
、
問
題
の
可
能
性
を
指

　
摘
す
る
に
止
め
る
。
梢
誇
張
し
て
い
え
ば
、
既
成
観
念
な
い
し
惰
性
的
慣

　
習
に
と
ら
れ
な
い
合
理
的
な
消
費
生
活
体
系
の
再
検
討
と
い
う
観
点
か
ら

　
の
生
活
改
善
運
動
の
重
要
性
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
こ
の
こ
と
は

　
も
ち
ろ
ん
消
費
生
活
向
上
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

　
い
）
。
　
時
間
を
要
し
て
も
、
結
局
に
お
い
て
欠
点
と
い
わ
れ
る
立
地
条
件

　
の
一
を
多
少
な
り
と
も
是
正
し
得
る
道
と
思
わ
れ
る
。

　
㈹
　
地
域
的
特
殊
性
に
も
と
つ
く
経
営
の
業
態

　
北
海
道
の
工
業
は
、
既
述
の
よ
う
に
今
日
ま
で
は
い
わ
ゆ
る
工
業
地
帯
を

形
成
す
る
こ
と
が
す
く
な
い
。
今
後
市
場
指
向
的
工
業
の
増
加
が
多
少
共
市

場
中
心
の
規
模
を
拡
大
し
て
、
あ
る
程
度
大
都
市
に
お
い
て
工
業
地
帯
化
を

も
た
ら
す
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
又
原
材
料
指
向
工
業
の
高
度
化
も
ま
た
、
将

来
若
干
の
工
業
都
市
を
中
心
に
関
連
産
業
の
系
列
的
浸
潤
的
発
展
に
よ
る
工

　
　
　
　
北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

業
地
帯
化
を
も
た
ら
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
当
面
北
海
道
の
工

業
化
は
、
中
規
模
或
は
大
規
模
企
業
な
い
し
工
場
の
各
地
点
在
的
発
展
か
ら

進
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
シ
ン
グ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
」
・

タ
ウ
ン
を
巡
る
経
営
内
部
並
び
に
対
外
的
課
題
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
的
発
展
も
こ
の
問
題
点
を
直
心
に
検
討
さ
れ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る
か
ら
再

塾
し
な
い
。

　
な
お
地
域
別
の
工
業
立
地
条
件
の
詳
細
な
調
査
が
、
昭
和
三
十
三
年
よ
り

全
国
的
に
総
合
的
に
着
手
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
十
月
一
日
設
置
せ
ら
れ

た
通
産
省
工
業
立
地
指
導
室
な
ら
び
に
こ
れ
に
つ
づ
い
て
設
置
せ
ら
れ
つ
つ

あ
る
各
地
通
産
局
工
業
立
地
指
導
室
を
聖
心
に
資
料
整
備
す
る
の
で
あ
る
。

北
海
道
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
諸
調
査
資
料
に
加
え
て
、
本
年
と
り
あ
え
ず
、

室
蘭
地
区
、
苫
小
牧
地
区
、
釧
路
白
糠
地
区
、
函
館
上
磯
地
区
、
旭
川
地
区
、

札
幌
小
樽
地
区
の
六
工
業
地
区
に
つ
い
て
、
全
国
五
十
六
ク
所
の
調
査
地
域

の
一
部
と
し
て
資
料
が
整
備
せ
ら
れ
た
。
今
後
漸
次
こ
の
地
域
が
迫
加
拡
張

せ
ら
れ
る
に
伴
い
、
工
業
立
地
事
情
の
詳
細
な
資
料
が
と
と
の
え
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
問
題
点
が
明
か
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
地

条
件
の
補
完
造
成
の
具
体
的
方
向
、
段
取
り
も
漸
次
明
か
に
な
る
で
あ
ろ
う

こ
と
を
附
記
す
る
に
止
め
る
。
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北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

五
、
結
語
ー
イ
ギ
リ
ス
の
事
例
に
学
ぶ

　
以
上
北
海
道
工
業
化
の
現
状
を
特
徴
的
に
概
観
し
、
わ
が
国
工
業
の
業
種

別
の
地
域
的
業
態
東
諸
類
型
と
の
関
連
に
お
い
て
こ
れ
を
検
討
し
、
こ
れ
ら

を
通
じ
て
今
後
の
北
海
道
工
業
化
の
方
向
、
特
に
そ
れ
に
つ
い
て
は
従
来
か

ら
優
位
な
分
野
並
び
に
劣
っ
て
い
る
分
野
の
今
後
の
発
展
の
方
向
に
つ
い
て

考
察
し
、
同
時
に
そ
の
為
に
必
要
な
諸
条
件
に
つ
い
て
提
言
的
に
考
察
し
た
。

つ
い
で
こ
れ
を
補
充
し
て
、
北
海
道
自
体
の
も
つ
地
域
的
特
殊
性
と
し
て
の

諸
問
題
点
の
内
の
若
干
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
の
考
察
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
北
海
道
は
、
工
業
の
一
般
的
存
立
条
件
と
し
て
、
自
然
的
、
経
済
的
並
び

に
社
会
的
条
件
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
相
当
制
約
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
否

む
こ
と
は
で
き
な
い
。
叉
発
展
の
期
待
せ
ら
れ
る
業
種
に
も
相
当
限
定
が
あ

り
、
更
に
そ
の
為
の
存
立
上
の
経
営
の
業
態
も
あ
る
程
度
特
徴
的
な
も
の
が

要
求
せ
ら
れ
、
そ
れ
だ
け
困
難
性
を
件
う
こ
と
が
す
く
な
く
な
い
。

　
今
日
ま
で
北
海
道
の
比
較
的
優
位
を
占
め
て
き
た
工
業
は
、
こ
の
地
方
の

も
つ
特
殊
的
立
地
条
件
に
依
存
す
る
大
企
業
と
、
こ
の
地
方
を
市
場
と
す
る

一
部
の
生
産
財
、
消
費
財
工
業
を
主
た
る
も
の
と
す
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の

分
野
の
今
後
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
前
者
に
お
い
て
資
源
の
開
発
利
用
に
つ

い
て
の
積
極
的
調
査
研
究
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、

既
存
工
場
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
中
核
と
す
る
関
連
的
浸
潤
的
発
展
の
方
向
が

望
ま
れ
、
叉
新
た
な
工
場
の
存
立
に
つ
い
て
は
、
他
の
諸
地
域
と
の
相
対
的

関
係
に
お
い
て
、
こ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
為
の
条
件
の
達
成
、
政
策
の
推

進
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
後
者
の
方
向
に
つ
い
て
は
、

差
当
り
北
海
道
と
東
北
地
方
を
一
体
と
す
る
市
場
を
前
提
と
し
得
る
だ
け
の

売
買
機
構
を
中
心
と
す
る
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
と
、
集
約
的
に
道
内
市
場

の
開
拓
に
関
す
る
マ
ー
ク
テ
ィ
ン
グ
活
動
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
叉
副
資
財

的
生
産
財
工
業
の
如
き
に
つ
い
て
は
、
そ
の
創
業
当
初
か
ら
採
算
点
に
達
す

る
ま
で
の
経
営
の
形
態
な
い
し
運
営
方
策
に
つ
い
て
の
考
察
が
必
要
な
場
合

が
す
く
な
く
な
い
。
叉
今
日
ま
で
北
海
道
に
未
発
達
の
分
野
に
つ
い
て
は
、

高
次
の
加
工
段
階
の
機
械
工
業
そ
の
他
の
高
度
化
工
業
の
分
野
を
中
心
と
し
、

こ
れ
が
存
立
条
件
整
備
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
高
度
の
技
術
体
系
を
前

提
と
す
る
限
り
、
存
立
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
こ
の
分
野

は
本
来
的
に
は
直
接
の
地
域
的
制
約
性
の
少
い
も
の
と
し
て
、
そ
の
存
立
条

件
と
業
態
に
つ
い
て
今
後
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
重
要
な
方
向
の
一
で
あ

る
。

　
以
上
を
通
じ
て
尚
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
北
海
道
と
い
う
多
少
共
自
然
的

経
済
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
不
安
定
な
地
域
的
独
占
性
、
或
は
シ
ン
グ
ル
・

イ
ン
ヂ
ス
ト
リ
ー
・
タ
ウ
ン
を
中
心
と
す
る
工
業
存
立
の
地
域
的
特
殊
性
に

よ
っ
て
、
梢
も
す
れ
ば
人
間
的
惰
性
に
お
ち
い
つ
．
て
経
営
意
欲
に
積
極
性
を

欠
く
危
険
が
包
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
実
態
の
一
部
に
は
、
経
営
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意
欲
の
低
い
こ
と
が
、
あ
る
程
度
存
立
発
展
の
条
件
を
有
し
て
い
る
に
拘
ら

ず
、
ζ
れ
を
一
見
立
地
条
件
的
に
存
立
を
困
難
視
し
或
は
不
可
能
即
す
る
考

え
方
を
も
つ
に
至
ら
し
め
て
い
る
場
合
の
あ
る
こ
と
も
、
こ
れ
を
否
む
こ
と
’

が
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
以
上
を
通
じ
て
、
最
後
に
北
海
道
の
工
業
化
自
体
の
意
義
が
当
然
に
反
省

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
進
ん
で
北
海
道
総
合
開
発
の
理
念
の
問

題
に
つ
な
が
る
側
面
を
も
つ
て
い
る
。
従
っ
て
本
論
の
範
囲
を
や
や
逸
脱
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
こ
に
は
正
面
か
ら
こ
れ
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
避

け
る
。
北
海
道
の
工
業
化
の
必
要
性
を
前
提
と
し
て
の
所
論
に
な
る
わ
け
で

あ
る
。
只
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
し
て
進
め
ら
れ
る
北
海
道
の
工
業

化
が
、
わ
が
国
経
済
全
体
と
し
て
の
発
展
に
阻
害
的
な
い
し
、
全
体
と
し
て

の
不
能
率
化
を
も
た
ら
し
は
し
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
近
年
の
地
域
政
策
進
行
過
程
に
お
け

る
同
様
の
問
題
に
当
面
し
た
経
験
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
簡
単
に
概
観
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
応
前
述
の
問
題
点
の
一
の
解
答
の
示
唆
と
す
る
こ
と
に
す

る
。　

一
九
三
Q
年
代
に
頂
点
に
達
し
た
イ
ギ
リ
ス
北
部
衰
退
地
域
に
対
し
て
、

そ
の
後
第
二
次
大
戦
の
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
積
極
的
な
地
域
政
策
の
樹
立
推

進
に
よ
っ
て
、
薪
し
い
業
種
の
諸
工
場
を
誘
致
し
、
こ
れ
ら
衰
退
地
域
の
産

　
　
　
　
北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

業
発
展
を
意
図
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
政
策
の
進
行
が
、
当

面
の
地
域
的
失
業
問
題
、
産
業
発
展
並
び
に
そ
の
構
成
の
不
均
衡
の
是
正
に

役
立
ち
は
し
て
も
、
そ
れ
に
伴
っ
て
イ
ギ
リ
ス
全
体
と
し
て
の
産
業
能
率
の

阻
害
、
ひ
い
て
国
際
市
場
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
製
品
の
女
工
力
に
対
す
る
悪

影
響
等
が
も
た
ら
さ
れ
は
し
な
い
か
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
現
在
尚
進
行
中
の
過
程
に
お
い
て
、
簡
単
に
結
論
は
下
し
得
な
い
が
、

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
少
く
も
戦
後
数
年
の
成
果
は
、
こ
の
こ
と
を
杷
憂

な
ら
し
め
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
れ
ら
の
理
由
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
般
に
工
場
が
消
費
市
場
に
密
接
す

る
こ
と
、
原
材
料
地
に
所
在
す
る
こ
と
、
或
は
特
に
交
通
の
接
合
点
に
あ
る

こ
と
等
の
立
地
的
に
顕
著
に
制
約
せ
ら
れ
る
業
種
は
極
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、

叉
経
営
規
模
の
小
さ
い
会
社
、
工
場
に
限
定
せ
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う

に
一
国
内
の
距
離
が
比
較
的
短
か
く
、
交
通
が
発
達
し
、
い
ず
れ
の
地
方
で

も
産
業
に
必
要
な
施
設
が
比
較
的
利
用
で
き
る
国
に
あ
っ
て
は
、
里
国
な
い

し
工
場
の
規
模
が
中
規
模
な
い
し
大
規
模
で
あ
れ
ば
、
前
述
の
よ
う
な
立
地

制
約
度
の
大
き
い
も
の
を
除
け
ば
、
立
地
選
択
の
余
地
は
国
内
殆
ど
い
ず
れ

の
場
所
に
つ
い
て
も
可
能
で
あ
る
と
さ
え
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
だ
け

に
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
、
工
場
の
新
設
移
動
に
伴
う
一
時
的
費
用
な
い
し
、

資
本
投
下
の
負
担
関
係
か
ら
、
地
域
開
発
政
策
と
し
て
の
政
府
等
の
補
助
金
、

敷
地
提
供
、
産
業
施
設
機
関
に
よ
る
施
設
の
便
宜
等
の
諸
助
成
政
策
が
き
わ
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北
海
道
工
業
化
の
経
営
位
置
論
的
考
察

め
て
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
態
の
把
握

と
、
立
地
に
つ
い
て
の
認
識
と
、
政
策
に
よ
る
裏
付
け
が
、
よ
く
地
域
政
策

の
目
的
を
達
し
つ
つ
、
そ
の
国
民
経
済
へ
の
阻
害
的
影
響
を
も
排
除
し
つ
つ

あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
（
註
）
　
拙
稿
『
イ
ギ
リ
ス
立
地
政
策
の
経
営
位
置
論
的
示
唆
』

　
　
「
国
民
経
済
雑
誌
」
昭
和
三
十
一
年
十
月
号
参
照

　
わ
が
国
の
場
合
、
特
に
北
海
道
を
問
題
と
す
る
場
合
、
前
提
条
件
が
相
当

異
る
の
で
、
直
ち
に
同
様
に
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
地

方
工
業
化
の
国
民
経
済
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
経
営
位
置
論
的
観
点
か
ら
の

一
の
解
答
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
そ
の
為
に
は
、

　
　
ω
　
こ
の
よ
う
な
地
域
政
策
等
に
は
本
来
の
立
地
条
件
よ
り
、
副
次
的

　
立
地
条
件
と
し
て
の
諸
助
成
政
策
の
樹
立
が
か
な
り
大
き
な
比
重
を
占
め

　
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
②
　
叉
企
業
経
営
と
し
て
も
、
位
置
と
い
う
も
の
は
、
経
営
存
立
の
一

　
の
要
件
で
あ
っ
て
、
他
の
諸
要
件
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
種
々
異

　
る
特
徴
的
な
業
態
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
単
に
立
地
条
件
の
み

　
を
問
題
と
す
る
の
で
な
く
、
主
体
で
あ
る
企
業
経
営
の
業
態
の
特
殊
性
と

　
の
関
連
に
お
い
て
考
察
す
る
こ
と
も
ま
た
問
題
解
決
へ
の
主
要
な
一
の
い

　
と
ぐ
ち
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
を
イ
ギ
リ
ス
の
事
例
が
明
か
に
示
し
て
い
る
。
北
海
道
に
つ
い

て
も
、
本
論
上
来
の
考
察
の
よ
う
に
若
干
の
条
件
の
組
合
せ
を
考
慮
し
つ
つ
、

あ
る
程
度
妥
当
す
る
面
を
も
つ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
今
後
参
考

に
す
べ
き
点
で
あ
る
。
（
三
三
、
一
一
、
三
〇
）

　
（
後
記
）

　
　
本
稿
は
先
に
中
間
報
告
と
し
て
委
員
会
に
提
出
し
た
「
北
海
道
産
業
の
経
営
位

　
　
置
旧
的
研
究
」
（
昭
三
二
、
七
）
、
「
北
海
道
開
発
問
題
第
二
次
現
地
視
察
報
告
」

　
　
（
三
二
、
九
）
「
同
第
三
次
現
地
視
察
報
告
」
（
三
三
、
九
）
の
中
間
報
告
を
書

　
　
き
改
め
、
且
統
計
も
な
る
べ
く
新
し
い
も
の
に
し
て
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ

　
　
る
。
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ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル

お
け
る
問
題
点

・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に

井

上

忠

勝

序

　
一
九
世
紀
後
期
よ
り
二
〇
工
期
初
期
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
形
成

さ
れ
た
ト
ラ
ス
ト
は
、
そ
の
形
成
過
程
に
従
っ
て
、
凡
そ
二
つ
の
類
型
に
大

別
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
あ
る
産
業
資
本
を
中
心
に
、
そ
の
産
業
資
本
独
自
の

努
力
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
ト
ラ
ス
ト
で
あ
る
。
他
は
、
銀
行
資
本
の
介
入

と
援
助
の
下
に
形
成
さ
れ
た
ト
ラ
ス
ト
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
採
り
上
げ

た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
は
前
者
を
代
表
し
、
】
方
、
｝
九

〇
一
年
に
設
立
さ
れ
た
ユ
ー
・
エ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ル
は
後
者
を
代
表
す
る
Q

前
…
者
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
産
業
資
本
を
中
心
に
、
殆
ん
ど
外
部
の
金
融
W
菜

者
の
援
助
を
求
め
る
こ
と
な
く
形
成
さ
れ
た
ド
ラ
ス
ト
で
あ
り
、
後
者
は
、

投
資
銀
行
家
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
の
指
導
と
金
融
的
援
助
の
下
に
、
諸
鉄
鋼

会
社
お
よ
び
鉱
山
会
社
を
合
同
し
て
形
成
さ
れ
た
ト
ラ
ス
ト
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
ラ
ス
ト
形
成
へ
の
努
力
は
、
本
来
産
業
資
本
家
に

課
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
形
成
さ
れ
た
ト
ラ

ス
ト
は
、
よ
り
多
く
の
場
合
、
銀
行
資
本
の
指
導
と
援
助
の
下
に
形
成
さ
れ

た
ト
ラ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
産
業
資
本
主
義
時
代
を
特
徴
づ
け
た
激

し
い
競
争
は
、
産
業
資
本
家
を
し
て
、
必
然
的
に
ト
ラ
ス
ト
の
形
成
を
指
向

せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
よ
り
多
く
の
場
合
、
彼
ら
は
こ
の
努
力
に

お
い
て
失
敗
し
た
。
彼
ら
が
自
力
に
よ
っ
て
ト
ラ
ス
ト
の
形
成
に
成
功
し
た

の
は
、
た
だ
彼
ら
が
何
ら
か
の
条
件
を
満
し
え
た
場
合
［
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
の
条
件
こ
そ
十
分
に
吟
味
さ
る
べ
き
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、

然
ら
ざ
る
場
合
は
、
投
資
銀
行
家
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
金
融
業

者
が
、
産
業
資
本
家
に
代
っ
て
、
ト
ラ
ス
ト
形
成
の
仕
事
を
引
き
受
け
る
べ
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ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

く
登
場
し
た
。
一
九
世
紀
後
期
よ
り
二
〇
世
紀
初
期
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ

の
経
済
社
会
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
動
向
の
か
ら
み
あ
い
の
中
に
、
そ
の
発
展

を
と
げ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
先
に
述
べ
た
如
く
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
は
産
業
添
貫
本

独
自
の
努
力
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
最
も
強
力
な
ト
ラ
ス
ト
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
ト
ラ
ス
ト
の
形
成
に
当
っ
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
に
よ
っ
て
率
い
ら
れ

た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
イ
は
、
殆
ん
ど
外
部
の
金
融
業
者

の
援
助
を
求
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
金
融
業
者
の
介

入
は
な
く
、
従
っ
て
ま
た
、
ユ
ー
・
エ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ル
に
見
ら
れ
た
が
如

き
、
金
融
業
者
の
支
配
乃
至
影
響
は
存
し
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
特
徴
を
右
述
の
如
き
点
に
見
出
し
、
何
故
に
、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
ガ
、
金
融
業
者
の
援
助
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
努

力
に
よ
っ
て
石
油
ト
ラ
ス
ト
の
形
成
に
成
功
し
た
か
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
。

し
か
し
本
稿
に
お
い
て
は
、
未
だ
そ
の
全
面
的
な
解
答
を
与
え
う
る
も
の
で

は
な
く
、
た
だ
こ
の
問
題
の
究
明
に
当
っ
て
、
し
ば
し
ば
肴
過
さ
れ
な
が
ら

も
、
し
か
し
重
要
な
一
つ
の
問
題
を
中
心
に
、
若
干
の
論
述
を
試
み
ん
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

一

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
が
、
ト
ラ
ス
ト
と
し
て
の
形
態
を

整
え
た
の
は
、
一
八
八
二
年
に
お
け
る
ト
ラ
ス
ト
協
定
の
締
結
に
よ
っ
て
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ト
ラ
ス
ト
の
中
核
と
な
っ
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ

ル
・
カ
ン
パ
ニ
ィ
・
オ
ブ
・
オ
ハ
イ
オ
は
、
す
で
に
そ
れ
に
先
だ
つ
て
、
一

八
七
二
年
に
は
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
石
油
精
製
業
者
の
殆
ん
ど
を
統
合
し
、

一
八
七
〇
年
代
末
ま
で
に
は
、
ア
メ
リ
カ
石
油
精
製
業
の
八
○
乃
至
九
〇
パ

：
セ
ン
ト
を
支
配
す
る
に
至
っ
て
い
た
。
一
八
八
二
年
の
ト
ラ
ス
ト
協
定
は
、

所
謂
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
こ
れ
ら
の
傘
下
諸

会
社
に
対
す
る
支
配
お
よ
び
統
制
を
制
度
的
に
確
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
イ
・
オ
ブ
・
オ
ハ
イ
オ
に

よ
る
こ
の
石
油
精
製
業
者
統
合
の
歴
史
に
お
い
て
、
古
く
か
ら
そ
の
最
も
重

要
な
要
因
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
は
、
鉄
道
の
差
別
運
賃
で
あ
る
。
凡
そ
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
あ
る
い
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
帯
皮
の
論
述
し
た
書
物
に
し

て
、
差
別
運
賃
の
問
題
に
言
及
せ
ざ
る
も
の
は
な
く
、
と
き
に
は
、
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の
集
中
の
全
過
程
が
、
リ
ベ
ー
ト
と
い
う
簡
単
な
一
語
に
よ
っ
て
説

明
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
に
差
別
運
賃
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ

ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
形
成
に
と
っ
て
不
可
欠
の
要
因
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、
一
八
六
七
年
、
レ
イ
ク
・
シ
ョ
ァ
ー
・
ア
ン

ド
。
ミ
シ
ガ
ン
・
サ
ウ
ザ
ー
ン
鉄
道
（
H
鋒
o
Q
D
げ
自
。
知
冒
8
げ
繭
竪
昌
ω
o
目
爵
①
目
）

に
お
い
て
原
油
運
賃
の
－
ー
ベ
ー
ト
を
獲
得
し
て
以
来
、
七
〇
年
代
を
通
じ
て

絶
え
ず
差
別
的
な
輸
送
条
件
の
獲
得
に
つ
と
め
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
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の
中
で
も
特
に
人
々
の
注
意
を
集
め
、
世
上
の
話
題
と
な
っ
た
も
の
は
一
八

七
二
年
の
南
部
開
発
会
社
（
ω
。
ロ
爵
脇
目
箕
。
〈
窪
。
巳
O
。
日
嚇
口
々
）
計
画
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
ひ
と
ま
ず
こ
の
計
画
を
採
り
上
げ
、
こ
れ
を
通
じ
て
差
別

運
賃
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
い
て
占
め
る
意

義
の
一
端
を
属
官
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二

　
ジ
・
ン
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
石
油
精
製
業
者
の
統
合
を
開
始
し
た
の
は

一
八
七
二
年
で
あ
り
、
南
部
開
発
会
社
計
画
は
そ
の
為
の
手
段
と
し
て
採
り

用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
す
で
に
そ
れ
ま
で
に
、
ア
メ
リ
カ
石
油
業

界
に
お
い
て
約
一
〇
年
の
年
月
を
費
し
て
い
た
。
そ
の
経
過
を
簡
単
に
ふ
り

返
る
な
ら
ば
、
彼
は
一
八
六
三
年
、
モ
ー
リ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
（
冨
9
匡
目
一
〇
①
凸
Ω
一
9
目
犀
）

お
よ
び
石
油
精
製
の
技
術
者
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
　
（
。
D
・
。
塁
ロ
旦

諺
巳
器
蓄
）
と
と
も
に
、
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
に
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ

ス
●
ク
ラ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
イ
（
》
ロ
山
門
①
ミ
。
・
w
Ω
9
蒔
熟
O
o
二
一
㊤
目
図
）

を
組
織
し
、
石
油
業
へ
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
。
一
八
五
九
年
に
エ
ド
ウ

ィ
ン
・
ド
レ
イ
ク
（
国
り
侮
芝
一
ロ
　
　
一
）
目
陣
げ
O
）
が
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
西
北
部
に

お
い
て
石
油
鉱
脈
を
掘
り
当
て
て
以
来
、
あ
た
か
も
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ

に
も
似
た
オ
イ
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
が
現
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
p
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
は
正
に
こ
の
ブ
ー
ム
の
さ
中
に
石
油
精
製
業
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

し
か
し
彼
お
よ
び
彼
の
仲
間
の
出
資
額
は
こ
の
と
き
わ
ず
か
に
四
、
0
0
0

ド
ル
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
数
年
の
う
ち
に
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
事

業
は
急
速
な
発
展
を
遂
げ
た
。
一
八
六
五
年
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、
ア
ン

ド
リ
ュ
ウ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
イ
の
全
事
業
を
買
収
し
、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
（
国
o
o
閃
亀
。
＝
霞
卿
b
手
解

器
蓄
）
を
設
立
し
た
。
　
一
八
六
六
年
の
は
じ
め
に
お
い
て
、
こ
の
会
社
は
二

〇
万
ド
ル
の
資
本
金
と
一
日
五
〇
五
バ
レ
ル
の
生
産
能
力
を
有
し
、
す
で
に

ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
最
大
の
石
油
精
製
会
社
で
あ
っ
た
。
一
八
六
五

年
末
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
弟
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
p
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
（
≦
崇
。
。
目

閑
。
畠
争
心
。
円
）
と
と
も
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
P
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
・
カ

ン
バ
ニ
イ
（
≦
自
冨
目
国
。
穿
亀
亀
高
知
O
o
目
嚇
塁
）
を
設
立
し
、
ク
リ
ー
ヴ

ラ
ン
ド
に
第
二
精
製
所
を
建
設
し
た
。
ま
た
一
八
六
六
年
末
に
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
、
自
社
製
品
の
海
外
へ
の
輸
出
を
管
理
す
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
．

ア
ン
ド
・
ヵ
ン
パ
ニ
ィ
（
切
8
冨
h
亀
霞
露
O
。
目
饗
u
図
）
を
設
立
し
た
。
一
八

六
七
年
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、
新
た
に
グ
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
有
力
な
実
業

家
ヘ
ン
リ
イ
・
フ
ラ
グ
ラ
ー
（
＝
自
棄
国
＆
雪
）
お
よ
び
ス
テ
フ
ァ
ン
．
ハ

ー
ク
ネ
ス
　
（
。
D
器
嘗
①
昌
国
日
ざ
・
。
・
。
・
）
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
迎
え
、
既
存
の
全
事

業
の
統
合
し
て
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
・
ア
ン
ド
・
フ
ラ
グ
ラ

ー
（
男
o
o
乱
髪
。
　
o
が
》
ロ
脅
。
ミ
。
。
卿
固
騨
α
q
♂
目
）
を
組
織
し
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
お
よ
び
彼
の
仲
間
の
事
業
は
更
に
一
層
発
展
し
た
。
一
八
六
九
年
に
お
い
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ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

て
、
そ
れ
は
一
〇
〇
万
ド
ル
近
い
正
味
資
産
と
一
目
約
一
、
五
〇
〇
バ
ソ
ル

の
石
油
精
製
能
力
を
有
し
、
今
や
ア
メ
リ
カ
最
大
の
石
油
精
製
会
社
で
あ
っ

た
。
一
八
七
〇
年
一
月
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
は
株
式
会
社
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ

イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
イ
・
オ
ブ
・
オ
ハ
イ
オ
を
設
立
し
た
。
資
本
金
は
一
〇
〇

万
ド
ル
（
額
面
一
〇
〇
ド
ル
、
一
万
株
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
千

株
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ユ
ゥ
ス
・
ア
ン
ド
・
フ
ラ
グ
ラ
ー
の
全

事
業
の
買
収
に
当
て
ら
れ
、
残
余
の
九
千
株
は
す
べ
て
新
し
い
現
金
出
資
を

代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ

イ
は
、
す
で
に
そ
の
設
立
の
と
き
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
最
大
の
生
産
能
力

を
誇
り
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
莫
大
な
現
金
余
剰
を
有
し
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
事
業
は
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た

の
で
あ
る
が
、
し
か
し
一
方
ア
メ
リ
カ
石
油
精
製
業
の
状
態
に
目
を
転
ず
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
一
八
七
〇
年
ま
で
に
容
易
な
ら
ざ
る
状
態
に
立
ち
い
た
っ

て
い
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
石
油
精
製
業
を
開
始
し
た
一
八
六
三
年
に
前

後
す
る
数
年
間
は
、
オ
イ
ル
・
ブ
ー
ム
の
時
代
で
あ
っ
た
。
急
激
な
る
市
場

の
拡
大
と
折
か
ら
の
南
北
戦
孚
の
勃
発
に
刺
戟
さ
れ
て
、
原
油
生
産
地
オ
イ

ル
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
（
O
昌
図
㊦
咀
。
霧
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
ピ
ッ
バ
ー
グ
、
ク

リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
等
々
に
お
い
て
、

相
次
い
で
多
数
の
石
油
精
製
所
が
建
設
さ
れ
、
ま
た
そ
の
規
模
も
拡
大
さ
れ

た
。
し
か
し
こ
の
繁
栄
の
時
代
も
決
し
て
永
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
早
く
も

一
八
六
六
年
末
ま
で
に
、
石
油
精
製
能
力
は
需
要
を
超
過
し
た
。
加
う
る
に

一
八
六
六
－
六
七
年
に
は
戦
後
の
不
況
が
発
達
し
た
。
石
油
精
製
業
に
も
激

し
い
工
事
の
時
代
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
精
油
価
格
は
こ
の
傾
向
を
端

的
に
物
語
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
一
ガ
ロ
ン
当
り
の
年
平
均
精

油
価
格
は
、
一
八
六
五
年
の
五
八
・
七
五
セ
ン
ト
よ
り
、
六
七
年
の
二
八
・

三
八
五
セ
ン
ト
、
七
〇
年
の
二
六
・
三
八
五
セ
ン
ト
と
非
常
な
下
落
を
示
し

　
（
1
）

て
い
る
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
石
油
精
製
業
者
の
統
合
を
決
意
し
、
南
部
開

発
会
社
計
画
を
採
り
用
い
る
に
い
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
情
況
の
下
に
お
い

て
で
あ
っ
た
。

　
（
註
－
）
包
・
罫
目
舘
げ
Φ
戸
掌
ぐ
・
韓
§
q
ミ
§
・
要
§
晋
己
。
農
9
鳶
。
ミ
し
8
爵

　
　
　
く
o
F
H
剖
葛
c
g
曲
・

三

　
南
部
開
醐
発
A
畜
仕
は
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
、
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
、
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
五
大
石
油
精
製
会
社
の
代
表
と
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
系
の
レ
イ
ク
・
シ
ョ
ア
ー
・
ア
ン
ド
・
ミ
シ

ガ
ン
・
サ
ウ
ザ
ー
ン
鉄
道
を
代
表
す
る
ピ
ー
タ
ー
・
ワ
ト
ソ
ン
（
団
9
頸
出
・

≦
9
訂
。
ロ
）
を
株
主
と
し
て
、
　
一
八
七
二
年
一
月
の
は
じ
め
に
設
立
さ
れ
た
株

式
会
社
で
あ
り
、
そ
の
株
式
二
、
○
○
○
株
（
額
面
一
〇
〇
ド
ル
）
は
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

如
く
引
き
受
け
ら
れ
た
。
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匂
。
げ
昌
即
o
O
犀
O
密
自
O
H

繭
一
一
一
宣
双
三
O
O
犀
①
譜
一
♂
同

国
思
蔓
固
9
。
Q
貯

O
・
国
．
団
喫
器

臼
曽
び
①
N
b
●
ゆ
O
雪
≦
一
〇
『

O
．
日
曾
≦
ゆ
二
日
σ
q

空
o
丁
目
Q
D
・
翅
暫
旨
ぎ
α
q

6
『
暫
二
①
の
ド
O
O
犀
げ
曽
N
け

≦
．
O
・
≦
9
M
山
①
口

遍
一
一
一
一
9
目
司
同
O
£

≦
・
即
H
o
㎝
碧

臼
。
，
ロ
即
日
。
㎝
昌

国
O
酔
O
弓
国
．
≦
山
房
O
ロ

∩
一
〇
＜
巴
薗
口
畠

O
♂
＜
9
師
口
自

O
一
〇
＜
O
訂
昌
畠

O
『
＜
亀
Ω
9
口
恥

閉
Φ
≦
団
。
時

国
＃
の
び
霞
㎝

国
巽
。
・
ご
嶺

国
詳
の
げ
目
o
Q

用
ぽ
冨
窪
。
ゼ
含
”

団
ず
昌
巴
①
ゼ
ぼ
9

剛
げ
昌
巴
。
ゼ
ぽ
9

団
7
臨
巴
①
ゼ
ぽ
臼

b
ω
7
雷
び
巳
P
O
ぼ
。

一
八
○
株

一
八
○
株

一
八
○
株

一
八
0
株

一
八
○
株

四
七
五
株

　
一
〇
株

　
一
〇
株

四
七
五
株

　
一
〇
株

　
一
〇
株

　
一
〇
株

一
〇
〇
株

　
最
大
株
・
王
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
・
ワ
ー
イ
ン
グ
・
ア
ン
ド

・
ワ
ー
ド
ン
（
日
。
畠
げ
胃
♂
≦
留
冒
㎝
鮮
≦
母
山
8
）
の
0
・
T
・
ワ
ー
イ
ン
グ

と
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ワ
ー
ド
ン
・
フ
リ
ュ
ウ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
バ
ニ

イ
（
≦
母
山
。
炉
岡
お
宅
簿
O
o
目
℃
c
・
昌
）
の
W
・
G
・
ワ
ー
ド
ン
で
あ
り
、
各

持
株
数
は
四
七
五
株
で
あ
る
。
し
か
し
南
部
開
発
会
社
に
最
も
利
害
関
係
の

深
い
A
葺
仕
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
イ
で
あ
り
、
P
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
兄
弟
お
よ
び
ア
ラ
ダ
ラ
ー
が
併
せ
て
五
四
〇
株
を
所
有
し
た
以
外
に
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ば
一
八
七
二
年
一
月
一
日
に
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
0
・
H
・

。
ヘ
イ
ン
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
」
・
A
・
ボ
ス
ト
ウ
イ
ッ
ク
の
精
製
所
を

　
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
；
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
テ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

株
式
の
交
換
に
よ
っ
て
そ
の
傘
下
に
お
さ
め
て
い
た
が
故
に
、
結
局
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の
南
部
開
発
会
社
に
対
す
る
持
株
総
数
は
全
部
で
九
〇
〇
株
に
上
っ

た
の
で
あ
る
。

　
南
部
開
発
会
社
設
立
の
目
的
は
、
こ
の
計
画
に
参
加
せ
る
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン

ド
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
五

大
精
製
会
社
が
、
南
部
開
発
会
社
を
通
じ
て
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
、
　
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
、
お
よ
び
エ
リ
ー
の
三
幹
線
鉄
道
と
協
約
を
締
結

し
、
こ
の
基
礎
の
上
に
夫
々
の
石
油
精
製
業
の
中
心
地
に
お
い
て
他
の
業
者

を
統
合
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
八
七
二
年
一
月
一
八
日
、
ま
ず
ペ
ン
シ
ル

ヴ
ェ
ニ
ア
鉄
道
と
の
間
に
協
定
が
成
立
し
、
次
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト

ラ
ル
お
よ
び
エ
リ
ー
の
両
鉄
道
と
の
間
に
お
い
て
も
同
様
の
協
約
が
妥
結
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
三
鉄
道
は
、
一
八
六
〇
年
代
末
以
来
、
原
油
お
よ
び
精
油

の
輸
送
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
競
孚
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
協
約

は
ま
た
彼
ら
の
間
に
一
種
の
プ
ー
ル
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
協
約
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

内
容
は
凡
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
南
部
開
発
会
社
は
原
油
お
よ
び
精
油
の
輸
送
量
を
三
鉄
道
に
次
の
如
く
割

当
て
る
。
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄
道
お
よ
び
そ
の
連
絡
線
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
お
よ
び
そ
の
連
絡
線
二
七
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
。
エ
リ
ー
鉄
道
お
よ
び
そ
の
連
絡
線
二
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
。

　
三
鉄
道
は
原
油
お
よ
び
精
油
の
オ
ー
ブ
ン
・
レ
ー
ト
を
大
巾
に
値
上
し
て

一55一



　
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
。
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

こ
れ
を
協
定
す
る
。
例
え
ば
、
原
油
採
掘
地
オ
イ
ル
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
よ
り
ク

リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
へ
の
原
油
運
賃
は
、
こ
れ
．
を
一
バ
レ
ル
当
り
四
〇
セ
ン
ト
よ

り
八
○
セ
ン
ト
に
値
上
す
る
。
但
し
、
南
部
開
発
会
社
加
盟
の
業
者
に
対
し

て
は
、
高
率
の
り
べ
ー
ト
を
与
え
る
。
例
え
ば
、
オ
イ
ル
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
よ

り
ク
リ
ー
ヅ
ラ
ン
ド
へ
の
原
油
輸
送
に
対
し
て
は
、
オ
ー
プ
ン
・
レ
ー
ト
の

五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
リ
ベ
ー
ト
を
与
え
る
。
各
地
点
間
の
オ
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ン
・
レ
ー
ト
お
よ
び
リ
ベ
ー
ト
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
原
油
（
単
位
一
バ
レ
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
位
ド
ル

　
　
　
（
輸
送
区
間
）

オ
イ
ル
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
よ
り
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
バ
ル
テ
ィ
モ
ア

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ス
ト
ン

　
　
精
油
（
単
位
一
バ
レ
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
（
輸
送
区
間
）

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
よ
り
ニ
ュ
ヨ
ー
ク

　
　
　
〃
　
　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

　
　
　
〃
　
　
　
バ
ル
テ
ィ
モ
ア

ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
よ
り
ボ
ス
ト
ン

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

レ
ー
ト
）

○
・
八
○

○
・
八
〇

二
・
五
六

二
・
四
一

二
・
四
一

二
・
七
一

（
電
影
．

　
　
　
二
・
○
〇

　
　
　
　
一
・
八
五

　
　
　
　
一
・
八
五

　
　
　
・
二
二
五

　
　
　
二
・
O
O

（
リ
ベ
ー
ト
単
位
ド
ル
）

○
・
四
〇

〇
・
四
〇

一
・
〇
六

一
・
〇
六

一
・
〇
六

一
・
〇
六

レ
ー
ト
）
（
リ
ベ
ー
ト
単
位
ド
ル
）

○
・
五
〇

〇
・
五
〇

〇
・
五
〇

〇
・
五
〇

〇
・
五
〇

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
バ
ル
テ
ィ
モ
ア

オ
イ
ル
。
リ
ー
ジ
ョ
ン
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
バ
ル
テ
ィ
モ
ア

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ス
ト
ン

一
。
八
五

一
。
八
五

二
・
九
二

二
。
七
七

二
・
七
七

三
・
〇
七

○
・
五
〇

〇
・
五
〇

一
・
三
二

一
・
三
二

一
・
三
二

一
・
三
二

　
三
鉄
道
は
、
南
部
開
発
会
社
の
積
出
し
た
石
油
に
対
し
て
リ
ベ
ー
ト
を
与

え
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
支
払
う
オ
ー
プ
ン
・
レ
ー
ト

の
う
ち
、
上
記
の
リ
ベ
ー
ト
に
相
当
す
る
部
分
を
も
、
こ
れ
を
南
部
開
発
会

社
に
与
え
る
。
例
え
ば
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
オ
イ
ル
・
り
ー
ジ
ョ
ン
よ
り

ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
へ
の
原
油
輸
送
に
対
し
て
四
〇
セ
ン
ト
の
リ
ベ
ー
ト
を
得

る
の
み
な
ら
ず
、
競
事
者
に
は
同
地
点
間
の
原
油
輸
送
に
対
し
て
八
○
セ
ン

ト
の
オ
ー
プ
ン
・
レ
ー
ト
を
支
払
わ
さ
せ
て
お
き
、
そ
の
う
ち
の
四
〇
セ
ン

ト
を
も
自
己
の
取
分
と
し
て
獲
得
す
る
。
ネ
イ
ヴ
イ
ン
ス
は
こ
れ
を
評
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

次
の
如
く
い
っ
て
い
る
。
　
「
競
孚
者
を
撲
滅
す
る
た
め
の
一
切
の
方
式
の
申

で
、
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
産
業
家
の
如
何
な
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
も
未

だ
考
案
さ
れ
な
か
っ
た
、
も
っ
と
も
残
酷
で
ま
た
死
命
を
制
す
る
よ
う
な
方

式
で
あ
っ
た
。
」

（
註
－
）

（
註
2
）

日
碧
冨
戸
§
●
6
馬
ひ
く
。
炉
押
喝
㍗
鶏
一
笛
◎
○
．

と
門
口
茗
。
≦
ロ
9
、
。
ぎ
b
●
肉
。
6
押
冬
ミ
、
』
潔
P
ぎ
日
炉
や
g
。
卜
。
ド

日
曽
密
戸
山
．
§
．
”
ぎ
り
炉
唱
や
ト
。
◎
o
デ
団
Q
Q
◎
Q
・
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累
。
〈
ぎ
g
。
”
唱
。
ミ
．
》
＜
o
日
一
．
唱
．
ω
卜
診
ω
凸
卜
9
も
随
・

（
註
3
）
目
ぎ
。
戸
潟
・
§
斐
9
炉
男
℃
』
。
。
軒
鱒
。
。
9

（
註
4
）
　
累
。
〈
ぎ
9
唱
・
ミ
こ
ぎ
い
一
・
電
・
ω
匿
1
。
。
駅
・

四

　
南
部
開
発
会
社
計
画
の
も
た
ら
し
た
る
事
態
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
他
の

独
立
石
油
精
製
業
者
に
と
っ
て
非
常
な
脅
威
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
南

部
開
発
会
社
計
画
に
伴
う
差
別
運
賃
が
、
当
時
の
精
油
価
格
に
お
い
て
占
め

る
と
こ
ろ
の
比
重
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
直
ち
に
判
明
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
一
八
七
二
年
に
お
け
る
一
ガ
ロ
ン
当
り
の
原
油
価
格
、
燈
油
価
格
、

お
よ
び
所
謂
精
製
業
者
マ
ー
ヂ
ン
（
切
Φ
ぼ
①
冨
．
冒
霞
α
q
ぎ
）
を
示
せ
ば
次
の
如

　
　
　
（
1
）

く
で
あ
る
。

　
　
原
油
価
格
　
　
　
　

七
．
九
ニ
セ
ン
ト

　
　
燈
油
価
格
　
　
　
　
二
〇
・
九
七
セ
ン
ト

　
　
艶
帽
製
轟
果
や
有
マ
ー
ヂ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
。
〇
五
セ
ン
ト

　
石
油
精
製
業
者
は
、
こ
の
精
製
業
者
マ
ー
ヂ
ン
の
中
よ
り
、
原
油
お
よ
び

精
油
の
輸
送
費
、
精
製
費
、
樽
詰
費
、
販
売
費
等
を
支
払
い
、
残
余
が
彼
の

利
潤
と
な
る
。
ネ
イ
ヴ
イ
ン
ス
は
、
如
何
な
る
業
者
で
も
、
こ
の
マ
ー
ヂ
ン

が
一
ガ
ロ
ン
当
り
二
〇
セ
ン
ト
に
達
し
た
場
合
に
は
、
利
潤
を
獲
得
す
る
こ

と
を
得
た
が
、
し
か
し
こ
れ
が
一
〇
セ
ン
ト
に
下
落
し
た
と
き
に
は
、
非
能

　
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
。
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

率
な
ま
た
小
資
本
し
か
持
た
な
い
業
者
は
破
産
を
に
お
わ
せ
始
め
、
そ
し
て

そ
れ
が
八
セ
ン
ト
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
よ
り
ク
リ
ー
ヴ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ン
ド
に
か
け
て
の
弱
体
な
業
者
は
、
破
滅
の
域
に
お
の
の
い
た
と
い
う
。
一

八
七
二
年
の
精
製
業
者
マ
ー
ヂ
ン
は
＝
一
T
O
五
セ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
れ
は

石
油
精
製
業
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
存
廃
を
左
右
す
る
に
近
い
マ
ー
ヂ
ン
で

あ
っ
た
。
南
部
開
発
会
社
計
画
に
よ
る
高
率
の
差
別
運
賃
が
こ
の
よ
う
な
状

態
の
下
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
有
し
た
こ
と
は
殆
ん
ど
疑
い
を

入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
今
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
に
例
を
と
る
な
ら
ば
、
南
部
開
発
会
社
計
画
に
よ

っ
て
、
オ
イ
ル
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
よ
り
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
へ
の
一
バ
レ
ル
当
り

の
原
油
運
賃
は
四
〇
セ
ン
ト
よ
り
八
0
セ
ン
ト
に
値
上
げ
さ
れ
、
ク
リ
ー
ヴ

ラ
ン
ド
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
精
油
運
賃
は
二
・
○
○
ド
ル
に
定
め
ら
れ

た
。
従
っ
て
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
独
立
精
製
業
者
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
精

油
を
販
売
す
る
た
め
に
は
、
併
せ
て
一
バ
レ
ル
当
り
二
・
八
○
ド
ル
の
運
賃

を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
一
バ
レ
ル
は
四
五
ガ
p
ン
よ
り
な
っ

て
お
り
、
一
ガ
ロ
ン
当
り
の
運
賃
を
計
算
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
六
・
二
ニ

セ
ン
ト
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
独
立
石
油
精
製
業
者
は
、
精
製
業
者
マ
ー
ヂ

ン
一
三
・
〇
五
セ
ン
ト
の
約
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
運
賃
と
し
て
支
払
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
そ
の
積
出
し
た
原
油
に

対
し
て
四
〇
セ
ン
ト
の
り
べ
1
ト
を
与
え
ら
れ
る
以
外
に
、
独
立
石
油
精
製
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ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

業
者
の
支
払
う
オ
ー
プ
ン
・
レ
ー
ト
八
○
セ
ン
ト
の
う
ち
、
右
の
り
べ
ー
ト

に
相
当
す
る
四
〇
セ
ン
ト
に
対
し
て
も
払
戻
し
を
受
け
る
。
輸
送
総
量
を
考

慮
の
外
に
置
く
な
ら
ば
、
結
局
ス
タ
ン
バ
ー
ド
は
、
無
償
で
原
油
を
輸
送
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
精
油
の
輸
送
に
つ
い
て
は
、
自
己
の
貨
物
に
対
し

て
五
〇
セ
ン
ト
の
り
べ
ー
ト
を
受
け
る
以
外
に
、
独
立
業
者
の
運
賃
よ
り
同

額
の
払
戻
し
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
必
要
な
運
賃
は
一
バ
レ
ル
当
り

一
・
O
O
ド
ル
、
　
一
ガ
ロ
ン
当
り
に
し
て
二
・
二
ニ
セ
ン
ト
で
あ
る
。
独
立

石
油
精
製
業
者
が
精
製
業
者
マ
ー
ヂ
ン
の
約
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
運
賃
に
支

払
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
は
わ
ず
か
に
そ

の
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
れ
に
当
て
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
南
部
開
発
会
社
計
画
と
併
行
し
て
、
一
八
七

二
年
一
月
以
来
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
石
油
精
製
業
考
の
統
合
を
開
始
し
た
の
で

あ
る
が
、
彼
の
獲
得
し
た
上
述
の
如
き
高
率
の
差
別
運
賃
が
、
こ
の
統
合
に

お
い
て
き
わ
め
て
有
力
な
武
器
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
う
余
地
の
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
時
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
に
は
独
立
石
油
精
製
業
者
は
二

六
社
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
に
三
ク
月
間
に
、
そ
の
う
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

二
一
社
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
買
収
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
事
実
は
何
よ
り

も
雄
弁
に
南
部
開
発
会
社
計
画
の
数
果
を
物
語
っ
て
い
る
。
南
部
開
発
会
社

計
画
に
対
し
て
は
、
一
八
七
二
年
二
月
下
旬
以
来
、
オ
イ
ル
・
リ
ー
ジ
ョ
ン

の
原
油
採
掘
業
者
お
よ
び
精
製
業
者
が
石
油
生
産
者
組
合
（
剛
①
訂
巳
窪
日
中
。
・

含
8
冨
、
d
巳
。
ロ
）
を
結
成
し
て
猛
烈
な
反
対
運
動
を
起
し
、
原
油
供
給
の
停

止
お
よ
び
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
当
局
へ
の
提
訴
な
ど
を
行
っ
た
結
果
、
鉄

道
業
者
は
一
八
七
二
年
三
月
二
十
五
日
に
南
部
開
発
会
社
と
の
契
約
の
撤
回

を
声
明
し
、
ま
た
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
も
四
月
六
日
に
南
部
開
発
会
社
の

特
訴
を
取
消
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
す
で
に
そ
れ
ま

で
に
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
石
油
精
製
業
者
の
統
合
を
な
し
と
げ
て
い
た
の
で
あ

る
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
石
油
精
製
業
者
の
統
合
に
備
え
て
、
一
八
七
二
年

一
月
一
日
に
そ
の
資
本
金
を
一
〇
〇
万
ド
ル
よ
り
二
五
〇
万
ド
ル
に
増
大
し

て
い
た
が
、
今
や
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
一
、
六
〇
〇
人
の
従
業
員
を
雇
用
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

そ
の
石
油
精
製
能
力
は
一
日
少
く
と
も
一
万
バ
レ
ル
に
達
し
て
い
た
。
こ
の

生
産
能
力
は
、
オ
イ
ル
・
り
ー
ジ
ョ
ン
の
全
生
産
力
（
推
定
九
二
三
一
バ
レ

ル
）
、
ニ
ュ
ヨ
ー
ク
地
域
の
全
生
産
力
（
九
七
九
〇
バ
レ
ル
）
、
あ
る
い
は
ピ

ッ
ツ
バ
ー
グ
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
バ
ル
テ
ィ
モ
ア
の
三
都
市
を
併
せ
た

全
生
産
力
（
九
二
四
九
バ
レ
ル
）
を
凌
駕
し
、
ブ
メ
リ
カ
全
体
の
そ
れ
の
ほ

と
ん
ど
四
分
一
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
（
註
1
）
冒
ぎ
O
・
寓
三
碧
⇔
巳
閑
。
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昌
奢
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守
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ミ
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ミ
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註
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）
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H
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目
鶏
げ
。
下
竜
◎
ミ
・
臨
く
。
ピ
H
“
娼
・
ひ
o
Q
．

五

　
わ
れ
わ
れ
は
、
南
部
開
発
会
社
計
画
を
中
心
に
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
よ
る

初
期
の
集
中
に
お
い
て
、
差
別
運
賃
が
如
何
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
か
を

知
る
こ
と
が
で
ぎ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
差
別
運
賃
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ

ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
形
成
を
可
能
な
ら
し
め
た
き
わ
め
て
重
要
な
要
因
で
あ
る

こ
と
を
す
で
に
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
果
し
て
た

だ
こ
れ
だ
け
の
説
明
で
満
足
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
特
徴
を
、
そ
れ
が
銀
行
資
本
の
介
入

と
援
助
を
ま
つ
こ
と
な
く
、
P
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
産
業
資
本
独
自
の
努
力
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
点
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ト
ラ
ス
ト
に
こ
の
よ

う
な
特
徴
を
与
え
得
た
も
の
は
、
た
だ
差
別
運
賃
と
い
う
一
語
に
尽
き
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
発
展
の
過
程
の
申
に
、
よ

り
事
業
経
営
の
本
髄
に
ふ
れ
る
よ
う
な
要
因
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
を
採
り
上
げ

た
真
意
も
実
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
形
成
に
と
っ
て
、
差
別

運
賃
が
非
常
に
重
要
な
要
因
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
人
々
に
よ
り
繰
り

返
し
述
べ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
ら
ば
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
何

　
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

故
に
こ
の
よ
う
な
高
率
の
差
別
運
賃
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
単
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
お
よ
び
彼
の
仲
間
の
頭
悩
の
産
物
と

し
て
理
解
し
て
よ
い
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
他
の
何
ら
か
の
要
因
に
起
因

し
て
生
じ
た
現
象
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
差
別
運
賃
を
以
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

発
展
の
主
要
要
因
と
考
え
、
ま
た
こ
れ
を
主
張
す
る
以
上
は
、
こ
の
点
に
つ

・
い
て
の
分
析
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
高
率
の
差
別
運
賃
を
獲
得
し
え
た
の
は
、
　
一
つ
に
は
そ

の
工
場
が
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
に
位
置
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
一
八
六
〇
年

代
末
以
来
、
諸
鉄
道
は
原
油
お
よ
び
精
油
の
輸
送
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
競
孚

を
展
開
し
た
の
で
あ
る
が
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト

ラ
ル
お
よ
び
エ
リ
ー
の
二
大
鉄
道
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
結
び
つ
け
ら

れ
て
い
た
上
に
、
大
湖
と
エ
リ
ー
運
河
に
よ
る
水
運
の
便
に
も
め
ぐ
ま
れ
て

い
た
が
故
に
、
こ
こ
に
所
在
し
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
鉄
道
と
の
交
渉
に
お
い

て
有
利
な
立
場
・
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

点
に
お
け
る
利
点
は
決
し
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
特
有
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

な
る
ほ
ど
そ
れ
は
、
他
の
石
油
精
製
業
の
中
心
地
に
対
し
て
は
一
つ
の
利
点

と
は
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
そ
れ
は
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
石
油
精
製
業

者
に
と
っ
て
は
共
通
の
利
点
で
あ
る
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
高
率
の
差
別
運
賃
を
獲
得
し
た
根
本
的
な
要
因
は
そ
の

生
産
規
模
に
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
当
時
に
お
け
る
輸
送
は
、
現
在
と
は
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ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

異
り
、
鉄
道
お
よ
び
荷
主
の
双
方
に
よ
っ
て
一
つ
の
取
引
問
題
と
み
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
「
最
も
抜
け
目
の
な
い
荷
主
が
最
低
の

レ
イ
ト
を
獲
得
し
、
ま
た
最
も
利
口
に
貨
物
を
誘
引
し
た
も
の
が
最
大
の
輸

　
　
　
　
　
　
（
1
）

送
量
を
獲
得
し
た
」
。
　
し
か
る
に
こ
の
よ
う
な
状
態
の
下
に
お
い
て
は
、
よ

り
大
な
る
荷
主
は
当
然
こ
の
取
引
に
お
い
て
よ
り
有
利
な
地
位
に
立
つ
こ
と

が
で
き
た
。
か
く
て
、
鉄
道
間
に
お
け
る
競
孚
の
激
化
と
と
も
に
、
「
大
荷
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
対
し
て
特
別
の
レ
イ
ト
お
よ
び
譲
歩
を
与
え
る
と
い
う
一
般
的
慣
例
」
が

生
じ
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
よ
り
大
な
る
生
産
規
槙
は
よ
り
有
利
な

輸
送
条
件
を
獲
得
す
る
た
め
の
根
拠
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ

た
の
で
あ
る
が
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
高
率
の
差
別
運
賃
を
獲
得
し
え
た
所
以

の
も
の
も
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
大
の
石
油
精
製
業
者
で
あ
っ
た

が
た
め
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
石
油
精
製
業
者
の
統
合
を
開
始
し
た
の
は
一
八
七
二

年
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
イ
が

当
時
す
で
に
ア
メ
リ
カ
最
大
の
石
油
精
製
会
社
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
石
油
精
製
能
力
の
約
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
想
起
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
一
八
七
二
年
に
お
け
る
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
石
油
精
製
業
者
の
統

合
に
は
、
南
部
開
発
会
社
計
画
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
の
で
あ
る
が
、
ロ

ッ
ク
フ
ォ
ラ
ー
が
こ
の
計
画
を
強
力
に
推
進
し
、
高
率
の
差
別
運
賃
を
獲
得

し
え
た
の
は
、
彼
の
工
場
が
ア
メ
リ
カ
最
大
の
生
産
能
力
を
有
し
て
い
た
こ

と
に
あ
る
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
あ
る
い
は
彼
の
右
腕
と
称
さ
れ
た
フ
ラ
グ
ラ

ー
が
、
如
何
ほ
ど
才
覚
が
あ
ろ
う
と
も
、
こ
の
よ
う
な
実
力
の
裏
づ
け
な
く

し
て
は
、
何
ら
の
策
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
か
く
論
じ
き
た
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
未
だ
残
さ
れ
た
一
つ
の

問
題
が
、
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
と
し
て
提
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
知

る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
一
八
七
二
年
に
は
じ
ま
る
石

油
精
製
業
者
の
統
合
に
先
だ
つ
て
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
最
大
の
石
油
精
製
会

社
た
る
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
ら
ぼ
そ
れ
は
如
何
に

し
て
達
成
さ
れ
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
人
も
知
る
如
く
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

は
薬
の
行
商
人
を
父
と
し
て
生
れ
た
。
そ
の
彼
が
一
八
六
〇
年
代
末
ま
で
に

ア
メ
リ
カ
最
大
の
石
油
精
製
業
者
に
な
り
、
而
し
て
そ
れ
を
以
て
高
率
の
差

別
運
賃
獲
得
の
根
拠
に
為
し
得
た
所
以
の
も
の
は
、
一
体
ど
こ
に
存
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
の
問
題
、
従

っ
て
ま
た
差
別
運
賃
の
問
題
は
、
こ
の
点
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は

、
じ
め
て
そ
の
全
貌
を
あ
き
ら
か
に
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は

再
び
筆
を
返
し
て
、
p
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
石
油
精
製
業
を
開
始
し
た
一
八
六

三
年
よ
り
、
彼
が
石
油
精
製
業
者
の
統
合
を
開
始
し
た
一
八
七
二
年
ま
で
の
、

約
一
〇
年
間
の
歴
史
を
論
述
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

（
註
1
）
　
宕
。
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（
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一』
ノ、

　
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、
一
八
三
九
年
、
ニ
ュ
ヨ
ー
ク
州
リ
ッ
チ

フ
ォ
ー
ド
に
生
れ
た
。
父
は
一
介
の
薬
の
行
商
人
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
彼

は
決
し
て
伝
説
に
あ
る
よ
う
な
赤
貧
の
少
年
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
一
家
は
、

一
八
四
四
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
モ
ラ
ヅ
イ
ア
、
一
八
五
〇
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
オ
ウ
ィ
ゴ
、
而
し
て
一
八
五
四
年
に
当
時
人
口
二
六
、
○
○
○
を
有

し
た
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
郊
外
に
移
住
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
彼
は
父

よ
り
学
資
を
得
て
、
オ
ウ
ィ
ゴ
・
ア
カ
デ
ミ
イ
（
O
器
α
・
。
＞
8
傷
①
趨
）
お
よ

び
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ハ
イ
・
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
勉
学
す

る
こ
と
が
で
き
た
Q

　
一
八
五
九
年
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
ハ
イ
・
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
し
た
p
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、
一
ニ
ク
日
払
を
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
商
㎝
菜
専
門
学
校
（
切
円
ど

霞
計
ド
霧
二
王
も
∩
訂
暮
8
口
．
。
・
O
o
目
目
霞
9
巴
6
巳
8
α
Q
Φ
）
に
お
い
て
．
．
臼
。
目
①
目
房

亀
9
野
・
・
ぼ
①
。
・
。
・
O
匿
諺
9
霞
．
．
の
聴
講
に
過
し
た
後
、
そ
の
年
の
九
月
、
ク

リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
農
産
物
仲
買
商
国
。
三
言
節
目
9
昌
。
に
就
職
し
、
は
じ
め

て
笑
社
会
に
入
っ
た
。
彼
は
一
八
五
九
年
は
じ
め
ま
で
、
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
ブ
ッ
ク
・
キ
ー
パ
ー
と
し
て
働
い
た
。
こ
の
間
彼
の
得
た
賃
銀
は
、

一
八
五
五
年
に
は
三
ク
月
余
り
働
い
て
五
〇
ド
ル
、
五
六
年
に
は
月
額
に
し

て
二
五
ド
ル
、
五
七
に
は
年
額
に
し
て
五
〇
〇
ド
ル
、
而
し
て
五
八
年
に
は

　
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

年
額
六
〇
〇
ド
ル
で
あ
っ
た
。

　
一
八
五
九
年
三
月
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、
彼
二
〇
才
の
と
き
、
モ
ー
リ

ス
・
ク
ラ
ー
ク
な
る
青
年
と
、
ク
リ
ー
ヴ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
ク
ラ
ー
ク
・
ア

シ
ド
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
（
∩
日
曽
同
一
ハ
　
卸
　
開
O
O
一
（
O
h
O
一
一
〇
円
）
を
組
織
し
た
Q
こ
の

パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
は
農
ハ
産
物
を
扱
う
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
で
あ

り
、
彼
ら
の
出
資
額
は
夫
々
二
、
0
0
0
ド
ル
で
あ
っ
た
。
p
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
は
、
こ
の
独
立
の
た
め
の
資
金
を
、
一
部
は
み
ず
か
ら
稼
ぎ
貯
え
た
八
0

0
及
至
九
〇
〇
ド
ル
に
よ
っ
て
、
ま
た
一
部
は
父
よ
り
借
り
入
れ
た
一
、
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

O
O
ド
ル
に
よ
っ
て
用
意
し
た
。
父
は
か
ね
て
よ
り
そ
の
子
供
達
に
、
彼
ら

が
一
＝
才
に
達
し
た
時
に
は
、
人
生
出
発
の
た
め
の
資
金
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
一
、
○
0
0
ド
ル
を
与
え
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

は
こ
の
金
を
前
借
り
し
た
の
で
あ
る
。

　
ク
ラ
ー
ク
・
σ
ア
ン
ド
・
p
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
当
初
か
ら
成
功
し
た
。
そ
の

利
潤
は
第
蝋
年
度
の
終
り
に
は
四
、
四
〇
〇
ド
ル
、
第
二
年
度
の
終
り
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

一
七
、
0
0
0
ド
ル
と
計
上
さ
れ
た
。
利
潤
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
間
に
均
分
さ

れ
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
早
く
も
第
一
年
度
の
終
り
に
お
い
て
、
そ
の
出
資

額
を
超
過
す
る
所
得
を
う
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
八
六
一
年
春
に
は
じ
ま
っ

た
南
北
戦
孚
は
彼
ら
の
事
業
を
一
層
発
展
せ
し
め
た
。
戦
命
中
の
各
年
度
の

利
潤
は
分
明
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
第
二
年
度
の
利
潤
に
匹
敵
し
、
ま
た
そ

れ
を
凌
駕
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
一
八
六

一61一



　
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

五
年
初
め
ま
で
こ
の
会
社
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
が
一

八
六
三
年
に
石
油
精
製
業
を
開
始
す
る
に
当
っ
て
必
要
と
し
た
資
本
は
馬
こ

の
商
業
活
動
に
よ
っ
て
畜
積
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
（
註
1
）
　
ヨ
・
〈
一
向
9
起
・
6
亡
く
。
＝
”
Ψ
　
O
卜
⊃
・
匿
S

　
（
註
2
）
　
2
Φ
爵
。
。
”
信
●
§
噂
ぎ
デ
同
モ
・
　
ω
9

　
（
註
3
）
乞
。
＜
凶
夢
唱
．
§
’
〈
9
一
も
・
冨
9
冨
。
。
・

七

　
一
八
五
九
年
秋
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
彼
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
秋
の
頑
物
お

よ
び
乾
草
の
出
荷
に
多
忙
で
あ
っ
た
と
き
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
よ
り
直
線
距

離
に
し
て
約
一
〇
〇
哩
遠
方
の
、
」
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
タ
イ
タ
ス
ヴ
ィ
ル

（
日
M
一
臼
一
　
ω
〈
向
一
一
一
〇
）
の
近
く
オ
イ
ル
・
ク
リ
ー
ク
（
O
出
O
器
爵
）
に
お
い
て
、

掘
さ
く
に
よ
り
石
油
が
噴
出
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が
伝
わ
っ
た
。
い
う
迄
も

な
く
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ド
レ
イ
ク
に
よ
る
歴
皮
的
な
油
井
の
発
見
を
さ
す
も

の
で
あ
っ
た
。

　
石
油
が
蒸
溜
に
よ
り
燈
油
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
れ
が

鯨
油
よ
り
も
は
る
か
に
優
れ
た
性
能
を
持
つ
こ
と
は
、
す
で
に
一
八
四
九
年

お
よ
び
五
五
年
に
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
キ
ー
ル
　
（
Q
D
9
目
口
O
一
　
一
音
一
〇
同
）
お
よ
び
ジ

ョ
ー
ジ
・
ビ
ッ
セ
ル
（
0
8
贔
。
ヒ
ロ
奮
。
目
）
の
努
力
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
た
。
実
際
彼
ら
は
石
油
か
ら
燈
油
を
製
造
し
、
ま
た
こ
れ
を
販
売
し
た
。

し
か
し
当
時
に
お
い
て
は
、
石
油
は
地
表
に
浸
出
し
た
液
体
あ
る
い
は
塩
井

か
ら
小
量
が
得
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
一
八
五
九
年
八
月

二
七
日
、
ド
レ
イ
ク
が
、
右
述
の
ビ
ッ
セ
ル
の
命
を
う
け
て
、
無
尽
蔵
と
も

い
う
べ
き
石
油
膿
脈
を
掘
り
当
て
た
こ
と
に
よ
り
、
石
油
業
の
了
し
い
将
来

が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ド
レ
イ
ク
に
よ
る
石
油
採
掘
の
成
功
は
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
西
北
部

の
オ
イ
ル
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
地
域
に
、
た
だ
ち
に
オ
イ
ル
。

ラ
ッ
シ
ュ
を
現
出
し
た
。
ド
レ
イ
ク
に
つ
づ
い
て
、
　
一
八
六
〇
年
二
月
、
英

国
生
れ
の
農
民
W
・
バ
ー
ン
ズ
ダ
ー
ル
　
（
≦
・
切
胃
ロ
巴
9
θ
　
は
商
人
ヘ
ン
リ

イ
・
ラ
ウ
ズ
（
＝
。
ロ
蔓
図
。
賃
。
・
。
）
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
第
二
の
油
井
を
掘

り
当
て
た
。
彼
ら
は
四
ク
月
間
に
五
六
、
0
0
0
ガ
ロ
ン
の
石
油
を
採
掘
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

一
六
、
八
○
○
ド
ル
を
獲
得
し
た
。
ド
レ
イ
ク
お
よ
び
バ
ー
ン
ズ
ダ
ー
ル
に

倣
わ
ん
と
す
る
人
々
が
こ
の
地
域
に
蝟
集
し
た
。
原
油
生
産
高
は
急
激
に
増

大
し
、
一
八
六
〇
年
に
は
一
日
一
、
二
〇
〇
バ
レ
ル
で
あ
っ
た
も
の
が
、
翌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

年
に
は
五
、
○
○
○
バ
レ
ル
に
達
し
た
。

　
オ
イ
ル
・
ブ
ー
ム
は
ま
た
石
油
精
製
部
門
に
も
及
ん
だ
。
原
油
の
主
要
生

産
物
で
あ
る
燈
油
の
市
場
は
急
激
に
拡
大
し
、
ま
た
そ
の
副
製
品
に
対
し
て

も
漸
た
な
る
需
要
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
。
オ
イ
ル
・
り
ー
ジ
ョ
ン
を
は
じ
め

と
し
て
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
、
バ
フ
ァ
ロ
ー
、
バ
ル
テ
ィ

モ
ア
、
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ボ
ス
ト
ン
等
々
に
お
い
て
、

一62一



多
数
の
小
規
模
な
精
製
所
が
相
つ
い
で
建
設
さ
れ
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が

石
油
業
に
乗
り
出
し
た
の
は
こ
の
石
油
精
製
部
門
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

　
p
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
早
く
か
ら
石
油
業
を
注
目
し
て
い
た
こ
と
は
、
彼
が

一
八
六
〇
年
に
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
幾
人
か
の
実
業
家
に
選
ば
れ
て
、
石
油

地
帯
を
調
査
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
彼
に
石
油
精
製
業
を
開
始
す
る
直
接
の
動
機
を
与
え
た
も
の
は
サ
ミ
ュ

エ
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
で
あ
る
。
こ
の
英
国
人
は
一
八
五
七
年
に
ク
リ
ー

ヴ
ラ
ン
ド
に
来
住
し
、
間
も
な
く
C
・
A
・
デ
ィ
ー
ン
（
O
．
　
卜
。
　
】
）
0
9
9
口
）
の

経
営
す
る
ラ
ー
ド
・
オ
イ
ル
精
製
所
の
技
術
者
と
な
っ
た
。
　
一
八
六
〇
年
に

デ
ィ
ー
ン
は
石
油
精
製
を
企
て
た
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
お
よ
び
同
僚
ジ
ョ
ン

・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
こ
の
仕
事
を
引
き
受
け
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
初
め
て
石
油
か
ら
燈
油
を
製
造
し
た
。
し
か
し
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
は
や
が

て
そ
の
独
立
を
切
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
】
八
六
二
年
、
彼
は
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
お
よ
び
彼
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
ク
ラ
ー
ク
に
出
資
を
求
め
、
彼
ら

と
と
も
に
石
油
精
製
業
を
開
始
せ
ん
と
企
て
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
六
三
年
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
に
ア
ン
ド
リ
ュ
ゥ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
・
ア

ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
イ
が
設
立
さ
れ
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
お
よ
び
ク
ラ
ー
ク

は
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
四
、
○
O
O
ド
ル
を
出
資
し
、
ま
た
必
要
あ

れ
ば
そ
れ
以
上
の
資
本
を
提
供
す
る
こ
と
を
約
し
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は

石
油
業
へ
の
記
念
す
べ
き
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
こ
の
決

　
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

心
に
つ
い
て
、
ネ
イ
ヴ
イ
ン
ス
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
「
彼
が
そ
の
冒

険
を
徹
底
的
に
調
査
し
、
而
し
て
そ
の
前
途
が
有
望
な
る
こ
と
を
見
定
め
た

と
き
、
は
じ
め
て
こ
れ
に
乗
り
出
し
た
こ
と
は
間
違
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
Q

彼
は
そ
の
決
心
を
為
す
に
当
っ
て
、
疑
い
も
な
く
石
油
業
の
将
来
お
よ
び
サ

乏
ユ
エ
ル
・
ア
ン
ド
リ
ェ
ウ
ス
の
事
業
能
力
の
両
者
を
考
慮
し
た
」
と
。
ロ

ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
一
方
に
お
い
て
依
然
ク
ラ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
に
お
い
て
商
業
活
動
を
続
け
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
「
二
、
三
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

以
内
に
石
油
業
は
完
全
に
彼
を
魅
惑
し
た
」
。

（
註
－
）

（
註
2
）

（
註
3
）

（
註
4
）

法
。
〈
ぎ
9
§
’
ミ
‘
ぎ
ド
一
ら
●
H
ひ
S

日
霞
び
。
芦
起
・
ミ
』
o
日
押
も
唱
●
H
O
占
H
・

冨
0
8
き
弾
巳
国
巴
α
q
戸
信
・
ミ
3
唱
』
O
．

躍
。
〈
ぎ
。
。
噌
信
・
ミ
‘
〈
。
H
炉
宰
H
c
Q
9

ヨ
。
鼠
ロ
9
信
．
ミ
」
＜
9
一
・
竈
・
H
謬
高
e
O
O
・

八

　
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
石
油
精
製
業
を
開
始
し
た
、
一
八
六
三
年
に
つ
づ
く

数
年
間
は
、
石
油
精
製
業
者
に
と
っ
て
極
め
て
め
ぐ
ま
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
Q

こ
れ
は
一
つ
に
は
南
北
戦
孚
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
ま

た
石
油
精
製
業
が
産
業
発
展
の
初
期
的
段
階
に
あ
っ
た
為
で
も
あ
る
。
石
油

精
製
業
も
や
が
て
は
生
産
過
剰
と
激
し
い
競
孚
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
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ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
未
だ
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
石
油
精
製
業
者
は
、

ほ
と
ん
ど
生
産
技
術
上
の
問
題
を
解
決
さ
え
す
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
高
率
の

利
潤
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
ぎ
た
。
ネ
イ
ヴ
イ
ン
ス
に
よ
れ
ば
「
初
期
に
石

油
精
製
業
に
入
っ
た
人
々
の
利
潤
は
大
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
二
年
間
に
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

は
一
年
間
に
、
そ
の
資
本
を
倍
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
。

　
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
イ
が
如
何
程
の
利

潤
を
得
た
か
は
分
明
で
な
い
。
し
か
し
こ
の
会
社
が
他
の
石
油
精
製
業
者
と

同
程
度
の
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
利
潤
を
得
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
ム
ー
デ

イ
お
よ
び
タ
ー
ベ
ル
の
次
の
如
き
言
葉
に
よ
っ
て
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
「
彼
ら
の
利
潤
は
、
当
時
の
す
べ
て
の
石
油
精
製
業
者
の
そ
れ
と

同
様
に
、
驚
く
ほ
ど
大
で
あ
っ
た
。
次
の
二
、
三
年
の
聞
、
幾
万
ド
ル
が
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

々
こ
の
会
社
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
」
。
「
そ
の
小
石
油
精
製
場
は
次
第
に
大

き
く
な
り
、
ま
も
な
く
ク
ラ
ー
ク
及
び
ロ
ッ
ク
フ
≠
ラ
ー
は
そ
こ
に
十
万
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ル
乃
至
そ
れ
以
上
を
有
し
た
」
。
石
油
精
製
業
め
生
成
期
と
い
う
、
こ
の
比

較
的
容
易
な
時
代
に
お
い
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
及
び
彼
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は

他
の
石
油
精
製
業
者
と
同
様
に
、
当
初
か
ら
高
率
の
利
潤
を
得
た
。
し
か
し

ロ
・
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
こ
の
利
潤
を
決
し
て
無
駄
に
は
費
さ
な
か
っ
た
。
彼
は
、

早
く
も
こ
の
時
代
か
ら
、
彼
が
終
始
追
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
一
つ
の
政
策

を
強
力
に
推
進
し
た
。
そ
の
政
策
と
は
利
潤
の
再
投
資
で
あ
っ
た
。

　
p
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
こ
の
政
策
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
も
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ム
ー
デ
イ
の
次
の
如
き
叙
述
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
…
…
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

は
、
こ
れ
ら
の
利
潤
を
引
出
す
代
り
に
、
あ
り
う
る
限
り
の
一
切
の
金
は
、

事
業
に
再
投
資
さ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
彼
は
彼
の
パ
ー
ト
ナ
ー
達
に

絶
え
ず
次
の
如
く
力
説
し
た
。
諸
君
が
暮
し
を
立
て
る
た
め
に
稼
い
だ
も
の

は
持
ち
出
し
給
え
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
も
の
は
残
し
て
お
き
給
え
。
新
し

い
洋
服
や
早
い
馬
を
買
わ
ず
に
い
給
え
。
ま
た
諸
君
の
妻
に
は
彼
女
の
去
年

の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ
給
え
。
諸
君
は
こ
こ
以
外
の
如
何
な
る
場
所
に

お
い
て
も
、
こ
こ
で
得
て
い
る
ほ
ど
の
儲
け
を
金
は
稼
ぎ
え
な
い
で
あ
ろ
う

こ
と
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
」
と
。
　
ム
ー
デ
ィ
の
こ
の
言
葉
は
、
ネ
ィ
ヴ
ィ

　
　
　
　
・
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ン
ス
の
い
う
如
く
、
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
速
い

馬
を
も
ち
、
ま
た
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
に
大
き
な
家
を
買
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
「
伝
説
」
が
生
じ
る
ほ
ど
彼
は
彼
の
会
社
の
利
潤

を
着
々
と
そ
の
内
部
に
つ
ぎ
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
内
部
に
留
保
さ
れ
た
利
潤
が
如
何
に
使
用
さ
れ
た
か
は
正
確
な
こ
と

は
判
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
が
事
業
拡
充
の
為
の
資
金
と
し
て
用
い
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
石
油
精
製
業
の
将
来
に

確
信
を
有
し
て
い
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、
事
業
を
迅
速
に
拡
大
し
、
ま
た

そ
の
内
容
を
充
実
し
た
。
利
潤
は
年
々
こ
の
為
の
資
金
と
し
て
再
投
資
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
事
業
拡
充
の
為
の
唯
一
の
資
金
源
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
資
金
は
ま
た
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
銀
行
を
通
じ
て
調
達
さ
れ
た
。
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ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
銀
行
に
資
金
を
求
め
る
に
当
っ
て
優
れ
た
能
力
を
発
揮

し
た
こ
と
は
人
々
の
し
ば
し
ば
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
は
後
述
す
る

如
く
、
一
八
六
五
年
に
ク
ラ
ー
ク
と
棟
を
分
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ク

ラ
ー
ク
が
p
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
積
極
的
な
借
入
政
策
に
反
対
し
た
為
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ナ
ー
は
利
潤
の
内
部
留
保
に
よ
っ

て
次
第
に
銀
行
に
依
存
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
減
じ
て
い
っ
た
。
ム
ー
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
な
ら
ば
、
「
ロ
ッ
ク
フ
ユ
ラ
ー
お
よ
び
彼
の
仲
間

は
、
年
々
着
々
と
ま
た
地
味
に
、
そ
の
現
金
を
増
大
し
た
。
而
し
て
一
八
六

七
年
ま
で
に
は
、
彼
ら
は
如
何
な
る
意
味
に
お
い
て
も
、
銀
行
家
あ
る
い
は

金
融
業
者
に
依
存
し
な
く
な
っ
た
」
。

　
す
で
に
示
唆
し
た
如
く
、
p
ッ
ク
フ
ユ
ラ
ー
は
石
油
精
製
業
を
開
始
し
た

当
初
か
ら
、
能
率
的
な
事
業
の
運
営
に
心
を
配
っ
た
。
こ
の
産
業
の
生
成
期

に
お
い
て
は
、
石
油
精
製
業
者
は
一
般
に
無
駄
の
多
い
経
営
を
行
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
人
々
に
よ
り
繰
返
し
述
べ
ら
れ
て
き
た
如
く
、
ロ
ッ
ク
フ
ユ
ラ
ー

は
無
駄
を
嫌
悪
し
、
節
約
を
尊
ん
だ
。
彼
は
「
こ
の
時
期
に
お
い
て
成
功
の

秘
訣
は
詳
細
な
注
意
に
あ
る
と
信
じ
た
」
。
　
一
八
六
四
年
、
　
ア
ン
ド
リ
ユ
ウ

ス
・
ク
ラ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
イ
は
、
樽
製
造
所
を
建
設
し
、
そ
こ

に
漸
し
い
機
械
を
据
え
つ
け
た
。
そ
れ
ま
で
会
社
は
他
の
ほ
と
ん
ど
の
業
者

と
同
様
に
、
樽
製
造
業
者
よ
り
そ
の
製
品
を
買
入
れ
て
い
た
。
し
か
し
彼
ら

は
、
樽
に
不
当
な
代
価
を
要
求
し
、
ま
た
そ
の
引
渡
し
も
正
確
で
は
な
か
つ

　
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

た
。
彼
ら
は
最
良
の
品
質
と
は
い
い
難
い
樽
に
二
・
五
〇
セ
ン
ト
を
要
求
し

た
。
然
る
に
会
社
は
今
や
樽
製
造
所
の
設
置
に
よ
っ
て
、
ホ
ワ
イ
ト
・
オ
ー

ク
材
の
、
膠
附
け
の
、
青
ぐ
着
色
さ
れ
た
良
質
の
樽
を
、
九
六
セ
ン
ト
で
製

造
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ユ
ラ
ー
は
朝
六
時
半
に
よ
く
こ
の
製
造

場
に
姿
を
見
せ
、
と
き
に
は
、
樽
を
こ
ろ
が
し
、
箱
を
積
み
重
ね
、
削
り
く

ず
を
手
で
運
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
会
社
は
間
も
な
く
ホ
ワ
イ
ト
・
オ
ー

ク
の
森
林
を
買
っ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
・
オ
ー
ク
は
樽
製
造
所
に
送
ら
れ
る
前
に

こ
の
森
林
の
か
ま
ど
で
乾
燥
さ
れ
た
。
い
う
迄
も
な
く
輸
送
費
を
節
約
す
る

為
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
些
細
な
点
に
ま
で
注
意
が
行
き
届
い
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
ク
ラ
レ
ク
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
イ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
ア
ン
ド
ー
ー
ユ
ウ
ス
は
、
既
に
述
べ
た
如
く
有
能
な
技
術
者
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ユ
ラ
ー
に
激
励
さ
れ
、
精
製
方
法
の
改
善
お
よ
び
副
製
品

の
利
用
に
実
験
を
重
ね
た
。
当
時
に
お
い
て
は
、
通
常
五
バ
レ
ル
の
原
油
よ

り
三
バ
レ
ル
の
燈
油
が
生
産
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
「
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
は
お

そ
ら
く
、
彼
の
競
争
者
よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
ま
た
よ
り
良
質
の
燈
油
を
蒸

溜
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
。

（
註
－
）

（
註
2
）

（
註
3
）

2
。
〈
ぎ
9
信
．
9
．
噸
く
。
ピ
一
”
や
図
8
・

句
。
ず
口
試
8
身
”
『
曹
さ
§
「
恥
＆
6
蟷
執
器
深
目
O
卜
o
ρ
Ψ
切
g
。
●

日
臼
げ
①
戸
竜
．
ミ
こ
ぎ
『
同
’
唱
・
劇
卜
3
・
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ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

（
註
4
）
　
冒
8
弄
り
起
・
6
馬
馬
・
愚
・
駅
ω
・

（
註
5
）
2
巴
昼
信
・
§
●
り
ぎ
＝
》
℃
』
ミ
’

（
註
6
）
　
竃
8
身
”
唱
・
§
モ
』
幽
・

九

　
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
イ
は
、
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
、
モ
ー
リ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
、
彼
の
弟
ジ
ェ
イ
ム
ズ
お
よ
び
リ
チ
ャ
ー

ド
、
お
よ
び
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
の
五
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
よ
り
な
っ
て
い
た
。

ブ
ン
ド
リ
ェ
ウ
ス
は
精
製
過
程
を
引
き
受
け
、
リ
チ
ャ
ー
ド
が
こ
れ
を
助
け

た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
お
よ
び
モ
ー
リ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
は
営
業
を
担
当
し
、

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
原
油
生
産
地
に
お
い
て
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
行
動
し
た
。
彼
ら

は
す
べ
て
企
業
心
に
富
み
、
ま
た
よ
く
働
い
た
。
し
か
し
や
が
て
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
と
モ
リ
ー
ス
・
ク
ラ
ー
ク
．
と
の
問
に
経
営
方
針
に
つ
い
て
意
見
の
相

違
が
生
じ
た
。
既
に
述
べ
た
如
く
、
p
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
事
業
の
迅
速
な
拡

大
を
計
画
し
、
利
潤
を
こ
れ
に
投
入
し
た
の
み
な
ら
ず
、
積
極
的
に
銀
行
の

融
資
を
述
め
た
。
し
か
し
モ
ー
リ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
こ

め
よ
う
な
方
針
を
危
催
し
た
。
一
八
六
五
年
二
月
、
遂
に
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス

・
ク
ラ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
イ
は
解
体
さ
れ
た
。
し
か
し
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
は
、
た
だ
ち
に
ク
ラ
ー
ク
兄
弟
の
持
分
を
買
収
し
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ゥ

ス
と
と
も
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
プ
ン
ド
・
プ
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
を
組
織
し
た
。

彼
は
ク
ラ
ー
ク
兄
弟
の
持
分
に
対
し
て
現
金
七
二
、
五
〇
〇
ド
ル
を
支
払
つ

た
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
既
述
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
、
ク
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ク
・
ア
ン
ド
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
に
お
け
る
彼
の
持
分
を
も
提
供
し
た
。
こ

こ
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、
　
一
八
五
九
年
以
来
の
商
業
活
動
を
放
棄
し
、
専

心
石
油
業
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
八
六
三
年
の
初
め
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
カ
ン

パ
一
一
イ
が
設
立
さ
れ
た
と
き
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
お
よ
び
ク
ラ
ー
ク
は
わ
ず

か
に
四
、
○
○
○
ド
ト
を
出
資
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
一
八

六
五
年
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
そ
の
全
事
業
を
買
収
し
た
と
き
、
彼
は
ク
ラ

ー
ク
兄
弟
の
持
分
に
対
し
、
現
金
七
二
、
五
〇
〇
ド
ル
お
よ
び
ク
ラ
ー
ク
・

ア
ン
ド
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
に
お
け
る
彼
の
持
分
を
提
供
し
た
。
こ
の
事
実

は
、
ア
ン
ド
リ
ユ
ウ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
イ
の
杉
並
栗
が
如

何
に
急
速
に
発
展
し
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
．
事
実
、
こ
の
会
社
を
引
き

つ
い
だ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
・
ア
ン
ド
リ
ユ
ウ
ス
は
、
】
八
六
五
年

末
に
お
い
て
二
〇
〇
、
○
○
○
ド
ル
の
資
本
金
を
有
し
既
に
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ド
地
域
に
お
け
る
最
大
の
石
油
精
製
会
社
で
あ
っ
た
。

　
当
時
タ
リ
ー
ウ
ラ
．
ン
ド
に
は
大
小
併
せ
て
約
三
〇
思
至
三
五
の
石
油
精
製

所
が
存
在
し
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
主
要
な
も
の
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア

ン
ド
・
ア
ン
ド
リ
ユ
ウ
ス
、
ハ
ぜ
イ
・
マ
ク
ブ
リ
ッ
ジ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
バ

ニ
イ
（
国
ロ
q
ゆ
q
ゆ
①
ざ
寓
。
切
ユ
自
㈹
O
卿
O
O
】
B
弓
卯
昏
寓
）
、
ブ
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ス
コ
フ
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イ
ー
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
イ
（
〉
♂
×
帥
昼
画
①
ポ
Q
α
o
o
節
9
山
簿
O
o
ヨ
℃
臼
昼
図
）
、

お
よ
び
、
パ
イ
オ
ニ
ア
・
オ
呵
ル
・
ウ
ワ
ー
ク
ス
（
国
8
8
目
O
昌
零
。
目
訂
）

め
四
聖
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ

ス
は
そ
れ
ら
の
中
で
も
特
に
ぬ
き
ん
で
て
い
た
。
そ
の
販
売
高
は
一
八
六
五

年
に
お
い
て
一
、
二
〇
〇
、
0
0
0
ド
ル
で
あ
り
、
ハ
ゼ
イ
・
マ
ク
ブ
リ
ッ

ジ
の
五
〇
〇
、
0
0
0
ド
ル
、
パ
イ
オ
ニ
ア
の
四
〇
〇
、
0
0
0
ド
ル
を
は

る
か
に
上
廻
っ
た
。
ま
た
一
八
六
六
年
一
月
一
日
に
お
け
る
そ
の
精
製
能
力

は
一
日
五
〇
五
バ
レ
ル
で
あ
り
、
他
の
何
れ
の
生
産
能
力
を
も
二
倍
以
上
引

　
　
　
（
3
）

・
き
は
な
し
た
。
し
か
し
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
も
、

未
だ
、
西
部
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
の
大
石
油
精
製
業
者
i
オ
イ
ル
・
リ

・
ー
ジ
ョ
ン
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ド
ウ
ェ
ー
（
Q
∩
9
窪
目
Φ
一
U
o
ミ
目
霞
）
、
　
ハ
ン
ボ
ル
ト

・
リ
フ
ァ
イ
ニ
ン
グ
・
ウ
ワ
ー
ク
ス
（
国
局
目
げ
。
一
先
図
①
助
二
目
o
q
≦
o
鱒
。
。
）
、
お
よ

び
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
。
ロ
ッ
ク
ハ
ル
ト
（
（
μ
｝
ρ
9
脱
一
〇
ω
　
H
O
O
評
一
　
P
同
け
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

i
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。

　
一
八
六
五
年
末
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
弟
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
ウ
イ
サ
ア
ム
・

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
イ
を
組
織
し
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド

に
第
二
石
油
精
製
所
を
建
設
し
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
　
一
八
四
一
年
、
兄
ジ
．

コ
ン
よ
り
も
二
年
後
れ
て
出
生
し
、
こ
の
時
に
は
仲
買
商
ヒ
ュ
ー
グ
ス
・
デ

ー
ワ
イ
ス
・
ア
ン
ド
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
（
国
昌
G
q
ず
o
q
。
w
U
髄
く
凶
ω
俸
陶
o
o
”
o
盆
一
一
①
財
）

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
し
く
設
立
さ
れ
た
会
社
の
規
模
は
明
ら

　
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

か
で
な
い
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
そ
の
商
業
活
動
に
よ
っ
て
貯
え
て
い
た
か
な

り
の
利
潤
を
こ
の
会
社
に
も
た
ら
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
何
よ
り

も
兄
ジ
ョ
ン
に
幸
い
し
た
も
の
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
人
柄
で
あ
っ
た
。
タ
ー

ベ
ル
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
郁
ヲ
・
ン
・
。
・
ク
フ
ご
7
－
の
弟
・
ウ

イ
瑳
ア
ム
・
p
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
精
力
的
な
ま
た
聰
明
な
実
業
家
で
あ
っ
た

ば
か
り
で
は
な
い
。
彼
は
人
々
か
ら
愛
さ
れ
る
男
性
で
あ
っ
た
。
…
…
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
人
柄
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ

ニ
イ
の
一
つ
の
有
力
な
資
産
と
な
り
、
ま
た
常
に
そ
う
で
あ
っ
た
」
。
．

　
一
八
六
六
年
末
、
p
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
ま
た
、
ニ
ェ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
を
設
立
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
自
社
製

品
の
海
外
へ
の
輸
出
を
管
理
す
る
為
で
あ
っ
た
。
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
商
業
会

議
所
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
一
八
六
六
年
に
お
い
て
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
で

生
産
さ
れ
た
精
油
の
約
三
分
の
二
は
海
外
に
輸
出
さ
れ
、
残
り
の
約
＝
二
四
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

0
0
0
バ
レ
ル
が
国
内
市
場
に
出
荷
さ
れ
た
。
し
か
し
当
時
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン

ド
の
石
油
精
製
業
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
開
拓
に
つ
い
て
、
何
ら
の
積

極
的
な
努
力
を
試
み
て
は
お
ら
ず
、
専
ら
ジ
ョ
バ
ー
お
よ
び
ブ
ロ
ー
カ
ー
に

依
存
し
て
い
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
イ
の
設
立
は
、

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
劃
期
的
な
企
て
で
あ
っ
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
プ

ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
イ
の
仕
事
を
担
当
し
た
も
の
は
弟
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
で
あ
る
。
彼
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
バ
イ
ヤ
ー
と
契
約
を
締
結
し
、
価
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ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

格
を
注
意
し
、
・
ま
た
波
止
場
、
倉
庫
、
艀
、
破
損
し
た
樽
め
修
理
お
よ
び
詰

め
か
え
に
つ
い
て
手
配
を
と
と
の
え
た
b

　
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
．
は
今
や
受
入
の
有
能
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
有
し
た
。
．
ア
ン

ド
リ
ュ
ウ
ス
は
「
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
最
も
す
ぐ
れ
た
石
油
精
製
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ス
ー
パ
ー
イ
ン
テ
ン
デ
ン
ト
で
あ
っ
た
」
。
ま
た
弟
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
「
間
も

な
く
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
も
有
能
な
エ
キ
ス
ポ
ー
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

　
　
　
　
　
（
8
）

一
入
と
な
っ
た
」
。
　
ロ
ヅ
ク
フ
エ
ラ
ー
の
実
業
家
と
し
て
の
才
能
の
一
つ
は
、

有
能
な
仲
間
を
選
択
し
、
彼
ら
を
し
て
全
く
献
心
的
に
彼
に
協
力
せ
し
め
た

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
彼
の
こ
の
能
力
は
、
　
一
八
六
七
年
の
新
た
な
る
二
人
の

パ
ー
ト
ナ
ー
の
選
択
に
お
い
て
、
再
度
示
さ
れ
た
。
こ
の
二
人
と
は
ク
リ
ー

ヴ
ラ
ン
ド
の
有
力
な
笑
業
家
ヘ
ン
リ
ィ
・
フ
ラ
グ
ラ
ー
お
よ
び
ス
テ
フ
ァ
ン

・
ハ
ー
ク
ネ
ス
で
あ
っ
た
。
殊
に
ヘ
ン
リ
イ
・
フ
ラ
グ
ラ
ー
は
、
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
の
ブ
レ
イ
ン
あ
る
い
は
ラ
イ
ト
・
ハ
ン
ド
と
称
さ
れ
た
人
で
あ
り
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
形
成
と
発
展
に
重
要
な
役
割
を
演

じ
た
。

　
フ
ラ
グ
ラ
ー
お
よ
び
ハ
ー
ク
ネ
ス
の
参
加
に
よ
っ
て
、
一
八
六
七
年
は
じ

め
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
ア
ン
ド
・
フ
ラ
グ
ラ
ー
が
組

織
さ
れ
た
。
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
既
存
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
お
よ

び
彼
の
仲
間
の
全
事
業
を
引
き
つ
い
だ
。
フ
ラ
グ
ラ
ー
は
こ
の
会
社
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
　
一
方
ハ
ー
ク
ネ
ス
は
サ
イ
レ
ン
ト
・
パ
i
．

ト
ナ
ー
と
し
て
こ
の
会
社
の
出
資
者
た
る
に
止
ま
つ
．
た
。
ハ
ー
ク
ネ
．
ス
の
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

資
額
は
六
〇
、
0
0
0
ド
ル
乃
至
九
〇
、
○
O
O
ド
ル
と
推
定
さ
れ
る
。
し

か
し
平
な
こ
と
は
分
明
で
な
い
。
フ
ラ
グ
ラ
ー
の
出
資
額
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
の
出
資
額
が
相
当
な
金
額
に
上
っ
た
こ
と
憾
間
違
の

な
い
ど
こ
ろ
で
あ
る
Q

　
フ
ラ
グ
ラ
ー
お
よ
び
ハ
ー
ク
ネ
ス
の
参
加
を
得
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の

専
業
は
そ
の
後
飛
躍
的
に
発
展
し
．
た
。
彼
ら
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
っ
た
一
八
六
七
年
は
じ
め
に
お
い
て
は
、
そ
の
精
製
能
力
は
一
目

五
〇
〇
バ
レ
ル
を
わ
ず
か
に
上
廻
る
程
度
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
一
八
六
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

年
ま
で
に
、
そ
れ
は
一
日
約
一
、
五
〇
〇
バ
レ
ル
に
ま
で
増
大
し
た
。
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ブ
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
プ
ン
ド
・
ブ
ラ
ダ
ラ
ー
は
、
そ
の
設
立
」

軒
瓦
．
莫
も
経
ず
し
て
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
最
大
の

石
油
精
…
製
会
社
に
ま
で
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
国
財
以
下
に
お

い
て
こ
の
会
社
の
経
営
政
策
を
検
討
し
、
そ
の
発
展
の
要
因
を
分
析
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。

　
（
註
1
）
　
2
。
二
3
郵
§
》
ぎ
レ
一
も
」
ゆ
ド

（
註
2
）

（
註
3
）

（
註
4
）

（
註
5
）

（
註
6
）

2
①
〈
ぎ
9
竜
・
ミ
・
い
苫
H
一
”
㍗
日
O
卜
。
・

三
。
＜
ぽ
9
起
・
ミ
・
．
ぎ
レ
押
℃
」
O
●
。
．

乞
①
〈
ぎ
。
。
ゆ
唱
畠
ミ
3
ぎ
日
剖
》
H
O
伊

目
。
。
H
げ
。
芦
唱
．
ミ
3
ぎ
一
」
響
弓
』
O
・

Z
。
く
冒
p
起
・
魯
・
渇
。
ピ
同
》
㍗
H
O
g
。
・
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（
註
7
）

（
註
8
）

（
註
9
）

（
註
－
o
）

累
。
話
口
9
§
．
・
ミ
己
ぐ
。
一
」
”
噂
」
O
c
Q
●

2
①
二
房
Ψ
起
．
§
這
ぎ
H
炉
弼
・
H
O
o
o
．

2
㊦
謡
房
w
起
・
§
・
噸
ぎ
冒
淵
》
鵠
紹
．

旧
く
冒
。
・
噸
§
ミ
‘
ぎ
ド
一
・
男
・
卜
。
器
・

十

　
ロ
ー
ク
フ
エ
ラ
ー
は
、
一
八
六
三
年
に
石
油
精
製
業
を
開
始
し
て
よ
り
、

利
潤
の
再
投
資
、
銀
行
よ
り
の
借
入
、
お
よ
び
新
ら
し
い
出
資
者
の
獲
得
に

よ
っ
て
、
鋭
意
事
業
規
模
の
拡
大
に
つ
と
め
て
き
た
。
事
業
規
模
の
拡
大
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
仕
入
、
製
造
、
お
よ
び
販
売
に
大
な
る
節
約
を
も
た
ら

し
た
。
し
か
し
ま
た
そ
れ
．
は
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
よ
り
有
利
な
輸
送
条

件
を
獲
得
す
る
た
め
の
根
拠
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
に

お
い
て
は
、
輸
送
は
荷
主
お
よ
び
鉄
道
の
双
方
に
よ
っ
て
一
つ
の
取
引
問
題

と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
取
引
に
お
い
て
よ
り
大
な
る
荷
・
王

は
よ
り
有
利
な
地
位
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　
当
時
の
石
油
…
菜
に
お
い
て
は
、
長
距
離
送
油
管
は
未
だ
発
達
し
て
い
な
か

っ
た
。
最
も
進
歩
し
た
方
法
に
お
い
て
も
、
原
油
は
囎
島
需
官
α
q
冒
ロ
①
と
称

さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
原
油
生
産
地
を
貫
通
す
る
送
油
管
に
よ
っ
て
鉄
道
出
荷

点
ま
で
送
ら
れ
、
次
で
タ
ン
ク
・
カ
ー
（
台
車
の
上
に
二
つ
の
木
製
の
タ
ン

ク
を
置
い
た
も
の
）
に
よ
っ
て
各
地
の
精
製
所
ま
で
輸
送
さ
れ
た
。
一
八
六

　
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

八
年
ま
で
に
、
原
油
生
産
地
オ
イ
ル
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
に
は
、
三
つ
の
主
要
鉄

道
が
通
じ
て
い
た
。
一
つ
は
、
エ
ー
ー
ー
鉄
道
傘
下
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・

ア
ン
ド
・
グ
レ
イ
ト
・
ウ
エ
ス
タ
ー
ン
…
鉄
道
（
〉
け
剛
9
】
日
け
一
〇
降
（
｝
目
Φ
印
け
≦
Φ
o
ゆ
け
O
目
昌
）

で
あ
り
、
そ
れ
は
コ
リ
イ
（
O
自
還
）
・
タ
イ
タ
ス
ヴ
ィ
ル
（
日
帥
言
ω
＜
旨
。
）
間

お
よ
び
ミ
ー
ド
ヴ
ィ
ル
（
寓
O
薗
臣
く
一
一
一
〇
）
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
（
国
冨
ロ
匡
言
）
間
に

路
線
を
建
設
し
た
。
そ
の
二
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
系
の

レ
イ
ク
．
シ
ョ
ア
ー
．
ア
ン
ド
・
ミ
シ
ガ
ン
・
サ
ウ
ザ
ー
ン
鉄
道
で
あ
り
、

そ
れ
は
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
航
ジ
ェ
イ
ム
ズ
タ
ウ
ン
（
智
目
。
ω
ざ
毒
）
間
に
路
線

を
建
設
し
、
さ
ら
に
オ
イ
ル
・
シ
テ
ィ
（
2
6
ξ
）
に
向
っ
て
延
長
中
で

あ
っ
た
。
そ
の
三
は
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄
道
の
支
配
下
に
あ
っ
た
ア
レ

グ
ニ
イ
・
ベ
リ
イ
鉄
道
（
≧
①
。
・
冨
旨
く
註
塁
）
お
よ
び
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

・
ア
ン
ド
・
エ
リ
ー
鉄
道
（
℃
ぽ
H
巴
巴
喜
ご
師
団
昌
①
）
で
あ
り
、
前
者
は
ピ

ッ
ツ
バ
ー
グ
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
問
に
、
後
者
は
コ
リ
イ
・
タ
イ
タ
ス
ヴ
ィ
ル

・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
間
に
路
線
を
敷
設
し
た
。
こ
れ
ら
の
鉄
道
は
原
油
お
よ
び

精
油
の
輸
送
に
つ
い
て
激
し
い
競
争
関
係
に
あ
っ
た
。

　
一
八
六
七
年
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
新
た
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
フ

ラ
グ
ラ
ー
は
、
原
油
輸
送
に
つ
い
て
鉄
道
と
交
渉
を
開
始
し
た
。
当
時
オ
イ

ル
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
よ
り
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
へ
の
原
油
の
輸
送
は
、
ほ
と
ん
ど

エ
リ
ー
鉄
道
傘
下
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
グ
レ
不
ト
・
ウ
エ
ス

タ
ー
ン
鉄
道
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
Q
し
か
し
こ
の
と
き
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
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ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
系
の
レ
イ
ク
・
シ
ョ
ア
ー
・
ア
ン
ド
・
ミ
シ
ガ
ン
・

サ
ウ
ザ
ー
ン
鉄
道
は
、
か
ね
て
建
設
中
で
あ
っ
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
タ
ウ
ン
・
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
問
の
路
線
を
完
成
し
た
。
フ
ラ
グ
ラ
ー
は
こ
の
鉄
道
に
機
会
を

見
出
し
た
。
当
時
オ
イ
ル
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
と
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
間
の
原
油
運

賃
は
、
一
バ
レ
ル
（
こ
の
場
合
は
四
ニ
ガ
p
ン
）
当
り
四
ニ
セ
ン
ト
で
あ
っ

た
。
フ
ラ
グ
ラ
ー
は
彼
の
会
社
が
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
最
大
の
石
油

精
製
会
社
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
原
油
運
賃
の
交
渉
を
開
始
し
た
。
協

一
定
は
た
だ
ち
に
成
立
し
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
プ
ン

ド
・
フ
ラ
グ
ラ
ー
は
こ
の
鉄
道
に
大
量
且
つ
規
則
的
に
原
油
を
出
荷
す
る
こ

と
を
保
証
し
、
　
一
方
鉄
道
側
は
原
油
運
賃
に
一
定
の
リ
ベ
ー
ト
を
与
え
る
こ

と
を
約
し
た
。
り
べ
ー
ト
の
額
は
、
当
時
一
般
に
そ
う
で
あ
っ
た
如
く
、
決

し
て
公
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
一
バ
レ
ル
に
つ
き
一
五
セ
ン
ト

（
一
ガ
ロ
ン
当
り
○
・
三
六
セ
ン
ト
）
を
下
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
わ

　
　
　
（
1
）

れ
て
い
る
。
尚
、
一
八
六
七
年
に
お
け
る
一
ガ
ロ
ン
当
り
の
原
油
価
格
、
燈

油
価
格
、
お
よ
び
精
製
業
者
マ
ー
ヂ
ン
は
、
夫
々
、
四
・
一
六
セ
ン
ト
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

○
・
七
五
セ
ン
ト
、
一
六
・
五
九
セ
ン
ト
で
あ
り
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
獲

・
得
し
た
こ
の
原
油
運
賃
の
リ
ベ
ー
ト
は
、
精
製
業
者
マ
ー
ヂ
ン
の
約
手
パ
ー

セ
ン
ト
に
相
当
す
る
。

　
し
か
し
、
当
時
の
ク
リ
ー
ヅ
ラ
ン
ド
の
他
の
石
油
精
…
製
業
者
の
多
く
も
、

．
源
油
の
出
荷
に
対
し
て
リ
ベ
ー
ト
を
獲
得
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
零
細
な

業
者
は
何
ら
の
リ
ベ
ー
ト
も
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
公
の
運
賃
を
支
払

つ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
ア
ン

ド
・
フ
ラ
グ
ラ
ー
の
得
た
り
ベ
ー
ト
は
、
グ
ラ
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
ほ
と
ん
ど

如
何
な
る
業
者
が
得
た
も
の
よ
り
も
高
率
の
リ
ベ
ー
ト
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い

　
　
　
（
3
）

わ
れ
て
い
る
。

　
一
般
に
信
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
れ
ば
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
お
よ
び
彼

の
仲
間
は
、
ま
た
精
油
の
輸
送
に
つ
い
て
も
、
】
八
六
八
i
七
〇
年
に
お
い

て
、
リ
ベ
ー
ト
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
彼
ら
が
如
何
ほ
ど
の
り
べ
ー
ト
を
得

た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
お
よ
び
彼
の
仲
間
が
こ
の
時
代
に
お
い
て
獲
得
し
た
り

べ
ー
ト
は
、
後
の
七
〇
年
代
に
お
け
る
差
別
運
賃
に
比
較
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
内
容
お
よ
び
敷
果
に
お
い
て
格
段
の
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
拘

ら
ず
、
や
は
り
こ
れ
は
こ
の
時
代
に
お
け
る
彼
ら
の
事
業
の
発
展
の
一
つ
の

主
要
な
要
因
で
あ
っ
た
。
J
・
G
・
マ
ク
リ
ー
ン
お
よ
び
R
・
W
・
ヘ
イ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
　
「
一
八
六
七
－
七
一
年
に
お
け
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
一
派
の
発
展
は
、
主
と
し
て
、
彼
ら
が
そ
の
石
油
精
製
事
業
を
能
率
と
熟

練
と
で
以
て
経
営
し
た
と
い
う
事
実
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
彼
ら
が
ク
リ
ー
ヴ

ラ
ン
ド
に
お
け
る
最
大
の
石
油
精
製
会
社
で
あ
り
、
従
っ
て
よ
り
小
規
模
な

彼
ら
の
競
争
者
よ
り
も
、
よ
り
有
利
な
レ
イ
ト
を
協
定
し
え
た
と
い
う
事
実

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
。
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十
一

　
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
石
油
精
製
業
を
開
始
し
た
、
一
八
六
三
年
に
前
後
す

る
数
年
間
は
、
し
ば
し
ば
述
べ
た
如
く
オ
イ
ル
・
ブ
ー
ム
の
時
代
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
繁
栄
の
時
代
も
決
し
て
永
く
続
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
八
六

六
年
末
ま
で
に
は
、
す
で
に
石
油
精
製
能
力
は
需
要
を
超
過
す
る
に
い
た
っ

て
い
た
。
加
う
る
に
一
八
六
六
－
六
七
年
に
は
獣
化
戦
争
後
の
不
況
が
発
展

し
た
。
石
油
精
製
業
に
も
激
し
い
競
争
の
時
代
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

こ
の
傾
向
を
端
的
に
示
し
て
い
る
も
の
は
精
油
価
格
で
あ
る
。
一
八
六
三
、

六
四
、
お
よ
び
六
五
年
に
お
け
る
、
｝
＝
ー
ヨ
ー
ク
の
一
ガ
ロ
ン
当
り
の
年

平
均
精
油
価
格
は
、
四
四
・
七
五
、
六
四
・
七
五
、
お
よ
び
五
八
・
七
五
セ

ン
ト
で
あ
っ
た
。
一
八
六
六
年
半
お
い
て
も
そ
れ
は
未
だ
四
二
・
五
セ
ン
ト

を
示
し
た
。
し
か
し
一
八
六
七
お
よ
び
六
八
年
に
は
そ
の
価
格
は
二
八
・
三

八
五
お
よ
び
二
九
・
一
二
五
セ
ン
ト
に
下
落
し
た
。

　
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
石
油
精
製
業
の
生
成
と
繁
栄
の
時
代
に
お
い
て
も
、

一
決
し
て
安
易
な
経
営
に
流
れ
る
こ
と
な
く
、
無
駄
の
排
除
お
よ
び
費
用
の
節

　
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

約
に
つ
と
め
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
今
や
石
油
精
製
業
は
激
し
い
競
孚
の

時
代
を
迎
え
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
彼
お
よ
び
そ
の
仲
間
は
、
こ
の
新
し

い
事
態
に
困
惑
す
る
こ
と
な
く
、
従
来
の
努
力
を
そ
の
ま
ま
推
進
す
れ
ば
よ

か
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
の
会
社
は
、
鉄
道
と
の
交
渉
に
お
い
て
そ
の
競
孚
考

よ
り
も
よ
り
有
利
な
輸
送
条
件
を
獲
得
し
た
如
く
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
彼

ら
よ
り
一
歩
進
ん
で
い
た
。

　
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
樽
を
外
部
よ
り
購
入
す
る
代
り
に
、
一
八
六
四
年
に

み
ず
か
ら
そ
の
製
造
を
開
始
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
樽
の
費
用
を
大
巾
に
節
減

し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

も
、
こ
れ
と
狙
い
を
同
じ
く
す
る
政
策
が
相
つ
い
で
採
用
さ
れ
た
。
会
社
は

ズ
ル
フ
ォ
ン
酸
を
自
ら
製
造
し
、
ま
た
そ
の
使
用
後
こ
れ
を
復
元
す
る
方
法

を
案
出
し
た
。
一
八
六
八
年
迄
に
、
会
社
は
二
四
台
の
荷
馬
車
の
一
隊
を
保

有
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
運
送
費
の
節
約
を
企
て
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
倉

庫
お
よ
び
艀
を
所
有
し
た
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
努
力
に
加
え
る
に
、
会
社
は

ま
た
タ
ン
ク
・
カ
ー
に
よ
っ
て
原
油
を
輸
送
し
た
最
初
の
業
者
の
一
つ
で
あ

っ
た
。
一
八
六
九
年
に
お
い
て
会
社
は
七
八
台
の
タ
ン
ク
・
カ
ー
を
所
有
し

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
会
社
は
巨
大
の
貯
蔵
所
（
巨
日
窪
の
。
器
。
。
？

零
。
蔚
）
　
を
所
有
し
、
原
油
は
タ
ン
ク
・
カ
ー
か
ら
直
接
こ
の
貯
蔵
所
に
注

入
さ
れ
た
。

　
一
方
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
。
ア
ン
ド
・
フ
ラ
グ
ラ
ー
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ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

は
月
々
副
製
品
に
よ
る
利
益
を
増
大
し
た
。
会
社
は
よ
り
大
な
る
生
産
規
模

を
有
し
た
が
故
に
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
非
常
に
有
利
で
あ
っ
た
。
小
規
模

の
石
油
精
製
業
者
は
副
製
品
を
利
用
す
べ
く
そ
の
生
産
量
が
余
り
に
も
少
な

か
っ
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
会
社
は
副
製
品
を
製
造
し
販
売
す
る
に
足
る

だ
け
の
十
分
な
生
産
量
を
持
つ
た
。
ま
た
そ
れ
は
副
製
品
を
製
造
す
る
に
必

要
菰
熟
練
労
働
者
お
よ
び
高
価
な
設
備
を
有
し
、
ま
た
自
己
の
販
売
機
関
を

備
え
て
い
た
。

　
当
時
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
の
原
油
は
、
そ
の
蒸
溜
順
序
に
従
っ
て
、
ガ

ソ
リ
ン
を
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
ベ
ン
ジ
ン
あ
る
い
は
ナ
フ
サ
油
を
五
乃
至
一

〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
燈
油
を
六
〇
乃
至
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
生
産
し
、
残
余
は
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ー
ル
お
よ
び
廃
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
石
油
業
の
初
期
に
お
い
て
は
、
ガ
ソ

リ
ン
は
未
だ
そ
の
用
途
を
見
出
し
て
い
な
か
っ
た
。
あ
る
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド

の
石
油
精
製
業
者
は
、
当
時
を
回
想
し
て
、
こ
の
発
火
し
や
す
い
液
体
を
棄

て
る
た
め
に
、
、
夜
戸
外
に
し
の
び
出
た
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
後
に
お
い
て

も
、
ガ
ソ
リ
ン
は
永
く
．
．
囎
・
・
－
ぎ
島
。
話
℃
茸
冨
。
．
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
た
。

そ
の
大
部
分
が
ガ
ス
製
造
業
者
に
販
売
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
p
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
会
社
は
各
種
の
副
製
品
を
製
造
し
販
売
し
た
。
ベ
ン

ジ
ン
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
、
ワ
セ
リ
ン
が
製
造
さ
れ
た
。
ガ
ス
工
場
そ
の
他
に
ナ

フ
サ
油
が
出
荷
さ
れ
た
。
　
一
八
六
七
－
六
八
年
に
お
い
て
潤
滑
油
が
販
売
さ

れ
た
こ
と
は
、
会
社
が
一
八
六
五
年
に
そ
の
広
告
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。

（
註
－
）

（
註
2
）

（
註
3
）

　
　
残
留
液
も
燃
料
、
ま
た
後
に
は
舗
製
材
料
に
利
用
さ
れ
た
。

目
9
き
。
戸
唱
●
ミ
‘
ぎ
一
」
囹
”
雫
Q
。
o
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・

宕
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＜
ぎ
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潟
．
ミ
‘
ぎ
劉
押
ワ
ト
5
ひ
c
Q
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＝
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＜
ぎ
。
・
℃
§
●
§
↓
ぎ
ピ
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も
・
H
c
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q
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十
二

　
生
産
過
剰
に
と
も
な
う
競
孚
の
激
化
お
よ
び
南
北
戦
孚
後
の
不
況
は
、
、
，
小

規
模
の
石
油
精
製
業
者
に
非
常
な
痛
手
を
与
え
た
の
で
あ
る
が
、
・
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
。
ア
ン
ド
・
，
フ
ラ
グ
ラ
ー
の
事
蝋
栗
は
苗
削
准
杷
を
続

け
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
石
油
業
繁
栄
の
時
期
に
お
い
て
決
し
て
安
易
な
，

経
営
に
惰
す
る
こ
と
な
く
、
利
潤
の
内
部
留
保
お
よ
び
事
．
業
の
能
率
化
に
意

を
用
い
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
効
果
が
こ
の
困
難
な
時
期
に
お
い
て
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
結
ん
だ
の
で
あ
あ
る
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
後
に
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「
我
々
が
前
進
し
な
か
っ
た
、
ま
た
畜
積
し
な
か
つ
．
た
事
業
年
度
は
一
年
も

な
か
っ
た
」
と
。
一
八
六
九
年
一
〇
月
二
二
日
の
夢
。
臼
①
〈
Φ
冨
巳
い
Φ
巴
霞

は
、
一
八
六
九
年
九
月
末
日
に
終
る
三
ヵ
月
間
に
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
四

大
石
油
精
製
業
者
は
合
計
二
、
四
三
三
、
六
六
九
ド
ル
の
総
収
入
を
上
げ
た

　
　
　
　
　
　
（
2
）

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
而
し
て
ネ
イ
ヴ
ィ
ン
ス
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
レ
・
ア

ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
ア
ン
ト
・
フ
ラ
ン
ダ
ラ
ー
の
総
収
入
は
、
他
の
三
社
の
そ

れ
を
合
し
た
も
の
に
ほ
ぼ
等
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
そ
う
で
あ
る
と
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す
れ
ば
、
p
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
会
社
は
一
八
六
九
年
の
三
ヵ
月
間
に
約
一
、

二
〇
〇
、
0
0
0
ド
ル
の
総
収
入
を
得
た
事
に
な
る
。
も
っ
と
も
当
時
は
景

気
が
一
時
回
復
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
三
ヵ
月
間
に
お
け
る
総
収
入

は
、
四
年
前
に
お
け
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
臥
ア
ン
ド
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
の

一
年
間
の
総
収
入
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
既
に
述
べ
た
如
く
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
石
油
業
を
開
始
し
た
当
初
よ
り
、

利
潤
は
こ
れ
を
再
投
資
す
る
と
い
う
政
策
を
強
く
信
奉
し
た
。
彼
の
こ
の
政

策
は
そ
の
後
も
着
々
と
推
進
さ
れ
た
。
「
我
々
は
最
初
か
ら
大
利
潤
を
得
た
。

し
か
し
我
々
は
そ
れ
を
事
業
に
留
保
し
た
」
と
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
特
に
力
説
し
た
言
葉
で
あ
る
。
一
八
六
九
年
の
み
に
お
い
て
も
喜
業
の
拡
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

大
と
は
別
個
に
、
六
〇
、
○
O
O
ド
ル
が
工
場
の
改
善
に
費
さ
れ
た
。

　
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
こ
の
政
策
は
、
彼
の
会
社
の
財
務
状
態
を
き
わ
め
て

健
全
な
も
の
た
ら
し
め
た
。
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
銀
行
家
イ
ー
ル
ス
　
（
∪
碧

即
国
。
房
）
は
、
一
八
六
九
年
九
月
半
〇
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
一
銀
行
家
に

あ
て
た
手
紙
に
お
い
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
ア
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

・
フ
ラ
グ
ラ
ー
の
財
務
状
態
を
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
こ
の

会
社
は
そ
の
事
業
に
約
一
、
0
0
0
、
○
○
○
ド
ル
の
資
本
を
用
い
て
い
る
。

そ
の
う
ち
三
六
〇
、
○
○
○
ド
ル
は
精
製
所
お
よ
び
不
動
産
に
投
資
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
残
余
、
六
〇
〇
、
○
○
○
ド
ル
は
そ
の
事
業
を
運
営
す
る
為
の

資
金
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
負
債
は
現
在
一
五
〇
、
0
0
0
ド
ル

　
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
：
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

を
超
過
し
て
い
な
い
。
こ
の
年
の
あ
る
季
節
（
O
①
円
け
笛
＝
P
　
o
D
O
勉
の
O
一
P
Q
D
）
に
お
い
て

は
、
会
社
は
何
等
の
負
債
も
も
た
ず
、
大
資
金
余
剰
（
9
訂
α
・
①
。
・
弩
覧
葛
。
h

津
蟹
ω
）
を
有
し
て
い
る
」
　
と
。
　
イ
ー
ル
ス
の
こ
の
手
紙
は
、
ぬ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
の
画
業
が
如
何
に
急
速
に
発
展
し
た
か
を
示
す
と
と
も
に
、
ま
た
そ
の

強
固
な
財
務
状
態
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

註
（
－
）

（
註
2
）

（
註
3
）

（
註
4
）

（
註
5
）

宕
。
〈
ぎ
9
唱
．
亀

累
。
≦
冨
Ψ
竜
．
＆

累
。
＜
ぎ
。
・
導
§
●
亀

乞
。
≦
昌
。
。
”
蟷
．
9

署
Φ
〈
冒
。
・
噸
唱
幽
織

十
三

2
〈
o
日
押
唱
・
曽
ひ
・

嚇
‘
ぎ
ピ
三
唱
』
刈
も
。
噛

澄
く
9
一
・
℃
』
刈
G
。
．

馬
‘
＜
o
い
H
Ψ
も
』
刈
G
。
●

計
く
。
ピ
炉
電
』
信
望
図
壁
面
・

　
一
八
七
〇
年
一
月
一
日
、
既
存
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス

・
ア
ン
ド
・
フ
ラ
グ
ラ
ー
に
代
る
も
の
と
し
て
、
新
た
に
株
式
会
社
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
イ
・
オ
ブ
・
オ
ハ
イ
オ
が
設
立
さ
れ
た
。
株

式
会
社
制
度
の
採
用
は
、
将
来
に
お
け
る
資
本
の
調
達
を
よ
り
容
易
に
し
、

し
か
も
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
支
配
を
維
持
せ
ん
が
為
の
措
置
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
取
締
役
会
は
社
長
に
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
、
副
社
長

に
弟
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
幹
事
（
器
。
目
①
訂
q
）
に
フ
ラ
グ
ラ
ー
、
而
し
て
ス
ー
パ

ー
イ
ン
テ
ン
デ
ン
ト
に
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
を
選
ん
だ
。
そ
の
資
本
金
は
一
、

O
O
O
、
O
O
O
ド
ル
と
さ
れ
、
額
面
一
〇
〇
ド
ル
の
一
〇
、
○
O
O
株
に
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ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

別
た
れ
た
。
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
二
、
六
六
七
株
、
ハ
ー
ク
ネ
ス

は
一
、
三
三
四
株
、
弟
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
フ
ラ
グ
ラ
ー
、
お
よ
び
ア
ン
ド
リ
ュ

ウ
ス
は
各
々
一
、
三
三
三
株
を
引
き
受
け
た
。
一
、
○
○
○
株
は
旧
会
社
ロ

ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
ア
ン
ド
・
フ
ラ
グ
ラ
ー
に
与
え
ら
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
薪
会
社
に
引
き
つ
が
れ
た
旧
会
社
の
資
産
は
額
面
金
額
に

し
て
一
〇
〇
、
0
0
0
ド
ル
と
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
旧
会
社
の

パ
ー
ト
ナ
ー
達
は
新
会
社
の
株
式
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
支
配
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
残
余
の
一
、
○
○
○
株
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
義

兄
弟
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
た
。

　
明
ら
か
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
イ
の
資
本
金
一
、
0
0

0
、
0
0
0
ド
ル
は
そ
の
資
産
額
を
は
る
か
に
低
く
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。

既
述
の
銀
行
家
イ
ー
ル
ス
の
言
葉
に
あ
っ
た
如
く
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア

ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
ア
ン
ド
・
フ
ラ
グ
ラ
ー
は
す
で
に
一
八
六
九
年
秋
に
お
い

て
一
、
O
O
O
、
O
O
O
ド
ル
に
近
い
正
味
資
産
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
は

ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
に
二
大
精
製
所
を
所
有
し
、
そ
の
生
産
能
力
は
プ
メ
リ
カ

全
体
の
そ
れ
の
壷
皿
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
六
〇
エ
ー
カ
ー
の
土
地
、
　
一
大
樽
工
場
、
樽
材
用
の
森

林
、
輸
送
設
備
、
而
し
て
ニ
ュ
ヨ
ー
ク
に
倉
庫
、
タ
ン
ク
、
お
よ
び
ハ
シ
ク

を
所
有
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
正
味
資
産
の
半
ば
以
上
を
占
め
る
と
こ
ろ
の

流
動
資
産
を
有
し
て
い
た
。
し
か
る
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ

ニ
イ
は
こ
の
会
社
の
買
収
す
る
に
当
っ
て
そ
の
株
式
一
、
O
O
O
株
、
額
面

金
額
に
し
て
一
〇
〇
、
○
○
○
ド
ル
を
与
え
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
新
会
社

の
株
式
一
〇
、
○
○
○
株
の
う
ち
そ
の
九
、
○
○
○
株
は
、
新
ら
し
い
「
実

　
　
　
　
（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

体
あ
る
投
資
」
あ
る
い
は
「
現
金
資
本
」
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か

く
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ィ
は
そ
の
設
立
の
時
に
お
い

て
、
ア
メ
リ
カ
第
一
の
石
油
精
製
能
力
を
誇
り
得
た
ば
か
り
で
な
く
、
莫
大

な
現
金
余
剰
を
有
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
註
1
）
　
冥
。
＜
ぎ
。
。
矯
潟
・
ミ
‘
ぎ
ド
押
マ
鵠
ゆ
ト
9
．

　
（
註
2
）
竃
8
身
曽
起
．
。
貫
噂
・
凱
劇
・

結

蕾五
口口

　
わ
れ
わ
れ
は
、
本
稿
の
第
六
節
以
下
に
お
い
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
一

八
六
三
年
に
石
油
精
製
業
を
開
始
し
て
よ
り
、
一
八
六
〇
年
代
末
に
プ
メ
リ

カ
最
大
の
石
油
精
製
業
者
に
発
展
す
る
ま
で
の
過
程
を
ふ
り
返
っ
て
み
た
の

で
あ
る
が
、
彼
の
事
業
の
か
く
の
如
き
急
速
な
る
発
展
は
、
　
一
つ
に
は
ア
メ

リ
カ
石
油
業
の
発
展
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
一
八
五
九
年
の
エ
ド
ウ
ィ
ン
・

ド
レ
イ
ク
に
よ
る
歴
史
的
な
油
井
の
発
見
は
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
旗
北

部
の
オ
イ
ル
・
り
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
石
油
地
帯
に
、
た
だ
ち
に
オ

イ
ル
・
ブ
ー
ム
を
現
出
し
た
。
こ
の
ブ
ー
ム
は
ま
た
精
製
部
門
に
も
及
ん
だ
。

急
激
な
る
市
場
の
拡
大
と
折
か
ら
の
南
北
戦
争
の
勃
発
に
刺
戟
さ
れ
て
、
オ
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イ
ル
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
、
ピ
ッ
ツ
バ
！
・
グ
、
ク
リ
ー
ヴ
ウ
ン
ド
、
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
等
々
に
お
い
て
多
数
の
精
製
所
が
相
つ
い
で
建
設

さ
れ
た
。
「
初
期
に
石
油
精
製
業
に
入
っ
た
人
々
の
利
潤
は
大
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
二
年
間
に
、
と
き
に
は
一
年
間
に
そ
の
資
本
を
倍
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
」
。
　
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
石
油
精
製
業
を
開
始
し
た
一
八
六
三
年
は
正

に
こ
の
ブ
ー
ム
の
さ
申
で
あ
っ
た
。
彼
は
他
の
業
者
と
同
様
に
当
初
か
ら
高

率
の
利
潤
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
事
業
の
発
展

の
基
礎
は
遠
く
こ
の
時
期
に
礎
か
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
事
業
の
発
展
は
彼
の
経
営
政
策
を

抜
き
に
し
て
は
決
し
て
説
明
さ
れ
え
な
い
。
一
八
六
三
年
に
わ
ず
か
な
資
本

を
以
て
出
発
し
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
、
一
八
六
六
年
に
は
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン

ド
最
大
の
、
而
し
て
一
八
六
九
年
に
は
ア
メ
リ
カ
最
大
の
石
油
精
製
業
者
と

な
る
に
至
っ
た
の
は
、
蔑
み
ず
か
ら
の
経
営
政
策
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
の

で
あ
る
。
中
で
も
特
に
注
目
さ
る
べ
き
も
の
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
終
始

追
求
し
た
と
こ
ろ
の
利
潤
の
内
部
留
保
及
至
再
投
資
政
策
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
が
彼
の
パ
ー
ト
ナ
ー
達
に
「
諸
君
が
暮
し
を
立
て
る
た
め
に
稼
い

だ
も
の
は
持
ち
出
し
給
え
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
も
の
は
残
し
て
お
き
給
え
。

介
し
い
洋
服
や
早
い
馬
を
買
わ
ず
に
給
え
。
ま
た
諸
君
の
妻
に
は
彼
女
の
去

年
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ
給
え
」
と
い
っ
た
と
い
う
が
如
き
「
伝
説
」

が
生
じ
た
ほ
ど
、
彼
は
こ
の
政
策
を
強
く
信
奉
し
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が

　
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

石
油
精
製
業
を
開
始
し
た
当
時
は
、
石
油
業
の
生
成
と
繁
栄
の
時
代
で
あ
っ

た
。
彼
は
高
率
の
利
潤
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
而
し
て
こ
れ
を
事
業
の

拡
大
と
強
化
に
当
て
た
。
繁
栄
の
時
代
に
お
い
て
、
経
営
者
が
と
か
く
放
漫

に
流
れ
や
す
い
こ
と
は
、
歴
史
の
し
ば
し
ば
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

し
か
し
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
に
関
す
る
限
り
、
彼
は
決
し
て
繁
栄
に
溺
れ
る
こ

と
な
く
、
そ
れ
を
将
来
に
お
け
る
飛
躍
の
た
め
の
有
力
な
足
場
と
し
て
利
用

し
た
。
高
率
の
利
潤
を
可
能
な
ら
し
め
る
が
、
し
か
し
と
も
す
れ
ば
放
漫
に

陥
り
や
す
い
石
油
業
の
生
成
と
繁
栄
の
時
期
に
お
い
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

が
そ
の
会
社
の
利
潤
を
着
々
と
そ
の
内
部
に
注
ぎ
込
ん
だ
こ
と
こ
そ
、
後
に

彼
を
し
て
数
多
く
の
競
争
者
に
卓
越
す
る
存
在
ら
し
め
た
最
も
重
要
な
要
因

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
利
潤
の
内
部
留
保
及
筆
画
投
資
政
策
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
と
こ
ろ
の
、

同
様
に
注
意
さ
る
べ
き
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
政
策
は
、
無
駄
の
排
除
、
節
約
、

能
率
的
な
事
業
の
運
営
な
ど
の
言
葉
を
以
て
表
現
さ
れ
る
一
連
の
政
策
で
あ

る
。
斯
業
の
生
成
期
に
お
い
て
は
、
石
油
精
製
業
者
は
一
般
に
無
駄
の
多
い

経
営
を
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
当
時
に
お
い
て
は
、
彼
ら
は
二
年
間
に

と
き
に
は
一
年
間
に
そ
の
資
本
を
倍
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、
こ
の
め
ぐ
ま
れ
た
時
代
に
お
い
て
も
、
決
し
て

安
易
な
経
営
に
惰
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
ほ
と
ん
ど

性
格
的
に
無
駄
を
嫌
悪
し
節
約
を
尊
ん
だ
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
が
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ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
形
成
史
に
お
け
る
問
題
点

詳
細
な
注
意
を
以
て
事
業
の
能
率
化
に
努
力
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
利
潤
の
内
部
留
保
お
よ
び
能
率
的
な
事
業
の
運
営
は
、
六
〇
年
代
に
お
け

る
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
石
油
精
製
事
業
発
展
の
と
り
わ
け
重
要
な
二
つ
の
支

柱
で
あ
る
。
利
潤
の
内
部
留
保
と
い
い
ま
た
能
率
的
な
事
業
の
運
営
と
い
い

そ
れ
ら
は
別
に
こ
と
あ
た
ら
し
い
も
の
で
は
な
く
、
わ
か
り
き
っ
た
経
営
の

政
策
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
二
つ
は
言
う
に
易
く
実
行
す
る
こ
と
の
困
難
な

政
策
で
あ
る
。
事
業
繁
栄
の
時
期
は
こ
れ
ら
の
政
策
を
実
行
す
る
絶
好
の
機

会
で
あ
る
。
し
か
し
却
っ
て
こ
の
よ
う
な
時
期
に
お
い
て
、
経
営
者
は
安
易

な
経
営
に
流
れ
、
財
政
は
放
漫
に
陥
り
や
す
い
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
、
石
油
業
の
生
成
と
繁
栄
の
正
に
そ
の
時
代
に
お
い
て

利
潤
の
内
部
留
保
お
よ
び
能
率
的
な
事
業
の
運
営
に
意
を
用
い
こ
れ
を
実
行

し
た
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
石
油
精
製
業
に
も
や
が
て
激
し
い
競
争

の
時
代
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
と
彼
の
競
争
者
と
の
優
劣
を
決
定
し
た
も
の
は
こ
れ
ら
二
つ
の
政
策
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
一
八
六
三
年
に
石
油
業
を
開
始
し
、
一
八
六
〇
年
代

末
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
最
大
の
石
油
精
製
業
者
に
ま
で
発
展
し
た
。
彼
は
一
八

七
二
年
に
ア
メ
リ
カ
石
油
精
製
業
者
の
統
合
を
開
始
し
、
一
八
七
〇
年
代
末

ま
で
に
一
応
そ
の
目
的
を
達
成
し
た
。
こ
の
集
中
の
過
程
に
お
い
て
き
わ
め

て
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
も
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
南
部
開
発
会
社

計
画
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
高
率
の
差
別
運
賃
で
あ
っ
た
。
差
別

運
賃
は
疑
い
も
な
く
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
形
成
に
と
っ

て
不
可
欠
の
要
困
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
高
率
の
差
別

運
賃
を
獲
得
し
え
た
所
以
の
も
の
は
、
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
如
く
、
彼
が

す
で
に
ア
メ
ト
カ
に
お
け
る
最
大
の
石
油
精
製
業
者
で
あ
り
、
鉄
道
に
対
す

る
最
大
の
石
油
出
荷
者
で
あ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
而
し
て
彼
が
ア
メ
リ
カ
最

大
の
業
者
に
ま
で
発
展
し
え
た
所
似
の
も
の
は
、
彼
が
石
油
業
の
生
成
と
繁

栄
の
時
代
に
お
い
て
、
決
し
て
安
逸
に
流
れ
る
こ
と
な
く
、
利
潤
の
再
投
資

お
よ
び
能
率
的
な
事
業
の
運
営
と
い
う
二
つ
の
政
策
を
遵
守
し
実
行
し
た
が

た
め
に
他
な
ら
な
い
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
、
ほ
と
ん
ど
外
部
の
金
融
業
者

の
援
助
と
介
入
な
し
に
、
自
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
石
油
ト
ラ
ス
ト
の
形
成
に

成
功
し
た
究
極
の
要
因
は
、
か
く
て
ま
た
こ
の
点
に
見
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
の
で
あ
る
。
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社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

能

勢

信

子

問
題
　
の
　
処
　
在

　
社
会
会
計
。
。
8
芭
き
8
二
三
言
α
q
が
、
一
国
社
会
的
総
資
本
の
運
動
を
分
析

す
る
会
計
－
巨
視
的
会
計
河
口
。
碧
8
琶
ぎ
α
q
　
　
と
し
て
登
場
し
た
こ

と
を
契
機
に
、
会
計
器
8
巨
“
官
α
q
の
名
称
は
、
単
に
伝
統
的
な
企
業
会
計

一
微
視
的
会
計
巨
。
旨
き
8
琶
島
品
i
の
領
域
に
留
ま
ら
ず
、
「
勘
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
エ
ネ
リ
ッ
ク
ネ
　
ム

以
て
す
る
価
値
計
算
一
般
」
を
指
す
も
の
と
し
て
、
今
や
属
　
名
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
会
計
な
る
属
の
一
般
的
性
質
を
定
義
付
け
る
試
み
が
な
さ
れ
る
一

方
、
会
計
な
る
属
の
内
部
で
、
巨
視
的
会
計
と
し
て
の
社
会
会
計
と
、
微
視

的
会
計
の
典
型
で
あ
る
企
業
会
計
の
間
に
架
橋
を
行
う
試
み
が
、
イ
ギ
リ
ス

の
会
計
学
者
プ
レ
イ
や
、
統
計
学
者
ス
ト
ー
ン
の
手
で
推
進
せ
ら
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
が
漸
く
知
ら
れ
て
来
て
い
る
。

　
こ
の
様
な
、
二
つ
の
会
計
を
連
関
付
け
る
試
み
を
、
我
々
は
形
式
面
、
内

容
面
の
両
面
か
ら
特
徴
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
形
式
的
に

は
、
マ
ッ
ト
ジ
ッ
ヒ
や
ス
ト
ー
ン
等
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
会
計
の
同
型
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

一
。
・
。
§
。
昭
募
§
論
と
し
て
展
開
せ
ら
れ
、
他
方
、
内
容
的
に
は
、
二
つ
の
会

計
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
原
理
、
基
準
を
接
近
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
と
の
主

張
と
し
て
展
開
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
小
論
に
お
い
て
、
我
々
は
、
二
つ
の
連
関
論
の
中
、
後
者
す
な
わ
ち
内
容

的
議
論
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
理
由
は
、
形
式
上
の
議
論
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
正
方
行
列
の
援
用
に
よ
っ
て
二
つ
の
会
計
間
に
同
型
性
の
存

在
す
る
こ
と
を
抽
象
的
に
論
証
す
る
に
留
り
、
そ
れ
以
上
に
出
な
い
に
比
し

て
、
内
容
的
な
議
論
が
、
二
つ
の
会
計
間
に
コ
ン
シ
ス
チ
ン
シ
イ
を
保
持
せ

し
め
る
と
い
う
要
請
に
立
ち
、
二
つ
の
会
計
の
相
互
交
流
と
そ
の
条
件
を
か

な
り
具
体
的
に
展
開
し
て
い
る
点
に
興
味
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
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社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

　
と
こ
ろ
で
こ
の
内
容
的
議
論
は
、
さ
ら
に
二
様
の
立
場
か
ら
展
開
さ
れ
る
。

ま
つ
統
計
学
者
ス
ト
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
ω
国
民
所
得
統
計
蒐
集
上
、

社
会
会
計
方
式
を
会
計
的
に
一
層
整
備
し
、
　
回
こ
の
社
会
会
計
方
式
に
企

業
会
計
を
接
近
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
経
済
に
お
け
る
企
業
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
会
計
数
値
の
精
度
を
高
め
よ
う
と
す
る
要
請
に
外
な
ら
な
い
。
他
方
、
会

計
学
者
プ
レ
イ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
試
み
は
、
　
ω
企
業
所
得
の
測
定
原
理
お

よ
び
回
企
業
会
計
の
勘
定
形
式
を
社
会
会
計
方
式
に
則
ら
し
め
、
以
て
伝
統

的
企
業
会
計
に
、
よ
り
社
会
経
済
的
意
義
を
与
え
る
こ
と
が
主
眼
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
（
3
）

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
つ
の
会
計
の
連
関
に
つ
い
て
の
内
容
的

要
請
自
体
も
、
国
民
所
得
統
計
蒐
集
上
の
笑
践
的
動
機
に
発
す
る
ス
ト
ー
ン

の
主
張
と
、
企
業
会
計
へ
の
批
判
を
軸
と
し
そ
の
改
善
策
と
し
て
打
出
さ
れ

た
プ
レ
イ
の
発
言
と
で
は
、
そ
の
根
拠
お
よ
び
主
旨
を
一
応
異
に
す
る
の
で

あ
る
。

　
小
論
に
於
て
我
々
は
、
内
容
的
な
連
関
の
議
論
を
取
扱
う
こ
と
を
上
に
述

べ
た
が
、
就
申
、
プ
レ
イ
の
社
会
会
計
原
理
を
企
業
会
計
に
採
入
れ
る
べ
し

と
の
主
張
の
検
討
に
集
中
す
る
。
こ
の
理
由
は
、
ス
ト
ー
ン
の
主
張
が
、
安

価
、
精
確
、
迅
速
と
い
う
統
計
数
値
蒐
集
上
の
一
見
明
か
な
実
践
的
理
由
に

よ
る
も
の
で
あ
る
に
比
較
し
て
、
プ
レ
イ
の
主
張
が
、
】
応
、
企
業
会
計
の

次
元
に
立
ち
、
そ
れ
へ
の
批
判
の
上
に
提
起
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
か
ぎ
り
企

業
に
と
っ
て
、
叉
企
業
会
計
の
理
論
自
体
に
と
っ
て
、
実
質
的
意
義
を
持
つ

も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
社
会
会
計
の
視
点
に
立
つ
会
計
学
批
判
、
こ
れ
が
我
々
が
二
つ
の
会
計
の

連
関
論
の
中
で
、
就
中
プ
レ
イ
の
主
張
の
検
討
に
集
中
す
る
第
一
の
理
由
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
二
つ
の
会
計
を
連
関
付
け
ん
と
す
る
試
み
は
、
こ
れ
だ
け
に

留
ま
ら
ず
、
実
は
一
層
深
い
学
説
史
的
背
景
を
持
つ
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

蓋
し
、
ス
ト
ー
ン
及
び
プ
レ
イ
の
提
言
は
、
今
世
紀
以
降
、
夫
々
経
済
学
者

に
よ
る
会
計
数
値
の
利
用
、
お
よ
び
会
計
学
者
に
よ
る
経
済
学
的
所
得
・
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

本
概
念
の
利
用
の
形
で
行
わ
れ
て
来
た
「
会
計
学
と
経
済
学
と
の
交
渉
」
の
、

現
在
の
時
点
に
お
け
る
問
題
提
出
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
二
つ
の
学
問
の
交
渉
は
、
経
済
学
者
に
よ
る
そ
れ
が
経
済
数
値
蒐
集

と
い
う
実
践
的
理
由
に
出
て
い
る
に
比
し
て
、
会
計
学
者
に
よ
る
そ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

過
去
に
お
い
て
会
計
学
に
対
す
る
キ
ャ
ニ
ン
グ
の
反
省
、
ま
た
最
近
に
は
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

I
A
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
の
行
っ
た
所
得
概
念
追
及
に
見
る
様
に
、
会
計

学
自
体
へ
の
厳
し
い
反
省
と
、
新
し
い
会
計
理
論
へ
の
胎
動
を
捉
し
て
来
た
。

故
に
我
々
が
、
二
つ
の
会
計
の
連
関
を
、
と
く
に
プ
レ
イ
の
そ
れ
に
集
中
し

て
検
討
す
る
と
き
、
背
後
に
あ
る
会
計
学
と
経
済
学
の
交
渉
の
理
論
的
意
義

を
併
せ
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
学
説
的
意
義
が
、
我
々

が
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
を
、
会
計
学
批
判
の
視
点
か
ら
検
討
す
る

第
二
の
理
由
で
あ
る
。
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最
後
に
、
我
々
は
、
二
つ
の
会
計
の
連
関
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
と
、
そ

の
背
景
を
な
す
と
こ
ろ
の
、
戦
後
の
英
国
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

生
産
性
向
上
運
動
、
投
資
拡
大
政
策
の
各
々
の
推
転
過
程
と
の
関
係
を
無
視

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
社
会
会
計
そ
の
も
の
が
、
戦
後
、
変
動
を
蒙
っ
た
社
会
的
総
資
本
に
対
す

る
政
府
の
統
制
の
一
環
と
し
て
登
場
し
た
経
済
計
算
体
系
で
あ
る
が
、
社
会

会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
、
前
者
の
原
理
の
後
者
へ
の
導
入
と
い
う
問
題
自

体
も
亦
、
戦
後
の
経
済
構
造
の
激
動
に
よ
っ
て
直
接
間
接
に
生
み
出
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
戦
後
の
経
済
構
造
　
　
諸
物
価
の
構
造
、
生
産
構

造
、
資
金
構
造
の
変
動
は
、
伝
統
的
企
業
会
計
、
な
ら
び
に
そ
の
担
い
手
と

し
て
の
個
別
資
本
に
動
揺
を
与
え
、
新
し
い
計
算
理
論
へ
の
要
請
を
喚
起
し

た
こ
と
が
、
社
会
会
計
原
理
の
企
業
会
計
へ
の
導
入
の
北
且
尽
を
な
す
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。

　
勿
論
、
英
国
で
の
経
済
与
件
の
変
動
は
、
国
民
経
済
内
部
の
一
切
の
個
別

資
本
に
つ
い
て
一
率
の
衝
撃
を
与
え
た
の
で
は
な
い
。
故
に
、
プ
レ
イ
の
主

張
は
、
変
動
期
に
あ
る
特
定
の
個
別
資
本
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、
或
は
反
擾

さ
れ
る
と
共
に
、
進
取
的
会
計
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、
伝
統
的
会
計
に
よ
っ

て
反
擾
さ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
ヤ
ヌ
ス
の
両
面
に
も
似
た
二
面
的
性
格
を

備
え
て
い
る
。
そ
の
限
り
、
プ
レ
イ
の
主
張
は
、
政
府
に
よ
る
社
会
的
総
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ね
　
　
も

本
統
制
と
い
う
、
い
わ
ば
上
か
ら
の
一
律
的
立
場
か
ら
す
る
ス
ト
ー
ン
の
主

　
　
　
　
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

張
と
は
、
異
る
局
面
に
お
い
て
打
出
さ
れ
、
個
々
に
異
る
反
響
を
う
け
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
ゆ
え
に
我
々
が
、
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
を
検
討
す
る
に
際
し
て
、

プ
レ
イ
の
主
張
を
支
持
す
る
個
別
資
本
の
系
列
を
探
り
出
す
こ
と
は
、
ス
ト
」

ー
ン
の
主
張
に
見
ら
れ
る
政
府
一
社
会
的
総
資
本
の
意
図
と
、
い
か
な
る
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
う
　
　
も

別
資
本
の
意
図
と
が
一
致
す
る
か
を
、
い
わ
ば
下
か
ら
分
析
す
る
こ
と
に
外

な
ら
ず
、
か
く
て
、
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
を
取
扱
う
議
論
の
、
ま

た
社
会
会
計
自
体
の
現
在
の
役
割
を
評
価
す
る
上
で
の
重
要
な
手
が
か
り
が

得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
小
論
は
、
み
ぎ
の
問
題
意
識
、
す
な
わ
ち
、
一
、
伝
統
的
企
業
会

計
へ
の
批
判
論
と
し
て
、
会
計
学
と
経
済
学
の
交
渉
の
現
在
で
の
展
開
と
し

て
、
二
、
背
景
と
な
る
個
別
資
本
の
系
譜
と
の
関
係
に
満
て
、
プ
レ
イ
学
説

の
検
討
を
行
い
、
こ
の
面
か
ら
二
つ
の
会
計
の
連
関
論
の
性
格
を
吟
味
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
分
析
の
順
序
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

（
註
－
）

企
業
会
計
に
お
け
る
社
会
会
計
原
理
の
導
入

二
つ
の
会
計
の
連
関
付
け
の
意
義
と
反
対
論

社
会
会
計
原
理
導
入
の
背
景
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約
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冒
8
目
。
噌
、
≧
8
ロ
巨
ぎ
㎝
図
。
。
。
。
碧
。
7
〈
。
デ
ど
冥
。
』
し
昌

　
　
μ
O
軌
9

　
　
ス
ト
ー
ン
等
は
、
標
本
と
し
て
選
ば
れ
た
企
業
の
会
計
数
値
を
社
会
会
計
方

　
　
式
に
よ
っ
て
求
め
、
こ
れ
か
ら
企
業
部
門
全
体
の
数
値
を
推
計
す
る
方
法
を

　
　
唱
導
し
て
い
る
。
か
く
す
る
こ
と
に
よ
り
現
在
行
わ
れ
て
い
る
間
接
推
計
法

　
　
よ
り
正
確
、
安
価
、
迅
速
等
の
長
所
が
あ
る
。

（
註
3
）
閃
・
ω
』
・
睾
．
弓
冨
§
・
貫
。
暮
巨
。
趙
臨
臼
》
．
H
置
P
、
冨
Φ
匪
§
毒
晋
G
q

　
　
冒
。
。
。
。
♂
炉
．
H
O
部
9
、
司
。
昌
国
器
亀
。
。
冒
ぎ
。
。
暮
鼠
昌
σ
Q
日
冨
蓑
．
H
O
器
曽
．
目
ぽ
訂
8
〒

　
　
嘱
。
§
8
口
。
h
＞
。
8
日
田
9
．
H
O
鶏
・

（
註
4
）
臼
・
日
●
≦
冨
①
辱
噂
．
国
8
高
邑
。
。
。
⇔
巳
》
。
8
巨
富
コ
㎝
魑
．
唱
・
お
為
ひ
・
O
『
卜
。
亀

　
　
．
国
碧
象
。
爵
亀
蜜
＆
。
目
》
8
8
ロ
け
ぎ
㎝
目
冨
自
ざ
．
。
舞
＄
ξ
冨
．
じ
d
舘
ざ
H
●
参
照

　
　
江
村
稔
助
教
授
「
会
計
学
と
経
済
学
」
新
会
計
実
務
講
座
第
一
巻
「
会
計
原

　
　
理
」
所
載
参
照
。

（
註
5
）
臼
』
』
巨
｝
㎝
り
、
臣
①
国
。
自
。
巳
。
。
・
。
h
≧
8
昌
H
護
導
．
H
露
。
・

（
註
6
）
ω
落
子
ρ
。
毛
8
切
琶
暴
。
・
同
昌
8
壽
噛
．
O
訂
＆
・
α
・
6
8
8
窟
。
｛
穿
。
・
一
塞
ω

　
　
冑
8
巨
ρ
、
H
O
認
・
渡
辺
、
上
村
訳
「
企
業
所
得
の
研
究
」
。

第
一
章

企
業
会
計
に
お
け
る
社
会
会
計
原
理
の

導
入
の
主
張

　
プ
レ
イ
が
、
企
業
会
計
を
批
判
す
る
基
準
に
置
い
た
社
会
会
計
の
方
式
は
、

国
民
経
済
に
於
け
る
企
業
部
門
の
取
引
を
記
録
表
示
す
る
た
め
の
方
式
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
会
計
に
お
い
て
企
業
部
門
の
方
式
が
、
他
の
部
門

例
え
ば
政
府
部
門
や
家
計
部
門
の
た
め
の
形
式
に
比
し
て
、
企
業
会
計
と
の

同
型
性
ぎ
目
自
動
営
目
が
最
も
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
不
思
議
で
は
な
い
。

　
社
会
会
計
企
業
部
門
の
方
式
は
、
社
会
会
計
形
式
の
企
業
へ
の
適
用
で
あ

っ
て
、
企
業
部
門
で
生
産
さ
れ
た
成
果
と
し
て
の
国
民
生
産
物
の
形
成
、
配

分
、
利
用
の
過
程
を
示
す
取
引
価
値
を
、
ク
イ
ン
ズ
方
程
式
を
原
型
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

三
つ
の
勘
定
、
す
な
わ
ち
、
一
、
生
産
勘
定
、
処
分
勘
定
、
資
本
勘
定
に
配

列
す
る
こ
と
、
二
、
そ
の
際
、
取
引
評
価
の
原
則
を
、
「
国
民
資
本
の
実
物
維

持
」
お
よ
び
国
民
資
源
へ
の
「
付
加
価
値
計
算
」
の
原
則
に
求
め
る
こ
と
、

ま
た
、
経
済
学
的
に
意
味
あ
る
集
計
値
を
求
め
る
上
で
、
水
平
的
ぎ
・
ぎ
巨
巴

な
、
ま
た
垂
直
的
ぐ
窪
一
S
一
な
統
一
性
が
要
請
せ
ら
れ
る
こ
と
が
、
計
算
上

の
基
本
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
、
企
業
部
門
で
用
い
ら
れ

る
社
会
会
計
方
式
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
あ
く
ま
で
社
会
会
計
計
算
そ
れ
自

身
の
た
め
に
作
り
出
さ
れ
た
方
式
で
あ
り
、
こ
れ
を
現
在
、
す
で
に
公
準
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隠
。
・
言
聾
①
慣
行
8
ロ
く
窪
↓
ご
昌
乃
至
仮
定
9
・
・
。
。
二
目
嘗
8
の
確
立
し
た
企
業
会

計
に
導
入
す
る
こ
と
が
、
社
会
会
計
側
の
実
践
的
理
由
な
ら
ば
と
に
か
く
、

企
業
会
計
自
体
に
と
っ
て
何
故
有
用
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
プ
レ
イ
の
こ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
く
、
彼
が
あ
げ

る
理
由
は
、
社
会
会
計
側
の
理
由
と
吃
々
未
分
化
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
混

　
　
　
　
　
　
（
2
）

同
す
ら
見
ら
れ
る
。
強
い
て
企
業
会
計
側
の
理
由
を
探
せ
ば
、
価
格
水
準
の

変
動
な
ら
び
に
生
産
性
の
上
昇
に
直
面
し
て
い
る
現
在
の
企
業
会
計
は
、
そ

の
慣
習
を
再
吟
味
し
変
革
す
べ
き
段
階
に
あ
り
、
法
律
的
色
彩
の
強
い
従
来

か
ら
の
傾
向
を
、
経
済
学
的
論
理
を
加
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
修
正
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
、
こ
の
た
め
に
、
社
会
会
計
の
方
式
を
検
討
し
こ
れ
を
導
入
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
の
で
あ
る
。

　
彼
は
最
初
の
著
作
以
来
、
一
、
社
会
会
計
の
所
得
概
念
、
資
本
概
念
に
よ

っ
て
企
業
利
益
概
念
な
ら
び
に
企
業
会
計
の
資
本
概
念
を
批
判
し
、
所
得
測

定
原
理
を
社
会
会
計
の
そ
れ
に
徹
う
べ
き
こ
と
、
二
、
社
会
会
計
の
勘
定
形

式
を
企
業
会
計
に
適
用
し
、
そ
の
形
式
的
原
理
と
す
る
こ
と
、
三
、
企
業
会

計
に
お
い
て
も
統
一
性
を
保
た
し
む
べ
き
こ
と
の
三
点
を
｝
塗
し
て
提
唱
し

て
い
る
。

　
ま
ず
第
一
の
企
業
利
益
概
念
の
検
討
に
つ
い
て
、
プ
レ
イ
は
、
企
業
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
ス
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
　
　
イ
ン
プ
ッ
ト

を
企
業
の
経
済
的
有
効
性
の
験
定
物
で
あ
り
、
当
期
の
生
産
額
と
投
入
額
で

あ
る
と
定
義
す
る
。
こ
の
生
産
題
お
よ
び
投
入
額
の
評
価
原
則
は
、
社
会
会

　
　
　
　
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

計
と
企
業
会
計
で
は
二
点
に
お
い
て
根
本
的
に
異
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一、

ﾐ
会
会
計
は
「
生
産
さ
れ
た
付
加
価
値
く
巴
器
下
士
巴
を
計
上
し
、
他

方
企
業
会
計
は
「
収
益
す
な
わ
ち
実
現
さ
れ
た
販
売
額
か
ら
の
利
益
」
を
計

上
す
る
こ
と
、
二
、
社
会
会
計
が
「
現
存
時
価
。
霞
器
財
§
降
g
旦
8
」
に

よ
っ
て
投
入
物
を
評
価
計
上
す
る
に
対
し
て
、
企
業
会
計
は
企
業
が
実
際
に

支
出
し
た
「
歴
史
的
原
価
試
。
・
8
腎
巴
8
ω
ご
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
特

徴
的
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
第
一
点
は
、
販
売
額
と
こ
れ
に
対
応
す
る
費
用
を
対
照
表
示
す

る
企
業
会
会
計
の
損
益
計
算
書
形
式
に
代
え
て
、
発
生
し
た
生
産
額
と
こ
れ

に
対
応
す
る
投
入
額
を
対
照
表
示
す
る
社
会
会
計
の
生
産
勘
定
を
導
入
す
る

プ
レ
イ
の
主
張
の
伏
線
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
と
の
勘
定
形
式
の
議

論
に
廻
そ
う
。

　
プ
レ
イ
が
企
業
利
益
概
念
の
検
討
に
際
し
て
、
特
に
彼
の
初
期
の
著
作
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

あ
る
「
利
益
の
測
定
」
冒
①
二
二
・
ヨ
①
巳
亀
℃
岩
聖
に
於
い
て
強
調
す
る
の
は
、

第
二
の
点
、
す
な
わ
ち
、
費
用
評
価
に
関
す
る
現
行
企
業
会
計
方
式
就
中
貨

幣
的
公
準
を
採
用
す
る
こ
と
の
欠
陥
で
あ
る
。
企
業
利
益
の
検
討
が
な
さ
れ

た
第
一
の
目
的
は
、
戦
後
、
特
に
一
九
四
八
年
頃
か
ら
顕
著
と
な
っ
た
イ
ギ

リ
ス
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
於
け
る
二
つ
の
会
計
の
対
照
で
あ
る
と
言

っ
て
過
言
で
は
な
い
Q

　
プ
レ
イ
は
、
現
に
企
業
会
計
に
於
い
て
、
企
業
の
実
物
資
本
す
な
わ
ち
固
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社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

定
資
産
、
棚
卸
資
産
費
用
評
価
に
際
し
て
、
原
価
主
義
を
採
用
し
、
貨
幣
価

値
変
動
に
対
応
す
る
調
剤
計
算
を
と
ら
な
い
こ
と
が
、
企
業
利
益
を
し
て
イ

ン
フ
レ
利
、
潤
を
含
ま
し
め
、
企
業
の
生
産
活
動
の
成
果
を
示
す
も
の
た
り
得

な
い
原
因
で
あ
る
こ
と
を
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ア
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
勅
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

会
計
士
協
会
勧
告
書
の
第
九
款
、
「
固
定
資
産
の
減
価
償
却
」
に
関
す
る
項
を

引
用
し
て
、
説
明
を
加
え
て
い
る
。
以
下
「
利
益
の
測
定
」
か
ら
か
か
る
プ

レ
イ
の
説
明
を
引
用
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
（
6
）

「
こ
の
接
近
法
に
お
い
て
な
さ
れ
た
一
般
的
立
場
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

『
貸
借
対
照
表
に
示
さ
れ
る
額
は
、
そ
れ
ら
の
実
現
価
値
も
し
く
は
更
新
価

値
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
通
常
は
そ
れ
ら
の
歴
史
的
記
録
か
ら
減
価

償
却
あ
る
い
は
減
耗
に
よ
っ
て
引
当
て
ら
れ
た
額
を
控
除
し
た
額
を
意
味
す

　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
プ
ラ
イ
ア
タ
ー

る
。
』
　
か
く
て
会
計
は
必
然
的
に
出
資
資
本
家
の
興
味
に
関
係
し
、
暗
黙
の

裡
に
、
固
定
資
産
に
投
下
さ
れ
た
貨
幣
資
本
の
推
持
を
行
う
こ
と
、
収
益
か

ら
全
貨
幣
費
用
を
終
局
的
に
回
収
す
る
こ
と
の
二
点
を
期
待
す
る
途
を
と
る
。

こ
の
実
践
的
解
決
法
は
、
相
対
的
に
安
定
的
な
価
格
の
時
期
に
発
展
し
、
叉

歴
史
的
に
は
資
本
主
に
よ
っ
て
企
業
の
出
資
さ
れ
た
貨
幣
資
本
を
保
有
す
る

こ
と
に
関
す
る
法
規
制
に
、
部
分
的
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と

　
　
　
　
　
　
（
8
）

は
困
難
で
は
な
い
」
。
「
我
々
が
仮
に
貨
幣
価
値
の
相
対
的
安
定
期
に
な
お
生

存
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
つ
い
て
言
う
べ
き
必
要
は
少
い
。
事
態
が

転
換
し
、
特
に
上
昇
す
る
諸
物
価
に
当
面
し
て
、
こ
の
伝
統
的
な
会
計
的
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

近
が
支
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
極
め
て
疑
わ
し
い
L
。

こ
こ
に
於
い
て
彼
は
、
「
こ
の
全
般
的
分
析
（
社
会
会
計
を
指
す
。
筆
者
）
は

　
　
　
　
　
コ
ン
シ
ス
チ
ン
シ
イ
ほ

企
業
と
決
し
て
一
貫
性
を
も
た
な
い
も
の
で
は
な
い
。
純
粋
経
済
学
者
に
よ

っ
て
展
開
さ
れ
た
実
物
資
本
維
持
の
概
念
は
、
企
業
の
厚
生
に
と
っ
て
最
大

の
重
要
性
を
も
つ
。
こ
の
こ
と
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
怖
し
い
影
を
投
げ

か
け
る
経
済
的
不
安
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
世
界
に
お
い
て
と

　
　
　
　
（
1
0
）

く
に
著
し
い
」
と
推
論
し
、
企
業
会
計
慣
行
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し

て
社
会
会
計
を
考
え
、
こ
れ
を
導
入
す
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
減
価
償
却
の
問
題
は
社
会
会
計
企
業
部
門
の
方
式
で
は
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

様
に
取
扱
わ
れ
る
か
。
以
下
に
、
「
社
会
会
計
の
標
準
体
系
」
で
用
い
ら
れ
て

い
る
用
法
を
引
用
し
よ
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
当
期
の
生
産
に
用
い
ら
れ
た
固
定
資
産
の
消
尽
に
関
す
る
要
素
を
補
填
す

る
こ
と
が
減
価
償
却
の
目
的
で
あ
り
、
減
価
償
却
引
当
金
が
計
算
さ
れ
た
年

度
に
お
け
る
固
定
資
産
の
取
替
費
用
　
　
技
術
変
動
の
要
素
を
考
慮
し
て

一
が
計
上
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
。

　
か
く
て
、
プ
レ
イ
に
よ
っ
て
減
価
償
却
に
関
す
る
二
つ
の
会
計
が
比
較
さ

れ
、
過
去
の
歴
史
的
原
価
に
量
る
伝
統
的
会
計
方
法
は
「
回
顧
的
方
法
」

げ
9
舞
蓄
巳
一
8
匠
轟
で
あ
り
、
時
価
乃
至
取
替
原
価
に
よ
る
社
会
会
計
の
方
法

は
、
よ
り
「
未
来
展
望
的
方
法
」
臣
目
蓄
巳
♂
。
宏
お
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
つ

　
　
　
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
　
イ
ン
カ
ム

て
後
者
が
経
済
的
所
得
計
算
．
を
行
う
上
で
優
れ
て
い
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
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以
上
の
固
定
資
産
に
対
す
る
取
扱
い
上
の
主
張
は
、
投
機
的
保
有
の
動
機

に
基
く
も
の
で
な
い
一
切
の
棚
卸
資
産
に
対
し
て
も
同
様
に
行
わ
れ
る
。
け

一
だ
し
、
ブ
ソ
イ
に
よ
れ
ば
、
投
機
的
動
機
に
よ
っ
て
保
有
せ
ら
れ
る
以
外
の

一
切
の
棚
卸
資
産
は
、
企
業
の
正
常
な
生
産
活
動
を
言
行
す
る
上
で
技
術
的

に
必
要
な
恒
常
在
高
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
と
こ
ろ
で
棚
卸
資
産
評
価
に
つ
い
て
、
上
記
勧
告
書
は
、
「
原
価
基
準
を
原

価
叉
は
時
価
の
何
れ
か
低
い
価
格
」
と
定
め
、
か
つ
測
定
上
の
継
続
性
が
守

ら
る
べ
・
き
こ
と
の
み
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
立
場
は
プ
ソ
ィ
に

よ
れ
ば
、
「
純
粋
に
会
計
的
見
地
に
関
す
る
か
ぎ
り
更
新
の
問
題
は
生
じ
な

（
1
4
）

い
」
と
断
ぜ
ら
れ
る
。
こ
の
様
な
企
業
会
計
の
棚
卸
資
産
原
価
の
評
価
方
法

は
、
企
業
の
棚
卸
資
産
に
対
す
る
投
下
貨
幣
資
本
を
回
収
せ
し
め
る
に
す
ぎ

ず
、
ラ
ス
ト
コ
ス
ト
叉
は
期
末
時
価
で
棚
卸
資
産
原
価
を
計
上
し
、
以
て
生

産
能
力
の
基
礎
と
し
て
の
棚
卸
資
産
を
実
物
的
に
維
持
す
る
社
会
会
計
の
評

価
方
法
と
は
ま
さ
に
対
照
的
で
あ
る
こ
と
、
か
く
て
勧
告
書
で
代
表
さ
れ
る

伝
統
的
会
計
方
法
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
企
業
利
益
は
、
歴
史
的
原
価
と
時

価
と
の
差
額
た
る
イ
ン
ヴ
ェ
ン
ト
リ
及
び
先
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
生
じ
た

キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
を
含
む
彪
大
な
額
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
か
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ダ
　
キ
ャ
ピ
タ
リ
ゼ
ニ
シ
ョ
ン

る
事
態
は
必
然
的
に
、
産
業
資
金
の
澗
渇
、
企
業
の
過
小
資
本
化
を
招

く
こ
と
が
各
所
に
説
明
さ
れ
る
。
勿
論
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
伝
統
的

会
計
学
者
の
筆
者
は
、
利
益
の
測
定
と
は
別
個
に
慎
重
な
財
務
政
策
に
よ
つ

　
　
　
　
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

て
解
決
す
る
立
場
・
を
と
ろ
う
と
す
る
。
プ
レ
イ
は
か
か
る
論
者
に
つ
い
て
は
、

正
確
な
利
益
測
定
の
問
題
を
回
避
す
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
彼
は
、
社
会
会
計
の
所
得
計
算
の
背
後
に
あ
る
「
実
物
資
本
維
持
」

冨
巴
＄
や
上
巴
目
鉱
暮
。
ロ
p
ロ
o
o
の
概
念
と
轟
轟
菓
会
計
の
企
曲
筆
利
益
計
算
の
背
後

に
あ
る
「
拠
出
貨
…
幣
資
本
維
持
」
の
概
念
と
を
対
置
し
、
結
論
と
し
て
国
民

経
済
的
に
意
義
あ
る
前
者
の
方
式
に
依
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
か
か
る
提
唱
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ア
ン
ド
ウ
ェ
ー
ル
ズ

勅
許
会
計
士
協
会
勧
告
書
第
十
二
款
「
物
価
水
準
の
上
昇
と
会
計
」
に
示
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

れ
た
、
伝
統
的
会
計
学
者
の
立
場
に
抵
触
し
、
こ
れ
を
完
全
に
対
立
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
プ
レ
イ
は
か
か
る
伝
統
的
立
場
に
対
抗
し
て
、
社
会
会
計
の
資
本
維
持
原
　
　
一

理
を
倣
い
つ
つ
、
企
業
自
体
の
実
物
資
本
維
持
の
主
張
を
強
く
打
出
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
次
に
第
二
の
提
案
で
あ
る
勘
定
形
式
の
問
題
を
見
よ
う
。

　
プ
レ
イ
が
社
会
会
計
の
勘
定
形
式
を
導
入
す
る
所
以
は
、
一
九
四
八
年
の

　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ル
ー
・
エ
ン
ド
・
フ
ェ
ア

英
国
会
社
法
の
規
定
す
る
企
業
会
計
の
勘
定
設
計
原
理
が
、
「
真
実
、
公
正
」

に
尽
き
、
形
式
理
論
を
欠
く
こ
と
、
か
く
て
こ
れ
に
「
論
理
的
」
科
学
的
性

質
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営
管
理
上
の
要
請
を
附
し
、
併
せ
て
社
会
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

経
済
的
意
義
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の

目
的
が
提
唱
さ
れ
る
新
し
い
勘
定
が
、
社
会
会
計
の
「
生
産
勘
定
」
並
び
に



　
　
　
　
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

「
資
本
勘
定
」
に
徹
っ
た
「
生
産
勘
定
」
お
よ
び
「
資
本
変
動
勘
定
」
に
外

な
ら
な
い
。
プ
レ
イ
は
社
会
会
計
の
勘
定
体
系
が
「
会
計
学
の
純
粋
理
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ミ
ニ
マ
ム
・
エ
レ
メ
ン
ト
た
る
『
所
得
』
、
『
貯
蓄
』
、
『
投
資
』
を
含
む
」
故

に
、
企
業
会
計
に
と
っ
て
も
有
用
な
分
析
道
具
で
あ
っ
て
、
慣
用
的
な
損
益

計
算
書
と
貸
借
対
照
表
か
ら
成
る
従
来
の
企
業
の
勘
定
体
系
に
「
漸
し
い
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

格
を
与
え
、
か
っ
て
そ
れ
を
よ
り
シ
ャ
ー
プ
に
す
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
生
産
勘
定
を
見
る
。
こ
の
勘
定
は
、
企
業
会
計
の
損
益
計
算
書
か
ら

そ
の
営
業
部
門
を
独
立
せ
し
め
、
更
に
之
を
「
生
産
報
告
堂
目
」
に
修
正
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
期
の
販
売
額
に
棚
卸
資
産
増
加

（
減
少
）
を
加
減
す
る
こ
と
に
よ
つ
℃
当
期
生
産
額
を
確
定
し
、
そ
れ
に
対

応
す
る
投
入
額
－
1
費
用
を
時
価
に
よ
っ
て
表
示
し
、
以
て
企
業
の
付
加
価

値
額
を
計
上
す
る
こ
と
が
修
正
の
主
目
的
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
付
加
価
値
と

　
ネ
ッ
ト
イ
ン
カ
ム

は
純
所
得
を
意
味
し
、
生
産
セ
ン
サ
ス
や
社
会
会
計
等
の
外
部
統
計
に
お
い

て
は
用
い
ら
れ
る
が
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
企
業
利
益
計
算
に
お
い
て

は
未
だ
行
わ
れ
な
か
っ
た
方
式
で
あ
る
。
プ
レ
イ
は
、
社
会
会
計
の
方
法
が

そ
の
実
現
と
は
無
関
係
に
当
期
の
生
産
額
の
発
生
を
認
知
計
上
す
る
「
生
産

発
生
基
準
」
に
立
つ
に
対
し
て
、
企
業
会
計
の
方
法
は
、
生
産
の
発
生
と
は

無
関
係
に
、
販
売
時
点
に
お
い
て
収
益
を
認
知
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ス
ト
オ
ブ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

に
対
応
せ
し
め
ら
れ
る
費
用
は
、
「
生
産
さ
れ
た
財
貨
の
費
用
」
で
は
な
く
、

　
コ
ス
ト
　
オ
ブ
　
　
セ
　
ル
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

「
販
売
高
の
費
用
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
企
業
会
計
に
お
い
て
利
益
の
生

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
や

産
よ
り
も
そ
の
実
現
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
、
企
業
会
計
自
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

商
人
的
伝
統
に
由
来
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
か
く
て
、
生
産
活
動
の
象
徴
と
し
て
企
業
利
益
を
考
え
る
場
合
に
は
、
生

酒勘産生

4・生　　　産

　i財貸用役売上　　　X
　ii〔減〕変動的財貨用役購入XX

5・棚卸資産形成（増一加算）　　X

　　　　　　　（三一減算）

6・〔減〕固定的財貨用役購入　　X

／／／

／ X

L労　　働
　i直接的労働
ii補助的労働
iii販売的労働
iv管理的労働

2・資　　本

i地代・家賃
ii減価償却費

x

xx
x

xx

x

x
iii実物資産に対する賃料　X　X

3．生産利益 i弟
兄
諸
要
素
の
組
織
と
利

用
の
結
果
創
造
さ
れ
た

付
加
価
値
を
ま
ず
計
上

し
、
つ
い
で
、
オ
ー
ヴ

ァ
ヘ
ッ
ド
コ
ス
ト
等
の

分
配
分
を
控
除
し
、
然

の
後
、
そ
の
最
終
的
分

配
分
で
あ
る
生
産
利
益

を
表
示
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
一
貫
し
て
提
唱

す
る
の
で
あ
る
。

　
謙
っ
て
、
こ
の
提
唱

の
原
型
で
あ
る
社
会
会

計
企
業
部
門
に
お
け
る

生
産
勘
定
自
体
の
目
的

は
、
企
業
の
生
産
し
た

限
り
の
粗
国
民
生
産
物
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社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

1・固定資産への支出

　i有形固定資産

　ii無形固定資産

2・繰延資産の増加（又は減少）

3・棚卸資産の増加（又は減少）

4・残高超過貯蓄

1・資　本　損　失

2・臨時の取引による損失

3・不　良　債　権i

4・過去の所得の修正

5・残高　利得残高

資　本　変　動　勘　定

（i）貯蓄と資産形成

　
X
X
X
一
X
　

X
盈

L留保所得　　　　 X
2・処分済所得（償還積立金および準備金）XX

3・減価償却貴引当金　　　　　　　　X

4．価格変動調正額（増又は減）　　　　XX

5・棚卸資産価格変動修正額（増又は滅）　X

6・残高超過資産形成　　　　　　　　　X

　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓋

（ii）資本利得と損失

X
X
X
X
一
X
X
X
＝

1・資本利得
2・臨時の取引による資本利得

3・過去の所得の修正

4・残高　損失残高

（iii）長期資金変動
1・証券投資（新規支出一加算，売却一減算：）X

2・長期貸付金（新規貨付一加算：，返還一減算）X

　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

3・残高一導入された資金

1・短期債権変動（増又は減）

　i短期貸付
　ii売　掛　金

iii未　収　金

2・短期証券投資

3・貨幣残高増加

4・運転資本減少

（iv）

　　　　　　　　　　（v）

1・資本利益及び直接利得への課税調正

2：過去の税金への調正

3・残高貸方残高

X
X
X
一
X
【
X
＝

　　　　　1・資本（新規払込一加算，払房一減算）　X

　　　　　2・長期借入金（新規借入一加算，返還一減算）X

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

盈　　　3・残　　　高　　　　　　　　　　　　21L

X　　l　X運転資本変動

　
　
X
X
X
X
皿
X
＝

X
X
X
一

1・短期債務変動（増又は減）

　i短期借入金

　ii買　掛　金

iii未払費用
iv未払配当・利子

2・貨幣残高の減小

3，残高運転資本増加

税金の修正および積立金，繰延負債の変動

X　　　　1・積立金変動額（増又は減）

X　　　2・繰延負債変動額

x　　L

X　　　　3・残高借方残高

盈
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X
X
X
一
X
」

X
X
X
X

X
　
X
一
X
　
X
【
X
」
　



　
　
　
　
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

の
確
定
計
算
で
あ
っ
て
、
貸
方
に
、
当
期
の
販
売
額
に
棚
卸
資
産
増
（
減
）
額

を
加
（
減
）
し
た
粗
生
産
額
、
借
方
に
こ
れ
に
対
応
す
る
費
用
で
あ
る
利
潤
等

の
要
素
所
得
支
払
額
と
減
価
償
却
費
の
合
計
た
る
粗
国
民
所
得
を
計
上
す
る

慣
行
的
形
式
を
と
る
も
の
で
あ
る
。

　
プ
レ
イ
の
提
唱
に
か
か
る
生
産
勘
定
は
、
原
型
で
あ
る
社
会
会
計
企
業
部

門
の
そ
れ
と
全
く
同
一
で
は
な
い
。
右
の
図
に
見
る
よ
う
に
財
貸
用
役
の
購

入
や
賃
金
等
の
一
切
の
費
用
を
変
動
的
、
固
定
的
の
基
準
に
よ
っ
て
分
割
し
、

叉
労
働
と
い
う
範
疇
の
中
で
、
直
接
的
労
働
、
補
助
的
労
働
等
に
細
分
し
て

居
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
が
生
産
勘
定
を
た
ん
に
経
済
的
範
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

と
い
う
に
留
ま
ら
ず
管
理
目
的
と
く
に
動
態
分
析
に
役
立
た
し
め
る
意
図
か

ら
来
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
今
一
つ
導
入
さ
れ
た
資
本
変
動
勘
定
を
見
る
。
こ
の
勘
定
は
、
社
会
会
計

企
業
部
門
の
方
式
に
あ
っ
て
は
、
処
分
勘
定
か
ら
の
企
業
部
門
貯
蓄
と
生
産

勘
定
で
計
上
さ
れ
る
国
民
投
資
を
対
照
し
、
国
民
資
本
に
付
加
さ
る
べ
き
当

期
の
蓄
積
の
大
い
さ
と
、
そ
の
資
金
的
調
達
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ピ
タ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト

原
型
で
あ
る
社
会
会
計
企
業
部
門
の
こ
の
勘
定
は
、
「
資
本
勘
定
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
企
業
会
計
で
は
、
従
来
こ
の
よ
う
に
カ
レ
ン
ト
な
会
計
主
体
の

経
済
活
動
と
ス
ト
ッ
ク
と
を
つ
な
ぐ
物
が
な
く
、
右
の
要
求
は
僅
か
に
比
較

貸
借
対
照
表
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
充
さ
れ
て
い
だ
の
で
あ
る
。

　
プ
レ
イ
が
企
業
会
計
に
こ
の
勘
定
を
導
入
す
る
所
以
は
、
現
代
の
企
業
に

お
け
る
資
産
形
成
活
動
、
と
く
に
設
備
資
産
形
式
活
動
、
な
ら
び
に
資
金
調

達
活
動
の
重
要
性
で
あ
る
。
社
会
会
計
に
お
い
て
、
一
国
全
体
と
し
て
右
の

勘
定
を
統
合
し
た
資
本
勘
定
は
、
国
民
的
集
計
の
結
果
、
当
期
問
中
新
規
に

行
わ
れ
た
国
内
の
債
権
、
債
務
関
係
は
相
殺
さ
れ
、
一
国
全
体
の
貯
蓄
・
投

資
の
実
物
的
恒
等
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
個
々
の
企
業
に
お
い
て
は
、
投
資

・
貯
蓄
は
必
ず
し
も
恒
等
関
係
に
は
な
い
か
ら
、
個
々
の
資
本
変
動
勘
定
は
、

他
の
会
計
主
体
に
よ
っ
て
調
達
叉
は
提
供
さ
れ
る
超
過
投
資
（
又
は
貯
蓄
）

が
計
上
せ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
企
業
の
一
定
期
間
の
資
本
変
動
そ
の
も
の
は
、

実
物
的
資
本
形
成
、
貯
蓄
以
外
に
、
他
の
会
計
主
体
と
の
間
に
行
わ
れ
た
長
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
8
6

期
、
短
期
の
資
金
的
取
引
を
も
含
ん
で
い
る
。
な
お
又
、
企
業
の
資
本
を
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

動
せ
し
め
る
要
因
は
、
当
期
に
留
保
さ
れ
た
所
得
、
す
な
わ
ち
企
業
貯
蓄
や

生
産
勘
定
か
ら
振
替
え
ら
れ
た
減
価
償
却
費
引
当
金
だ
け
で
は
な
く
、
キ
ャ
　
，

ピ
タ
ル
・
ダ
イ
ン
（
叉
は
ロ
ス
）
や
過
去
の
税
金
へ
の
修
正
額
の
如
き
、
非

経
常
的
な
資
金
を
も
含
ん
で
い
る
。
ゆ
え
に
之
等
一
切
の
資
金
の
流
入
額
な

ら
び
に
之
等
の
資
金
源
泉
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
設
備
投
資
を
始

め
と
す
る
一
切
の
投
融
資
を
、
適
宜
に
小
区
分
し
て
配
列
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
会
計
・
蛇
体
の
資
本
変
動
活
動
の
資
金
分
析
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
た
め

右
図
に
み
る
様
に
、
プ
レ
イ
の
資
本
変
動
勘
定
は
、
原
型
で
あ
る
社
会
会
計

企
業
部
門
の
資
本
勘
定
に
比
し
て
、
資
本
変
動
要
素
を
小
区
分
し
、
ま
た
取



引
の
配
列
に
お
い
て
も
相
当
詳
細
度
を
加
え
て
い
る
と
こ
が
注
目
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
変
動
勘
定
の
中
核
は
、
こ
の
勘
定
の
第
一
の
区

益
で
あ
る
「
資
産
形
成
・
貯
蓄
」
で
あ
っ
て
、
原
型
で
あ
る
社
会
会
計
資
本

勘
定
で
の
主
要
な
集
計
値
の
取
引
を
示
し
て
い
る
が
、
「
長
期
資
金
の
変
動
」
、

「
運
転
資
本
の
変
動
」
、
「
資
本
利
得
お
よ
び
損
失
」
等
々
の
小
区
分
に
お
い

で
、
そ
れ
以
外
の
資
本
変
動
に
影
響
す
る
一
切
の
取
引
が
集
録
、
配
列
さ
れ
、

之
等
の
勘
定
に
お
い
て
、
個
々
に
分
析
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
こ

れ
ら
小
区
分
別
に
示
さ
れ
る
取
引
が
、
当
期
の
資
本
変
動
の
使
途
に
見
合
う

だ
け
の
資
金
の
運
動
を
そ
の
源
泉
別
に
詳
細
に
示
す
こ
と
と
な
る
。

　
以
上
の
構
成
を
も
つ
勘
定
は
、
従
来
の
企
業
の
損
益
計
算
に
欠
け
て
い
た

面
、
す
な
わ
ち
当
期
の
資
産
形
成
の
測
定
と
、
そ
の
資
金
計
算
と
を
補
足
す

る
上
で
意
義
が
あ
る
と
す
る
の
が
プ
レ
イ
が
こ
れ
を
企
業
会
計
に
導
入
す
る

所
以
で
あ
る
。

　
プ
レ
イ
が
か
よ
う
に
企
業
会
計
に
と
っ
て
は
新
規
な
勘
定
を
作
り
、
管
理

会
計
の
資
料
た
ら
し
め
る
の
み
な
ら
ず
進
ん
で
之
を
株
式
会
社
財
務
諸
表
の

一
環
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
所
以
は
、
従
来
の
財
務
諸
表
の
方
式
が
G
・
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
テ
ユ
ワ
　
ド

・
メ
イ
の
掲
げ
る
株
式
会
社
財
務
諸
表
の
重
要
な
用
途
の
申
　
イ
、
　
会
計

シ
ッ
プ

方
の
報
告
‘
p
、
配
当
の
法
的
権
利
の
確
定
　
ハ
、
巳
存
の
投
資
価
値
の
表

示
等
、
株
主
の
た
め
の
慣
行
的
な
報
告
乃
至
資
料
を
提
供
す
る
に
尽
き
、
財

務
政
策
の
基
礎
資
料
、
価
格
や
料
率
規
制
の
基
礎
等
と
し
て
、
経
営
管
理
の
、

　
　
　
　
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

ま
た
社
会
経
済
分
析
の
要
請
に
は
充
分
に
応
じ
得
な
い
こ
と
に
あ
る
。

　
た
だ
し
、
か
よ
う
に
標
準
的
な
生
産
勘
定
、
資
本
変
動
勘
定
を
設
定
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

こ
と
は
、
英
国
四
八
年
会
社
法
で
規
定
す
る
会
計
記
録
以
上
の
要
請
、
な
ら

び
に
従
来
、
上
記
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ア
ン
ド
ウ
ェ
ー
ル
ズ
勅
許
会
計
協
会
勧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

告
書
が
標
準
化
を
む
し
ろ
遷
移
し
て
来
た
慣
用
的
用
法
か
ら
、
相
当
程
度
か

け
離
れ
た
提
唱
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
プ
レ
イ
は
か
か
る
伝
統

的
立
場
に
反
対
し
て
、
社
会
会
計
の
勘
定
形
式
に
倣
う
新
し
い
勘
定
の
設
計

を
提
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
以
上
の
提
案
、
す
な
わ
ち
貨
幣
価
値
変
動
を
捨
象
し
、
生
産
額
・
投

入
額
を
現
在
時
価
で
統
一
的
に
計
上
す
る
こ
と
、
お
よ
び
標
準
化
さ
れ
た
共

通
の
勘
定
形
式
に
よ
っ
て
、
企
業
の
生
産
・
投
入
－
生
産
勘
定
一
、
資

産
形
成
、
資
本
変
動
　
　
資
本
変
動
勧
定
1
を
記
録
す
る
こ
と
は
、
企
業

の
各
期
問
相
互
の
」
叉
、
国
民
経
済
に
お
け
る
個
々
の
企
業
相
互
の
会
計
数

値
の
計
算
ベ
ー
ス
を
垂
直
的
に
統
一
し
一
ぐ
Φ
葺
。
巴
ロ
巳
h
自
誓
曙
一
、
叉

水
平
的
に
統
一
一
げ
9
N
。
昌
白
目
罵
8
巳
け
団
一
し
て
、
夫
々
比
較
可
能
な

も
の
た
ら
し
め
る
結
果
を
も
た
ら
す
。
さ
ら
に
叉
、
付
加
価
値
、
資
産
形
成

等
の
概
念
並
び
に
測
定
基
準
を
以
て
統
一
す
る
こ
と
は
価
外
部
の
統
計
た
と

え
ば
投
入
産
出
表
や
社
会
会
計
と
の
連
繋
を
保
つ
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る

と
述
べ
て
い
る
。

　
か
く
て
、
彼
は
右
の
提
案
が
、
計
算
ベ
ー
ス
を
二
期
ま
た
各
企
業
に
お
い

一87一



　
　
　
　
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

て
異
に
す
る
、
い
わ
ば
異
時
点
的
げ
9
①
串
9
日
号
邑
な
企
業
会
計
数
値
に
対

し
て
集
計
可
能
性
を
与
え
る
反
面
、
統
一
性
と
、
相
互
の
、
ま
た
外
部
統
計

と
の
比
較
性
を
与
え
る
こ
と
に
今
一
つ
の
効
用
が
あ
る
と
い
う
。

註
（
－
）
夫
々
、
団
肝
6
＋
卜
図
嚢
6
＋
勲
勉
川
、
を
会
計
方
程
式
と
す
る
勘
定
。
但

　
　
し
Y
、
0
、
1
、
8
は
夫
々
所
得
、
消
費
、
投
資
、
貯
蓄
を
示
す
。

（
註
2
）
　
か
か
る
個
所
を
挙
げ
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
例
え
ば
卑
帥
ざ
．
ζ
§
－

　
　
娼
邑
巴
8
り
。
ワ
鱒
ρ
雫
留
》
H
↑
．
察
。
。
。
。
ざ
炉
．
㍗
同
◎
。
・
、
冨
。
＄
弓
睾
Φ
鼻
．
Ψ
認
噂

　
　
、
岡
。
臼
国
。
・
器
図
。
。
”
、
℃
・
卜
9
朝
・

（
註
3
）
卑
⇔
ざ
、
冒
①
m
。
。
日
①
冒
①
鼻
．
唄
q
伊
。
ぎ
響
嘱
9
註
。
♪
、
や
H
ひ
南
ρ
な
お
合

　
　
崎
堅
二
助
教
授
「
経
済
会
計
学
序
説
」
参
照

（
註
4
）
　
．
竃
。
器
目
。
ヨ
。
三
。
｛
即
。
印
面
．
H
O
お
・
な
お
、
江
村
稔
助
教
授
「
企
業
利
益

　
　
と
そ
の
測
定
」
会
計
六
十
二
巻
一
号
所
載
参
照

（
註
5
）
．
寓
。
婁
器
ヨ
窪
♂
、
喝
●
ひ
ふ
ひ
s

（
註
6
）
　
勧
告
書
の
立
場
を
指
す
。
9

（
註
7
）
　
引
用
さ
れ
た
勧
告
書
は
．
即
①
8
目
言
。
口
留
島
自
。
昌
＞
8
。
∈
巨
一
冨
α
Q
中
ぎ
。
乾
－

　
　
。
・
・
”
．
臭
－
U
Φ
唱
。
亀
註
8
。
隔
田
図
。
魁
渚
・
・
①
ρ
ξ
目
ず
・
∩
。
昌
亀
。
鴨
爵
。
冒
ω
§
三
①
。
腕

　
　
Ω
げ
碧
§
巴
ぎ
。
8
三
碧
冨
一
昌
穿
㎝
『
巳
知
零
Ω
。
諒
．

（
註
8
）
　
、
蜜
＄
ω
目
①
日
①
鼻
．
喝
●
α
S

（
註
9
）
、
罫
器
臼
①
壽
鼻
、
や
ひ
刈
・

（
註
1
0
）
　
．
竃
雷
の
霞
。
目
8
計
．
や
器
●

（
註
1
1
）
　
．
臣
。
。
上
巳
⇔
聾
N
巴
G
。
遺
。
目
亀
2
薗
臼
ご
髭
一
｝
8
。
巨
け
。
・
”
、
宅
臣
。
・
げ
巴
ξ
o
国

　
　
国
6
ら
．
虞
－
凱
・

（
註
1
2
）
　
、
冨
。
窃
目
。
目
。
鼻
．
唄
ひ
評
e
。
．

（
註
1
3
）
　
、
開
①
8
日
日
。
民
薗
銘
。
炉
．
転
罪
し
ρ
目
黒
く
巴
葛
ぎ
昌
。
｛
功
8
。
紅
昌
－
整
理
9

（
註
1
4
）
　
．
竃
。
器
霞
。
3
8
計
．
思
・
謡
・

（
註
1
5
）
　
．
開
。
8
目
暮
巳
9
。
ぎ
♪
．
塗
画
．
日
7
田
ω
ぎ
σ
Q
甲
冨
卜
。
ぐ
・
『
言
閣
亀
註
象
8

　
　
｝
8
0
口
昌
ジ

（
註
1
6
）

（
註
1
7
）

（
註
1
8
）

（
註
1
9
）

（
註
2
0
）

（
註
2
1
）

、
O
o
日
膏
土
①
ω
日
嗣
。
巳
中
9
g
一
β
．
Q
。
巳
．
。
象
鼠
8
●
H
潔
c
Q
．

．
ぎ
冨
壱
塗
筆
8
層
．
℃
・
ま
凸
O
ら
』
9
㍗
培
ら
．
H
曽
・

、
7
醇
夕
曇
註
§
’
、
男
』
O
・

．
匿
ω
。
。
8
炉
．
℃
』
c
。
●

、
冒
①
器
弓
。
目
。
耳
、
雫
ま
．

．
H
巨
臼
唱
9
銭
。
炉
、
9
・
曽
O
・
〉
。
8
§
θ
ぎ
α
q
u
悔
p
巨
。
ω
・
な
ほ
、
小
論
は

　
　
「
社
会
会
計
と
会
計
と
0
直
接
的
連
関
」
に
問
題
を
限
る
た
め
に
、
応
用
的
な

　
　
プ
レ
そ
の
展
開
で
あ
る
こ
の
問
題
そ
の
も
の
に
は
深
く
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。

（
註
2
2
）
．
ぎ
§
鷹
日
暮
β
．
娼
』
卜
。
●

（
註
2
3
）
　
．
O
。
巨
短
臣
Φ
。
・
冨
毛
騨
巳
℃
冨
。
二
β
、
帥
ぼ
血
．

（
註
2
4
）
　
、
男
①
8
目
ヨ
臼
畠
θ
δ
♪
、
転
騨
く
日
－
岡
。
§
亀
切
巴
9
ロ
8
ω
冨
9
碧
畠
中
。
津

　
　
ロ
。
昌
山
日
。
の
ω
＞
8
0
目
冨
計

第
二
節
　
二
つ
の
会
計
の
連
関
付
け
の
意
義
と
反
対
論

　
プ
レ
イ
の
社
会
会
計
原
理
を
企
業
会
計
に
導
入
す
る
こ
と
の
提
案
は
、
結

局
、
「
企
業
利
益
測
定
原
理
、
な
ら
び
に
勘
定
形
式
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、

ま
た
計
算
お
よ
び
表
示
ベ
ー
ス
に
お
け
る
統
一
性
確
保
に
つ
い
て
、
社
会
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
　

計
と
企
業
会
計
の
間
の
一
貫
性
を
保
持
せ
し
め
る
こ
と
」
と
の
命
題
に
要

約
せ
ら
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
か
か
る
一
貫
性
は
、
プ
レ
イ
の
如
き
会
計
観
に
立
つ
と
き
に
の

み
矛
盾
な
く
成
立
す
る
。
彼
は
、
会
計
原
理
を
一
、
複
式
簿
記
原
理
、
二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
オ
ブ
ア
ピ
リ

会
計
主
体
の
概
念
、
三
、
継
続
企
業
の
概
念
す
な
わ
ち
利
益
稼
得
能
力
の
維

テ
ィ
　

持
、
四
、
計
算
方
法
に
お
け
る
一
貫
性
、
五
、
勘
定
設
計
原
理
と
し
て
の
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

得
及
び
富
の
経
済
学
的
概
念
か
ら
成
る
も
の
と
解
し
て
居
り
、
こ
う
し
た
原

理
を
聾
す
限
り
、
社
会
会
計
と
企
業
会
計
は
、
ま
さ
に
と
も
に
会
計
の
属
に

包
摂
さ
れ
る
同
型
的
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
プ
レ
イ
の
観
念
で
は
二

つ
の
会
計
の
基
準
が
背
離
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
乍
ら
右
の
プ
レ
イ
の
会
計
観
は
直
ち
に
そ
の
ま
ま
一
，
般
化
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
就
中
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
る
の
は
、
利
益
稼
得
能
力
即
ち
継

続
企
業
と
す
る
観
点
で
あ
る
。
プ
レ
イ
の
観
点
は
、
例
え
ば
G
・
0
・
メ
ィ

　
　
　
（
2
）

等
の
少
数
を
除
き
、
例
え
ば
ペ
イ
ト
ン
、
リ
ト
ウ
ル
ト
ン
等
の
正
統
派
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

学
に
よ
る
継
続
企
業
の
解
釈
と
は
ま
さ
に
対
照
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
故
に
こ
こ
に
開
題
で
述
べ
た
問
題
が
改
め
て
提
起
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
本

来
領
域
を
異
に
す
る
二
つ
の
会
計
の
間
に
、
は
た
し
て
か
か
る
一
貫
性
が
成

立
つ
も
の
で
あ
る
か
。
ま
た
問
題
は
、
二
つ
の
会
計
の
調
和
の
主
張
を
越
え

て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
か
。

　
ま
ず
こ
の
問
題
に
対
す
る
社
会
会
計
学
者
の
立
場
を
見
よ
う
。

　
ま
ず
以
て
社
会
会
計
学
者
が
、
企
業
部
門
の
会
計
数
値
を
計
上
す
る
に
際

し
て
、
企
業
部
門
で
一
年
問
に
生
産
的
に
消
費
さ
れ
た
棚
卸
資
産
や
固
定
資

　
　
　
　
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

産
の
取
替
費
用
　
　
ク
イ
ン
ズ
の
所
謂
「
使
用
者
費
用
」
i
を
時
価
で
評

価
す
る
所
以
は
、
元
来
一
国
に
お
け
る
一
年
間
の
実
物
的
生
産
活
動
の
価
値

を
現
在
時
点
の
貨
幣
単
位
で
計
上
し
た
い
と
い
う
、
社
会
会
計
自
身
の
動
機

に
発
し
て
居
る
。
こ
の
た
め
社
会
会
計
で
は
、
国
民
資
本
の
消
尽
分
を
時
価

で
計
上
し
、
粗
生
産
物
か
ら
控
除
す
る
一
方
、
企
業
会
計
で
は
行
わ
れ
な
い

生
産
物
の
発
生
計
算
を
も
試
み
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
会
計
の
試
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ピ
ュ
テ
　

は
、
企
業
会
計
で
は
行
わ
れ
な
い
自
家
消
費
や
金
融
機
関
の
利
子
の
帰
属
推

シ
ョ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ア
ル
ロ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

計
等
と
同
様
に
、
実
物
国
民
生
産
物
の
確
定
計
算
の
立
て
前
上
、
当
然
に
要

請
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
他
の
価
値
計
算
体
系
が
こ
れ
に
倣
う
こ
と
を

予
想
し
た
も
の
で
は
勿
論
な
く
、
況
や
決
し
て
そ
れ
が
個
々
の
義
務
及
至
関

心
を
担
う
と
こ
ろ
の
微
視
的
会
計
主
体
、
た
と
え
ば
企
業
に
お
い
て
、
一
般

に
受
容
さ
る
べ
き
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
た
だ
し
、
社
会
会
計
に
於
い
て
、
実
際
的
に
基
礎
資
料
の
蒐
集
、
調
正
の

任
に
あ
た
る
統
計
学
者
は
、
た
と
え
ば
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
や
フ
ァ
ブ
リ
カ
ン
ト
の

如
く
、
公
表
さ
れ
る
固
定
資
産
の
減
価
償
却
費
お
よ
び
棚
卸
資
産
原
価
の
企

業
会
計
数
値
に
不
満
を
表
明
し
、
こ
れ
の
国
民
経
済
的
数
値
へ
の
修
正
を
試

　
　
　
（
4
）

み
て
お
り
、
ま
た
、
ス
ト
ー
ン
等
の
如
く
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
に
よ
る
直
接

推
計
を
実
施
し
た
い
が
た
め
に
、
二
つ
の
会
計
の
評
価
上
の
コ
ン
シ
ス
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

シ
ィ
ー
の
議
論
を
支
持
す
る
。
言
う
衷
で
も
な
く
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
本

　
も
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

来
実
践
上
の
理
由
、
す
な
わ
ち
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
が
社
会
会
計
に
於
い
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社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

て
正
確
、
安
価
、
容
易
、
迅
速
な
計
算
を
達
成
せ
し
め
る
と
い
う
理
由
か
ら

出
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ロ
ス
ロ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

　
他
方
、
社
会
会
計
の
生
産
勘
定
は
、
粗
国
民
生
産
物
を
最
終
需
要
一
消

費
プ
ラ
ス
投
資
と
、
最
終
供
給
一
要
素
支
払
総
額
プ
ラ
ス
間
接
税
を
バ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ピ
タ
ル
　
フ
ォ
　
メ
ほ

ス
の
形
式
に
お
い
て
表
示
し
、
ま
た
資
本
勘
定
は
、
一
、
国
の
資
本
形

シ
ョ
ン

成
一
投
資
と
、
こ
れ
を
調
達
す
る
過
程
1
1
貯
蓄
を
バ
ラ
ン
ス
の
形
式
に
お
い

て
表
示
す
る
も
の
で
、
社
会
会
計
学
者
が
之
等
の
勘
定
形
式
を
用
い
る
所
以

は
、
夫
々
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
に
お
け
る
集
計
値
す
な
わ
ち
国
民
生
産
物
一
最

終
供
給
、
国
民
所
得
一
最
終
需
要
を
計
上
し
　
・
生
産
勘
定
1
、
二
、
お

な
じ
く
、
国
民
所
得
循
環
に
お
け
る
重
要
構
成
要
素
と
し
て
の
、
就
中
、
国

民
予
算
目
薮
。
匿
一
げ
巳
α
q
9
に
お
け
る
戦
略
的
変
数
と
し
て
の
貯
蓄
・
投
資
を

測
定
す
る
一
資
本
勘
定
　
　
に
あ
る
。

故
に
以
上
の
勘
定
は
、
ま
さ
に
巨
視
的
経
済
診
断
の
用
具
で
あ
っ
て
、
そ
れ

自
体
直
接
に
は
個
々
の
微
視
的
会
計
の
分
析
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は

な
い
。

　
た
だ
し
、
社
会
会
計
学
者
の
う
ち
に
、
た
と
え
ば
、
ス
ト
ー
ン
の
如
く
こ

の
勘
定
体
系
を
微
視
的
な
会
計
主
体
、
た
と
え
ば
企
業
に
適
用
す
る
こ
と
へ

の
期
待
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
先
の
測
定
の
コ
ン
シ
ス
チ
ン
・
シ
イ
ー

の
へ
の
期
待
と
宿
墨
に
、
社
会
会
計
形
式
に
沿
っ
た
企
業
部
門
の
数
値
の
報

告
を
容
易
か
つ
確
実
に
得
た
い
と
の
全
く
の
実
践
的
な
集
計
の
便
宜
に
発
し

　
　
　
（
6
）

て
い
る
。

　
以
上
か
ら
、
社
会
会
計
方
式
が
、
社
会
会
計
学
者
に
よ
っ
て
巨
視
的
計
算

な
る
社
会
会
計
自
体
の
目
的
に
奉
仕
す
べ
く
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
実

用
的
動
機
か
ら
の
み
二
つ
の
会
計
連
関
及
至
統
一
が
要
請
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
ま
ず
明
か
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
プ
レ
イ
の
か
か
る
二
つ
の
会
計
の
調
和
の
主
張
は
、
い
か
な

る
立
場
か
ら
是
認
及
至
支
持
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
。

　
ま
ず
以
て
、
プ
レ
イ
の
提
案
、
と
く
に
第
一
点
、
企
業
利
益
概
念
の
検
討

の
問
題
は
、
単
に
、
二
つ
の
会
計
の
連
関
及
至
交
渉
の
主
題
た
る
に
と
ど
ま

ら
ず
、
一
層
深
い
背
景
を
持
つ
、
す
な
わ
ち
、
会
計
学
と
経
済
学
と
の
間
に
、

と
く
に
最
近
に
は
専
ら
会
計
学
者
の
立
場
か
ら
交
渉
を
喚
起
し
て
来
た
主
題

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
、
プ
レ
イ
の
問
題
提
起
の
会
計
学
的
に
、
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も

は
又
企
業
自
体
に
よ
る
、
下
か
ら
の
意
味
を
明
か
に
す
る
に
先
立
っ
て
、
ま

ず
こ
の
問
題
が
、
「
会
計
学
と
経
済
学
の
交
渉
」
史
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
シ
ャ
ル
イ
ン
カ
ム

　
ま
ず
社
会
会
計
は
、
近
代
経
済
学
の
定
義
に
沿
っ
て
社
会
所
得
を
計
算
す

る
国
民
経
済
計
算
の
一
種
で
あ
り
、
社
会
会
計
が
所
得
計
算
原
理
と
し
て
い

る
、
か
の
実
物
資
本
維
持
原
則
も
、
本
来
、
ピ
グ
ー
、
ピ
ッ
ク
ス
等
に
ょ
っ

　
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

て
、
「
経
済
的
厚
生
」
の
客
観
的
指
標
と
し
て
の
国
民
所
得
を
算
定
す
る
上
で
、

控
除
目
で
あ
る
国
民
資
本
の
使
用
お
よ
び
時
の
経
過
に
基
く
損
耗
価
値
の
計
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（
7
）

算
原
理
と
し
て
、
主
張
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
如
く
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ

る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ピ
グ
三
等
の
経
済
学
的
所
得
計
算
原
理
が
、
会
計
的

イ
ン
カ
ム
　
　
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム

所
得
と
経
済
的
所
得
の
検
討
を
め
ぐ
る
二
つ
の
学
問
の
交
渉
に
お
い
て
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

者
を
主
張
す
る
経
済
学
者
お
よ
び
一
部
の
会
計
学
者
の
主
張
の
原
理
的
根
拠

と
し
て
引
用
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
の
交
渉
自
体
が
、
会
計
的
所
得
と

経
済
学
的
所
得
の
北
目
離
が
顕
著
と
な
っ
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

い
て
、
と
み
に
活
濃
化
し
た
と
い
う
事
実
も
、
二
つ
の
学
問
の
交
渉
過
程
を

知
る
者
に
は
周
知
の
事
柄
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
プ
レ
イ
が
企
業
会
計
に
社
会
会
計
の
所
得
計
算
原
理
を
導
入
せ

　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
お
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

よ
う
と
い
う
彼
の
主
張
の
第
一
点
の
意
義
は
、
結
局
、
「
会
計
学
と
経
膣
…
学
と

も
　
　
も
　
　
カ
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
も
　
　
ね
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

の
交
渉
」
の
、
「
社
会
会
計
と
企
業
会
計
と
の
交
渉
」
の
局
面
で
あ
ら
わ
れ
た

セ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
の
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
わ

主
張
で
あ
る
こ
と
が
理
解
．
さ
れ
る
。

　
他
方
、
企
業
利
益
の
検
討
を
め
ぐ
る
交
渉
史
そ
の
も
の
は
、
こ
れ
を
会
計

学
の
枠
内
か
ら
見
る
と
き
、
企
業
利
益
測
定
原
理
と
し
て
、
伝
統
的
な
取
得

原
価
・
下
穿
に
よ
る
べ
き
か
、
叉
は
取
替
原
価
主
義
及
至
時
価
主
義
に
よ
る
べ

き
か
と
い
う
、
会
計
学
自
体
に
お
け
る
論
争
の
一
つ
の
表
現
で
あ
る
こ
と
は

明
か
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
後
者
す
な
わ
ち
取
替
原
価
及
至
時
価
を
と
る

論
者
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
の
論
理
の
中
核
と
し
て
、
経
済
学
者
の
所
得
、

お
よ
び
資
本
の
概
念
を
引
用
す
る
の
が
常
で
あ
り
、
他
面
、
歴
史
的
原
価
を

主
張
す
る
論
者
は
、
価
値
計
算
の
目
的
お
よ
び
要
請
に
関
す
る
企
業
会
計
固

　
　
　
　
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

有
の
制
度
的
性
格
を
そ
の
論
拠
と
す
る
の
が
常
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
叉
、
プ
レ
イ
を
含
む
一
切
の
経
済
的
所
得
の
支
持
者
及
至
取
替
原

価
・
王
義
者
が
、
正
し
い
所
得
概
念
の
検
討
な
る
原
理
的
要
請
の
外
に
、
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

に
戦
後
の
高
物
価
と
重
税
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
彼
等
の

言
う
正
し
い
所
得
と
、
歴
史
的
原
価
に
よ
っ
て
計
上
さ
れ
た
企
業
利
益
の
差

額
分
を
留
保
す
る
こ
と
、
と
く
に
企
業
内
に
或
は
叉
課
税
所
得
と
せ
ざ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
み

と
、
及
至
、
現
行
の
制
度
の
下
で
の
減
税
を
直
接
に
意
図
し
て
い
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
〔
1
2
）

理
解
に
容
易
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
う
　
　
ぬ
　
　
う
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ら
　
　
も
　
　
り
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
も

　
以
上
の
認
識
を
前
提
と
し
て
、
社
会
会
計
的
所
得
概
念
導
入
の
会
計
的
意

も
　
　
も
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
カ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ら
　
　
う
　
　
も
　
　
う
　
　
し

味
は
、
「
同
一
価
格
水
準
に
お
け
る
収
益
、
費
用
の
期
間
的
対
応
」
と
い
う
、

も
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
つ
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ね
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
も

取
替
原
価
主
義
及
至
時
価
主
義
の
主
張
に
集
約
せ
ら
れ
る
。

　
次
に
第
二
点
、
生
産
勘
定
の
・
王
張
に
つ
い
て
。

企
業
活
動
の
指
標
を
得
る
上
で
、
生
産
活
動
と
販
売
活
動
が
区
別
せ
ら
る
べ

き
こ
と
、
企
業
の
損
益
計
算
書
が
、
販
売
額
と
そ
の
貸
用
の
期
間
的
対
応
を

示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
企
業
の
「
生
産
報
告
書
」
た
り
得
な
い
こ
と
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

て
は
、
夙
に
経
済
学
者
ラ
ッ
グ
ル
ス
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
生
産

額
そ
の
も
の
と
投
入
額
と
を
期
間
的
に
対
応
せ
し
め
、
以
て
企
業
の
生
産
性

、
妻
定
の
会
計
数
値
た
ら
し
め
よ
う
と
い
う
積
極
的
主
張
は
、
最
近
の
「
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

性
会
計
」
の
展
開
に
見
ら
れ
る
。
生
産
性
会
計
の
内
容
は
、
要
約
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ロ
ス
　
プ
ロ
ダ
ク
ツ
　
　
イ
ン
プ
ッ
ト

一、

驪
ﾆ
の
付
加
価
値
生
産
に
関
連
す
る
諸
量
一
総
生
産
物
と
投
入
量
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社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

一
が
同
一
時
点
の
貨
幣
単
位
で
測
ら
れ
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ダ
イ
ン
（
p
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ね
　
　
も

が
排
除
さ
れ
る
た
め
に
、
生
産
活
動
の
能
率
を
表
現
す
る
こ
と
　
　
測
定
の

う
　
　
う
　
　
も

同
次
性
、
二
、
投
入
物
は
、
資
本
用
役
　
　
厳
密
に
い
え
ば
資
本
財
用
役

－
と
労
働
用
役
と
か
ら
成
り
、
労
働
用
役
の
中
に
は
、
物
的
な
生
産
的
労

働
の
み
な
ら
ず
販
売
労
働
な
ら
び
に
経
営
管
理
労
働
を
も
含
み
、
こ
れ
が
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
カ
　
　
も
　
　
わ
　
　
う
　
　
も

加
価
値
の
形
成
要
素
を
な
す
こ
と
1
物
的
生
産
的
労
働
を
基
礎
と
し
な
い

し
　
　
う
　
　
う
　
　
も
　
　
も

生
産
性
測
定
、
三
、
共
通
の
統
一
的
測
定
単
位
お
よ
び
基
準
で
測
ら
れ
る
た

め
、
企
業
で
実
施
さ
れ
る
各
種
の
生
産
方
法
お
よ
び
同
種
企
業
間
の
生
産
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ら
　
　
も
　
　
も

法
の
能
率
・
が
比
較
可
能
で
あ
る
こ
と
i
比
較
可
能
性
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
か
か
る
主
張
と
の
親
近
性
か
ら
、
勘
定
体
系
に
つ
い
て
の
連
関
の
主
張
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
め
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
や
　
　
　
う
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
カ

あ
る
プ
レ
イ
の
第
二
点
、
生
産
勘
定
の
提
唱
は
、
会
計
的
意
味
と
し
て
は
生

う
　
　
カ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
も

産
性
会
計
の
主
張
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
最
後
に
第
三
点
、
資
本
変
動
勘
定
の
主
張
に
つ
い
て
。
こ
の
主
題
に
つ
い

て
は
、
企
業
の
投
資
と
そ
の
資
金
計
算
に
対
す
る
関
心
が
、
ご
く
最
近
に
生

じ
た
も
の
で
あ
り
、
微
視
的
企
業
経
済
学
と
し
て
は
、
し
か
る
べ
き
地
位
を

も
た
な
か
っ
た
こ
と
、
他
方
、
企
業
会
計
に
資
本
変
動
す
な
わ
ち
投
資
貯
蓄

を
計
上
す
る
形
式
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
の
二
点
か
ら
、
経
済
学
と
会
計

学
の
問
に
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
交
渉
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
故
に
、
プ
レ

イ
は
、
二
つ
の
学
問
の
交
渉
史
か
ら
見
れ
ば
、
全
く
薪
し
い
一
視
点
を
提
供

し
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
原
型
が
、
社
会
会
計
の
資
本
勘
定
、
さ

ら
に
そ
の
源
に
脹
れ
ば
、
ケ
イ
ン
ズ
の
投
資
・
貯
蓄
恒
等
式
に
あ
る
と
は
い

え
、
現
在
の
彼
の
会
計
学
上
の
意
図
は
、
投
資
を
め
ぐ
る
各
種
資
金
源
泉
と

運
用
状
況
を
表
示
し
、
企
業
に
お
け
る
資
金
利
用
上
の
検
定
機
構
も
提
供
す

る
に
あ
る
。
そ
れ
故
、
彼
の
資
本
変
動
勘
定
の
現
在
で
の
主
張
は
、
リ
ト
ゥ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ル
ト
ン
が
評
す
る
よ
う
に
、
「
資
金
会
計
と
の
血
縁
関
係
」
を
持
つ
こ
と
は
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
め
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
セ
　
　
　
ヤ

か
で
あ
る
。
か
く
て
、
プ
レ
イ
の
・
画
才
の
第
三
点
、
資
本
変
動
勘
定
を
提
唱

ヨ
　
　
ね
　
　
も
　
　
ね
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
あ
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
し
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ

す
る
会
計
学
無
意
味
は
、
投
資
資
金
会
計
の
主
張
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き

か
・　

さ
て
、
以
上
三
つ
の
会
計
上
の
主
張
、
す
な
わ
ち
、
取
替
原
価
主
義
、
生

産
性
会
計
、
投
資
資
金
会
計
が
、
プ
レ
イ
の
説
明
に
お
い
て
、
は
た
し
て
議

論
の
余
地
な
き
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
以
下
に
検
討
し
よ
う
。

　
ま
つ
第
一
の
取
替
原
価
主
義
の
問
題
に
つ
い
て
。

　
プ
レ
イ
の
企
業
利
益
の
算
定
を
社
会
会
計
的
所
得
計
算
に
よ
っ
て
行
う
べ

し
と
の
主
張
は
、
会
計
学
的
に
は
、
取
替
原
価
主
義
と
取
得
原
価
主
義
の
論

孚
↓
前
者
の
論
理
的
正
当
性
の
主
張
↓
企
業
会
計
の
枠
内
で
の
実
践
可
能
性

の
主
張
と
し
て
本
来
展
開
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
取
替
原
価
主
義
を
と
る
論
者
は
、
通
常
、
こ
れ
に
よ
る
損
益

計
算
書
の
説
明
的
価
値
の
回
復
と
、
当
面
す
る
財
務
的
困
難
を
同
時
に
解
決

し
う
る
こ
と
を
立
て
前
に
、
経
済
学
的
所
得
概
念
刀
正
当
性
を
主
た
る
理
論

的
支
柱
と
し
、
経
営
者
の
更
新
基
金
留
保
の
責
任
、
健
全
財
政
お
よ
び
経
営
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能
率
の
比
較
性
の
保
持
要
求
、
景
気
変
動
へ
の
影
響
の
除
去
、
な
ら
び
に
、

最
後
に
国
民
所
得
会
計
と
の
一
致
の
要
請
を
補
充
的
支
柱
と
し
て
自
ら
の
正

　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

当
性
を
立
証
す
る
。
こ
こ
で
プ
レ
イ
の
論
拠
は
、
主
と
し
て
み
ぎ
の
最
後
の

論
点
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
目
せ
ら
れ
る
。
さ
て
こ
の
取
替
原

価
主
義
の
主
張
は
、
反
対
論
で
あ
る
原
価
主
義
、
す
な
わ
ち
伝
統
主
義
会
計

学
者
の
切
札
の
完
全
な
克
服
を
前
提
と
し
て
通
用
で
き
る
。
こ
の
切
札
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

理
論
的
に
は
、
会
計
学
者
ノ
リ
ス
の
掲
げ
る
次
の
点
、
す
な
わ
ち
一
、
会
計

上
計
算
単
位
と
し
て
の
貨
幣
の
価
値
変
動
は
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
、
二
、
資
本

お
よ
び
利
益
概
念
に
つ
い
て
一
義
的
解
釈
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
、
三
、
過
去

の
取
引
の
記
録
に
対
す
る
客
観
性
の
要
請
を
充
す
べ
き
こ
と
、
四
、
利
益
測

定
と
財
務
政
策
は
別
次
元
に
属
す
る
こ
と
一
以
上
一
言
に
要
約
す
れ
ぽ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ッ
ド
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ

会
計
的
所
得
と
経
済
学
的
所
得
は
別
個
の
聞
題
で
あ
り
、
良
き
会
計
に
お

い
て
、
前
者
の
み
が
追
及
さ
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
取
替
原
価
・
王
義
者
の
修

正
は
、
抽
象
的
計
箕
単
位
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
り
、
叉
実
践
的
に
は
修
正

上
適
切
な
指
数
ふ
資
料
が
得
が
た
い
と
し
て
拒
否
せ
ら
れ
る
。
こ
の
主
張
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

前
記
勅
許
会
計
士
協
会
勧
告
書
の
見
解
を
支
え
る
主
要
な
議
論
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
右
の
原
価
主
義
の
理
論
は
、
よ
り
現
実
的
な
議
論
、
す
な
わ
ち
、

一
、
更
新
資
金
の
過
不
足
は
、
物
価
変
動
以
外
の
資
金
の
再
投
下
事
情
、
と

く
に
技
術
進
歩
の
程
度
に
依
存
す
る
こ
と
、
二
、
制
度
的
反
対
、
た
と
え
ば

税
当
局
の
不
承
認
が
存
在
す
る
こ
と
、
三
、
ス
ラ
ン
プ
期
に
取
替
原
価
主
義

　
　
　
　
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
企
業
が
好
ま
ぬ
こ
と
、
四
、
資
金
増
大
目
的
、
減
税

目
的
は
、
他
の
方
法
、
す
な
わ
ち
、
内
部
留
保
の
増
大
、
税
法
へ
の
イ
ニ
シ

ア
ル
・
ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
夫
々
達
成
で
き
る
こ
と
等
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
英
国
で
の
反
対
論
と
し
て
、
「
ど
の
階
層
が

利
益
を
う
け
、
ど
の
階
層
が
除
外
さ
れ
る
か
」
に
関
す
る
公
平
の
見
地
か
ら

の
反
対
意
見
、
す
な
わ
ち
、
タ
ッ
カ
ー
報
告
の
掲
げ
る
「
他
の
納
税
者
階
層

を
犠
牲
と
し
て
の
企
業
へ
の
優
遇
、
と
く
に
特
定
企
業
へ
の
優
遇
」
に
対
す

　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

る
反
対
論
が
あ
る
。

　
プ
レ
イ
の
意
図
す
る
取
替
原
価
主
義
の
主
張
が
、
会
計
学
的
に
説
得
効
果

を
持
つ
た
め
に
は
、
以
上
の
反
対
論
の
切
札
を
一
々
論
駁
し
、
こ
れ
を
克
服

す
る
過
程
を
当
然
に
必
要
と
す
る
。
か
か
る
過
程
を
省
略
し
、
社
会
会
計
の

所
得
計
算
原
理
と
企
業
の
そ
れ
と
が
一
致
す
べ
き
で
あ
る
と
単
に
要
請
す
る

の
み
で
は
、
充
分
に
説
得
的
議
論
で
あ
る
と
は
云
え
な
い
。

　
つ
ぎ
に
第
二
の
生
産
勘
定
導
入
の
問
題
。

　
生
産
勘
定
の
主
張
は
、
三
点
に
問
題
が
あ
る
。
．
す
な
わ
ち
馬
第
一
は
、
原

型
で
あ
る
社
会
会
計
の
生
産
勘
定
が
、
元
来
、
他
の
巨
視
的
会
計
図
式
、
た

と
え
ば
投
入
産
出
表
に
比
較
し
て
、
極
端
に
単
純
化
さ
れ
た
形
式
で
あ
る
と

い
う
統
合
的
性
格
と
、
生
産
資
本
の
「
使
用
者
費
用
」
す
ら
、
そ
の
一
部
で

あ
る
減
価
償
却
費
し
か
勘
定
の
上
に
表
示
さ
れ
な
い
と
い
う
、
む
し
ろ
生
産

分
析
に
は
不
適
当
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
潤
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社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ら
　
　
ゐ
　
　
ね
　
　
も

発
し
て
、
企
業
の
生
産
性
分
析
を
行
お
う
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
疑
問
で

あ
り
、
第
二
は
、
プ
レ
イ
が
提
唱
す
る
よ
う
な
付
加
価
値
計
算
を
主
た
る
内

容
と
す
る
生
産
性
会
計
一
般
に
つ
い
て
、
経
済
学
上
議
論
の
余
地
な
ぎ
も
の

か
否
か
の
疑
問
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
三
に
は
、
か
か
る
生
産
勘
定
は
、
は
た

し
て
従
来
の
企
業
会
計
の
損
益
計
算
書
の
代
替
物
た
り
得
る
か
と
い
う
問
題

が
あ
る
。

　
第
一
点
に
つ
い
て
、
プ
レ
イ
の
生
産
勘
定
は
、
す
で
に
触
れ
た
様
に
、
社

会
会
計
の
生
産
勘
定
を
分
解
修
正
し
、
よ
り
詳
細
に
生
産
、
投
入
連
関
を
表

示
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
勘
定
の
貸
方
側
に
は
生
産
額
を

掲
げ
、
勘
定
内
部
で
、
他
企
業
か
ら
の
購
入
に
よ
る
投
入
物
ー
ク
イ
ン
ズ

の
所
謂
へ
一
を
、
変
動
的
要
素
、
固
定
的
要
素
別
に
二
度
に
わ
た
っ
て
減

算
し
、
他
方
、
人
的
用
役
の
投
入
に
つ
い
て
は
、
之
を
直
接
的
労
働
、
補
助

的
労
働
、
販
売
的
労
働
、
経
営
管
理
的
労
働
に
細
分
し
て
表
示
す
る
と
い
う
、

ル
　
ル
ス
　
オ
ブ
サ
サ
ム

経
験
的
手
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
応
解
決
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

彼
が
社
会
会
計
乃
至
馬
道
学
と
の
一
致
を
唱
導
し
な
が
ら
、
実
は
原
価
計
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

に
お
け
る
周
知
の
手
法
を
展
開
し
て
い
る
と
の
批
評
が
あ
る
所
以
で
あ
る
。

　
次
に
第
二
の
点
に
つ
い
て
。
投
入
物
が
価
格
変
動
に
よ
っ
て
そ
の
時
価
と

原
価
の
間
に
背
離
が
あ
る
場
合
、
ま
た
実
現
し
た
販
売
額
と
生
産
額
の
間
に

背
離
が
あ
る
場
合
、
企
業
の
生
産
力
の
大
い
さ
を
知
る
た
め
の
第
一
次
的
接

近
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
勘
定
を
管
理
上
用
い
る
こ
と
は
意
味
が
無
い
わ
け

で
は
な
い
。
蓋
し
生
産
勘
定
は
企
業
の
リ
ア
ル
タ
ー
ム
で
の
純
生
産
物
日
付

加
価
値
と
、
生
産
原
価
の
指
標
と
な
り
、
か
か
る
資
料
は
販
売
発
生
基
準
と

貨
幣
的
公
準
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
従
来
の
損
益
計
算
書
か
ら
は
え
ら

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
他
方
、
は
た
し
て
付
加
価
値
な
る
も
の
が
、
企
業
の
生
産
力
の
最

も
端
的
な
指
標
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
経
済
理
論
上
問

題
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
労
働
価
値
説
に
よ
れ
ば
、
企
業
の
物
的

生
産
力
の
価
値
は
、
企
業
で
生
産
過
性
に
保
て
物
的
資
本
と
結
合
せ
ら
れ
る

生
産
的
労
働
者
の
創
造
し
た
価
値
生
産
物
す
な
わ
ち
生
産
的
労
働
者
の
賃
金

と
分
配
部
分
（
不
生
産
的
労
働
者
の
賃
金
、
利
子
、
配
当
、
留
保
利
益
等
）

を
含
む
一
切
の
剰
余
価
値
と
の
和
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
生
産

性
会
計
は
、
か
か
る
厳
密
な
生
産
力
の
指
標
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、

直
接
的
労
働
、
補
助
的
労
働
、
販
売
的
労
働
、
管
理
的
労
働
等
々
、
慣
用
的

に
等
級
付
け
ら
れ
た
「
主
要
費
用
」
　
　
生
産
的
労
働
者
の
賃
金
、
利
澗
分

配
部
分
と
し
て
の
不
生
産
的
労
働
者
の
賃
金
お
よ
び
重
役
等
経
営
者
の
俸
給
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
め
　
　
わ
　
　
セ

な
ら
び
に
資
本
財
の
消
耗
価
値
を
一
切
無
差
別
に
含
む
資
本
家
的
費
用

の
価
格
変
動
修
正
額
を
、
生
産
額
－
当
該
企
業
で
形
成
さ
れ
た
価
値
と
他

企
業
か
ら
の
移
転
部
分
（
生
産
物
の
価
値
と
価
格
の
差
お
よ
び
当
該
企
業
の

生
産
し
た
個
別
的
価
値
と
価
値
と
の
差
を
含
む
）
の
合
計
額
か
ら
控
除
し
た

「
収
益
余
剰
」
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
数
値
は
、
従
来
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の
会
計
の
企
業
利
益
に
比
較
し
て
、
収
益
力
検
定
の
手
段
と
し
て
は
無
意
味

　
　
　
　
　
　
　
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ

で
は
な
い
が
、
併
し
経
済
学
的
会
計
に
よ
る
生
産
性
分
析
と
い
う
立
て
前
か

ら
す
れ
ば
、
企
業
の
物
的
生
産
力
の
測
定
に
は
程
遠
い
も
の
で
あ
る
。
生
産

勘
定
に
よ
る
生
産
性
会
計
の
主
張
は
、
い
ま
だ
不
消
化
で
あ
り
、
充
分
内
在

的
検
討
を
経
た
も
の
と
は
云
え
な
い
。

　
第
三
に
は
、
か
か
る
勘
定
は
、
管
理
会
計
の
資
料
と
し
て
は
　
　
経
済
学

的
会
計
と
し
て
は
と
に
か
く
－
存
在
意
義
な
し
と
し
な
い
が
、
生
産
勘
定

の
設
計
原
理
が
損
益
計
算
書
の
そ
れ
に
代
る
も
の
で
は
な
く
、
況
や
報
告
書

と
し
て
の
損
益
計
算
書
の
代
替
物
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
会
計
が
、
配

当
可
能
利
益
を
算
定
し
之
を
報
告
す
る
義
務
を
本
来
担
う
こ
と
か
ら
当
然
で

あ
る
。

　
他
方
、
生
産
勘
定
の
実
用
的
効
果
は
現
在
の
と
こ
ろ
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

リ
ト
ゥ
ル
ト
ン
は
「
管
理
資
料
と
し
て
有
用
で
あ
り
、
経
済
家
が
大
企
業
の

ス
タ
ッ
フ
と
な
る
将
来
も
近
い
で
あ
ろ
う
」
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
「
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

に
未
だ
慣
行
的
な
会
計
技
術
を
『
改
訂
』
す
る
に
は
至
ら
な
い
」
と
述
べ
、

現
在
に
お
い
て
み
ぎ
の
利
用
が
な
お
一
般
的
で
な
い
こ
と
を
評
し
て
い
る
。

　
第
三
に
資
本
変
動
勘
定
に
つ
い
て
。

　
こ
の
…
勘
定
は
、
投
資
・
貯
蓄
の
測
定
を
重
視
し
、
こ
の
資
料
を
必
須
の
報

告
書
と
し
て
要
請
す
る
反
面
、
資
本
変
動
に
伴
う
資
金
の
源
泉
、
運
用
を
対

照
表
示
す
る
点
で
、
伝
統
的
資
金
会
計
に
接
近
す
る
一
面
を
持
つ
。
ゆ
え
に
、

　
　
　
　
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

資
金
会
計
に
、
「
投
資
・
貯
蓄
」
な
る
経
済
学
的
な
新
し
い
視
点
を
与
え
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

と
に
対
し
て
、
賛
意
を
表
す
る
学
者
も
あ
る
。

　
一
方
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
の
様
な
、
伝
統
的
会
計
学
者
か
ら
す
れ
ば
、
社
会

会
計
に
資
金
会
計
の
原
型
を
求
め
る
理
由
が
理
解
せ
ら
れ
ず
、
か
か
る
態
度

は
「
職
業
と
し
て
の
会
計
を
し
て
、
社
会
会
計
と
の
直
接
的
目
的
に
規
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

れ
た
強
迫
観
念
に
追
い
や
る
も
の
」
と
評
さ
れ
る
。
お
も
う
に
、
プ
レ
イ
の

資
本
変
動
勘
定
導
入
へ
の
内
在
的
説
明
は
必
ず
し
も
充
分
で
は
な
く
、
こ
の

批
判
は
不
当
で
は
な
い
。

　
な
ほ
又
、
会
計
数
値
並
び
に
勘
定
の
統
一
性
に
よ
っ
て
比
較
性
が
得
ら
れ

る
と
の
プ
レ
イ
の
提
言
は
、
か
か
る
数
値
を
公
示
す
る
こ
と
を
大
多
数
の
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

業
が
望
ま
な
い
と
い
う
実
際
問
題
を
全
く
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
り

ト
ゥ
ル
ト
ン
に
よ
っ
て
、
叉
統
一
性
の
問
題
は
企
業
会
計
に
よ
り
も
外
部
統

計
の
側
に
便
宜
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
パ
ー
キ
ン
ス
ン
に
よ
っ
て
評

　
　
（
2
6
）

さ
れ
る
。

　
以
上
か
ら
、
企
業
会
計
に
対
す
る
社
会
会
計
原
理
の
適
用
は
、
従
来
の
会

計
理
論
と
相
距
る
こ
と
少
い
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
展
開
は
決
し
て
必
ず
し
も

充
分
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
他
方
、
「
す
べ
て
を
正
当
化
さ
す
社
会
会
計
の
要

請
」
ー
パ
ー
キ
ン
ス
ン
ー
を
各
所
に
持
込
み
、
社
会
会
計
の
論
理
を
優

先
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
説
得
力
を
弱
め
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
。
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。

（
註
6
）
　
プ
レ
イ
が
か
か
る
目
的
の
た
め
に
著
し
た
書
物
が
あ
る
。
　
．
。
。
8
芭

　
　
b
o
8
ロ
昌
。
。
導
山
国
鵠
ぎ
。
・
・
ロ
国
巨
臼
喝
臥
。
・
o
響
ざ
同
凶
ロ
2
m
自
8
巴
国
0
8
0
目
ど
．
．
ぢ
お
・

（
註
7
）
》
・
ρ
国
。
・
8
”
．
団
。
8
。
巳
。
。
・
亀
翅
σ
臣
β
．
永
田
清
監
訳
「
厚
生
経
済
学
」

　
　
第
四
章
「
資
本
を
も
と
の
ま
ま
に
維
持
す
る
こ
と
の
意
味
」
Q
　
五
三
－
六
〇

　
　
頁
及
び
付
録
五
、
　
一
五
八
一
一
六
二
頁
、
　
臼
・
開
・
口
ざ
冨
”
．
目
冨
0
8
8
唱
亀

　
　
ω
0
9
巴
．
一
昌
8
目
P
．
団
8
昌
。
目
ざ
P
〈
9
・
×
同
目
》
宕
。
●
ら
◎
ど
H
O
幽
H
・

（
註
8
）
　
｝
切
・
煙
。
ω
計
、
切
。
南
舘
。
目
。
具
6
。
。
・
け
∪
。
唱
。
。
§
8
P
、
匪
8
2
巨
獣
α
q
國
2
。
碧
。
『

　
　
〈
o
冒
×
目
押
2
0
．
g
。
ど
ら
凱
9
超
ゲ
8
げ
び
、
弓
冨
国
0
8
0
日
8
㎝
角
口
耳
b
8
8
昌
凱
b
寧
博

　
　
ま
乙
・

（
註
9
）
英
国
に
お
け
る
か
か
る
論
議
は
四
十
五
年
以
降
（
2
。
冒
貫
．
中
呂
♂
》
？

　
　
0
8
昌
ニ
ロ
㎝
目
ず
8
蔓
暫
昌
ら
国
8
ロ
。
嗣
ぎ
9
．
守
8
0
舅
8
2
｝
ロ
G
奄
・
H
O
藤
9
国
●
日
8
）
、
”

　
　
、
団
円
。
津
目
舞
q
・
霞
。
ヨ
。
昌
9
昌
畠
頃
二
〇
〇
6
冨
ロ
㎝
①
ω
》
．
H
O
軌
卜
。
・
日
田
臣
二
8
窪
山
開
。
の
①
9
同
9

　
　
6
0
目
占
算
8
亀
目
冨
》
o
o
8
貯
鼠
。
冒
o
h
∩
〇
二
田
＆
餌
無
告
6
0
壱
自
9
0
諺
8
8
口
富
巨
。
・
噸

　
　
、
｝
8
8
貫
目
α
q
♂
同
H
島
9
。
酔
8
ロ
・
、
H
ゆ
㎝
卜
。
お
よ
び
午
。
ω
酔
」
匡
告
．
ち
㎝
ρ
な
ら
び
に

　
　
守
8
。
巳
・
。
♂
目
ぎ
。
。
・
”
b
8
自
ロ
日
暮
誌
上
）
で
五
二
年
忌
で
活
澱
に
行
わ
れ
た
。

　
　
因
に
米
国
に
お
け
る
上
記
「
企
業
所
得
の
研
究
」
は
四
七
年
か
ら
五
二
年
に

　
　
か
け
て
行
わ
れ
て
い
る
。

（
註
－
o
）

（
註
1
1
）

（
註
1
2
）

（
註
1
3
）

（
註
1
4
）

（
註
1
5
）

　
　
（

娼
同
。
の
♂
一
び
崔
。

、
臣
o
o
2
巨
貯
σ
q
8
門
ぎ
山
9
。
自
。
口
》
．
雫
H
H
占
卜
。
・

男
。
娼
。
旨
亀
弓
言
雷
同
O
。
ヨ
註
8
。
り
H
。
。
卜
。
項

即
切
ロ
G
Q
㎝
げ
P
．
翼
戸
隠
。
口
巴
冒
8
目
①
9
。
ロ
山
H
目
。
目
。
匪
ロ
巴
園
。
。
墜
、

国
●
Q
D
．
∪
9
〈
寅
．
国
玉
＆
琴
ニ
ユ
4
b
8
0
百
謬
鼠
ロ
㎝
導
曽
H
O
q
9

切
下
ざ
、
目
冨
冨
。
器
日
。
目
㊦
三
〇
h
用
円
a
儒
〇
二
く
①
酎
融
9
窪
。
ざ
．
諺
唱
喘
昌
臼
図
。
｛

　
　
司
。
君
国
。
・
。
・
超
。
。
w
●

（
註
1
6
）
　
〉
・
O
・
＝
邑
9
§
に
よ
る
．
ぎ
8
壱
器
言
ぎ
β
．
の
書
評
Q
諺
8
0
ロ
巨
ぎ
α
Q

　
　
閑
。
〈
M
o
き
く
亀
・
×
×
×
口
押
2
9
冒
Ψ
臼
碧
9
H
O
加
c
o
層
宰
H
㎝
↓
．

（
註
1
7
）
　
団
門
①
ω
計
剛
げ
＝
。

（
註
1
8
）
　
Z
。
巳
。
・
噌
、
中
呂
計
ぎ
8
旨
島
韻
冨
8
蔓
9
。
立
国
8
ロ
。
巨
ω
計
．
筐
倉
置
豊
Ψ

　
　
。
2
0
8
自
国
。
即
①
冨
鉱
8
ω
臣
娼
げ
Φ
薯
①
上
国
。
8
0
ヨ
聾
ω
幽
巳
｝
8
8
営
9
昌
。
・
“
．
日
冒
Φ
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国
8
目
。
言
冒
｝
o
円
円
口
亀
鴇
く
9
●
ピ
一
く
’
U
g
．
噸
H
O
鼻
幽
。

（
註
1
9
）
　
、
男
8
。
目
目
ω
巳
曽
江
。
♪
、
区
閏
－
空
。
。
ぱ
㎝
甲
ざ
。
日
。
〈
巴
。
・
L
ぽ
山
・

（
註
2
0
）
　
目
麟
鮮
。
門
開
書
。
門
計
剛
ぽ
匙
》
H
O
O
”
H
O
♪
H
O
ひ
μ
O
O
の
各
項
。
な
お
英
国
の
イ

　
　
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
計
に
つ
い
て
は
、
片
野
一
郎
教
授
「
第
二
次
世
界
大
戦

　
　
後
の
イ
ギ
リ
ス
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
計
の
発
達
」
一
商
学
研
究
二
巻
所

　
載
I
I
が
示
唆
深
い
。

（
註
2
1
）
　
即
切
・
団
碧
匡
冨
。
昌
に
よ
る
H
昌
臼
唱
9
m
賦
8
、
の
批
評
。
＞
8
0
ロ
巨
貯
G
Q

　
男
。
。
・
o
胃
。
ド
＜
o
一
璽
O
・
累
。
．
H
甲
冒
ロ
・
Ψ
H
雷
◎
σ
9
唱
：
ひ
ひ
－
ひ
◎
Q
●

（
註
2
2
）
　
ぼ
詳
9
①
8
戸
一
ぽ
亀
も
・
嵜
Q
o
・

（
註
2
3
）
　
黒
沢
清
教
授
「
企
業
貯
蓄
投
資
勘
定
と
資
金
運
用
表
」
一
企
業
会
計

　
　
八
巻
四
号
取
載
－
参
照

（
註
2
4
）
　
国
鶏
置
鵠
8
L
ぴ
乱
・
や
ひ
c
Q
「

（
註
2
5
）
　
＝
け
二
9
自
」
露
山
も
・
駐
e
。
・

（
註
2
6
）
　
団
舘
㌫
塁
8
凱
訂
畠
・
鳴
ふ
c
Q

第
三
節
　
社
会
会
計
原
理
導
入
の
背
景

　
社
会
会
計
原
理
の
導
入
を
主
張
す
る
プ
レ
イ
の
理
論
に
対
し
て
な
さ
れ
た

上
述
の
反
対
論
は
、
一
、
理
論
的
に
は
、
評
価
論
に
つ
い
て
は
会
計
的
所
得

計
算
に
お
け
る
「
貨
幣
価
値
安
定
の
公
準
」
の
擁
護
、
勘
定
理
論
と
し
て
は
、

慣
用
的
勘
定
形
式
に
代
る
新
し
い
形
式
に
つ
い
て
の
説
明
不
足
に
対
す
る
不

満
、
二
、
実
践
的
理
由
と
し
て
は
、
評
価
論
に
つ
い
て
は
、
現
に
こ
れ
を
代

行
す
る
実
践
的
な
代
替
策
が
あ
る
こ
と
、
及
び
、
こ
れ
等
全
部
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

夫
々
適
用
上
お
よ
び
効
果
上
未
だ
一
般
的
か
つ
確
定
的
で
な
い
こ
と
に
集
約

せ
ら
れ
る
。

　
第
一
の
点
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
プ
レ
イ
自
身
の
会
計
理
論
と
し
て
の
精

度
不
足
に
由
来
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
第
二
の
点
は
、
会
計
の
現
実
の
地
盤

で
あ
る
各
個
別
企
業
の
現
状
に
根
ざ
し
て
お
り
、
社
会
会
計
原
理
の
導
入
に

対
し
て
抵
抗
す
る
個
別
資
本
の
系
列
が
現
実
に
存
在
す
る
こ
と
を
暗
示
す
る

も
の
と
し
て
興
味
が
あ
る
。

　
以
下
に
お
い
て
、
英
国
経
済
構
造
を
背
景
と
し
て
、
プ
レ
イ
の
問
題
提
起

お
よ
び
反
対
論
の
も
つ
社
会
的
意
義
を
検
討
し
よ
う
。

　
ま
ず
一
般
的
背
景
を
見
る
。
英
国
戦
後
の
物
価
上
昇
度
は
、
一
般
物
価
指

数
に
よ
れ
ば
四
五
年
切
卜
。
、
四
七
年
㎝
o
。
、
四
八
年
ひ
刈
、
四
九
年
刈
O
、
五
〇
年
Q
。
O
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

五
一
年
薯
、
五
二
年
H
o
o
（
但
し
五
三
年
ざ
O
）
で
あ
り
、
他
方
、
固
定
資
産

更
新
費
平
均
指
数
は
、
四
五
年
H
＄
、
四
七
年
H
ゆ
ω
、
四
八
年
卜
。
O
O
、
四
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

卜。

g
c
。
、
五
〇
年
ト
っ
も
。
鱒
（
但
し
三
八
年
H
o
o
）
で
あ
っ
て
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

会
計
を
発
生
せ
し
め
る
に
足
る
地
盤
で
あ
る
。

　
な
ほ
、
国
際
収
支
の
赤
字
ー
ボ
ン
ド
危
機
、
お
よ
び
戦
後
の
世
界
的
技
術

革
命
を
背
景
に
、
一
方
で
は
生
産
性
向
上
の
要
望
が
、
四
＋
八
年
前
後
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

イ
ギ
リ
ス
産
業
界
に
一
般
化
し
た
こ
と
、
他
方
、
四
十
五
年
以
降
導
入
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

そ
の
後
五
一
年
五
三
年
に
改
訂
を
見
た
税
制
上
の
投
資
助
成
策
に
刺
激
せ
ら

れ
て
、
英
国
企
業
の
投
資
増
加
へ
の
要
求
が
上
昇
し
た
こ
と
は
、
夫
々
生
産
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社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

性
会
計
お
よ
び
投
資
資
金
会
計
の
主
張
を
生
じ
た
一
般
的
北
且
兄
を
な
す
も
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
背
景
は
、
英
国
の
社
会
的
総
資
本
全
体
に
つ
い

て
一
般
的
に
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
社
会
的
総
資
本
の
個
々
の
要
素

と
し
て
の
個
別
資
本
に
つ
い
て
一
様
に
云
い
得
る
も
の
で
は
な
い
。
個
々
の

企
業
は
、
物
的
資
本
更
薪
の
緊
急
度
、
生
産
性
分
析
の
必
要
度
、
投
資
状
況

な
ら
び
に
投
資
資
金
計
算
の
必
要
度
を
、
そ
の
所
属
す
る
産
業
の
国
民
経
済

に
お
け
る
位
置
、
独
占
度
、
お
よ
び
そ
の
他
の
個
別
的
事
情
に
応
じ
て
異
に

し
て
お
り
、
か
か
る
曝
し
い
計
算
体
系
を
導
入
す
る
こ
と
に
対
す
る
関
心
な

ら
び
に
利
害
は
共
通
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
と

こ
そ
が
新
し
い
統
一
的
計
算
体
系
の
導
入
に
対
し
て
個
々
の
資
本
が
反
旗
を

翻
す
地
盤
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
ま
ず
取
替
原
価
・
王
義
に
よ
る
利
益
測
定
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、

第
一
に
各
個
別
企
業
は
、
そ
の
資
本
支
出
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
異
に
し
て
お
り
、

こ
の
立
場
に
立
つ
会
計
処
理
を
一
律
に
行
う
提
案
に
よ
っ
て
、
各
個
別
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

に
は
異
る
効
果
が
享
受
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
上
記
タ
ッ
カ
ー
報
告
は
、
か
か
る
提
案
が
税
制
上
容
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
戦
前
己
に
設
備
を
確
保
し
、
戦
後
は
更
新
お
よ
び
新
資
本
支
出
を
行

わ
ず
、
又
陳
腐
化
資
産
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
し
て
処
理
せ
ず
保
有
し
て
い
る
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

業
の
み
不
当
に
優
遇
さ
れ
る
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
。
か
か
る
企
業
は
、
概

し
て
近
代
化
の
た
め
の
資
本
支
出
巻
怠
っ
た
企
業
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
資
本

支
出
の
時
期
が
戦
前
に
湖
る
と
い
う
理
由
で
、
近
々
固
定
資
産
を
取
得
し
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ッ
ク
ス
　
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

は
再
投
下
を
行
っ
た
企
業
に
比
し
て
多
額
の
納
税
上
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る

こ
と
、
か
く
て
タ
ッ
カ
ー
報
告
の
様
に
、
近
々
資
本
支
出
を
行
っ
た
企
業
乃

至
新
規
企
業
の
側
が
反
対
す
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

　
た
だ
し
問
題
は
こ
れ
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
個
別
企
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

中
に
は
、
優
遇
さ
る
べ
き
上
記
の
条
件
を
慨
し
な
が
ら
、
な
ほ
実
行
不
可
能

の
ゆ
え
に
反
対
す
る
企
業
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
第
二
に
、
「
原
価
の
増
大
に
見
合
う
収
益
の
増
大
な
き
」
企
業

は
、
か
か
る
提
案
に
反
対
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

「
原
価
の
増
大
に
見
合
う
収
益
の
増
大
な
ぎ
」
企
業
に
は
、
一
、
そ
の
料
金

が
政
府
の
規
制
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
公
益
專
業
、
二
、
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
ー
ー
一
般
的
過
小
生
産
の
条
件
下
に
お
い
て
、
な
ほ
充
分
の
利
益
を
挙

げ
得
な
い
企
業
の
二
種
が
あ
る
。
こ
の
内
、
前
者
は
、
物
価
上
昇
に
遅
れ
な

が
ら
も
更
薪
費
高
騰
の
理
由
を
以
て
政
府
に
対
し
料
率
の
改
訂
を
要
請
し
、

漸
次
政
府
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
之
に
反
し
て
後
者

は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
・
ン
下
に
於
て
も
物
価
上
昇
率
、
な
ら
び
に
利
潤
率
が

挙
行
性
と
不
均
等
性
を
持
つ
こ
と
1
特
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
終
焉
期
に

於
て
一
の
現
れ
で
あ
り
、
か
か
る
企
業
は
充
分
な
収
益
を
稼
得
す
る
能
力

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

を
持
た
ぬ
以
上
、
常
に
歴
史
的
原
価
に
立
つ
計
算
に
固
執
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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（
8
）

故
に
さ
き
の
第
一
点
の
み
に
留
ま
る
議
論
は
、
斑
白
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
物
価
上
昇
に
対
す
る
調
正
指
数
．
作
成
技
術
の
水
準
は
、
各
個
別

企
業
に
つ
い
て
見
れ
ば
同
一
で
は
な
い
。
指
数
が
正
し
い
技
術
に
恣
意
を
持

ち
込
む
と
の
伝
統
的
会
計
学
者
の
反
対
論
は
、
累
積
価
格
指
数
の
作
成
が
、

罰
訂
算
装
置
を
も
た
な
い
零
細
な
私
会
社
に
お
い
て
と
く
に
困
難
で
あ
る
事
実

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
。

　
な
ほ
取
替
原
価
主
義
へ
の
代
案
に
つ
い
て
云
え
ば
、
タ
ッ
カ
ー
報
告
の
勧

奨
す
る
初
年
度
償
却
制
度
は
、
固
定
資
産
減
価
償
却
費
の
初
年
度
四
〇
％
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

至
二
〇
％
の
計
上
を
勧
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
倍
程
度
に
留
ま
っ
た
英
国

の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
で
は
、
進
ん
で
現
行
会
計
制
度
の
改
革
に
賛
同
し

な
い
個
別
企
業
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
つ
ぎ
に
、
生
産
勘
定
の
提
唱
一
生
産
性
会
計
に
つ
い
て
。
一
九
四
八
年
十

月
の
英
米
生
産
性
協
議
会
の
発
足
に
始
ま
る
生
産
性
向
上
運
動
は
、
英
国
の

政
府
、
産
業
団
体
、
主
要
大
企
業
に
お
い
て
展
開
せ
ら
れ
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
英
国
産
業
に
お
け
る
生
産
業
に
お
け
る
生
産
性
測
定
の
問
題
を
喚
起
し
、

と
く
に
企
業
会
計
に
対
し
て
、
「
高
度
の
生
産
性
を
あ
げ
る
た
め
の
会
計
の
援

助
」
、
す
な
わ
ち
管
理
目
的
の
統
計
資
料
の
整
備
、
就
中
会
計
数
値
の
月
次

比
較
お
よ
び
同
種
企
垂
雪
の
相
互
比
較
な
ら
び
に
外
部
統
計
の
利
用
を
提
唱

　
　
　
（
1
0
）

し
て
来
た
。

　
か
か
る
背
景
の
下
に
生
れ
た
生
産
性
会
計
の
要
請
は
、
し
か
し
な
が
ら
、

　
　
　
　
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

必
ず
し
も
英
国
企
業
一
般
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
か
か
る
分
野
を
必
要

と
す
る
企
業
は
、
当
面
の
技
術
革
新
過
程
に
お
い
て
従
来
の
超
過
利
潤
を
獲

得
す
る
も
し
く
は
失
う
可
能
性
あ
る
企
業
で
あ
り
、
就
中
戦
後
急
上
昇
し
た

生
産
力
を
持
つ
米
、
西
独
等
の
独
占
資
本
と
競
合
し
之
と
競
孚
関
係
に
立
た

さ
れ
る
英
国
独
占
企
業
に
と
っ
て
こ
そ
産
業
能
率
向
上
の
一
助
と
し
て
の
生

産
性
比
較
の
切
実
な
意
味
が
あ
る
こ
と
は
明
か
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
な
お
叉
、
生
産
性
会
計
な
い
し
生
産
性
測
定
の
た
め
の
会
計
数
値
作
成
の

技
術
水
準
は
各
国
別
企
業
に
つ
い
て
同
一
で
は
な
く
、
生
産
性
会
計
の
必
要

度
と
同
様
に
計
算
能
力
の
個
別
的
相
異
は
、
各
企
業
に
つ
い
て
無
視
し
得
な

い
で
あ
ろ
う
Q

　
第
三
に
、
投
資
資
金
会
計
に
つ
い
て
。

み
ぎ
の
生
産
性
向
上
運
動
と
の
連
繋
に
立
っ
て
推
進
さ
れ
た
英
国
の
重
点
的

投
資
助
成
政
策
を
一
般
的
背
景
と
し
て
投
資
資
金
会
計
は
生
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
投
資
資
金
会
計
の
有
用
性
と
必
要
度
は
、
個
別
企
業
に
一
塁
に
存

在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
成
程
投
資
拡
大
的
企
業
及
至
所
・
謂
「
成
長
企
業
」

に
と
っ
て
は
、
不
断
に
行
わ
れ
る
投
資
と
そ
の
資
金
源
泉
を
表
示
し
資
本
変

動
の
資
金
的
過
不
足
を
計
上
す
る
こ
と
、
又
、
か
か
る
会
計
数
値
を
、
年
次

叉
は
月
次
に
比
較
し
、
或
は
国
民
投
資
、
当
該
産
業
全
体
に
お
け
る
数
値
、

も
し
く
は
他
の
同
種
成
長
企
業
の
数
値
と
比
較
す
る
こ
と
は
、
経
営
管
理
上

有
意
義
か
つ
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
反
し
て
、
投
資
が
連
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社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

続
的
に
行
わ
れ
な
い
大
多
数
の
所
謂
静
態
的
企
業
、
叉
は
投
資
が
全
く
行
わ

れ
ず
逆
に
再
生
産
規
模
を
縮
小
し
て
行
く
「
衰
退
的
企
業
」
に
お
い
て
は
、

か
か
る
方
式
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
実
践
的
理
由
は
何
等
存
在
し
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
プ
レ
イ
の
提
案
の
一
点
で
あ
る
比
較
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す

る
。　

企
…
菜
間
の
会
計
数
値
の
水
平
的
比
較
に
つ
い
て
は
み
ぎ
に
述
べ
た
が
、
外

部
の
統
計
、
た
と
え
ぽ
社
会
会
計
や
生
産
セ
ン
サ
ス
等
の
官
庁
統
計
、
同
業

団
体
等
の
発
表
す
る
経
済
資
料
と
の
比
較
の
効
果
を
見
る
と
、
外
部
統
計
は

そ
の
性
質
上
、
か
な
り
統
合
を
経
た
集
計
値
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

と
対
比
す
る
こ
と
が
経
営
管
理
上
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
、
当
該
企
業
の
会

計
数
値
自
体
が
、
比
較
を
行
っ
て
意
味
あ
る
程
度
の
大
い
さ
を
持
つ
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
か
か
る
巨
大
な
会
計
数
値
を
持
つ
企
業
が
、
一
国
民
経
済
に
お
い
て
限
ら

れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、
大
多
数
の
企
業
は
、
数
値
公
開
の

不
利
益
の
み
を
持
つ
に
と
ど
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
節
で
見
た
り
ト
ゥ
ル

ト
ン
の
指
摘
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
の
反
対
論
を
発
生
せ
し
め
る
地
盤
に
つ
い
て
の
考
察
を
要
約
す
れ
ば
、

プ
レ
イ
の
企
業
会
計
と
社
会
会
計
の
連
関
付
け
1
社
会
会
計
原
理
の
導
入

が
、
大
多
数
の
平
均
的
な
い
し
平
均
以
下
の
企
業
に
と
っ
て
は
緊
要
な
問
題

で
は
無
く
、
少
数
の
限
ら
れ
た
独
占
企
業
に
と
っ
て
の
み
そ
の
意
義
が
認
め

ら
れ
る
提
案
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
他
方
、
社
会
会
計
の
性
格
自
体
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
社
会
的

総
資
本
統
制
の
道
具
と
し
て
戦
後
の
各
国
に
登
場
し
た
、
政
府
の
国
民
的
価

値
計
算
体
系
で
あ
る
。
か
か
る
計
算
体
系
は
、
こ
れ
に
各
個
別
資
本
の
計
算

体
系
が
接
近
し
基
準
を
揃
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
料
の
蒐
集
、
集
計
、
比

較
、
公
表
な
ら
び
に
立
案
を
容
易
か
つ
迅
速
に
行
う
こ
と
が
出
来
、
か
く
て

よ
り
一
層
産
業
規
制
の
実
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
に
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
付
け
に
対
す
る
上
か
ら
の
要
求
と
、

一
部
独
占
資
本
の
推
進
と
い
う
下
か
ら
の
促
進
の
一
致
点
が
存
在
す
る
。

　
（
註
－
）
　
世
界
統
計
年
鑑
第
八
巻
　
四
六
〇
頁
。

　
（
註
2
）
．
ぎ
8
三
置
h
。
二
島
薮
。
♪
．
筐
島
も
・
卜
。
o
』
琶
。
H
・

　
（
註
3
）
　
因
に
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ベ
ル
ギ
ー
等
で
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
会
計
が
論
じ
ら
れ
た
（
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
再
評
価
を
実
施
し
た
）

　
　
　
が
、
こ
れ
等
の
国
の
四
五
年
一
般
物
価
指
数
は
夫
々
H
距
。
。
ρ
ひ
ト
。
（
但
し
五

　
　
　
三
年
H
O
O
）
で
あ
る
。

　
（
註
4
）
　
一
九
五
八
年
十
月
、
英
国
で
は
蔵
相
ク
リ
ッ
プ
ス
の
唱
導
に
よ
り
英
国

　
　
　
産
業
界
で
英
米
生
産
性
協
議
会
が
発
足
し
た
。

　
（
註
5
）
　
投
資
助
成
を
主
と
し
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
従
た
る
対
策
と
し
て
英

　
　
　
国
税
制
に
導
入
さ
れ
た
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
制
度
。
こ
れ
に
つ
き

　
　
　
渡
辺
進
教
授
「
減
価
償
却
と
租
税
政
策
」
（
企
業
会
計
六
巻
一
号
）
参
照
。

　
（
註
6
）
　
戦
前
の
低
物
価
時
に
資
産
を
取
得
し
た
企
業
は
、
戦
時
、
戦
後
に
取
得
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し
た
企
業
に
比
し
て
再
評
価
及
至
取
替
時
価
調
正
に
よ
り
多
額
の
準
備
金
を

　
　
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
註
7
）
　
目
ロ
。
げ
①
目
即
Φ
も
。
円
♂
子
乙
・
H
O
♪
H
O
頓
’
H
O
O
矯
目
ω
卜
。
の
各
項
。

（
註
8
）
　
因
に
、
英
国
で
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
計
は
、
イ
ギ
リ
ス
工
業
連
盟

　
　
を
そ
の
直
接
の
唱
導
者
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
卒
先
こ
れ
を
実
施
し
た
企
業

　
　
が
、
著
名
な
化
学
独
占
資
本
穿
需
同
芭
9
。
慧
8
＝
口
曾
。
。
8
同
ざ
割
目
9
お
よ
び

　
　
d
巳
δ
〈
Φ
屋
で
あ
る
こ
と
は
看
過
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
即
ち
、
前
者
は
五
〇

　
　
年
一
月
一
日
価
格
に
よ
る
資
産
の
再
評
価
を
行
い
、
〔
同
社
会
計
言
書
（
筆

　
　
者
未
見
）
「
企
業
所
得
の
研
究
」
文
献
目
録
中
に
収
録
〕
後
者
は
米
国
の
子

　
　
会
社
を
し
て
後
入
先
出
法
を
適
用
せ
し
め
、
又
減
価
償
却
費
に
関
し
て
巨
額

　
　
の
固
定
資
産
更
新
準
備
金
を
計
上
し
て
い
る
。
　
（
同
社
年
次
報
告
書
目
ぎ

　
　
国
8
口
。
ヨ
響
噂
U
昌
p
卜
。
ω
》
H
ゆ
部
・
同
上
文
献
目
録
に
も
出
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

　
　
い
て
は
直
接
見
る
こ
と
を
得
た
）
。

（
註
9
）
目
目
卑
臼
男
選
旦
㌦
げ
其
H
嵩
－
置
県
項
。

（
註
1
0
）
　
英
国
で
の
生
産
性
協
議
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
の
訪
米
経
営
会
計
使

　
　
節
団
に
よ
る
か
か
る
提
唱
に
つ
い
て
は
、
　
．
言
導
。
。
σ
q
o
目
①
昌
諺
。
8
ロ
巨
ぎ
σ
q
・
、
ξ

　
　
レ
藷
す
〉
白
鼠
。
9
。
嵩
6
。
舅
亀
。
口
占
＆
儲
亀
§
ざ
　
℃
い
P
江
村
稔
助
教
授
訳
「
マ

　
　
ネ
ジ
メ
ン
ト
ア
カ
ゥ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
参
照
、
週
、
日
ゲ
。
寓
。
月
商
①
日
①
三
無
中
・

　
　
a
目
野
①
国
侍
器
琴
ざ
、
諺
圏
囁
巳
貯
8
、
周
2
目
国
。
・
ω
醸
。
。
り
、
葭
自
‘

要

約

　
以
上
、
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
付
け
の
試
み
に
つ
い
て
の
最
も
内

容
的
な
展
開
で
あ
る
プ
レ
イ
の
提
案
を
検
討
し
た
結
果
、
次
の
事
実
が
明
か

　
　
　
　
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
に
つ
い
て

に
せ
ら
れ
た
。

　
一
、
プ
レ
イ
に
よ
る
二
つ
の
会
計
の
連
喰
付
け
は
、
社
会
会
計
原
理
の
企

業
会
計
に
対
す
る
導
入
、
就
中
、
（
一
）
企
業
利
益
計
算
に
お
け
る
取
替
原
価

主
義
評
価
、
（
二
）
生
産
勘
定
に
よ
る
生
産
性
会
計
、
（
三
）
資
本
変
動
勘
定

に
よ
る
投
資
資
金
会
計
の
夫
々
三
点
の
主
張
に
集
約
せ
ら
れ
る
。

　
二
、
之
等
の
新
し
い
問
題
提
出
を
含
む
プ
レ
イ
の
主
張
は
「
会
計
学
と
経

済
学
」
の
交
渉
の
、
現
在
の
段
階
に
お
け
る
一
つ
の
表
現
で
あ
る
。

　
三
、
プ
レ
イ
の
主
張
は
、
し
か
し
な
が
ら
現
在
の
企
業
会
計
批
判
と
し
て

は
未
だ
論
証
が
不
充
分
で
あ
り
、
他
方
、
社
会
会
計
の
論
理
を
優
先
す
る
傾
向

の
あ
る
点
で
、
説
得
力
に
重
て
不
足
す
る
点
を
も
つ
1
理
論
的
精
度
不
足
。

　
四
、
み
ぎ
の
主
張
の
ご
と
く
、
社
会
会
計
原
理
を
企
業
会
計
に
適
用
す
る

こ
と
は
、
必
ず
し
も
一
切
の
個
別
資
本
に
普
遍
的
に
妥
当
す
る
も
の
で
は
な

く
、
特
定
の
企
業
に
の
み
稗
益
す
る
1
偏
僑
性
、
非
一
般
性
。

　
五
、
社
会
会
計
原
理
の
導
入
は
、
社
会
会
計
側
の
、
す
な
わ
ち
上
か
ら
の

実
践
的
理
由
－
精
確
、
安
価
な
測
定
－
と
、
一
部
独
占
資
本
の
、
す
な

　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

わ
ち
、
下
か
ら
の
実
践
的
理
由
一
準
備
金
強
化
、
生
産
性
分
析
、
投
資
資

金
分
析
、
な
ら
び
に
生
産
お
よ
び
投
資
に
お
け
る
企
業
格
差
の
分
析
の
緊
要

性
1
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
社
会
会
計
と
企
業
会
計
の
連
関
付
け
に
対
す
る
考
察
は
、
我
々
の

社
会
会
計
自
身
の
性
格
の
験
定
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
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電
子
会
計
機
の
構
成
諸
装
置
に
よ
る
特
性

木

谷

秀

雄

　
電
子
計
算
機
は
パ
ン
チ
・
カ
ー
ド
式
会
計
機
の
構
成
要
素
で
あ
る
電
子
式

計
算
穿
孔
機
と
し
て
著
し
く
普
及
し
完
全
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
従
来
の
真
空
管
回
路
に
か
わ
る
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
、
磁
性
体
等
の

固
体
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
ス
の
発
達
と
、
記
憶
装
置
、
入
出
力
装
置
の
性

能
の
著
し
い
向
上
に
よ
っ
て
、
電
子
式
計
算
穿
孔
機
よ
り
も
更
に
高
度
の
自

動
化
を
目
的
と
し
た
電
子
計
算
機
が
I
B
M
を
始
め
多
数
の
会
社
に
よ
っ
て

開
発
さ
れ
、
電
子
会
計
機
（
畠
9
き
巳
。
辞
訂
肩
。
8
ω
の
ぼ
α
・
目
8
露
唇
Φ
）
の
名

称
の
も
と
に
供
給
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
電
子
計
算
機
は
元
来
、
演
算
装
置
・
記
憶
装
置
・
制
御
装
置
を
一
体
と
す

る
主
計
算
機
（
冨
。
・
一
。
8
目
℃
三
霞
ま
た
は
鷹
。
8
ω
ω
巨
α
q
巨
一
臼
）
と
こ
れ
と
結
合

す
る
入
出
力
装
置
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
用
途
に
数
学
用
・
事
務
用
の
相

違
は
あ
っ
て
も
、
基
本
的
構
成
に
は
何
ら
変
化
は
な
く
、
使
用
目
的
に
応
じ

て
各
装
置
に
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
適
す
る
特
性
を
も
つ
た
も
の
が
組
み
合
せ

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
電
子
計
算
機
の
特
性
は
結
合
さ

れ
る
こ
れ
ら
諸
装
置
の
特
性
に
よ
っ
て
、
多
種
多
様
に
変
化
し
う
る
も
の
な

の
で
あ
る
。
勿
論
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
各
装
置
の
機
構
も
次
第
に
標
準
化

が
進
め
ら
れ
、
更
に
低
費
用
・
高
性
能
の
も
の
へ
の
統
一
化
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
使
用
目
的
に
応
じ
た
各
種
の
形
式
お
よ

び
規
模
の
も
の
が
製
作
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　
以
下
電
子
会
計
機
の
特
性
を
、
こ
れ
と
最
も
密
接
な
関
連
を
も
つ
制
御
・

記
憶
の
各
装
置
の
形
式
お
よ
び
そ
の
性
能
を
通
じ
て
分
析
す
る
こ
と
に
し
た

い
。

制
御
装
置
に
よ
る
類
別

汎
用
計
算
機
（
㎝
。
ロ
①
三
宅
壱
。
。
・
①
目
器
げ
ぽ
。
）
の
制
御
機
構
に
は
計
算
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
、
例
え
ば
ブ
ラ
ッ
グ
・
ボ
ー
ド
上
の
ワ
イ
ヤ
の
配
線
に
よ
っ
て
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電
子
会
計
機
の
構
成
諸
装
置
に
よ
る
特
性

与
え
る
外
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
（
o
x
8
旨
巴
鷺
。
α
q
冨
目
）
方
式
の
機
械
と
、
　
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
コ
ー
ド
化
し
、
デ
ー
タ
ー
と
と
も
に
あ
ら
か
じ
め
機
械
に
記
憶
せ

し
め
、
制
御
装
置
が
こ
れ
を
読
取
っ
て
計
算
を
進
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
記
憶

（
ω
8
器
像
型
。
σ
Q
轟
目
ま
た
は
言
8
巨
巴
唱
。
α
q
轟
目
）
方
式
の
も
の
と
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
前
者
で
は
ブ
ラ
ッ
グ
・
ボ
ー
ド
に
与
え
ら
れ
て
い
る
ス
テ
ッ
プ
数
に
制
約

が
あ
る
た
め
に
、
そ
の
範
囲
内
ま
た
は
そ
の
範
囲
内
で
反
覆
す
る
計
算
し
か

行
い
得
な
い
わ
け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
テ
ッ
プ
数
が
こ

れ
を
超
え
る
場
合
に
は
一
度
に
計
算
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
都

度
ブ
ラ
ッ
グ
・
ボ
ー
ド
の
配
線
を
取
換
え
ね
ば
な
ら
な
い
不
便
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
こ
の
型
に
は
、
　
じ
d
ロ
肩
8
讐
。
・
図
H
O
H
計
算
機
、
パ
ン
チ
・
カ
ー
ド
会
計
機

の
一
要
素
で
あ
る
一
切
竃
ひ
。
♪
ひ
。
刈
、
国
菊
d
巳
く
器
ひ
ρ
μ
b
。
o
電
子
計
算
穿
孔

機
が
あ
り
、
一
般
に
小
型
機
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
制
御
機
構
は
本
来
最
も
回
路
の
複
雑
な
機
構
で
あ
る
が
、
こ
の
外
部
プ
p

グ
ラ
ム
の
方
式
で
は
単
に
演
算
・
記
憶
・
入
出
力
装
置
に
対
す
る
制
御
パ
ル

ス
の
入
口
・
出
口
の
端
子
（
げ
ロ
げ
）
を
ボ
ー
ド
上
に
設
け
れ
ば
よ
く
構
造
は

極
め
て
簡
単
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
記
帳
式
会
計
機
の
ご
と
く
打
鍵
に
よ
る

直
接
方
式
の
記
帳
作
業
に
重
点
を
お
い
た
小
型
機
と
か
、
計
算
穿
孔
機
の
ご

と
く
分
類
・
照
合
等
の
作
業
は
行
わ
ず
、
カ
ー
ド
毎
に
同
形
式
の
比
較
的
簡

単
な
内
容
の
計
算
を
反
覆
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
機
械
等
に
用
い
ら
れ
る

わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
前
述
の
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
制
限
さ
れ
、

計
算
機
と
し
て
の
融
通
性
を
欠
く
た
め
に
、
一
般
に
こ
の
型
式
の
も
の
を
狭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

義
に
は
自
動
計
算
機
と
し
て
取
扱
わ
な
い
場
合
が
多
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
記
憶
方
式
の
機
械
で
は
記
憶
容
量
の
許
す

限
り
如
何
に
複
雑
な
プ
p
グ
ラ
ム
を
も
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
り
、

ま
た
計
算
の
結
果
に
応
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
を
変
更
し
、
ま
た
は
反
覆

す
る
場
合
の
計
算
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
記
憶
し
て
い
る
た
め
に
単
に
条
件
転
換

の
指
令
を
与
え
る
だ
け
で
極
め
て
効
果
的
に
行
い
う
る
特
長
が
あ
る
。
し
た

が
っ
て
い
わ
ゆ
る
汎
用
デ
ー
タ
ー
・
プ
ロ
セ
シ
ン
グ
・
マ
シ
ン
と
い
わ
れ
る

も
の
は
、
す
べ
て
こ
の
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

　
な
お
外
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
方
式
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
カ
ー
ド
ま
た
は
パ
ン
チ
・

テ
ー
プ
で
逐
次
与
え
る
機
械
が
あ
る
。
こ
れ
で
は
プ
p
グ
ラ
ム
の
長
さ
に
は

制
限
は
受
け
な
い
が
、
プ
p
グ
ラ
ム
が
記
憶
さ
れ
な
い
た
め
に
、
計
算
の
変

更
ま
た
は
反
覆
等
の
過
程
は
、
そ
の
都
度
省
略
す
る
こ
と
な
く
そ
の
部
分
を

外
部
か
ら
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
型
の
も
の
に
は
テ
ー
プ
を
用
い
る
固
0
8
目
い
O
、
カ
ー
ド
を
用
い
る

H
寓
切
・
O
勺
∩
（
9
乙
国
。
σ
q
冨
暮
巨
巴
O
。
§
喝
三
①
同
）
が
あ
る
。
し
か
し
最
近
の
記

憶
装
置
の
発
達
に
よ
っ
て
か
つ
て
は
有
名
で
あ
っ
た
C
P
C
も
製
作
・
甲
止
と

な
っ
た
由
で
あ
る
。
以
下
は
す
べ
て
ブ
p
グ
ラ
ム
を
記
憶
す
る
形
の
も
の
に

つ
い
て
の
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
註
（
1
）
目
竃
α
o
麟
は
三
〇
ス
テ
ッ
プ
宙
客
ひ
。
刈
は
七
〇
ス
テ
ッ
プ
、
閑
国
ひ
。
》
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同
ト
っ
O
は
各
四
〇
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。

（
2
）
U
ロ
自
8
ロ
讐
。
。
固
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
八
組
の
ピ
ン
・
ボ
ー
ド
・
ユ
ニ
ッ

　
ト
に
挿
入
す
る
ピ
ン
の
位
置
に
よ
っ
て
設
定
す
る
。
入
出
力
装
置
に
は
記
帳

　
式
会
計
機
の
標
準
型
の
も
の
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
演
算
部
分
が
電
子
化
さ
れ

　
た
機
械
で
あ
る
。

（
3
）
　
冥
巴
9
。
讐
P
跨
昌
ぎ
育
。
魯
。
侍
ざ
目
ざ
諺
9
。
ヨ
巴
。
O
。
日
や
巳
①
皇
国
。
。
呂
・
O
・
ρ

　
O
。
臣
①
ダ
田
讐
q
n
罷
』
∪
讐
・
瞑
目
。
8
ω
巴
お
用
メ
O
弩
巳
護
噂
国
一
①
。
茸
。
巳
。
∪
讐
。
中
？

　
8
の
訟
お
♂
目
じ
d
口
。
・
冒
。
。
・
。
・
脅
巳
一
巳
島
首
￥

記
憶
装
置
に
よ
る
類
別

　
デ
ー
タ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
貯
え
、
ま
た
は
必
要
に
応
じ
て
演
算
・
制
御

の
各
装
置
に
こ
れ
を
送
り
出
す
部
分
で
、
そ
の
特
性
に
よ
っ
て
計
算
機
の
能

力
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
最
も
重
要
な
装
置
で
あ
る
。

　
記
憶
装
置
の
特
性
と
は
、
そ
の
記
憶
容
量
と
デ
ー
タ
ー
を
所
定
の
記
憶
セ

ル
（
8
5
に
記
録
し
、
ま
た
は
そ
こ
か
ら
読
み
取
る
ま
で
に
必
要
と
す
る

プ
ク
セ
ス
・
タ
イ
ム
の
値
の
大
小
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
計
算
機
の
動
作
が

迅
速
で
あ
り
、
融
通
性
に
富
む
た
め
に
は
、
記
憶
容
量
が
可
級
的
に
大
き
く
、

同
時
に
ア
ク
セ
ス
・
タ
イ
ム
の
小
さ
い
こ
と
が
望
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
し

か
し
両
者
は
互
に
両
立
し
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
経
済
的
な
理
由

か
ら
記
憶
装
置
に
は
主
計
算
機
を
構
成
す
る
内
部
記
憶
装
置
、
こ
の
記
憶
容

量
を
補
い
、
適
当
に
内
容
の
交
換
を
行
う
た
め
の
外
部
記
憶
装
置
更
に
大
容

　
　
　
　
電
子
会
計
機
の
構
成
諸
装
置
に
よ
る
特
性

量
の
外
部
記
憶
装
置
の
三
種
類
の
も
の
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。

　
一
　
内
部
記
憶
装
置
の
種
類
と
演
算
速
度

　
内
部
記
憶
装
置
は
演
算
装
置
の
速
度
に
つ
り
合
う
た
め
に
、
そ
の
記
憶
容

量
よ
り
も
ア
ク
セ
ス
・
タ
イ
ム
の
小
さ
い
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
こ

と
が
特
長
で
あ
る
。

　
以
前
は
こ
の
装
置
に
、
水
銀
等
の
弾
性
体
を
音
波
が
伝
播
す
る
時
間
を
利

用
し
た
遅
延
回
路
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
表
面
上
に
電
気
を
帯
電
せ
し
め
る
静
電

管
等
が
用
い
ら
れ
た
が
現
在
で
は
費
用
お
よ
び
安
定
性
の
関
係
か
ら
一
部
の

機
械
を
除
い
て
磁
気
コ
ア
ー
（
日
品
昌
9
δ
8
お
）
と
磁
気
ド
ラ
ム
の
記
憶
装

置
が
専
ら
用
い
ら
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
一
般
に
、
記
憶
装
置
に
前
者
を

採
用
し
て
い
る
も
の
を
大
型
機
と
い
い
、
速
度
、
処
理
能
力
が
著
し
く
大
き

く
、
ま
た
価
格
も
極
め
て
大
で
あ
る
。
後
者
を
採
用
し
て
い
る
も
の
を
こ
れ

に
対
し
て
中
型
機
と
称
し
て
い
る
。
第
一
表
に
各
種
計
算
機
の
記
憶
装
置
、

主
計
算
機
の
価
格
・
速
度
の
関
係
を
示
す
。
本
表
に
お
い
て
O
巳
速
度
と

は
計
算
速
度
を
示
す
一
つ
の
測
定
単
位
で
あ
っ
て
次
に
示
す
一
連
の
計
算
を

当
該
計
算
機
が
使
用
し
て
い
る
内
部
記
憶
装
置
の
最
小
ア
ク
セ
ス
．
タ
イ
ム

で
計
算
す
る
場
合
に
要
す
る
時
問
を
ミ
リ
・
セ
コ
ン
ド
（
　
＼
日
o
O
o
尊
）
の
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

位
で
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
の
式
で
K
の
桁
数
は
そ
の
計
算
機
構
の

容
量
を
全
部
使
用
す
る
と
き
の
値
で
あ
る
。

　
　
　
　
諺
十
剴
1
1
ρ
　
（
ω
ざ
同
①
O
）
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表1第

電
子
会
計
機
の
構
成
諸
装
置
に
よ
る
特
性

価 格（＄）
内部記憶装置

磁気
ドラム

磁気
コアー

速度／Gill（ms）械名機一カーメ

39，　600

49，　500

98，　OOO

97，　OOO

99，　500

86，　OOO

　80，　OOO

155，　OOO

135，　OOO

169，　600

370，　OOO

251，　800

825，　OOO

895，　OOO

523，　800

858，　OOO

583．　450
　　　’

898，　OOO

895，　OOO

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
［
○
○
○
○
一
〇

一
　
【
　
「
　
「
　
「
　
［
　
一
　
「
　
一
　
［
　
一
　
一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

36

30

77．　2

50．　5

101．　5

7L　6

100．　0

50．　5

26．　3

27，　6

36．　1

　3．9

　0．　43

0，　55

4．4

　L8

20，　2

LGP　30

G15D．

Readix

Elecom　120

NCR－102

Miniac

Alwac－III

EIeco！n　125　with　Fiie

Processor

Datatoron－205

1BM　650

Univac　Calculating
Tabulator

Univac　File＊

Univac　II

Univac　Scientific

IBM　704

1BM　705

1BM　7070

Datamatic－1000

Bizmac

Royal　Precision　Corp

Bendix　Aviation．　Corp

Computer　Division

J．　B．　Rea　Company

Underwood　Corporation
Electric　Computer　Division

National　Cash　Regi＄ter　Co．

Electroric　Division

Marchant　Calculators，　lnc．

Alwac　Corporation

Underwood　Corporation
Electronic　Computer　Div．

Electrodata　Division　of

Burroughs　Corp

IBM　Corp

Sperry－Rand　Corp．　Re－
mington　Rand　Univac　Div．

tt

／t

t1

1．　B．　M　Corp

Datamatic　Corp．

Radio　Corporation　of
America

＊　この機械に使用される磁気コアー・マトリックスは主としてインプットのbufferとし

て用いられる。

　
∩
十
∪
十
国
1
1
㌍
（
。
・
8
器
閃
）

　
O
×
強
目
国
り
（
。
。
ざ
一
因
）

　
第
二
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如

く
内
部
記
憶
装
置
が
磁
気
コ
ァ
・

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
あ
る
か
磁
気
ド

ラ
ム
で
あ
る
か
に
よ
り
、
そ
の
計

算
速
度
と
価
格
に
著
し
い
相
違
が

見
ら
れ
る
。
従
っ
て
大
型
機
・
申

型
機
は
こ
の
点
か
ら
一
義
的
に
決

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
磁
気
コ
ア
ー
は
外
経
が
五
ミ
リ

程
度
の
ド
ー
ナ
ツ
形
の
磁
性
物
質

で
第
｝
図
の
如
く
、
そ
の
穴
に
縦

・
横
方
向
の
電
線
を
通
し
、
こ
れ

に
流
れ
る
電
流
の
方
向
に
よ
っ
て

正
ま
た
は
負
に
磁
化
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
二
進
数
の
一
と
0
（
一
ビ

ッ
ト
）
を
表
わ
す
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
縦
∴
横
方
向
の
多

数
の
線
の
交
点
毎
に
配
さ
れ
て
マ
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1

↓　　読

所／騒
→　　　　　． 噸一一重

電
流

↑

　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
札
平
線

ト
リ
ッ
ク
ス
状
と
な
り
、
更
に
こ
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
が
必
要
な
ビ
ッ
ト
数

（
例
え
ば
六
ビ
ッ
ト
で
一
字
が
構
成
さ
れ
、
一
〇
字
を
一
語
と
す
る
と
き
に

は
六
〇
ビ
ッ
ト
）
だ
け
重
ね
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
相
対
応
す
る
位
置
の
コ
ア
ー
に
よ
り
文
字
（
O
｝
同
㊤
目
髄
O
け
①
円
）

あ
る
い
は
語
（
宅
。
巳
）
が
形
成
さ
れ
、
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
上
の
各
コ
ア
ー
の
位

置
が
各
ア
ド
レ
ス
を
表
わ
す
こ
と
に
な
る
。

　
記
憶
内
容
の
読
取
り
、
記
録
は
所
定
の
コ
ア
ー
を
通
る
縦
・
横
の
電
線
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
ど
の
ア

ド
レ
ス
に
対
し
て
も
回
路
の
結
合
（
。
・
三
9
ぼ
晶
）
が
直
接
行
わ
れ
る
か
ら
待

ち
時
間
は
一
定
で
あ
り
、
正
確
な
意
味
で
の
ラ
ン
ダ
ム
・
ア
ク
セ
ス
・
メ
モ

リ
ー
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
な
り
高
価
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
現
在
で
は
大
容
量
の
も
の
の
製
作
が
困
難
で
あ
る
が
、
待
ち
時
間
は
百
分

　
　
　
　
電
子
会
計
機
の
構
成
諸
装
置
に
よ
る
特
性

！が
読取線

@（≡〈：zzzン　（ン

κzzz≧　、ン、，

ビzzz 4　　（
：ノ，

’

’／

^　〆 ！

’
，
ノ
へ

1（〕4’（〕ざ
≠
ゾ
線

第1図　磁気コアー記憶装置タ
イ
ム
は
零
で
あ
る
が
、

ド
ラ
ム
が
一
回
転
す
る
に
要
す
る
時
間
が
最
大
の
待
ち
時
潮
と
な
る
。

毎
分
六
〇
〇
〇
回
転
し
て
い
る
ド
ラ
ム
で
は
最
大
の
ア
ク
セ
ス
・
タ
イ
ム
は

ひ
O
尊
＋
O
O
O
O
1
1
ρ
O
H
上
す
な
わ
ち
一
〇
ミ
リ
セ
コ
ン
ド
で
あ
り
、
こ
の
半

分
の
五
ミ
リ
セ
コ
ン
ド
が
平
均
の
待
ち
時
間
と
な
る
わ
け
で
、
磁
気
コ
ア
ー

と
比
較
す
る
と
約
一
千
倍
に
あ
た
る
。
こ
の
値
は
内
部
記
憶
装
置
と
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

余
り
に
大
き
い
の
で
、
大
部
分
の
磁
気
ド
ラ
ム
に
は
各
種
の
方
法
で
小
容
量

で
あ
る
が
待
ち
時
間
の
特
に
小
さ
い
部
分
（
第
二
表
参
照
）
が
設
け
ら
れ
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

算
装
置
の
高
速
度
と
つ
り
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
般
に
磁
気
ド
ラ
ム

記
憶
装
置
で
は
待
ち
時
間
を
小
さ
く
す
る
程
、
記
憶
容
量
も
小
さ
く
な
り
、

待
ち
時
間
の
大
き
く
な
る
こ
と
を
許
せ
ば
、
こ
れ
に
比
例
し
て
大
容
量
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
の
得
ら
れ
る
性
質
が
あ
る
。

の
一
ミ
リ
セ
コ
ン
ド
以
下
と
い
う
記
憶
装
置
の
う
ち
で
は
最
も
優

れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
専
ら
大
型
機
に
使
用
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
磁
気
ド
ラ
ム
は
ド
ラ
ム
の
表
面
全
体
に
磁
気
的

に
記
録
す
る
円
筒
の
回
転
体
で
、
容
易
に
極
め
て
大
容
量
の
も
の

を
つ
く
り
得
る
特
長
が
あ
る
。
し
か
も
安
価
で
あ
る
の
で
こ
の
点

で
は
理
想
的
で
あ
る
が
、
プ
ク
セ
ス
・
タ
イ
ム
が
磁
気
コ
ア
ー
の

そ
れ
に
比
し
て
極
め
て
大
き
い
欠
点
が
あ
る
。
例
え
ば
読
取
ろ
う

と
す
る
記
憶
セ
ル
が
ヘ
ッ
ド
の
直
前
に
あ
る
と
き
は
ア
ク
セ
ス
・

　
　
　
　
　
　
す
で
に
ヘ
ッ
ド
の
直
下
を
通
っ
て
い
る
と
き
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
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第2表

電
子
会
計
機
の
構
成
諸
装
置
に
よ
る
特
性

加算速度
　　（ms）伝達方式語の長さ

　
　

葦
登

　
（

容
最大待ち
時間
　　（ms）

最小待ち
時間
　　（ms）

置装機械名

』
　
詣
　
　
誘
　
　
π
　
　
謁
　
2
　
』
　
　
」
　
　
3
　
話

2
　
2
　
6
　
6
　
1
5
　
5
　
9
　
6
　
1
　
1

O，085

10．　9

0．2

0．　024

0．　024

0．　2

O．2

0．　9

列直

”
　
　
ゲ

〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃

直列並列

　tt

　tt

直　　列

直列並列

並　　列

　t／

直列並列

直列並列

　tt

　tt

30ビット

28　t，

10　桁

10　xt

9　xt

10　，1

32ビット

10

10

10

10

11

11

回

目t

tt

／1

tl

t1

35ビット

35　lt

可　　変

10　桁

11　t，

変押

回
旙
謂
・
。
㎜
8
㎜
嫡
講
謂
・
。
姻
㎜
翻

　　900

　2000

　4096

　4096

　　2000

10，　OOO

　　2000

　　7，ro

　　1490

龍
鵬
一
三
還
瀦
q
α
・
膿
舗
謡
認
…
麗
跳
O．　012

0．　02

5．　2

26

R
3
4
4
6
6

α
　
α
q
　
α
α
　
α
0
．

　
　
　
　
　
　
　
　
8
4
8

4
鴻
2
謁
渇
3
酒
』
⑩

0
0
　
　
0
　
　
0
0
　
　
0
0
　
　
0
0

O．　096

0．　017

0．　017

0．　5

0．　04

0．　008

0．　012

0．　17

0．　006

0．　012

0．　02

0．　1

磁気ドラム

〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃

アコステツク

磁気ドラム

　　　tl

　　n

　　　tl

磁気コアー

　　lt

　　／1

　　　tl

　　　tl

　　lt

　　tl

LG？　30

Bendix　G15D

Readix

Elecom　120

NCR－102

Miniac

Alwac　III

EIecom－125　with
File　Proeessor

Datatron－205

1BMr－650

Univac　Calculating
Tabulator　（UCT）

Univac　File

Univac　II

Univac　scientific

IBM　704

1BM　705

1BM　7070

Datamatic－1000

Bizmac

　
し
か
し
実
用
に
供
し
得
る
容
量
で
、
し
か
も

磁
気
コ
ア
ー
程
度
の
待
ち
時
間
の
小
さ
い
も
の

は
求
め
ら
れ
な
い
の
で
、
計
算
速
度
よ
り
も
機

能
の
融
通
性
に
重
点
を
お
い
た
計
算
機
の
記
憶

装
置
と
し
て
用
い
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
な
お
最
近
中
型
計
算
機
と
い
わ
れ
る
同
ヒ
u
呂

a
ρ
q
巳
話
。
匿
。
O
。
言
喝
9
Φ
肖
に
も
前
者
は
六

〇
語
、
後
者
は
二
〇
語
の
小
容
量
で
は
あ
る
が

磁
気
コ
ア
ー
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
Q

磁
気
コ
ア
ー
は
価
格
の
点
を
除
け
ば
こ
れ
の
右

に
で
る
も
の
は
な
い
の
で
今
後
技
術
的
な
解
決

に
よ
っ
て
内
部
記
憶
装
置
に
は
、
次
第
に
こ
の

形
の
も
の
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
第
二
表
に
各
種
計
算
機
と
そ
の
内
部
記
憶
装

置
の
種
類
、
容
量
、
待
ち
時
間
等
を
示
し
た
。

こ
の
表
に
お
い
て
磁
気
ド
ラ
ム
の
計
算
機
に
は

最
小
・
最
大
の
待
ち
時
間
を
そ
れ
ぞ
れ
二
種
類

も
つ
た
も
の
が
多
い
が
、
上
段
の
数
字
は
記
憶

装
置
の
一
部
分
に
特
に
設
け
ら
れ
た
上
述
の
高
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速
・
小
容
量
の
部
分
に
関
す
る
値
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
二
　
外
部
記
憶
装
置
の
種
類
と
性
格

、
内
部
記
憶
装
置
に
外
部
か
ら
電
気
的
に
結
合
す
る
記
憶
装
置
を
外
部
記
憶

装
置
と
い
う
。
こ
れ
は
内
部
記
憶
装
置
よ
り
も
大
容
量
で
あ
る
が
そ
の
結
果

と
し
て
待
ち
時
間
の
遅
い
特
性
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一
名
大
容
量

記
憶
装
置
ま
た
は
低
速
度
記
憶
装
置
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
外
部
記
憶
装
置
は
、
経
営
へ
の
応
用
に
際
し
て
多
量
の
デ
：
タ
を
貯
え
、

こ
れ
を
分
類
し
、
照
合
し
、
計
算
、
印
刷
す
る
等
の
各
般
の
電
子
的
デ
ー
タ

ー
処
理
作
業
を
自
動
的
に
行
う
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
特
に
大
容
量

を
必
要
と
す
る
わ
け
で
あ
り
、
事
務
用
計
算
機
の
構
成
要
素
と
し
て
は
内
部

記
憶
装
置
と
同
等
に
重
要
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
装
置
の
記
憶
媒
体
に
は
、
広
義
に
は
磁
気
テ
ー
プ
、
磁
気
ド
ラ
ム
、

磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
巳
9
。
α
Q
目
①
臨
。
象
降
）
、
カ
ー
ド
お
よ
び
パ
ン
チ
・
テ
ー
プ
等
の

す
べ
て
の
共
通
用
語
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
計
算
機
の
対
象
と
な
る

性
質
の
も
の
は
主
と
し
て
磁
気
ド
ラ
ム
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
を
主
体
と
す
る

ラ
ン
ダ
ム
・
ア
ク
セ
ス
・
メ
モ
リ
ー
と
磁
気
テ
ー
プ
で
あ
る
。
外
部
記
憶
装

置
は
一
般
に
作
業
の
性
質
、
作
業
量
に
応
じ
て
適
宜
選
択
し
、
増
結
す
る
こ

と
の
で
き
る
、
げ
巳
聾
昌
α
Q
げ
8
集
。
・
遂
9
目
に
な
っ
て
い
る
。

磁
気
テ
ー
プ
　
磁
気
テ
ー
プ
は
幅
％
吋
厚
さ
約
千
分
の
一
。
下
僧
の
金
属
ま

た
は
磁
性
物
で
被
わ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
帯
で
、
長
さ
は
一
〇
〇
〇
沢
な

　
　
　
　
電
子
会
計
機
の
構
成
諸
装
置
に
よ
る
特
性

い
し
二
四
〇
〇
沢
が
一
巻
に
な
っ
て
い
る
。
長
さ
と
直
角
の
方
向
の
六
な
い

し
八
個
の
マ
グ
ネ
チ
ッ
ク
・
ス
ポ
ッ
ト
（
§
α
・
ロ
豊
。
。
。
℃
♀
）
の
組
合
せ
に
よ

り
一
字
（
文
字
・
数
字
）
が
表
わ
さ
れ
、
こ
れ
が
長
さ
一
着
当
り
一
〇
〇
桁

な
い
し
五
五
五
桁
の
密
度
で
記
録
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
二
四
〇
〇
吸
の
テ

ー
プ
で
は
最
大
約
一
六
〇
〇
万
桁
が
収
容
さ
れ
る
わ
け
で
、
記
憶
媒
体
申
で

は
最
も
記
録
密
度
お
よ
び
容
量
の
高
い
こ
と
が
特
長
で
あ
る
。
ま
た
平
均
毎

秒
一
〇
〇
吋
の
速
さ
で
巻
き
取
ら
れ
、
一
〇
、
0
0
0
桁
か
ら
最
高
六
二
、

五
〇
〇
桁
の
読
取
り
、
ま
た
は
記
録
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
主
計
算
機
の
処

理
速
度
を
超
え
る
速
度
で
あ
り
、
ま
た
パ
ン
チ
・
カ
ー
ド
読
取
機
の
最
高
の

速
度
の
毎
秒
六
〇
〇
桁
と
比
較
す
れ
ば
著
し
い
相
違
で
あ
る
。

　
し
か
し
磁
気
テ
ー
プ
は
そ
の
一
端
か
ら
他
端
に
進
む
た
め
に
は
、
二
四
〇

〇
吸
の
テ
ー
プ
で
は
、
そ
の
巻
取
り
速
度
を
毎
秒
一
〇
〇
吋
と
す
る
と
、
二

八
八
秒
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
均
待
ち
時
間
（
門
帥
】
P
傷
0
5
P
　
g
O
O
①
ω
q
o
　
け
一
B
P
O
）

は
こ
の
値
の
二
分
の
一
す
な
わ
ち
二
分
二
十
二
秒
　
と
い
う
大
き
な
値
と
な

る
。
す
な
わ
ち
所
．
要
の
一
項
目
を
取
り
出
す
た
め
に
、
長
さ
に
沿
っ
て
平
均

二
分
翠
煙
の
走
査
（
。
。
①
鎚
。
ぼ
ロ
α
q
）
を
必
要
と
す
る
。

　
要
す
る
に
磁
気
テ
ー
プ
は
、
記
録
密
度
、
記
録
容
量
お
よ
び
読
取
り
、
記

録
の
速
度
が
極
め
て
大
で
あ
る
と
い
う
利
点
と
同
時
に
、
待
ち
時
間
が
か
な

り
大
き
い
と
い
う
欠
点
を
も
つ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
テ
ー
プ
を
外
部
記
憶

と
し
て
使
用
す
る
場
合
に
は
、
ラ
ン
ダ
ム
・
ア
ク
セ
ス
を
必
要
と
す
る
作
業
、
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電
子
会
計
機
の
構
成
諸
装
置
に
よ
る
特
性

例
え
ば
取
引
発
生
毎
に
該
当
項
目
を
テ
ー
プ
か
ら
サ
ー
チ
す
る
如
き
リ
ヤ
ル

・
タ
イ
ム
（
目
①
9
一
　
↓
一
肩
O
）
の
デ
ー
タ
ー
処
理
に
は
明
ら
か
に
不
利
で
あ
り
、

デ
ー
タ
ー
の
一
定
量
を
貯
え
、
こ
れ
を
マ
ス
タ
ー
・
テ
ー
プ
の
分
類
規
準
に

従
っ
て
分
類
し
、
こ
れ
を
一
括
し
て
処
理
す
る
作
業
（
げ
巴
島
暇
。
8
ω
・
・
）
方

法
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
．
ら
な
い
。

　
す
な
わ
ち
予
め
分
類
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
・
テ
ー
プ
（
冨
ロ
器
？

↓
言
討
℃
。
）
と
マ
ス
タ
ー
・
テ
ー
プ
を
同
時
に
機
械
に
か
け
、
両
者
の
間
に

所
定
の
計
算
を
反
覆
す
る
如
き
場
合
に
は
極
め
て
有
効
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
巻
取
り
速
度
お
よ
び
収
容
密
度
の
高
い
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
れ
を
イ
ン
プ

ッ
ト
の
媒
体
と
し
て
使
用
す
る
と
か
、
計
算
結
果
を
一
且
記
録
し
、
こ
れ
を
主

計
算
機
か
ら
切
離
し
て
、
別
個
に
高
速
度
印
刷
機
を
駆
動
せ
し
め
る
等
の
オ

フ
・
ラ
イ
ン
（
o
㌍
団
昌
①
）
の
作
業
に
最
も
適
当
し
た
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
磁
気
テ
ー
プ
は
電
力
の
停
止
に
よ
る
消
失
の
な
い
こ
と
、
記
録
の
消

去
、
再
記
入
が
容
易
で
あ
る
等
の
特
長
が
あ
る
の
で
例
え
ば
マ
ス
タ
ー
・
フ

ァ
イ
ル
が
日
々
の
取
引
の
転
記
に
よ
っ
て
改
算
さ
れ
る
場
合
、
前
の
記
録
を

消
去
し
計
算
結
果
を
薪
に
記
入
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
磁
気
テ
ー
プ
は
、
そ
の
長
さ
に
沿
っ
て
フ
ァ
イ
ル
を
逐
一
サ

ー
チ
す
る
た
め
に
待
ち
時
間
が
大
き
い
こ
と
以
外
は
、
計
算
機
の
外
部
記
憶

と
し
て
優
れ
た
特
性
を
も
つ
て
い
る
の
で
、
こ
の
装
置
は
す
べ
て
の
機
械
に

使
用
す
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。

磁
気
ド
ラ
ム
・
磁
気
デ
ィ
ス
ク
　
こ
れ
ら
は
前
述
の
磁
気
テ
ー
プ
に
対
し
て
、

ラ
ン
ダ
ム
・
ア
ク
セ
ス
・
メ
モ
リ
ー
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ラ
ン
ダ
ム

・
ブ
ク
セ
ス
と
は
こ
こ
で
は
磁
気
テ
ー
プ
に
比
し
て
極
め
て
待
ち
時
間
の
小

さ
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
正
確
な
意
味
で
の
ラ
ン
ダ
ム

・
ア
ク
セ
ス
で
は
な
い
。
磁
気
ド
ラ
ム
を
例
に
と
れ
ば
、
比
較
的
大
容
量
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
た
び
所
定
の
宛
名
が
決
定
さ
れ
る
と
、
そ
の
宛
名
の

属
す
る
ト
ラ
ッ
ク
（
＃
ロ
。
評
）
の
ヘ
ッ
ド
（
冨
巴
）
に
対
し
て
、
ま
ず
回
路
の

接
続
（
の
三
三
げ
ぎ
α
q
）
が
ラ
ン
ダ
ム
に
行
わ
れ
、
結
局
ド
ラ
ム
の
最
大
一
回
転

の
周
期
を
ヘ
ッ
ド
が
走
査
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
記
録
容
量
は
ド
ラ
ム
の
表
面
積
に
比
例
す
る
の
で
、
外
部
記
憶
と
し
て
大

容
量
を
得
る
た
め
に
は
、
そ
の
直
径
と
軸
方
向
の
長
さ
を
増
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
訂
し
、
回
転
体
の
形
状
を
大
に
す
る

と
き
に
は
、
そ
れ
に
伴
う
種
々
の
機
械
的
な
制
約
か
ら
回
転
速
度
が
抑
え
ら

れ
る
結
果
、
待
ち
時
間
が
大
き
く
な
る
こ
と
は
免
れ
な
い
。

　
一
例
と
し
て
q
ロ
ぎ
。
包
。
計
算
機
で
は
ド
ラ
ム
あ
た
り
一
万
五
千
語
、

平
均
待
ち
時
間
は
一
七
ミ
リ
・
セ
コ
ン
ド
の
値
の
も
の
が
得
ら
れ
て
お
り
、

記
憶
容
量
の
増
加
は
こ
れ
を
多
数
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

　
磁
気
デ
ィ
ス
ク
は
主
と
し
て
宙
罎
ひ
い
O
型
計
算
機
に
用
い
ら
れ
て
い
る

外
部
記
憶
装
置
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
蓄
音
機
の
レ
コ
ー
ド
と
同
様
の
円
板
の
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両
面
に
磁
気
的
に
記
録
す
る
形
の
も
の
で
あ
る
。
記
憶
媒
体
が
円
板
で
あ
る

た
め
に
、
磁
気
ド
ラ
ム
と
比
較
し
て
、
装
置
の
同
一
容
積
に
対
し
て
記
録
す

る
こ
と
の
で
き
る
表
面
積
が
極
め
て
大
で
あ
り
、
従
っ
て
小
容
量
の
装
置
で

大
容
量
の
も
の
が
得
ら
れ
る
特
長
が
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
六
〇
〇
枚

の
円
板
を
も
ち
容
量
六
＋
万
桁
、
平
均
待
ち
時
間
五
六
五
ミ
リ
・
セ
コ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
も
の
が
得
ら
れ
て
い
る
。
読
取
り
、
記
録
は
磁
気
ヘ
ッ
ド
を
も
つ
た
ピ
ッ

ク
・
ア
ッ
プ
（
℃
刷
毛
）
が
回
転
す
る
円
板
上
の
所
定
の
場
所
に
移
動
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

　
磁
気
ド
ラ
ム
お
よ
び
磁
気
デ
ィ
ス
ク
の
待
ち
時
間
は
こ
の
よ
う
に
内
部
記

憶
に
比
し
て
比
較
的
大
き
い
が
、
ラ
ン
ダ
ム
・
ア
ク
セ
ス
の
形
式
で
あ
る
た

め
に
、
こ
れ
ら
は
内
部
記
憶
の
容
量
を
補
い
、
そ
の
機
能
を
拡
大
す
る
意
味

に
お
い
て
外
部
記
憶
装
置
の
主
体
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
デ
ー
タ
処
理

作
業
が
分
類
・
仕
訳
・
照
合
等
を
も
含
め
た
総
合
的
な
内
容
の
も
の
で
あ
り
、

と
く
に
リ
ヤ
ル
・
タ
イ
ム
の
作
業
を
必
要
と
す
る
と
き
に
は
、
こ
の
種
の
外

部
記
憶
装
置
は
必
須
の
も
の
で
あ
る
。

　
磁
気
ド
ラ
ム
お
よ
び
磁
］
気
デ
ィ
ス
ク
（
以
下
両
者
を
単
に
磁
気
ド
ラ
ム
と

呼
ズ
こ
と
に
す
る
）
は
、
こ
の
よ
う
に
外
部
記
憶
と
し
て
ラ
ン
ダ
ム
・
ア
ク

セ
ス
の
好
ま
し
い
特
性
を
備
え
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
、
・
す
べ

て
の
計
算
機
に
採
用
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
第
三
表
は

磁
気
テ
ー
プ
と
の
比
較
に
お
い
て
、
各
種
計
算
機
に
結
合
さ
れ
る
磁
気
ド
ラ

　
　
　
　
電
子
会
計
機
の
構
成
諸
装
置
に
よ
る
特
性

第3表
プ

結合台数
（最大）

4

10

10

7

一ア磁気ム

諭鼠
容
．

待ち時間
　　（分）

結合台数
　　（最大）

磁　気　　ド　ラ

騰（、お。秒）糧（語）
二形

10

P0

U
2
0
1
6
1
0
1
0
8
4
0

300．　000

100．　000

100，000

115，　OOO

100，　Ooo

　　oo，　ooo

230，　OOO

　　72，　OOO

240，000

230，　OOO

230，000

3100，　ooO
　　　（桁）

200，　OOO

4
”
6
2
2
”
2
2
篇
2
2
舗
2

1

3

4
　
1
0

2
　
3
0

1，　OOO

4，　OOO

　600，　OOO

（磁気ディスク）

　　15，　OOO

8，　196

6，　OOO

8．　3

8．3

獅
葺

12．　1

8．　4

Bendix，　G15D

Readix

Elecom　120

NCR　102

Elecom　125

Datatron　205

1BM　650

Univac　File

Univac　II．

IBM　704

1BM　705

Datamatic－1000

Bizmac
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電
子
会
計
機
の
構
成
諸
装
置
に
よ
る
特
性

ム
の
最
大
ユ
ニ
ッ
ト
数
と
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
容
量
、
平
均
待
ち
時
間
を
掲
げ
た

も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
表
に
お
い
て
明
ら
か
な
如
く
、
磁
気
テ
ー
プ
は
何
れ
の
計
算
機
に
も

結
合
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
が
、
磁
気
ド
ラ
ム
は
約
半
数
の
計
算

機
に
採
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
も
っ
と
も
数
学
計
算
を
主
目
的
と
す
る
小
規
模
の
計
算
機
で
は
、
こ
れ
を

必
要
と
し
な
い
が
、
臣
・
菖
9
ρ
d
弱
く
き
目
等
の
大
型
の
計
算
機
に
お
い
て
も

省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
節
に
お
い
て
更
に
詳
述
す
る
が
、

結
果
的
に
い
え
ば
、
電
子
計
算
機
の
経
営
事
務
に
対
す
る
特
性
の
一
面
を
端

的
に
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
計
算
機
を
活
用
す
る
に
際
し
て
磁
気
ド
ラ
ム
等
の
ラ
ン
ダ
ム
・

ア
ク
セ
ス
・
メ
モ
リ
ー
の
外
部
記
憶
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
種
類
の
デ
ー
タ

ー
処
理
一
例
え
ば
分
類
・
照
合
・
転
記
等
の
含
ま
れ
た
総
合
的
な
作
業
ま

た
は
リ
ヤ
ル
・
タ
イ
ム
に
よ
る
在
庫
管
理
作
業
　
　
は
、
必
ら
ず
し
も
経
済

的
に
得
策
で
は
な
く
、
む
し
ろ
所
定
の
規
準
に
従
っ
て
予
め
分
類
・
整
理
の

作
業
は
パ
ン
チ
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
行
い
、
こ
れ
を
テ
ー
プ
に
変
換
し
、
爾
後

の
計
算
を
一
括
し
て
行
う
作
業
の
方
式
が
、
特
に
経
営
上
の
要
求
の
な
い
場

合
に
は
有
利
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
敢
て
大
容
量
の
磁
気
ド
ラ
ム
を
外
部
記
憶
と
し
て
結
合
す

る
こ
と
を
特
長
と
す
る
計
算
機
に
は
、
例
え
ば
I
B
M
で
は
冒
u
U
用
寓

（
竃
違
α
q
口
①
島
O
U
崔
目
U
O
富
憎
尻
O
O
①
ω
。
・
言
q
q
窮
乏
露
昌
①
）
、
R
R
で
は
岡
出
O
O
O
日
剛
9
曾

等
の
名
称
を
つ
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
デ
ー
タ
ー
を
フ
ァ
イ
ル
し
、
ラ
ン
ダ

ム
・
ア
ク
セ
ス
方
式
の
外
部
記
憶
装
置
に
よ
っ
て
一
貫
し
た
電
子
的
デ
ー
タ

ー
処
理
を
行
う
と
い
う
特
長
を
表
わ
す
た
め
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

外
部
記
憶
装
置
の
主
計
算
機
に
及
ぼ
す
功
罪

　
外
部
記
憶
装
置
に
テ
ー
プ
の
み
を
使
用
す
る
場
合
の
デ
ー
タ
ー
処
理
に
お

い
て
は
、
テ
ー
プ
上
の
記
録
は
一
括
し
て
予
め
分
類
整
理
す
る
作
業
が
必
要

で
あ
り
、
分
類
・
整
理
等
を
含
め
た
本
来
的
な
電
子
デ
ー
タ
ー
処
理
を
行
う

た
め
に
は
外
部
記
憶
装
置
に
ラ
ン
ダ
ム
・
ア
ク
セ
ス
形
式
の
大
容
量
記
憶
装

置
が
必
須
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
さ
き
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ラ
ン
ダ
ム
・
ア
ク
セ
ス
形
式
の
外
部
記
憶
装
置
が
、
事
務
作
業

の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
立
場
か
ら
重
要
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

第
三
表
の
如
く
、
一
般
に
採
用
さ
れ
な
い
理
由
に
は
次
の
諸
事
項
が
考
え
ら

れ
る
。

　
一
、
現
在
の
磁
』
気
ド
ラ
ム
記
憶
シ
ス
テ
ム
で
は
、
磁
』
気
テ
ー
プ
・
シ
ス
テ

　
　
ム
の
場
．
合
よ
り
も
単
位
デ
ー
タ
ー
あ
た
り
の
記
憶
費
用
が
か
な
り
即
き

　
　
い
。

　
二
、
ラ
ン
ダ
ム
・
ア
ク
セ
ス
の
外
部
記
憶
装
置
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
作

　
　
業
（
分
類
あ
る
い
は
リ
ヤ
ル
・
タ
イ
ム
に
お
け
る
デ
ー
タ
ー
処
理
）
は
、
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磁
気
ド
ラ
ム
の
待
ち
時
間
の
大
な
る
た
め
に
、
主
計
算
機
の
高
速
度
の

　
　
計
算
機
能
が
一
義
的
に
殺
減
さ
れ
、
不
能
率
な
も
の
と
な
る
。

　
三
、
し
た
が
っ
て
一
般
に
は
、
そ
の
デ
ー
タ
ー
を
カ
ー
ド
に
穿
孔
し
、
こ

　
　
れ
を
一
括
し
て
分
類
整
理
の
上
、
テ
ー
プ
に
変
換
し
、
オ
フ
・
ラ
イ
ン

　
　
の
作
業
に
切
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
に
低
費
用
の
処
理
が
可
能
と
な

　
　
る
。

　
四
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
は
含
開
霞
等
の
複
雑
な
補
助
装
置
を
必
要

　
　
と
す
る
。
等
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
一
、
の
記
憶
費
用
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
d
巳
奉
。
害
⑦
計
算
機
で
は
、

こ
れ
に
使
用
す
る
磁
気
テ
ー
プ
装
置
の
価
格
が
約
三
万
六
千
弗
、
テ
ー
プ
一

巻
の
容
量
が
七
万
三
千
語
で
あ
る
か
ら
、
一
語
あ
た
り
○
・
五
弗
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
て
磁
気
ド
ラ
ム
は
価
格
五
万
】
千
弗
、
容
量
は
“
万
五
千
語
、

し
た
が
っ
て
一
語
あ
た
り
三
・
四
強
で
約
七
倍
の
相
違
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

　
二
、
の
待
ち
時
間
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
の
大
き
い
こ
と
は
主
計
算
機
が
内

部
記
憶
に
磁
気
コ
ア
ー
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
使
用
し
た
高
速
度
、
大
型
の
も

の
で
あ
る
程
影
響
を
大
き
く
う
け
不
能
率
と
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
然

る
に
テ
ー
プ
で
は
す
で
に
分
類
整
理
が
完
了
し
て
い
る
か
ら
、
特
に
頗
繁
に

停
止
・
始
動
を
す
る
作
業
以
外
は
、
内
部
記
憶
の
速
度
に
対
し
て
充
分
の
速

度
で
記
入
・
読
取
が
行
わ
れ
て
、
待
ち
時
間
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
は
な
い

わ
け
で
あ
る
。
大
型
計
算
亀
田
・
舞
ρ
∪
9
冨
目
魯
8
H
o
o
o
唱
d
貫
く
。
。
。
目
型
計

　
　
　
　
電
子
会
計
機
の
構
成
諸
装
置
に
よ
る
特
性

算
機
が
、
外
部
記
憶
と
し
て
磁
気
テ
ー
プ
装
置
の
み
を
用
い
、
磁
気
ド
ラ
ム

装
置
が
全
く
用
い
ら
れ
な
い
の
は
こ
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
Q

　、

O
、
の
ラ
ン
ダ
ム
・
ア
ク
セ
ス
を
必
要
と
す
る
作
業
は
、
実
際
に
は
甚
だ

稀
で
あ
っ
て
大
部
分
の
企
業
で
は
、
テ
ー
プ
を
用
い
た
オ
フ
・
ラ
イ
ン
作
業

に
よ
る
処
理
の
遅
れ
の
程
度
は
運
営
上
の
支
障
と
は
な
ら
な
い
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
四
、
に
つ
い
て
は
例
え
ば
H
U
d
竃
O
い
O
型
計
算
機
で
は
第
四
・
五
表
（
計

算
機
の
価
格
の
節
参
照
）
の
如
く
比
較
的
高
価
な
装
置
F
・
K
・
し
が
余
分

に
必
要
と
な
る
。

註
（
1
）
　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
シ
大
学
の
Q
。
討
巳
塁
O
筥
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
速
度
基

　
準
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
磁
気
ド
ラ
ム
に
お
け
る
台
詞
9
§
。
・
。
。
の
方
法
に
は
ド
ラ
ム
の
円
囲
上

　
　
の
一
部
に
一
時
置
ー
タ
ー
を
待
機
せ
し
め
る
場
所
、
す
な
わ
ち
レ
ボ
ル
バ
ー

　
　
（
同
Φ
＜
O
一
く
O
同
）
を
設
け
る
方
法
、
円
囲
に
多
数
の
ヘ
ッ
ド
を
放
射
状
に
取
付
け

　
　
る
方
法
そ
の
他
各
種
の
方
法
が
あ
る
。
遍
一
一
薮
目
∪
・
切
要
守
b
髭
ぎ
。
Φ
ω
。
・
u
－

　
　
安
目
q
自
8
冨
σ
q
。
・
〉
冒
二
三
σ
q
。
目
。
旨
O
ロ
一
畠
。
ぱ
臼
。
g
重
三
。
6
。
目
隠
け
⑦
屋
忌
e
Q

　
（
3
）
　
数
学
計
算
に
お
け
る
逐
次
反
覆
法
（
。
・
目
8
。
・
ω
凶
毒
三
目
註
8
）
の
如
く
、

　
　
自
己
の
計
算
結
果
を
使
用
し
て
同
形
の
計
算
を
多
数
回
反
覆
す
る
場
合
に
、

　
　
こ
の
小
容
量
、
小
待
ち
時
間
の
部
分
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
（
4
）
．
国
。
匿
巳
9
9
二
∪
門
中
§
。
。
。
・
暴
毛
菖
ρ
轟
。
・
笏
僧
巳
。
目
ぎ
8
。
・
。
・
竃
守

　
　
目
。
昌
w
ま
。
・
訂
ロ
冒
。
曇
p
巳
｝
唱
“
o
日
置
鼠
塗
り
く
巳
●
卜
9
由
b
唱
出
同
O
軌
ひ
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第　4　表　　IBM　650型計算機の構成要素数と価格

番
　
号

A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L

装 置 名

主計算機
カード読取・穿孔（533）

カード読取・穿孔（537）

ライン・プリンター（407）

英字機構
磁気コアーバッファー（653）

磁気テープ制御（652）

磁気テープ機構（727）

磁気ディスク機構（『55）

タイプライター機構（838）

インデックス・レジスター（653）

浮動小数点装置（653）

機能

演算電源

入・出力

　Xl

　tl

　u
記憶

　tl

　tl

　tl

入・出力

演算

　tt

結
合

A
〃
〃

C〃
・
D
A
　
A
　
G
　
F
　
I
．
F
　
F

B

結合台数

最小

1

0
0
0
0
0
0
0
0

最大

3

1
1
1
6
4
0
1
1

　
　
　
　
　
1

買取価格

　　（＄）

169，　600

36，　300

tfo，　200

59，　850

18，　150

85，　500

64，　200

29，　800

76，　500

10，　OOO

22，　800

25，　600

賃貸価値

　　（＄）

3，　200

550

700

920

275

1，　500

1，　125

550

1，　050

175

400

4so

電
子
会
計
機
の
構
成
諸
装
置
に
よ
る
特
性

第　5　表　　RR・Univac　II型計算機の構成要素数と価格

番
号

A
B
C
D
E
F
G
H
I

装 置 名

主計算機
磁気テープ機構（UNISERVO）

カード・磁気テープ変換機

磁気テープ・カード変換機

磁気テープ・タイプライター

　　tt

磁気テープ検査機

高速度印刷機

電源装置

機能

算
憶
力
力
力
力
力
力
源

演
記
入
出
入
出
入
出
電

結
合

　
　
D
H

A
A

　
　
，
，
B

　
　
C
E

B
　
A
　
A
　
E
　
B
　
A

結合台数
最小1最大

　2
｝o

0
0
0
0
0
0
1

6
0
0
0
0
0
0
0
1

1
5
1
1
0
0
0
1

　
　
　
1
1
1

買取価格

　　（＄）

825，　OOO

（1を含む）

20，　OOO

140，　OOO

130，　OOO

　4，　500

22，　OOO

　11，　750

185，　OOO

賃貸価格

　　（＄）

　18，　OOO

（1を含む）

　　450

　2，　500

　2，　300

　　90

　　390

　　195

　3，　300
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（
5
）
書
。
び
閑
・
。
冒
。
き
”
冨
・
宕
。
臭
亀
。
算
冒
§
。
曙
宰
。
ぎ
・
8
穿
σ
・
露
。
・
蓋
ゆ

　
》
ロ
噌
曾
H
O
認

計
算
機
の
価
格

　
主
計
機
以
外
の
各
装
置
は
げ
巳
崔
晶
匡
。
爵
。
・
図
の
9
ヨ
に
な
っ
て
お
り
、
各

製
造
会
社
に
よ
っ
て
そ
の
最
小
・
最
大
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
第
四
・
第
五
表
に
主
計
算
機
お
よ
び
こ
れ
と
結
合
す
る
装
置
の
種
類
・
台

数
・
価
格
を
示
す
。

　
こ
の
表
に
よ
っ
て
主
計
算
機
に
外
部
記
憶
・
入
・
出
力
装
置
そ
の
他
の
補

助
装
置
を
一
式
と
と
の
え
る
だ
け
で
同
b
d
竃
象
O
型
計
算
機
で
は
、
主
群
機

の
約
四
倍
、
図
心
・
d
巳
奉
。
二
型
計
算
機
で
は
約
二
倍
と
な
る
。

　
し
か
し
実
際
に
は
主
計
算
機
の
処
理
能
力
に
応
じ
て
相
当
数
の
装
置
の
結

合
を
必
要
と
し
、
ま
た
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
計
算
機
の
特
色
が

は
じ
め
て
発
揮
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
遙
か
に
高
費
用
の
も
の
と
な
る
こ

と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

結

び

　
電
子
会
計
機
は
第
一
・
二
表
に
示
し
た
如
く
、
内
部
記
憶
装
置
に
磁
気
コ

ア
ー
を
使
用
し
て
い
る
か
、
磁
気
ド
ラ
ム
を
使
用
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、

計
算
速
度
に
格
段
の
差
相
違
が
あ
り
、
主
計
算
機
の
価
格
も
、
こ
れ
に
よ
つ

　
　
　
　
電
子
会
計
機
の
構
成
諸
装
置
に
よ
る
特
性

て
大
幅
の
差
を
生
じ
て
い
る
。
前
者
を
大
型
計
算
機
・
後
者
を
中
型
計
算
機

と
称
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
主
計
算
機
が
高
速
度
型
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
機
械
の
融
通
性
、

利
用
性
を
高
め
、
複
雑
な
処
理
を
行
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
容
量
ラ
ン
ダ

ラ
ム
・
ア
ク
セ
ス
・
メ
モ
リ
ー
を
附
加
す
る
と
き
に
は
当
然
、
処
理
速
度
の

低
下
と
、
こ
れ
に
伴
う
必
要
以
上
の
処
理
費
用
増
大
と
い
う
不
利
な
結
果
を

来
す
傾
向
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
換
言
す
れ
ば
高
速
度
の
機
械
で
あ
る
ほ
ど
、
分
類
整
理
を
予
め
完
了
し
た

テ
ー
プ
上
の
デ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
単
純
、
高
速
度
な
計
算
を
行
う
こ
と
が
有

利
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
も
つ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
ラ
ン
ダ
ム
・
ア

ク
セ
ス
の
記
憶
装
置
自
体
に
つ
い
て
も
各
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
そ
の
容
量
が
増
加

す
る
に
し
た
が
っ
て
費
用
が
比
例
的
に
増
加
す
る
の
み
な
ら
ず
、
待
ち
時
間

も
大
と
な
り
、
カ
ー
ド
ま
た
は
テ
ー
プ
の
場
合
の
如
く
処
理
デ
ー
タ
ー
が
多

け
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
カ
ー
ド
の
枚
数
、
ま
た
は
テ
ー
プ
の
長
さ
の
み
を

増
加
し
て
、
こ
れ
を
補
う
と
い
う
容
易
さ
と
は
全
く
傾
向
が
異
っ
て
い
る
。

　
従
っ
て
現
在
の
電
子
デ
ー
タ
週
・
プ
ロ
セ
シ
ン
グ
機
械
で
は
す
べ
て
の
事

務
作
業
、
す
な
わ
ち
全
面
的
な
作
業
の
自
動
化
は
必
ら
ず
し
も
効
果
的
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

く
、
カ
ー
ド
分
類
機
あ
る
い
は
磁
気
テ
ー
プ
分
類
機
、
フ
ァ
イ
ル
保
管
機

（
ゆ
一
〇
　
巴
P
9
一
口
臼
①
屋
9
口
O
①
　
5
日
9
0
ず
け
P
O
）
等
特
殊
目
的
の
専
用
補
助
機
の
併
用
を
必
要

と
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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電
子
会
計
機
の
構
成
諸
装
置
に
よ
る
特
性

　
一
方
、
計
算
機
が
汎
用
機
と
し
て
更
に
融
通
性
を
も
ち
、
能
率
的
で
あ
る

た
め
に
は
、
一
つ
に
低
費
用
で
更
に
待
ち
時
間
の
小
さ
い
大
容
量
記
憶
装
置

の
開
発
が
望
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
な
お
最
近
碧
さ
目
当
。
究
目
配
ξ
唱
。
8
・
・
。
・
ぼ
q
q
と
い
う
処
理
方
式
の
機
械

が
完
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
各
種
の
処
理
手
順
を
異
に
す
る
デ
ー
タ
ー
を

無
差
別
に
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
も
、
機
械
に
予
め
、
そ
れ
ら
デ
ー
タ
ー
の
処
理

の
緊
急
度
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
を
与
え
て
お
け
ば
、
機
械
が
現

在
処
理
を
行
っ
て
い
る
デ
ー
タ
ー
よ
り
も
、
更
に
重
要
度
の
高
い
デ
ー
タ
ー

が
イ
ン
プ
ヅ
ト
さ
れ
た
場
・
合
に
は
、
現
在
の
作
業
を
自
動
的
に
一
時
中
止
し

て
優
先
的
に
そ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
・
デ
ー
タ
ー
の
処
理
に
切
換
え
、
各
種
の
デ

ー
タ
ー
を
有
効
・
迅
速
に
同
時
的
に
処
理
す
る
機
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

処
理
法
は
電
子
回
路
に
お
い
て
始
め
て
可
能
な
作
業
で
あ
っ
て
、
こ
の
機
能

に
よ
り
機
械
は
オ
ン
・
ラ
イ
ン
、
オ
フ
・
ラ
イ
ン
作
業
を
も
交
え
た
各
種
の

デ
ー
タ
処
理
に
対
し
て
極
め
て
集
約
的
、
能
率
的
に
運
用
し
得
る
こ
と
と
な

る
。
し
だ
が
っ
て
こ
の
面
か
ら
今
後
ラ
ン
ダ
ム
・
ア
ク
セ
ス
形
式
の
外
部
記

憶
装
置
は
、
そ
の
活
用
が
高
費
用
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
に
か
瓦
わ
ら
ず
、

そ
の
利
用
性
の
比
重
を
ま
す
ま
す
増
大
し
、
今
後
の
改
良
と
相
ま
っ
て
事
務

用
計
算
機
に
は
必
須
の
も
の
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
註
（
－
）
　
O
二
等
冒
α
q
》
巨
8
可
8
ざ
U
薗
訂
中
。
8
。
・
。
・
ぎ
。
Q
h
霞
野
管
・
。
・
の
碧
ら
ζ
自
の
ξ
愚
・

　
　
　
c
。
μ
甲
H
目
・
甲
＝
P
窄
卜
。
＄
・
■

　
　
（
2
）
ぎ
ざ
暴
§
殉
9
巳
ぐ
叩
§
。
。
。
・
藷
9
舅
竃
u
器
中
§
㎝
。
・
言
㎝
。
。
透
①
巨
剴
〒

　
　
　
臣
8
ロ
・
0
9
・
旨
巳
口
σ
q
噸
日
。
g
H
。
三
。
U
g
m
中
8
。
。
。
。
。
ぎ
㎝
ま
目
切
巳
。
。
ヨ
8
ω
鋤
巳
ぎ
辞
。
。
胃
図

　
　
　
喝
・
ひ
H
Ψ
0
爬
本
書
で
は
、
末
だ
も
巴
9
藁
暇
。
§
ω
ぎ
α
q
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ

　
　
　
て
い
な
い
が
、
同
じ
意
味
の
作
業
に
つ
い
て
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
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勘

定
．
組

織

の

発

展

武

田

隆

二

　
　
　
目
　
　
　
次

一、二
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
本
質

三
、
勘
定
組
織
の
発
展

　
1
、
発
展
の
概
観

　
2
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
先
駆
時
代

　
3
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
過
渡
的
時
代

　
4
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
体
系
化
の
時
代

　
　
（
1
）
　
産
業
合
理
化
時
代
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン

　
　
（
2
）
　
計
画
経
済
時
代
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン

　
　
（
3
）
　
戦
後
の
発
展

　
5
、
．
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
反
省
へ
の
傾
向

四
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
新
展
開

　
－
、
序

　
2
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
形
成
に
お
い
て
顧
慮
す
べ
き
要
因

　
3
、
新
し
い
ド
イ
ツ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
対
す
る
グ
ロ
ー
ホ
ラ
の
提
案

　
4
、
む
す
び

五
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
動
的
構
成

　
1
、
グ
ロ
ー
ホ
ラ
説
の
批
判
と
問
題
の
所
在

　
2
、
動
的
二
勘
定
理
論
と
原
価
計
算
と
の
結
合
形
態

　
3
、
動
的
構
成
の
特
徴

［
　
序

　
勘
定
組
織
（
内
。
ロ
8
屋
・
。
岩
8
目
）
と
は
、
勘
定
理
論
（
囚
。
巨
。
ロ
§
①
〇
二
①
）
の

具
体
的
な
勘
定
的
発
現
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
勘
定
理
論
と
密
着
し
た
関

連
に
お
い
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
勘
定

学
説
発
展
そ
れ
自
体
分
な
か
に
勘
定
組
織
の
発
展
を
も
同
時
に
内
包
し
て
い

る
も
の
と
観
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
（
囚
O
口
酋
O
】
P
目
騨
げ
目
①
屋
）
が
、
シ
ュ
マ
ー
レ

ン
バ
ッ
ハ
の
創
意
に
な
る
勘
定
体
系
（
囚
。
巨
。
霧
遂
↓
①
目
彗
涛
）
で
あ
る
こ
と
は
、

一117一



　
　
　
　
勘
定
　
組
織
　
の
　
発
　
展

周
知
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
に
お
い
て
シ
ュ
マ

ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
以
前
お
よ
び
以
後
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
発
展
事
情

に
つ
い
て
は
、
　
一
般
に
殆
ん
ど
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
な
い
の
．
が
現
状
で
あ

る
。
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
・
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
も
の
意
義
を
正
し
く

認
識
す
る
た
め
に
は
、
是
非
と
も
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
生
成
発
展
の
過
程
に

注
意
が
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
た
く
し
は
本
稿
に
お
い
て
コ
ン

テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
が
勘
定
組
織

の
一
方
法
で
あ
る
と
い
う
理
解
か
ら
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
発
展
を
勘
定
理

論
　
　
勘
定
体
系
1
の
発
展
の
側
面
か
ら
採
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
現
代
的
意
義
と
そ
れ
の
も
つ

発
展
の
動
向
並
に
問
題
点
が
平
明
化
す
る
も
の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
わ
た
く
し
の
理
解
で
は
、
後
述
の
ご
と
く
、
近
代
的
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン

の
母
国
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
的
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン

の
普
及
・
一
般
化
の
時
期
は
一
応
終
り
、
い
ま
や
そ
れ
の
反
省
の
時
期
に
入

っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
土
岐
博
士
に
よ
る
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
・
コ
ン

テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
邦
訳
が
そ
れ
の
普
及
に
大
い
に
与
っ
て
力
あ
っ
た
も
の
と

考
え
る
が
、
最
近
黒
沢
博
士
に
よ
る
プ
ラ
ン
コ
ン
タ
ー
ブ
ル
の
紹
介
お
よ
び

そ
れ
と
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
と
の
比
較
研
究
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
コ
ン

テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
研
究
に
一
層
注
意
が
喚
起
せ
ら
れ
た
こ
と
は
同
慶
に
た
え

な
い
心

　
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
次
の
諸
資
料
を
参
考
と
し
て
、
筆
者
の
解
釈
を
加
え
、

勘
定
組
織
発
展
の
跡
を
顧
み
、
そ
の
発
展
の
外
延
的
特
徴
に
照
ら
し
て
そ
れ

を
幾
つ
か
の
発
展
段
階
に
整
理
し
、
そ
れ
の
も
つ
特
質
を
考
察
し
よ
う
と
す

る
。
更
に
、
最
近
に
お
け
る
ド
イ
ツ
・
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
新
た
な
動
向
を

指
摘
し
、
最
後
に
動
的
勘
定
学
説
と
原
価
計
算
の
結
合
形
態
た
る
コ
ン
テ
ン

ラ
ー
メ
ン
の
動
的
構
成
に
関
す
る
試
案
を
開
陳
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
謡
コ
）
　
ド
イ
ツ
文
献
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
）

　
　
　
　
切
①
け
二
〇
げ
。
・
琶
詳
。
。
畠
鑑
島
。
密
ω
閉
①
喘
聾
〇
ニ
ロ
目
”
望
貯
一
〇
げ
囮
ゴ
9
冨
＝
巨
㎝
＝
圏
内
8
－

　
　
　
8
房
岩
ε
目
．
N
・
P
聞
ご
留
一
臼
年
㎝
・
Q
α
．
零
為
卜
。
噛
卜
。
ひ
冒
腎
㎝
・
q
Ω
．
μ
一
c
o
’

　
　
　
　
Ω
円
8
置
2
国
毫
言
“
国
匿
貯
ロ
巳
零
。
冨
円
。
巨
惹
。
匹
暮
α
Q
　
山
。
。
。
　
山
〇
三
㎝
島
臼

　
　
　
内
8
8
誇
昌
巳
。
諾
・
N
・
h
国
．
博
卜
3
刈
賢
年
α
q
‘
宕
同
●
H
ρ
6
昭
・

　
　
　
　
蜜
雰
昌
の
8
門
日
¢
。
昌
炉
　
国
9
。
ロ
ω
”
囚
。
箕
。
同
門
p
7
ヨ
o
F
　
臣
”
閏
的
昌
告
ミ
O
門
8
円
げ
口
。
ず
　
ユ
①
同

　
　
　
ω
O
国
一
9
9
一
≦
一
q
D
の
O
昌
ω
O
げ
的
諏
①
昌
・
H
O
い
メ
ω
・
H
ひ
H
中
・

　
　
　
　
屑
。
♂
壽
ゆ
g
D
冨
㎝
津
巴
”
O
≡
乱
唱
二
昌
国
帥
覧
臼
山
。
円
内
。
見
。
目
四
げ
冒
窪
ヨ
蹄
3
①
。
。
o
巳
臼

　
　
　
切
。
急
。
訂
♂
剴
二
噂
ロ
σ
q
山
①
。
。
閑
。
昌
。
員
魯
冒
。
冨
塗
同
岳
。
田
。
・
。
口
出
巳
Q
D
冨
＝
冒
山
島
三
〇
・

　
　
　
N
．
h
切
己
ト
っ
ω
冒
訂
α
q
‘
Z
H
●
↑
同
O
㎝
G
。
●

　
　
　
　
q
。
魯
。
壱
ひ
団
。
響
乙
）
。
尉
国
8
伴
Φ
冒
ぎ
目
。
昌
－
臣
壁
織
旨
凹
く
。
周
げ
邑
言
謎
巨
臼

　
　
　
冒
α
㎝
豪
げ
冨
ぎ
昌
・
ピ
器
・

　
　
　
　
ω
筈
ヨ
巴
。
ロ
冨
。
貫
国
詣
①
舅
U
。
同
国
。
暑
。
目
魯
暑
F
劇
｝
島
・
・
H
O
。
。
軌
・
（
土
岐
政

　
　
　
蔵
訳
「
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
　
　
標
準
会
計
組
織
」
森
山
書
店
）

山
下
勝
治
　
損
益
計
算
論
（
泉
文
堂
、
昭
二
五
年
）
．
第
三
篇
。
第
四
章
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山
下
勝
治
　
新
工
業
簿
記
（
千
倉
書
店
、
昭
二
一
年
）
第
一
篇
・
第
二
篇

　
　
　
黒
沢
清
　
簿
記
原
理
（
森
山
書
房
、
昭
二
六
年
）

　
　
　
黒
沢
清
　
銀
行
経
営
に
於
け
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
適
用
、
会
計
三
二

　
　
巻
五
号
・
六
号

　
　
　
黒
沢
清
　
勘
走
計
画
論
序
説
、
産
業
経
理
一
七
巻
一
一
号
・
一
二
号

　
　
　
黒
沢
清
プ
ラ
ン
。
コ
ン
タ
ブ
ル
と
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
、
経
済
セ
ミ
ナ

　
　
一
一
九
五
八
年
三
月

　
　
久
保
田
音
二
郎
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
を
基
底
と
す
る
短
期
損
益
計
算
、

　
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
研
究
二
一
五
頁
以
下

　
　
　
土
岐
政
蔵
　
経
営
計
算
論
（
税
務
経
理
協
会
、
昭
三
三
年
）
第
一
部

　
　
畠
中
福
一
　
勘
定
学
説
研
究
（
森
山
書
店
、
昭
一
七
年
目

　
　
岡
田
誠
一
　
ゴ
ン
ベ
ル
グ
著
批
判
的
勘
定
学
説
史
（
東
洋
出
版
社
、
昭
一

　
　
〇
年
）

　
　
斉
藤
隆
夫
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
以
後
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
つ
い

　
　
て
（
抜
刷
）

　
　
山
下
勝
治
・
武
田
隆
ニ
　
コ
ン
テ
ン
ラ
；
メ
ン
（
原
価
会
計
ハ
ン
ド
ブ
ッ

　
　
ク
、
税
務
経
理
協
会
）
W
・
五
三
頁
以
下

（
註
二
）
　
国
㎝
げ
戸
切
。
日
訂
巳
”
U
。
℃
豆
。
。
⇔
ぽ
臼
図
。
巨
。
ロ
き
臣
碧
”
H
O
駅
ω
・
は
最
近
入
手
し

　
　
た
ば
か
り
で
あ
る
た
め
、
本
稿
の
作
成
に
際
し
利
用
で
ぎ
な
か
っ
た
が
、
参

　
　
考
と
な
る
点
は
追
っ
て
補
充
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ニ
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
本
質

コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
勘
定
分
類
を
基
底
と
す
る
会
計
の
組
織
計
画

　
　
　
勘
　
定
　
組
織
　
の
　
発
　
展

（
O
鵡
①
巳
の
巴
8
。
・
冨
昌
h
晋
画
器
國
8
巨
巨
σ
q
。
。
器
㎝
8
）
で
あ
る
と
い
う
て
ん
に
そ

の
本
質
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
単
に
形
式
的
に
理
解
す

る
な
ら
ぽ
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
マ
ン
（
笛
暫
口
o
o
　
窓
ロ
ロ
ω
け
O
円
5
P
9
2
口
】
P
）
の
述
べ
て
い
る
が

ご
と
く
「
経
営
の
勘
定
㎝
組
織
に
つ
い
て
の
分
類
シ
ェ
ー
マ
」
（
国
ぼ
と
図
一
9
。
。
㎝
ヨ
，

訂
賦
。
ロ
・
・
8
冨
巨
薗
h
冒
象
。
げ
。
三
①
臣
島
。
菌
自
8
ロ
自
囎
ロ
凶
。
・
9
δ
ロ
）
を
意
味
す
る

も
の
と
解
さ
れ
る
（
竃
嘗
昌
o
D
け
O
円
目
暫
ロ
ロ
讐
ρ
・
9
◎
・
〔
）
ご
ω
．
同
α
H
）
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
立

つ
と
き
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
が
単
に
原
価
計
算
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み

採
り
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
ご
く
一
般
的
に
勘
定
組
織
の
一
方

法
で
あ
る
こ
と
か
ら
勘
定
理
論
と
の
関
連
に
お
い
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
わ
れ
わ
れ
は
後
述
す
る
ご
と
く
コ
ン
テ
ン

ラ
ー
メ
ン
を
勘
定
組
織
発
展
の
側
面
か
ら
扱
お
う
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
コ

ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
と
い
う
用
語
は
夙
に
一
九
二
七
年
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ツ
ハ

が
財
務
簿
記
と
経
営
簿
記
と
を
一
つ
の
勘
定
組
織
の
中
に
統
一
す
る
際
に
案

出
し
た
用
語
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
は
ま
さ
に
勘
定
組
織
の
方
法
た
る
点
に

存
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

　
こ
こ
で
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
乃
至
コ
ン
テ
ン
プ
ラ
ン
（
囚
8
8
起
冨
口
）
と

は
単
に
簿
記
の
組
織
計
画
た
る
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
の
組
織
的
機
能
は
拡

大
さ
れ
、
財
務
簿
記
お
よ
び
経
営
簿
記
（
濁
§
ロ
N
・
慧
笛
剴
9
同
δ
審
び
饗
嘗
巴
嘗
轟
）

を
包
含
し
、
そ
れ
ら
勘
定
の
上
で
価
格
計
算
（
囚
』
押
乱
9
ざ
ロ
）
・
経
営
統
計

（
切
Φ
巳
。
げ
の
・
・
§
一
ω
島
評
）
お
よ
び
経
営
計
画
設
定
（
切
①
巳
①
げ
。
。
娼
冨
巨
巨
σ
q
）
の
た
め
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勘
定
組
織
　
の
　
発
　
展

の
資
料
が
選
択
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
簿
記
の
組
織
計
画
か
ら
会
計
の
組
織

計
画
へ
発
展
す
る
。
か
く
て
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
経
営
組
織
（
畠
一
。
げ
？

臨
①
臣
。
冨
O
養
巳
。
。
巴
。
β
）
を
よ
り
ょ
く
反
映
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

（
註
）
　
コ
ン
テ
ン
ラ
：
メ
ン
と
コ
ン
テ
ン
プ
ラ
ン
の
両
概
念
は
、
屡
々
同
一
視

　
さ
れ
、
ま
た
は
混
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
概
念
二
次
の
よ
う
に

　
区
別
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
「
記
録
資
料
の
。
超
経
営
的
に
形
成
さ
れ
た
一
般

　
的
な
・
分
類
法
」
（
島
。
窪
臼
げ
。
臨
。
月
島
0
9
。
画
譜
。
ω
臼
。
年
。
色
㎝
①
目
。
ぎ
。
匂
。
透
。
・

　
目
帥
臼
節
前
。
。
・
ヒ
d
目
ご
ロ
α
Q
。
・
・
ざ
臣
の
）
を
意
味
す
る
。

　
　
こ
れ
に
対
し
、
コ
ン
テ
ン
プ
ラ
ン
は
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
基
づ
き
個
々

　
の
特
定
企
業
の
必
要
に
即
し
た
勘
定
の
組
織
的
分
類
体
系
を
指
す
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
コ
ン
テ
ン
プ
ラ
ン
の
概
念
は
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
と
同
一
の
も

　
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
従
属
的
な
概
念
で
あ
る
。

　
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
、
そ
の
性
格
上
、

　
　
　
一
般
的
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
（
U
窪
薗
目
o
q
o
目
①
営
①
囚
。
巨
。
ロ
同
鋒
ヨ
。
ロ
）

　
　
　
部
門
別
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
（
夏
①
轟
き
象
8
ざ
昌
Φ
目
斗
目
8
）

　
に
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
分
類
は
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
適
用
さ
れ
る
範
囲
の

　
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
政
令
に
よ
っ
て
発
布
さ
れ
た
も
の
で
、

　
た
だ
一
般
的
な
勘
定
分
類
と
簿
記
の
原
則
的
な
必
要
条
件
と
を
含
む
の
で
あ

　
つ
て
、
例
え
ば
一
九
三
七
年
の
国
定
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
（
切
§
冨
ぎ
巨
㊦
苧

　
目
三
日
窪
。
自
・
日
島
ざ
巨
。
目
騨
げ
目
。
ロ
）
は
こ
れ
に
属
す
る
。
従
っ
て
、
と
ぎ
に
は

　
全
体
経
済
的
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
（
㎝
①
＄
昌
三
券
。
曇
霞
。
冨
内
8
§
冨
ぎ
窪
）

　
　
　
　
と
称
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
後
者
は
経
済
グ
ル
ー
プ
に
応
じ
作
成
さ
れ
る

　
　
　
も
の
で
、
個
々
の
経
済
部
門
（
≦
円
ぎ
冨
穿
国
ぎ
貫
）
で
実
際
に
必
要
と
さ
れ

　
　
　
た
勘
定
分
類
お
よ
び
簿
記
規
定
（
じ
ロ
・
島
岳
穿
巨
鵯
く
。
§
互
｛
§
）
を
含
む
の
で

　
　
　
あ
る
。

　
そ
れ
故
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
本
質
に
照
し
て
、
勘
定
図
解
（
困
。
三
Φ
午

。・

]
事
げ
ま
）
お
よ
び
勘
定
表
（
H
【
O
］
口
口
Φ
口
臼
9
げ
①
一
一
①
］
P
）
は
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン

を
有
効
に
運
用
す
る
た
め
の
補
助
手
段
（
目
募
暮
暮
＆
に
過
ぎ
な
い
こ
と
と

な
る
。
た
だ
、
シ
ュ
ー
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
的
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
お
け
る

勘
定
図
形
（
国
自
8
島
讐
器
ロ
）
お
よ
び
記
帳
線
（
野
筈
巨
α
・
ω
一
一
巳
窪
）
等
の
統

一
的
勘
定
記
号
（
囚
8
酔
窪
ω
着
び
。
♂
）
に
基
づ
く
勘
定
図
解
並
に
勘
定
表
は
、

そ
れ
ま
で
の
文
献
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
ひ
と
つ
の
特
徴
を
な
す
も
の
で
あ

る
こ
と
は
ゆ
が
め
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
か
か
る
記
号
的
表
現
（
。
∩
壱
・

げ
。
葬
）
が
、
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
そ
の
ま
ま
引
き
継

が
れ
た
の
で
あ
る
Q

　
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
お
よ
び
そ
の
他
の
国
の
コ
ン
テ
ン

ラ
ー
メ
ン
の
多
く
は
、
勘
定
編
成
の
方
法
と
し
て
一
〇
進
法
（
U
①
N
ぎ
巴
。
。
図
甲

8
唐
）
を
採
用
し
て
い
る
が
、
　
こ
の
方
法
が
組
織
設
計
に
お
け
る
唯
一
の
可

能
性
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
る
分
類
（
最
高
二
六

ク
ラ
ス
）
あ
る
い
は
一
～
一
〇
〇
の
順
列
に
よ
る
分
類
を
援
用
す
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
一
〇
進
法
が
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

ン
の
本
質
的
特
徴
を
形
造
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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（
註
）
　
黒
沢
清
　
会
計
学
　
昭
二
三
　
五
一
二
頁
参
照
。

　
　
ル
・
タ
ー
ト
ル
（
≦
巴
8
円
ド
o
O
2
訂
①
）
は
、
一
〇
進
法
に
基
づ
き
勘
定
の

　
分
類
を
一
〇
ク
ラ
ス
に
限
定
す
る
こ
と
が
一
般
的
な
排
列
思
考
（
O
乱
自
護
。
・
－

　
㎝
①
留
鼻
8
）
に
反
す
る
と
し
て
、
　
一
〇
進
分
類
法
に
反
対
し
て
い
る
。
そ
の

　
理
由
は
「
勘
定
組
織
の
設
定
に
お
い
て
区
別
さ
れ
且
つ
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
経
済
的
に
本
質
的
な
事
態
は
、
ま
さ
に
一
〇
以
上
存
す

　
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
（
日
㊦
6
。
9
お
”
N
目
国
。
巨
。
日
9
げ
目
①
ロ
島
。
。
犀
亭

　
。
。
ω
δ
昌
』
炉
℃
冨
巨
。
。
。
，
①
じ
ロ
。
巴
。
ぴ
。
。
三
毛
。
。
。
冨
ρ
国
事
目
噛
這
蕊
翫
・
H
b
コ
G
。
・
ω
。
霞
謂
8

　
Q
D
。
ぽ
ま
ひ
ぐ
8
ρ
8
＝
9
冨
爵
一
）
。

　
　
会
計
機
械
の
普
及
は
、
欧
米
各
国
は
も
と
よ
り
わ
が
国
に
お
い
て
も
戦
後

　
急
速
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
機
械
化
会
計
に
お

　
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
法
（
【
」
O
O
犀
】
（
9
門
臼
①
目
　
〈
O
同
貯
一
　
円
O
一
　
）
を
使

　
用
す
る
場
合
、
機
械
自
体
の
も
つ
特
性
か
ら
デ
ィ
シ
マ
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
採

　
卜
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
決
定
的
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
会
計
の
機
械
化
と
い

　
う
新
し
い
技
術
的
課
題
を
達
成
せ
ん
が
た
め
に
は
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は

　
一
〇
進
法
に
基
づ
く
勘
定
記
号
法
（
8
山
貯
㎝
）
と
の
関
連
に
お
い
て
改
め
て

　
考
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
勘
定
ク
ラ
ス
を
表
わ
す

　
た
め
に
文
字
を
用
い
る
こ
と
は
、
加
算
器
（
〉
自
山
一
臼
一
〇
昌
Q
o
瞬
目
臼
ω
O
げ
一
昌
O
昌
）
の
利
用

　
に
不
便
で
あ
る
点
も
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
会
計
機
械
の
会
計

実
践
へ
の
応
用
は
、
広
範
か
つ
強
力
と
な
っ
て
き
て
い
る
現
在
、
機
械
化
会

計
を
無
視
し
た
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
形
成
は
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
無
意

味
で
あ
る
。

　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
多
く
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
、
一
〇
進
法
に
よ
つ

勘
　
定
　
組
　
織
　
の
　
発
　
展

　
　
　
　
て
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
は
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン

　
　
　
　
の
構
成
に
際
し
て
、
全
勘
定
を
一
〇
進
法
に
よ
っ
て
細
分
す
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
は
じ
め
に
全
勘
定
を
0
か
ら
9
に
至
る
一
〇
箇
の
勘
定
ク
ラ
ス
（
囚
。
巨
。
員
・

　
　
　
冠
、
。
・
。
・
8
）
に
分
類
し
、
更
に
各
ク
ラ
ス
は
0
か
ら
9
に
至
る
一
〇
箇
の
勘
定

　
　
　
　
グ
ル
ー
プ
（
図
8
§
㎝
目
題
。
ロ
）
に
分
か
た
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
は
更
に
0
か
ら

　
　
　
　
9
に
至
る
一
〇
箇
の
勘
定
種
類
（
国
O
口
“
O
昌
ρ
門
持
O
口
）
に
分
た
れ
る
。
こ
の
よ
う

　
　
　
　
に
し
て
o
o
o
か
ら
9
9
9
に
至
る
一
、
O
O
O
箇
の
勘
定
種
類
を
生
ず
る
。

　
　
　
　
わ
れ
わ
れ
は
必
要
に
応
じ
て
、
一
〇
進
数
字
（
H
》
①
N
h
目
角
一
N
鋤
酎
】
O
昌
）
を
逐
次
追

　
　
　
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
限
の
分
類
が
可
能
と
な
る
。
就
中
、
一
〇
箇
の
段

　
　
　
階
ご
と
に
勘
定
を
番
号
化
す
る
こ
と
（
国
。
鳥
。
口
昌
国
譲
臼
昌
㎝
）
は
、
コ
ン
テ

　
　
　
　
ン
ラ
ー
メ
ン
に
お
け
る
す
べ
て
の
勘
定
の
意
味
づ
け
と
場
所
づ
け
と
の
的
確

　
　
　
　
な
指
示
を
与
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
簿
記
の
運
行
全
体
と
勘
定
体
系
に
関
す
る

　
　
　
概
観
を
容
易
に
す
る
。

　
　
　
　
　
た
だ
し
、
イ
タ
リ
ー
の
ラ
ー
メ
ン
が
五
ク
ラ
ス
、
ま
た
ソ
ビ
エ
ト
の
そ
れ

　
　
　
が
三
九
ク
ラ
ス
で
例
外
を
な
し
て
い
る
。

　
会
計
は
あ
ら
ゆ
る
営
業
事
象
並
に
そ
れ
と
関
連
す
る
物
的
運
動
と
価
値
的

運
動
（
冨
①
韻
①
蟹
－
・
巳
屯
。
二
げ
三
品
霞
昌
q
q
魯
）
を
組
織
的
に
捕
捉
す
る
こ
と
を
も

っ
て
そ
の
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
こ
の
よ
う

な
会
計
の
基
本
的
課
題
の
達
成
を
可
能
な
ら
し
め
る
有
力
な
　
つ
の
手
段
を

提
供
す
る
。

　
さ
き
に
指
摘
し
た
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
本
質
か
ら
派
生
す
る
第
二
義
的

な
職
能
と
し
て
、
管
理
手
段
（
一
囲
○
回
P
酔
円
O
一
一
目
P
一
臼
骨
O
一
）
、
比
較
手
段
（
＜
霞
α
q
§
o
冨
・

巨
暮
9
）
、
お
よ
び
教
育
手
段
（
q
ロ
8
巳
。
窪
。
。
巳
茸
巴
）
と
し
て
の
機
能
を
見
い
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勘
定
　
組
　
織
　
の
　
発
展

出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
（
付
　
記
）

　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
構
造
（
Q
D
霞
露
国
自
）
の
理
解
に
当
っ
て
、
わ
れ
わ
れ

は
形
式
的
原
則
（
す
目
9
一
。
中
一
調
・
菅
窪
）
と
実
質
的
原
則
（
目
9
§
一
①
一
♂
中
一
昌
斗

鷹
①
富
）
の
二
側
面
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
形
式
的
原
則
の
問
題
と
は
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
ク
ラ
ス
分
類
に
対
し
、

一
〇
進
法
に
よ
る
べ
き
か
そ
れ
以
外
の
方
法
に
よ
る
べ
き
か
の
議
論
に
関
連

す
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
先
に
若
干
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
省
略

し
よ
う
。

　
実
質
的
原
則
の
問
題
と
し
て
、
こ
こ
で
は
二
つ
の
問
題
を
採
り
あ
げ
よ
う

と
す
る
。
ま
ず
第
一
に
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
作
成
に
当
り
「
経
営
過
程

を
基
準
と
す
る
分
類
原
則
」
（
中
。
器
ゆ
α
q
厳
号
毎
お
。
・
層
一
自
首
）
と
「
貸
借
対
照

表
を
基
準
と
す
る
分
類
原
則
」
（
巽
碧
邑
芭
①
昌
轟
。
・
嘗
昌
暑
）
と
の
二
つ
の

異
る
原
則
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
私
見
に
よ
れ
ば
、
前
者
を
更
に
（
1
）
調
達
市
場
（
切
。
。
。
。
匿
津
昌
α
q
の
§
碧
匿
）

か
ら
販
売
市
場
（
臣
び
ω
魯
N
目
霞
宥
）
　
に
至
る
ま
で
の
経
営
の
価
値
の
流
れ

（
零
O
層
↓
¢
出
口
ゆ
）
換
言
す
れ
ば
国
①
巳
①
げ
。
。
箕
自
¢
ゆ
に
応
じ
た
勘
定
分
類
の
立
場

と
、
　
（
2
）
主
と
し
て
内
的
給
付
転
換
の
過
程
た
る
中
。
皆
罫
ご
ロ
腰
。
N
＆
に

即
し
た
勘
定
分
類
の
方
法
と
に
区
別
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
。
け
だ

し
、
現
在
こ
の
二
つ
の
事
柄
が
混
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　
「
貸
借
対
照
表
を
基
準
と
す
る
分
類
原
則
」
は
、
そ
の
名
の
示
す
ご
と
く
簿

記
の
結
果
像
た
る
ビ
ラ
ン
ツ
の
構
成
項
目
を
基
準
と
し
た
勘
定
分
類
の
方
法

で
あ
っ
て
、
簿
記
の
決
算
（
跨
寓
。
匡
話
。
。
山
霞
切
暮
ゲ
ゴ
曵
ぎ
5
α
q
）
と
い
う
観
…
念
が

強
く
前
面
に
立
つ
。
従
っ
て
、
と
き
に
は
計
算
結
果
原
理
（
菊
。
。
ぼ
巨
α
Q
器
巳
，

嘗
目
暑
）
乃
至
目
的
論
的
原
理
（
琶
8
冨
ぎ
訂
の
剛
旨
風
℃
）
と
称
せ
ら
れ
、
こ

れ
に
対
し
、
経
営
過
程
を
基
準
と
す
る
分
類
原
則
は
循
環
原
則
（
国
同
①
邑
鋤
民
，

嘗
目
む
）
・
発
生
原
則
（
σ
Q
8
。
駐
臼
・
の
剛
匿
暑
）
ま
た
は
原
価
計
算
を
基
準
と

す
る
原
則
（
囚
巴
犀
巳
曽
θ
δ
臣
鷲
ぽ
N
号
）
と
も
称
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
貸
借
対
照
表
を
基
準
と
す
る
分
類
原
則
を
採
用
す
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン

の
典
型
を
オ
ー
ス
ト
リ
や
経
洛
囚
の
統
一
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
（
自
署
げ
鉱
8
評
。
阜

君
目
島
目
窪
）
に
見
い
出
す
。
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
や
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
の

コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
大
多
数
は
図
巴
犀
巳
魯
δ
霧
鷲
ぼ
・
ぜ
に
基
づ
い
て
形
成

さ
れ
て
い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
勘
定
体
系
の
発
展
を
歴
史
的
に
ビ
ラ
ン
ツ
・
プ
リ
ン
テ
ー
プ

か
ら
ブ
p
ー
ツ
ェ
ス
・
プ
リ
ン
テ
ー
プ
へ
の
進
化
・
発
展
と
し
て
把
え
、
最

近
の
ラ
ー
メ
ン
形
成
の
特
徴
を
両
原
則
の
有
機
的
統
一
へ
の
努
力
の
な
か
に

見
い
出
そ
う
と
す
る
。

　
第
二
の
問
題
は
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
中
に
経
営
簿
記
（
望
訂
坤
①
げ
。
・
診
。
甲

訂
巨
お
）
と
財
務
簿
記
（
国
ロ
呂
N
9
。
年
文
言
品
）
を
い
か
な
る
関
連
に
お
い
て

体
系
づ
け
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
次
の
ご
と
く
分
類
し
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よ
う
と
す
る
。

A
　
形
式
的
観
点
か
ら

　
一
　
形
式
＝
兀
論
（
h
o
目
目
。
自
①
目
］
≦
o
β
♂
目
ロ
。
。
）
、
　
＝
兀
組
織
（
図
一
ロ
隅
。
。
器
含
）
ま

　
　
た
は
封
鎖
骨
組
織
（
凄
冨
邑
。
・
。
。
団
・
。
8
日
）
”
営
業
簿
記
お
よ
び
経
営
簿
記

　
　
の
諸
勘
定
が
、
ひ
と
つ
の
統
】
的
な
封
鎖
的
勘
定
組
織
の
中
に
編
入
さ

　
　
れ
る
場
合
。

　
　
の
　
徹
底
的
な
】
元
論
（
同
9
畠
一
『
騨
一
〇
目
　
り
肖
O
昌
一
ω
印
昌
＝
q
D
）
”
全
勘
定
が
勘
定
的

　
　
（

　
　
　
（
δ
三
①
ロ
塁
ゆ
お
）
に
処
理
さ
れ
る
。

　
　
切
　
緩
和
さ
れ
た
＝
国
論
（
H
口
O
山
①
同
一
①
同
門
①
同
　
冒
O
昌
一
ω
巨
口
q
D
）
鱒
原
価
場
所
計

　
　
（

　
　
　
算
が
表
に
よ
っ
て
（
け
9
び
⑦
一
一
僧
目
一
㎝
O
げ
O
）
統
計
的
に
処
理
さ
れ
、
ラ
ー
メ
ン

　
　
　
上
は
原
価
場
所
勘
定
の
代
り
に
計
算
勘
定
（
＜
賃
①
。
重
美
α
q
ω
ぎ
三
①
ロ
）

　
　
　
が
設
け
ら
れ
る
。

二
　
形
式
二
元
論
（
h
自
目
巴
一
〇
門
∪
轟
一
一
㎝
三
島
）
、
二
元
組
織
（
N
器
ξ
。
・
8
日
）

　
　
ま
た
は
分
離
組
織
（
N
蓄
貯
①
岩
登
§
）
“
　
営
業
簿
記
と
経
営
簿
記
と

　
　
が
完
全
に
分
離
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
封
鎖
的
組
織
を
形
造
る
場
合
。

　
の
徹
底
的
な
二
元
論
（
邑
・
訂
H
巴
巨
ぎ
．
・
）
”
営
蕎
記
と
響
簿

　
（

　
　
記
と
が
相
互
に
全
く
関
連
な
く
設
定
さ
れ
る
。

　
切
緩
和
さ
れ
た
二
元
論
（
巨
O
自
①
H
一
①
同
け
①
目
　
】
）
目
臼
一
一
q
自
【
ロ
ロ
Q
o
）
”
営
業
簿
記

　
（

　
　
　
と
経
営
簿
記
は
分
離
し
た
形
態
を
と
る
の
で
あ
る
が
、
通
過
勘
定

　
　
（
α
ぴ
。
鵡
き
鵯
ざ
ロ
8
ロ
）
あ
る
い
は
計
算
勘
定
に
よ
っ
て
両
簿
記
が
接

　
　
　
勘
　
定
　
組
　
織
　
の
　
発
　
展

　
　
　
触
し
結
合
さ
れ
る
。

　
　
　
　
通
過
勘
定
の
形
式
を
と
る
場
合
、
営
業
簿
記
の
な
か
に
連
絡
勘
定

　
　
　
と
し
て
経
営
勘
定
（
困
。
三
。
と
じ
d
①
臨
①
冨
．
、
）
を
経
営
簿
記
の
な
か
に

　
　
　
営
業
勘
定
ま
た
は
本
社
勘
定
（
閑
8
ざ
ご
O
①
。
・
。
君
津
．
、
巳
霞
と
N
窪
曲
－

　
　
　
邑
①
、
．
）
が
設
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
計
算
勘
定
の
形
式
を
と
る
場
合
は
、
経
営
簿
記
の
な
か
に
形
式
的

　
　
　
な
平
均
勘
定
と
し
て
の
経
営
決
算
勘
定
（
ぴ
①
訂
δ
臣
魯
Φ
。
・
》
げ
ω
。
包
ロ
ω
ω
・

　
　
　
ざ
巨
。
）
が
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
勘
定
は
普
通
の
損
益
勘
定
と
異
り

　
　
　
貸
借
が
逆
の
側
に
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。

B
　
実
質
的
な
観
点
か
ら

　
一
実
質
的
一
元
論
（
コ
ρ
9
9
け
①
同
一
Φ
一
一
①
円
　
ン
臼
O
】
P
一
ロ
。
巨
口
o
D
）
・
営
業
簿
記
と
経
営
簿

　
　
記
に
お
い
て
、
同
一
の
計
算
要
素
が
用
い
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
価

　
　
（
国
。
。
・
8
ロ
）
と
費
用
（
留
口
響
9
巳
）
と
が
区
別
さ
れ
な
い
場
合
。

二
実
質
的
二
元
論
（
＝
日
戸
曾
①
目
一
①
一
一
①
目
　
同
）
口
9
9
一
一
ω
B
ρ
置
o
o
）
・
営
業
簿
記
と
経
営
簿

　
　
記
と
で
計
算
要
素
の
評
価
と
範
囲
を
異
に
す
る
場
合
。

三
　
勘
定
組
織
の
発
展

　
1
　
発
展
の
’
概
観

　
わ
れ
わ
れ
は
コ
ン
テ
ラ
ー
メ
ン
の
本
質
を
勘
定
分
類
を
基
底
と
す
る
会
計

の
組
織
計
画
に
あ
る
と
措
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
会
計
組
織
の
基
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勘
定
組
織
　
の
　
発
展

底
と
な
る
勘
定
分
類
は
何
如
な
る
目
的
的
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
勘
定
理
論
に
求
め
よ
う
と
す
る
。
勘
定
理
論
は
企

業
の
生
活
現
象
を
勘
定
（
図
。
巨
。
）
と
い
う
形
式
を
通
じ
、
組
織
的
・
統
一

的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
勘
定
体
系
の
理
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
か

ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
と
る
と
き
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ

ン
は
勘
定
的
組
織
の
一
方
法
と
し
て
規
定
し
う
る
。

　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
、
勘
定
組
織
の
体
系
化

の
史
的
過
程
の
う
え
で
画
期
的
な
発
展
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

意
味
に
お
い
て
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン

バ
ッ
ハ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
、
お
の
ず
か
ら
勘
定
組
織
の
発
展
と
い
う

観
点
か
ら
改
め
て
採
り
あ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
稿
で
は
上
述
の
意
図
に
基
づ
き
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
発
展
を
勘
定

組
織
の
発
展
と
い
う
側
面
か
ら
と
り
あ
げ
、
そ
の
外
延
的
な
概
観
を
与
え
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン

の
も
つ
近
代
的
意
義
が
よ
り
解
明
化
し
う
る
も
の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
勘
定
の
統
一
的
体
系
化
を
指
向
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
勘
定
理
論
と

所
謂
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
と
は
そ
の
本
質
に
お
い
て
同
一
で
あ
る
。
た
だ
そ

の
発
展
の
歴
史
的
事
情
か
ら
、
勘
定
理
論
は
専
ら
財
務
簿
記
の
勘
定
的
体
系

化
を
、
後
者
が
主
と
し
て
経
営
簿
記
に
お
け
る
内
的
給
付
過
程
の
追
跡
を
主

要
な
目
標
に
お
い
た
勘
定
的
体
系
化
で
あ
る
点
に
お
い
て
差
異
を
見
い
出
す
。

　
勿
論
、
シ
ュ
マ
ー
ン
バ
ッ
ハ
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に

お
い
て
、
財
務
簿
記
と
経
営
簿
記
の
連
絡
と
い
ゲ
勘
定
関
連
は
重
視
さ
れ
て

い
た
が
、
わ
た
く
し
の
理
解
を
も
つ
て
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
未
だ
両
者
を
統

一
す
る
た
め
の
・
確
定
し
た
勘
定
理
論
に
基
づ
く
・
分
類
体
系
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
点
に
一
つ
の
弱
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
シ
ュ
ー
マ
ン
バ
ッ

ハ
・
コ
ン
テ
ラ
ー
メ
ン
に
お
い
て
財
務
簿
記
と
経
営
簿
記
と
の
関
連
性
は
形

式
一
元
的
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
記
帳
技
術
的
見
地
が
重

視
せ
ら
れ
る
の
あ
ま
り
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
勘
定
的
フ
レ
ー
ム
．
ワ
ー
ク
か

ら
は
財
務
諸
表
作
成
の
基
礎
が
十
分
閲
明
化
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
発
展
史
を
比
較
的
、
網
羅
的
に
扱
っ
た
の
は
シ
ェ

ル
プ
（
q
Q
9
⑦
曝
h
㌔
。
§
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
簡
略
な
文
献
史
的
解
説
の

域
を
出
で
な
い
の
で
あ
っ
て
、
な
お
そ
こ
に
は
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
発
展

段
階
と
各
段
階
に
お
け
る
そ
れ
の
周
延
が
明
確
に
画
定
さ
れ
て
い
な
い
き
ら

い
が
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
発
展

（
特
に
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
以
後
に
お
け
る
）
の
段
階
を
区
分
し
た
の

は
黒
沢
博
士
で
あ
り
（
前
掲
、
経
済
セ
、
・
ハ
ナ
ー
参
照
）
、
そ
れ
は
包
里
に
富
む
も

の
で
あ
る
。
か
く
て
、
わ
れ
わ
れ
は
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
発
展
を
そ
の
内

面
的
な
共
通
の
特
質
に
従
っ
て
発
展
の
跡
を
段
階
的
に
体
系
づ
け
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
正
し
い
理
解

が
可
能
と
な
る
と
考
え
る
。
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わ
た
く
し
は
一
九
二
七
年
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
・
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン

の
成
立
の
と
き
を
基
準
と
し
て
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
発
展
の
段
階
を
次

の
よ
う
に
区
分
し
よ
う
と
す
る
。

・
す
な
わ
ち
、
財
務
簿
記
を
中
心
と
す
る
勘
定
的
体
系
化
の
時
期
を
第
一
期

と
し
、
そ
れ
は
近
代
的
意
味
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
ひ
と
つ
の
先

駆
形
態
を
な
す
も
の
と
し
て
把
え
る
。
そ
れ
が
製
造
勘
定
の
導
入
に
伴
な
う

経
営
簿
記
の
勘
定
体
系
へ
の
介
入
の
時
期
を
過
度
的
形
態
と
し
て
第
二
期
に

画
す
る
。
そ
し
て
第
三
期
に
至
っ
て
、
は
じ
め
て
財
務
簿
記
と
経
営
簿
記
と

を
一
つ
の
勘
定
組
織
の
な
か
に
有
機
的
に
統
合
せ
る
形
態
が
成
立
す
る
の
で

あ
る
。
こ
の
時
期
を
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
体
系
化
の
時
期
と
な
す
。
こ
の
時

期
に
お
け
る
勘
定
組
織
は
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
に
お
い
て
生
成
・
発
展
を
み

た
も
の
で
あ
っ
て
▼
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
発
展
を
ド
イ
ツ
の
経
済
事
情
の
変
遷

に
着
目
し
て
更
に
三
つ
の
ス
ト
ゥ
フ
ェ
ン
に
区
別
す
る
。
な
お
最
近
に
お
け

る
ド
イ
ツ
の
新
し
い
傾
向
で
は
あ
る
が
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
的
コ
ン
テ

ン
ラ
ー
メ
ン
へ
の
反
省
の
気
運
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
一
つ
の

ス
ト
ゥ
フ
ェ
と
し
て
採
り
あ
げ
て
み
た
の
で
あ
る
。
．

　
第
二
期
　
コ
ン
テ
ン
プ
1
メ
ン
の
先
駆
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
世
紀
申
付
～
一
九
世
紀
三
葉
）

　
第
二
期
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
過
渡
的
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
世
紀
中
葉
～
二
連
世
紀
初
頭
）

　
　
　
．
勘
定
組
織
の
発
展

　
第
三
期
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
体
系
化
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
二
〇
世
紀
初
頭
～
　
　
　
）

　
　
（
1
）
　
産
業
合
理
化
時
代
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
一
四
～
三
三
年
）

　
　
（
2
）
　
計
画
経
済
時
代
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
三
四
～
四
四
年
）

　
　
（
3
）
　
戦
後
の
発
展
　
（
一
九
四
五
～
　
　
　
）

　
第
四
期
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
反
省
へ
の
傾
向

　
以
下
に
お
い
て
、
各
発
展
期
に
お
け
る
勘
定
組
織
と
そ
れ
の
も
つ
特
徴
と

を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
。

　
2
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
先
駆
時
代

　
こ
の
時
代
に
み
ら
れ
る
勘
定
組
織
の
発
展
は
、
専
ら
勘
定
理
論
な
か
ん
ず

く
人
的
勘
定
理
論
（
亀
目
ω
8
巴
一
。
・
募
。
ぽ
同
。
巨
Φ
目
停
8
三
目
）
の
発
展
お
よ
び
一

九
世
紀
申
葉
に
至
る
物
的
勘
定
理
論
（
ヨ
㊤
臼
①
円
一
卑
一
一
こ
口
一
q
D
O
び
O
内
O
巨
甘
Φ
】
P
“
ず
①
O
同
一
①
口
）

の
発
展
と
と
も
に
展
開
さ
れ
る
。
原
始
的
勘
定
分
類
が
物
的
二
勘
定
学
説
に

み
ら
れ
る
か
な
り
整
っ
た
勘
定
体
系
の
成
立
を
経
験
す
る
に
至
る
ま
で
の
長

い
歴
史
的
発
展
の
所
産
が
こ
の
時
期
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
期
目
お
け
る
勘
定
組
織
の
発
展
は
、
専
ら
財
務
簿
記
の
勘
定
的
体
系

化
を
動
因
と
し
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
今
日
主
と
し
て

」ド

C
ツ
で
発
展
を
み
た
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
先
駆
的
な
形
態
と
し
て
老
え
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勘
定
．
組
織
の
発
展

う
る
も
の
で
あ
る
。

　
勘
定
組
織
の
萌
芽
は
、
前
期
資
本
主
義
時
代
に
お
け
る
経
済
生
活
の
申
心

地
で
あ
っ
た
上
部
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
に
見
い
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
文
献
史
的

に
一
五
世
紀
末
葉
（
一
四
九
四
年
）
に
お
け
る
パ
チ
オ
リ
（
H
零
m
弓
門
島
）

の
簿
記
書
に
よ
っ
て
代
表
惑
れ
る
。
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
パ

チ
オ
リ
簿
記
書
が
紹
介
・
普
及
さ
れ
、
所
謂
イ
タ
リ
ア
式
簿
記
法
が
成
立
す

る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
勘
定
の
分
類
を
最
初
に
試
み
た
人
は
、
ド
メ
ニ

コ
・
マ
ン
ツ
オ
ニ
（
】
）
O
目
Φ
ロ
一
〇
〇
　
冨
9
口
N
O
】
P
一
）
で
あ
っ
た
。
一
五
六
四
年
彼
は

元
帳
勘
定
（
団
碧
鷹
げ
口
。
穿
。
巨
聲
）
を
死
物
勘
定
（
8
8
囚
。
巨
Φ
口
）
と
生
物
勘

定
（
♂
げ
Φ
仁
山
。
囚
。
ロ
↓
①
ロ
）
と
に
分
類
し
、
元
帳
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
索

引
を
つ
け
、
生
物
勘
定
を
右
側
に
死
物
勘
定
を
左
側
に
記
入
す
る
こ
と
を
提

案
し
て
い
る
。
こ
の
マ
ン
ツ
オ
ニ
の
原
始
的
勘
定
分
類
は
物
的
勘
定
と
入
的

勘
定
と
い
う
二
つ
の
勘
定
分
類
体
系
と
し
て
彼
以
後
の
人
的
勘
定
学
説
の
う

え
に
支
配
的
影
響
力
を
も
つ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
簿
記
技
術
の
発
展
が
、
必
然
的
に
勘
定
の
ク
ラ
ス
分
類
（
図
。
ロ
・

ざ
口
匹
器
。
。
茜
N
訂
琶
㎝
）
を
導
び
い
た
。
そ
し
て
、
一
六
一
〇
年
に
は
既
に
人
的

・
物
的
両
勘
定
の
な
か
に
勘
定
の
細
分
類
（
d
昌
§
色
巨
。
q
）
が
存
し
、
こ
れ

と
並
ん
で
元
帳
の
…
勘
定
は
統
轄
ま
た
は
集
合
勘
定
（
囚
田
舞
覗
く
－
。
傷
臼
o
D
9
写

暮
涛
。
暮
8
）
に
統
括
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
個
々
の
商
品
勘
定
は
商

品
集
合
勘
定
（
≦
㊤
目
⑦
】
P
の
卑
目
目
O
一
げ
O
目
臼
O
）
に
よ
っ
て
、
ま
た
個
々
の
債
権
・
債

務
勘
定
は
交
互
計
算
勘
定
に
よ
っ
て
統
轄
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
五
世
紀
末
葉
パ
チ
ォ
リ
に
始
ま
る
イ
タ
リ
ア
式
簿
記
法
は
、
一
八
世
紀

に
入
っ
て
フ
ラ
ン
ス
に
伝
播
し
、
改
良
さ
れ
、
普
及
を
み
る
に
至
る
。

　
一
七
一
二
年
、
フ
ラ
ン
ス
式
簿
記
法
（
h
正
訓
α
。
・
ぎ
冨
説
き
年
暮
暮
巨
㎝
）
の
創

始
者
ド
・
ラ
・
ボ
ル
ト
（
山
Φ
一
9
℃
O
同
け
O
）
は
、
企
業
と
企
業
主
と
を
区
別
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
勘
定
を
次
の
三
つ
に
分
類
し
た
の
で
あ
る
。
（
シ
ェ
ル
プ
に

よ
る
と
ド
・
ラ
・
ボ
ル
ト
の
文
献
と
し
て
一
六
八
五
年
の
目
冨
詳
ひ
号
訂
ω
。
ざ
暮
ρ
飢
Φ
。
。

ロ
。
q
q
8
洞
房
。
茸
昌
。
日
ω
山
。
一
心
器
。
・
堕
国
碧
♂
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
　
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る

一
七
＝
一
年
の
文
献
と
若
干
異
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ま
彼
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
く
。
）

　
1
　
資
本
勘
定
（
o
。
超
8
・
・
晋
ロ
①
σ
・
a
師
三
1
1
国
9
・
冨
舞
8
善
）

　
　
a
資
本
（
国
畳
邑
）

　
　
h
　
利
益
お
よ
び
損
失
（
O
①
三
巨
巨
旨
く
①
昌
葛
辞
）

　
　
c
費
用
（
跨
口
略
ミ
似
】
P
山
①
）

　
2
物
的
勘
定
（
9
日
唱
①
乙
霧
①
津
9
2
舞
言
村
①
1
1
。
∩
器
鼻
。
巨
①
昌
）

　
　
a
現
金
（
困
。
ω
器
）

　
　
h
商
品
（
≦
弩
①
ロ
）

　
　
c
　
有
価
証
券
（
零
①
詳
鴇
営
g
①
）

　
　
d
設
備
（
b
巳
晶
8
）

　
3
　
取
引
先
勘
定
（
O
。
目
窯
Φ
。
。
山
①
ω
8
霞
①
名
8
山
9
。
三
q
・
）

　
　
a
　
信
用
関
係
（
図
幅
①
魯
く
①
跨
葺
巳
ω
ω
Φ
）
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b
人
名
勘
定
（
団
O
目
ω
O
】
P
①
口
犀
O
巨
け
①
目
）

　
こ
の
分
類
は
、
フ
ラ
ン
ス
商
事
法
令
（
O
巳
。
ロ
ロ
昌
。
o
畠
①
O
o
日
目
霞
o
P
H
ひ
刈
G
。
）

の
影
響
で
、
勘
定
内
容
の
法
的
性
格
が
強
く
前
面
に
出
て
い
る
が
、
こ
れ
は

フ
ラ
ン
ス
簿
記
文
献
全
体
に
係
る
特
徴
で
も
あ
る
。

　
そ
の
後
、
一
七
二
一
年
バ
ル
レ
ー
ム
（
田
W
①
円
け
門
田
口
ら
］
『
目
薗
口
O
O
一
局
n
一
W
口
同
円
Φ
已
①
）
に

よ
っ
て
擬
人
説
は
更
に
徹
底
し
た
形
に
お
い
て
登
場
・
す
る
。
彼
は
元
帳
上
二

つ
の
勘
定
を
区
別
す
る
。

　
　
一
般
勘
定
（
O
。
心
葉
Φ
・
。
㎝
g
強
き
×
）

　
　
特
殊
勘
定
（
O
。
日
隣
①
ω
駆
ぎ
島
Φ
邑

　
こ
こ
で
一
般
勘
定
と
は
商
人
自
身
の
勘
定
で
あ
っ
て
、
ド
・
ラ
・
ボ
ル
ト

の
資
本
勘
定
お
よ
び
物
的
勘
定
を
総
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
殊
勘
定
は
取

引
先
勘
定
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
勘
定
分
類
法
は
遙
か
一
九
世
紀
後
半

に
至
る
ま
で
フ
ラ
ン
ス
の
文
献
を
支
配
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
八
世
紀
末
葉
、
ア
メ
リ
カ
式
仕
訳
帳
（
㊤
日
⑦
昌
訂
巳
ω
。
冨
臼
2
巨
巴
）
の
説

明
に
よ
っ
て
、
そ
の
合
目
的
な
処
理
の
た
め
に
適
合
し
た
勘
定
ク
ラ
ス
を
設

定
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
デ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
（
臣
暮
巳
∪
①
㎝
雷
鵡
Φ
）
は
、

一
七
九
三
年
ア
メ
リ
カ
式
仕
訳
帳
の
最
初
の
組
織
的
な
提
示
と
並
ん
で
五
勘

定
の
勘
定
体
系
を
創
り
あ
げ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
こ
の
領
域
に
大
な

る
意
味
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　
彼
の
一
般
勘
定
と
人
の
勘
定
か
ら
成
る
勘
定
体
系
は
、
バ
ル
レ
ー
ム
の
影

　
　
　
　
勘
　
定
　
組
　
織
　
の
　
発
　
展

響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
る
で
あ
り
、
一
般
勘
定
た
る
非
人
的

勘
定
は
次
の
五
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　
　
商
品
（
≦
霞
Φ
口
）

　
　
現
金
（
閑
㊤
。
・
。
・
①
）

　
　
債
務
者
（
一
）
O
げ
一
↓
O
同
①
】
P
）

　
　
債
権
者
（
図
器
臼
8
円
①
昌
）

　
　
損
失
お
よ
び
利
益
（
＜
①
昌
β
3
巨
畠
O
①
三
巨
）

　
一
般
勘
定
を
五
箇
の
ク
ラ
ス
に
分
類
す
る
こ
と
か
ら
五
勘
定
理
論
（
国
冒
や

ざ
昌
8
巨
冨
9
①
）
と
称
せ
ら
れ
る
。

　
デ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
を
経
る
こ
と
ほ
ぼ
半
世
紀
余
、
一
八
六
五
年
レ
オ
テ
イ
お

よ
び
ギ
ル
ボ
ー
（
い
雷
巳
①
図
9
0
巳
嵜
9
巳
計
い
9
。
・
9
窪
8
畠
①
ω
8
巨
鷲
①
ω
・
聞
臼
♂

H
。
。
歌
）
は
、
全
体
経
済
的
か
つ
理
論
的
な
勘
定
分
類
と
し
て
四
勘
定
理
論

（
＜
一
①
目
犀
O
昌
酔
①
】
P
け
げ
①
O
目
一
①
）
を
創
案
し
た
。

　
彼
等
は
勘
定
を
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
生
　
産
（
剛
同
O
山
口
】
（
白
一
〇
口
）

　
　
消
費
（
同
O
口
ω
自
目
け
一
〇
口
）

　
　
分
　
配
（
U
陣
。
・
＃
ひ
蛋
江
。
ロ
）

　
　
管
理
（
b
侮
溶
け
一
】
P
一
Q
o
け
同
9
臼
一
〇
一
P
）

　
私
｝
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
四
試
分
凱
銀
は
、
ロ
ジ
ス
モ
グ
ラ
フ
イ
ヤ
へ
の
架
橋
の

役
割
を
果
し
た
勘
定
分
類
で
は
な
か
ろ
う
か
と
付
度
す
る
。
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勘
　
定
　
組
　
織
　
の
　
発
　
展

　
後
に
、
レ
オ
テ
イ
は
一
九
〇
三
年
簿
記
実
践
の
た
め
に
、
勘
定
分
類
の
特

別
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

　
A
資
本
勘
定
（
閑
雲
量
穿
。
真
。
昌
）

　
B
　
財
産
勘
定
λ
巨
く
Φ
巨
葭
ざ
暮
。
ロ
）

　
c
第
三
者
勘
定
（
剛
）
同
一
出
過
①
】
｝
①
門
口
o
O
］
P
O
一
P
）

　
D
成
果
勘
定
（
図
①
q
臼
ロ
一
け
岱
け
①
）

　
デ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
並
に
そ
れ
以
後
の
五
勘
定
理
論
は
、
ゴ
ン
ベ
ル
グ
に
従
え

ば
、
一
般
勘
定
を
も
つ
て
商
人
自
身
を
代
表
す
る
と
み
る
点
に
お
い
て
勘
定

の
擬
人
化
は
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
な
お
そ
の
勘
定
体
系
に
は
擬
人
的
な
組

織
的
統
一
性
が
存
し
な
い
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
中
葉
に
至
り
、
こ
の
点
が

批
判
の
焦
点
と
な
っ
て
新
し
い
人
的
勘
定
学
説
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
レ
オ
テ
ィ
・
ギ
ル
ボ
ー
に
は
じ
ま
り
、
マ
ル
キ
（
一
八
六
七
年
）
を
経
て

チ
ェ
ル
ボ
ー
二
に
よ
っ
て
完
成
し
た
η
ジ
ス
モ
グ
ラ
フ
ィ
ヤ
（
ド
。
㎝
冨
百
。
α
q
冨
－

貯
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
チ
エ
”
ル
ボ
二
二
（
O
費
ぴ
。
巳
O
巳
ω
①
竈
ρ
ピ
臼
喝
臼
⇔
冒

山
。
電
ご
ω
ぽ
。
葺
8
・
巨
。
＜
9
。
。
。
冨
ロ
8
山
9
8
巨
詑
閑
。
目
H
Q
。
刈
P
）
に
至
っ
て
す
べ

て
の
勘
定
は
人
格
化
さ
れ
、
人
的
勘
定
理
論
の
完
成
を
み
る
の
で
あ
る
。

　
チ
ェ
ル
ボ
ー
二
に
よ
る
人
的
勘
定
理
論
の
完
成
は
、
後
い
く
ば
く
も
経
ず

し
て
現
わ
れ
た
そ
れ
の
批
判
と
し
て
の
物
的
勘
定
理
論
へ
の
転
向
の
と
ぎ
で

も
あ
っ
た
。

　
一
八
八
O
年
、
ピ
ザ
ニ
（
】
日
日
麟
一
日
口
①
一
Φ
　
】
…
》
一
q
o
㊤
H
翫
）
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
ス

タ
ト
モ
グ
ラ
フ
イ
ヤ
（
ω
冨
ざ
目
。
α
Q
冨
薮
）
は
、
ア
メ
リ
カ
着
座
記
法
を
継
承
し

な
が
ら
、
そ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
れ
た
新
し
い
会
計
形
式
で
あ

る
。
（
コ
ω
9
巳
w
国
・
’
菊
①
昌
岳
o
o
巨
。
畠
9
匿
白
岩
固
目
巨
巳
。
・
＃
9
冒
一
℃
霞
臣
冨
ロ
9
ω
厳
8
－

§
8
巳
三
旦
国
品
島
2
H
o
。
o
。
9
）
。
　
彼
は
勘
定
の
擬
入
化
を
斥
し
、
勘
定
を
す

べ
て
物
的
に
把
握
す
る
。
こ
こ
に
物
的
勘
定
理
論
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
一
八
八
七
年
ス
イ
ス
の
ヒ
ュ
ー
グ
リ
（
一
田
口
σ
Q
累
唱
国
・
）
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ

た
物
的
二
勘
定
理
論
は
、
ア
メ
リ
カ
式
仕
訳
帳
の
一
層
の
拡
大
に
対
し
特
別

の
重
要
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
損
益
計
算
（
国
嶺
①
げ
巳
。
・
§
ギ

巨
お
）
の
た
め
特
に
重
要
な
の
は
就
中
勘
定
理
論
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
勘

定
の
分
類
で
あ
る
と
し
て
次
の
二
つ
を
区
別
す
る
。

　
　
財
産
下
山
局
部
分
の
勘
定
（
在
高
勘
定
）

　
　
純
財
産
の
勘
定
（
盗
ハ
本
勘
定
）

　
こ
こ
に
お
い
て
は
完
全
に
勘
定
の
擬
人
化
は
見
い
出
し
え
な
い
の
で
あ
っ

て
、
例
え
ば
債
権
・
債
務
に
係
る
人
的
勘
定
は
企
業
の
財
産
在
高
部
分
の
勘

定
（
囚
。
旨
窪
侮
貧
く
。
目
。
α
Q
①
ロ
ω
げ
①
。
・
鼠
意
見
巴
。
）
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
Q

　
　
（
註
）
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
先
駆
時
代
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
シ
ェ
ル
プ
に

　
　
　
よ
っ
て
論
を
進
め
た
が
、
こ
こ
で
は
黒
沢
錆
土
前
掲
書
、
岡
田
訳
前
掲
書
、

　
　
　
畠
中
福
一
前
掲
書
、
特
に
前
二
書
を
参
照
し
て
補
充
し
た
。

　
3
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
過
渡
的
時
代
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一
五
世
紀
末
葉
に
は
じ
ま
る
勘
定
分
類
の
体
系
化
へ
の
努
力
は
、
擬
人
的

思
置
を
媒
介
と
す
る
勘
定
分
類
の
体
系
化
の
時
期
で
あ
り
、
そ
の
後
ピ
ザ
ニ

を
経
て
ヒ
ュ
ー
グ
リ
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
初
期
の
物
的
勘
定
学
説
の
成
立

の
時
期
ま
で
が
第
一
期
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
体
系
化
の
過
程
は
、

専
ら
財
務
簿
記
の
勘
定
分
類
に
沿
っ
て
成
長
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
漸
次
工
業
経
営
の
発
達
に
伴
う
、
価
値
の
循
環
過
程
に
内
的

給
付
生
産
の
過
程
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ
と
が
必
然
的
に
勘

定
組
織
の
上
に
反
映
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
単
一

の
商
品
勘
定
（
≦
P
同
①
］
P
片
O
昌
け
O
）
は
、
ま
ず
製
造
勘
定
（
三
章
降
9
菖
8
。
。
ぎ
巳
。
）

の
導
入
に
よ
っ
て
分
化
さ
れ
る
。
け
だ
し
、
経
営
簿
記
出
立
の
第
一
歩
は
、

一
九
世
記
中
葉
に
お
る
け
製
造
勘
定
の
導
入
に
始
ま
る
と
い
っ
て
よ
い
。
換

言
す
れ
ば
、
従
来
の
営
業
簿
記
中
心
の
勘
定
分
類
思
考
が
、
製
造
勘
定
の
導

入
を
契
機
と
し
て
、
経
営
簿
記
を
含
む
計
算
制
度
全
体
の
勘
定
的
体
系
化
へ

の
発
展
の
繭
芽
を
み
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
二
七
年
シ
ュ
マ

ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
・
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
出
現
に
よ
っ
て
形
式
＝
兀
的
な
勘

定
組
織
の
体
系
化
を
経
験
す
る
に
至
る
ま
で
い
わ
ば
一
つ
の
過
渡
的
な
時
期

を
形
成
す
る
。

　
製
造
勘
定
が
勘
定
組
織
の
申
に
導
入
さ
れ
る
以
前
に
あ
っ
て
は
、
製
造
領

域
に
お
け
る
す
べ
て
の
費
用
は
、
直
ち
に
損
益
勘
定
に
記
録
さ
れ
、
か
つ
売

上
収
益
は
商
品
勘
定
に
貸
方
記
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
八

　
　
　
　
勘
　
定
　
組
　
織
　
の
　
発
　
展

四
二
年
ラ
ン
ザ
ッ
ク
（
卜
臼
固
き
）
お
よ
び
シ
ー
べ
（
q
D
。
ぽ
筈
Φ
）
に
よ
っ
て
、
製

造
勘
定
の
う
え
に
す
べ
て
の
製
造
原
価
を
総
括
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

こ
の
製
造
勘
定
の
導
入
に
よ
っ
て
商
品
勘
定
は
仕
入
勘
定
（
国
営
訂
自
δ
巳
。
）

と
売
上
勘
定
（
＜
①
円
冨
亀
鐸
。
巨
。
）
と
に
分
割
さ
れ
、
そ
の
間
に
差
し
当
り
は

不
完
全
な
形
で
製
造
勘
定
が
介
入
し
た
の
で
あ
る
。

　
同
じ
く
シ
ー
ベ
に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
の
後
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
ク
（
O
。
＃
の
。
国
戸

H
。
。
ひ
凱
）
に
よ
っ
て
製
造
勘
定
に
加
え
て
製
品
勘
定
（
司
①
三
σ
q
匿
9
訂
ε
）
が
挿

入
さ
れ
、
経
営
簿
記
は
製
造
勘
定
と
製
品
勘
定
と
を
含
む
簡
単
な
形
態
を
と

る
に
至
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
混
合
勘
定
と
し
て
の
商
品
勘
定
は
、
製
造

勘
定
の
介
入
に
よ
っ
て
ま
た
そ
の
後
製
品
勘
定
の
導
入
に
よ
っ
て
分
化
さ
れ
、

製
造
∴
製
品
両
勘
定
は
純
粋
の
在
高
勘
定
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
経
営
簿
記
の
簡
単
な
形
態
は
、
非
常
に
長
い
間
用
い
ら
れ
て

き
た
の
で
あ
り
、
遙
か
二
〇
世
紀
に
至
る
ま
で
こ
の
よ
う
な
状
態
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
ま
た
当
時
の
カ
ル
ク
ラ
チ
才

ン
は
、
そ
れ
相
応
に
単
純
で
あ
っ
た
。
共
通
費
の
本
質
に
つ
い
て
（
宰
＆
。
串

山
。
3
H
O
。
刈
。
）
、
原
価
場
所
の
本
質
に
つ
い
て
（
O
。
“
↑
。
・
臼
取
F
H
o
。
畠
”
切
悪
用
①
蓄
軍

同
○
。
司
）
並
に
操
業
度
の
原
価
計
算
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
（
冨
①
。
。
。
・
Φ
匿
。
ゲ

§
凱
計
　
ゆ
8
）
既
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
彼
等
は

す
べ
て
の
間
接
費
（
d
口
犀
O
q
D
臼
①
β
）
を
製
造
賃
金
に
一
〇
〇
％
賦
課
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
完
全
に
補
償
す
る
と
い
う
一
般
的
慣
行
を
推
奨
し
て
い
た
。
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勘
　
定
組
織
　
の
　
発
　
展

　
そ
の
後
、
高
等
学
校
教
育
に
お
け
る
経
営
学
の
整
備
に
伴
え
、
事
実
ま
た

工
業
簿
記
（
H
巳
・
。
・
三
①
げ
口
。
夢
葺
巨
α
q
）
　
が
漸
次
組
織
的
に
研
究
さ
れ
る
に
至

り
、
従
来
技
術
家
の
課
題
領
域
で
あ
っ
た
内
的
給
付
過
程
の
計
算
が
完
全
に

会
計
制
度
の
枠
内
に
吸
収
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
間
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

つ
て
カ
ル
メ
ス
（
》
一
ぴ
①
目
け
　
〔
一
9
一
コ
日
①
ω
）
の
一
連
の
労
作
は
、
か
か
る
事
情
を
促

進
す
る
に
大
い
に
力
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
註
）
　
∪
♂
ヒ
6
8
げ
げ
巴
g
謁
G
島
①
ω
9
げ
ω
節
。
ω
8
胃
g
げ
巨
昌
o
q
琶
自
象
。
O
嶺
9
巳
の
註
。
昌

　
　
　
宮
血
ロ
の
け
二
〇
目
。
門
切
Φ
胃
貯
竃
曾
ω
け
Ω
9
一
δ
F
H
ゆ
0
9

　
　
　
　
嘗
。
司
静
ユ
写
口
象
訂
冒
旨
㎝
．
ピ
。
む
旦
σ
q
レ
8
P

　
　
　
　
】
〕
霞
岡
9
ユ
窪
g
二
①
ダ
H
①
一
福
市
H
8
c
O
．

　
カ
ル
メ
ス
に
よ
れ
ば
工
業
経
営
に
お
い
て
簿
記
と
原
価
計
算
と
を
分
離
す

る
こ
と
は
、
非
論
理
的
・
非
科
学
的
か
つ
害
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
管
理
の
結
果
を
裏
づ
け
ら
れ
な
い
よ
う
な

原
価
計
算
は
信
頼
性
を
欠
く
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
主
張
し
、
彼
は
営

業
簿
記
と
経
営
簿
記
を
一
つ
の
勘
定
組
織
の
な
か
に
結
合
せ
ん
と
す
る
思
考

・
す
な
わ
ち
形
式
＝
理
論
を
要
求
し
て
い
る
。

　
彼
は
勘
定
組
織
を
商
業
領
域
（
パ
9
口
h
ヨ
似
口
昌
一
ロ
D
O
げ
①
　
一
W
①
目
①
一
〇
ゲ
）
と
製
造
領
域

（
］
『
9
】
り
目
巳
h
9
仲
一
〇
】
P
Q
陰
げ
①
目
Φ
一
〇
げ
）
と
に
分
け
、
後
者
に
対
し
次
の
八
ケ
の
勘
定
グ
ル
ー

プ
が
備
え
ら
れ
る
Q

　
一
　
固
定
資
産
勘
定
（
図
自
器
ロ
自
霞
｝
補
習
自
）

　
二
　
減
価
償
却
費
勘
定
（
囚
。
巳
。
昌
山
霞
貢
げ
ω
。
腎
Φ
ま
巨
σ
q
①
口
）

　
三
　
材
料
・
補
助
材
料
勘
定
（
頃
n
O
引
臼
①
口
恥
①
同
開
O
げ
巳
取
口
山
＝
＝
静
ω
臼
O
留
）

　
四
　
賃
金
・
給
料
勘
定
（
囚
O
冒
け
①
口
α
0
同
日
α
げ
］
P
O
目
口
像
O
Φ
げ
似
一
臼
①
目
）

　
五
　
間
接
費
勘
定
（
国
O
口
臼
①
］
P
山
①
目
　
｛
扇
口
犀
O
Q
D
臼
①
一
日
）

　
六
　
補
助
経
営
勘
定
（
】
ハ
O
】
日
け
O
】
P
畠
O
婦
｝
幽
一
一
h
ロ
。
ぴ
①
昏
目
一
〇
ぴ
①
）

　
七
　
製
造
勘
定
u
主
経
営
（
最
終
原
価
場
所
）
勘
定
囚
。
巨
自
自
霞
守
腎
苧

　
　
訂
臨
8
”
囚
8
ぎ
ロ
山
魯
と
国
9
。
ロ
黒
冨
巨
①
げ
①
、
、
（
畠
①
同
】
凹
】
P
侮
犀
O
q
D
け
①
昼
ω
甘
①
一
一
①
】
P
）

　
八
製
品
勘
定
（
H
（
O
】
P
甘
O
口
山
①
同
国
9
ぴ
門
口
貯
9
峠
①
）

　
カ
ル
メ
ス
に
よ
れ
ば
、
間
接
費
は
「
区
別
な
く
一
括
的
に
損
失
と
し
て
」

扱
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
　
「
す
べ
て
の
間
接
費
は
、
製
造
ま
た
は
販

売
の
い
ず
れ
か
か
ら
招
来
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
製
造
経
営
の
す
べ
て
の

原
価
は
、
製
造
原
価
か
販
売
原
価
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
」
と
し
、
そ
れ
に
対

応
し
て
製
造
間
接
費
は
製
造
勘
定
に
振
り
替
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
か
つ

よ
り
多
く
の
製
造
勘
定
の
あ
る
場
合
に
は
、
・
王
経
営
乃
至
補
助
経
営
の
賃
金

総
額
（
い
O
げ
昌
Q
ロ
＝
目
目
P
①
置
）
を
基
準
と
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
更
に
補
助
経

営
勘
定
の
配
賦
に
際
し
て
、
個
々
の
補
助
経
営
の
原
価
の
正
確
な
金
額
が
配

賦
の
時
点
で
な
お
も
認
識
さ
れ
な
い
と
き
は
、
そ
れ
に
代
え
て
「
経
験
に
よ

　
　
　
　
　
　
プ
ラ
イ
ス

つ
て
得
ら
れ
た
価
格
を
利
用
す
る
こ
と
」
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

配
分
さ
れ
た
原
価
（
貸
方
項
目
）
が
実
際
の
原
価
（
借
方
項
目
）
と
一
致
し

な
い
場
合
、
発
生
し
た
「
原
価
計
算
上
の
差
額
」
は
「
経
営
損
益
勘
定
」

（
望
三
Φ
げ
。
。
①
贔
Φ
げ
巳
。
・
ざ
巨
。
）
に
記
帳
さ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
処
理
法
は
今
日
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で
も
な
お
適
用
を
み
る
の
で
あ
る
。

　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
体
系
化
へ
の
努
力
は
、
シ
ー
ベ
、
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル

ク
、
カ
ル
メ
ス
を
経
て
シ
ェ
ア
ー
（
臼
。
箏
曲
昌
司
ユ
巴
臥
。
げ
Q
∩
。
冨
目
）
に
よ
っ
て

不
完
全
な
が
ら
一
応
の
完
成
を
み
る
に
至
る
。

　
シ
ェ
ア
ー
は
ヒ
ュ
ー
グ
リ
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
二
勘
定
理
論
（
N
宅
。
節
。
ロ
・

甜
ロ
爵
8
・
一
。
）
を
承
継
し
、
そ
れ
を
数
学
的
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

物
的
二
勘
定
理
論
を
完
成
し
た
。
彼
は
b
l
℃
1
1
囚
な
る
資
本
等
式
（
困
巷
一
・

↓
9
一
㎝
一
。
一
二
誓
鵬
）
に
基
づ
き
勘
定
分
類
を
行
い
、
集
中
的
勘
定
組
織
（
σ
Q
①
ω
。
巨
。
ω
・

器
ロ
①
。
。
困
8
8
ロ
。
・
図
ω
8
日
）
を
導
び
く
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
ま
ず
商
業
経
営
に
妥

当
す
る
勘
定
組
織
を
展
開
し
、
そ
れ
を
補
充
す
る
も
の
と
し
て
「
工
場
簿
記

め
原
理
と
組
織
」
（
一
撃
・
菅
8
巨
幽
守
鵯
・
蕾
自
8
畠
曾
守
げ
莫
ピ
昏
げ
看
取
㎝

l
Q
D
①
＃
o
図
O
心
中
）
な
る
章
に
お
い
て
工
業
経
営
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
勘

定
組
織
を
示
し
て
い
る
。

　
勘
定
グ
ル
ー
ブ
ー
、
材
料
お
よ
び
補
助
材
料
（
借
方
残
高
1
1
原
価
に
よ
る

　
　
在
庫
品
在
高
）

　
勘
定
グ
ル
ー
プ
∬

　
　
、
り
　
経
営
費
用
（
賃
金
・
賃
借
料
・
動
力
・
機
械
・
監
督
・
雑
・
正
常

　
　
（

　
　
　
原
価
）

　
　
の
販
売
費
用

　
　
X

　
　
c
　
利
子
お
よ
び
臨
時
減
価
償
却
費
等

　
　
（

　
　
　
　
勘
　
定
組
織
　
の
　
発
展

　
勘
定
グ
ル
ー
プ
皿
　
製
造
（
借
方
残
高
1
1
仕
掛
品
原
価
）

　
勘
定
グ
ル
ー
プ
W
　
製
品
（
借
方
残
高
1
1
原
価
に
よ
る
製
品
の
在
高
）

　
勘
定
グ
ル
ー
プ
V
　
販
直
門
勘
定
（
貸
方
　
残
山
笠
1
1
工
並
莱
経
営
の
収
益
）

　
川
劒
定
グ
ル
ー
プ
W
　
利
益
（
貸
方
残
山
男
目
企
曇
木
の
純
利
益
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
右
の
表
に
お
い
て
勘
定
グ
ル
ー
プ
π
a
の
正
常
原
価
（
客
置
目
巴
①
》
げ
。
。
鼻
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

器
財
ロ
贔
窪
）
と
い
う
勘
定
に
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の

は
、
シ
ェ
ア
ー
は
こ
の
勘
定
の
も
と
で
計
算
上
の
減
価
償
却
費
（
訂
幽
閉
？

ぎ
密
畠
①
〉
ぴ
ω
。
訂
①
ぎ
ロ
ロ
α
Q
Φ
昌
）
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
じ

め
て
計
算
上
の
原
価
が
勘
定
組
織
の
な
か
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
様
に
、
勘
定
グ
ル
ー
プ
皿
c
は
こ
れ
ま
で
に
現
わ
れ
な
か
っ
た
新
し
い
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

類
の
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
に
は
原
価
（
ω
①
一
】
り
ω
け
岸
O
ω
け
O
口
）
に
入

ら
な
い
原
価
（
困
。
巴
①
口
）
す
な
わ
ち
中
性
費
用
お
よ
び
収
益
I
I
直
接
損
益

勘
定
に
記
録
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
一
を
含
む
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
シ
ェ
ア
ー
は
費
用
（
b
竃
惹
巳
）
と
原
価
（
国
。
ω
8
昌
）
と
を
既

に
は
つ
き
り
区
別
し
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
実
質
二
元
論
（
日
9
？

証
亀
魯
∪
9
房
ヨ
霧
）
の
成
立
を
見
い
出
す
。

　
シ
ェ
ア
ー
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
ゆ
う
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
バ
タ
ル
ド
ン

（
切
臼
け
㊤
円
畠
ひ
一
P
）
が
一
九
一
H
年
コ
ン
デ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
対
す
る
…
つ
の
提
案
を

行
っ
た
。
（
聞
雪
碧
ま
P
寂
。
ロ
“
H
二
窪
ロ
①
肝
。
。
穿
器
の
。
。
9
h
窪
巳
①
峠
ω
巳
。
匡
。
ω
・

国
m
昌
ω
H
O
H
副
2
0
ロ
9
ロ
山
卯
㈹
o
H
ゆ
群
H
）
。
　
彼
は
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
が
ル
ー
ズ
リ
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勘
定
組
織
　
の
　
発
展

ー
フ
式
簿
記
（
ぎ
。
・
Φ
げ
§
さ
琴
臣
巴
酬
巨
α
q
）
の
適
用
に
最
も
よ
く
実
行
さ
れ
う

る
し
、
事
実
ま
た
同
時
に
こ
の
組
織
の
欠
点
が
減
ぜ
ら
れ
る
と
強
調
し
て
い

る
。　

彼
は
勘
定
ク
ラ
ス
分
類
の
最
も
重
要
な
種
類
と
し
て
、
次
の
も
の
を
挙
げ

て
い
る
。

12345

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
る
勘
定
ク
ラ
ス
分
類

数
字
に
よ
る
勘
定
ク
ラ
ス
分
類

勘
定
の
性
質
に
よ
る
勘
定
ク
ラ
ス
分
類

地
理
に
よ
る
勘
定
ク
ラ
ス
分
類

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
数
字
の
結
合
に
よ
る
勘
定
ク
ラ
ス
分
類

　
バ
タ
ル
ド
ン
は
勘
定
の
性
質
に
よ
る
ク
ラ
ス
分
類
の
な
か
で
次
の
二
つ
の

提
案
を
行
っ
て
い
る
。

　
1
　
一
〇
進
法
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
る
分
類
の
結
合

　
2
　
純
粋
の
一
〇
進
法

　
彼
は
こ
の
二
つ
の
立
場
を
彼
の
「
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
構
想
」
の
な
か
に

と
り
入
れ
次
の
二
つ
の
分
類
シ
ェ
ー
マ
を
示
し
て
い
る
（
簡
略
化
し
て
示
す
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
バ
タ
ル
ド
ン
は
シ
ェ
プ
ー
と
同
じ
く
既
に
一
〇
進
法
を

勘
定
分
類
の
方
法
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
る
。
左
に
示
す
シ
ェ
ー
マ
か
ら
明

ら
か
な
こ
と
は
、
原
価
計
算
の
観
点
が
僅
か
に
顧
慮
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、

専
ら
「
貸
借
対
照
表
に
基
づ
く
分
類
基
準
」
（
望
き
・
σ
q
臣
玉
門
巨
㎝
。
・
℃
同
爵
◎
に

よ
っ
て
勘
定
分
類
が
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
意
昧
に
お

い
て
、
会
計
の
対
象
た
る
資
本
の
流
れ
の
過
程
が
勘
定
組
織
の
う
え
に
よ
り

よ
く
反
映
せ
ら
れ
て
い
な
い
て
ん
に
欠
陥
が
存
す
る
。

　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
体
系
化
の
過
程
に
お
い
て
、
経

営
監
査
職
業
（
三
昌
ω
号
聾
。
・
℃
三
h
①
巳
①
聞
①
目
亀
①
）
の
影
響
は
無
理
さ
れ
え
な
い
。

彼
等
は
経
営
に
お
け
る
計
算
制
度
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
彼
等
の
監
査
を

よ
り
容
易
に
完
遂
す
る
た
め
に
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
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〔1〕結合組織
　1・資本勘定
　A）資　　本
　B）株　　主
　2・準備金
　A）法定準備金
　B）修繕準備金
　3，減価償却費

　4・費用および収益

　A）利益および損失
　　　1．経営損益
　　　2．偶発損益

　B）一般費用
　　　1．事務費
　　　2．租　　税

　5．固定資産
　A）備　　品
　B）事務機械
　6．担　　　保

　7，棚卸資産
　A）原材料
　B）商
8・製

9・債

10．債

三

権

警

手

　11・支払手段

〔1〕純粋の十進組織

　o．資本勘定
　00．資　　本
　01．株　　主
　1．準備金と減価償却費

　10．準備金
　　100．法定準備金
　　101．修繕準備金
　11．減価償却費
　2．費用および牧益

　20．利益および損失

　　200．経営損益
　　201．　イ禺発損益

　21．一般費用
　　210．事務費
　　211．租　　　税

　3．固定資産
　30．備　　　品

　31．事務機械
　4．担　　　保

　5．棚卸資産
　50．原材料

51．商

6．製
7．債
8・債

造
細
務

品

9・支払手段



こ
と
を
認
識
し
、
特
に
バ
ッ
ハ
（
≦
一
一
げ
①
一
H
5
｝
肖
●
】
W
㊤
O
げ
）
の
影
響
は
注
目
さ
れ

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
い
う
。

　
4
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
体
系
化
の
時
代

　
　
（
1
）
　
産
業
合
理
化
時
代
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン

　
第
一
次
大
戦
（
一
九
一
四
～
一
八
年
）
前
の
経
済
実
践
は
、
全
く
個
人
主

義
的
経
済
観
（
冒
畠
三
自
邑
蓉
曽
冨
円
≦
一
基
昏
9
。
h
密
ロ
評
。
・
ω
巨
㈹
）
の
活
気
に
満

て
お
り
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
関
し
て
一
般
的
な
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
を

作
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
支
配
的
で
あ
っ
た
の
で
あ

金
券
金
権
資

　
証

　
価

現
有
預
債
出

1
　
2
　
3
　
4
　
5

1
　
1
　
1
　
1
　
1

1
　
1
　
1
　
1
　
1

算
足
幣

Ol

O2

11

決

補

貨

算
　
極

　0決

　1積勘

定

組

織 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
と
こ
ろ
が
第
一
次
大
戦
中
、
必
然
的
な
国
家
的
指
導
措
置
の
も
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
ま
た
戦
後
合
理
化
へ
の
努
力
（
国
巴
8
聾
。
。
§
巨
㎝
。
・
げ
①
ω
訂
①
げ
口
叢
。
ロ
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漸
次
騰
か
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
一
層
強
く
統
一
的
貸
借
対
照
表
シ
ェ
ー
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ
び
統
一
的
な
原
価
計
算
を
媒
介
と
す
る
統
一
計
算
制
度
（
Φ
ぱ
冨
三
8
匿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
①
魯
口
巨
α
Q
。
。
器
ω
窪
）
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
気
運
が
譲
成
さ
れ
て
行
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
時
代
に
お
け
る
代
表
的
な
研
究
者
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
ザ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
ェ
ン
ホ
フ
ェ
ン
（
直
Ω
十
目
一
G
D
g
N
①
口
げ
O
h
①
巨
）
を
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
は
一
九
二
五
年
工
業
全
体
の
原
価
計
算
の
統
一

　
　
　
　
三
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化
の
思
考
を
明
ら
か
に
し
（
留
、
。
島
。
諭
炉
ρ
・
ド
。
冒
・
、

　
　
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
臨
亀
。
ユ
霞
諺
筈
Φ
静
。
冨
喝
9
。
円
巳
ω
ぎ
切
話
。
げ
①
乙
。
同
q
∩
。
子
ω
鼻
。
ω
学

　
　
　
　
給
賃
　
　
　
　
　
　
　
金

　
　
　
　
2
3
　
　
　
　
　
　
　
　
賃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨
・
§
ぎ
§
α
・
巨
儀
守
訂
一
臣
蚤
琶
琶
α
・
・
冨
冒
・
げ
。
昌
”

　
　
　
　
3
0
3
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
回
　
　
　
　
　
H
。
・
。
伊
い
ω
・
。
）
、
更
に
一
〇
進
法
を
適
用
し
た
囚
9
一
犀
・

腰物

ｪ般

|課
ﾆ
尻
．
獺
麟
礫
般
欄
店
野
送
雛
鷲
．
讐
㌶
諺
髪
堀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
中
支
通
運
正
異

在
建
他
自
一
　
一
一
公
厚
岸
使
運
照
保
在
在
直
管

2
3
1
2
0
　
　
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
5
1
2
　
　
0
1
2
1
2
1
2
　
　
勘
定
ク
ラ
ス
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

1
1
2
2
3
　
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
5
5
　
7
7
7
8
8
9
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ァ
ツ
ェ
ン
ホ
フ
ェ
ン
に
続
い
て
一
九
二
七
年

極
右
　
　
論
罪
蹟
上
助
．
い
い
射
資
雄
錘
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
販
　
　
発
　
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
　
製

　
　
消
　
　
一

　
　
2
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
5
　
6
7
　
　
　
8
　
9
　
　
　
て
、
勘
定
組
織
の
体
系
化
に
お
け
る
新
し
い
時
代

　
　
の
発
展
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勘
定
組
織
　
の
　
発
展

が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。

　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
、
彼
の
先
駆
者
た
る
ザ

ァ
ッ
ェ
ン
ホ
フ
ェ
ン
の
論
理
的
か
つ
体
系
的
な
完
成
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
ザ
ァ
ツ
ェ
ン
ホ
フ
ェ
ン
は
勘
定
を
原
価
計
算
的
観
点
か
ら
分
類
し
、

か
つ
原
価
計
算
の
た
め
に
一
〇
個
の
勘
定
ク
ラ
ス
の
う
ち
六
個
の
勘
定
ク
ラ

ス
（
ク
ラ
ス
3
～
8
）
を
使
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
な
お
そ
こ
に
は
論
理
的

基
礎
づ
け
が
不
十
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
特
徴
は
、
い
う
ま
で
も

な
く
財
務
簿
記
と
経
営
簿
記
と
を
一
つ
の
勘
定
枠
の
な
か
に
統
一
す
る
た
め

「
経
営
過
程
を
基
準
と
す
る
分
類
原
則
」
を
基
軸
と
す
る
デ
シ
マ
ル
・
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
お
い
て
み
ら
れ
る

シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
主
た
る
意
図
が
、
内
的
経
営
事
象
の
計
算
的
追
跡

の
必
要
性
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
目
標
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
は
明

ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
と
い
う
等
し
い
会
計
形
式
を
創
案
し
た
こ
と
は
、
シ

ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
功
績
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
ま
た
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
・
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
も
つ
重
要
性

は
、
単
に
彼
が
彼
の
先
駆
者
に
対
立
せ
る
新
し
い
著
想
を
示
し
た
こ
と
の
み

に
よ
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
理
論
家
お
よ
び
実
務
家
に
対
し
て
注
意
を
促

し
か
つ
活
濃
な
議
論
を
導
び
く
に
至
っ
た
点
に
求
め
ら
れ
る
。
し
か
も
、
彼

の
方
法
が
広
く
ド
イ
ツ
並
に
そ
の
他
の
国
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
発
展
に

直
接
・
間
接
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
シ

ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
が
、
彼
以

後
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
す
べ
て
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
最
も
重
要
な
形
式

的
指
標
を
与
え
た
点
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
、
一
九
二
七
年
に
再
版

を
、
一
九
三
〇
年
に
第
三
版
を
刊
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
漸
次
成
長
の
途
を

辿
っ
た
。

　
　
　
（
付
記
）
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
つ
い
て
は
、
土

　
　
岐
博
士
の
邦
訳
も
あ
り
、
か
つ
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
祖
述
・
紹
介
さ
け
て
い

　
　
る
の
で
、
こ
こ
で
は
内
容
的
な
問
題
に
触
れ
る
こ
と
は
さ
け
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
な
お
拙
稿
「
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
」
（
原
価
会
計
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
所
収
）
に
お
い

　
　
て
、
主
と
し
て
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
ラ
ー
メ
ン
に
関
説
し
て
い
る
の
で
参

　
　
照
さ
れ
た
い
。

　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
優
れ
た
結
構
を
も
つ
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
構
想
の
結
実
を
み
た
当
時
は
実
務
上
未
だ
彼
の
着
想
の

深
遠
さ
を
十
分
諒
解
で
き
ず
「
あ
ま
り
に
も
複
離
す
ぎ
る
」
（
目
ぎ
目
送
斗
昌
）

と
し
て
反
対
が
な
い
訳
で
は
な
か
っ
た
。
か
く
て
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ

・
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
対
抗
す
る
意
味
に
お
い
て
シ
ュ
ル
ツ
・
メ
ー
リ
ン

（
O
臼
ざ
ω
o
げ
巳
N
］
≦
①
訂
ぼ
）
の
協
力
の
も
と
で
ド
イ
ツ
機
械
製
作
工
業
連
合
会

（
ノ
N
①
円
①
一
戸
一
）
①
嘗
白
q
自
O
ケ
①
目
冒
薗
q
D
O
げ
一
昌
①
】
P
ぴ
9
口
髄
口
ω
臼
9
一
臼
O
昌
“
ノ
N
一
）
冨
諺
）
は
、
一
九
三
〇
年
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ノ
ル
マ
ル
・
コ
ン
テ
ン
プ
ラ
ン
（
ぎ
全
国
。
巨
①
昌
冨
匡
）
を
公
刊
し
た
。
こ

の
プ
ラ
ン
は
主
と
し
て
機
械
工
業
お
よ
び
こ
れ
と
類
似
の
構
造
を
も
つ
他
の

製
造
経
営
（
電
気
・
船
舶
ま
た
は
家
具
工
業
）
を
対
象
と
し
て
作
成
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
・

　
V
D
M
A
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
．
メ
ン
は
、
次
の
九
つ
の
ク
ラ
ス
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。
　
．
．
　
　
r
　
　
　
　
　
，

　
ク
ラ
ス
ー
　
貨
幣
お
よ
び
債
権
（
O
①
＝
ミ
①
耳
①
ゴ
巳
団
自
爆
①
冨
口
σ
q
Φ
け
）

　
ク
ラ
ス
2
　
債
務
お
よ
び
他
人
資
本
（
Q
。
。
げ
邑
窪
・
巳
津
①
巳
蟻
掛
9
一
）

　
ク
ラ
ス
3
　
固
定
資
産
（
b
巳
品
①
ロ
）

　
ク
ラ
ス
4
棚
卸
資
産
（
寓
α
q
角
く
①
馨
£
呂
）

　
ク
ラ
ス
5
乱
費
用
種
類
（
匿
ぎ
昌
芭
α
・
鼠
聾
討
≧
臼
・
昌
）

　
ク
ラ
．
ス
5
b
　
場
所
別
共
通
費
・
計
算
的
共
通
費
（
O
。
巨
①
ぎ
ざ
・
．
§
富
鼻

　
　
Q
D
8
ぎ
巨
く
①
員
①
9
昌
巨
㎝
の
α
q
①
目
①
ぼ
ざ
ω
器
昌
）

　
．
ク
ラ
ス
6
．
製
　
造
（
岡
缶
び
昌
犀
隠
江
O
ロ
）

　
ク
ラ
ス
7
　
細
裂
口
叩
（
国
白
熱
G
Q
O
旨
O
ロ
α
q
三
冬
①
）

　
ク
ラ
ス
8
　
売
．
上
（
国
二
α
8
）
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
ク
ラ
ス
9
　
自
己
資
本
お
よ
び
決
算
（
国
凶
o
Q
窪
訂
も
詳
巴
ロ
巳
諺
ぴ
ω
。
匿
ロ
沼
）

　
右
の
シ
ェ
ー
マ
か
ら
明
ら
か
な
ご
と
く
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
し
コ
ン

テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
比
し
、
聾
ド
ロ
N
α
q
ぎ
良
①
毎
ロ
α
q
・
・
灯
ユ
ロ
N
与
が
強
．
く
表
面
に
で
て

い
る
て
ん
お
よ
び
ク
ラ
ス
分
類
に
お
い
て
厳
密
な
一
〇
進
．
法
に
よ
っ
て
い
な

　
　
　
　
勘
定
　
組
織
　
の
　
発
展

い
て
ん
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
就
中
、
注
目
す
べ
き
は
原
価
場

所
計
算
を
勘
定
的
簿
記
の
ぞ
と
で
統
計
的
に
処
理
す
る
て
ん
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
・
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
と
異
る
構
成
を
示
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
V
D
M
A
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
を
「
対
立
コ
ン
テ

ン
プ
ラ
ン
」
（
O
①
。
・
①
鼻
。
耳
①
ロ
冨
ロ
）
と
称
す
る
所
以
が
存
す
る
。

　
も
っ
と
も
V
D
M
A
コ
ツ
テ
ン
ラ
r
メ
ン
の
適
用
対
象
と
な
る
経
営
は
、
．

実
際
に
は
勘
定
的
な
原
価
場
．
所
計
算
に
不
適
当
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
機
械
製
作
工
業
に
お
い
て
は
通
常
個
別
生
産
（
田
昌
N
①
幣
旨
㈹
巨
α
q
）
が
行

わ
れ
、
そ
れ
に
対
応
せ
る
勘
定
を
設
定
す
る
な
ら
ば
中
規
模
経
営
に
お
い
て

さ
え
数
千
の
勘
定
を
設
定
し
な
け
れ
は
な
ら
な
ぐ
な
り
、
も
は
や
勘
定
的
概

観
を
与
え
な
く
な
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
企
業
に
対
し
て
は

勘
定
的
経
営
簿
記
が
貫
ぬ
か
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
ノ
ル
マ
ン
・
コ
．
ン
テ
ン
プ
ラ
ン
の
長
所
．
と
し
て
認
め
う
る
こ

と
は
、
原
価
場
所
．
計
算
を
簿
記
か
ら
排
除
す
る
こ
と
に
よ
る
そ
れ
の
簡
素
化

（
図
一
口
詠
O
ず
げ
O
一
臼
）
に
あ
る
。
た
だ
そ
れ
の
短
所
と
し
て
、
短
期
．
成
果
計
算
を
放

棄
し
た
て
ん
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
性
的
な
費
用
・
収
益
は
、
シ
ュ
マ
ー

レ
ン
バ
ッ
ハ
の
か
の
有
名
な
ク
ラ
ス
2
に
収
容
さ
れ
ず
、
直
接
に
そ
れ
に
対

応
す
る
ク
ラ
ス
5
お
よ
び
8
で
処
理
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
経
営
成
果

（
切
Φ
艮
。
駐
霞
鴨
。
一
α
Ω
）
ど
企
業
成
果
（
q
三
。
日
。
巨
巨
α
q
ω
①
眺
。
㎡
）
は
も
は
や
単
純

な
方
法
で
分
離
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
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勘
　
定
組
織
　
の
　
発
展

　
　
（
2
）
　
計
画
経
済
時
代
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン

　
時
代
の
波
は
産
業
合
理
化
の
時
代
か
ら
計
画
経
済
の
時
代
へ
移
行
す
る
。

そ
し
て
計
画
経
済
的
傾
向
は
、
統
一
計
算
制
度
の
発
達
を
著
し
く
促
進
し
た

の
で
あ
る
。

　
一
九
三
六
年
遅
イ
ツ
産
業
能
率
局
（
閑
・
8
訂
5
曇
。
二
言
ヨ
h
母
≦
三
。
・
。
冨
h
島
・

。
蒔
①
咳
気
・
図
・
≦
・
）
お
よ
び
ド
イ
ツ
工
業
団
体
（
閑
。
ざ
げ
・
。
σ
q
岩
電
。
H
巳
蚤
嵩
。
）

に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
「
秩
序
的
計
算
制
度
お
よ
び
経
営
診
断
に
よ
る
経
済

性
の
向
上
」
（
孚
。
ぎ
雪
間
♪
竃
。
民
。
閏
‘
≦
9
臣
暑
9
y
o
＆
守
・
。
≦
・
甘
。
・
。
冨
護
。
拝
箋

畠
臼
爵
㎝
。
自
爵
雪
8
開
g
，
昌
口
口
㎝
。
。
器
ゆ
。
口
口
巳
守
旦
。
ぴ
の
誓
。
『
評
Φ
冨
垢
㎝
。
G
Q
①
匿
昌
く
。
ヨ
閑
閑
≦
賜

審
ぎ
目
。
。
。
ひ
）
と
い
う
刊
行
物
の
な
か
で
統
一
化
を
目
的
と
し
た
次
の
よ
う
な

コ
ン
テ
ン
プ
ラ
ン
を
含
ん
で
い
た
。

　
ク
ラ
ス
0
　
静
止
勘
定
（
開
口
げ
①
】
P
山
①
一
計
O
口
け
①
口
）

　
ク
ラ
ス
ー
財
務
勘
定
（
］
『
一
昌
帥
］
口
N
．
囚
O
】
P
ゆ
①
】
P
）

　
ク
ラ
ス
2
　
賃
金
お
よ
び
材
料
勘
定
（
い
O
げ
昼
■
賃
］
P
傷
ω
臼
O
津
O
口
曾
①
昌
）

　
ク
ラ
ス
3
　
共
通
原
価
種
類
勘
定
（
こ
こ
で
は
共
通
費
用
種
類
に
関
連
す

　
　
る
）
図
。
暮
①
目
曇
霞
O
①
日
①
ぎ
ぎ
9
0
ロ
霞
8
β

　
ク
ラ
ス
4
計
算
勘
定
（
＜
霞
8
巨
巨
。
・
。
・
ざ
・
§
）

　
ク
ラ
ス
5
　
製
造
勘
定
（
国
①
拐
臼
O
＝
ロ
ロ
㈹
。
。
犀
O
ロ
ぎ
）

　
グ
ラ
ス
6
製
品
勘
定
（
菌
8
8
傷
霞
国
。
議
㎝
。
旨
Φ
農
昏
。
・
。
）

　
ク
ラ
ス
7
成
果
勘
定
（
国
§
曹
ざ
巨
窪
）

　
ク
ラ
ス
8
　
特
別
原
価
勘
定
（
Q
∩
O
】
日
笛
Φ
同
月
O
ζ
励
8
0
昌
】
ハ
O
口
酔
①
一
P
）

　
ク
ラ
ス
9
決
算
勘
定
（
箆
げ
ω
O
げ
一
院
ゆ
犀
O
口
臼
O
屋
）

　
こ
れ
が
所
謂
R
K
W
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ラ
ー
メ
ン
は
当
時
新
し
い
株
式
法
（
一
九
三
一
．
年
）
の
貸
借
対
照
表
作

成
規
定
（
雪
暮
ロ
N
一
霞
琶
σ
q
。
・
＜
9
ω
島
同
§
8
）
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
右
の
シ
ェ
ー
マ
か
う
明
ら
か
な
よ
う
に
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
・

コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
お
け
る
有
名
な
ク
ラ
ス
2
（
中
性
費
用
・
中
性
収

益
）
は
な
く
な
っ
て
、
そ
の
代
り
臨
時
的
か
つ
中
性
的
な
収
益
（
。
。
昌
①
§
・

号
阿
蒙
。
冨
9
ロ
①
暮
邑
①
甲
臼
円
粛
①
）
が
ク
ラ
ス
7
（
成
果
勘
定
）
の
う
え
で
把

握
さ
れ
る
。

　
ク
ラ
ス
4
お
よ
び
5
は
本
来
的
生
産
に
関
連
す
る
の
で
あ
っ
て
計
算
勘
定

と
製
造
勘
定
と
の
問
に
経
営
計
算
明
細
表
（
罷
①
訂
ご
げ
。
・
日
和
o
o
『
巨
巨
㎝
の
げ
。
㎝
o
昌
）

が
挿
入
さ
れ
る
と
い
う
て
ん
で
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー

メ
ン
と
異
る
。

　
ま
た
、
ク
ラ
ス
8
（
特
別
原
価
勘
定
）
は
、
価
格
計
算
（
国
㊤
貯
巳
9
δ
屋
）
に

と
っ
て
重
要
な
特
別
原
価
－
就
中
販
売
特
別
原
価
1
を
含
む
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
三
六
年
目
R
K
W
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
、
翌

一
九
三
七
年
所
謂
強
制
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
（
国
ド
ゆ
・
o
畠
賃
コ
8
げ
爵
。
巳
Φ
口
轟
『
・

日
窪
）
に
よ
っ
て
代
置
さ
れ
た
。

　
一
九
三
七
年
の
春
に
R
K
W
の
内
部
で
ド
イ
ツ
経
営
経
済
委
員
会
（
図
①
一
・
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強　　制　　コ ン　　　テ　　　ン　　　ラ　　　一　　　メ ン

ク　ラ　ス　0

静止勘定乃至固
定資産および資
本勘定

ク　ラ　ス　1

財　務　勘　定

ク　ラ　ス　2

限　定　勘　定

クラス　3

材料・補助材
料・経営材料
乃至商品仕入
勘定

クラ・・クラ・・クラ・・1クラ・・ク ラス　8

経営計算および給付生産の勘定 売上勘定
　　乃至
商品販売勘定

クラス9

決算勘定

静止勘定
　　　oo
建物のある土地

　　　Ol
建物のない土地

　
械

　
機

　
び

02　
お

　
械
備

　
四
十

　　　03
軌道および運搬
設備

　　　04
工具・経営およ
び営業施設

　
権

　
業

　
営

05

E
権

　
権
標

　
許
商

　
特
・

財務勘定

現

10

金

　　　11
郵便為替および
預金
　　　12
手形・小切手。
外国為替
　　　13
有　価　証　券

　　　14
売　掛　債　権

　　　15
その他の債権

限定勘定

　　　20
臨時費用および
経営外費用
　　　21
利　子　費　用

　　　22
収　　益　　税

　　　23
家屋および土地
の費用・収益
　　　24
臨時収益および
経営外収益

　　　25
利　子　収　益

材料・補助材
料および経営
材料勘定

　　30
材　　　料

　　33
補助材料

　　34
経営材料

品

53

料材、ノ

　
品

　
部

36　
入

　
借

　
び
費

　
よ
備

　
お
設

26

?
ﾌ

　
繕
内

　
三
物

　
大
建
用

　
び
務

　
よ
債

　
お
の

16

?

　
仕
か

　
品
付

　
商
給

　
期

　
長

　
び

06　
お

　
資
権

　
投
債

2717

形手払支

07

務債期長

　
備

　
準

　
び

08　
お

　
本

　
資
金

　
値
整
目

　
価
調
項

　
の
引
延

09

Z
差
繰

　
計
，
ぴ

　
十
一
よ

　
年
修
お

　　　18
その他の債務

　　　19
そ　　の　　他

　　　28
価格差額勘定

　
勘

　
定

　
限

29

ﾌ
　
他

　
の

　
ぞ
定

原価種類勘定

　　　40　＊1
製　造　賃　金

　　　41
補　助　賃　金

給

42

付

　　　43

社会的費用

　　　磁
補助材料および
経営材料

　　　45
電気・ガス・用
水

　　　46
減価償却および
修繕

　　　47
税金・報酬・寄
附・保険
　　　48
雑　　原　　価

　　　49　＊1

特別直接費用

　　　　＊2

計算勘定
　
料

　
材

　
接

50

ｼ
　
的

　
算

　
計
費

　　　51
計算的製造賃金

　　　52
計算的製造共通
費

　
通

　
共

　
料

53

ﾞ
　
的

　
算

　
計
費

　　　54
計算的管理共通
費

　
通

　
共

　
売

55

ﾌ
　
的

　
算

　
計
費

簿
記
的
原
価
場
所
計
算
の
た
め
に
留
保
さ
れ
て
い
る
。

ク
ラ
ス
6
（
こ
の
場
合
予
備
）
は
ク
ラ
ス
5
と
結
び
つ
い
て
、

半製品および
製品勘定

70－72

半　　製　　品

製

73－75

品

　　　76
自家製造設備・
機械

　　77
自家製造部品

　　　78
価値を高めるよ
うな大修繕

売上勘定

　80－82
　　　　＊3

販売勘定

　　83
屑物販売から
の収益

決算勘定

　　90
限定項目集合

鎚　　91
月次損益勘定

　　93
年次損益勘定

　
照

　
対4

借
9
首
落

　
次
勘

　
年
表

　
び
か

　
よ
か
付

4
お
の
給

8
糧
順
い

　
品
引
な

　
商
取
ら

　　85
売上減少項目

＊　1）

　2）

　3）

　4）

総合原価計算（Divisi・nskalkulati・n）の場合には，（1）印のつけられた勘定クラスおよびグループに一定の変化を生ずる。

経営計算明細表（B6triebsabr㏄hnungsbogen）の利用の場合。

物品の種類（および必要）に応じて細分される。

経営が自から生産せず，そのままの状態で販売する商品。



畠
紹
ロ
器
鼻
昌
h
晋
鴨
露
鼠
①
ぴ
。
。
言
同
紳
。
。
魯
緊
♂
開
h
寅
）
が
創
立
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
こ
の
委
員
会
は
就
中
経
営
の
計
算
制
度
を
規
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
課
題
．
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。

　
（
1
）
　
簿
記
組
織
に
対
す
る
原
則
の
設
定
と
統
一
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
形

　
　
成

　
（
2
）
　
原
価
計
算
原
則
の
設
定

　
こ
の
委
員
会
の
内
包
的
研
究
に
基
づ
く
最
初
の
結
論
は
、
一
九
三
七
年
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

一
月
一
一
日
ド
イ
ツ
経
済
省
令
（
匡
昌
仙
Φ
。
・
男
①
8
げ
q
。
三
誹
ω
鼻
9
津
。
・
巳
巳
。
・
け
。
冨
）
の

「
簿
記
指
針
に
関
す
る
原
則
」
（
9
賃
巳
。
・
鋤
§
費
門
野
。
年
巴
梓
巨
㎝
。
。
円
8
包
巨
窪
）

の
な
か
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
命
令
に
は
次
の
事
柄
が
含
ま
れ
る
。

　
（
1
）
　
簿
記
組
織
に
関
す
る
原
則

　
（
2
）
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
お
よ
び
製
造
経
営
に
対
す
る
コ
ン
テ
ン
プ
ラ

　
　
ン
の
例
示

．
（
3
）
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
お
よ
び
コ
ン
テ
ン
プ
ラ
ン
の
説
明

　
こ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
す
べ
て
の
経
済
部
門
を
拘
束
す
る
も
の
で
あ

り
、
勘
定
は
次
の
一
〇
ク
ラ
ス
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　
ク
ラ
ス
0
　
静
止
勘
定
乃
至
固
定
資
産
お
よ
び
資
本
勘
定
（
即
自
Φ
巳
①

　
　
囚
。
巨
窪
訂
§
臣
巳
お
。
自
巳
囚
9
℃
ぎ
一
ざ
巨
①
昌
）

　
ク
ラ
ス
ー
財
務
勘
定
（
閃
一
口
9
口
N
】
h
O
昌
け
O
】
P
）

ク
ラ
ス
2
．
限
定
勘
定
（
諺
げ
σ
q
お
二
二
α
q
ω
ざ
三
曾
）

　
　
　
　
勘
　
定
　
組
　
織
　
の
　
発
　
展

　
ク
ラ
ス
3
　
材
料
・
補
助
材
料
お
よ
び
経
覚
材
料
乃
至
商
品
仕
入
勘
定

　
　
（
図
。
旨
①
昌
山
霞
国
。
げ
－
．
国
謹
ω
・
ロ
巳
b
u
・
三
①
げ
磐
ω
。
賢
げ
N
ぎ
≦
舞
⑦
ロ
①
ぽ
雨
月
・

　
　
閃
8
ε
口
）

　　
@÷

　
ク
ラ
ス
8
　
売
上
勘
定
乃
至
商
品
販
売
勘
定
（
弾
込
ぎ
巳
。
昌
げ
・
≦
・
零
胃
8
・

　
　
＜
霞
富
民
ω
ざ
窪
窪
）

　
ク
ラ
ス
9
決
算
勘
定
（
〉
訂
。
匿
昌
ざ
巨
①
ロ
）

　
こ
の
シ
ュ
ー
マ
に
お
い
て
ク
ラ
ス
0
か
ら
ク
ラ
ス
3
ま
で
お
よ
び
ク
ラ
ス

8
・
9
は
あ
ら
ゆ
る
経
済
部
門
に
強
制
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
他
方
ク
ラ
ス
4

か
ら
7
ま
で
の
「
経
営
計
算
お
よ
び
給
付
生
産
の
勘
定
」
は
、
個
々
の
経
済

部
門
の
必
要
に
従
っ
て
選
択
が
認
め
ら
れ
た
。

　
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
「
簿
記
指
針
に
関
す
る
原
則
」
の
な
か
で
は
、
　
一
般

的
な
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
と
並
ん
で
「
製
造
経
営
に
対
す
る
コ
ン
テ
ン
プ
ラ

ン
の
例
示
」
が
な
さ
れ
て
い
る
。
製
造
経
営
の
勘
定
組
織
の
統
一
化
を
指
向

す
る
こ
の
コ
ン
テ
ン
プ
ラ
ン
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の

一
層
の
形
成
と
発
展
と
に
非
常
に
大
き
な
意
味
を
も
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
事
実
ま
た
後
で
指
摘
す
る
ご
と
く
、
第
二
次
大
戦
後
に
現
れ
た
「
共
通
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則に基づくコンテンラーメンの図解

勘
定
組
織
の
発
．
展

勘　　　　　　　　・定　　　　　　　　　　　．止1静　　勘定’
経　　　　営　　　　簿　　　　記 財務簿記（勘定91－93経営簿記）

　クラス4．

ｴ価種類勘定
　クラス5
v　算　勘　定

　クラス7
ｼ製品および製

i勘定

一

　　クラス8

ﾌ売収入および
､品販売勘簿

　40
ｴ材料費

70－72

ｼ製品

　　クラス9
?@算　勘　定

_　　　　　　　　　　　醒

一

ll》，。

`轟轟一榴
撃撃

L（利益の場創＿l
@　　　　l　、　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　50　
@　　　　　　　　計算原　
@　　　　　　　　材料費∴

@（垂》　　　　　　　　　　52－53　

@　　　　　　　　54－55�

�

　
　
（
l
l
賦
�

�

0－82販

??W

R－85販

??v�
　　　　　　「42－48　　　　　口共

ﾊ費⑳

W
爆
占
　
　
　
　
配
　
　
賦
特
別
費
�

藻�　
　
　
　
　
　
　
．
（
例
示
と
し
て
）
＜
q
コ
�

用過小一二
� 豊

�

懸」（l　　　　　　　　L（一町i　　　　　　　　　　　94　　　　　1　　　　　　　　　　　　　一　　一　　一　　一　　　　　　　　　損益勘定

　　　　管理および　
@　　　販売部門（

瘤ｦとして）�

．
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
L
（
O
①
§
O
一
口
の
O
げ
9
津
q
o
犀
O
H
旨
O
昌
同
9
】
P
日
σ
巨
）
噛
の
基
礎
を
提
供
し

の
で
あ
っ
た
。

一
九
三
六
年
の
R
K
W
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
、
既
に
観
た
よ
う
に
、
シ

ユマ

塔
o
ッ
ハ
・
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
と
著
し
く
異
る
．
構
成
を
示
七
て
い
た
。

こ
ろ
で
、
一
九
三
七
年
の
強
制
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
、
い
わ
ば
シ
ュ
マ

レ
ン
バ
ッ
ハ
の
提
案
と
一
九
三
〇
年
の
V
D
M
A
提
案
と
の
妥
協
の
産
物

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
具
体
的
な
構
成
を
一
督
す
る
な
ら
ば
、
最
初
の
三
つ
の
勘
定
ク
ラ
ス

ク
ラ
ス
0
・
1
お
よ
び
2
）
は
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
静
止
勘
定
（
ク

ス
0
）
・
．
財
．
務
勘
定
（
ク
ラ
ス
ー
）
お
よ
び
中
性
費
用
・
収
益
（
ク
ラ
ス
2
）

各
勘
定
ク
ラ
ス
に
対
、
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
V
D
M
A
コ
ン

ン
ラ
ー
メ
ン
お
よ
び
R
K
W
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
お
い
て
排
除
さ
れ
た

性
費
用
・
収
益
の
勘
定
ク
ラ
ス
が
こ
こ
で
限
定
勘
定
（
跨
腎
①
島
ロ
目
σ
q
。
・
ざ
早

）
と
い
う
名
称
の
も
と
で
受
け
容
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
強
制
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
お
け
る
限
走
勘
定
は
、
シ
ュ
マ
ー

ン
バ
ッ
ハ
の
中
性
費
用
・
収
益
よ
り
若
干
広
い
範
囲
の
内
容
を
包
含
す
る
。

え
ば
、
グ
ル
ー
プ
2
2
収
益
税
等
の
収
益
減
少
項
目
が
そ
れ
に
加
え
ら
れ
て

る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
原
価
場
所
計
算
を
勘
定
的
（
ざ
ロ
8
ロ
臼
農
芭
に
処
理
す
る
こ
と
な

原
価
配
分
明
細
表
（
内
。
。
・
8
巨
唇
一
①
α
q
毎
G
Q
。
・
ぎ
㎝
窪
）
に
よ
り
統
計
的
乃
至
表
的
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経営過程を基準とする分類原
静　止　勘 定 1 運 動

財 務 簿 記

　　クラス0
ﾃ止勘定すなわち
ﾅ定資産勘定およ

ﾑ資本勘定

　　　　　　クラス1
@　　　　財　務　勘　定

ﾐ『一一一一一｝一一一一一層嚇「

限
クラス2
閨@勘 定

　　クラス3
ﾞ料・補助材料お
謔ﾑ経営材糺三層

ﾀに商品勘定

一一　39　1

｝およびi

　品」

（90
20－29
限　定

費　用

「
一
」　10－15

貨幣および
　短期債権

魁
20－29
限　定

収益
90）一一

l
l
J

OO－06

固定資算

07－08

勘
　
定
　
組
織
　
の
　
発
　
展

賦払
自己資本

（
鼠
げ
①
一
一
獅
同
一
q
ロ
臼
一
ロ
0
6
げ
①
）
に
処
理
せ
ん
と
す
る
V
D
M
A
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の

構
想
お
よ
び
計
算
勘
定
と
製
造
勘
定
と
の
中
間
に
経
営
計
算
明
細
表
（
冨
甲

＃
器
ぴ
。
。
き
器
畠
ロ
巨
鵯
ぴ
。
σ
Q
。
ロ
）
を
挿
入
せ
ん
と
す
る
R
K
W
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ

ン
の
特
徴
が
、
強
制
コ
シ
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
承
継
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
グ
ル
ー
プ
別
に
分
類
さ
れ
た
原
価
場
所
（
例
え
ば
、
一
般
原
価
部
門
、

製
造
お
よ
び
製
造
補
助
部
門
、
材
料
補
助
部
門
、
管
理
お
よ
び
販
売
部
門
）

に
共
通
費
を
配
分
す
る
と
こ
ろ
の
経
営
計
算
明
細
表
に
つ
よ
て
、
ク
ラ
ス
4

お
よ
び
5
の
有
機
的
結
合
が
企
図
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、
強
制
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
ド
イ
ツ
全
体
経
済

の
会
計
制
度
を
統
一
化
せ
ん
と
す
る
意
図
を
も
つ
て
登
場
し
た
の
で
あ
り
、

従
っ
て
そ
の
特
徴
は
そ
れ
が
も
つ
経
済
政
策
的
課
題
に
存
す
る
。
蓋
し
、
そ

れ
は
計
画
経
済
（
℃
一
顧
昌
ミ
一
円
魯
Q
ロ
O
ぽ
㊤
h
酔
）
の
手
段
と
し
て
、
経
済
管
理
（
≦
一
暴
畠
9
・

h
邑
Φ
ロ
ざ
轟
）
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
ラ
ー
メ
ン
の
表
面
的
な
構
成
は
、
既
述
の
ご
と
く
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン

バ
ッ
ハ
の
ラ
ー
ズ
ン
と
平
D
M
A
の
ラ
ー
メ
ン
の
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
の
基
底
に
は
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ヅ
ハ
・
コ

ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
根
本
原
理
が
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
経
営
過
程
を
基
準
と
す
る
分
類
原
則
」
に

従
っ
て
体
系
づ
け
ら
れ
、
一
〇
個
の
勘
定
ク
ラ
ス
（
0
～
9
）
に
財
務
簿
記
と

経
営
簿
記
と
を
含
す
で
い
る
て
ん
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
と
本
質
的
に
異
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勘
　
定
　
組
　
織
　
の
　
発
展

る
と
こ
ろ
は
見
い
出
し
得
な
い
。
た
だ
、
表
的
原
価
場
所
計
算
（
雷
び
亀
巴
・

ω
号
。
囚
8
8
屋
。
・
酔
巴
。
口
器
。
げ
ロ
巨
α
q
）
を
導
入
し
た
て
ん
で
、
記
帳
技
術
上
の
進

歩
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
強
制
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
そ
の
シ
ェ
ー
マ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
原

価
・
給
付
計
算
（
閑
。
ω
8
ロ
ー
巨
ら
日
・
聾
巨
α
q
。
・
器
。
ず
ロ
巨
α
q
）
が
費
用
・
収
益
計
算

（
き
h
蓄
巳
。
・
出
巳
浮
欝
α
q
胃
Φ
。
ぼ
暮
㎝
）
お
よ
び
貸
借
対
照
表
計
算
（
じ
⇔
辞
冨
門
①
・

畠
口
琶
晶
）
に
比
し
て
強
く
表
面
に
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
経
営
簿
記

の
優
先
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
経
済
部
門
の
計
算
制
度
に
経
営
過
程
に
基
づ
く
分

類
原
則
を
統
一
的
に
適
用
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
意
識
的
に
選
ば
れ
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
当
時
の
経
済
制
度
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
の
意
義
を

有
す
る
Q
す
な
わ
ち
、
中
央
管
理
経
済
（
N
①
巨
邑
α
q
①
♂
穿
＄
寮
塁
。
げ
聾
）
が
、

自
由
な
価
格
形
成
お
よ
び
そ
れ
と
結
び
つ
く
市
場
計
算
を
益
々
後
退
さ
せ
、

逆
に
統
制
の
た
め
に
よ
き
原
価
計
算
に
対
す
る
要
求
を
増
大
し
た
か
ら
で
あ

る
。　

し
か
る
に
、
経
営
簿
記
優
先
の
ラ
ー
メ
ン
を
あ
ら
ゆ
る
経
済
部
門
に
一
律

に
適
用
し
よ
う
と
す
る
こ
と
自
体
の
な
か
に
矛
盾
が
胚
胎
す
る
。
と
い
う
の

は
、
銀
行
業
・
保
険
業
の
ご
と
き
経
済
部
門
に
と
っ
て
は
、
内
給
付
的
計
算

の
た
め
の
勘
定
は
不
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
満
足
な
が
ら
強
制
コ

ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
矛
盾
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　
　
（
3
）
戦
後
の
発
展

　
ザ
ァ
ツ
ェ
ン
ホ
フ
ェ
ン
（
一
九
二
五
年
）
お
よ
び
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ

・
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
（
一
九
二
七
年
）
に
始
ま
り
、
V
D
M
A
の
コ
ン
テ

ン
ラ
ー
メ
ン
（
一
九
三
〇
年
）
に
続
き
、
更
に
強
制
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン

（
一
九
三
七
年
）
に
終
る
と
こ
ろ
の
戦
前
に
お
け
る
勘
定
組
織
体
系
化
の
努

力
は
、
産
業
合
理
化
運
動
お
よ
び
戦
時
経
済
体
制
と
い
う
経
済
的
背
景
か
ら

計
算
制
度
の
統
一
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
二
次
大
戦
後
、
西
ド
イ
ツ
で
は
強
制
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
か
ら
略
儀
一

〇
余
年
を
経
過
し
て
一
九
二
四
年
、
　
工
業
連
合
経
営
研
究
委
員
会
（
≧
冨
一
・

酔
。
，
碧
。
，
ω
畠
昌
じ
d
①
巳
9
。
。
乱
目
臼
。
、
。
訂
津
H
巳
・
。
，
訂
辺
縁
①
ロ
く
葺
合
巳
①
）
は
、
工
業
会
計

制
度
全
体
の
広
範
な
統
一
性
を
図
る
目
的
で
「
工
業
連
合
の
共
通
コ
ン
テ
ン

ラ
ー
メ
ン
」
（
一
）
①
同
∩
甲
①
営
①
一
口
Q
D
O
げ
印
津
一
閑
O
曝
け
Φ
】
日
二
四
げ
国
口
O
ロ
一
口
山
口
q
o
e
門
田
①
一
一
①
円
く
O
目
げ
似
口
叩
O
）

を
完
成
し
た
。

　
こ
の
ラ
ー
メ
ン
は
今
日
の
連
邦
共
和
国
（
b
口
・
巳
Φ
。
・
お
陰
げ
穿
）
の
領
域
に
対

し
て
以
前
の
強
制
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
代
替
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
い
わ
ば
強
制
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
戦
後
に
お
け
る
復
活
に
過
ぎ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
ラ
ー
メ
ン
の
構
成
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
ク
ラ
ス
0
　
設
備
資
産
お
よ
び
長
期
資
本
（
諺
巳
ゆ
σ
Q
。
＜
霞
日
α
繋
ロ
目
巳
げ
昌
σ
q
－

　
　
塗
。
。
江
σ
q
①
。
・
困
⇔
覧
け
巴
）

　
ク
ラ
ス
ー
　
財
務
流
動
財
産
お
よ
び
短
期
債
務
（
固
冨
冨
・
d
巨
窪
h
ω
＜
①
雫
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曇
£
自
β
β
山
畑
日
賦
ユ
の
賦
α
q
o
＜
角
げ
言
器
皿
畠
物
詳
）

　
ク
ラ
ス
2
　
中
性
費
用
お
よ
び
収
益
（
撃
払
邑
。
》
口
守
①
巳
巨
α
q
・
ロ
ロ
巳

　
国
詳
感
α
q
o
）

　
ク
ラ
ス
3
　
在
庫
旨
叩
（
G
∩
o
中
閑
⑦
ω
け
ぎ
山
①
）

　
ク
ラ
ス
4
　
原
価
種
類
（
】
ハ
O
ω
臼
①
】
P
騨
目
“
O
口
）

”
蕎
｝
原
価
場
所
（
蜜
一
量

　
ク
ラ
ス
7
　
半
製
品
お
よ
び
製
品
在
高
（
切
①
ω
萄
美
山
①
9
ロ
げ
巴
霞
霞
臼
お
。
昌
隼

　
　
h
o
旨
お
①
ロ
国
旨
。
お
巳
・
・
。
・
①
ロ
）

　
ク
ラ
ス
8
　
収
　
W
益
（
国
旨
蝕
㎝
¢
）

　
ク
ラ
ス
9
決
算
（
》
ず
o
o
o
『
一
信
ゆ
）

　
共
通
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
、
右
の
勘
定
ク
ラ
ス
構
成
か
ら
も
明
ら
か
の

よ
う
に
一
そ
の
水
平
的
分
類
（
勘
定
ク
ラ
ス
分
類
）
並
に
垂
直
的
分
類

（
勘
定
グ
ル
ー
プ
分
類
）
．
に
お
い
て
一
一
九
三
七
年
の
強
制
コ
ン
テ
ン
ラ

ー
メ
ン
（
そ
の
付
属
表
と
し
て
の
「
製
造
経
営
の
コ
ン
テ
ン
プ
ラ
ン
」
）
　
と

比
較
し
て
、
何
ら
本
質
的
な
変
化
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
異
る

て
ん
は
、
共
通
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
が
命
令
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
推
奨
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

東
ド
イ
ツ
で
は
一
九
四
八
年
一
一
月
所
謂
「
統
一

　
　
　
勘
　
定
　
組
　
織
　
の
　
発
　
展

コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
」

（
国
一
目
ゲ
Φ
一
辞
g
自
吋
O
巨
“
①
口
同
曽
げ
ヨ
Φ
昌
）
が
発
布
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
九
四
九
年
一
月
一

日
か
ら
ソ
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
所
有
地
区
の
全
工
業
に
対
し
強
制
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
や
は
り
共
通
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
と
同
じ
く
強
制
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ

ン
の
復
活
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
　
（
本
稿
で
は
東
ド
イ
ツ
の
そ
の
後

の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
発
展
に
は
、
紙
幅
の
関
係
で
立
ち
入
ら
な
い
こ
と

と
す
る
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
戦
後
数
ク
年
間
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の

発
展
に
は
何
ら
特
徴
あ
る
発
展
は
見
出
し
難
い
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
単
に
戦

時
経
済
時
代
に
お
け
る
国
定
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
復
活
と
そ
の
普
及
化
の

時
期
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
5
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
反
省
へ
の
傾
向

　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
体
系
化
は
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
を
始
点
と
し

て
主
と
し
て
ド
イ
ツ
に
お
い
て
発
展
し
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
前
節
に

お
い
て
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
発
展
の
経
過
を

跡
づ
け
て
き
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
朋
ら
か
な
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
連
の
コ
ン
テ
ン

ラ
ー
メ
ン
が
一
部
の
例
外
を
除
き
す
べ
て
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
的
ラ
ー
メ

ン
の
流
れ
に
沿
っ
た
体
系
を
固
持
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
若
干
の
帳
簿
技
術

上
の
改
良
を
除
い
て
、
本
質
的
に
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
か
ら
一
歩
も
ぬ
き
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勘
　
定
　
組
織
　
の
　
発
　
展

ん
で
た
と
こ
ろ
は
見
い
出
し
難
い
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
こ
に
一
貫
し
て
流
れ
る
根
本
的
な
分
類
思
考
は
中
。
N
畠
σ
q
密
－

山
震
巨
α
q
・
・
買
ぽ
N
信
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
　
ド
イ
ツ
・
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン

の
非
常
に
大
き
な
特
徴
を
形
造
っ
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
特
徴
は
ド
イ
ツ
以

外
の
国
々
の
ラ
ー
メ
ン
と
比
較
し
た
場
合
に
、
そ
れ
が
一
層
閲
明
化
す
る
で

あ
ろ
う
。

　
囲
九
四
七
年
、
才
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
（
o
ω
け
Φ
旨
①
8
げ
雪
冨
目

国
。
巨
・
巨
。
。
げ
目
窪
）
は
、
最
も
徹
底
し
だ
「
貸
借
対
照
表
を
基
準
と
す
る
分
類

原
則
」
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
内
経
営
的
計
算
が
完
全
に

等
閑
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
て
ん
ド
イ
ツ
と
は
全
く
対
臆
的
な
分
類
思
考
を

繋
難
業
事
騨
舳
一
定

讐
麗
購
郷
顯
鹸
辮
）
藷
離
舳

　
鍵
嵩
講
暇
∴
∵

勘
定
ク
ラ
ス
9
（
グ
ル
ー
プ
9
6
～
9
8
）
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
決
算
勘
定オーストリや経済の統一コンテンラーメン

と
つ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
（
h
同
9
R
F
N
α
ロ
D
一
ω
O
げ
①
目
　
囚
O
口
け
①
昌
門
餌
ゲ
＝
日
0
口
）
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
ラ
ー
メ
ン
ほ
ど
徹
底
的
な
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
原

価
計
算
が
簡
略
な
形
で
ク
ラ
ス
9
の
経
営
分
析
会
計
に
結
び
つ
い
て
い
る
て

ん
を
除
き
、
や
は
り
⇔
d
§
寓
α
Q
密
脳
。
建
口
α
q
。
・
腎
陣
目
N
耐
に
基
礎
を
お
く
も
．
の
で
あ

る
（
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ラ
ン
・
コ
ン
タ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
黒
沢
博
士
前
掲
稿
参
照
）
Q

　
経
営
過
程
を
基
準
と
す
る
分
類
原
則
で
は
、
経
営
簿
記
の
重
視
に
よ
っ
て

却
っ
て
財
務
簿
記
の
地
位
を
後
退
せ
し
め
、
財
務
諸
表
作
成
の
基
礎
を
明
ら

か
に
し
え
な
い
欠
点
を
有
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
貸
借
対
照
表
を
基
準
と
す

る
分
類
原
則
で
は
、
財
務
諸
表
作
成
の
基
礎
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

て
も
、
内
経
営
的
給
付
過
程
を
浮
彫
に
し
え
な
い
欠
陥
を
も
つ
。

　
こ
こ
に
お
い
て
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
甲
o
N
o
ゆ
讐
①
山
Φ
崔
ロ
㎝
。
・
℃
二
β
N
首

と
国
冨
主
唱
①
山
①
円
ロ
ロ
α
q
。
・
で
二
口
N
号
と
を
ひ
と
つ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
な
か

に
統
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
則
の
欠
陥
を
救
済
し
よ
う
と

す
る
努
力
が
、
ド
イ
ツ
・
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
最
近
の
新
傾
向
で
あ
る
。

　
ド
イ
ツ
で
は
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
的
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
普
及
一
般

化
の
時
期
も
終
り
、
い
ま
や
そ
の
反
省
の
時
期
に
入
っ
た
も
の
と
観
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
の
現
れ
は
、
グ
ロ
ー
ホ
ラ
の
提
案
す
る
コ
ン
テ
ン

ラ
ー
メ
ン
が
そ
れ
で
あ
る
。
彼
の
提
案
に
対
す
る
概
観
と
批
判
は
、
次
飾
に

お
い
て
詳
述
し
よ
う
。
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四
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
新
展
開

　
1
　
序

　
前
節
に
お
い
て
指
摘
し
た
ご
と
く
、
営
業
簿
記
と
経
営
簿
記
と
を
ひ
と
つ

の
勘
定
枠
の
な
か
に
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
機
的
か
つ
組
織
的
な
勘
定

組
織
が
確
立
し
た
の
は
、
一
九
二
七
年
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
・
コ
ン
テ
ン

ラ
ー
メ
ン
の
成
立
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
・
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
誕
生
は
、
「
経
営
過
程
を
基

準
と
す
る
分
類
原
則
」
を
基
軸
と
す
る
一
元
的
勘
定
組
織
の
完
成
で
あ
る
と

同
時
に
そ
れ
の
批
判
の
と
き
で
も
あ
っ
た
。
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
的
ラ
ー

メ
ン
に
対
立
し
、
競
合
し
か
つ
協
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
・
コ
ン
テ

ン
ラ
ー
メ
ン
の
発
展
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー

メ
ン
形
成
に
お
け
る
根
本
的
思
考
は
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
的
思
考
に
よ

っ
て
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
て
ん
に
ド
イ
ツ
に
お
け
る
勘
定
組
織
体
系
化
の
特
徴

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
．
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
一
般
的
な
普
及
は
、
そ
れ

の
反
省
と
批
判
と
を
誘
引
し
た
。
そ
の
一
つ
の
現
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
グ
ロ
ー

ホ
ラ
（
国
樫
副
く
一
］
P
（
｝
肖
O
O
げ
一
9
）
の
論
文
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の

批
判
と
一
層
の
発
展
」
（
閑
葺
涛
巨
自
≦
。
ぎ
器
三
宅
一
。
匡
霞
㎝
号
ω
晋
9
。
・
畠
窪

目
。
三
①
霞
践
葺
。
ロ
。
・
9
N
・
，
し
u
ご
ト
。
刈
智
腎
撃
2
円
・
H
o
・
”
H
O
鵯
）
に
求
め
よ
う
と
す

　
　
　
　
勘
定
組
織
の
発
展

る
。　

彼
の
根
本
的
意
図
は
、
ド
イ
ツ
・
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
基
本
的
な
特
徴

を
な
し
た
「
経
営
過
程
を
基
準
と
す
る
分
類
原
則
」
と
「
貸
借
対
照
、
表
を
基

準
と
す
る
分
類
原
則
」
と
を
ひ
と
つ
の
ラ
ー
メ
ン
の
な
か
に
融
合
し
よ
う
と

す
る
試
み
に
存
す
る
。
そ
し
て
、
彼
は
そ
の
よ
う
な
意
図
を
支
え
る
実
質
的

基
礎
を
「
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
形
成
に
影
響
を
与
え
る
要
因
を
顧
慮
す
べ
き

で
あ
る
」
と
い
う
て
ん
に
求
め
て
い
る
。

　
以
下
、
彼
の
記
述
に
従
っ
て
祖
述
し
、
最
後
に
そ
の
提
案
を
批
判
的
に
吟

味
し
よ
う
と
す
る
。

　
2
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
形
成
に
お
い
て
顧
慮
す
べ
き
要
因

　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
内
部
構
造
を
編
成
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
形
成
に

作
用
す
る
経
済
的
な
実
質
的
要
因
（
。
D
9
。
o
げ
一
一
〇
げ
①
国
一
印
山
ロ
ゆ
α
q
目
α
ゆ
。
ロ
）
を
常
に
顧

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
点
を
グ
p
ー
ホ
ラ
は
自
か
ら
の
論
理
の

出
発
点
に
措
定
す
る
。
そ
の
実
質
的
な
要
因
と
な
る
も
の
は
、
コ
ン
チ
ン
プ

ー
メ
ン
の
対
象
と
な
る
経
済
的
範
囲
に
よ
っ
て
相
違
す
る
。

　
一
般
的
（
全
体
経
済
の
）
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
巴
釜
日
①
一
ロ
角
（
㎝
①
器
巨
三
目
亨

。・

ﾝ
鑑
挙
試
角
）
国
。
巨
。
資
本
ゲ
日
①
口
　
の
編
成
に
際
し
て
顧
慮
す
べ
き
要
因
と
し

て
、
経
済
組
織
（
ヨ
器
。
訂
h
ぎ
乙
ロ
巨
㎝
）
と
経
済
部
門
（
零
三
。
・
。
匿
h
富
N
二
半
㎝
）

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
前
者
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
経
済
組
織
が
自
由
流
通
経
済
（
h
巴
臥
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勘
　
定
　
組
　
織
　
の
　
発
　
展

く
。
降
筈
。
。
三
器
。
訂
3
の
場
．
合
と
申
央
管
理
経
済
（
N
自
認
巴
く
①
暑
葺
唱
韻
。
・
三
昌
－

。・

B
冨
h
臼
）
の
場
合
と
で
は
、
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
も
つ
課
題
が
異
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
自
由
流
通
経
済
に
お
い
て
は
、
経
営
並
に
そ
の
計

算
制
度
は
専
ら
市
場
に
基
礎
を
お
く
こ
と
と
な
る
。
蓋
し
、
経
営
間
の
収
支

事
象
の
把
握
が
前
面
に
立
つ
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
市
場
が
存
し
な
い

か
ま
た
は
市
場
が
そ
の
機
能
を
全
く
剥
奪
さ
れ
た
中
央
管
理
経
済
に
お
い
て
、

そ
の
基
礎
は
内
経
営
的
財
貨
運
動
に
向
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
価
計
算

の
問
題
が
前
面
に
立
つ
、
と
い
う
。

　
ま
た
経
営
の
経
済
的
過
程
に
従
っ
て
勘
定
を
組
織
化
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
、

工
業
∵
商
業
・
銀
行
業
・
保
険
業
等
の
ご
と
き
経
済
部
門
に
お
け
る
経
営
過

程
の
内
容
の
相
違
が
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
勘
定
組
織
に
相
違
を
導
び
く

こ
と
は
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
Q

　
つ
ぎ
に
、
部
門
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
（
≦
葺
。
。
。
冨
⇒
。
。
N
蓄
岬
げ
望
．
守
、
、
琴
冨
ロ
、

犀
8
8
目
島
日
①
ロ
）
の
勘
定
分
類
に
お
い
て
、
変
動
要
因
と
し
て
経
営
規
模

（
閑
。
訂
♂
詠
o
q
目
畠
①
）
が
顧
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
個
別
経
営
の
コ
ン
テ
ン
プ
ラ
ン
（
置
屋
く
置
口
。
＝
霞
剴
魯
鼠
Φ
げ
。
。
犀
。
屋
‘

8
麺
ド
昌
）
の
形
成
に
お
け
る
若
干
の
付
加
的
な
要
因
と
し
て
、
製
造
計
画

国
＆
爵
ま
霧
肩
。
σ
q
冨
巨
ヨ
（
生
産
物
の
種
類
等
）
、
給
付
生
産
形
態
H
。
蓉
琶
㎝
。
・
・

。
冨
冨
穽
霞
（
例
え
ば
個
別
生
産
、
連
続
生
産
、
種
類
別
生
産
等
）
、
組
織
の
状

態
（
o
蓉
巳
ω
註
8
。
・
器
巳
）
が
顧
…
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
種
々
の
要
因
を
掲
げ
た
あ
と
で
、
グ
p
i
ボ
ラ
は
新
し
い

ド
イ
ツ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
要
求
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
彼
は
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
実

質
的
要
件
と
形
式
的
要
件
と
に
分
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
一
、
実
質
的
要
件
（
望
①
§
霞
9
窪
匿
h
。
民
霞
巨
σ
q
①
口
）

　
　
（
a
）
　
経
済
部
門
の
と
り
方
（
N
島
魯
巳
菖
9
亀
密
ロ
≦
三
ω
。
年
け
ω
主
潮
）

　
　
（
b
）
　
経
営
規
模
の
相
違
を
顧
慮
す
る
こ
と
（
切
①
町
道
の
一
墨
壷
巨
㎝
目
甲

　
　
　
　
け
①
門
。
。
。
げ
鉱
臼
8
げ
霞
切
g
昌
①
げ
ω
鴨
＆
自
）

　
　
（
c
）
　
経
済
組
織
の
顧
慮
（
切
①
葺
昂
・
。
一
再
轟
巨
α
Q
山
霞
≦
算
ω
。
冨
h
§
辛

　
　
　
　
ロ
巨
α
Q
）

　
二
、
形
式
的
要
件
（
∪
一
Φ
h
自
腹
巴
一
①
屋
b
巨
♂
盈
①
旨
ロ
α
q
①
ロ
）

　
　
（
・
）
一
〇
ク
ラ
ス
と
一
〇
進
分
類
法
（
N
・
霞
目
霧
窪
9
山
・
・
ぎ
・
♂

　
　
　
　
d
三
。
嶺
ぎ
自
鶏
巨
G
q
）

　
　
（
b
）
　
貸
借
対
照
表
を
基
準
と
す
る
分
類
原
則
と
経
営
過
程
を
基
準
と

　
　
　
　
す
る
分
類
原
則
と
の
結
合
（
国
。
日
ぽ
§
ま
口
く
8
b
d
貯
昌
・
－
置
巳
℃
亭

　
　
　
　
N
＆
衝
重
。
旨
贔
ω
鷲
言
旦
娼
）

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
形
成
の
基
礎
を
全
体
経
済
に
お

く
か
、
経
済
部
門
に
お
く
か
に
よ
っ
て
そ
れ
の
形
成
態
様
を
異
に
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
形
成
に

際
し
て
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
経
済
部
門
の
と
り
方
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
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う
。　

一
九
三
七
年
の
強
制
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
全

体
経
済
を
対
象
と
し
て
構
成
さ
れ
た
た
め
、
す
べ
て
の
経
済
部
門
を
満
足
さ

せ
え
な
か
っ
た
欠
陥
を
招
来
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
個
別
経
営
を
対
象
と

す
る
こ
と
は
雇
大
な
数
の
ラ
ー
メ
ン
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
結

果
経
済
部
門
を
対
象
と
し
て
形
成
す
る
こ
と
が
妥
当
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
経

済
部
門
を
対
象
と
す
る
場
合
で
も
、
工
業
、
商
業
、
保
険
業
、
銀
行
業
等
の

経
済
部
門
に
つ
い
て
如
何
に
な
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
経

済
部
門
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
あ
っ
て
は
、
勿
論
個
々
の
部
門
の
生
産
計
画

の
相
違
お
よ
び
経
営
の
具
体
的
な
給
付
の
性
格
が
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
次
い
で
、
経
営
規
模
の
相
違
を
顧
慮
す
る
必
要
を
生
ず
る
。
強
制
コ
ン
テ

ン
ラ
ー
メ
ン
の
よ
う
な
一
般
的
な
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
、
ク
ラ
ス
分
類

（
図
寓
。
。
自
α
q
堅
雪
霞
巨
㎝
）
を
確
定
す
る
だ
け
で
よ
い
が
、
部
門
コ
ン
テ
ン
ラ
ー

メ
ン
に
あ
っ
て
は
ク
ラ
ス
の
細
分
類
（
d
耳
。
屯
配
霞
目
α
Q
畠
曾
目
9
ω
。
・
①
屋
）
を

必
要
と
す
る
。
従
っ
て
、
こ
の
細
分
類
を
ど
の
よ
う
な
経
営
規
模
を
基
準
と

し
て
な
す
べ
き
で
あ
る
か
に
問
題
が
あ
る
。
一
九
四
九
年
の
共
通
コ
ン
テ
ン

ラ
ー
メ
ン
は
、
一
方
的
に
大
規
模
経
営
（
ρ
o
ゆ
び
。
三
①
げ
。
）
の
た
め
に
編
成
さ

れ
て
お
り
、
他
方
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
小
規
模
経
営
に

基
礎
を
お
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
解
決
法
は
、
経
済
部
門
の
な
か

　
　
　
　
勘
定
組
織
　
の
　
発
展

に
お
け
る
経
営
規
模
の
相
違
に
適
応
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
、

グ
ロ
ー
ホ
ラ
は
、
①
小
規
模
経
営
（
一
ハ
一
①
一
］
P
げ
①
白
目
一
①
び
O
）
、
②
中
規
模
経
営
（
冒
7

＃
9
冨
訂
8
げ
・
）
、
③
大
規
模
経
営
（
9
0
ゆ
げ
。
三
。
ぴ
。
）
な
る
三
つ
の
ラ
ー
メ
ン
・

ス
ト
ゥ
フ
ェ
ン
（
枠
の
段
階
）
に
応
じ
た
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
を
形
成
す
べ

き
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
ホ
ラ
は
一
九
四
五
年
後
に
お
い
て
生
じ
た
連
邦
共
和
国

に
お
け
る
経
済
組
織
の
変
化
を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。

す
な
わ
ち
、
戦
時
経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
の
経
済
組
織
の
転
換
は
、
市
場
事

象
を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
以
前
よ
り
も
財
務
簿
記
を
重
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
れ
故
、
財
務
簿
記
と
経
営
簿
記
は
、
そ

の
意
味
に
お
い
て
同
程
度
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。

　
続
い
て
、
形
式
的
要
件
と
し
て
一
〇
進
法
を
採
用
す
べ
き
こ
と
、
並
に

頃
辞
匿
α
q
密
留
巨
ロ
α
q
。
・
領
凶
ロ
N
首
と
国
。
N
。
ゆ
α
Q
臣
ロ
窪
暮
α
Q
ぞ
匡
ロ
N
甘
と
を
結
合
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
後
者
の
問
題
は
、
結
局
彼
の
実
質
的
要

件
と
し
て
の
「
経
済
組
織
の
顧
慮
」
と
い
う
側
面
か
ら
招
来
せ
ら
れ
た
形
式

的
要
件
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
財
務
簿
記
と
経
営
簿
記
と
を
同
じ
加
重
で

ラ
ー
メ
ン
の
な
か
に
顧
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
要
求
の
結
果
と
し
て
、
二

つ
の
プ
リ
ン
テ
ー
プ
を
相
互
に
結
合
す
で
き
必
然
性
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
3
、
新
し
い
ド
イ
ツ
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
対
す
る
グ
ロ
ー
ホ
ラ
の
提

　
　
　
案
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勘
　
定
　
組
　
織
　
の
　
発
　
展

　
グ
ロ
ー
ホ
ラ
は
以
上
の
よ
う
に
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
形
成
に
必
要
な
諸
要

因
を
考
察
し
た
の
ち
、
次
に
示
す
よ
う
な
デ
シ
マ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
く

コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
構
造
を
示
し
て
い
る
。

　
ク
ラ
ス
。
設
備
財
産
（
〉
巳
四
σ
q
。
＜
・
毒
£
窪
）

・
ク
ラ
ス
ー
　
材
料
・
半
製
品
・
製
品
在
高
（
＜
。
二
尊
。
β
・
巨
Q
D
8
留
P
コ
巴
げ
・
口
巳

　
　
　
　
　
岡
霞
銘
α
q
①
旨
①
轟
巳
。
・
の
自
）

　
ク
ラ
ス
2
　
財
務
流
動
財
産
（
国
冨
ロ
N
と
巨
窪
目
。
目
£
。
ロ
）

　
ク
ラ
ス
3
　
債
務
（
℃
⇔
。
。
。
n
貯
9
）

　
ク
ラ
ス
4
　
経
営
費
用
（
切
Φ
艮
①
冨
げ
Φ
旨
㎝
響
〉
・
穿
餌
巳
）

　
ク
ラ
ス
5
　
原
価
種
類
（
乃
至
計
算
勘
定
）

　
　
　
　
囚
。
。
・
8
冨
昌
窪
（
げ
署
●
＜
窪
①
。
巨
巨
㎝
。
・
ぎ
三
①
富
）

　
ク
ラ
ス
6
　
原
価
場
所
（
乃
至
計
算
勘
定
）

　
　
　
　
国
。
。
。
8
ロ
壷
網
①
ロ
（
げ
N
ミ
．
＜
o
霞
①
。
『
巨
お
ω
ざ
巨
。
ロ
）

　
ク
ラ
ス
7
　
原
価
負
担
者
在
高
お
よ
び
成
果
、
短
期
決
算

　
　
　
　
（
国
。
ω
8
巳
議
α
q
霞
げ
。
㎝
富
農
重
星
』
①
塊
。
ザ
ざ
旨
h
二
の
就
α
q
霞
諺
げ
ω
畠
ご
ゆ
）

　
ク
ラ
ス
8
経
営
収
益
（
頃
。
三
。
げ
。
。
げ
。
前
脳
σ
q
§
寒
け
門
お
）

　
ク
ラ
ス
9
　
中
性
費
用
・
申
性
収
益
　
　
年
次
決
算

　
　
　
　
（
2
①
ロ
け
邑
霞
匿
h
蓄
巳
も
溶
け
邑
。
肖
国
軍
欝
。
q
－
二
手
馨
び
。
・
。
乞
昌
）

右
の
勘
定
分
類
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
ラ
ー
メ

ン
に
お
い
て
占
め
ら
れ
た
内
的
給
付
計
算
の
勘
定
領
域
が
、
こ
こ
で
は
ク
ラ

ス
5
～
7
の
三
ク
ラ
ス
に
限
定
さ
れ
、
逆
に
財
務
簿
記
の
勘
定
領
域
が
拡
大

せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
て
ん
で
あ
る
。

　
ク
ラ
ス
0
～
2
は
ビ
ラ
ン
ツ
の
借
方
側
を
示
し
、
ク
ラ
ス
3
は
貸
方
側
を

示
す
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
貸
借
対
照
表
作
成
の
基
礎
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ス
4
、
8
お
よ
び
9
に
お
い
て
、
年
次
損
益
計
算

の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
内
経
営
的
計
算
（
厳
目
2
げ
①
訂
帥
・
窪
。
冨
き
目
。
。
巨
巨
α
q
）
に
対
し
て
、
原
価
・

給
付
計
算
が
ク
ラ
ス
5
、
6
お
よ
び
7
の
三
ク
ラ
ス
で
処
理
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
価
値
の
流
れ
（
≦
①
困
8
津
ゆ
）
に
従
っ
て
原
価
種
類
計
算
・
原
価
場
所

計
算
・
原
価
負
担
者
計
算
お
よ
び
給
付
計
算
の
領
域
を
形
成
す
る
。
そ
し
て
、

短
期
決
算
勘
定
は
ク
ラ
ス
7
に
、
．
年
次
決
算
勘
定
は
ク
ラ
ス
9
に
お
か
れ
る
。

ク
ラ
ス
5
お
よ
び
6
は
表
的
原
価
計
算
（
富
げ
一
碧
尻
島
。
丙
。
。
。
8
ロ
器
島
β
巨
G
q
）

の
行
わ
れ
る
際
は
、
原
価
種
類
お
よ
び
原
価
場
所
に
換
え
て
計
算
勘
定
が
設

定
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
上
述
の
「
勘
定
ク
ラ
ス
順
序
（
国
。
菌
昌
琶
α
q
。
）
お
よ
び
そ
の
内
容
は
、
貸
借

対
照
表
を
基
準
と
す
る
分
類
原
則
と
経
営
過
程
を
基
準
と
す
る
分
類
原
則
と

を
調
和
的
に
相
互
に
結
合
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
」
と
グ
ロ
ー
ホ
ラ
は
自
負
し
て
い
る
。

　
勘
定
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ー
マ
は
、
次
の
図
表
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
に
要
約
さ

れ
う
る
。
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運動勘定（成果項目）
残　高　勘　定
（貸借対照表項目）

中
性
費
用
。
中
性
収
益

決算勘定

正規の経営成果計算

経
営
収
益

原価・給付計算

成
果

有
高
お
よ
び

原
価
負
担
者

決算勘定

原
価
場
所

9

貸方恩借

876

原
価
種
類

5

経
営
費
用

4

債
務

3

財
務
流
動
財
産

お
よ
び
製
品
在
高

半
製
品

材
料

1　12

設
備
財
産

。

　
上
に
示
し
た
勘
定
シ
ェ
ー
マ

の
各
ク
ラ
ス
に
は
、
次
の
よ
う

な
勘
定
内
容
が
含
ま
れ
る
。

　
◇
財
務
簿
記
の
勘
定
ク
ラ
ス

　
ク
ラ
ス
。
（
設
備
財
産
）
に

は
、
株
式
法
（
》
穽
O
①
…
）
第
一

ゴ
ニ
条
、
第
一
項
A
皿
の
諸
項

目
が
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
、
営

業
用
ま
た
は
住
宅
用
建
物
、
工

場
用
建
物
ま
た
は
そ
の
他
の
建

築
物
の
あ
る
土
地
、
機
械
お
よ

び
機
構
的
設
備
、
工
具
・
器
具

・
備
品
、
特
許
権
・
認
可
権
・

・
商
標
権
お
よ
び
そ
れ
と
類
似
の
権
利
、
投
資
お
よ
び
固
定
財
産
と
し
て
の

そ
の
他
の
有
価
証
券
等
が
こ
れ
に
属
す
る
。

　
ク
ラ
ス
ー
（
材
料
・
半
製
品
・
製
品
在
高
）
に
は
、
株
式
法
認
＝
二
一
条
、

第
一
項
A
皿
、
1
～
3
の
流
動
財
産
の
う
ち
原
材
料
・
補
助
材
料
お
よ
び
経

営
材
料
、
半
製
品
・
製
品
お
よ
び
商
品
を
含
む
。

　
ク
ラ
ス
2
（
財
務
流
動
財
産
）
に
は
、
財
務
的
価
値
（
ぼ
8
N
上
巴
。
≦
Φ
籍
）

を
も
つ
積
極
項
目
の
す
べ
て
を
含
む
。
こ
れ
に
属
す
る
も
の
は
、
ク
ラ
ス
ー

　
　
　
　
勘
定
組
織
　
の
　
発
展

に
含
ま
れ
な
か
っ
た
残
余
の
流
動
財
産
項
目
、
例
え
ば
流
動
財
産
と
し
て
の

有
価
証
券
、
自
己
株
式
（
藷
①
口
①
津
鉱
窪
）
お
よ
び
支
配
会
社
の
株
式
、
抵

当
権
、
売
掛
金
等
で
あ
る
。

　
ク
ラ
ス
3
（
債
務
）
に
は
、
貸
借
対
照
表
の
消
極
側
の
す
べ
て
の
項
目
を

含
む
。

　
ク
ラ
ス
4
（
経
営
費
用
）
に
は
、
経
営
の
給
付
生
産
に
基
因
す
る
費
用
を

内
容
と
す
る
。
こ
れ
は
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
い
う
目
的
費
用
1
1
基
礎
原

価
（
N
≦
①
O
叶
9
口
h
≦
「
9
口
無
目
〔
甲
目
庫
冨
山
パ
O
ω
け
①
口
）
を
指
す
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
、
こ

の
ク
ラ
ス
に
は
使
用
材
料
、
賃
金
、
給
料
、
使
用
料
、
動
力
費
、
経
営
課
税
、

保
険
料
等
の
期
間
限
定
を
う
け
た
支
出
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
経
営
の
目
的

活
動
に
随
伴
す
る
（
げ
・
胃
導
・
・
げ
Φ
融
お
臼
）
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
含
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
ク
ラ
ス
8
（
経
営
収
益
）
に
は
、
総
売
上
収
益
（
切
崔
暮
。
＜
臼
訂
亀
器
巳
α
。
・
。
）

と
共
に
売
上
高
の
控
除
項
目
（
国
。
ま
Φ
巨
巳
。
旨
品
8
）
を
も
含
む
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
結
果
諸
種
の
販
売
製
品
の
純
売
上
高
（
ワ
引
①
曲
げ
O
O
同
一
σ
ω
①
）
が
明
ら
か

と
な
る
。
ク
ラ
ス
8
は
ク
ラ
ス
4
に
対
応
す
る
も
の
で
、
両
ク
ラ
ス
残
高
が

収
支
的
経
営
成
果
（
鳴
G
q
9
巳
の
号
9
国
①
け
門
δ
げ
。
・
①
眺
巳
α
q
）
を
結
果
す
る
。

　
ク
ラ
ス
9
（
中
性
費
用
・
中
性
収
益
・
年
次
決
算
）
に
は
、
中
性
成
果
勘

定
お
よ
び
年
次
決
算
勘
定
の
二
つ
の
勘
定
領
域
が
含
ま
れ
る
。

　
◇
経
営
簿
記
の
勘
定
ク
ラ
ス
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勘
　
定
　
組
　
織
　
の
　
発
　
展

　
ク
ラ
ス
5
（
原
価
種
類
乃
至
計
算
勘
定
）
は
、
勘
定
的
記
録
を
な
す
場
合

に
お
い
て
は
原
価
種
類
勘
定
を
含
む
こ
と
と
な
る
が
、
原
価
種
類
計
算
を
表

的
に
行
う
場
合
に
は
計
算
勘
定
を
収
容
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
。

　
原
価
一
基
礎
原
価
（
目
的
費
用
）
＋
付
加
原
価
で
あ
る
か
ら
、
原
価
種
類
勘

定
に
は
ク
ラ
ス
4
か
ら
の
経
営
費
用
の
第
二
次
的
記
録
と
並
ん
で
原
価
計
算

上
の
諸
項
目
す
な
わ
ち
原
価
計
算
上
の
減
価
償
却
費
、
運
賃
、
利
子
お
よ
び

企
業
家
賃
金
等
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
Q

　
ク
ラ
ス
6
（
原
価
場
所
乃
至
計
算
勘
定
）
は
、
ク
ラ
ス
5
の
場
合
と
同
じ

く
勘
定
に
よ
る
原
価
場
所
計
算
（
こ
の
場
合
に
は
原
価
場
所
勘
定
）
に
も
表

に
よ
る
原
価
場
所
計
算
（
こ
の
場
合
に
は
計
算
勘
定
）
に
も
利
用
さ
れ
る
。

　
ク
ラ
ス
7
（
原
価
負
担
者
在
高
お
よ
び
成
果
、
短
期
決
算
）
に
は
、
二
種

の
勘
定
グ
ル
ー
プ
す
な
わ
ち
原
価
負
担
者
在
高
お
よ
び
成
果
勘
定
と
短
期
決

算
勘
定
と
が
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
前
者
は
原
価
負
担
者
勘
定
と
給
付
勘
定
か

ら
な
り
、
負
担
者
ご
と
の
原
価
と
給
付
と
の
対
比
（
O
謂
①
ロ
自
①
曇
臣
巨
㎝
）
に

よ
り
商
品
別
成
果
（
≧
鼻
①
す
芭
α
Q
）
ま
た
は
商
品
グ
ル
ー
プ
別
成
果
（
貯
亭

寄
「
α
Q
巨
電
窪
霞
凌
G
q
）
を
示
し
う
る
。
後
者
に
は
短
期
損
益
勘
定
（
ざ
嵩
駿
。
。
壽
。

団
お
魯
巳
舞
。
巨
窪
）
お
よ
び
経
営
決
算
勘
定
（
げ
。
胃
8
げ
ぎ
『
①
の
諺
げ
ω
。
『
一
ロ
ゆ
ぎ
口
ぎ
）

・
を
含
む
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
ク
ラ
ス
分
類
と
そ
れ
に
帰

属
す
る
具
体
的
科
目
に
つ
い
て
の
画
定
を
行
っ
た
あ
と
で
、
グ
ロ
ー
ホ
ラ
は

じ

クラス9

　中性費用

丁
　中性収益

．FL
損益勘定

クラス8

経営収益

珊

250
35
20

280
2S

クラス4

経営費用

蕊駅
†

愚
T

升

貸借対照表

票

クラス0

固定資産

砺

財務簿記の記帳技術
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「
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
と
記
帳
技
術
」
（
閑
8
8
⇔
冨
げ
日
①
目
自
ロ
臼
ヒ
⇔
口
。
ず
出
口
α
q
ω
8
・

畠
亀
戸
）
と
題
し
て
財
務
簿
記
と
経
営
簿
記
の
記
帳
関
連
を
典
型
的
な
タ
イ
プ

に
分
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

　
〔
1
〕
　
財
務
簿
記
の
記
帳
技
術

　
ク
ラ
ス
0
か
ら
3
ま
で
の
勘
定
は
、
年
次
貸
借
対
照
表
（
二
塁
①
ω
ぽ
『
昌
N
）
へ
、

ま
た
ク
ラ
ス
4
、
8
、
9
の
勘
定
は
損
益
計
算
（
O
①
三
目
出
美
く
㊥
鼻
口
。
。
簿
①
。
げ
－

昌
巨
㎝
）
へ
導
び
か
れ
る
。
そ
れ
は
前
世
下
段
に
示
す
よ
う
な
記
帳
シ
ェ
ー
マ

を
生
ず
る
。

　
〔
皿
〕
　
経
営
簿
記
の
記
帳
技
術

　
財
務
簿
記
と
は
反
対
に
原
則
と
し
て
自
発
的
組
織
と
し
て
の
経
営
簿
記
は
、

勘
定
的
記
録
（
ざ
巨
Φ
ロ
塁
聾
σ
・
①
＜
①
時
琴
『
巨
σ
q
）
と
必
ず
し
も
密
接
な
形
で
結

び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
経
営
簿
記
は
勘
定
技
術
（
囚
。
艮
。
巨
㊦
・

畠
壮
時
）
を
利
用
す
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
を
表
的
記
録
（
冨
げ
裏
張
。
・
魯
①

ぐ
①
旨
目
野
護
）
に
よ
っ
て
完
全
な
も
の
と
し
乃
至
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
勘
定
的
記
帳
と
表
的
記
帳
と
を
適
用
す
る
場
合

の
関
係
と
し
て
、
次
の
四
つ
の
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
（
a
）
　
純
粋
の
勘
定
的
記
帳
開
Φ
ぽ
ざ
巨
。
日
禺
一
σ
q
①
＜
①
旨
琴
げ
巨
σ
q
（
タ
イ

プ
A
）

　
最
初
の
極
端
な
場
合
と
し
て
、
経
営
簿
記
全
体
す
な
わ
ち
期
間
的
原
価
計

算
℃
9
＆
ぎ
冨
困
。
の
8
巨
⑦
畠
ロ
巨
㎝
（
原
価
種
類
計
算
、
原
価
場
所
計
算
お
よ
び

　
　
　
　
勘
　
定
　
組
織
　
の
　
発
　
展

原
価
負
担
者
計
算
）
並
に
給
付
計
算
と
締
切
計
算
が
勘
定
的
に
一
貫
さ
れ
る
。

　
ク
ラ
ス
5
の
原
価
種
類
は
、
ク
ラ
ス
7
に
お
け
る
経
営
決
算
勘
定
ぴ
①
訂
す

嘗
筈
＄
ト
ぴ
ω
窪
ぎ
ゅ
ざ
ロ
8
（
対
照
勘
定
O
①
σ
q
窪
ざ
昌
。
と
し
て
の
）
と
結
び
つ

い
て
記
帳
さ
れ
る
。
同
様
に
、
半
製
品
・
製
品
の
期
首
在
高
（
製
造
原
価

国
Φ
曇
亀
ぎ
。
・
冨
ロ
で
評
価
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
）
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
経
営
決
・

算
勘
定
に
貸
記
さ
れ
る
。

　
原
価
種
類
計
算
は
結
果
的
に
原
価
負
担
者
へ
引
き
継
が
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
場
合
直
接
原
価
（
国
一
旨
N
O
一
叶
O
Q
励
酔
①
口
）
は
ク
ラ
ス
5
か
ら
ク
ラ
ス
7
へ
直
接

に
記
入
さ
れ
、
か
つ
共
通
費
（
O
①
日
①
一
】
P
パ
O
ω
臼
①
昌
）
は
ク
ラ
ス
6
に
お
け
る
原
価

場
所
を
迂
廻
し
て
原
価
負
担
者
に
集
合
さ
れ
る
。

　
原
価
負
担
者
計
算
の
内
部
で
、
計
算
期
間
の
製
造
原
価
は
製
造
勘
定
の
上

で
、
準
備
段
階
に
あ
る
製
品
の
製
造
原
価
は
半
製
品
勘
定
の
上
で
、
ま
た
販

売
製
品
の
製
造
原
価
は
製
品
勘
定
の
上
で
確
定
さ
れ
、
同
様
に
半
製
品
お
よ

び
製
品
勘
定
の
上
で
期
末
在
高
が
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
（
期
末
在
高
の

記
帳
に
お
け
る
対
照
勘
定
は
経
営
決
算
勘
定
で
あ
る
。
）

　
販
売
製
品
の
製
造
原
価
は
給
付
勘
定
に
対
比
さ
れ
、
さ
ら
に
管
理
共
通
費
、

販
売
共
通
費
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
製
品
お
よ
び
製
品
グ
ル
ー
プ
の

成
果
が
測
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
製
品
成
果
（
国
§
轟
巨
ω
①
曇
蒔
）
は
、
経
営

損
益
（
⇔
コ
Φ
巳
①
げ
霞
σ
・
9
巳
㎝
）
勘
定
で
総
括
さ
れ
る
。

　
経
営
損
益
勘
定
の
残
高
は
経
営
決
算
勘
定
に
収
容
さ
れ
、
か
く
す
る
こ
と
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勘
　
定
　
組
　
織
　
の
　
発
　
展

に
よ
っ
て
財
務
簿
記
に
触
れ
る
こ
と
な
く
内
部
記
録
領
域
（
言
目
角
切
琴
げ
ロ
苧

d
⇔
。
・
す
駐
）
が
締
め
切
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
経
営
決
算
勘
定
は
経
営
簿
記
と
財

務
簿
記
と
の
接
触
点
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
説
明
を
シ
ェ
ー
マ
で
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
示
は

実
際
原
価
計
算
（
匿
器
。
ぎ
巨
α
Q
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
標
準
原
価
計
算

¢
。
苧
9
冨
巨
α
q
（
正
常
共
通
原
価
宕
多
目
群
O
。
目
9
募
。
・
・
8
ロ
に
よ
る
）
の
場
合

クラス7

製造原価

クラス6

一般原価場所
3G

一
50 50．

臣 60
220

一　F

，

L20
P0

製造補助部門 製　品七・詳，。

一一
30
P0’

40．
レ 220

210・

QEB

製 造 部　門 製 品

120・ ＿AB 60 18065
P5

一
， 210

40
90E

材 料 部　門 販売給付
5 180 260●

一
10

5 一 40

一 畠 30

1 10

管 理 部　門 経嘗損益 1

30 罵 10 1

一
10

一
10

・

販 売 部　門 経営決算勘定

260

一
20 30 ● 30
10 100

一
F 60
一 90 200　－

№潤@・一一一

60　●一一一

rlo

‡
端

タイプA・純粋の勘定的記帳

に
は
、
製
造
部
門
・
材
料
部
門
・
管
理
部
門
・
販
売
部
門
は
正
常
化
さ
れ
た

共
通
原
価
で
（
実
際
原
価
図
ω
白
h
Φ
の
け
ω
け
①
目
ロ
詣
の
確
定
前
に
）
貸
方
記
入
さ
れ
る
。

　
（
b
）
　
表
的
原
価
場
所
計
算
目
筈
臣
巴
。
・
。
匿
国
。
。
・
冨
冨
け
①
幣
霞
8
ぎ
巨
α
q
（
タ

イ
ブ
B
）

　
タ
イ
プ
B
が
タ
イ
プ
A
の
経
営
簿
記
と
異
る
て
ん
は
、
原
価
場
所
計
算
が

も
は
や
勘
定
的
な
形
態
で
は
な
く
、
表
に
よ
る
形
式
（
門
ゆ
一
）
①
一
一
㊤
目
一
の
O
｝
μ
Φ
］
『
O
円
ヨ
）

で
記
録
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
て
ん
は
既
に
示
し
た
タ

イ
プ
A
と
同
一
で
あ
る
。

　
表
的
原
価
場
所
計
算
は
原
価
場
所
明
細
表
（
国
。
ω
8
鼠
亀
。
嘗
。
α
q
。
ロ
）
で
な

さ
れ
る
。
従
つ
て
、
原
価
場
所
勘
定
は
ク
ラ
ス
6
に
は
現
れ
な
い
。
表
的
原

価
場
所
計
算
の
結
果
（
部
門
共
通
費
）
を
記
録
す
る
た
め
に
原
価
負
担
者
勘

定
に
対
す
る
形
式
的
な
対
照
勘
定
を
造
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
対
照

勘
定
を
計
算
勘
定
（
＜
霞
①
。
ぼ
巨
㎝
。
。
ぎ
昌
臼
）
と
称
し
、
こ
れ
は
予
備
ク
ラ
ス

6
（
h
H
O
帥
①
】
酒
一
9
ロ
D
o
D
O
ひ
）
に
挿
入
す
る
Q

　
純
粋
に
実
際
原
価
計
算
と
し
て
貫
ぬ
か
れ
た
タ
イ
プ
B
の
経
営
簿
記
は
、

次
頁
上
段
に
示
す
ご
と
く
で
あ
る
。

　
（
c
）
　
表
的
原
価
種
類
計
算
と
原
価
場
所
計
算
目
昌
①
貯
誌
。
冨
困
。
。
・
8
昌
賀
－

け
窪
占
巳
肉
・
。
・
8
鼠
臣
窪
§
9
・
轟
（
タ
イ
プ
C
）

　
タ
イ
プ
B
の
経
営
簿
記
に
お
い
て
、
原
価
種
類
は
勘
定
的
に
ク
ラ
ス
5
で

一
回
、
原
価
場
所
明
細
表
に
表
的
に
一
回
、
合
計
二
回
記
録
さ
れ
て
い
た
の
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タ
イ
プ
B
・
表
的
原
価
場
所
計
算

7
価

ズ
原

ラ
造

ク
製

クラス6

220き
3
1
1
1

一

半　　製　　品

｝ 一●AB　90
@　　　220

210　・

P00EB一

計算的製造共通費 製　．　　．品

一＿●AB　60 180．一一一中120 120
一　210 90EB＿

計算的材科共通費 巨 売　給　付

260＿＿＿＿一炉　10 亙α． ，ユ

ﾙ
夢
．
　
3
0
　
1
0r

経営決算勘定
260 30

一一 一一100
X0

60
Q00

一 90
U0
P0

一h

齬
一
一

計算的管埋共通費

＝一一??e

計算的販売共通費

一
30 30

‡
掘

一一一一り200 200

原価場所明細表

ヒ 原価場所
原
価
種
類

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
わ
れ
わ
れ
は
原
価
種
類
に
つ
い
て
も
勘
定
的
な
記
録
を

断
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
殊
に
、
多
く
の
原
価
種
類
は
既
に
費
用
種
類
と

し
て
ク
ラ
ス
4
で
勘
定
的
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。
こ
れ
を
表

示
す
れ
ぼ
下
段
の
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
共
通
費
に
つ
い
て
、
標
準
（
正
常
）
計
算
ω
。
弔
（
累
自
目
盛
）
＜
Φ
㌣

　
　
　
　
　
勘
定
組
織
　
の
　
発
展

器
。
ぼ
昌
σ
q
　
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
　
予
定
額
と
実
際
額
と
の
差
額
が
ク
ラ

ス
6
に
現
れ
て
い
る
。
　
タ
イ
プ
C
・
表
的
原
価
種
類
と
原
価
場
所
計
算

ク　ラ　ス　7

製造原価

　ク　ラ　ス　6

計算的直接賃金
30 30 30221

A
1
9
　
6

計算的直接材料 半　製　品
21160 60 ●AB　90

@　221 100EB一

　ク　ラ．ス　5

ｭ生製造共通費　　　　　　　　計算的製造共通費 製　　　晶
幽 一一gAB 181120 120　．　　　　　　　　　　　　120

@　　　　　　　　　　　　5
125　・ 60

Q11
90EB一

発生材料共通費　　　　　　　　計算的材料共通費 」・・給付
一10 10　●　　　　　　　　　　　　　10 2 　　　　　181

@　　　　　37

e≡讐
260一

　
　
5
4

餓　
4
召
3
2

嚇発生管理共通費

T；
　　　　　　　　　計算的管理共通費

M　401　37　一　　　　　　　　　　　　　3一
経営損益
区10 8中一■一一

2雨一一一

計算的販売共通費

r一＝ ?
経営決算勘定

30
60

120，

10

40
30
90
co
10

260
100
90

費、計

一
発生販売共通費．

原価場所明細表

逗 原価場所
原
価
種
類

　
（
d
）
　
純
粋
に
表
的
な
記
帳
（
勘
定
記
入
な
き
場
合
）
閑
①
首
冨
げ
巴
騨
目
一
ω
臼
。

＜
Φ
浮
唱
。
ぽ
琶
⑪
（
o
げ
富
O
犀
。
昌
Φ
冥
目
似
ご
D
お
⑦
＜
O
き
口
。
ゴ
謎
）
（
タ
イ
プ
D
）

　
こ
れ
は
タ
イ
プ
A
に
対
応
す
る
極
端
な
場
合
で
あ
る
。
タ
イ
プ
D
で
は
経

営
簿
記
の
す
べ
て
の
部
分
が
表
で
記
録
さ
れ
る
。
表
的
経
営
簿
記
で
は
、
原
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勘
　
定
　
組
　
織
　
の
　
発
　
展

価
場
所
明
細
表
、
在
高
確
定
表
切
①
ω
討
巳
ω
臼
ヨ
ぎ
。
ぼ
ロ
α
q
・
。
包
・
茸
（
原
価
負
担
者
計

算
に
お
い
て
）
、
お
よ
び
事
後
計
算
総
括
表
2
帥
畠
離
婁
巳
帥
け
ざ
富
N
自
舞
目
口
魯
警
①
・

ぎ
嶺
（
原
価
負
担
者
成
果
計
算
に
お
い
て
）
の
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ

る
か
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
三
つ
を
総
合
す
る
経
営
計
算
明
組
表
　
（
切
。
蕊
。
ぴ
。
・
・

帥
訂
①
。
巨
巨
㎎
げ
。
碧
ロ
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
か
の
い
ず
れ
か
の
形
態
を
と
る
こ

と
と
な
る
。

　
4
　
む
　
み
　
び

　
グ
日
華
ホ
ラ
の
提
案
す
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
構
想
は
以
上
に
よ
っ
て

ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
し
え
た
と
思
う
が
、
彼
は
さ
ら
に
自
己
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー

メ
ン
の
共
通
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
と
比
較
し
た
長
所
と
し
．
て
次
の
六
項
目
を

掲
げ
て
い
る
。

　
（
1
）
　
「
貸
借
対
照
表
を
基
準
と
す
る
分
類
原
則
」
と
「
経
営
過
程
を
基

準
と
す
る
分
類
原
則
」
と
が
相
互
に
調
和
し
て
結
合
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
収
支
計
算
（
嚇
q
・
㊤
§
蓉
冨
切
①
。
ぼ
目
㎝
）
が
原
価
計
算
（
貸
す
聾
亨

・
ぎ
冨
図
①
。
ぎ
巨
㎝
）
と
並
ん
で
同
等
の
地
位
に
立
つ
。

　
（
2
）
　
固
有
の
費
用
ク
ラ
ス
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
短
期
決
算
と

並
ん
で
年
次
決
算
が
勘
定
的
に
一
貫
さ
れ
る
。

　
（
3
）
　
営
業
簿
記
の
勘
定
ク
ラ
ス
は
、
そ
れ
が
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
算

に
直
接
に
つ
な
が
る
よ
う
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
（
4
）
　
経
営
簿
記
の
勘
定
ク
ラ
ス
は
、
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
て
い

る
。　

（
5
）
　
勘
定
の
全
体
が
処
理
の
た
め
に
存
在
す
る
勘
定
ク
ラ
ス
に
よ
り
ょ

く
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　
（
6
）
　
ク
ラ
ス
は
小
・
中
・
大
規
模
経
営
に
適
用
さ
れ
う
る
よ
う
に
企
画

さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
内
経
営
的
計
算
領
域
の
狭
化
に
よ
っ
て
、
コ
ン
テ

ン
ラ
ー
メ
ン
が
商
業
経
営
に
基
礎
を
お
き
う
る
可
能
性
が
生
じ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
、
と
グ
ロ
ー
ホ
ラ
は
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
費
用
・
収
益

計
算
と
並
ん
で
原
価
計
算
．
の
行
わ
れ
な
い
商
業
経
営
に
お
い
て
、
ク
ラ
ス
5

～
7
は
市
場
種
類
（
ン
臼
二
目
巨
匠
9
目
辞
Φ
】
P
）
お
よ
び
商
品
種
類
（
≦
母
。
量
器
ロ
）
に
従

っ
て
整
理
さ
れ
た
費
用
計
算
と
売
上
高
計
算
と
の
分
割
計
算
に
よ
っ
て
満
た

さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
ホ
ラ
の
提
案
す
る
新
し
い
コ
ン
チ
ン
プ

ー
メ
ン
の
試
み
が
、
ド
イ
ツ
の
学
界
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
わ
が
国
学
界
に

お
い
て
も
少
く
と
も
ひ
と
つ
の
存
在
の
意
義
を
も
つ
も
の
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
は
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
的
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
へ
の
批
判
で
あ
る

と
同
時
に
そ
れ
の
惰
性
的
一
般
化
か
ら
の
脱
却
へ
の
ひ
と
つ
の
試
み
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
た
く
し
は
グ
ロ
ー
ホ
ラ
の
ラ
ー
メ
ン
を
全
面
的

に
肯
定
し
、
容
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
次
節
に
お
い
て
、
彼
の

提
案
を
批
判
し
私
見
に
基
づ
く
ラ
ー
メ
ン
の
一
端
を
開
陳
し
た
い
。
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五
　
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
動
的
横
言

　
一
　
グ
ロ
ー
ホ
ラ
説
の
批
判
と
問
題
の
所
在

　
従
来
の
ド
イ
ツ
に
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
一
般
的
傾
向
が
℃
串

N
①
ゆ
讐
巴
窪
巨
α
q
。
。
唱
昌
ロ
・
首
に
基
づ
く
分
類
思
考
を
基
軸
と
す
る
勘
定
体
系
で

あ
っ
た
も
の
が
、
最
近
℃
δ
N
畠
讐
巴
9
目
α
q
。
。
娼
ユ
ロ
N
首
と
田
ド
ロ
・
讐
践
①
色
鳥
。
。
，

層
甘
N
ぢ
の
総
合
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
展
開
が
、
ひ
と
つ
の
薪
…
し
い

動
向
と
し
て
認
め
ら
れ
う
る
こ
と
を
前
節
に
お
い
て
指
摘
し
た
。
し
か
し
、

グ
ロ
ー
ホ
ラ
の
提
案
し
た
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
、
単
に
平
面
的
・
形
式
的

に
財
務
簿
記
と
経
営
簿
記
を
結
び
つ
け
た
に
過
ぎ
ず
、
却
っ
て
両
簿
記
の
有

機
的
関
連
性
が
没
却
さ
れ
た
う
ら
み
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
ホ
ラ
の

こ
の
よ
う
な
欠
点
は
、
ビ
ラ
ン
ツ
に
収
容
さ
れ
る
在
高
と
い
う
静
的
関
係
と

内
的
給
付
計
算
と
い
う
動
的
関
係
を
ひ
と
つ
の
ラ
ー
メ
ン
の
な
か
に
併
列
的

に
配
置
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
の
よ
っ
て

来
る
根
源
は
、
思
う
に
ビ
ラ
ン
ツ
と
い
う
静
的
体
系
を
ラ
ー
メ
ン
形
成
の
ひ

と
つ
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

　
こ
こ
に
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
二
つ
の
分
類
原
則
の
欠
点
を
補
正
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
財
務
簿
記
と
経
営
簿
記
を
ひ
と
つ
の
動
的
関
係
か
ら
＝
兀
的

に
体
系
づ
け
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ひ
と
つ
の
試

み
は
、
動
的
勘
定
理
論
と
原
価
計
算
と
の
有
機
的
結
合
を
目
標
と
す
る
コ
ン

　
　
　
　
勘
　
定
　
組
　
織
　
の
　
発
　
展

テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
展
開
で
あ
る
。
従
来
の
ビ
ラ
ン
ツ
・
プ
リ
ン
テ
ー
プ
の
多

く
は
、
単
に
ビ
ラ
ン
ツ
の
構
成
項
目
を
基
準
と
す
る
分
類
原
理
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
は
何
ら
一
定
の
勘
定
理
論
を
予
定
し
て
い
な
い
か
、
も
し
勘
定
理
論

が
あ
る
と
し
て
も
そ
れ
は
静
的
勘
定
理
論
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
今
日
の
企
業
会
計
の
実
質
的
な
主
要
目
標
が
成
果
計
算
に
存
す
る
訳
で
あ

る
か
ら
、
成
果
算
定
の
計
算
構
造
を
明
示
す
る
動
的
勘
定
学
説
（
例
え
ば
、

ワ
ル
プ
動
的
二
勘
定
理
論
）
と
所
謂
プ
ロ
ー
ツ
ェ
ス
・
プ
リ
ン
テ
ー
プ
の
融

合
が
試
み
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
企
業
外
部
者
と
の
財
務
取
引
（
閏
一
，

琴
曲
㎝
①
冨
器
ロ
）
か
ら
生
ず
る
量
的
に
測
定
し
う
る
す
べ
て
の
価
値
運
動
の
把

握
を
目
的
と
す
る
営
業
簿
記
乃
至
財
務
簿
記
と
給
付
生
産
に
際
し
発
生
す
る

と
こ
ろ
の
量
的
に
測
定
し
う
る
す
べ
て
の
価
値
運
動
の
把
握
を
目
的
と
す
る

経
営
簿
記
ま
た
は
経
営
計
算
（
じ
d
①
三
Φ
げ
ω
9
ぼ
①
。
冨
巨
㎝
）
を
ひ
と
つ
の
ラ
ー
メ

ン
の
な
か
に
統
一
し
、
か
つ
そ
れ
ら
を
成
果
計
算
と
い
う
ひ
と
つ
の
目
的
観

か
ら
ブ
ロ
ー
ツ
ェ
、
ス
・
プ
リ
ン
テ
ー
プ
と
い
う
ひ
と
つ
の
作
成
原
則
に
よ
っ

て
動
的
に
＝
兀
化
し
よ
う
と
す
る
。
会
計
の
認
識
対
象
が
経
営
に
お
け
る
価

値
の
流
れ
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
蓋
し
価
値
の
流
れ
に
即
し
た
勘
定
組
織
の
形

成
こ
そ
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
こ
に
経
営
の
動
的
過
程
の
明

示
と
財
務
表
作
成
の
基
礎
が
終
業
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

註
　
山
下
博
士
は
そ
の
著
「
損
益
計
算
論
」
（
泉
文
堂
書
店
、
昭
和
二
五
年
）
に
お

　
い
て
、
損
益
計
算
制
度
の
史
的
発
展
を
ロ
別
損
益
計
算
制
度
か
ら
総
括
的
損
益
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勘
　
定
　
組
織
　
の
　
発
展

　
　
計
算
制
度
へ
の
発
展
、
さ
ら
に
そ
れ
か
ら
総
括
的
損
益
計
算
制
度
の
口
別
計
算

　
　
化
へ
の
展
開
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
総
括
的
損
益
計
算
制
度
の
口

　
　
別
計
算
化
を
具
体
化
す
る
と
こ
拘
の
計
算
的
勘
定
構
造
を
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン

　
　
に
求
め
て
お
ら
れ
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
い
う
ま
で
も

　
　
な
く
博
士
独
自
の
勘
定
理
論
（
貨
幣
系
統
と
費
用
・
収
益
系
統
な
る
二
勘
定
系

　
　
統
か
ら
な
る
動
的
勘
定
学
説
）
と
原
価
計
算
制
度
の
勘
定
的
一
元
化
を
指
向
せ

　
　
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
動
的
構
成
の
立
場
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
　
こ
の
意
味
に
お
い
て
わ
た
く
し
の
意
図
す
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
、
博
士

　
　
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
意
図
と
そ
の
根
本
的
思
考
に
お
い
て
同
一
で
あ
る
と

　
　
い
い
え
よ
う
。
以
下
、
わ
た
く
し
は
ワ
ル
プ
学
説
に
即
し
て
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ

　
　
ン
に
ひ
と
つ
の
試
案
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
。

　
2
　
動
的
二
勘
定
理
論
と
原
価
計
算
の
結
合
形
態

　
か
く
て
、
ワ
ル
プ
動
的
二
勘
定
学
説
と
原
価
計
算
の
結
合
形
態
と
し
て
の

コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
動
的
構
成
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ

た
く
し
は
デ
ィ
シ
マ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
く
ワ
ル
プ
的
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ

ン
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
を
と
る
こ
と
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。

　
ク
ラ
ス
0
　
貨
幣
お
よ
び
債
権

ク
ラ
ス
ー

ク
ラ
ス
2

ク
ラ
ス
3

ク
ラ
ス
4

ク
ラ
ス
5

ク
ラ
ス
6

ク
ラ
ス
7

ク
ラ
ス
8

霧
お
よ
び
墾
…
…
・
－
－
麦
田
系
列
の
勘
定

　
鞘
辮
》

　
ク
ラ
ス
9
　
月
次
決
算
お
よ
び
年
次
決
算
…
…
：
：
：
…
：
・
…
…
決
算
諸
勘
定

　
右
に
示
し
た
勘
定
体
系
は
、
ワ
ル
プ
動
的
二
勘
定
理
論
を
基
礎
と
し
た
勘

定
分
類
を
示
す
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
で
あ
る
。

　
ワ
ル
プ
動
的
理
論
は
、
衆
知
の
ご
と
く
、
交
換
経
済
的
取
引
過
程
と
い
う

基
礎
的
事
実
か
ら
出
発
し
、
そ
こ
に
お
い
て
み
ら
れ
る
支
払
と
給
付
と
の
対

立
関
係
か
ら
支
払
系
列
と
給
付
系
列
な
る
二
勘
定
系
列
を
認
め
、
こ
の
二
つ

の
系
列
か
ら
独
立
に
成
果
が
算
定
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

故
、
成
果
計
算
の
見
地
か
ら
勘
定
体
系
を
確
立
す
る
場
合
、
支
払
系
列
勘
定

と
給
付
系
列
勘
定
と
を
対
立
的
に
分
類
す
る
こ
と
は
必
須
の
要
件
と
な
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
企
業
の
営
む
経
済
活
動
の
態
様
を
交
換
経
済
的
取
引
を
基
底

と
す
る
価
値
の
流
れ
と
み
る
場
合
、
近
代
会
計
は
企
業
内
部
に
お
け
る
量
的

に
測
定
し
う
る
価
値
運
動
の
す
べ
て
を
包
括
的
か
つ
体
系
的
に
把
握
し
、
分

析
せ
ん
と
す
る
目
的
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
勘
定
組
織
の
形
成
に
当
っ

て
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
価
値
の
流
れ
に
即
し
て
体
系
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
な
る
Q

　
生
産
経
営
に
お
け
る
価
値
の
流
れ
は
、
次
の
ご
と
き
各
段
階
か
ら
招
来
さ

れ
る
（
竃
言
。
・
響
ヨ
導
♪
9
。
僧
．
ρ
ω
・
H
象
）
。

　
（
1
）
　
生
産
準
備
の
段
階
（
℃
冨
ω
窪
匹
身
中
。
山
鼻
試
。
コ
。
・
＜
o
昏
霞
①
詳
巨
㎝
）

所
有
主
の
資
本
投
下
か
ら
得
ら
れ
る
経
営
の
収
入
お
よ
び
外
部
者
の
信
用
授

与
か
ら
え
ら
れ
る
経
営
の
収
入
並
に
固
定
資
産
・
原
材
料
・
そ
の
他
の
財
貨
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の
購
入
に
基
づ
く
経
営
の
支
出
。

　
（
2
）
　
生
産
ま
た
は
給
付
調
整
の
段
階
（
団
訂
。
・
。
ロ
山
2
犀
。
音
穽
ご
ロ
。
幽
Φ
H

b
①
聾
毒
鵯
①
曇
呑
口
贔
）
　
原
価
種
類
の
投
入
、
原
価
場
所
に
お
け
る
そ
の
費

消
お
よ
び
原
価
負
担
者
（
特
に
半
製
品
お
よ
び
製
品
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
経

営
役
付
の
生
産
。

　
（
3
）
　
生
産
実
現
す
な
わ
ち
販
売
の
段
階
（
℃
訂
ω
窪
自
2
朗
。
含
窪
。
ロ
。
。
器
午

「
或
①
巨
嶺
本
震
密
の
諺
ぴ
鋸
山
N
①
ω
）
　
外
部
者
へ
の
給
付
の
販
売
お
よ
び
そ
れ
に

よ
っ
て
経
営
に
流
入
す
る
収
入
。

　
こ
の
よ
う
な
経
営
過
程
（
弱
。
巳
9
ω
肩
8
昌
）
の
各
段
階
の
す
べ
て
が
コ
ン

テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
な
か
に
織
り
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
い
ま
前
掲
の
ラ
ー
メ
ン
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
ク
ラ
ス
0
～
3
は
生
産

進
・
備
の
段
階
を
、
ク
ラ
ス
4
～
6
は
生
産
の
段
階
を
、
ク
ラ
ン
7
お
よ
び
8

は
販
売
の
段
階
を
そ
れ
ぞ
れ
反
映
し
た
勘
定
ク
ラ
ス
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
ク
ラ
ス
。
・
－
を
支
払
系
列
勘
定
に
、
ク
ラ

ス
2
・
9
を
給
付
系
列
勘
定
に
あ
て
る
。
ク
ラ
ス
0
は
現
金
在
高
お
よ
び
将

来
的
収
入
た
る
債
権
を
示
し
、
ク
ラ
ス
ー
は
将
来
的
支
出
た
る
債
務
お
よ
び

資
本
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ク
ラ
ス
0
お
よ
び
一
は
ビ
ラ
ン
ツ
の

本
来
的
内
容
を
形
造
る
項
目
を
収
容
す
る
。

　
給
付
系
列
勘
定
に
お
い
て
は
、
消
極
的
成
果
要
素
の
一
部
と
原
価
種
類
が

内
的
給
付
過
程
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
価
負
担
者
と
な
り
、
さ
ら
に
積
極

　
　
　
　
勘
　
定
　
組
　
織
　
の
　
発
展

的
成
果
要
素
と
な
っ
て
実
現
す
る
関
係
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ク
ラ
ス
2
お
よ
び
3
に
ワ
ル
プ
の
い
う
消
極
的
成
果
要
素
（
費
用
要
素
）

を
、
ま
た
ク
ラ
ス
7
お
よ
び
8
に
積
極
的
成
果
要
素
（
収
益
要
素
）
を
あ
て

る
。
シ
ェ
ー
マ
上
ク
ラ
ス
2
お
よ
び
8
に
胃
性
費
用
（
副
費
用
）
お
よ
び
申

性
収
益
（
副
収
益
）
を
、
他
の
費
用
・
収
益
要
素
か
ら
分
離
し
て
表
示
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

の
は
、
ワ
ル
プ
の
費
用
・
収
益
分
類
に
お
け
る
根
本
的
意
図
で
あ
り
、
こ
れ

は
ま
た
短
期
損
益
計
算
を
可
能
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
シ
ェ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ

ハ
的
意
図
と
擾
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
註
　
零
巴
げ
噛
国
‘
甲
達
σ
q
胃
g
げ
昌
巷
α
Q
肩
貯
9
。
罵
冒
急
。
聖
耳
ロ
。
げ
発
電
。
巳
9
ρ
H
O
鱒
ρ
q
n
・

　
　
卜
9
0
0
L
H
．

　
　
　
ワ
ル
プ
は
費
用
お
よ
び
収
益
の
分
類
シ
ェ
ー
マ
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の

　
　
を
示
し
て
い
る
。

嘉
　
灘
癖

　
ク
ラ
ス
4
～
6
は
内
的
給
付
調
整
の
段
階
を
示
す
も
の
で
、
そ
の
生
産
進

行
の
過
程
に
従
い
、
原
価
種
類
計
算
、
原
価
場
所
計
算
、
原
価
負
担
者
計
算
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勘
　
定
　
組
織
　
の
　
発
　
展

の
領
域
を
形
成
す
る
。
そ
し
て
内
的
給
付
過
程
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
え
ら

れ
た
製
品
は
、
更
に
販
売
の
過
程
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
ク
ラ
ス
7
で
収
益

と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
そ
し
て
最
後
に
ク
ラ
ス
9
で
決
算
勘
定
に
す
べ
て
の

計
算
要
素
が
総
括
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
以
上
の
関
連
を
シ
ェ
ー
マ
で
次
の
よ
う
に
要
約
し
う
る
。

織鑑定勘

月
次
決
算
お
よ
び
年
次
決
算

定直列回付給支払系列勘定

積極的成果要素
　（収益要素）消鉄塔素見価計算

中
性
収
益

目
的
収
益

原
価
負
担
者

原
価
場
所

原
価
種
類

目
的
費
用

中
性
費
用

債
務
お
よ
び
資
本

貨
幣
お
よ
び
債
権

98765』3210

決算生産または給生産実現すなわ
付調製の段階ち販売の段階生産準備の段階

　
先
に
示
し
た
コ
ン
テ
ン

ラ
ー
メ
ン
の
各
ク
ラ
ス
に

は
、
次
の
よ
う
な
勘
定
内

容
が
含
ま
れ
る
。

　
〔
A
〕
　
支
払
系
列
勘
定

　
ク
ラ
ス
。
（
貨
幣
お
よ

び
債
権
）
に
は
、
現
金
在

高
並
に
将
来
的
収
入
を
表

わ
す
勘
定
例
え
ば
売
掛
金
、

受
取
手
形
、
貸
付
金
等
の

債
権
勘
定
が
こ
れ
に
属
す

る
。　

ク
ラ
ス
ー
（
債
務
お
よ

び
資
本
）
に
は
、
所
謂
将

来
的
支
出
を
表
わ
す
勘
定

例
え
ば
買
掛
金
・
支
払
手
形
・
借
入
金
等
の
債
務
系
統
の
諸
勘
定
と
資
本
勘

定
が
含
ま
れ
る
。

　
〔
B
〕
　
給
付
系
列
勘
定

　
ク
ラ
ス
2
（
中
性
費
用
）
を
ワ
ル
プ
は
目
的
費
用
に
対
立
さ
せ
て
副
費
用

（
Z
O
げ
①
口
9
口
h
宅
帥
口
山
）
と
称
し
て
い
る
。
　
こ
れ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
租

税
等
の
強
制
費
用
（
N
蓄
お
。
・
き
h
蓄
巳
）
、
寄
附
金
・
公
共
事
業
の
分
担
金
等

の
自
発
的
費
用
（
守
①
一
三
冒
α
q
①
円
臣
民
蓄
匡
）
お
よ
び
盗
難
・
減
損
・
損
傷
・
景

気
変
動
に
基
づ
く
価
値
減
少
等
の
偶
発
的
費
用
（
N
口
審
一
一
Q
陸
9
口
h
≦
㊤
口
山
）
等
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　
ク
ラ
ス
3
（
目
的
費
用
）
に
は
、
ワ
ル
プ
理
論
の
中
核
を
な
す
交
換
経
済
的

取
引
に
由
来
す
る
消
極
的
給
付
す
な
わ
ち
交
換
経
済
的
費
用
（
富
島
爵
三
同
け
－

。・

B
冨
h
島
串
霞
》
自
舞
巳
）
、
無
償
で
受
け
容
れ
た
経
済
価
値
物
の
費
消
を
意

味
す
る
附
加
費
用
（
N
島
碧
母
亀
ミ
9
ロ
畠
）
並
に
自
家
修
繕
・
自
家
建
設
等
を
表

わ
す
内
経
営
的
費
用
（
一
昼
口
①
同
び
①
臼
門
一
Φ
ぴ
一
一
〇
げ
①
同
臣
目
h
宅
9
口
餌
）
等
が
こ
れ
に
属
す
る
。

　
目
的
費
用
の
項
目
が
数
的
に
多
い
場
合
、
ク
ラ
ス
3
に
過
重
す
る
結
果
と

な
る
か
ら
、
商
業
経
営
の
場
合
、
目
的
費
用
に
対
し
て
ク
ラ
ス
3
と
4
を
与

え
る
こ
と
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
工
業
経
営
の
場
合
に
は
、
目
的
費
用

申
原
材
料
・
賃
金
勘
定
を
ク
ラ
ス
4
原
価
種
類
勘
定
に
収
容
す
る
。

　
ク
ラ
ス
4
（
原
価
種
類
）

　
ク
ラ
ス
5
（
原
価
場
所
．
）
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ク
ラ
ス
6
（
原
価
負
狙
者
）

　
ク
ラ
ス
7
（
目
的
収
益
）
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
交
換
経
済
的
収
益
・

内
経
営
的
収
益
を
ワ
ル
プ
は
挙
げ
て
い
る
。
だ
が
、
目
的
費
用
の
場
合
と
同

様
に
附
加
的
収
益
と
い
う
も
の
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ク
ラ
ス
8
（
中
性
収
益
）
に
は
、
偶
発
的
・
臨
時
的
な
収
益
が
含
ま
れ
る
。

ワ
ル
プ
は
こ
れ
を
副
収
益
（
三
①
げ
①
ロ
霞
詳
9
。
G
q
）
と
称
し
て
い
る
。

　
ク
ラ
ス
9
（
月
次
決
算
お
よ
び
年
次
決
算
）
に
は
、
中
性
損
益
集
合
勘
定

・
月
次
損
益
勘
定
・
年
次
損
益
勘
定
・
残
高
勘
定
等
が
含
ま
れ
る
。

　
3
　
動
的
構
成
の
特
徴

　
わ
れ
わ
れ
は
動
的
二
勘
定
理
論
と
原
価
計
算
と
を
結
合
し
た
コ
ン
テ
ン
ラ

ー
メ
ン
の
形
成
の
た
め
に
で
き
る
だ
け
の
努
力
を
払
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
何
分
に
も
ひ
と
つ
の
試
案
た
る
領
域
を
い
で
る
も
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
だ
が
上
で
論
述
し
た
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
に
は
、
次
の
よ
う
な
特

徴
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

　
第
一
に
す
べ
て
の
勘
定
を
支
払
系
列
お
よ
び
給
付
系
列
な
る
二
系
列
に
分

類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
果
計
算
の
見
地
か
ら
す
る
財
務
諸
表
作
成
の
基

礎
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
。

　
第
二
に
成
果
計
算
と
い
う
一
元
的
な
構
造
の
な
か
で
、
消
極
的
成
果
要
素

が
積
極
的
成
果
要
素
に
転
化
す
る
関
係
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
。

　
第
三
に
こ
の
勘
定
分
類
の
基
底
を
な
す
分
類
思
考
が
、
徹
底
し
た
ブ
ロ
ー

　
　
　
　
勘
定
組
　
織
　
の
　
発
　
展

ツ
ェ
ス
・
プ
リ
ン
テ
ー
プ
に
よ
っ
て
一
貫
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
全

勘
定
が
経
営
に
お
け
る
価
値
の
流
れ
に
即
し
て
分
類
さ
れ
、
体
系
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
換
言
す
れ
ば
経
営
の
資
本
循
環
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
「
支

払
の
出
↓
消
極
的
給
付
↓
積
極
的
給
付
↓
支
払
の
入
」
と
い
う
貨
幣
で
始
ま

り
貨
幣
で
終
る
と
こ
ろ
の
一
連
の
運
動
が
ク
ラ
ス
0
に
始
ま
り
ク
ラ
ス
9
に

終
る
勘
定
体
系
の
な
か
に
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、
従
来
の
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
プ
ロ
ー
ツ
ェ
ス

・
プ
リ
ン
テ
ー
プ
が
強
く
表
面
に
立
つ
場
合
、
財
務
諸
表
作
成
の
基
礎
が
不

明
瞭
と
な
ひ
、
ま
た
ビ
ラ
ン
ツ
・
プ
リ
ン
テ
ー
プ
を
強
調
す
る
と
き
は
内
部

給
付
過
程
が
後
退
す
る
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
欠
陥
を
救
済

し
よ
う
と
し
た
の
が
、
グ
ロ
ー
ホ
ラ
の
提
案
す
る
ラ
ー
メ
ン
で
あ
っ
た
け
れ

ど
も
、
そ
こ
に
は
単
に
垂
平
的
・
形
式
的
に
財
務
簿
記
と
経
営
簿
記
を
結
び

つ
け
る
に
過
ぎ
ず
、
却
っ
て
両
簿
記
の
有
機
的
関
連
性
が
没
却
さ
れ
た
う
ら

み
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
わ
た
く
し
は
動
的
勘
定
理
論
を
基
底
と
す
る
コ
ン
テ
ン

ラ
ー
メ
ン
の
形
成
を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
ラ
ー
メ

ン
は
、
成
果
算
定
と
い
う
会
計
の
本
源
的
課
題
を
勘
定
体
系
全
体
に
貫
ぬ
き

な
が
ら
、
し
か
も
な
お
給
付
系
列
内
部
に
お
け
る
価
値
移
転
の
関
係
を
も
明

ら
か
な
ら
し
め
る
と
い
う
大
ぎ
な
特
徴
を
も
つ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
・
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
一
般
的
に
ブ
ロ
ー
ツ
ェ
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勘
　
定
　
組
織
　
の
　
発
　
展

ス
・
プ
リ
ン
テ
ー
プ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
特
徴
づ
け
ら
れ
て
は
い
る
が
、

そ
こ
に
は
記
帳
技
術
上
の
要
請
が
強
調
せ
ら
れ
る
た
め
、
純
粋
に
徹
底
し
た

プ
ロ
ー
ツ
ェ
ス
・
プ
リ
ン
テ
ー
プ
に
よ
っ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
個
所
で
あ
、

る
。
例
え
ば
、
資
本
循
環
の
見
地
か
ら
は
明
ら
か
に
ク
ラ
ス
0
と
一
と
が
逆

転
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
彼
の
ラ
ー
メ
ン
は
プ
ロ
ー
ッ
ェ
ス
・
プ
リ
ン
テ
ー

プ
に
よ
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
カ
ル
ク
ラ
チ
オ
ン
ス
ブ
リ
ン
チ
ー
プ
に
よ
つ

て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
故
、
ラ
ー
メ
ン
全
体

を
プ
ロ
ー
ツ
ェ
ス
・
プ
リ
ン
テ
ー
プ
で
一
貫
し
よ
う
と
す
る
わ
れ
わ
れ
の
立

場
の
も
つ
意
味
の
一
端
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
ま
た
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
場
合
記
帳
技
術
上
の
見
地
例
え
ば
「
頻

繁
性
の
原
則
」
（
即
巨
凶
℃
幽
2
臣
呂
。
q
蚕
甘
）
が
前
面
に
強
く
た
っ
た
め
各
ク

ラ
ス
の
多
く
は
借
方
残
と
貸
方
残
を
も
つ
項
目
が
混
清
さ
れ
て
収
容
さ
れ
て

い
る
こ
と
の
結
果
、
各
ク
ク
ラ
ス
の
同
質
性
に
つ
い
て
の
論
理
的
、
統
一
的

解
釈
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
欠
陥
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
機
械
簿
記
と

コ
ン
テ
レ
ラ
ー
メ
ン
が
結
合
す
る
場
合
に
不
便
を
も
た
ら
し
は
し
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
勘
定
ク
ラ
ス
は
純
粋
性
と
目
的
性
を
も
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。

　
わ
れ
わ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
頻
繁
性
の
原
則

を
容
認
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
よ
う

に
全
勘
定
を
は
じ
め
に
か
か
る
原
則
で
分
類
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
各
ク
ラ
ス

の
内
部
で
繁
度
の
高
い
グ
ル
ー
プ
は
上
位
、
低
い
も
の
は
下
位
に
配
置
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
か
か
る
記
帳
技
術
上
の
要
請
を
と
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
八
、
一
〇
、
一
九
）
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シ．

?
}
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

小

野

二

郎

　
周
知
の
如
く
営
業
譲
渡
、
合
併
、
組
織
変
更
、
社
員
の
入
退
社
、
大
規
模

な
る
会
社
持
分
の
取
引
、
企
業
担
保
に
基
く
信
用
の
授
受
等
、
企
業
が
全
体

と
し
て
移
動
し
或
い
は
そ
の
持
分
の
移
転
が
行
わ
れ
る
と
ぎ
に
は
、
企
業
経

営
全
体
の
評
価
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
が
企
業
経
営
を
め
ぐ
る
利
害

関
係
者
の
間
に
資
本
の
取
引
を
引
き
起
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
す

る
な
ら
ば
、
企
業
評
価
は
重
要
な
る
企
業
財
務
論
上
の
問
題
で
あ
り
、
従
っ

て
又
企
業
評
価
論
に
あ
っ
て
も
財
務
論
の
基
盤
と
な
る
理
論
上
の
立
場
が
貫
・

か
れ
る
べ
き
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
理
解
が
財
務
論
全
体
の
構
造
を
把
握
す
る

上
に
大
き
な
意
義
を
も
つ
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

　
小
論
で
は
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
財
務
論
研
究
の

一
端
と
し
て
、
そ
の
企
業
評
価
論
を
、
他
の
若
干
の
丈
献
を
参
照
し
つ
つ
、

そ
し
て
可
及
的
「
資
本
・
信
用
及
び
利
子
」
や
「
最
適
有
効
値
」
で
展
開
さ

れ
た
彼
の
基
本
的
な
立
場
と
結
び
つ
け
て
考
察
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え

る
も
の
で
あ
る
。

（一

j

　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
あ
っ
て
は
、
企
業
価
値
は
「
純
粋
な
る
資
本
価

値
」
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
は
、
特
に
資
本
授
与
者

と
資
本
受
入
者
と
の
間
の
取
引
（
＜
①
昏
①
訂
）
に
お
い
て
重
要
な
る
意
味
を
有

す
る
。
何
故
な
ら
そ
の
評
価
が
粗
雑
に
行
わ
れ
る
と
き
に
は
、
一
国
に
存
す

る
限
定
さ
れ
た
量
の
資
本
を
よ
り
悪
し
き
経
営
に
投
下
し
て
、
よ
り
有
用
な

る
投
資
計
画
を
放
置
せ
し
め
、
或
い
は
叉
そ
の
資
本
に
つ
い
て
当
然
得
て
し

か
る
べ
き
用
役
価
値
へ
の
努
力
が
行
わ
れ
ず
に
、
よ
り
低
い
価
値
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

満
足
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
招
く
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
企
業
評
価
そ
の
も

の
は
、
そ
の
動
因
を
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
で
は

企
業
経
営
内
部
に
お
け
る
よ
り
も
む
し
ろ
信
用
経
済
に
お
け
る
範
晦
で
あ
る
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シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
所
が
彼
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
信
用
の
二
つ
の
大
き
な

柱
を
形
造
る
も
の
と
し
て
、
参
加
信
用
（
切
。
榊
望
事
韻
の
寄
。
鼻
）
と
貸
付
信
用

（
∪
巴
魯
ロ
ω
写
巴
菖
と
い
う
資
本
の
二
つ
の
流
通
形
態
が
区
分
さ
れ
る
。
と
い

う
の
は
こ
の
二
つ
の
形
態
は
同
時
に
叉
、
外
部
と
の
関
連
に
お
い
て
な
さ
れ
、

そ
し
て
資
本
家
と
経
営
の
両
者
に
対
し
て
異
質
的
な
用
役
を
も
た
ら
す
企
業

財
務
の
二
つ
の
形
態
を
示
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ

が
企
業
評
価
論
を
特
に
そ
の
著
「
参
加
財
務
論
」
に
お
い
て
展
開
し
て
い
る

こ
と
は
、
そ
れ
が
参
加
と
本
質
的
に
結
び
つ
く
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

り
、
従
っ
て
こ
の
形
態
区
分
は
、
我
々
の
課
題
に
重
要
な
る
意
味
を
も
つ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
此
処
で
は
企
業
評
価
の
個
々
の
問
題
に
入
る
前
に
、

先
づ
彼
の
財
務
（
閃
匿
匡
霞
巨
α
q
）
の
概
念
及
び
そ
の
分
類
に
つ
い
て
の
見
解

を
概
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
立
脚
点
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
よ
れ
ば
「
我
々
が
企
業
財
務
の
問
題
を
専
門
科

学
的
に
取
り
上
げ
ん
と
す
る
と
き
に
は
、
資
本
調
達
の
み
な
ら
ず
、
資
本
を

使
用
す
る
企
業
と
そ
れ
を
授
与
す
る
資
本
家
と
の
関
係
、
資
本
償
還
及
び
資

本
損
失
を
も
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
財
務
の
下
に
理

解
さ
れ
る
機
能
に
あ
っ
て
は
、
資
本
調
達
が
特
に
他
の
も
の
の
上
位
を
占
め

る
概
念
で
あ
る
と
い
う
の
は
正
し
い
。
」
　
つ
ま
り
資
本
調
達
の
あ
り
方
が
、

そ
の
他
諸
々
の
財
務
現
象
の
性
格
を
規
定
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
従
っ
て
先
ず
資
本
調
達
の
意
味
に
お
け
る
財
務
の
形
態
区
分
が

行
わ
れ
る
。

鶴
騨
蕪
鷺
縮
雛
鷲
巽
聾
・
，
）

　
こ
の
シ
ェ
ー
マ
自
体
に
も
疑
問
は
存
す
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
を
論

ず
る
こ
と
は
我
々
の
目
的
で
は
な
く
、
当
面
の
問
題
に
と
っ
て
重
要
と
考
え

ら
れ
る
の
は
、
参
加
財
務
の
性
格
を
明
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
此
処

で
は
第
二
段
の
形
態
区
分
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
企
業
外
か
ら
資
本
を
調
達
す
る
外
部
財
務
に
あ
っ
て
は
、
参
加
財
務
と
貸

付
財
務
と
の
二
つ
の
基
本
的
な
形
態
が
存
す
る
が
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

に
よ
れ
ば
「
貸
付
け
の
特
質
と
し
て
老
え
ら
れ
る
の
は
固
定
利
子
で
あ
り
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
も

…
参
加
の
諸
関
係
に
お
い
て
商
人
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
の
は
利
益
参
加
で

あ
っ
て
、
屡
々
法
律
家
に
よ
っ
て
重
視
さ
れ
る
業
務
の
執
行
は
、
そ
れ
が
損

益
に
対
す
る
参
加
に
影
響
す
る
が
故
に
意
味
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
」
　
こ
の

利
益
参
加
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
経
常
的
利
益
の
み
な
ら
ず
、
清
算
叉
は
社
員

の
退
社
時
に
お
け
る
企
業
の
損
益
、
つ
ま
り
企
業
の
存
続
期
間
全
体
を
通
ず

る
全
て
の
価
値
変
動
へ
の
参
加
を
も
包
括
す
る
。
即
ち
清
算
又
は
社
員
退
社

の
場
合
に
出
資
者
の
持
分
額
の
計
算
が
、
帳
簿
上
の
資
本
の
名
目
額
の
み
に

参
加
す
る
も
の
と
し
て
計
算
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
拡
「
貸
付
け
形
態
に

お
け
る
持
分
計
算
を
有
す
る
参
加
（
じ
⇔
卑
巴
諮
巨
σ
q
琶
詳
〉
げ
筐
畠
琶
q
q
巨
∪
寧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

♂
冨
。
・
h
。
同
士
）
」
で
あ
り
、
一
方
そ
れ
が
正
確
な
る
企
業
価
値
計
算
に
基
き
、
資
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本
の
名
目
額
に
は
表
わ
れ
な
い
、
例
え
ば
秘
密
積
立
金
や
秘
密
欠
損
を
も
含

め
た
、
全
ゆ
る
価
値
変
動
に
参
加
す
る
も
の
と
し
て
計
算
．
さ
れ
る
と
き
に
は

「
参
加
形
態
に
お
け
る
持
分
計
算
を
有
す
る
参
加
（
切
①
悉
一
一
σ
q
巷
σ
Q
目
詳
諺
臣
臥

県
評
ぎ
出
雲
巴
面
巨
㎝
。
。
8
同
ヨ
）
」
で
あ
っ
て
、
経
常
的
な
利
益
に
参
加
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
も
後
者
の
形
態
を
と
っ
て
始
め
て
完
全
な
る
参
加
た
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
勿
論
資
本
を
受
入
れ
る
と
き
の
当
事
者
間
の
契
約
に
よ
っ
て
、
参
加
財
務

と
貸
付
財
務
と
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
種
々
の
申
間
的
な
存
在
も
考
え
ら

れ
る
け
れ
ど
も
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
お
い
て
は
参
加
財
務
の
概
念
は

こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
、
そ
の
限
り
で
も
企
業
評
価
が
そ
れ
と
必
然
的
に
結

び
つ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
た
が
、
更
に
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
そ

の
概
念
規
定
に
基
い
て
参
加
信
用
な
る
、
国
民
経
済
に
お
け
る
資
本
の
一
つ

の
流
通
形
態
が
存
在
し
「
経
営
全
体
の
価
値
の
正
確
な
る
決
定
は
、
こ
の
参

加
信
用
に
お
い
て
こ
そ
最
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
り
…
…
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

対
し
て
貸
付
信
用
に
あ
っ
て
は
経
営
価
値
の
意
義
は
後
退
す
る
。
」
　
と
考
え

ら
れ
た
。
即
ち
企
業
評
価
は
参
加
財
務
の
本
質
に
結
び
つ
く
も
の
、
従
っ
て

始
め
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
も
明
か
な
よ
う
に
、
参
加
信
用
な
る
形
態
で
流
通

す
る
資
本
を
、
国
民
経
済
的
に
よ
り
生
産
的
に
拘
束
す
る
た
め
の
、
一
つ
の

計
算
基
準
と
し
て
把
握
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
叉
、
企
業
評
価

が
特
に
全
体
経
済
的
観
点
か
ら
す
る
、
自
己
資
本
評
価
の
問
題
で
あ
る
と
考

え
る
彼
の
基
本
的
な
立
場
を
明
か
に
す
る
も
の
と
云
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

　
我
々
は
こ
の
点
に
つ
い
て
更
に
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
彼
と
対
照
的
な

立
場
を
採
る
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
見
解
を
参
照
し
て
見
よ
う
。

　
彼
に
よ
れ
ば
「
此
の
問
題
に
お
け
る
唯
一
の
可
能
な
る
経
営
経
済
上
の
立

　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
も

場
は
、
経
営
の
立
場
の
み
で
あ
る
。
評
価
論
の
課
題
は
、
企
業
の
購
入
者
に
、

彼
が
如
何
に
す
れ
ば
最
も
よ
く
資
本
を
投
下
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
を
勧
告

す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
購
入
者
や
売
却
者
の
利
害
関
係

と
は
か
か
は
り
な
く
従
っ
て
そ
の
実
際
の
取
引
価
格
と
は
無
関
係
に
、
経
営

の
客
観
的
な
用
役
（
2
暮
N
①
ロ
）
を
確
定
す
る
点
に
あ
る
。
」
そ
し
て
経
営
の
用

役
価
値
は
具
体
的
に
は
、
そ
れ
が
客
観
的
に
定
量
さ
れ
得
る
（
咤
琶
藍
緊
や

げ
貿
）
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
う
こ
と
か
ら
、
資
本
主
義
社
会
に
お

け
る
企
業
資
本
の
用
役
価
値
、
即
利
益
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
資
本
の

供
給
者
と
の
結
び
つ
き
を
本
質
的
な
も
の
と
考
え
ず
、
補
完
的
な
諸
生
産
要

因
の
統
一
体
と
し
て
の
経
営
が
将
来
如
何
な
る
利
益
を
得
る
こ
と
が
出
来
る

か
と
云
う
観
点
の
み
か
ら
す
る
と
き
に
は
、
一
旦
外
部
か
ら
採
り
入
れ
た
資

本
の
も
た
ら
す
用
役
は
全
て
同
質
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

合
に
は
自
己
資
本
、
他
人
資
本
の
区
別
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
即
ち
メ
レ

ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
あ
っ
て
は
、
彼
の
云
う
客
観
的
な
全
体
と
し
て
の
企
業
価
値

は
、
そ
の
交
換
価
値
や
販
売
価
値
と
は
別
箇
の
、
経
常
的
な
生
産
に
お
け
る

企
業
総
資
本
の
用
役
に
依
拠
す
る
価
値
－
自
己
資
本
・
他
人
資
本
を
問
わ

ず
経
営
に
お
け
る
資
本
全
体
の
価
値
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
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シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

我
々
は
此
処
に
彼
の
基
本
的
な
観
点
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
、
企
業
評
価
を
自
己
資
本
評
価
と
す
る
見
解
は
、

レ
ー
マ
ン
が
「
企
業
評
価
は
決
し
て
自
己
目
的
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
の

企
業
の
評
価
に
対
す
る
理
由
は
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
…
…
私

に
は
経
営
自
体
か
ら
、
経
常
的
に
叉
は
一
時
的
に
も
せ
よ
、
　
一
企
業
全
体
の

価
値
の
確
定
が
要
求
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
・
…
－
そ
れ
は
企
業
全
体

又
は
そ
の
持
分
が
他
人
に
譲
渡
さ
れ
る
と
き
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
…
…
自
己
資
本
収
益
価
値
（
哩
σ
q
自
軍
℃
陣
邑
①
旨
轟
磐
①
菖
と
称
さ
る
べ
き
も

　
　
（
5
）

の
で
あ
る
。
」
　
と
述
べ
、
コ
ル
ベ
が
「
企
業
評
価
に
対
す
る
根
拠
は
外
か
ら

与
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
評
価
す
る
と
き
に
、
評
価
さ
れ
る
対
象

の
立
場
を
採
る
の
は
支
持
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
…
…
企
業
価
値
は
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

所
有
者
に
対
す
る
経
営
の
用
役
価
値
で
あ
る
。
」
　
と
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
自

体
で
は
必
ず
し
も
独
特
の
見
解
と
は
云
え
な
い
。

　
し
か
し
我
々
が
見
た
よ
う
に
、
そ
の
出
発
点
と
な
っ
た
、
国
民
経
済
に
お

け
る
限
定
さ
れ
た
量
の
資
本
を
、
よ
り
生
産
的
に
拘
束
す
る
た
め
の
計
算
基

準
の
一
つ
を
企
業
評
価
に
求
め
ん
と
す
る
主
張
は
、
前
に
見
た
メ
レ
ロ
ヴ
ィ

ッ
ツ
の
、
国
民
経
済
的
な
資
本
流
通
の
諸
関
係
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
、
企

業
経
営
こ
そ
が
唯
一
の
実
体
で
あ
る
と
す
る
見
解
、
レ
ー
マ
ン
の
採
る
中
立

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

的
な
鑑
定
人
の
立
場
、
コ
ル
ベ
の
強
調
す
る
、
取
引
に
参
加
す
る
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
企
業
家
の
観
点
と
の
対
比
か
ら
も
明
か
な
よ
う
に
、
彼
の
企
業
評
価
論
に

お
け
る
独
自
の
立
脚
点
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
こ
れ

は
叉
「
資
本
・
信
用
及
び
利
子
」
で
展
開
さ
れ
た
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ

の
財
務
論
に
対
す
る
基
本
的
な
態
度
に
連
な
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
　
「
自
由

な
る
資
本
が
比
較
的
大
き
い
と
云
う
こ
と
は
国
民
経
済
の
状
態
と
し
て
良
き

徴
候
で
あ
る
と
は
云
え
な
い
。
経
済
の
最
適
状
態
は
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
資

本
が
可
及
的
早
く
、
そ
の
目
的
規
定
に
達
し
、
生
産
的
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

に
よ
り
達
せ
ら
れ
る
。
」
　
と
云
う
主
張
が
、
彼
の
企
業
評
価
論
に
お
い
て
も

貫
か
れ
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
註
1
）
国
・
。
。
葺
菖
巴
窪
冨
筈
w
冒
。
切
2
。
岳
α
q
旨
α
q
。
・
司
巨
碧
N
す
ロ
韻
・
H
O
蜜
・
。
。
・
自
・
及

　
び
国
6
q
Q
筈
占
卜
手
業
警
…
用
冨
け
芭
①
≦
三
巴
丸
山
巴
。
ロ
犀
巨
α
q
●
b
コ
心
裡
押
∪
器
。
冥
ぎ
巴
。

　
O
。
開
目
㎝
・
・
σ
q
。
・
巳
』
潔
Q
Q
・
Q
Q
．
旨
．

（
註
2
）
国
・
ω
。
ぎ
幕
暮
・
。
汀
∪
δ
b
冒
・
悉
一
噌
お
・
田
富
・
・
貯
巨
α
・
・
Q
。
・
O
～
Q
，
・
H
ρ

　
q
。
」
ひ
～
。
。
」
P
参
照
。

（
註
3
）
　
巨
ω
。
7
冨
げ
導
き
π
惣
①
ε
江
舅
9
。
冨
O
。
ぎ
煮
ω
鍔
F
ω
・
o
H
・

（
註
4
）
囚
．
目
色
零
。
惹
。
N
w
u
三
遍
。
昌
山
。
同
d
三
①
旨
卑
目
巨
α
q
弾
♂
O
き
N
①
。
。
・
H
O
認
・

　
q
n
．
コ
～
。
D
・
H
ρ
。
n
●
累
及
び
囚
．
寓
色
霞
。
三
寸
甲
≦
・
三
遷
印
調
①
円
ぎ
口
触
量
潮
訂
冨
げ
・

　
ピ
U
P
q
D
．
ひ
H
．
参
照
。

（
註
5
）
罫
即
匿
ぎ
導
ど
詫
㎝
。
目
。
剛
器
。
昌
巳
婁
N
・
葺
§
切
。
二
二
お
σ
・
嘗
・
臼

　
d
巨
①
目
。
7
巳
巨
㎝
。
F
N
ト
国
．
”
H
O
い
畠
・
鉾
ひ
ρ
q
∩
．
ひ
Q
Q
・

（
註
6
）
≦
』
』
象
2
0
げ
翼
§
。
＆
臼
。
。
唱
げ
算
葺
。
d
三
臼
冒
。
ぎ
暮
㎝
・
げ
睾
。
昌
暮
箋

　
N
・
h
・
閑
3
H
O
O
↓
。
q
自
●
H
H
ω
u
ω
’
H
H
凱
・

（
註
7
）
罫
菊
』
筈
垂
目
…
9
。
・
。
。
’
9
糟
ψ
・
ひ
ひ
・
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（
註
8
）
翅
・
即
O
。
豪
…
⇔
・
p
ρ
。
D
・
H
H
。
。
・

（
註
9
）
頃
ω
昏
日
器
ロ
げ
・
。
汀
囚
毛
一
邑
”
囚
・
。
魯
‘
巳
N
塞
・
ぢ
切
H
●
q
，
●
。
。
ド

（
二
）

　
企
業
価
値
を
決
定
す
る
方
法
と
し
て
高
瀬
荘
太
郎
博
士
は
、
　
（
1
）
株
式

市
価
基
準
法
－
i
株
価
を
基
準
と
し
、
そ
れ
に
総
株
数
を
乗
じ
て
算
出
す
る

方
法
。
　
（
2
）
利
益
基
準
評
価
法
一
企
業
利
益
を
適
切
な
る
利
子
率
に
よ

り
還
元
計
算
す
る
方
法
。
　
（
3
）
配
当
基
準
評
価
法
－
配
当
金
を
適
切
な

る
利
子
率
に
よ
り
還
元
す
る
方
法
。
　
（
4
）
資
産
基
準
評
価
法
i
個
々
の

資
産
の
価
格
の
総
計
を
も
つ
て
企
業
価
値
と
す
る
方
法
。
を
上
げ
、
そ
の
他

（
5
）
後
述
す
る
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
、
企
業
の
給
付
額
叉
は
量
に
基

く
評
価
法
。
　
（
6
）
コ
ル
ベ
の
収
支
差
額
に
基
く
評
価
法
。
　
（
7
）
フ
ル
ッ

　
　
　
　
　
　
（
1
）

ブ
の
原
価
比
較
法
。
等
も
存
す
る
が
、
シ
ュ
ー
ソ
ン
バ
ッ
ハ
に
お
い
て
問
題

と
な
る
の
は
企
業
価
値
の
主
要
形
態
と
し
て
の
収
益
価
値
（
申
茸
お
の
ミ
。
ニ
ー

、
利
益
基
準
評
価
法
に
基
く
価
値
）
、
及
び
そ
の
計
算
上
の
補
助
形
態
と
し
て
の

実
物
価
値
（
。
Q
8
犀
器
昌
－
企
業
を
構
成
す
る
個
々
の
資
産
の
再
生
産
原
価
の

総
計
、
即
ち
資
産
基
準
評
価
法
に
基
く
価
値
）
で
あ
る
。

　
彼
は
、
一
、
競
争
危
険
を
顧
慮
し
な
い
場
合
と
、
二
、
競
争
危
険
を
顧
慮

す
る
場
合
と
に
つ
い
て
企
業
価
値
の
計
算
を
論
ず
る
。
第
一
の
場
合
に
お
い

て
は
、
企
業
の
価
値
は
そ
の
企
業
を
創
り
出
す
に
要
す
る
再
生
産
原
価
一

　
　
　
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

実
物
価
値
と
は
無
関
係
に
、
社
会
経
済
に
お
け
る
企
業
の
用
役
性
、
即
ち
収

益
価
値
に
よ
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
る
。
競
争
企
業
の
出
現
す
る
可
能
性
の
な

い
と
き
に
は
、
同
種
企
業
の
供
す
る
用
役
量
は
一
定
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の

価
値
は
生
産
原
価
一
企
業
の
実
物
価
値
と
は
無
関
係
に
、
限
界
の
用
役
の

価
値
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
個
々
の
企
業
で
は
価
格
を
通
じ
て
収

益
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
既
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
あ
っ
て
は
、
企

業
の
価
値
は
そ
の
全
体
と
し
て
の
組
織
が
用
役
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
り
生

ず
る
の
で
あ
っ
て
、
経
営
に
拘
束
さ
れ
た
個
々
の
資
産
は
、
そ
れ
が
企
業
に

結
合
さ
れ
て
い
る
問
は
、
独
立
せ
る
用
役
性
を
有
し
な
い
が
故
に
、
そ
れ
自

体
で
は
価
値
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
投
下
さ
れ
た
個
々
の
資
本
財

は
自
己
の
用
役
の
独
立
性
を
放
棄
し
、
企
業
と
云
う
経
済
単
位
の
有
す
る
別

箇
の
用
役
の
申
に
吸
収
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
個
々
の
価
値
も
組
織
全
体
の

価
値
に
同
化
し
て
、
新
し
い
価
値
を
形
造
る
。
企
業
価
値
は
原
則
と
し
て
此

の
結
合
価
値
（
」
『
①
目
げ
ご
鬼
山
O
昌
｝
同
①
一
の
Q
ロ
芝
¢
円
甘
）
に
・
よ
り
表
わ
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ

れ
故
そ
れ
は
企
業
に
存
す
る
個
々
の
資
産
の
価
値
額
一
虚
構
的
な
個
別
価

値
（
穿
二
く
①
国
置
N
①
罫
①
二
）
を
加
算
し
て
も
計
算
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

業
全
体
の
も
た
ら
す
用
役
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
企
業
価
値
は
、
純
粋
な
る
資
本
価
値
の

一
つ
で
あ
り
、
従
っ
て
我
々
が
既
に
「
資
本
・
信
用
及
び
利
子
」
で
見
た
よ
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シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
・
一
考
察

う
に
、
そ
れ
を
決
定
す
る
の
は
、
企
業
が
有
す
る
将
来
の
用
役
性
で
あ
っ
て
、

過
去
に
お
い
て
要
し
た
原
価
や
遂
行
し
て
結
付
で
は
な
い
。
　
コ
企
業
を
購

入
せ
ん
と
す
る
も
の
は
、
経
済
的
に
は
、
そ
れ
が
彼
に
将
来
も
た
ら
す
も
の

以
外
に
何
等
の
関
心
を
も
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
叉
売
却
す
る
も
の
も
経

済
的
に
思
考
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
計
算
を
将
来
に
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
云
う
の
は
彼
に
と
っ
て
は
、
売
却
に
よ
り
、
企
業
が
過
去
に
お
い
て
行
っ

て
来
た
給
付
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
企
業
が
将
来
尚
遂
行
す
る
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ろ
う
と
期
待
さ
れ
る
給
付
が
失
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
L

　
こ
の
企
業
の
将
来
に
お
け
る
用
役
の
可
能
性
は
種
々
の
も
の
で
あ
り
有
る

が
、
通
常
は
利
益
経
済
活
動
（
卑
欝
σ
・
。
・
三
暴
簿
聾
巨
α
・
）
を
通
じ
て
も
た
ら

き
れ
る
が
故
に
、
用
役
価
値
は
利
益
と
し
て
現
わ
れ
、
従
っ
て
企
業
の
価
値

　
、
・
b
、
・
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
将
来
の
企
業
利
益
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
前
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
メ
V
ロ
ヴ
イ
ッ
ツ
は
、
企
業
価
値
を
評
価
す

る
尺
度
は
資
本
主
義
社
会
で
の
合
理
的
な
（
例
え
ば
個
人
的
な
趣
味
・
愛
着

・
社
会
的
地
位
の
如
き
不
合
理
な
、
主
観
的
な
要
因
は
除
い
た
）
経
済
活
動

に
お
け
る
将
来
の
用
役
の
価
値
を
客
観
的
に
表
わ
し
得
る
、
そ
し
て
定
量
可

能
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
う
こ
と
か
ら
、
同
様
に
将
来
利
益

　
　
（
5
）

．
を
採
り
、
ヨ
ー
ナ
ス
も
叉
「
経
営
組
織
、
生
産
上
の
諸
関
係
等
の
差
異
を
収

益
価
値
以
外
の
も
の
の
比
較
に
よ
り
決
定
せ
ん
と
す
る
企
て
は
無
益
な
も
の

で
あ
っ
て
、
収
益
価
値
に
お
い
て
の
み
、
個
々
の
諸
条
件
を
も
顧
慮
し
た
企

業
の
価
値
が
、
総
合
的
に
一
つ
の
数
値
と
し
て
表
わ
さ
れ
得
る
の
で
あ
麓
叱
」

と
主
張
し
、
ラ
ッ
ク
マ
ン
も
「
利
益
は
経
営
の
全
事
象
の
表
現
で
あ
り
、
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

業
組
織
の
個
別
性
の
表
現
で
あ
る
。
」
　
と
述
べ
て
い
る
が
、
我
々
は
こ
の
や

う
な
面
か
ら
も
企
業
の
用
役
価
値
が
、
そ
の
利
益
に
よ
り
表
わ
さ
れ
る
と
す

る
見
解
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
所
で
企
業
の
用
役
価
値
と
し
て
、
利
益
が
採
ら
れ
る
と
し
て
も
、
将
来
の

用
役
様
式
が
決
定
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
は
尚
い
く
つ
か
の
撰
択
可
能
性
の

存
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
「
予
想
す
る
場
合
に
は
最
大
可
能
な
る
用
役
一
最

大
の
利
益
を
生
む
と
思
わ
れ
る
企
業
の
利
用
が
仮
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
何

故
な
ら
、
も
の
（
留
。
げ
Φ
）
に
種
々
の
用
役
可
能
性
が
存
す
る
と
き
に
は
、
こ

の
中
最
善
の
も
の
に
従
っ
て
利
用
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

　
　
　
　
（
8
）

か
ら
で
あ
る
。
」

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
将
来
の
事
実
が
評
価
に
と
っ
て
決
定
的
な

も
の
で
あ
る
と
云
う
原
則
を
設
定
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
過
去
を
全
く
無

視
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
過
去
が
将
来
の
利
益
を
予
測
す
る
手

段
と
し
て
用
い
ら
れ
得
る
限
り
に
お
い
て
は
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
。
評

価
計
算
に
お
い
て
、
そ
れ
を
定
式
化
す
る
こ
と
に
よ
り
過
去
叉
は
現
在
に
の

み
結
び
つ
い
て
、
将
来
に
は
全
く
関
連
の
な
い
収
益
価
値
を
創
り
出
す
こ
と

は
厳
に
い
ま
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
単
に
将
来
利
益
の
数
値

と
し
て
現
わ
れ
る
も
の
を
予
測
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
影
響
す
る
全
ゆ
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・
る
要
因
を
予
測
す
る
基
準
と
な
る
と
云
う
意
味
で
は
、
過
去
の
将
来
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
尺
度
性
は
充
分
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
第
二
の
将
来
の
競
争
危
険
を
顧
慮
す
る
場
合
に
は
、
事
情

は
異
な
っ
て
、
企
…
菜
の
実
物
価
値
が
重
要
な
る
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
よ
る
と
、
人
は
、
費
し
た
価
値
に
照
応
す
る
用

役
価
値
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
き
に
は
、
敢
え
て
資
本
投
下
を
行
わ
な

い
が
故
に
、
或
る
企
業
を
創
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
そ
の
用
役
に
基
く
価
値

一
収
益
価
値
は
、
実
物
価
値
よ
り
も
高
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
云

え
ば
自
由
な
る
価
格
決
定
機
構
を
有
す
る
経
済
の
下
で
は
、
企
業
の
収
益
価

値
が
そ
の
実
物
価
値
よ
り
も
大
な
る
と
き
に
は
、
こ
の
二
つ
が
一
致
す
る
迄

競
争
企
業
が
現
わ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
シ
ェ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ

ハ
に
よ
れ
ば
価
値
は
、
そ
の
も
の
の
有
す
る
用
役
性
と
稀
少
性
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
企
業
の
実
物
価
値
は
同
種
企
業
の
、
こ
の
稀
少
性

閾
（
ω
①
一
二
①
H
F
げ
①
一
“
ω
ロ
D
O
げ
宅
①
一
一
①
）
一
競
争
企
業
無
出
現
閾
（
註
参
照
）
を
示
す
。

つ
ま
り
実
物
価
値
は
収
益
価
値
と
の
関
連
に
お
い
て
、
企
業
の
稀
少
性
を
決

定
す
る
一
つ
の
限
界
を
形
造
る
の
で
あ
っ
て
、
二
つ
の
価
値
の
差
が
大
な
る

程
競
争
企
業
が
現
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
種
企
業
の

稀
少
性
が
減
じ
、
従
っ
て
明
確
に
は
予
測
し
得
な
い
け
れ
ど
も
将
来
の
利
益

も
減
少
し
、
同
時
に
そ
れ
に
依
拠
す
る
硯
在
の
企
業
価
値
も
既
に
低
下
し
て

い
る
可
能
性
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
競
争
危
険
を
顧
慮
す
る
と
き
に

　
　
　
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

は
、
企
業
の
評
価
は
収
益
価
値
の
み
な
ら
ず
、
企
業
の
実
物
価
値
を
も
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
収
益
価
値
が
実
物
価
値
よ
り
小
な
る
と
き
に

は
、
上
述
し
た
所
か
ら
も
明
か
な
よ
う
に
、
競
争
企
業
の
現
わ
れ
る
可
能
性

は
な
い
と
老
え
ら
れ
る
か
ら
、
企
業
価
値
を
決
定
す
る
の
は
収
益
価
値
で
あ

り
、
叉
収
益
価
値
が
実
物
価
値
よ
り
も
大
な
る
と
き
で
は
、
何
等
か
の
他
の

理
由
で
豊
新
危
険
が
全
く
予
想
さ
れ
な
い
場
合
に
は
収
益
価
値
が
採
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

が
、
そ
れ
以
外
で
は
こ
の
二
つ
の
価
値
の
間
に
お
い
て
適
切
な
る
企
業
価
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

が
計
算
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
レ
ー
マ
ン
に
あ
っ
て
は
更
に
清
算
価
値
を
も
導
入
し
て
、
三
つ
の
場
合
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
－
、
山
千
強
恥
く
油
丼
直
撃
（
。
。
§
の
§
N
器
邑
く
薫
詠
暗
弱

　
2
、
離
髄
自
響
く
薫
詠
自
薗
く
満
丼
自
爵

　
3
、
薫
詠
自
薗
く
異
域
自
爆
薫
蒸
自
爵
く
満
丼
強
舜

即
ち
企
業
価
値
は
、
2
の
と
き
に
は
収
益
価
値
に
よ
り
、
3
の
と
き
に
は
清

算
価
値
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
が
、
1
の
場
合
に
は
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
と

同
様
、
企
業
価
値
は
収
益
価
値
と
実
体
価
値
に
よ
り
そ
の
範
囲
を
限
定
さ
れ
、

競
孚
企
業
の
現
わ
れ
る
可
能
性
の
大
小
に
よ
っ
て
、
そ
の
間
の
ど
こ
か
で
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
ヨ
ー
ナ
ス
は
、
実
務
上
実
物
価
値
は
収
益
価
値
以
上
に
そ

の
決
定
が
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
っ
て
企
業
の
将
来
利
益
予
測
の
不
確
実
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シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

性
－
企
業
評
価
に
お
け
る
競
争
危
険
を
、
将
来
利
益
叉
は
還
元
利
子
率
に

お
い
て
の
み
顧
慮
す
る
こ
と
の
不
確
実
性
を
い
く
ら
か
で
も
柔
ら
げ
ん
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

る
企
て
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
無
意
味
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
も
こ
の
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
説
を
否
定
す
る
。
彼
に

よ
れ
ば
、
実
物
価
値
が
企
業
評
価
に
お
い
て
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
そ
れ
が
企
業
規
模
を
通
じ
て
利
益
に
影
響
す
る
か
、
或
い
は
管
理
量

叉
は
比
較
量
（
同
8
＃
邑
・
・
ロ
導
く
①
屯
臥
。
房
α
Q
巳
ゆ
①
）
と
し
て
の
個
別
資
産
実

物
価
値
相
互
間
の
、
叉
は
そ
れ
と
資
本
と
の
構
成
が
利
益
に
影
響
を
及
す
限

り
に
お
い
て
で
あ
る
。
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
よ
う
に
再
生
産
原
価
を
稀

少
性
閾
一
競
争
企
業
無
出
現
閾
と
し
て
、
価
値
を
規
定
す
る
本
質
的
要
因

と
考
え
る
二
元
論
的
な
思
考
は
、
古
い
型
の
国
民
経
済
学
の
客
観
価
値
理
論

で
あ
り
、
か
か
る
価
値
法
則
は
全
体
経
済
的
な
傾
向
と
し
て
の
み
貫
か
れ
得

る
も
の
で
あ
っ
て
個
別
経
済
に
適
用
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
個
々
の
企

業
経
営
に
あ
っ
て
は
企
業
の
再
生
産
原
価
と
収
益
と
の
間
の
直
接
的
な
関
連

は
認
め
ら
れ
ず
、
競
争
危
険
の
大
き
さ
は
個
々
に
よ
っ
て
非
常
に
異
な
っ
た

諸
要
因
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
実
物
価
値
と
収
益
価
値

と
の
差
額
は
何
等
競
争
危
険
の
大
き
さ
の
尺
度
た
り
得
る
も
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
競
争
危
険
は
既
に
将
来
利
益
叉
は
還
元
利
子
率
が
正
し
く
予
測
さ
れ

る
と
き
に
、
そ
の
中
で
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
更
に
か
か
る
要
因
を

計
算
に
入
れ
る
の
は
「
収
益
価
値
」
が
厳
密
に
計
算
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味

す
る
か
、
或
い
は
二
重
計
算
の
誤
り
に
落
ち
入
る
も
の
と
云
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
故
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
あ
っ
て
は
、
二
つ
の
価
値
の
大
小
関

係
に
基
い
て
企
業
価
値
を
決
定
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
決
定
的
な
も
の

は
収
益
価
値
の
み
で
あ
っ
て
「
我
々
は
こ
の
収
益
価
値
と
実
物
価
値
と
の
両

者
に
よ
り
価
値
を
決
定
す
る
と
い
う
二
元
論
に
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

論
の
主
要
な
る
欠
陥
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
」
　
と
主
張
さ
れ
た
。

　
こ
の
批
判
は
い
う
迄
も
な
く
、
始
め
に
述
べ
た
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
、
個

々
の
企
業
の
将
来
利
益
の
み
を
唯
一
の
実
体
と
し
て
、
国
民
経
済
的
な
諸
関

係
を
無
視
す
る
立
場
か
ら
、
シ
ュ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
価
値
論
を
全
く
否
定
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
字
で
は
超
越
的
な
性
格
を
も
つ
て
い
る
と
も
い

え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
企
業
価
値
が
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
、
自
由
な

る
価
格
決
定
機
構
の
前
提
に
立
っ
て
、
競
孚
企
業
の
出
現
が
収
益
価
値
と
実

物
価
値
と
の
差
額
に
よ
っ
て
の
み
規
定
さ
れ
る
と
す
る
理
論
に
よ
り
正
し
く

把
握
さ
れ
る
と
し
て
も
、
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
や
ヨ
ー
ナ
ス
の
主
張
す
る
よ
う

に
、
競
孚
危
険
を
顧
慮
し
た
収
益
価
値
は
、
そ
の
個
々
の
危
険
を
将
来
利
益

に
含
め
て
、
或
い
は
そ
れ
が
計
算
確
実
性
の
観
点
か
ら
不
可
能
な
る
と
き
に

は
資
本
還
元
利
子
率
に
お
い
て
顧
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
物
価
値
に
依
拠

す
る
こ
と
な
く
計
算
さ
れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
シ
ュ
ー
マ
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
お

い
て
何
故
こ
の
方
法
が
放
棄
さ
れ
た
か
は
明
か
で
は
な
い
。
従
っ
て
叉
彼
の

見
解
で
は
、
些
細
危
険
を
顧
慮
す
る
場
合
に
は
、
厳
密
な
意
味
で
の
、
企
業
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の
将
来
の
用
役
価
値
「
将
来
利
益
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
価
値
即
ち
「
収
益

価
値
」
な
る
概
念
が
全
面
的
に
貫
か
れ
得
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

レ
ー
マ
ン
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
只
そ
れ
と
偶
然
的
に
し
か
一
致
す
る
こ
と

の
な
い
値
に
よ
り
代
用
さ
れ
る
に
止
ま
る
と
い
う
こ
と
も
認
め
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
第
五
節
の
計
算
例
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
　
そ
し
て
更
に
ラ
ッ

ク
マ
ン
が
「
収
益
価
値
が
実
物
価
値
以
下
に
あ
る
と
き
に
は
、
個
々
の
企
業

の
解
散
に
よ
り
競
争
が
減
じ
、
そ
れ
に
よ
り
将
来
の
収
益
は
改
善
さ
れ
よ

（
1
5
）

う
。
」
　
と
述
べ
る
よ
う
に
、
自
由
な
る
価
格
決
定
機
構
を
前
提
と
す
る
な
ら

ば
、
　
一
度
成
立
し
た
企
業
の
硬
直
性
は
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
も
、
此
の
場
合
に
も
実
物
価
値
か
ら
全
く
離
れ
て
企
業
価
値
を
決
定
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
提
起
さ
れ
得
る
の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
尚
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
理
論
は
不
充
分
で

あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
註
1
）
　
高
瀬
荘
太
郎
　
企
業
の
評
価
　
現
代
会
計
学
一
般
理
論
　
三
五
七
頁
、

　
　
及
び
≦
・
閑
・
0
9
竃
…
鉾
P
O
・
曽
q
D
・
H
虞
～
。
。
・
目
♪
及
び
円
訂
鐸
目
碧
昌
…

　
　
冨
・
9
①
口
目
巳
く
。
昏
穿
。
ロ
山
2
d
寓
。
醤
Φ
げ
ヨ
§
α
q
・
。
げ
窪
目
臼
巨
σ
Q
・
H
O
綴
・
Q
D
・
旨
♪

　
　
参
照
。

（
註
2
）
　
国
．
。
・
爵
§
♂
ロ
訂
。
汀
丙
畳
富
一
“
困
器
魯
ロ
角
田
昌
9
ω
・
ゆ
9
及
び
動
的
貸
借

　
　
対
照
表
論
、
土
岐
政
蔵
訳
五
四
頁
、
一
九
四
頁
参
照
。

（
註
3
）
　
国
・
ω
爵
舞
♂
昌
冨
。
ど
曾
9
・
ρ
り
ω
・
＝
噸
。
D
』
卜
。
～
9
卜
。
↑
参
照
。

　
　
　
国
・
。
n
。
7
暴
『
昌
冨
。
貫
望
。
切
曾
。
旨
㎝
巨
㎝
。
・
葭
9
。
目
凶
霞
目
α
q
・
幹
G
。
刈
・

　
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

（
註
4
）
　
国
●
Q
D
多
日
β
。
♂
昌
げ
零
汀
。
。
陰
p
ρ
》
q
駿
・
ω
刈
・
参
照
Q

（
註
5
）
囚
．
竃
巴
。
・
。
三
。
・
脚
∪
。
・
系
詳
自
零
［
「
§
≡
・
ぎ
§
α
・
駐
O
騨
昌
・
・
ω
・
q
，
」
♪

　
　
g
。
’
蝿
．
参
照
。

（
註
6
）
国
・
冒
冨
2
田
巳
α
・
。
守
ヨ
。
円
ざ
詣
・
日
切
。
巴
目
日
巨
㎝
山
2
＜
①
・
冨
げ
話
ぎ
・
霧

　
　
く
8
q
算
。
醤
緯
ヨ
轟
㎝
。
ロ
●
N
・
P
し
口
‘
H
O
置
・
幹
ら
・

（
註
7
）
岡
』
8
ぎ
§
ヨ
p
p
o
・
・
。
，
」
。
。
魏
』
鱒
p
参
照
Q

（
註
8
）
目
ω
。
げ
目
9
。
ざ
ロ
冨
魯
召
』
6
・
”
幹
雪
・

（
註
9
）
国
・
。
。
。
ぎ
讐
島
器
ゲ
…
鉾
・
・
P
ω
・
。
。
刈
～
ω
・
ω
c
。
・
参
照
。

（
註
1
0
）
　
国
・
ω
昏
巨
巴
§
冨
畠
…
P
P
ρ
Q
D
・
ひ
H
～
ω
・
ひ
ト
っ
”
。
Q
・
ひ
軌
・
及
び
動
的
貸
借
対

　
　
照
表
論
、
二
頁
参
照
。

　
　
　
閾
又
は
閾
値
（
q
。
。
罫
些
。
又
は
貯
。
の
ぎ
冠
）
。
－
例
え
ば
人
体
の
或
る
部

　
　
分
を
除
々
に
冷
し
て
行
く
と
き
、
そ
の
温
度
が
一
定
の
値
に
迄
下
っ
て
、
つ

　
　
ま
り
刺
戟
が
一
定
量
に
達
し
て
始
め
て
冷
た
い
と
感
ず
る
よ
う
に
な
る
。
こ

　
　
の
限
界
と
な
る
刺
戟
の
値
を
刺
戟
閾
（
図
。
巨
ロ
㎝
の
ω
。
野
色
①
）
と
云
う
。
シ
ュ

　
　
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
は
こ
の
心
理
学
又
は
医
学
上
の
概
念
を
、
そ
の
価
値
理
論

　
　
に
援
用
し
た
の
で
あ
っ
て
、
ラ
ッ
ク
マ
ン
は
こ
れ
を
企
業
評
価
の
問
題
に
限

　
　
回
し
て
、
競
争
閾
（
内
8
同
日
同
。
嵩
。
・
⇔
げ
ミ
。
目
①
）
と
称
し
て
い
る
が
、
よ
り
分
り

　
　
易
く
せ
ん
と
す
れ
ば
競
争
企
業
無
出
現
閾
と
訳
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。
　
閏
・

　
　
い
9
。
爵
日
9
巨
…
p
m
．
ρ
q
∩
為
ひ
．
参
照
。

（
註
1
1
）
　
竃
・
即
』
9
ヨ
碧
ロ
…
・
。
邑
・
P
。
D
・
お
・

（
註
1
2
）
国
」
。
葛
。
・
恥
N
日
0
9
舘
匿
巨
。
ぎ
ロ
冨
・
子
。
血
貯
げ
・
乙
臼
d
三
①
8
畠
田
巨
㎝
・
N
・

　
　
P
即
9
H
O
切
9
ω
・
卜
。
刈
邸
～
ω
’
難
Q
。
吻

（
註
1
3
）
　
罫
冒
色
。
δ
註
。
N
翼
9
P
O
・
層
。
噂
・
卜
。
o
～
q
自
』
H
噂
ω
・
G
。
♪
ω
・
℃
ら
。
Ψ
Q
D
」
o
。
。
り
Q
D
』
ω
。
。

　
　
～
Q
。
冒
H
ω
P
。
自
』
卜
。
ひ
．
参
照
。
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シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

（
註
1
4
）
　
岡
・
冨
爵
巨
9
導
甲
獅
・
勲
O
・
り
q
n
・
刈
8
参
照
及
び
竃
・
切
・
H
筈
日
歩
ロ
…
信
。
魯
・
P

　
ω
．
刈
曲
・

（
註
1
5
）
　
岡
』
9
爵
ヨ
鎖
暮
w
ρ
6
・
．
O
．
噛
q
D
．
刈
ω
・

（
三
）

　
以
上
我
々
は
、
そ
の
企
業
評
価
論
の
基
盤
と
も
い
う
べ
き
、
シ
ュ
マ
ー
レ

ン
バ
ッ
ハ
の
国
民
経
済
的
な
立
場
・
か
ら
す
る
企
業
価
値
の
位
置
づ
け
及
び
そ

の
本
質
の
理
解
を
概
観
し
終
え
て
、
以
下
本
論
を
な
す
評
価
手
続
き
に
つ
い

て
、
そ
の
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
上
述
し
た
所
か

ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
あ
っ
て
は
、

　
1
、
将
来
利
益
の
測
定

　
∬
、
資
本
還
元
利
子
率
の
決
定

　
皿
、
a
、
資
本
還
元
計
算
に
よ
る
収
益
価
値
一
競
争
危
険
を
顧
慮
し
な

　
　
　
　
い
と
き
の
企
業
価
値
の
決
定

　
　
　
b
、
実
物
価
値
と
収
益
価
値
か
ら
、
競
争
危
険
を
顧
慮
す
る
と
き
の

　
　
　
　
企
業
価
値
の
決
定

の
順
序
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
節
で
は
（
1
）
を
取
り
上
げ
る
こ
と

に
す
る
。

　
企
業
価
値
は
将
来
の
利
益
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
そ
の
価
値

は
直
接
に
、
確
定
的
に
計
算
（
げ
①
目
①
O
｝
＝
P
O
H
F
）
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
く
、
可

及
的
確
実
な
る
方
式
で
将
来
か
ら
推
論
さ
れ
る
。
即
ち
見
積
り
評
価
（
・
・
。
甲

讐
N
窪
）
さ
れ
る
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
目

的
の
本
質
は
将
来
利
益
の
測
定
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
過
去
の
数
値
に
基
き
、

そ
の
援
け
を
得
て
比
較
利
益
（
＜
①
琶
。
8
冨
①
臥
。
㎡
、
片
岡
博
士
は
こ
れ
を
調
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

利
益
と
訳
し
て
お
ら
れ
る
）
を
決
定
し
、
そ
れ
を
修
正
す
る
こ
と
に
よ
り
将

来
利
益
を
予
測
す
る
手
続
き
が
採
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
シ
ュ
ー
レ
ン
バ
ッ

ハ
は
、
こ
れ
を
次
の
三
つ
の
段
階
に
分
っ
て
展
開
す
る
。

　
　
a
、
比
較
年
度
の
利
益
の
調
整

　
我
々
が
見
て
来
た
よ
う
に
、
資
本
還
元
計
算
の
一
要
因
と
し
て
把
え
ら
れ

る
利
益
は
、
将
来
に
期
待
さ
れ
る
資
本
の
用
役
価
値
を
可
及
的
確
実
に
表
わ

す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
目
的
に
呼
応
し
て
有
用
な
る
比
較

利
益
を
得
る
た
め
に
は
、
通
常
の
過
去
の
損
益
計
算
で
示
さ
れ
た
利
益
額
は

必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
用
い
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
若
干
の
項
目
に
つ

い
て
調
整
が
必
要
と
さ
れ
る
。
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
は
、
先
づ
第
一
に
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
秘
密
積
立
金
及
び
秘
密
損
失
の
除
去
で
あ
る

と
述
べ
た
後
、
特
に
注
意
す
べ
き
項
目
と
し
て
次
の
六
つ
を
上
げ
る
。

　
（
1
）
　
財
務
活
動
の
結
果
、
本
来
な
ら
ば
当
然
に
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る

利
子
費
用
の
修
正
。
企
業
価
値
は
将
来
の
利
益
に
依
拠
す
る
、
純
粋
な
る
一

箇
の
資
本
価
値
で
あ
り
、
従
っ
て
将
来
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
特
別
な
る
個

人
的
な
関
係
や
持
分
所
有
等
に
基
く
他
企
業
と
の
関
係
に
よ
り
、
特
に
有
利

又
は
不
利
な
金
融
条
件
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
れ
か
ら
生
じ
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た
と
考
え
ら
れ
る
損
益
は
、
こ
れ
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
2
）
　
経
営
者
に
対
す
る
給
料
・
報
酬
及
び
正
常
な
る
費
用
を
越
え
て
行

わ
れ
た
私
的
な
支
出
。
企
業
に
お
い
て
、
経
営
者
の
活
動
か
ら
生
ず
る
価
値

は
、
企
業
価
値
が
資
本
価
値
の
一
つ
で
あ
る
と
云
う
こ
と
か
ら
す
る
な
ら
ば

企
業
の
価
値
を
決
定
す
る
利
益
と
は
な
り
得
な
い
。
例
え
ば
所
有
者
が
同
時

に
経
営
者
で
も
あ
る
企
業
が
売
却
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
特
定
の
労
働
給
付
は

企
業
と
一
緒
に
売
却
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
そ
の

所
有
者
l
i
経
営
者
が
利
益
配
当
以
外
の
も
の
を
得
て
い
な
い
か
、
或
い
は

そ
の
活
動
に
照
応
す
る
よ
り
も
低
い
報
酬
し
か
受
け
取
っ
て
い
な
い
と
き
に

は
、
そ
の
活
動
に
対
す
る
正
当
な
る
報
酬
は
、
費
用
と
し
て
計
上
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
叉
逆
に
企
業
の
経
営
者
が
恣
意
的
に
、
利
益
た
る

べ
き
も
の
を
自
身
の
活
動
の
報
酬
叉
は
そ
の
他
の
費
用
ど
す
る
と
き
に
は
、

こ
れ
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
3
）
　
全
ゆ
る
種
類
の
租
税
公
課
。

　
（
4
）
　
修
繕
費
叉
は
そ
の
他
の
費
用
に
計
上
さ
れ
た
設
備
勘
定
。

　
（
5
）
貸
倒
れ
損
失
（
∪
・
げ
ぎ
謹
・
亀
琶
・
）
Q

　
（
6
）
　
中
性
損
益
。
此
処
で
特
に
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

こ
れ
ら
の
項
目
を
適
切
な
る
計
算
期
間
に
帰
属
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
更

に
経
営
に
お
け
る
不
要
な
資
産
に
要
す
る
費
用
や
参
加
か
ら
の
利
益
等
め
経

常
的
な
費
用
収
益
に
つ
い
て
は
、
そ
の
資
産
が
企
業
と
共
に
買
手
に
譲
渡
さ

　
　
　
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

れ
る
と
き
に
は
、
こ
れ
を
損
益
の
中
に
入
・
れ
全
体
と
し
て
把
え
る
か
、
或
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
特
別
に
評
価
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
尚
理
解
を
深
め
る
た
め
に
以
下
、
こ
の
中
の
若
干
の
項
目
に
つ
い
て
他
の

諸
見
解
を
参
照
し
て
見
よ
う
。

　
始
め
に
論
義
の
的
に
な
る
の
は
、
特
別
の
個
人
的
な
、
或
い
は
他
企
業
と

の
関
係
か
ら
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
従
っ
て
又
個
々
の
経
営
者
活
動
に
も

関
連
す
る
損
益
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
比
較
利
益
を
将
来
利
益
に
修
正
す
る
と

き
も
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
取
り
上
げ

る
こ
と
に
し
て
、
第
二
に
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
支
払
利
子
で

あ
る
。
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
あ
っ
て
は
、
企
業
評
価
は
自
己
資
本
評
価

で
あ
り
、
そ
の
計
算
要
因
と
な
る
利
益
も
自
己
資
本
に
帰
属
す
べ
き
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
支
払
利
子
が
費
用
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
当
然

で
あ
る
。
そ
し
て
同
じ
立
場
を
採
る
レ
ー
マ
ン
の
見
解
も
又
こ
れ
に
一
致
し

　
　
（
3
）

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
他
人
資
本
利
子
を
利
益
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

入
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
れ
は
、
企
業
経
営
の
立
場
か
ら
資
本
用
役
を

全
て
同
質
的
な
も
の
と
し
、
そ
れ
か
ら
企
業
評
価
を
企
業
総
資
本
の
評
価
で

あ
る
と
考
え
る
、
彼
の
基
本
的
な
立
場
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
結
果
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
あ
っ
て
は
、
》
淋
無
官
1
1
皿
㎝
購
卦
強

禽
、
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
あ
っ
て
は
、
診
懸
難
平
“
謡
〉
矯
卦
愚
＋
皿
α
購

卦
由
禽
と
表
わ
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
我
々
は
理
論
の
基
本
的
な
立
脚
点
の
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評
価
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に
関
す
る
一
考
察

差
異
が
、
評
価
計
算
の
結
果
に
如
何
に
重
要
な
る
影
響
を
及
す
か
を
、
こ
こ

で
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
租
税
で
あ
る
。
シ
ユ
マ
ー
レ
ン

バ
ッ
ハ
の
主
張
は
、
他
の
租
税
公
課
と
共
に
企
業
の
所
得
税
を
も
計
算
さ
れ

る
利
益
に
は
含
め
な
い
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
此
の
点
に
つ
い
て
は
純

粋
に
企
業
の
資
本
に
帰
属
す
べ
き
利
益
を
対
象
と
す
る
と
云
う
こ
と
か
ら
、

一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
他
の
諸
見
解
も
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
メ

レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
「
実
務
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
統
一
的
な
見
解
は

な
い
。
…
…
が
企
業
の
立
場
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
企
業
の
法
人
税
（
国
。
壱
①
串

。
芸
評
8
器
円
）
も
所
得
税
（
O
三
竿
げ
8
旨
9
σ
q
ω
。
・
8
g
霞
）
も
利
益
か
ら
差
し
引
か

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
何
故
な
ら
両
者
と
も
、
資
本
に
帰
属
す
べ
き
利
益
を
縮

少
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
収
益
価
値
に
影
響
を
及
す
こ
と
は
許
さ

る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
　
と
述
べ
、
ヨ
ー
ナ
ス
に
あ
っ
て
も
「
資

本
還
元
計
算
の
基
盤
と
な
る
べ
き
利
益
は
真
の
資
本
増
加
と
し
て
得
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
…
…
企
業
を
購
入
せ
ん
と
す
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
収
益
へ

の
負
担
と
な
る
全
ゆ
る
要
因
を
差
し
引
い
て
後
に
企
業
に
残
さ
れ
た
も
の
の

み
が
価
値
を
有
し
、
…
…
売
却
者
も
又
そ
れ
を
還
元
計
算
し
た
額
以
上
の
も

の
で
売
却
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
国
庫
の
企
業
へ
の
参
加
は
購
入
者
に
何
．

等
の
用
役
も
与
え
な
い
価
値
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
支
払
う
よ
う
要
求
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
」
　
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
更
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
中
性
損
益
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
前
に
見
た
よ
う
に
シ
ユ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
は
損
益
に
算
入
す

べ
き
も
の
と
す
る
が
、
他
方
対
象
と
な
る
損
益
か
ら
除
去
す
べ
き
で
あ
る
と

す
る
見
解
も
あ
る
。
例
え
ば
レ
ー
ベ
ル
は
全
て
除
く
こ
と
を
主
張
し
、
レ
ー

マ
ン
で
は
異
常
損
益
は
除
く
が
申
性
損
益
の
申
経
常
的
な
も
の
　
　
例
え
ば

参
加
か
ら
の
利
益
は
計
上
す
る
と
云
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
問
題
は
只
、
経
常
的
に
獲
得
し
得
る
利
益
を
計
算
す

る
こ
と
に
の
み
依
拠
す
る
の
で
あ
っ
て
、
何
人
も
毒
性
損
益
が
、
営
業
損
益

（
切
①
民
①
げ
。
・
①
螺
ぴ
巳
ω
）
と
同
様
に
継
続
的
に
獲
得
さ
れ
得
る
こ
と
は
否
定
し
得

な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
中
性
な
る
が
故
に
こ
れ
を
除
く
と
云
う
理
由
は
存

在
し
な
い
。
中
性
的
な
収
益
で
も
そ
れ
が
獲
得
し
得
る
限
り
、
営
業
損
益
と

同
様
計
算
の
鋭
感
皿
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
そ
し
て
異
常
な
、
偶

発
的
と
云
わ
れ
る
損
益
で
も
、
経
営
の
全
期
間
に
渡
る
と
き
に
は
発
生
す
る

可
能
性
は
充
分
に
存
す
る
が
故
に
、
そ
の
平
均
値
を
計
算
に
入
れ
る
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

あ
る
。
」
　
と
し
て
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
と
同
様
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
b
、
平
　
均
計
算

　
計
算
の
対
象
と
な
る
べ
き
損
益
項
目
の
調
整
手
続
き
が
確
定
さ
れ
て
も
尚

一
ケ
年
の
数
値
の
み
で
は
、
将
来
利
益
の
基
礎
と
し
て
は
不
確
実
で
あ
り
、

従
っ
て
更
に
利
益
の
偶
然
性
を
除
く
た
め
に
過
去
の
何
年
間
か
の
数
値
に
よ

っ
て
平
均
計
算
が
行
わ
れ
る
。
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
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の
実
務
界
　
　
例
え
ば
古
い
プ
p
シ
ヤ
の
所
得
税
法
、
種
々
の
契
約
及
び

切
①
島
ロ
霞
く
頸
訂
耳
窪
と
云
わ
れ
る
税
法
上
の
企
業
評
価
手
続
き
等
一
に
お

い
て
は
過
去
三
年
の
平
均
が
と
ら
れ
、
叉
そ
の
中
で
も
第
一
時
戦
時
税
法
に

お
け
る
如
く
、
可
及
的
利
益
の
偶
然
性
を
除
か
ん
と
す
る
こ
と
か
ら
、
最
近

の
五
年
間
を
採
っ
て
、
そ
の
中
の
最
も
悪
い
年
と
良
い
年
と
を
除
い
た
後
の

三
年
間
を
平
均
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
景
気
変
動
の

影
響
を
除
か
ん
と
す
れ
ば
三
年
で
は
云
う
迄
も
な
く
、
バ
イ
ブ
ル
の
七
年
で

も
充
分
で
は
な
い
。
事
情
に
よ
っ
て
は
十
五
－
二
十
年
を
採
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
叉
過
去
に
お
い
て
経
済
の
構
造
的
変
動
や
経
営
組
織
上
の
大
き

な
改
革
が
行
わ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
過
去
の
平
均
よ
り
も
、
む
し
ろ
最
終

の
年
度
の
み
を
採
る
方
が
妥
当
な
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
．
シ
ュ
マ
ー
レ

ン
バ
ッ
ハ
は
、
景
気
変
動
や
趨
勢
変
動
の
大
き
な
波
の
申
に
あ
る
と
き
、
或

い
は
増
資
が
最
近
に
行
わ
れ
た
と
き
に
は
、
平
均
計
算
は
何
等
意
味
の
な
い

も
の
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
等
の
方
法
が
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
条
件
に
応
じ
て
適

用
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
定
式
化
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
強
調
す
る
。

　
更
に
留
意
す
べ
き
は
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
が
、
過
去
何
年
か
の
利
益

か
ら
「
上
方
叉
は
下
方
へ
の
継
続
的
な
発
展
が
明
か
と
な
る
場
合
に
は
、
獲

得
さ
れ
る
全
利
益
を
総
計
し
、
そ
れ
を
（
趨
勢
に
応
じ
て
）
個
々
の
年
度
に

配
分
す
る
こ
と
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。
」
　
と
述
べ
て
い
る
こ
と
、
即
ち
比
較

　
　
　
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

利
益
を
一
つ
の
値
と
し
て
で
は
な
く
、
趨
勢
線
と
し
て
捉
え
ん
と
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
叉
将
来
継
続
的
に
獲
得
し
得
る
利
益
を
も
趨
勢

線
で
表
わ
す
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
我
々
は
此
処
に
企
業
価
値

計
算
を
、
そ
の
将
来
の
各
年
度
の
利
益
に
基
い
て
可
及
的
正
確
に
行
わ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

す
る
計
算
技
術
上
の
努
力
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
同
様
に
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
ヨ
ー
ナ
ス
、
レ
ー
マ
ン
等

に
よ
っ
て
も
将
来
の
発
展
傾
向
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
唯
レ
ー
マ
ン
が

「
そ
の
傾
向
を
判
断
す
る
の
に
、
自
己
資
本
利
益
か
ら
の
み
出
発
す
る
こ
と

が
実
際
上
智
も
合
理
的
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
。
」
　
と
し
て
、
経
営
に
お
け

る
成
果
の
分
配
関
係
に
よ
り
損
益
が
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
云
う
観
点
か
ら
、
企
業
の
価
値
生
産
額
（
零
。
同
ぎ
ま
覧
巨
㎝
1
そ
の
具
体

的
内
容
は
利
益
、
支
払
利
子
、
企
業
者
俸
給
、
賃
金
、
給
料
、
税
、
社
会
費

用
等
の
所
謂
附
加
価
値
額
）
の
カ
ー
ヴ
か
ら
利
益
の
発
展
傾
向
を
測
定
す
る

こ
と
を
・
王
張
し
、
叉
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
販
売
曲
線
を
基
準
と
し
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
は
計
算
技
術
上
、
注
目
に
値
す
る
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
c
、
比
較
利
益
の
将
来
利
益
へ
の
修
正

　
か
く
し
て
計
算
さ
れ
た
比
較
利
益
は
、
そ
れ
が
一
つ
の
値
で
あ
る
と
趨
勢

線
な
る
と
を
問
は
ず
、
尚
「
過
去
の
結
果
に
基
い
て
の
み
決
定
さ
れ
た
、
将

来
継
続
的
に
獲
得
し
得
る
と
期
待
さ
れ
る
、
企
業
の
純
益
」
を
示
す
に
止
ま

る
、
つ
ま
り
そ
の
本
質
を
過
去
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
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す
る
一
考
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で
は
企
業
の
評
価
計
算
の
要
因
と
し
て
用
い
得
る
も
の
で
は
な
く
、
更
に
予

測
さ
れ
る
将
来
の
種
々
の
条
件
を
考
慮
し
て
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
よ
る
と
、
そ
の
項
目
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

予
想
さ
れ
る
企
業
の
組
織
変
更
に
よ
り
新
た
に
必
要
と
な
る
諸
費
用
（
例
え

ば
株
式
会
社
へ
の
転
換
に
お
い
て
は
監
査
役
報
酬
、
監
査
費
用
、
株
主
総
会

費
用
等
）
及
び
税
負
担
の
変
化
、
そ
の
喜
業
分
野
叉
は
国
民
経
済
の
情
勢
に

よ
り
予
想
さ
れ
る
操
業
度
の
変
化
、
賃
金
の
上
昇
、
設
備
資
産
の
老
朽
速
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

の
変
化
、
新
し
い
技
術
の
採
用
等
に
基
く
利
益
の
変
化
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
此
処
で
更
に
重
要
な
る
こ
と
は
、
シ
ェ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ

が
「
評
価
さ
れ
る
企
業
の
現
在
の
状
態
か
ら
、
部
門
及
び
全
体
経
済
の
発
展

を
顧
慮
し
て
客
観
的
に
予
測
さ
れ
る
損
益
の
変
動
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
即
ち
未
だ
遂
行
さ
れ
ざ
る
経
営
上
の
措
置
は
計
算
に
入
れ
ら

れ
る
べ
き
で
は
な
い
し
、
叉
金
融
取
引
に
参
加
せ
る
人
間
の
個
人
的
な
特
性

に
基
い
て
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
る
将
来
の
変
化
も
顧
慮
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
。
」
　
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
に
触
れ
た
よ
う
に
、
純
粋

な
る
資
本
価
値
の
一
つ
と
し
て
の
企
業
を
評
価
す
る
と
き
に
は
、
損
益
に
対

す
る
経
営
者
の
特
定
の
個
人
的
な
能
力
や
そ
の
企
業
の
特
殊
な
諸
条
件
の
影

響
を
除
去
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
或
い
は
又
「
企
業
評
価
の
た
め
に
は
、
評

価
さ
る
べ
き
企
業
の
現
在
の
状
態
に
お
い
て
、
客
観
的
に
理
由
づ
け
ら
れ
る

条
件
の
み
が
常
に
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
」
　
と
主
張
す
る
の
と
軌
を
一
に

せ
る
見
解
で
あ
る
が
、
他
方
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
あ
っ
て
は
企
業
評
価

に
お
い
て
、
そ
の
企
業
に
い
く
つ
か
の
用
役
可
能
性
が
予
想
さ
れ
る
と
き
に

は
「
最
大
可
能
な
る
用
役
－
最
大
の
利
益
を
生
む
と
思
わ
れ
る
企
業
の
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

用
が
仮
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
　
と
も
主
張
さ
れ
た
。
此
処
で
第
一
に
問
題

と
な
る
の
は
こ
の
二
つ
の
主
張
の
関
係
で
あ
る
。
つ
ま
り
後
の
主
張
か
ら
い

う
と
、
行
う
と
行
わ
れ
ざ
る
と
を
問
わ
ず
、
叉
経
営
者
の
個
人
的
な
能
力
の

如
何
に
よ
ら
ず
企
業
の
最
大
の
用
役
可
能
性
を
と
る
よ
う
に
も
解
釈
さ
れ
る

が
、
一
方
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
矛
盾
す
る
と
は
い
え
ず
後
者
が
前
者
に
よ
り

限
定
を
受
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ

よ
そ
の
間
の
関
係
は
明
か
で
は
な
い
。
更
に
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
こ
れ
に
関
連
し
て
上
の
抽
象
的
な
序
述
が
計
算
上
如
何
に
解
釈
さ
れ
、

考
慮
さ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
他
の
諸
見
解
を
参
照
し
な
が

ら
、
こ
の
問
題
に
検
討
を
加
え
て
見
よ
う
。

　
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ッ
に
あ
っ
て
は
「
企
業
評
価
の
基
盤
と
な
る
も
の
は
、
将

　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
わ
　
　
も
　
　
ね
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
う

来
正
常
的
に
継
続
的
に
獲
得
し
得
、
期
間
的
に
比
較
し
得
る
と
思
わ
れ
る
利

益
で
あ
り
、
従
っ
て
商
人
的
な
判
断
に
基
い
て
正
常
と
考
え
ら
れ
る
企
業
者

活
動
（
9
8
照
降
墓
罠
ω
℃
。
ω
三
。
口
）
に
基
く
も
の
で
あ
っ
て
、
偶
然
的
な
個

人
の
影
響
は
計
箕
か
ら
除
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
　
と
主
張
さ
れ
る
。

そ
し
て
そ
れ
に
は
、
一
定
の
企
業
家
の
環
境
、
即
ち
実
物
価
値
の
構
成
、
顧

客
の
状
態
、
銀
行
叉
は
仕
入
先
と
の
関
係
、
景
気
の
状
況
等
、
経
営
の
将
来
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も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
わ
　
　
も

に
作
用
す
る
全
て
の
事
実
か
ら
な
る
、
一
定
の
活
動
領
域
（
民
ノ
斥
隅
一
〇
口
Q
凪
げ
①
目
①
陣
O
げ
）

に
基
い
た
、
正
常
な
る
企
業
家
給
付
を
前
提
と
し
て
、
予
測
さ
れ
る
客
観
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

な
損
益
の
み
が
計
算
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
更
に
ヨ

ー
ナ
ス
は
「
決
定
．
的
な
も
の
は
、
企
業
の
売
却
者
側
に
お
い
て
取
除
か
れ
、

購
…
入
者
側
で
与
え
ら
れ
る
特
別
な
る
経
済
上
の
諸
条
件
を
顧
慮
す
る
こ
と
な

く
、
獲
得
す
る
こ
と
の
出
来
る
客
観
的
な
用
役
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ

に
応
じ
て
過
去
の
損
益
は
修
正
さ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
将
来
の
利
益
予
測
も

予
想
さ
れ
る
新
し
い
経
済
上
の
諸
関
係
を
除
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
　
と
し
て
条
件
を
よ
り
狭
く
限
定
す
る
。
例
え
ば
或
る
石
炭
企
業
の
売

却
に
あ
っ
て
は
、
企
業
所
有
者
の
個
人
的
な
関
係
に
よ
り
過
去
に
得
ら
れ
て

い
た
特
別
な
利
益
は
比
較
利
益
か
ら
除
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
叉
売

却
後
購
入
者
た
る
製
鉄
所
の
傘
下
に
入
る
こ
と
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
、
は
る

か
に
大
き
な
利
益
も
将
来
利
益
に
算
入
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
売
却
者
は
、

現
在
の
経
済
構
造
、
販
売
状
況
等
に
基
い
て
評
価
さ
れ
た
企
業
の
将
来
の
純

益
に
の
み
請
求
権
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
合
理
化
叉
は
拡
大
等
の
後
に
獲
得

さ
れ
得
る
純
益
は
、
購
入
者
に
あ
っ
て
そ
の
変
化
が
意
図
さ
れ
て
い
る
と
き

す
ら
、
専
ら
彼
の
功
労
に
帰
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
要
求
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
企
業
自
身
に
将
来
の
損
益
に
関
し
て
多
く
の
可
能
性
が
存

す
る
場
合
で
も
、
売
却
後
に
そ
の
中
の
ど
れ
が
実
現
す
る
か
は
、
企
業
者
の

給
付
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。
確
実
に
予
測
さ
れ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、

　
　
　
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
」
価
論
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
や
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
は
、
売
却
の
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
、

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

将
来
予
想
さ
れ
る
利
益
に
基
づ
く
価
値
な
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
コ
ル
ベ
は
全
く
反
対
の
立
場
を
採
る
。
彼
に
よ
れ
ば
一
企

業
全
体
の
評
価
（
O
。
。
・
壁
些
①
器
碁
ロ
σ
q
）
は
原
則
的
に
企
業
の
売
買
や
そ
の
他

の
、
市
場
価
格
と
云
う
客
観
的
な
拠
り
所
の
な
い
異
常
な
資
本
取
引
が
企
て

ら
れ
て
い
る
と
き
に
の
み
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
企
業
の

取
引
さ
れ
る
実
際
の
価
格
は
購
入
者
に
と
っ
て
の
価
値
を
上
限
と
し
、
売
却

者
に
と
っ
て
の
価
値
を
下
限
と
し
て
決
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
先
づ
重
要
な
の
は
個
々
の
取
引
者
に
と
っ
て
有
用
な
る
企
業
の
価
値
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
企
業
者
た
る
べ
き
個
々
人
に
よ
り
将
来
予
測
さ
れ
る
主
観

的
な
企
業
の
利
用
か
ら
決
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
か
か
る
観
点
か
ら
す
る
な
ら

は
各
個
々
人
に
よ
り
企
業
の
利
用
が
異
な
る
が
故
に
、
将
来
の
利
益
か
ら
計

算
さ
れ
る
企
業
価
値
は
同
じ
企
業
を
対
象
と
し
て
も
、
当
然
種
々
の
企
業
者

に
と
っ
て
i
既
に
買
手
と
売
手
に
あ
っ
て
1
異
な
っ
た
も
の
で
あ
り
得

る
。
そ
れ
故
購
入
者
が
経
済
的
に
妥
当
な
る
取
引
価
格
の
最
高
限
を
決
定
せ

ん
と
す
れ
ば
、
取
引
相
手
の
意
向
と
は
無
関
係
に
拡
張
・
縮
少
及
び
合
理
化

に
よ
る
経
営
規
模
・
組
織
の
変
化
、
資
本
構
成
の
変
化
、
他
企
業
と
の
結
合

等
将
来
可
能
な
る
措
置
か
ら
生
ず
る
損
益
へ
の
影
響
を
も
計
算
に
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
彼
に
と
っ
て
予
想
さ
れ
る
諸
関
係
の
下
で
最
大
可
能
な
る
企
業

の
用
役
価
値
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
又
一
方
売
却
者
は
今
迄
の
経
済
的
な
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シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

諸
関
係
を
前
提
と
し
て
得
ら
れ
て
い
た
も
の
に
止
ま
ら
ず
、
新
し
い
諸
関
係

の
下
で
彼
自
身
に
よ
っ
て
得
る
と
期
待
さ
れ
る
企
業
の
全
用
役
、
従
っ
て
売

却
に
よ
り
失
わ
れ
る
全
用
役
の
価
値
に
指
向
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

（
1
3
）

な
る
。

　
こ
れ
ら
の
見
解
に
お
い
て
先
づ
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ

ら
が
異
な
っ
た
立
脚
点
に
拠
る
こ
と
、
及
び
特
別
な
る
能
力
を
有
す
る
企
業

者
活
動
に
の
み
結
び
つ
け
ら
れ
る
要
因
と
企
業
者
の
正
常
な
る
能
力
に
あ
っ

て
も
当
然
に
予
想
さ
れ
る
環
境
の
変
化
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
ヨ
ー
ナ
ス
の
出
発
点
は
「
企
業
の
立
場
」
で
あ
り
、

そ
の
目
的
は
企
業
を
め
ぐ
る
諸
取
引
者
の
意
志
と
は
無
関
係
な
、
企
業
者
の

個
人
的
な
活
動
に
影
響
さ
れ
な
い
、
企
業
価
値
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
故
企
業
者
の
給
付
活
動
の
正
常
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
の
で
あ
る
が
、

他
企
業
と
の
結
合
や
合
理
化
等
、
取
引
者
に
よ
っ
て
異
な
る
個
別
的
な
条
件

の
変
化
を
全
て
、
正
常
性
か
ら
背
離
せ
る
個
々
の
企
業
者
活
動
に
よ
り
も
た

ら
さ
れ
る
功
績
又
は
失
敗
と
考
え
た
が
た
め
に
、
将
来
実
際
に
獲
得
し
得
る

と
思
わ
れ
る
利
益
で
は
な
く
て
、
企
業
の
現
状
に
基
い
て
、
正
常
な
る
企
業

者
活
動
と
、
従
っ
て
そ
れ
か
ら
修
正
さ
れ
た
一
定
の
活
動
条
件
を
前
提
と
し

て
仮
定
さ
れ
る
将
来
利
益
を
企
業
者
の
人
的
活
動
を
除
い
た
、
資
本
の
客
観

的
な
用
役
価
値
と
考
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
コ
ル
ベ
に
お
い
て
は

上
述
し
た
所
か
ら
も
明
か
な
よ
う
に
企
業
評
価
の
目
的
は
、
個
々
の
企
業
者

に
と
っ
て
の
、
主
観
的
な
企
業
価
値
の
決
定
で
あ
り
、
メ
レ
p
ヴ
ィ
ッ
ツ
や

シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
考
え
る
如
き
客
観
的
な
資
本
価
値
計
算
に
は
存
し

な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
当
然
そ
れ
が
正
常
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ

ず
、
取
引
に
参
加
せ
る
企
業
者
の
個
々
の
意
志
や
能
力
等
の
条
件
を
計
算
に

入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。

　
シ
ュ
ー
マ
レ
ン
バ
ッ
ハ
で
は
企
業
評
価
の
目
的
は
前
述
し
た
よ
う
に
国
民

経
済
に
お
い
て
参
加
信
用
な
る
流
通
形
態
を
採
る
資
本
に
、
生
産
的
拘
束
の

た
め
の
一
つ
の
計
算
基
準
を
与
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
企
業
に

多
く
の
利
用
可
能
性
が
あ
る
と
き
に
は
、
企
業
が
そ
の
中
最
大
の
用
役
を
も

た
ら
す
も
の
以
外
の
対
象
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
経
済
法
則
に
反
す
る
が
故

に
、
期
待
さ
れ
る
最
大
の
用
役
の
価
値
が
採
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
第
一
の
制
約
と
し
て
現
わ
れ
る
の
が
、
企
業
価
値

も
叉
純
粋
な
る
資
本
価
値
の
一
つ
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
が
国
民
経
済
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

け
る
資
本
拘
束
の
客
観
的
な
基
準
た
る
た
め
に
は
、
計
算
上
過
去
将
来
を
問

も
　
　
め

わ
ず
企
業
者
の
個
人
的
な
影
響
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
命
題

で
あ
る
。
そ
れ
故
メ
レ
p
ヴ
ィ
ッ
ッ
と
同
様
彼
に
あ
っ
て
も
正
常
な
る
企
業

者
活
動
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
唯
シ
ュ
マ
ー

レ
ン
バ
ッ
ハ
に
お
い
て
は
、
こ
の
制
約
の
範
囲
内
で
は
尚
特
定
の
企
業
者
活

動
は
、
そ
れ
に
対
す
る
正
当
な
る
報
酬
を
通
じ
て
損
益
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
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が
指
示
さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
、
特
別
な
る
販
売
、
金
融
関
係
を
除
去
し
、
予

想
さ
れ
る
合
理
化
を
計
算
に
入
れ
る
の
を
禁
ず
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
正
当
な
る
企
業
者
報
酬
を
計
算
し
た

上
で
更
に
、
そ
の
特
別
な
る
能
力
か
ら
生
ず
る
金
融
関
係
上
の
優
利
さ
を
除

く
こ
と
は
二
重
計
算
を
行
わ
し
め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
所
が
計
算

技
術
上
の
限
定
た
る
利
益
の
継
続
性
と
計
算
確
実
性
が
第
二
の
制
約
と
し
て

存
在
す
る
。
比
較
利
益
の
計
算
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
の
一
つ
は
、
将
来
生

じ
得
る
可
能
性
の
な
い
項
目
を
除
去
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
観
点
か
ら
、

正
当
な
る
企
業
者
報
酬
を
計
上
し
て
も
尚
、
過
去
に
お
け
る
特
殊
な
個
人
的

或
い
は
他
企
業
と
の
関
係
に
基
く
損
益
が
除
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
所
が
将
来
利
益
を
予
測
す
る
と
き
に
は
か
か
る
顧
慮
が
後
退
す

る
の
は
当
然
で
あ
り
、
こ
れ
に
か
わ
っ
て
計
算
確
実
性
が
決
定
的
な
意
味
を

も
つ
が
、
此
処
で
は
旧
来
考
え
ら
れ
る
条
件
の
変
化
の
中
、
計
算
不
確
実
な

る
要
因
の
み
が
除
か
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
「
未
だ
遂
行
さ
れ
ざ
る
措
置
や
金
融

取
引
に
参
加
す
る
人
間
の
個
人
的
な
影
響
を
除
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
云
う

主
張
は
、
過
去
の
数
値
か
ら
比
較
利
益
を
計
算
す
る
と
き
と
は
異
な
っ
て
、

経
営
の
現
状
に
基
い
て
そ
れ
が
少
な
く
と
も
不
可
避
の
も
の
と
し
て
数
値
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

上
で
可
成
確
実
に
計
算
さ
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
の
み
、
適
用
さ
れ
る
も
の

と
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
主
張
を
、

当
然
予
想
さ
れ
確
実
に
計
算
さ
れ
得
る
場
合
に
は
、
そ
し
て
正
当
な
る
企
業

　
　
　
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

者
報
酬
が
計
上
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
組
織
変
更
は
云
う
迄
も
な
く
操
磁
来

度
の
変
化
、
合
理
化
、
他
企
業
と
の
結
合
等
予
想
さ
れ
る
全
て
の
変
化
を
考

慮
し
て
、
将
来
期
待
さ
れ
る
利
益
を
計
算
し
、
そ
の
範
囲
内
で
の
企
業
の
最

大
の
用
役
可
能
性
を
決
定
し
、
そ
の
価
値
を
測
定
す
る
見
解
と
し
て
理
解
す

る
も
の
で
あ
り
、
又
か
く
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
彼
の
国
民
経
済

的
な
立
場
が
一
貫
し
て
把
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
（
註
1
）
　
片
岡
義
雄
、
企
業
評
価
に
お
け
る
将
来
純
利
益
の
推
算
、
企
業
会
計
一

　
　
　
九
五
七
年
五
月
号
八
頁
。

，
（
註
2
）
国
・
q
D
筈
ヨ
巴
魯
二
号
…
∪
冨
⇔
d
餌
①
日
㎝
目
㎝
。
・
国
冨
目
尋
巨
α
q
・
。
D
』
O
～
ω
・
自
噂
及

　
　
　
び
。
。
為
メ

　
（
註
3
）
冨
』
』
9
舞
暮
…
誤
①
鼠
①
量
野
⇔
冨
㎝
。
。
ミ
露
－
穿
葺
け
け
。
冨
轟
ぎ
跨
ぎ
①
ロ

　
　
　
飢
①
H
d
三
Φ
ヨ
9
目
轟
㎝
。
・
げ
睾
臼
言
お
』
9
ド
切
‘
H
O
置
・
ω
・
ま
。
。
・

　
（
註
4
）
図
．
竃
些
。
重
三
。
羽
∪
霞
≦
。
冨
畠
①
同
d
巨
①
目
。
ゲ
目
巨
α
q
巴
㎝
o
き
N
。
。
・
・
ω
ひ
ど

　
　
　
Q
Q
．
刈
ピ

　
（
註
5
）
　
囚
・
竃
巴
霞
。
三
自
…
助
・
勲
O
・
”
9
0
㎝
及
び
国
・
冒
昌
器
…
∪
δ
切
¢
ω
鼠
舅
ヨ
魯
G
q

　
　
　
亀
。
・
・
N
昂
自
口
ま
㎝
8
男
。
ぎ
。
誉
H
お
ω
げ
9
幽
霞
d
巨
。
≡
筈
ヨ
蛋
ロ
α
q
ω
ぴ
。
蓄
誹
暮
竪
N
卜
切
．
Ψ

　
　
　
岡
O
㎝
劇
・
ω
．
H
ひ
O
・

　
　
　
　
例
外
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
J
・
リ
ー
ブ
ル
の
見
解
で
あ
る
。
彼
は

　
　
　
利
益
課
税
を
含
め
た
額
を
も
つ
て
計
算
を
行
う
こ
と
を
主
張
す
る
。
団
・
募
？

　
　
　
げ
日
曽
暮
…
麟
・
．
欝
O
謬
Q
。
・
盟
参
照
。

　
（
註
6
）
　
囚
・
寓
亀
母
。
三
自
…
臼
・
9
・
O
・
u
ω
ひ
ひ
及
び
冨
・
男
・
ド
9
ヨ
睾
ロ
…
曽
・
僧
・
O
・
・
ω
・

　
　
　
心
ひ
刈
●

　
（
註
7
）
　
国
・
ω
。
『
日
巴
魯
冨
。
汀
9
。
・
暫
・
O
・
噸
q
n
卜
H
～
Q
。
・
題
参
照
。
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シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

　
　
趨
勢
線
と
し
て
把
え
た
将
来
利
益
か
ら
企
業
価
値
計
算
を
行
う
こ
と
に
つ

　
　
い
て
は
、
片
岡
博
士
が
次
の
論
文
で
秀
れ
た
見
解
を
展
開
し
て
お
ら
れ
る
。

　
片
岡
義
雄
、
収
益
価
値
に
よ
る
企
業
の
評
価
、
企
業
会
計
一
九
五
六
年
九
月

　
号
、
三
五
一
四
一
頁
。

（
註
8
）
　
竃
・
即
日
魯
暴
暮
甲
9
・
P
O
‘
匂
。
●
鼻
ひ
○
。
～
ω
・
ω
ひ
P
及
び
困
・
7
｛
亀
霞
。
三
。
N
…
9
。
・

　
勲
O
ご
Q
D
●
ひ
8

（
註
9
）
　
国
こ
。
冨
ω
“
9
。
・
P
O
・
曽
Q
D
・
嵩
ひ
及
び
国
・
Q
Q
爵
ヨ
巴
①
昌
冨
畠
w
ρ
ρ
O
・
Ψ
ω
・
幽
。
。
～

　
Q
Q
．
軽
P

（
註
m
）
　
国
．
Q
Q
爵
壽
8
昌
8
汀
9
。
．
9
。
・
9
”
ω
．
g
。
メ
Q
。
」
。
。
魏
』
㎝
●

（
註
1
1
）
　
困
●
寓
巴
霞
。
乱
。
碧
P
騨
．
O
‘
。
Q
』
c
。
～
q
。
●
O
ρ

（
註
1
2
）
国
こ
。
轟
2
田
沢
α
Q
Φ
b
⇔
①
暮
蒔
毒
σ
・
N
日
閑
婁
ぎ
ヨ
毒
α
Q
畠
①
ω
＜
①
蒔
9
冨
藷
幕
ω

　
ぎ
ロ
q
艮
。
旨
。
7
ヨ
巨
α
q
①
ロ
・
Q
D
・
憩
ド
～
Q
。
』
ゆ
．
及
び
N
類
引
言
畠
忌
9
窪
冒
簿
げ
。
島
貯

　
ぴ
臥
幽
霞
［
ぎ
①
巨
警
目
巨
㎝
。
・
び
①
蓄
詳
琶
。
Q
・
N
・
h
・
劇
‘
ピ
絵
。
ω
●
鷺
。
。
．
参
照
D

（
註
1
3
）
　
舅
・
じ
U
．
O
o
目
。
…
P
P
O
ご
ω
．
同
H
O
～
q
Q
’
目
c
O
“
q
Q
●
H
卜
3
H
～
ω
．
団
口
．

（
註
1
4
）
　
国
◎
。
D
多
ヨ
9
♂
昌
冨
筈
…
9
。
．
9
．
P
ω
曾
脳
。
。
●

（
四
）

　
次
に
我
々
は
企
業
価
値
計
算
の
第
二
の
主
要
要
因
た
る
資
本
還
元
利
子
率

を
問
題
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
小
さ
な
差
異
も
計
算
の
結
果

を
非
常
に
異
な
ら
し
め
る
が
故
に
、
そ
の
決
定
は
重
要
で
あ
る
が
、
此
処
で

も
種
々
多
様
な
見
解
が
存
在
す
る
。

　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
よ
れ
ば
「
出
発
．
点
と
な
る
の
は
同
種
企
業
の
現

在
の
状
況
の
下
で
期
待
し
得
る
有
効
利
子
（
国
自
①
評
け
一
く
N
一
昌
Q
p
）
で
あ
り
、
…
…

用
い
ら
る
べ
き
還
元
利
子
率
は
第
一
に
現
在
の
資
本
市
場
の
諸
関
係
に
依
拠

し
、
第
二
に
企
業
形
態
、
企
業
規
模
及
び
そ
の
事
業
分
野
（
O
①
。
。
畠
讐
N
≦
轟
①
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
関
す
る
当
該
企
業
の
特
別
な
る
諸
関
係
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
。
L
　
の
で
あ

っ
て
、
同
じ
事
業
分
野
の
資
本
市
場
に
お
け
る
平
均
的
な
自
己
資
本
の
利
廻

り
（
国
窪
含
①
）
を
基
準
と
し
て
と
り
、
そ
れ
を
企
業
形
態
及
び
企
業
規
模
に

つ
い
て
修
正
す
る
こ
と
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
企
業
形
態
に
つ
い
て
問
題
と

な
る
こ
と
は
、
そ
の
形
態
に
よ
る
持
分
の
市
場
流
通
（
言
O
ぴ
一
一
一
G
ゆ
9
辞
一
〇
口
）
の
難

易
で
あ
る
。
持
分
が
市
場
流
通
性
を
も
つ
て
い
な
い
こ
と
が
、
そ
の
企
業
に

適
用
さ
れ
る
還
元
利
子
率
を
大
な
ら
し
め
る
こ
と
は
容
易
に
考
え
ら
れ
る
が
、

企
業
規
模
の
利
益
へ
の
影
響
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。
大
経
営
で
は
新
た
な

る
技
術
の
採
用
、
社
会
へ
の
大
な
る
影
響
力
、
利
益
の
安
定
性
、
資
料
蒐
集

の
容
易
さ
等
の
点
で
小
規
模
企
業
よ
り
も
優
位
に
立
ち
、
従
っ
て
弾
力
性
が

乏
し
い
と
云
う
難
点
は
あ
る
に
し
て
も
、
大
体
に
お
い
て
よ
り
低
い
還
元
利

子
率
で
計
算
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
老
母
に
基
ぎ
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
は
「
経
済
の
安

定
し
て
い
た
戦
前
で
は
、
資
本
還
元
利
子
率
の
決
定
に
対
し
て
、
信
頼
し
得

る
最
善
の
デ
ー
タ
を
見
出
す
た
め
の
拠
り
所
は
株
式
相
場
表
（
国
蔦
ω
N
Φ
＃
e

で
あ
っ
た
。
」
　
と
し
て
、
株
式
の
配
当
利
廻
り
か
ら
出
発
し
て
還
元
利
子
率

を
決
定
す
る
。
例
え
ば
下
る
、
そ
の
持
分
が
市
場
に
流
通
し
て
い
な
い
小
企
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坐
臥
の
資
本
還
元
利
子
率
・
は
、

　
回
G
劇
懸
ゆ
遡
θ
恥
体
θ
弊
沸
團
脹
酋
薗
O

　
＼
」
・
直
下
舜
び
膨
舜
㊦
巌
首
串
（
卜
θ
図
O
獣
）

－
㎝
獣

i
H
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
獣

　
勲
串
π
針
酷
画
幅
岡
三
膨
鈷
ぐ
・
豊
年
θ
面
営
ゆ
（
卜
㊦
い
O
獣
）
－
ω
獣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
獣

と
な
る
。
但
し
こ
の
場
合
、
資
本
還
元
利
子
率
に
お
い
て
も
、
分
母
と
な
る

利
益
と
同
様
、
現
在
の
も
の
の
み
な
ら
ず
将
来
の
利
子
率
が
求
め
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
云
う
迄
も
な
い
。
従
っ
て
此
処
で
も
将
来
各
年
度
に

お
け
る
利
子
率
の
発
展
傾
向
が
問
題
と
な
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
（
2
）

「
な
い
。

　
此
処
で
始
め
に
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
か
か
る
利
子
率
の
決
定
が
、
シ
ュ
マ

ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
基
本
的
な
立
場
に
由
来
す
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

　
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
あ
っ
て
は
還
元
利
子
率
の
機
能
は
、
個
別
的
な
企
業

の
利
益
を
一
般
的
な
尺
度
で
比
較
評
価
し
（
㎝
。
ロ
①
邑
巨
§
ロ
）
、
且
つ
利
益
に

は
直
接
現
わ
れ
な
い
個
別
的
な
危
険
の
諸
要
因
を
企
業
価
値
計
算
に
含
ま
し

あ
る
点
に
あ
り
、
そ
の
決
定
は
、
一
般
利
子
（
一
9
一
P
山
①
Q
D
口
ぴ
一
一
〇
『
①
目
　
N
一
H
F
ω
）
1
最

・
も
危
険
の
少
な
い
投
資
の
、
そ
の
時
点
で
期
待
さ
る
べ
き
利
益
率
の
平
均
で

あ
っ
て
、
通
常
は
第
一
級
の
有
価
証
券
（
国
公
債
）
に
対
す
る
有
効
利
子

と
、
そ
の
事
業
分
野
の
利
子
（
げ
円
9
】
P
O
ゲ
①
口
　
　
熔
ぴ
一
一
〇
】
ド
①
目
　
N
一
昌
Q
o
）
と
の
平
均
を
基

　
　
　
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

準
と
し
、
そ
れ
を
販
売
、
生
産
、
購
入
等
の
経
常
的
な
経
営
活
動
に
お
け
る

危
険
、
及
び
企
業
形
態
、
規
模
、
組
織
等
に
関
す
る
「
資
本
危
険
（
図
超
冨
㌍

蔚
ぎ
）
」
等
の
個
別
的
な
要
因
に
つ
い
て
修
正
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
る

が
、
こ
れ
は
彼
の
立
脚
点
た
る
、
企
業
の
立
場
に
お
い
て
使
用
総
資
本
の
評

価
を
問
題
に
す
る
と
云
う
こ
と
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
細
か
い
点
は
別
と
し
て

も
一
応
妥
当
な
も
の
と
云
え
よ
う
。
何
故
な
ら
彼
の
場
合
で
は
、
資
本
は
調

達
の
形
態
に
よ
っ
て
負
担
す
る
危
険
が
異
な
る
が
故
に
異
な
っ
た
利
子
率
を

要
求
す
る
け
れ
ど
も
、
経
営
従
っ
て
社
会
経
済
に
対
す
る
用
役
は
同
質
的
で

あ
り
、
資
本
は
そ
の
中
で
よ
り
価
値
の
大
き
な
用
役
を
求
め
て
競
争
す
る
も

の
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
そ
れ
に
対
応
し
て
評
価
の
基
準
と
し
て
導

入
さ
れ
る
還
元
利
子
率
に
つ
い
て
も
、
社
会
経
済
的
に
最
も
確
実
な
、
そ
し

て
最
も
一
般
的
に
資
本
の
用
役
価
値
を
表
わ
す
も
の
、
即
ち
「
一
定
の
資
本

量
を
有
す
る
一
定
の
国
民
経
済
に
お
い
て
平
均
的
に
獲
得
し
得
る
利
益
を
示

し
、
個
々
の
比
較
に
お
い
て
企
業
資
本
の
価
値
を
測
定
す
る
最
も
］
般
的
な

基
準
」
と
し
て
の
一
般
利
子
が
先
づ
採
ら
れ
る
が
、
企
業
の
立
場
か
ら
す
る

と
き
は
既
に
投
下
さ
れ
て
い
る
資
本
競
争
の
範
囲
は
一
つ
叉
は
い
く
つ
か
の

事
業
分
野
に
限
定
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
当
該
事
業
分
野

の
利
子
率
と
の
平
均
が
出
発
点
と
な
り
、
そ
れ
に
個
別
的
な
危
険
に
応
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

更
に
修
正
を
加
え
て
決
定
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
比
し
て
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
で
は
参
加
信
用
な
る
流
通
形
態
に
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シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

お
け
る
資
本
に
、
拘
束
の
計
算
基
準
を
与
え
る
と
云
う
、
そ
の
企
業
評
価
の

目
的
か
ら
云
っ
て
、
当
然
そ
れ
に
対
応
す
る
還
元
利
子
率
も
自
己
資
本
に
対

す
る
利
益
率
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
彼
が
株
式
の
利
廻
り
を

〃
第
】
の
基
準
と
し
て
採
っ
た
の
は
、
そ
の
基
本
的
な
立
界
に
拠
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
識
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
こ
と
は
又
、
シ
ュ
ー
マ
ン
バ
ッ
ハ
の
利
子
率
決
定
の

方
式
に
対
し
て
疑
問
を
い
だ
か
し
め
る
所
似
で
も
あ
る
。
我
々
の
理
解
し
た

彼
の
基
本
的
な
立
場
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
資
本
還
元
利
子
率
は
、
国
民
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に
お
け
る
全
ゆ
る
種
類
の
参
加
資
本
の
利
益
率
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
従
っ
て
第
一
に
疑
問
と
な
る
の
は
同
じ
事
業
分
野
の
み
を
問
題
と

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ヨ
ー
ナ
ス
が
「
同
じ
事
業
分
野
の
平
均
利
廻
り
か

ら
出
発
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
分
野
全
体
の
成
績
が
悪
い
程
還
元
利
子
率
は

低
く
、
成
績
が
良
い
程
還
元
利
子
率
は
高
く
な
る
の
で
あ
っ
て
、
同
じ
額
の

利
益
を
得
る
と
す
る
と
、
良
好
な
る
利
益
を
得
る
分
野
の
企
業
が
過
小
評
価

．
さ
れ
、
不
良
な
る
分
野
の
企
業
が
過
大
評
価
さ
れ
る
と
云
う
不
当
な
結
果
を

　
　
　
　
　
　
（
5
）

得
る
こ
と
に
な
る
。
」
　
と
指
摘
し
、
レ
ー
マ
ン
も
叉
、
か
か
る
利
子
率
に
よ

る
と
き
に
は
「
比
較
的
競
争
の
激
し
い
分
野
の
収
益
価
値
が
、
競
争
の
少
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

い
分
野
の
企
業
の
そ
れ
よ
り
も
高
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
」
　
と
述
べ
て
い
る

や
う
に
、
こ
れ
は
国
民
経
済
に
お
け
る
全
参
加
資
本
を
、
一
定
の
事
業
分
野

を
こ
え
て
、
よ
り
生
産
的
な
投
資
対
象
に
拘
束
す
る
と
云
う
企
業
評
価
本
来

の
目
的
を
見
失
う
も
の
と
云
え
よ
う
。
私
は
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
立
場

か
ら
す
る
な
ら
ば
、
国
民
経
済
に
お
け
る
全
て
の
企
業
の
自
己
資
本
利
益
率

か
ら
出
発
し
、
そ
し
て
そ
の
事
業
分
野
に
関
し
て
将
来
の
損
益
に
予
測
さ
れ

な
か
っ
た
特
殊
性
は
企
業
形
態
や
規
模
と
同
様
に
、
そ
の
基
準
の
利
子
率
に

加
減
す
る
こ
と
に
よ
り
顧
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
疑
問
は
自
己
資
本
利
益
率
（
厳
密
に
は
全
ゆ
る
租
税
公
課
を
差
し

引
い
た
後
の
利
益
率
）
か
ら
で
は
な
く
て
、
株
式
の
配
当
利
廻
り
を
基
準
と

し
て
採
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
参
加
の
本
質
は
企
…
業
の
全
ゆ
る

価
値
変
化
に
関
係
す
る
と
云
う
点
に
あ
り
、
従
っ
て
対
象
と
な
る
利
益
は
一

営
業
年
度
に
お
い
て
得
ら
れ
た
全
利
益
で
あ
っ
て
、
配
当
さ
れ
る
か
否
か
に

は
無
関
係
な
も
の
で
あ
る
。
他
方
も
う
一
つ
の
決
定
要
因
た
る
株
式
市
価
は

経
営
政
策
上
の
、
叉
市
場
に
お
け
る
投
機
的
な
要
因
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
あ
っ
て
、
配
当
利
廻
り
と
自
己
資
本
利
益
率
と
は
一
致
す
る

も
の
で
は
な
く
、
た
と
え
し
た
と
し
て
も
そ
れ
は
偶
然
的
な
も
の
で
し
か
な

い
の
で
あ
る
。

　
更
に
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
経
営
に
お
け
る
資
本
叉
は
資

産
の
構
成
（
囚
O
昌
Q
D
榊
一
興
研
け
一
〇
一
P
）
の
差
異
を
利
子
率
に
お
い
て
考
慮
す
る
こ
と
で

あ
る
。
利
益
及
び
企
業
規
模
、
形
態
、
分
野
等
の
他
の
条
件
が
等
し
い
と
し

て
も
、
個
々
の
経
営
に
お
い
て
各
資
産
及
び
資
本
問
の
構
成
が
異
な
る
と
き

に
に
企
業
の
価
値
は
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
メ
レ
ロ
ヴ
イ
ッ
ッ
は
、

一178一



そ
の
事
業
分
野
全
体
と
当
該
企
業
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
各
種
経
営
比
率
を
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

出
し
、
そ
の
差
額
か
ら
資
本
還
元
利
子
率
を
修
正
す
る
こ
と
を
提
起
し
、
レ

ー
マ
ン
も
又
還
元
利
子
率
の
「
財
務
上
の
危
険
追
加
（
暫
碧
・
三
昌
ω
。
冨
h
岳
爵
。
・

郎
巨
犀
o
N
口
。
・
o
匡
9
α
q
）
は
一
つ
に
は
、
投
資
の
場
合
に
、
ど
の
程
度
に
参
加
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
依
拠
す
る
。
」
　
と
し
て
資
本
構
成
を
利
子

率
を
通
じ
て
企
業
価
値
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
シ
ェ
マ
ー

レ
ン
バ
ッ
ハ
に
あ
っ
て
も
流
動
比
率
が
企
業
価
値
に
影
響
す
べ
き
こ
と
を
説

く
が
、
こ
の
場
合
に
は
そ
れ
は
前
二
者
と
は
異
な
っ
て
流
動
資
産
と
流
動
負

債
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
常
在
高
（
ワ
例
O
円
巨
㊤
一
］
W
①
q
自
臼
陣
】
P
山
①
）
を
算
定
し
、
そ
れ
と

そ
の
企
業
の
実
際
の
在
高
を
比
較
し
て
、
資
産
側
の
余
剰
分
を
企
業
価
値
に

加
え
、
負
債
側
の
余
剰
分
を
企
業
価
値
か
ら
減
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
評
価
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

，
算
に
こ
の
要
因
を
導
入
す
る
方
法
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
資
本
や
資
産
の
構
成
、
特
に
流
動
比
率
・
、
固
定
比
｛
率
、
資
本
構
成
等
は
、

直
接
に
は
損
益
に
結
び
つ
か
な
い
企
業
価
値
の
規
定
要
因
で
あ
る
が
そ
の
企

業
の
個
別
性
を
表
わ
す
と
い
う
意
味
で
は
企
業
形
態
や
規
模
と
同
じ
性
格
を

・
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
企
業
価
値
に
最
終
的
に
加
減
し
て
顧
慮
す
る
理
由

は
な
い
。
従
っ
て
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
提
案
の
不
完
全
さ
か
ら
い
っ
て

も
、
還
元
利
子
率
に
お
い
て
顧
慮
す
る
こ
と
の
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
　
（
註
1
）
　
国
．
匂
D
葺
日
幕
昌
冨
。
汀
暫
．
騨
O
．
層
ω
』
ρ

　
　
　
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

（
註
2
）
　
図
・
ω
畠
日
戸
♂
嘗
舘
ど
鉾
P
O
●
矯
匂
。
．
α
O
・
～
ω
．
器
．
及
び
囚
．
疏
薄
¢
お
三
自
届
・

　
　
鴬
。
・
0
3
q
D
・
c
。
刈
・
参
照
。

（
註
3
）
　
囚
・
寓
色
臼
。
註
。
叔
P
9
。
・
O
・
”
ω
・
謡
・
～
q
D
・
Q
。
卜
。
・
及
び
岡
・
日
碧
パ
日
碧
ロ
…
簿
聾
・

　
　
O
‘
ω
・
誤
．
～
。
。
●
総
●
参
照
。

（
註
4
）
　
「
最
適
有
効
値
」
や
「
資
本
、
信
用
及
び
利
子
」
で
展
開
さ
れ
た
シ
ュ

　
　
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
利
子
論
か
ら
す
る
と
き
に
は
、
こ
れ
は
、
参
加
信
用
な

　
　
る
流
通
形
態
に
お
い
て
拘
束
を
求
め
る
、
新
た
な
自
由
資
本
の
供
給
と
需
要

　
　
と
が
一
致
す
る
点
－
投
下
さ
れ
ん
と
す
る
資
本
め
最
後
の
一
単
位
か
ら
得

　
　
ら
れ
る
用
役
価
値
と
そ
れ
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
失
わ
れ
る
用
役
価
値
と

　
　
が
一
致
す
る
点
で
決
定
さ
れ
る
利
子
率
、
即
ち
自
由
な
る
参
加
資
本
に
つ
い

　
　
て
予
想
さ
れ
る
限
界
利
子
率
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
そ
れ
は
必
ず

　
　
し
も
現
在
拘
束
さ
れ
て
い
る
参
加
資
本
の
平
均
利
益
率
と
一
致
す
る
も
の
で

　
　
は
な
い
が
、
社
会
経
済
に
お
け
る
平
均
が
、
そ
れ
に
近
い
拘
束
の
尺
度
た
り

　
　
得
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

（
註
5
）
国
．
｝
8
・
2
∪
δ
閑
。
再
三
目
暮
。
・
山
。
。
・
囚
唱
珍
暮
器
2
昌
㎝
・
・
巨
・
h
島
び
g
山
臼

　
　
d
b
8
層
屡
①
げ
目
ロ
ロ
α
q
o
D
び
①
≦
o
詳
＝
口
叩
N
・
唐
｝
W
こ
日
O
帆
八
F
ω
・
晒
O
A
『

（
註
6
）
筈
』
』
①
ぎ
。
巨
…
掌
8
・
♂
鐘
国
詞
冨
。
・
ω
蓄
亭
甲
巨
学
芸
昌
α
・
言
雪
ぎ
窪

　
　
幽
臼
d
巨
①
日
爵
毒
忌
G
q
の
げ
㊦
器
H
言
ロ
中
N
ト
切
‘
日
O
置
・
。
Q
・
ミ
心
．

（
註
7
）
囚
’
竃
巴
。
・
睾
言
舞
・
ρ
。
。
・
。
。
劇
・
～
。
。
・
。
。
帆
・

（
註
8
）
竃
●
菊
』
筈
壽
巨
…
P
ρ
P
Q
D
．
蛤
ω
・

（
註
9
）
国
．
ω
筈
暴
ぎ
げ
き
貫
p
辞
P
q
。
・
刈
。
。
・

（
五
）

上
に
述
べ
て
来
た
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
た
将
来
各
年
度
の
利
益
を
　
♪
サ
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シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

斜
唱
蕊
…
…
3
’
資
本
還
元
利
子
率
を
爵
Ψ
誇
“
凛
…
…
｝
“
そ
し
て
浄
目
H
＋

・
華
・
斎
・
＋
奢
曇
匹
＋
塗
。
・
－
・
－
鴫
－
＋
詐
・
当
該
企
業
の
清

算
価
値
を
ト
、
求
め
る
企
業
価
値
を
ミ
と
す
る
と
、

　
（
1
）
　
競
争
危
険
を
顧
慮
し
な
い
と
き
の
企
業
価
値

　
　
『
一
陣
＋
肉
・
・
＋
　
劇
　
＋
…
：
　
斜
　
　
＋
　
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
．
ゆ
b
⊃
．
鴫
ω
　
　
　
　
　
浄
璽
喝
b
。
．
．
．
．
．
．
心
§
　
　
津
．
Q
b
⊃
．
．
．
．
．
．
唖
§

　
　
　
　
S

　
　
　
　
　
　
＄
．
Q
b
。

　
　
今
雷
“
、
b
。
u
詮
…
…
1
1
℃
§
月
℃
伴
叫
び
F
＄
H
詮
1
1
喝
ω
・
　
・
1
1
ゆ

　　

E
ミ
↓
＋
蠣
・
噛
・
…
－
噛
＋
部
…
…
・
…
…
…
已

　
　
週
鈎
“
幽
1
1
幽
1
1
…
…
1
1
斜
“
肉
伴
呼
び
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H

　　

?
塩
ｽ
卍
）
＋
†
中
．
葛
溜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H

　
　
魯
∩
き
一
β
瀧
◇
パ
剰
一
。
伴
亡
く
伴

　　

~
」
恥
－
調
。
。
…
…
－
…
…
・
…
…
－
－
…
・
三
・
・
）

　
　
週
（
ヒ
斗
d
卜
“
ミ
伴
旧
く
陛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H

　
　
『
－
『
』
H
－
剰

　
　
　
　
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
l
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H

　　

q
斗
）
墨
、
胴

　
　
『
一
－
碧
。
。
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
●
…
…
…
…
…
…
■
．
（
ω
）

　
　
　
　
　
℃

　
将
来
各
年
度
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
利
益
と
利
子
率
と
が
一
定
で
あ
る
と

・
す
る
と
（
企
業
の
存
続
期
聞
を
無
限
大
と
す
る
か
、
或
い
は
清
算
価
値
が
現

在
の
収
益
価
値
に
等
し
い
と
仮
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
通
常
還
元
計
算
で
用

い
ら
れ
る
（
2
）
・
（
3
）
の
簡
単
な
式
に
よ
り
企
業
価
値
を
求
め
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
（
皿
）
　
競
争
危
険
を
顧
慮
す
る
場
合
の
企
業
価
値

　
こ
の
場
合
で
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
競
争
危
険
を
考
え
な
い
と
ぎ
の

収
益
価
値
の
他
に
そ
の
企
業
の
実
物
価
値
が
計
算
の
一
要
因
と
し
て
求
め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
実
物
価
値
は
企
業
を
形
造
る
個
々
の
実
物
資
産
の
再
生
産
原
価
の
総
計
で

あ
る
が
、
そ
の
決
定
に
お
い
て
先
ず
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

企
業
の
生
き
た
組
織
（
ざ
げ
自
象
σ
q
臼
。
お
・
巳
。
・
琶
目
ω
）
を
創
り
上
げ
る
に
要
す
る

再
生
産
原
価
で
あ
る
。
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
よ
れ
ば
「
競
争
が
増
大
す

る
か
否
か
は
、
企
業
の
内
外
の
組
織
の
再
生
産
原
価
を
も
含
め
た
全
体
の
実

物
価
値
が
収
益
価
値
に
一
致
す
る
か
否
か
に
よ
る
」
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ

れ
が
確
実
に
計
算
さ
れ
る
と
す
る
と
企
業
評
価
上
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
で

あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
「
か
か
る
組
織
は
戦
評
の
間
に
形
造
ら
れ
る
も
の

で
あ
っ
て
…
…
企
業
経
営
の
原
価
叉
は
費
用
の
中
の
如
何
な
る
部
分
が
、
か

か
る
組
織
の
創
造
に
帰
せ
し
め
ら
れ
る
か
は
明
か
で
は
な
い
。
ト
そ
れ
故
財

産
と
考
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
コ
経
営
の
財
産
対
象
と
し
て
評

価
す
る
に
は
最
も
不
確
実
な
も
の
で
あ
り
」
企
業
評
価
の
場
合
に
は
こ
れ
を

除
き
、
具
体
的
な
確
実
に
評
価
し
得
る
対
象
の
価
値
を
求
め
る
こ
と
で
満
足
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（
2
）

す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
も
叉
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
と
同

様
「
個
々
の
墨
堤
は
設
備
に
対
す
る
再
生
産
原
価
は
測
定
し
得
る
け
れ
ど
も

一
企
業
全
体
の
再
生
産
原
価
の
評
価
は
不
可
能
で
あ
る
。
何
故
な
ら
経
営
の

組
織
価
値
は
そ
の
大
部
分
が
経
営
過
程
に
お
い
て
形
成
さ
れ
、
し
か
も
経
営

組
織
者
の
個
人
的
能
力
の
拠
る
所
が
大
な
る
故
に
そ
の
原
価
を
厳
密
に
計
算

・
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
　
と
し
て
、
一
企
業
の
実
物
価
値
は

そ
れ
を
形
造
る
具
体
的
な
、
個
々
の
財
の
再
生
産
原
価
か
ら
な
る
、
部
分
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

生
産
原
価
（
弓
。
貯
①
鷹
＆
鼻
臼
ざ
冨
ざ
の
8
ロ
≦
①
邑
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
あ
っ
て
は
企
業
の
再
生
産
原
価
は
企
業
の
稀
少

性
閾
一
競
事
企
業
無
出
現
閾
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
実
物

価
値
の
意
味
は
、
同
じ
能
力
の
企
業
が
創
ら
れ
得
る
最
低
の
原
価
を
示
す
も

の
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
り
、
そ
れ
故
そ
れ
は
予
測
し
得
る
企
業
の
再
生
産

原
価
の
下
限
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
経
営
活
動
を
経
て
漸
次
築
き

上
げ
ら
れ
て
行
く
組
織
価
値
の
再
生
産
原
価
の
計
算
は
極
め
て
困
難
で
あ
る

と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、
仮
に
計
算
し
得
た
と
し
て
も
他
の
具
体
的
な
資
産
と

ほ
異
な
っ
て
、
個
々
の
企
業
に
よ
っ
て
著
る
し
く
異
な
る
が
故
に
、
最
少
限

度
必
要
な
創
業
費
、
開
発
費
及
び
有
償
で
取
得
せ
る
所
謂
派
生
的
営
業
価
値

（
騎
目
訂
斗
①
O
。
・
。
。
茎
h
暑
①
昌
）
は
別
と
し
て
、
稀
少
性
閾
－
競
孚
企
業
無
出

現
閾
と
し
て
の
実
物
価
値
に
算
入
さ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

　
更
に
実
物
価
値
計
算
に
お
い
て
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
経

営
に
必
要
で
な
い
資
産
　
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
所
謂
自
由
資
本
の
評

価
で
あ
る
。
こ
れ
は
拘
束
資
本
と
は
異
な
っ
て
既
に
経
営
に
お
い
て
何
等
の

目
的
規
定
を
も
見
出
し
得
ず
、
企
業
の
用
役
に
は
寄
与
す
る
こ
と
の
な
い
資

産
部
分
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
当
然
稀
少
性
閾
　
　
競
孚
企
業
無
出

現
閾
と
し
て
の
企
業
の
実
物
価
値
の
算
入
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
シ
ュ
マ

ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
何
等
述
べ
て
い
な
い
が
、
通
常
の
見

解
は
処
分
価
格
（
＝
平
海
9
江
8
ω
蓄
昌
）
を
も
っ
て
評
価
し
、
最
終
的
に
企
…
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

価
値
に
追
加
す
る
方
法
を
採
っ
て
い
る
。

　
さ
て
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
あ
っ
て
は
、
競
孚
危
険
を
顧
慮
す
る
と
き

の
企
業
価
値
の
測
定
は
、
か
か
る
考
慮
の
下
で
決
定
さ
れ
た
笑
物
価
値
の
自

己
資
本
に
照
応
す
る
部
分
i
レ
ー
マ
ン
の
所
謂
準
自
己
資
本
額
（
ρ
上
巴

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

田
σ
Q
窪
訂
豆
邑
噸
畠
①
）
と
、
前
に
測
定
し
た
競
争
危
険
を
顧
慮
し
な
い
収
益
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

値
と
を
も
っ
て
、
次
の
如
き
計
算
手
続
き
に
よ
り
行
わ
れ
る
。

　
今
一
企
業
の
将
来
の
各
年
度
の
利
益
が
二
十
万
マ
ル
ク
、
還
元
利
子
率
を

司
○
％
と
す
る
と
、
企
業
の
存
続
期
間
が
無
限
大
と
仮
定
さ
れ
る
と
き
に
は
、

競
争
危
限
を
顧
慮
し
な
い
と
き
の
企
業
の
収
益
価
値
は
、
二
〇
〇
万
マ
ル
ク
。

そ
し
て
更
に
そ
の
企
業
の
実
物
価
値
を
一
六
〇
万
マ
ル
ク
と
す
る
と
、
企
業

価
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
如
く
に
計
算
さ
れ
る
。

　
1
、
中
位
価
値
法
（
冒
一
臼
酔
O
一
≦
「
①
目
臼
－
く
①
目
旨
3
目
O
口
）
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シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
踏
に
関
す
る
一
考
察

　
　
（
ト
り
”
O
O
O
Ψ
O
O
O
⊥
T
H
曽
ひ
O
O
w
O
O
O
）
・
卵
－
ど
。
・
β
。
。
。
霞

　
π
、
ブ
リ
ッ
ツ
法
（
＜
①
目
密
げ
吋
①
口
く
O
胡
国
目
一
丁
N
）

　
こ
れ
は
将
来
の
利
益
を
二
つ
に
分
か
ち
、
一
つ
を
実
物
価
値
に
対
す
る
正

・
常
利
益
、
　
一
つ
を
競
争
危
険
を
負
担
す
べ
き
余
剰
の
利
益
で
あ
る
と
考
え
て
、

，
後
者
を
よ
り
高
い
特
別
な
る
利
子
率
に
よ
り
還
元
計
算
す
る
方
法
で
あ
る
。

今
そ
の
余
剰
の
利
益
に
対
す
る
特
別
の
還
元
利
子
を
一
二
％
と
す
る
と
、

　
　
㌍
ひ
O
ρ
0
8
∪
言
θ
H
O
獣
…
…
H
ひ
ρ
O
O
O
U
富

　
　
　
蘂
齢
審
重
き
び
饅
躰
…
…
ト
コ
O
ρ
O
O
O
U
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
慧
…
…
曲
ρ
O
O
O
U
冨

博
㊦
ら
ρ
8
0
∪
冒
蒔
H
卜
。
獣
d
磁
卸
理
覇
↓
ぴ
伴
：
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
：
・
：
Q
o
ら
。
ら
。
鴇
g
。
Q
。
Q
。
∪
竃

　
．
ひ
ρ
。
㈹
㏄
×
ド
。
。
↑
満
曹
工
区
）
…
…
ま
。
ρ
。
。
。
∪
蜜
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
ゆ
ω
即
g
。
Q
。
ω
望
≦

　
皿
、
資
本
還
元
剰
余
価
値
　
　
企
業
価
値
と
実
物
価
値
と
の
差
額
　
　
を

　
　
償
却
す
る
方
法

　
こ
れ
は
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
が
堤
唱
し
、
「
最
も
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
・

る
」
と
す
る
方
法
で
あ
る
。
競
争
危
険
を
顧
慮
す
る
と
き
に
は
収
益
価
値
は
、

予
測
さ
れ
て
い
る
将
来
利
益
が
尚
底
下
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
故
に
、
実
際

あ
る
べ
き
よ
り
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
方
法
で
は
そ

れ
は
、
企
…
業
の
全
設
備
資
産
の
価
値
が
経
営
過
程
を
通
じ
て
上
昇
し
て
い
る

に
も
拘
ら
ず
、
尚
減
価
償
却
が
当
初
の
基
準
に
よ
っ
て
過
少
に
、
従
っ
て
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
・
H
O
一
〇
●
9
］
．
O

　
　
　
・
、
。
韮
「
。
輩
此
の
式
か
ら
、
求
め
・
羽
慣
値
は
、

　
　
閑
1
1
H
り
O
Q
心
8
刈
ひ
夢
∪
］
≦

　
こ
れ
ら
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
既
に
第
二
節
に
お
い
て
、
よ
り
基
本
的
な

観
点
か
ら
す
る
批
判
を
紹
介
し
、
疑
問
点
を
指
摘
し
た
か
ら
、
此
処
で
は
そ

れ
以
上
に
こ
れ
を
問
題
に
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
越
後
二
者
に
つ
い
て
メ

レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
、
剰
余
利
益
の
還
元
利
子
率
及
び
償
却
率
の
決
定
が
恣
意

的
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
理
論
的
に
何
等
の
説
明
も
な
さ
れ
て
い
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

が
過
大
に
測
定
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
そ
し
て
求
め
る
企
業
価

値
と
実
物
価
値
と
の
差
額
だ
け
設
備
資
産
の
価
値
が
上
昇
し
て
い
る
も
の
と

し
、
そ
れ
を
更
に
償
却
す
る
こ
と
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
利
益
を
将
来
実
際
に

得
ら
れ
る
利
益
と
考
え
て
、
企
業
価
値
を
計
算
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
今
そ

の
償
却
率
を
一
〇
％
（
但
し
定
額
法
）
、
求
め
る
企
業
価
値
を
図
と
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
一
同
ひ
O
O
O
O
O

　
　
　
　
（
卜
、
8
0
0
0
1
H
o
．
　
同
o
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
H
●
同
9
。
1
H
）

　
　
図
1
1
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（
註
1
）
　
国
．
。
Q
筈
日
曽
冨
昌
冨
。
貫
国
．
国
．
O
．
w
ω
．
ま
．

（
註
2
）
国
．
。
。
丁
目
巴
。
嘗
。
。
。
汀
暫
．
曽
．
P
q
。
．
ひ
劇
．
～
ω
．
ひ
u
．

（
註
3
）
　
囚
’
竃
亀
。
δ
三
自
…
窓
・
O
・
”
。
。
●
。
。
Q
。
．
～
q
∩
．
。
。
P

〈
註
4
）
　
囚
・
ヨ
亀
。
容
三
自
…
臼
・
帥
・
O
・
聰
Q
D
・
お
・
及
び
冨
・
切
・
H
聾
目
碧
貸
臣
8
膏
島
①
同

　
　
国
目
窪
鷲
9
㎝
o
D
・
国
円
ヨ
匿
臼
巴
ロ
冨
α
Q
一
当
［
切
帥
げ
員
δ
昌
臣
O
円
d
目
“
o
門
昌
O
酎
罠
日
目
σ
q
ω
7
0
ミ
Φ
轟
ロ
ロ
㎝
・
N
・
h

　
　
閑
6
H
O
置
．
q
n
．
石
田
と
剛
㎝
。
巨
。
艮
。
9
ロ
巳
。
・
鋒
N
①
h
貯
島
。
⇔
d
Φ
蓄
『
ε
護
σ
Q
彗
N
魯

　
　
工
具
臼
冨
昏
言
巨
α
q
窪
・
N
．
h
切
●
Ψ
H
O
訟
・
g
D
・
コ
．
参
照
。

（
註
5
）
竃
』
』
。
ぎ
⇔
巨
…
国
』
6
・
”
ω
●
ひ
p

〈
註
6
）
．
国
・
。
n
畠
目
9
。
♂
口
匿
。
卸
P
曽
．
ρ
矯
ω
●
ひ
9
～
q
Q
・
虞
・
参
照
Q

（
註
7
）
国
・
竃
色
。
呂
三
。
・
…
ρ
…
O
・
も
・
o
心
・
～
。
，
・
o
u
・
参
照
Q

（
六
）

　
し
か
し
な
が
ら
周
知
の
よ
う
に
企
業
評
価
は
上
に
述
べ
て
来
た
よ
う
に
企

業
の
利
益
が
存
す
る
と
き
、
或
い
は
そ
れ
が
予
測
し
得
る
と
き
に
の
み
問
題

と
な
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
お
い
て
も
こ
れ
ら

の
主
要
な
方
法
に
加
え
て
、
利
益
の
還
元
計
算
が
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
に

適
応
さ
る
べ
き
補
助
的
な
計
算
方
法
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
此
処

で
は
そ
れ
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
1
、
シ
ュ
ネ
ッ
ト
ラ
ー
の
申
刀
法

　
こ
れ
は
過
去
に
お
い
て
も
将
来
に
お
い
て
も
、
減
価
償
却
費
を
カ
ヅ
ァ
ー

す
る
に
充
分
な
る
収
益
を
上
げ
得
な
い
が
尚
存
続
す
る
、
企
業
を
評
価
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
適
応
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ネ
ッ
ト
ラ
ー
は
、

　
　
　
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

か
か
る
と
き
に
は
設
備
資
産
自
体
の
価
値
が
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
に
対
し
て
当
初
の
基
準
に
よ
る
減
価
償
却
を
計
上
す
る
こ
と
は
誤
り
で

あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
償
却
前
利
益
が
零
な
ら
ば
そ
の
企
業
の
収
益
価
値

は
零
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
そ
の
利
益
は
減
価
償
却
と
資
本
へ
の
計

算
利
子
と
に
配
分
さ
れ
る
。
今
そ
の
償
却
前
の
利
益
を
一
〇
万
マ
ル
ク
、
基

本
と
な
る
利
子
率
を
八
％
、
減
価
償
却
率
を
一
〇
％
、
必
要
流
動
資
産
を
二

〇
万
マ
ル
ク
、
設
備
資
産
価
値
を
X
と
す
る
と
、

　
　
・
。
ρ
。
。
。
－
H
竈
＋
（
※
十
ト
り
O
O
Ψ
O
O
O
　
　
　
　
］
．
O
O
）
・
。
・

　
　
　
　
●
．
・
固
1
1
心
ひ
ρ
O
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
診
糠
自
蒔
弼
ま
ひ
0
8
＋
卜
。
0
8
8
腫
ひ
ひ
ひ
0
8
∪
竃

　
皿
、
給
付
単
位
に
基
く
評
価
法

　
こ
れ
は
利
益
の
測
定
が
全
く
不
可
能
で
あ
る
と
き
に
採
ら
れ
る
方
法
の
一

つ
で
あ
っ
て
、
利
益
か
ら
で
は
な
く
企
業
の
給
付
、
つ
ま
り
生
産
叉
は
販
売

の
量
（
額
）
か
ら
企
業
を
評
価
せ
ん
と
す
る
方
法
で
あ
る
が
、
　
（
1
）
そ
の

事
業
分
野
に
お
け
る
給
付
量
と
利
益
と
の
一
般
的
な
比
率
か
ら
、
当
然
に
得

ら
れ
る
べ
き
利
益
を
も
と
め
て
還
元
計
算
す
る
方
法
と
、
　
（
2
）
既
に
価
値

の
判
明
し
て
い
る
企
業
の
給
付
量
と
の
比
較
か
ら
計
算
す
る
方
法
と
が
あ
る
。

但
し
こ
の
と
き
に
は
、
そ
の
事
業
分
野
に
お
い
て
近
親
性
あ
る
企
業
が
多
く

存
す
る
こ
と
。
叉
企
業
評
価
が
容
易
に
行
わ
れ
る
基
盤
、
即
ち
持
分
や
企
業

の
取
引
が
屡
々
行
わ
れ
る
環
境
の
存
す
る
こ
と
。
更
に
厳
密
に
は
、
比
較
さ
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シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

れ
る
企
業
で
は
、
同
じ
原
価
諸
関
係
を
も
つ
て
計
算
さ
れ
、
同
じ
販
売
原
価

叉
は
販
売
価
格
を
有
す
る
こ
と
。
及
び
存
続
期
間
が
等
し
い
こ
と
。
等
が
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

要
な
る
条
件
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
方
法
は
補
助
手
段
と

し
て
の
意
味
し
か
も
っ
て
お
ら
ず
、
企
業
評
価
の
本
質
は
飽
迄
も
収
益
価
値

計
算
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
註
1
）
　
ω
親
拝
卑
二
①
コ
U
①
同
切
①
巳
①
ゲ
。
・
三
詳
ω
。
訂
恥
臣
。
訂
N
冨
の
・
H
O
9
。
H
・
Q
Q
・
鶉
・
～
q
D
・
切
c
Q
・

　
　
　
及
び
国
．
。
D
畠
ヨ
巴
8
冨
。
汀
P
P
O
．
”
ω
・
謎
・

　
（
註
2
）
国
●
ω
。
ぎ
幕
暮
き
ど
曽
6
・
ρ
。
D
為
。
。
●
～
q
。
．
。
。
ρ

（
七
）

　
以
上
我
々
は
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
企
業
評
価
論
を
、
他
の
若
干
の
文

献
を
参
照
し
つ
つ
、
概
観
し
、
検
討
を
加
え
て
来
た
。
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ

ハ
は
企
業
評
価
を
、
参
加
信
用
と
云
う
流
通
形
態
を
と
る
資
本
を
、
よ
り
生
産

的
に
拘
束
す
る
た
め
の
基
準
を
与
え
る
計
算
手
続
き
と
し
て
把
え
、
従
っ
て

全
体
経
済
的
な
観
点
に
お
け
る
企
業
の
自
己
資
本
評
価
の
問
題
と
し
て
理
解

し
、
そ
し
て
企
業
の
価
値
を
そ
の
将
来
の
用
役
価
値
i
将
来
の
利
益
に
拠

ら
し
め
る
こ
と
か
ら
出
発
し
た
の
で
あ
る
が
、
反
面
可
及
的
計
算
の
確
実
性

を
得
ん
と
す
る
傾
向
は
、
将
来
利
益
の
測
定
を
過
去
の
資
料
に
基
い
て
比
較

利
益
を
決
定
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
に
な
り
、
叉
競
争
危
険
を
問
題
に

す
る
と
き
に
は
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
収
益
価
値
を
求
め
な
が
ら
も
、
企
業

価
値
を
実
物
価
値
と
競
争
危
険
を
顧
慮
し
な
い
と
き
の
収
益
価
値
と
の
二
つ

の
要
因
か
ら
計
算
す
る
こ
と
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
我
々
が
既
に
見
て
来
た

よ
う
に
、
必
ず
し
も
疑
問
の
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら

の
点
は
ま
さ
に
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
評
価
論
の
特
徴
を
示
す
も
の
と

云
え
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
「
理
論
化
さ
れ
た
実
務

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

（
爵
8
目
①
。
・
§
8
層
9
駐
）
」
　
と
し
て
大
な
る
価
値
を
有
す
る
と
評
す
る
よ
う
に
、

シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
理
論
の
実
際
的
な
側
面
を
物
語
る
も
の
で
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
更
に
重
要
な
こ
と
は
企
業
評
価
論
に
お
い
て
も
、
物
（
Q
∩
碧
げ
Φ
）

の
価
値
は
そ
の
用
役
性
と
稀
少
性
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
と
す
る
価
値
論
に
基

い
て
、
国
民
経
済
的
な
観
点
か
ら
理
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

国
民
経
済
に
お
け
る
限
定
さ
れ
た
量
の
資
本
を
よ
り
生
産
的
に
拘
束
す
る
こ

と
を
企
業
財
務
活
動
の
重
要
な
る
課
題
と
す
る
思
考
は
、
我
々
が
前
に
考
察

し
た
「
資
本
信
用
及
び
利
子
」
に
お
け
る
見
解
と
も
連
な
る
も
の
で
あ
り
、

シ
ェ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
企
業
財
務
論
の
秀
れ
た
特
徴
を
示
す
も
の
と
云
わ
な

け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
註
1
）
　
閑
・
竃
Φ
頴
二
三
。
貸
P
9
。
・
O
ご
Q
α
・
H
心
O
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
八
・
一
一
・
一
九
稿
）
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資
料

複
会
計
制
度
研
究
ノ
ー
ト

－
I
i
複
会
計
制
度
に
お
け
る
費
用
概
念
1

上

村

久

雄

　
小
稿
は
、
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
会
計
学
研
究
の
一
駒
と
し
て
、
複
会
計
制
度

に
つ
い
て
若
干
の
憐
察
を
試
み
た
さ
い
、
問
題
意
識
に
の
ぼ
っ
た
副
題
の
点

に
つ
い
て
、
日
頃
脳
裡
に
う
か
ん
で
い
る
さ
さ
や
か
な
思
考
の
過
程
を
あ
え

て
未
定
稿
の
ま
ま
提
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
文
字
ど
お
り
筆
者
に
と
っ
て

の
｝
覚
書
に
す
ぎ
な
い
。

　
一
　
複
会
計
制
度
に
お
い
て
行
わ
れ
る
費
用
計
算
（
し
た
が
っ
て
ま
た
損

益
計
算
）
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
維
持
さ
れ
る
資
本
の
側
面
か
ら
み
る
と
き
、

実
質
資
本
維
持
の
概
念
を
達
成
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い

る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
永
続
企
業
体
の
理
念
に
立
脚
し
て
、
い
わ
ゆ
る

資
本
的
支
出
項
目
に
つ
い
て
独
特
な
会
計
方
法
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
胚
胎
し

て
い
6
。
す
な
わ
ち
複
会
計
制
度
に
お
い
て
は
、
デ
ィ
ク
シ
ー
も
指
摘
し
て

い
る
ご
と
く
、
企
業
が
永
久
的
に
事
業
を
継
続
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、

專
業
継
続
の
た
め
に
必
要
な
資
産
に
つ
い
て
の
価
格
変
動
は
貸
借
対
照
表
上

こ
れ
を
考
慮
す
る
に
及
ば
な
い
も
の
で
あ
り
、
他
方
、
損
益
計
算
上
は
、
可

能
な
か
ぎ
り
事
業
の
永
続
を
保
証
す
る
に
足
る
費
用
を
収
益
に
賦
課
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
考
え
方
が
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
考
え
方
か
ら
出
発
し
て
、
そ
こ
で
は
（
単
会
計
制
度
と
は
異
な
り
）

「
企
業
運
営
の
た
め
に
不
可
欠
な
資
産
お
よ
び
、
仮
え
不
可
欠
で
は
な
い
ま

で
も
、
収
益
稼
得
の
見
地
の
か
ら
み
て
か
か
る
資
産
に
対
す
る
必
須
の
補
完

物
た
る
性
質
を
も
つ
資
産
の
獲
得
に
要
し
た
支
出
」
i
い
い
か
え
れ
ば
企

業
収
益
力
の
基
底
と
し
て
機
能
せ
し
め
ら
れ
る
べ
き
性
質
の
資
産
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
b
　
　
　
　
　
　
（
2
）

な
さ
れ
た
支
出
－
が
資
本
的
支
出
と
し
て
先
験
的
に
画
定
せ
ら
れ
、
通
常

の
営
業
収
益
獲
得
活
動
の
過
程
に
お
い
て
経
常
的
に
発
生
す
る
支
出
（
収
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
カ
　
　
も
　
　
ね

的
支
出
）
と
峻
別
さ
れ
る
と
と
も
に
、
か
か
る
資
本
的
支
出
は
そ
れ
自
体
は

決
し
て
費
用
と
し
て
損
益
計
算
に
参
加
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
永
久
に

そ
の
金
額
が
資
本
勘
定
に
持
続
さ
れ
る
。
し
か
し
て
、
資
本
的
支
出
の
結
果

と
し
て
取
得
さ
れ
た
資
本
的
資
産
に
つ
い
て
は
そ
の
取
得
原
価
で
は
な
く
し

．
て
、
当
該
資
産
を
維
持
・
更
新
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
金
額
が
費
用
と

し
て
収
益
に
賦
課
さ
れ
る
。
こ
の
意
昧
に
お
い
て
、
複
会
計
制
度
に
お
け
る

資
本
的
支
出
項
目
は
近
代
固
定
資
産
会
計
に
お
い
て
、
こ
の
語
が
用
い
ら
れ

る
場
合
の
用
法
と
は
異
な
る
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
単
純
に
今
日
的
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複
会
計
制
度
研
究
ノ
ー
ト

意
味
で
の
固
定
資
産
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
メ
イ
氏
の
筆
法

　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
な
ら
っ
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
企
業
の
収
益
力
の
維
持
に
必
要
な
資
産
で
あ

っ
て
、
個
々
の
具
体
的
な
構
成
資
産
が
修
繕
・
取
替
等
に
よ
っ
て
絶
え
ず
維

持
・
更
新
さ
れ
つ
つ
総
体
と
し
て
そ
の
有
用
性
が
持
続
さ
れ
る
恒
久
的
資
産

と
し
て
こ
そ
理
解
さ
れ
る
の
が
適
当
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
　
（
こ
の
よ
う

な
理
解
の
上
に
立
っ
て
、
資
本
的
支
出
項
目
は
資
本
的
資
産
と
呼
ば
れ
る
。
）

　
他
方
収
益
的
支
出
と
し
て
画
定
せ
ら
れ
る
支
出
項
目
は
、
そ
れ
が
当
期
の

費
用
と
な
る
か
ま
た
は
次
期
以
降
の
費
用
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
（
一
般

貸
借
対
照
表
を
経
由
し
て
）
に
よ
っ
て
分
別
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
り
　
　
も
　
　
も

詮
は
い
ず
れ
か
の
期
間
に
お
い
て
、
そ
れ
自
体
が
費
用
と
し
て
収
益
に
賦
課

さ
れ
て
損
益
計
算
に
参
加
す
る
。
収
益
的
支
出
項
目
に
属
す
る
補
修
材
料
・

燃
料
・
工
具
備
品
等
の
貯
蔵
物
品
に
つ
い
て
は
基
礎
在
高
法
ま
た
は
取
替
原

価
法
等
の
方
法
が
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
収
益
的
支
出
項

目
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
そ
こ
で
は
支
出
原
価
の
回
収
計
算
が
達
成
さ
れ
る
に

止
ま
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
複
会
計
制
度
に
お
け
る
費
用
計
算
が
実
．

質
資
本
維
持
を
達
成
す
る
も
の
と
い
わ
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
多
分
に
資
本
的

支
出
項
目
に
係
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
意
味
で
は
固
定
資
産
原
価
配
分

に
関
す
る
一
つ
の
形
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
（
資
本
的
支
出
プ
ラ

ス
維
持
・
更
新
の
費
用
支
出
を
固
定
資
産
原
価
総
額
と
し
て
理
解
し
て
）
。

た
だ
こ
の
場
合
、
右
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
資
本
的
支
出
項
目
の
費
用
計

算
に
は
維
持
計
算
の
原
理
が
支
配
し
、
収
益
的
支
出
項
目
に
つ
い
て
は
投
下

資
本
回
収
計
算
の
原
理
が
支
配
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
そ
こ
で
は
、
等
し

く
収
益
的
収
入
に
対
応
せ
し
め
ら
れ
る
費
用
の
間
に
一
貫
性
が
損
わ
れ
て
い

る
と
批
難
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
基
本
的
命
題

に
照
し
て
考
え
る
と
き
、
ま
さ
し
く
こ
の
点
こ
そ
複
会
計
制
度
が
一
の
損
益

計
算
制
度
と
し
て
特
色
を
も
つ
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
経
済
学
に
お

け
る
所
謂
ス
ト
ッ
ク
お
よ
び
フ
ロ
ー
の
概
念
を
援
用
し
て
、
ス
ト
ッ
ク
（
物

的
元
本
）
を
維
持
し
て
の
ち
に
な
お
残
存
す
る
フ
ロ
ー
の
剰
余
分
が
企
業
利

益
で
あ
る
と
の
思
想
が
貫
か
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

け
だ
し
複
会
計
制
度
に
お
け
る
基
本
的
特
色
で
あ
る
資
本
的
支
出
と
収
益
的

支
出
と
の
本
質
的
・
先
験
的
な
分
別
の
思
考
は
、
企
業
収
益
力
の
元
本
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
も
　
　
う
　
　
う
　
　
し
　
　
も

て
事
業
運
営
の
た
め
に
必
須
の
諸
資
産
を
い
わ
ば
資
本
そ
の
も
の
と
観
念
し
、

し
か
し
て
そ
れ
自
体
の
価
値
的
な
変
動
分
は
こ
れ
を
企
業
損
益
か
ら
中
和
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

せ
し
め
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
の
考
え
方
に
出
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
二
　
さ
て
以
上
概
観
し
た
と
こ
ろ
が
ら
も
判
る
よ
う
に
、
こ
の
会
計
制
度

に
お
い
て
維
持
さ
れ
る
実
質
資
本
と
は
貨
幣
的
な
す
な
わ
ち
購
買
力
資
本
と

し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
て
、
物
的
な
い
わ
ば
実
物
資
本
と
し
て
の
実
質
資
本

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
我
々
は
ま
ず
こ
の
点
に

鑑
み
て
、
複
会
計
制
度
が
企
業
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
観
に
立
つ
費
用
概
念
を
達

成
す
る
制
度
に
他
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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い
う
ま
で
も
な
く
、
会
計
な
い
し
損
益
計
算
の
主
体
を
何
に
も
と
め
る
か
の

立
場
の
相
異
に
応
じ
て
、
損
益
計
算
の
過
程
に
お
い
て
収
益
に
対
応
せ
し
め

ら
れ
る
べ
き
費
用
の
概
念
も
自
か
ら
量
的
質
的
に
異
な
る
も
の
と
な
る
。
す

な
わ
ち
、
等
し
く
企
業
を
も
つ
て
継
続
企
業
と
考
え
る
継
続
企
業
ム
瓜
計
理
論

に
お
い
て
も
、
そ
の
主
体
観
と
し
て
資
本
主
主
体
観
ま
た
は
純
然
た
る
企
業

代
理
人
説
の
立
蛎
が
と
ら
れ
る
場
合
に
は
、
周
知
の
よ
う
に
名
目
資
本
或
は

購
買
力
資
本
を
維
持
す
る
に
足
る
費
用
計
算
で
満
足
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
論

理
的
必
然
で
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
損
益
計
算
の
主
体
を
企
業
自
体
に

求
め
、
ま
た
は
企
業
資
本
を
以
て
究
極
的
に
は
出
資
者
持
分
と
認
め
乍
ら
も

な
お
】
た
び
企
業
に
投
ぜ
ら
れ
た
資
本
は
そ
の
存
続
す
る
か
ぎ
り
企
業
目
的

の
た
め
に
拘
束
せ
ら
れ
た
も
の
と
み
る
立
場
に
立
つ
か
ぎ
り
、
そ
こ
で
は
当

然
、
実
物
資
本
維
持
を
達
成
せ
し
め
う
る
よ
う
な
費
用
概
念
が
と
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
実
物
資
本
維
持
の
費
用
概

念
は
企
業
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
立
場
が
と
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
必
然
的
な

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

系
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
価
格
水
準
の
変
動
時
に
お
い
て
は

（
貨
幣
価
値
が
安
定
し
、
ま
た
は
価
格
水
準
の
激
し
い
変
動
が
な
い
時
期
に

ぱ
疑
か
な
る
費
用
概
念
が
と
ら
れ
る
べ
き
か
は
実
践
上
大
な
る
問
題
を
生
じ

な
い
）
、
企
業
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
立
場
か
ら
は
、
取
替
原
価
、
ま
た
は
歴
史

的
原
価
を
個
別
物
価
指
数
で
修
正
し
た
原
価
が
費
用
と
し
て
計
算
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
池
理
で
あ
る
が
、
複
会
計
制
度
は
か
か
る
計
算
を
満
足
せ
し

　
　
　
　
複
会
計
制
度
研
究
ノ
ー
ト

め
る
と
と
も
に
積
極
的
に
こ
れ
を
達
成
し
よ
う
と
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

繰
返
す
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
で
は
物
的
元
本
と
し
て
の
資
本
的
資
産
に
つ
い

て
、
そ
の
原
価
が
費
用
と
な
る
の
で
は
な
く
当
該
資
産
を
維
持
・
更
新
す
る

に
要
す
る
費
用
が
収
益
に
対
応
せ
し
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
引
当
金
法

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

が
と
ら
れ
る
場
合
に
は
、
価
格
変
動
が
あ
る
時
は
、
原
始
投
下
原
価
で
は
な

く
て
見
積
取
替
原
価
が
引
当
金
へ
の
繰
入
額
の
基
準
と
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

個
別
物
価
指
数
の
変
動
を
反
映
す
る
費
用
額
が
賦
課
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
複
会
計
制
度
は
企
業
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
見
地

に
立
脚
し
た
会
計
制
度
で
あ
り
、
実
物
資
本
維
持
の
費
用
概
念
を
達
成
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
一
口
に
実
物
資
本
維
持
を
達
成
す
る
費
用
概
念
と
い
っ
て

も
、
厳
密
に
は
、
渡
辺
進
教
授
も
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
場
．
合

例
え
ば
見
積
取
替
原
価
を
費
用
と
す
る
か
、
実
際
取
替
原
価
を
費
用
と
す
る

の
で
あ
る
か
等
の
差
異
が
み
ら
れ
、
必
ず
し
も
そ
れ
は
統
一
さ
れ
て
い
る
概

　
　
　
　
（
8
）

念
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
複
会
計
制
度
に
お
け
る
費
用
概
念
を
画
定
す

る
た
め
に
は
つ
ぎ
に
こ
の
点
に
ま
で
遡
っ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
は
果
し
て
い
か
な
る
意
味
の
費
用
概
念
を
達
成
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

　
三
　
ア
メ
リ
カ
会
計
士
協
会
企
業
・
所
得
研
究
委
員
会
は
そ
の
報
告
書
の
申

で
、
複
会
計
制
度
は
後
入
先
出
法
と
同
じ
範
疇
に
属
す
る
概
念
で
あ
る
と
の

見
解
を
表
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
両
者
に
共
通
す
る
属
性
は
次
の
二
点
に

一187一



　
　
　
　
複
会
計
制
度
研
究
ノ
ー
ト

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
は
、
最
も
新
し
い
原
価
こ
そ
が
収
益
に
対
応
す

べ
き
適
切
な
原
価
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
換
言
す
れ
ば
何
れ
も
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

益
に
対
し
て
現
在
の
価
格
水
準
に
立
つ
費
用
を
賦
課
し
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
、
そ
の
二
は
何
れ
も
当
該
財
貨
に
適
し
た
個
別
指
数
を
と
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

に
よ
っ
て
そ
の
目
的
を
達
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
議
論
の
う
ち
、
「
何
れ
も
当
該
財
貨
に
適
し
た
個
別
指
数
を
と
る
」
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
で
あ
っ
て
異
論
は
な
い
。
し
か
し

な
が
ち
、
他
の
点
特
に
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
問
題
が
の
こ
る
。

　
も
と
も
と
後
入
先
出
法
は
周
知
の
よ
う
に
今
世
紀
の
三
＋
年
代
物
価
の
昂

騰
に
直
面
し
た
ア
メ
リ
カ
企
業
界
に
お
い
て
、
費
用
・
収
益
の
同
一
価
格
水

準
的
対
応
（
原
価
主
義
の
枠
内
で
）
を
目
的
と
し
て
生
成
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
複
会
計
制
度
の
場
合
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
ま
ず
資
産
を
価
格
変

動
か
ら
中
和
化
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
か
ら
出
発
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

こ
で
費
用
収
益
の
同
一
価
格
水
準
的
対
応
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
し

て
も
、
そ
れ
は
出
発
点
に
お
い
て
か
か
る
考
え
方
が
と
ら
れ
る
結
果
と
し
て

そ
う
な
る
も
の
で
あ
る
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
後
入
先
出
法
と
複
会
計
制

度
と
で
は
因
果
関
係
を
全
く
異
に
し
て
い
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
両
者
が
共
に

同
一
価
格
水
準
的
対
応
を
本
来
的
に
意
図
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
で
ぎ

な
い
。
し
か
も
こ
の
こ
と
は
、
単
に
両
者
の
意
図
の
差
異
に
と
ど
ま
る
も
の

で
は
な
く
、
具
体
的
な
費
用
計
算
に
お
い
て
も
当
然
実
質
的
な
差
異
を
も
た

ら
す
。
以
下
、
こ
の
点
を
手
懸
り
と
し
て
、
複
会
計
制
度
の
費
用
概
念
を
考

究
し
よ
う
。
こ
こ
に
収
益
と
費
用
と
の
同
一
価
格
水
準
的
対
応
と
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
期
間
損
益
計
算
の
立
場
か
ら
み
て
カ
レ
ン
ト
の
収
益
に
対
し
て

カ
レ
ン
ト
の
費
用
が
賦
課
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
後
入
先
出

法
に
お
い
て
は
周
知
の
よ
う
に
、
正
常
な
資
産
管
理
が
遂
行
さ
れ
喰
込
み
を

生
じ
て
い
な
い
場
合
に
は
当
期
の
仕
入
原
価
が
当
期
の
収
益
に
対
応
せ
し
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
渡
辺
進
教
授
に
お
い
て
い
わ
れ
る
実
際
取
替
原
価

の
意
味
で
の
カ
レ
ン
ト
の
費
用
が
当
期
の
収
益
に
賦
課
さ
れ
る
。
　
（
こ
の
意

味
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
取
替
原
価
法
と
は
性
質
を
異
に
す
る
。
取
替
原
価
法

は
等
し
く
同
一
価
格
水
準
的
対
応
を
行
う
も
の
で
は
あ
る
が
、
費
消
時
点
に

お
け
る
見
積
取
替
原
価
を
も
つ
て
費
用
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
）
　
正

常
な
状
態
に
お
い
て
、
喰
込
み
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
こ
の
方
法
が
原
価
主

義
の
方
法
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
前
期
以
前
に
発
生
し
た
・
価
格
水
準
を

異
に
す
る
・
笑
際
原
価
が
当
期
の
収
益
に
賦
課
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
複
会
計
制
度
に
お
け
る
費
用
計
算
の
態
様
は
画
一
的
で
は
な

い
。
通
常
、
ま
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
取
替
法
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に

は
敢
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
当
該
取
替
え
の
行
わ
れ
た
期
問
に
発
生
し
た

実
際
取
替
原
価
が
そ
の
期
の
収
益
に
賦
課
さ
れ
、
費
用
収
益
の
同
一
価
格
水

準
的
対
応
が
達
成
さ
れ
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
費
用
の
性
格
な
ら
び
に
維
持
さ

れ
る
実
物
資
本
の
意
味
の
双
方
に
お
い
て
こ
れ
は
後
入
先
出
法
と
等
し
い
効
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果
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
資
本
的
資
産
の
す
べ
て
が
現
実
に

取
替
資
産
の
み
か
ら
な
る
も
の
で
は
な
い
以
上
、
こ
の
方
法
で
は
適
正
な
期

間
費
用
計
算
、
或
は
充
全
の
実
物
的
資
本
維
持
を
必
ず
し
も
達
成
し
え
な
い

こ
と
と
な
る
。
し
か
も
、
元
来
こ
の
制
度
に
お
い
て
は
取
替
法
の
み
が
唯
一

の
方
法
と
し
て
固
執
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
　
（
註
㈹
参
照
）
。
す
な
わ
ち
、

か
か
る
事
情
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
更
薪
準
備
金
（
引
当
金
）
を
設
定
す

る
方
法
が
今
】
つ
存
在
す
る
。
こ
れ
は
取
替
資
産
以
外
の
諸
資
産
に
つ
い
て
、

そ
の
期
の
現
実
の
取
替
・
修
繕
支
出
が
資
産
を
原
能
力
に
維
持
す
る
に
充
分

で
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
不
足
額
を
収
益
に
賦
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

積
立
て
ら
れ
、
将
来
実
際
に
取
替
が
行
わ
れ
た
と
き
ま
た
は
或
期
に
お
い
て

過
大
の
修
繕
支
出
が
あ
っ
た
場
合
に
取
崩
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
準

備
金
へ
の
繰
入
額
が
将
来
の
取
替
時
に
お
い
て
実
際
の
取
替
支
出
額
に
満
た

な
い
と
き
は
そ
の
不
足
額
は
取
替
の
行
わ
れ
た
期
問
の
収
益
的
支
出
と
し
て

　
　
　
　
（
1
0
）

処
理
さ
れ
る
。
1
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
に
も
右
の
意
味
で
長
期
的
・
概

念
的
に
は
あ
く
ま
で
も
実
物
資
本
維
持
の
費
用
計
算
が
達
成
せ
ら
れ
る
。

　
四
　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
準
備
金
法
が
と
ら
れ
る
場
合
、
申
す
ま
で
も
な

く
こ
の
準
備
金
に
繰
入
れ
ら
れ
る
金
額
は
実
際
取
替
原
価
で
は
な
く
し
て
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
た
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
も

替
・
、
維
持
に
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
見
積
取
替
原
価
で
あ
る
。
か
く
し
て
、

そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
か
か
る
費
用
計
算
は
も
は
や
後
入
先
出
法
と
は
異
な

る
費
用
概
念
を
達
成
す
る
も
の
と
な
る
。
け
だ
し
後
入
先
出
法
は
あ
く
ま
で

　
　
　
　
複
会
諒
制
度
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ミ
　
　
セ

も
現
実
に
発
生
し
た
実
際
原
価
の
枠
内
に
お
い
て
費
用
計
算
を
行
う
方
法
だ

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
複
会
計
制
度
と
後
入
先
出
法
と
を
同

一
の
費
用
計
算
を
達
成
す
る
概
念
族
に
含
ま
し
め
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

他
面
、
こ
の
よ
う
に
更
新
準
備
金
法
が
と
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
費
用
計
算
と

同
一
価
格
水
準
的
対
応
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
題
は
、
準
備
金
繰
入
額
の
基
礎
と
な
る
見
積
取
替
原
価
と
し
て
、

い
か
な
る
時
期
の
取
替
原
価
が
と
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
結
果
を
も
た

ら
す
。
通
常
考
え
ら
れ
る
の
は
、
当
該
期
間
に
お
け
る
再
調
達
時
価
を
基
準

と
し
て
繰
入
額
を
算
定
す
る
方
法
で
あ
る
。
ス
テ
ー
シ
ー
は
（
直
接
、
準
備

金
法
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
は
な
い
が
）
　
「
維
持
お
よ
び
更
新
の
た
め
の
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
う

用
は
、
も
ち
ろ
ん
、
当
期
の
収
益
に
対
し
て
当
期
の
費
用
で
チ
ャ
ー
ヂ
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

る
」
と
の
べ
て
前
者
の
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
て
、
各
期
の
期
末

に
お
け
る
取
替
原
価
が
準
備
金
繰
入
額
算
定
の
基
準
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、

明
ら
か
に
費
用
・
収
益
の
同
一
価
格
水
準
的
対
応
が
完
全
に
達
成
せ
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
。
ま
た
資
本
的
資
産
の
費
用
計
算
に
関
連
し
て
、
こ
の
よ
う
に

収
益
・
費
用
の
同
一
価
格
水
準
的
対
応
が
達
成
さ
れ
る
関
係
は
期
中
の
取
替

原
価
の
平
均
値
を
基
準
に
し
て
準
備
金
繰
入
額
が
算
定
さ
れ
る
場
合
に
も
等

し
く
成
立
す
る
。
け
れ
ど
も
、
準
備
金
繰
入
額
算
定
の
方
法
は
こ
の
方
法
だ

け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
複
会
計
制
度
に
お
い
て
本
来
意
図
せ
ら
れ
て
い
た

と
こ
ろ
の
準
備
金
繰
入
額
算
定
の
基
準
は
将
来
の
見
積
取
替
原
価
（
期
末
の

一189一



　
　
　
　
複
会
計
制
度
研
究
ノ
ー
ト

で
は
な
く
て
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
か
の
デ
ィ
ク
シ
ー
は
複
会
計
制
度
に
お
い
て
準
備
金
法
が
認
め
ら
れ
て
．
い

た
こ
と
に
言
及
し
つ
つ
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
　
「
法
は
、
固
定
資
産
を

そ
れ
が
当
初
有
し
て
い
た
と
同
等
の
作
業
能
率
の
状
態
で
維
持
す
る
た
め
に
、

つ
　
　
　
つ
　
　
　
わ
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
り
　
　
　
や
　
　
　
や
　
　
　
や
　
　
　
う
　
　
　
し
　
　
　
ヤ
　
　
　
カ
　
　
　
セ
　
　
　
し
　
　
　
う
　
　
　
し
　
　
　
り
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
も

将
来
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
支
出
に
見
合
う
慎
重
な
準
備
金
を

設
定
す
る
こ
と
を
間
接
的
に
（
明
丈
を
も
つ
て
強
制
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

も
）
是
認
し
て
い
る
」
と
。
こ
の
よ
う
に
将
来
必
要
と
さ
れ
る
取
替
原
価
額

を
基
礎
と
し
て
費
用
計
算
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
抑
々
複
会
計
制
度
が
、

（
資
本
的
資
産
の
価
格
変
動
を
無
視
す
べ
き
こ
と
と
す
る
こ
と
の
裏
概
念
と

　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
も
　
　
ら
　
　
へ
　
　
も
　
　
め

し
て
）
物
的
資
本
の
具
体
的
な
維
持
を
強
く
要
請
す
る
会
計
制
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
当
然
の
帰
結
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
こ
の

方
式
が
と
ら
れ
る
場
合
に
は
将
来
の
価
格
水
準
（
予
定
の
）
に
立
つ
費
用
が

収
益
に
賦
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
限
り
に
お
い
て
費
用

収
益
の
同
一
価
格
水
準
的
対
応
は
阻
害
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
同

一
価
格
水
準
的
対
応
が
阻
害
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
後
入
先
出
法
に

お
い
て
「
喰
込
み
」
の
あ
っ
た
場
合
に
起
る
そ
れ
と
は
自
か
ら
性
質
を
異
に

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
（
固
定
資
産
会
計

に
関
連
し
て
棚
卸
資
産
会
計
の
喰
込
み
の
概
念
を
も
ち
出
す
こ
と
は
奇
異
に

感
ぜ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
固
定
資
産
に
お
い
て
も
各
使
用
期
間
に
お

い
て
毎
期
維
持
更
新
す
べ
ぎ
原
因
は
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ

で
は
か
か
る
原
因
に
着
目
し
て
喰
込
み
の
概
念
を
援
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
）

か
か
る
阻
害
は
、
後
入
先
出
法
に
お
い
て
は
喰
込
み
分
の
費
用
計
算
に
単
純

に
「
過
去
の
原
価
」
を
適
用
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
複
会
計
制
度
の
場
合
に
は
将
来
の
維
持
更
新
に
必
要
な
価
格
を
適
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
ざ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
て
価
格
水

準
の
上
昇
期
に
は
後
入
先
出
法
で
は
喰
込
み
分
に
関
す
る
か
ぎ
り
実
物
資
本

維
持
は
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
等
し
く
実
物
資
本
維
持
の
費
用
概
念

に
立
脚
し
つ
つ
、
複
会
計
制
度
は
な
お
後
入
先
出
法
と
は
性
質
を
異
に
し
て

い
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
既
に
の
べ
た
よ
う
に
、
長
期
的
に
は
、
具
体
的
に
資

産
的
資
産
を
維
持
す
る
た
め
に
実
際
に
必
要
と
せ
ら
れ
た
支
出
額
を
費
用
と

し
て
収
益
に
賦
課
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
取

替
原
価
法
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
筆
者
は
、
結
論
的
に
い
っ
て
、
複
会
計
制
度
の
費
用
計
算
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

渡
辺
進
教
授
に
お
か
れ
て
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
理
念
的
に
は
基
礎
在

高
法
と
等
し
い
費
用
概
念
に
含
ま
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
基
礎
在
高
法
に
お
い
て
は
複
会
計
制
度
と
同
じ
く
現
実
に
取
替

・
維
持
の
行
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
実
際
取
替
原
価
が
当
期
の
費
用

と
さ
れ
、
喰
込
み
分
に
つ
い
て
は
取
替
・
維
持
の
た
め
に
必
要
と
考
え
ら
れ

る
価
格
が
当
期
の
収
益
に
賦
課
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
基
礎
在
高
法
に
お
い
て
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は
、
通
常
、
喰
込
み
分
の
費
用
計
算
は
期
末
の
時
価
を
も
つ
て
な
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
当
該
資
産
を
具
体
的
に
補
充
す
る
に
要
す

る
と
思
わ
れ
る
適
当
な
価
格
と
し
て
こ
れ
が
採
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
1

棚
卸
資
産
と
し
て
の
特
性
上
達
込
み
分
は
き
わ
め
て
近
い
将
来
に
お
い
て
容

易
に
補
充
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
一
、
本
質
的
に
は
、
複
会
計
制
度

に
お
い
て
将
来
の
取
替
価
格
を
基
礎
に
し
て
更
新
準
備
金
繰
入
額
が
計
算
さ

れ
る
の
と
全
く
等
し
い
理
念
に
立
脚
し
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
期
末
の
時
価
と
実
際
の
取
替
に
要
し
た
原
価
と
の
差
額
が
当
該
取
替
の

行
わ
れ
た
期
間
の
損
益
計
算
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
も
、
複
会
計
制
度
の
場
合

と
異
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
基
礎
在
高
法
に
お
い
て
は
、
そ
の
採
用
時
に
基
礎
在
高
に
付
さ
れ
る
価
額

と
し
て
は
、
実
際
取
得
原
価
で
は
な
く
、
将
来
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
る
（
ま

た
は
過
去
に
経
験
し
た
）
最
低
価
額
が
用
い
ら
れ
、
或
は
採
用
後
に
基
礎
価

額
を
引
下
げ
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
そ
の
引

下
げ
に
よ
る
損
失
は
資
本
調
整
た
る
も
の
と
し
て
剰
余
金
に
賦
課
さ
れ
、
期

間
損
益
計
算
に
は
影
響
せ
し
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の

点
、
資
本
的
支
出
が
当
初
の
実
際
支
出
額
で
永
久
に
持
続
せ
し
め
ら
れ
る
の

と
実
質
上
（
損
益
計
算
の
観
点
か
ら
は
）
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
最
後
に
、
複
会
計
制
度
に
お
い
て
は
資
本
的
資
産
の
修
繕
そ
の

他
に
要
す
る
補
修
材
料
は
収
益
的
支
出
系
統
に
属
す
る
も
の
と
し
て
取
扱
わ

　
　
　
　
複
会
計
制
度
研
究
ノ
ー
ト

れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
入
先
出
法
な
い
し
平
均
法
に
よ
る
原
価
主
義
ま
た

は
そ
の
基
礎
に
立
つ
低
価
主
義
が
適
用
せ
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
こ
の
部
分
に

関
す
る
か
ぎ
り
費
用
計
算
は
い
わ
ゆ
る
投
下
資
本
回
収
の
原
理
に
支
配
さ
れ

て
、
等
し
く
資
本
的
資
産
に
関
す
る
費
用
項
目
で
あ
り
な
が
ら
こ
こ
で
は
一

貫
性
が
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
わ
た
く
し
は
、

か
か
る
補
修
材
料
は
基
礎
在
高
法
に
お
け
る
超
過
在
高
に
当
る
も
の
と
老
え

る
。
勿
論
そ
れ
は
棚
卸
資
産
の
場
合
の
よ
う
に
自
由
に
転
売
処
分
す
べ
き
性

質
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
性
質
上
、
企
業
の
運
営
な
い
し
収
益
力

の
維
持
の
た
め
の
必
須
の
物
的
元
本
た
る
べ
ぎ
も
の
と
し
て
で
は
な
く
む
し

ろ
必
須
の
元
本
を
使
用
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
発
生
す
る
フ
ロ
ー
と
し
て
の
項

目
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
基
礎
在
高
法
に
あ
っ
て
も
超
過
在

高
分
に
つ
い
て
は
、
原
価
配
分
の
方
法
が
特
定
の
方
法
（
笑
物
資
本
維
持
の

観
点
か
ら
み
て
基
礎
在
高
法
と
一
貫
し
た
性
質
を
も
つ
と
こ
ろ
の
。
）
　
に
限

定
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

（
註
1
）
　
『
切
・
嘗
。
器
8
9
＞
亀
三
口
σ
q
層
㎝
チ
巴
這
H
8
N
電
●
罵
O
～
H
◎
o
O
…
q
∩
旨
身

　
O
肖
。
徳
8
閑
島
ぎ
①
。
。
㎝
同
ロ
8
ヨ
。
（
〉
・
目
．
〉
・
）
》
O
げ
睾
α
q
貯
α
q
O
8
。
。
営
ω
o
h
切
目
ぎ
①
。
。
・
。
・

　
ぼ
8
目
ρ
H
O
器
層
電
・
誌
～
ト
っ
。
。
・
（
渡
辺
進
。
上
村
久
雄
共
訳
「
企
業
所
得
の
研

　
　
究
」
四
二
頁
。
）

（
註
2
）
即
国
・
≦
巴
ぎ
び
開
・
。
昌
蓄
団
〉
。
8
目
訂
窪
畠
爵
Φ
∪
8
ぼ
①
諺
。
8
ロ
巨
ω
着
8
芦

　
ぎ
8
壱
自
白
＆
〉
。
8
目
ロ
富
三
ω
冒
昼
下
剖
U
o
。
3
H
O
g
。
N
娼
・
c
◎
H
・

　
（
3
）
　
O
・
O
・
冒
餌
ざ
田
ロ
§
。
巨
諺
⇔
8
昌
け
言
鱒
H
O
鵠
”
毛
』
台
－
障
じ
。
・
（
木
村
重
義
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複
会
計
制
度
研
究
ノ
ー
ト

　
　
教
授
訳
「
財
務
会
計
」
二
六
六
一
二
六
七
頁
）
参
照
。

（
註
4
）
　
デ
ィ
ク
シ
ー
は
、
複
会
計
制
度
に
つ
い
て
立
法
当
局
が
其
に
意
図
し
た

　
　
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
（
資
本
的
資
産
に
関
し
て
）
減
価
を
無
視
し
よ
う
と
す
る

　
　
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
価
格
変
動
こ
そ
無
視
せ
ら
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
い
う

　
　
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
惹
、
と
の
べ
て
い
る
。
H
・
開
・
O
ざ
貯
器
ρ
。
や
。
霊
Ψ

　
　
唱
●
b
。
騎
・

（
註
5
）
　
こ
の
点
に
関
す
る
詳
論
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
進
教
授
「
価
格
変
動
と
棚

　
　
卸
資
産
費
用
」
企
業
会
計
昭
和
三
十
二
年
十
月
号
、
お
よ
び
拙
稿
「
価
格
水

　
　
準
調
整
に
つ
い
て
」
（
企
業
経
営
研
究
W
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
註
6
）
　
通
常
、
複
会
計
制
度
で
は
取
替
法
の
費
用
計
算
が
行
わ
れ
る
も
の
と
考

　
　
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
こ
で
は
取
替
法
が
固
執
さ
れ
て
い
た

　
　
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
法
が
要
求
し
て
い
る
の
は
、
た
だ
、
企
業
の

　
　
設
備
を
常
に
当
初
の
原
能
力
と
同
等
の
有
効
な
状
態
に
維
持
す
る
こ
と
、
お

　
　
よ
び
そ
う
す
る
た
め
の
費
用
を
収
益
に
負
担
せ
し
め
る
べ
ぎ
こ
と
で
あ
っ
て
、

　
　
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
取
替
法
を
と
る
か
ま
た
は
引
当
金
を

　
　
設
け
る
か
と
い
っ
た
方
法
上
の
問
題
は
取
締
役
な
い
し
監
査
役
の
自
由
意
志

　
　
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
当
期
に
必
要
な
充
全
の
取

　
　
替
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
期
間
に
は
見
積
取
替
原
価
が
費
用
と
さ
れ
る
こ
と
と

　
　
な
る
。
も
っ
と
も
、
具
体
的
な
計
算
の
方
法
と
し
て
は
取
得
原
価
を
基
準
に

　
　
と
っ
て
引
当
金
を
設
け
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
計
算
の

　
　
便
宜
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
い
か
な
る
方
法
が
と
ら
れ
る
場
合
に
で

　
　
も
そ
れ
は
物
的
資
本
維
持
計
算
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
即

　
　
ち
取
替
原
価
と
取
得
原
価
と
が
一
致
し
て
い
る
か
ま
た
は
重
要
性
の
原
則
か

　
　
ら
み
て
大
差
な
き
場
合
に
は
後
者
が
と
ら
れ
て
よ
い
こ
と
と
な
る
に
す
ぎ
な

　
　
い
。
開
。
α
q
巳
9
ざ
昌
。
h
男
臼
出
舞
巻
b
。
酔
H
◎
。
ひ
。
。
曽
ω
①
。
・
ω
…
い
即
・
U
ざ
訂
。
ρ
o
喝
・

　
　
。
許
毛
・
日
c
O
ρ
ホ
伊
ま
㎝
…
ω
・
≦
・
切
。
鼠
m
巳
”
即
ぎ
。
湿
婆
。
一
≧
。
。
旨
昌
昌
㎝
噸
這

　
　
Q
。
♪
唱
・
G
。
認
…
O
幽
ρ
竃
弾
ざ
目
ぎ
口
ぐ
－
穿
㊦
団
。
碧
。
。
。
h
b
。
8
巨
鼠
お
穿
q
。
娼
8
。
。
筐
襲
団

　
　
H
O
目
昌
O
ω
9
H
潟
9
＜
。
一
」
目
・
”
電
』
。
。
。
。
凸
。
。
O
参
照
。

（
註
7
）
ρ
国
』
①
三
β
響
自
蓄
団
諺
§
§
寅
6
。
。
o
浩
・
H
誤
ひ
一
・
身
9
。
毛
8

　
　
開
場
ぽ
。
ω
。
。
冒
8
ヨ
。
（
卜
・
一
．
諺
．
y
。
唱
・
。
蹄
㍗
q
ひ
・
邦
訳
九
八
～
九
九
頁
Q

（
註
8
）
　
「
費
用
配
分
」
（
新
会
計
実
務
講
座
第
一
巻
・
会
計
原
理
・
第
二
章
）
五

　
　
三
頁
以
下
参
照
。

（
註
9
）
ω
け
・
身
。
・
。
眉
。
昌
じ
ゴ
邑
塞
ω
同
昌
8
壽
（
〉
・
同
｝
・
）
讐
亭
。
言
娼
娼
・
ω
H
り
・
。
ひ
・

　
　
邦
訳
五
六
・
九
五
～
九
六
頁
Q

（
註
1
0
）
　
渡
辺
進
教
授
「
資
本
的
支
出
概
念
の
変
貌
」
産
業
経
理
・
昭
和
三
十
一

　
　
年
十
月
号
二
〇
五
頁
。
甲
ぎ
g
覧
①
ω
亀
〉
。
8
＝
暮
冒
q
Q
噂
q
。
・
≦
・
閑
。
乱
碧
畠
（
①
島
・
y

　
　
国
・
O
・
≦
旨
冨
壽
（
図
。
ユ
ω
a
）
払
O
㎝
ρ
や
論
刈
・

（
註
1
1
）
　
察
。
ぎ
蕾
｝
国
・
望
月
。
ざ
国
昌
讐
路
b
。
8
ロ
ロ
鼠
暑
￥
燈
朝
劇
も
・
冨
・

（
註
1
2
）
　
ピ
・
閑
．
冒
。
認
。
ρ
。
や
葺
●
も
・
卜
σ
群
。
。
．

（
註
1
3
）
　
渡
辺
進
教
授
著
「
棚
卸
資
産
会
計
」
一
七
五
頁
以
下
参
照
。
教
授
は
こ

　
　
こ
で
基
礎
在
高
法
は
複
会
計
制
度
に
お
け
る
資
本
的
資
産
の
概
念
を
棚
卸
資

　
　
産
会
計
に
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
小
椅
は
教
授

　
　
の
こ
の
議
論
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
こ
と
を
特
に
こ
こ
に
付
記
す
る
。
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動
的
貸
借
対
照
表
と
勘
定
理
論

一、
二
、

三
、

武

田

隆

二

　
目
　
　
　
次

ま
　
え
　
が
　
き

「
動
的
貸
借
対
照
表
論
」
旧
版
（
七
三
）
に
お
け
る
勘
定
理
論

「
動
的
貸
借
対
照
表
論
」
新
版
（
十
二
版
）
に
お
け
る
立
論
の
吟
味

一、

ﾜ
　
え
　
が
　
き

　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
動
的
貸
借
対
照
表
論
（
国
ロ
α
Q
窪
。
Q
畠
日
9
一
①
昌
9
。
。
『
∪
図
・

霧
巨
ω
。
冨
望
き
N
）
の
構
想
が
世
に
問
わ
れ
て
か
ら
、
既
に
半
世
紀
近
い
年
月

が
流
れ
た
。
そ
の
間
、
数
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
そ
の
理
論
が
紹
介
さ
れ
、

批
判
さ
れ
、
今
日
で
は
学
界
の
共
有
財
産
に
ま
で
そ
の
成
育
を
み
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
今
日
、
出
る
べ
く
し
て
出
た
批
判
は
、
既
に
出
つ
く
し
た
と
い

う
感
が
な
い
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
後
進
に
と
っ
て
は
、
動
的
貸
借
対
照
表

論
に
対
す
る
批
判
・
吟
味
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
な
い
か
の
ご
と
く
に
も
み

え
る
の
で
あ
る
σ
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
基
本
的
な
問
題
に
立
帰
っ
て
反
省

し
て
み
る
と
き
、
ご
く
卑
近
な
と
こ
ろ
に
よ
り
重
要
な
問
題
が
看
過
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ほ
か
な
ら
ぬ
動
的
貸
借
対
照
表
論

と
勘
定
理
論
と
の
関
連
で
あ
る
。
こ
の
て
ん
に
つ
い
て
、
既
に
「
会
計
」
誌

上
に
私
見
の
一
端
を
開
陳
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
際
、
動
的
貸
借
対
照

表
論
の
論
理
的
完
成
と
目
さ
れ
る
七
版
を
中
心
に
問
題
を
展
開
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
勿
論
、
そ
れ
の
最
近
版
（
十
二
版
）
に
つ
い
て
の
考
察
を
無
視
し

た
の
で
は
な
く
、
紙
幅
の
都
合
で
便
宜
掲
載
し
な
か
っ
た
ま
で
の
こ
と
で
あ

る
。
書
き
残
し
た
新
版
に
関
す
る
わ
た
く
し
の
解
釈
を
本
誌
上
を
か
り
て
発

表
す
る
こ
と
と
し
た
。

二
、

「
動
的
貸
借
対
照
表
論
」

に
お
け
る
勘
定
理
論

旧
版
（
七
版
）

　
そ
も
そ
も
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
動
的
貸
借
対
照
表
の
誕
生
は
、
周
知
の

ご
と
く
、
従
来
支
配
的
で
あ
っ
た
財
産
計
算
的
会
計
観
に
対
立
し
、
ビ
ラ
ン

ツ
に
ひ
と
つ
の
利
潤
計
算
の
手
段
を
見
い
出
そ
う
と
す
る
新
し
い
会
計
構
造

観
の
成
立
を
意
味
す
る
。

　
彼
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
動
的
会
計
構
造
観
の
基
底
に
は
、
全
体
計
算

（
目
。
碧
南
。
。
巨
琶
㎝
）
に
お
け
る
全
体
利
益
は
期
間
利
益
の
総
計
に
等
し
い
と
い

う
所
謂
一
致
の
原
則
（
O
旨
巳
ω
弩
N
・
男
臼
困
8
α
q
置
・
口
N
）
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
観
点
を
理
論
構
成
の
出
立
点
に
措
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
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動
的
貸
借
対
照
表
と
勘
定
理
論

菓
計
算
と
い
う
ひ
と
つ
の
目
的
観
か
ら
ビ
ラ
ン
ツ
に
利
潤
決
定
（
O
。
三
匡
①
同
・

巨
註
琶
α
q
）
の
手
段
性
（
厳
密
に
は
補
助
手
段
性
）
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
彼
の
理
論
構
成
に
は
、
決
定
的
な
二
つ
の
欠
陥
が
内
在
し
て
い

・
た
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
全
体
計
算
．
に
お
け
る
収
支
計
算
と
収
益
・
費

用
計
算
の
一
致
関
係
か
ら
期
間
計
算
に
お
い
て
成
立
す
る
ゼ
ラ
ン
ツ
の
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
あ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

を
解
明
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
ビ
ラ
ン
ツ
が
成
立
す
る
た
め
の
過
程
的
勘
定

も
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
う
　
　
も
　
　
へ
　
　
し
　
　
う
　
　
も

構
造
た
る
勘
定
理
論
と
ビ
ラ
ン
ツ
と
の
結
び
つ
き
を
看
過
し
て
い
る
て
ん
で

あ
る
。
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
与
え
ら
れ
た
数
多
く
の
批
判
も
難
詰
め
れ

ぽ
結
局
こ
の
よ
う
な
欠
陥
に
根
ざ
す
も
の
と
わ
た
く
し
は
付
度
す
る
。

　
そ
の
第
二
は
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
が
ゼ
ラ
ン
ツ
に
利
潤
計
算
の
手
段

性
を
賦
与
し
な
が
ら
、
ビ
ラ
ン
ツ
が
何
故
に
利
潤
計
算
の
手
段
た
り
う
る
か

に
つ
い
て
の
積
極
的
な
基
礎
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
わ

れ
わ
れ
は
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
動
的
ビ
ラ
ン
ッ
・
シ
ェ
ー
マ
を
一
瞥
し

　
　
　
　
　
　
も
　
　
う
　
　
い
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ハ
　
　
カ
　
　
ね
　
　
つ
　
　
ぬ
　
　
ゆ
　
　
カ
　
　
コ
　
　
つ
　
　
つ
　
　
う

た
と
こ
ろ
で
、
何
故
に
そ
の
よ
う
な
シ
ュ
ー
マ
か
ら
利
潤
が
尊
び
き
出
さ
れ

し
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

る
の
で
あ
る
か
、
そ
し
て
ま
た
ビ
ラ
ン
ツ
上
の
利
潤
が
収
益
・
費
用
計
算
の

結
果
た
る
利
潤
と
何
故
に
原
理
上
一
致
す
る
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
疑
問
を

抱
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
二
つ
の
大
き
な
問
題
に
適
確
な
解
答
を
与
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
シ
ュ

ヤ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
動
的
論
に
確
呼
不
動
の
基
礎
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
動
的
貸
借
対
照
表
論
に
ま
つ
わ
る
こ
の
二
つ
の
問

題
に
つ
い
て
、
わ
た
く
し
は
嘗
っ
て
、
従
来
支
配
的
な
通
説
を
な
し
て
い
た

収
支
】
元
論
の
立
場
を
捨
て
て
、
勘
定
理
論
の
見
地
か
ら
収
支
二
元
論
の
立

場
を
打
ち
出
す
こ
と
に
よ
り
ひ
と
つ
の
解
釈
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
前
述
の
第
一
の
問
題
に
つ
い
．
て
は
、
「
動
的
貸
借
対
照
表
の
勘

定
理
論
的
基
礎
づ
け
」
（
会
計
第
七
四
巻
、
第
一
号
）
と
題
し
て
、
専
ら
勘
定
理

論
の
見
地
か
ら
問
題
解
決
の
糸
口
を
探
り
出
そ
う
と
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
の
小
稿
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

　
わ
た
く
し
の
解
釈
を
結
論
的
に
い
う
な
ら
ば
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
動

的
貸
借
対
照
表
の
基
底
に
は
、
貨
幣
系
列
と
財
貨
系
列
の
二
勘
定
系
列
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
た
勘
定
理
論
構
造
が
吋
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

か
か
る
成
果
二
勘
定
理
論
の
見
地
に
立
っ
て
、
い
ま
い
ち
ど
シ
ュ
マ
ー
レ
ン

バ
ッ
ハ
動
的
論
を
顧
み
る
必
要
が
あ
る
。
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
ル

ン
学
派
に
お
け
る
動
的
会
計
構
造
観
の
基
本
的
な
意
図
が
、
よ
り
究
明
化
す

る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
か
ら
貸
借
対
照
表
計
算
は
具
体
的
収
支
計
算

に
基
づ
く
収
益
・
費
用
計
算
で
あ
る
に
対
し
、
損
益
勘
定
に
お
け
る
成
果
計

算
は
抽
象
的
収
支
計
算
に
基
づ
く
収
益
・
費
用
計
算
た
る
て
ん
に
特
徴
が
存

す
る
、
と
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
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前
述
第
二
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
故
岩
田
教
授
（
「
動
的
貸
借
対
照
表

観
の
本
質
」
企
業
会
計
二
巻
四
号
）
や
高
橋
教
授
（
「
動
的
対
照
表
の
未
経
過
項
目
」

会
計
六
三
巻
五
号
）
、
最
近
に
お
い
て
は
谷
端
教
授
（
「
デ
ィ
ナ
ミ
ッ
シ
ェ
・
ビ
ラ
ン

ツ
の
実
験
」
国
民
経
済
雑
誌
九
八
巻
一
号
）
竺
マ
に
よ
っ
て
、
ひ
と
つ
の
解
答
が
用

意
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
共
通
の
特
徴
は
、
収
入
・
支
出
と

収
益
・
費
用
と
の
可
能
な
関
係
か
ら
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
船
井
シ
ェ
ー
マ

の
誘
導
を
試
み
て
い
る
て
ん
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
わ
た
く
し
も
こ
の
よ
う
な

論
理
の
展
開
に
興
味
を
覚
え
る
も
の
で
あ
り
、
優
れ
た
論
稿
と
し
て
評
価
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
な
お
そ
こ
に
残
さ
れ
た
問
題
は
、
か
く
し
て
え

ら
れ
た
ビ
ラ
ン
ツ
・
シ
ェ
ー
マ
の
上
で
利
潤
が
貸
方
に
現
れ
る
と
い
う
こ
と

　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
も

を
構
造
論
的
に
解
明
す
る
手
懸
を
何
ら
提
供
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
そ
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
、
別
稿
「
動
的
貸
借
対
照
表
の
利

潤
計
算
構
造
」
（
会
計
七
四
巻
二
号
）
に
お
い
て
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
動
的

貸
借
対
照
表
シ
ェ
ー
マ
を
整
理
し
、
ビ
ラ
ン
ツ
に
お
い
て
利
潤
が
計
算
せ
ら

れ
る
過
程
的
構
造
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
れ
に
加
え
て
、
貸
借

．
対
照
表
計
算
の
結
果
と
し
て
の
利
潤
と
収
益
・
費
用
計
算
の
結
果
と
し
て
の

利
潤
が
、
原
．
理
的
に
一
致
す
る
関
係
を
も
明
ら
か
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
わ
た
く
し
に
響
き
立
ち
ビ
ラ
ン
ツ
に
よ
る
利
潤
計
算
を
構
造
的
に

解
明
し
よ
う
と
さ
れ
た
飯
野
教
授
の
こ
論
稿
（
「
資
産
の
分
類
と
そ
の
会
計
学
的

意
義
」
一
橋
論
叢
三
三
巻
四
号
）
　
は
、
優
れ
た
着
眼
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目

　
　
　
　
動
的
貸
借
対
照
表
と
勘
定
理
論

し
て
よ
か
ろ
う
。
教
授
は
動
的
ビ
ラ
ン
ッ
の
借
方
を
収
入
概
念
で
、
ま
た
貸

方
を
支
出
概
念
で
統
一
し
、
ビ
ラ
ン
ツ
に
独
立
の
利
潤
計
算
の
機
能
を
認
め

て
お
ら
れ
る
立
場
は
わ
れ
わ
れ
の
基
本
的
立
場
と
擾
を
一
に
す
る
も
の
と
解

さ
れ
る
。
た
だ
、
教
授
の
こ
論
稿
に
つ
い
て
簡
単
に
わ
た
く
し
の
感
想
を
述

べ
さ
せ
て
頂
く
な
ら
ば
、
第
一
に
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
的
ビ
ラ
ン
ツ
構
造

を
借
方
1
1
収
入
、
貸
方
一
支
出
と
理
解
さ
れ
る
場
合
、
会
計
構
造
観
と
し
て

積
極
的
に
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
く
収
支
二
元
論
を
支
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
、

ま
た
別
の
基
礎
理
論
を
想
定
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
後
の
こ
論
稿

（「

I
イ
ゲ
ン
・
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
」
（
一
橋
論
叢
三
九
巻
四
号
）
に
お
い
て
も
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

ら
か
で
は
な
い
こ
と
。
つ
ま
り
、
借
方
を
収
入
、
貸
方
を
支
出
と
理
解
さ
れ

る
根
本
理
由
を
奈
辺
に
求
め
て
お
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二

に
、
．
ビ
ラ
ン
ツ
・
シ
ェ
ー
マ
の
未
解
消
項
目
を
収
入
・
支
出
の
関
係
か
ら
利

潤
の
計
算
さ
れ
る
関
連
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
決
算
技
術
と
の

関
係
で
解
明
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
、
次
の
問
題
と
も
関
連
し
て
有
益
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
第
三
に
、
貸
借
対
照
表
の
純
益
と
損
益
計
算
書
上
の

純
益
と
が
一
致
す
る
と
い
う
重
要
な
問
題
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。
こ

の
こ
と
は
会
計
の
全
体
的
構
造
観
と
の
関
連
で
極
め
て
重
要
な
こ
と
と
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
教
授
の
積
極
的
な
論
理
の
展

開
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
お
い
て
、
動
的
貸
借
対
照
表
に
対
す
る
わ
た
く
し
の
と
り
あ
げ
方
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動
的
貸
借
対
照
表
と
勘
定
理
論

め
基
本
的
構
想
を
略
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲

画
稿
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

　
わ
れ
わ
れ
の
見
解
に
従
え
ば
、
動
的
貸
借
対
照
表
を
と
り
あ
げ
よ
う
と
す

る
場
合
の
立
場
と
し
て
少
く
と
も
二
つ
の
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
ひ
と
つ
は
、
動
的
貸
借
対
照
表
を
そ
れ
が
成
立
す
る
先
行
過
程
と
し
て
の

・
勘
定
理
論
構
造
と
密
着
し
た
関
連
に
お
い
て
ビ
ラ
ン
ツ
の
構
造
を
解
明
し
よ

う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
立
場
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
ワ
ル
プ

〈
甲
鼠
≦
農
』
誉
曹
§
げ
ロ
巨
α
・
且
§
①
口
巳
臨
Φ
巳
一
。
冨
邑
。
三
。
び
①
レ
O
ま
）

を
挙
げ
う
る
で
あ
ろ
う
。
ワ
ル
ブ
動
的
論
の
詳
細
は
、
別
稿
（
「
動
的
二
勘
定

．
学
説
の
理
論
構
造
」
企
業
経
営
研
究
八
号
）
に
お
い
て
触
れ
た
て
ん
で
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

　
次
に
、
動
的
貸
借
対
照
表
を
あ
る
ひ
と
つ
の
目
的
観
（
例
え
ば
、
成
果
計

算
と
い
う
）
か
ら
そ
の
本
質
並
に
構
造
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
立
場
、
換
言

す
れ
ば
⇔
d
貯
冨
碧
色
ω
ω
二
二
α
q
と
て
し
の
立
場
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
立
場
を

と
る
も
の
が
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
そ
の
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
を

と
る
場
合
に
は
、
別
稿
で
指
摘
し
た
ご
と
く
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
侵
し

た
よ
う
な
誤
れ
る
理
解
を
誘
引
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
か
か
る
立

場
を
と
る
場
合
に
は
、
常
に
そ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
如
何
な
る
勘
定
理
論

が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
思
を
い
た
す
べ
き
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
前
者
で
は
勘
定
理
論
か
ら
出
立
し
て
ビ
ラ
ン
ッ
構
造
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
て
お
り
、
後
者
の
見
地
に
よ
る
場
合

で
も
貸
借
対
照
表
観
か
ら
出
立
し
て
逆
に
勘
定
理
論
を
理
解
し
よ
う
と
す
る

・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
常
に
会
計
の
基
礎

的
構
造
を
形
造
る
勘
定
理
論
を
君
過
せ
る
議
論
は
、
厳
に
避
け
る
べ
き
も
の

と
考
え
る
。

三
、

「
動
的
貸
借
対
照
表
論
」

に
お
け
る
立
論
の
吟
味

新
版
（
十
二
版
）

　
動
的
貸
借
対
照
表
旧
版
に
お
け
る
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
的
計
算
構
造
の

基
礎
を
支
え
る
も
の
が
、
貨
幣
系
列
と
財
貨
系
列
と
か
ら
成
る
勘
定
体
系
に

ほ
か
な
ら
な
い
と
す
る
解
釈
に
立
っ
て
動
的
貸
借
対
照
表
を
み
る
と
き
、
そ

こ
に
は
拡
張
収
支
計
算
に
基
づ
く
利
潤
計
算
構
造
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
コ
動
的
貸
借
対
照
表
論
」
新
版
（
こ
こ
で
は
十
二
版
を
と
り
あ

げ
る
）
は
、
旧
版
と
は
違
っ
た
新
し
い
装
で
登
場
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
新

版
に
つ
い
て
は
、
既
に
二
、
三
の
論
者
に
よ
っ
て
批
判
・
吟
味
さ
れ
、
さ
ら

に
旧
版
と
の
比
較
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
わ
た
く
し
の
理
解
す

る
と
こ
ろ
に
従
え
、
ひ
と
つ
の
解
釈
の
仕
方
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

　
（
一
）
　
動
的
貸
借
対
照
表
新
版
に
お
け
る
修
正
は
、
あ
る
意
味
で
ワ
ル
プ

も
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
わ

説
へ
の
積
極
的
接
近
で
あ
る
と
看
徹
し
う
る
部
分
が
認
め
ら
れ
る
。
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そ
の
一
つ
は
、
旧
版
に
お
い
て
未
解
決
項
目
と
し
て
扱
っ
て
い
た
「
貨

幣
」
を
新
版
で
は
「
支
払
手
段
」
と
し
て
未
解
決
項
目
と
は
関
係
の
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
（
。
Q
畠
暴
ぎ
訂
。
戸
H
卜
⊃
諺
島
・
”
q
∩
』
卜
。
ム
◎
F
q
D
・
綴
ひ
・
十
一
版
邦
訳
、

三
七
頁
～
四
一
頁
お
よ
び
四
六
頁
）
シ
ェ
ー
マ
上
そ
れ
を
第
一
列
に
位
置
づ
け
た

（
ω
畠
ぎ
巴
・
嘗
き
げ
為
・
p
P
ω
・
笛
9
邦
訳
五
二
頁
）
こ
と
こ
れ
で
あ
る
Q
こ
の
こ
と

は
、
わ
た
く
し
が
既
に
別
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
旧
版
に
お
け
る
欠
陥

抽
象
的
収
支
計
算
に
対
立
す
る
具
体
的
収
支
計
算
の
看
過
と
い
う
こ
と
一

に
早
晩
気
づ
き
、
会
計
の
収
支
二
元
的
構
造
の
認
識
に
一
歩
近
ず
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
二
は
、
貸
借
対
照
表
を
成
果
計
算
の
補
助
手
段
と
し
て
の
地
位
か
ら

解
放
し
、
積
極
的
に
「
貸
借
対
照
表
的
成
果
計
算
の
構
造
」
　
（
∪
霞
跨
亀
冨
口

自
警
匡
薗
震
白
農
㎡
8
国
並
置
G
q
霞
8
ぼ
巨
α
Q
）
を
明
ら
か
な
ら
し
め
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
（
。
D
。
ぎ
薗
ぎ
訂
。
貫
㊤
』
．
ρ
。
。
・
切
H
！
ひ
ρ
邦
訳
四
六
～
五
六
頁
）
に
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

　
わ
れ
わ
れ
は
表
面
的
に
右
の
二
つ
の
理
由
か
ら
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ

が
ビ
ラ
ン
ツ
を
利
潤
計
算
の
補
助
手
段
と
し
て
の
地
位
か
ら
解
放
し
て
、
そ

れ
に
独
立
の
利
潤
計
算
の
機
能
を
与
え
よ
う
と
す
る
意
図
の
存
す
る
こ
と
を

汲
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
謙
っ
て
ビ
ラ
ン
ツ
を
貸
借
対
照
表

的
成
果
計
算
の
方
式
で
あ
る
と
措
定
す
る
限
り
、
ビ
ラ
ン
ツ
自
体
の
機
構
の

な
か
に
成
果
算
定
の
機
能
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
動
的
貸
借
対
照
表
と
勘
定
理
論

　
　
　
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
も

し
か
ら
ば
、
実
質
的
に
み
て
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
は
ゼ
ラ
ン
ツ
に
そ
の

よ
う
な
機
能
を
認
め
て
い
る
か
ど
う
か
が
次
に
た
だ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

　
シ
ュ
マ
ー
ン
ン
バ
ッ
ハ
は
、
ま
ず
未
解
決
項
目
の
貸
借
対
照
表
に
お
け
る

地
位
に
つ
い
て
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
…
…
実
際
は
、
支

出
準
備
の
項
目
お
よ
び
資
本
項
目
以
外
の
す
べ
て
の
貸
借
対
照
表
項
目
に
お

　
　
　
ら
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ね
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
や
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
も

い
て
、
未
解
決
の
状
態
は
そ
の
本
来
的
な
特
徴
を
な
す
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ

もる
」
（
ω
起
結
巴
8
冨
。
戸
9
。
・
9
・
O
・
噸
Q
。
・
心
○
。
・
邦
訳
四
二
頁
参
照
、
傍
点
筆
者
）
と
。

　
支
払
手
段
を
シ
ェ
ー
マ
上
第
一
列
に
位
置
づ
け
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、

こ
こ
で
は
支
払
手
段
を
ビ
ラ
ン
ツ
の
本
来
的
正
常
内
容
と
し
て
扱
う
と
い
う

の
で
は
な
く
、
却
っ
て
未
解
決
項
目
を
ビ
ラ
ン
ツ
の
固
有
の
特
徴
と
解
し
、

旧
版
に
お
け
る
と
同
様
支
払
手
段
を
そ
れ
の
従
属
的
地
位
に
お
い
て
位
置
づ

け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
（
旧
版
に
お
い
て
「
収
入
・
未
支

出
」
項
目
に
含
め
ら
れ
て
い
た
資
本
項
目
を
新
版
で
は
シ
ェ
ー
マ
上
独
立
の

項
目
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
矛
盾
は
、
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て

指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
こ
と
と
す

る
Q
）

　
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
自
か
ら
ビ
ラ
ン
ツ
に
成
果

計
算
の
機
能
を
認
め
よ
う
と
努
力
し
な
が
ら
、
な
お
そ
れ
に
徹
底
で
き
ず
、

単
に
表
面
的
な
も
の
と
し
て
、
旧
版
に
比
し
笑
質
的
に
な
ん
ら
の
発
展
も
存
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動
的
貸
借
対
照
表
と
勘
定
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
や
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
セ

し
な
い
と
み
ら
れ
え
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
ビ
ラ
ン
ッ
に
成
果
計
算
の
機
能
を

も
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
セ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
り
　
　
　
う
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
セ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
む
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も

堅
い
出
そ
う
と
す
る
場
合
、
貨
幣
項
目
を
静
態
量
と
し
て
で
は
な
く
、
貨
幣

も
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
も

項
目
の
背
後
に
あ
る
収
入
並
に
支
出
と
い
う
動
的
関
係
に
着
目
す
べ
き
で
あ

らる
。
収
入
に
対
応
す
る
収
益
、
支
出
に
対
応
す
る
費
用
と
い
う
二
元
的
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
も

を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
貸
借
対
照
表
計
算
の
本
質
は
、
一
方
に
は
期
間

も
　
　
も

的
収
入
か
ら
出
発
し
て
、
そ
の
期
に
お
い
て
収
益
と
し
て
未
解
消
の
収
入
額

を
控
除
し
、
更
に
収
益
と
し
て
実
現
し
た
未
収
入
額
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ

　
　
も
　
　
お
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
で
　
　
カ
　
　
セ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
つ
　
　
つ

っ
て
期
間
収
益
を
、
他
方
で
は
期
間
的
支
出
か
ら
出
発
し
て
同
じ
く
期
間
費

も
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
う
　
　
も
　
　
コ

用
を
計
算
す
る
こ
と
に
よ
り
、
成
果
を
算
定
す
る
所
謂
拡
張
収
支
計
算
と
し

う
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
セ
　
　
　
も

て
の
利
潤
計
算
の
構
造
で
あ
る
の
で
あ
る
。
貨
幣
を
在
高
量
と
し
て
把
握
せ

ず
、
収
入
・
支
出
と
に
分
解
し
、
前
者
が
発
展
し
て
収
益
を
後
者
が
期
間
限

定
を
う
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
費
用
と
な
る
関
係
と
し
て
理
解
す
る
と
き
、
貨

幣
項
目
は
ま
さ
に
ビ
ラ
ン
ツ
上
そ
の
本
来
的
内
容
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
関
連
が
明
ら
か
と
な
る
。
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
は
新
版

に
お
い
て
未
だ
か
か
る
重
要
な
関
連
に
気
ず
か
ず
に
過
ご
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
彼
の
論
理
の
不
徹
底
さ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
は
貸
借
対
照
表
の
職
能
に
つ
い
て
、
「
損
益
計
算
は

本
来
的
成
果
計
算
（
①
一
σ
Q
自
薦
。
浄
写
h
。
一
σ
Q
。
・
同
①
。
ぎ
巨
σ
Q
）
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

貸
借
対
照
表
は
未
解
消
の
収
入
お
よ
び
支
出
の
す
べ
て
と
未
解
消
の
費
用
お

よ
び
収
益
の
す
べ
て
を
計
算
せ
ん
と
す
る
課
題
を
担
う
も
の
で
あ
る
」
（
。
。
静
，

目
巴
§
冨
。
詳
9
』
・
P
q
。
・
鶉
・
邦
訳
五
三
頁
参
照
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
貸
借

対
照
表
計
算
の
性
格
を
成
果
計
算
に
求
め
ず
に
、
未
解
決
項
目
の
収
容
を
そ

の
課
題
と
す
る
も
の
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
個
所
で
も
「
…
…
貸
借

対
照
表
の
課
題
は
、
未
解
決
の
項
目
す
な
わ
ち
な
お
も
解
消
を
待
ち
つ
つ
あ

る
項
目
を
明
瞭
に
保
持
す
る
こ
と
に
あ
る
」
（
ψ
号
暴
三
訂
。
『
・
』
・
o
・
。
。
』
o
・
邦

訳
五
五
頁
参
照
）
と
も
語
っ
て
い
る
。

　
ム
　
　
も
　
　
レ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
や
　
　
も
　
　
へ
　
　
う
　
　
わ
　
　
わ
　
　
も
　
　
り
　
　
も
　
　
セ
　
　
リ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

　
貸
借
対
照
表
を
未
解
決
項
目
の
単
な
る
繰
越
手
段
と
み
る
立
場
か
ら
は
、

へ
　
　
も
　
　
ハ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
も
　
　
セ
　
　
わ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
り
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
も
　
　
う
　
　
も
　
　
も

決
し
て
ビ
ラ
ン
ツ
の
成
果
計
算
機
能
は
明
ら
か
に
な
し
え
な
い
。
　
「
貸
借
対

照
表
的
成
果
計
算
の
構
造
」
と
題
す
る
節
に
お
い
て
も
、
損
益
計
算
の
結
果

と
し
て
の
利
潤
が
貸
借
対
照
表
的
成
果
計
算
の
結
果
と
し
て
の
利
潤
と
】
致

す
る
と
い
う
関
連
が
何
ら
解
毒
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
て
ん
旧
版

と
同
様
に
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
動
的
論
の
ひ
と
つ
の
欠
陥
と
し
て
未
解
決

の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
与
え
ら
れ
た
数
多
く
の
批
判
の
う
ち
、

特
に
ヶ
ル
ナ
ー
・
シ
ュ
ー
レ
の
内
部
に
お
け
る
ワ
ル
プ
、
コ
ジ
オ
ー
ル
の
批

判
に
応
え
て
、
動
的
貸
借
対
照
表
新
版
で
は
ビ
ラ
ン
ツ
に
成
果
計
算
の
機
能

を
賦
与
せ
ん
と
す
る
ぎ
ざ
し
が
形
式
上
乃
至
表
面
的
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
実
質
的
に
み
て
巨
昌
N
日
出
韓
α
q
①
貯
塗
㎝
。
。
目
。
。
巨
巨
α
q
に
徹
底
で
き
ず
に

未
だ
昏
迷
の
域
を
脱
却
し
え
な
か
っ
た
。

　
（
二
）
　
次
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
動
的
貸
借
対
照
表
の
旧
版
と
新
版
と
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ぬ
　
　
　
り
　
　
　
ら
　
　
　
ね
　
　
　
も
　
　
　
ね
　
　
　
も
　
　
　
わ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

に
お
け
る
理
論
構
成
の
出
立
点
の
変
更
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
旧
版
に
お
い
て
は
、
全
体
計
算
か
ら
出
発
し
、
収
支
計
算
と
給
付
・
費
用

計
算
の
一
致
す
る
関
係
か
ら
期
間
成
果
計
算
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
ア
プ
ロ

ー
チ
を
と
る
点
に
ひ
と
つ
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
版
で
は
そ
の

一
関
係
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
短
期
存
続
企
業
の
成
果
計
算
」
（
∪
凶
。
甲
宣
㎝
ω
器
。
ぼ
巨
㎝
師
。
同
犀
霞
N
ま
。
。
轟
。
ロ

d
巨
①
巨
窪
目
巨
σ
・
。
ロ
）
か
ら
「
長
期
存
続
企
業
の
成
果
計
算
」
（
票
Φ
国
眺
。
曹
串

6
『
巨
昌
α
q
伍
①
二
p
三
目
ぽ
㎝
①
昌
d
巨
霞
口
Φ
げ
ヨ
巨
σ
Q
・
昌
）
の
説
明
に
入
り
、
そ
こ
で
全

体
計
算
（
目
。
琶
§
臣
巨
㎝
）
と
期
間
計
算
の
関
係
を
論
ず
る
（
。
。
筈
暴
一
窪
げ
舘
ド

勲
p
o
‘
Q
。
』
。
。
中
邦
訳
四
二
頁
以
下
）
に
先
餌
ち
、
「
収
入
・
支
出
計
算
に
お
け
る

貸
借
対
照
表
」
（
望
①
望
謬
N
貯
山
霞
閉
冒
二
日
①
ロ
・
・
巳
き
。
・
α
・
号
窪
§
巨
亘
ロ
㎝
）

な
る
個
所
に
お
い
て
収
入
・
支
出
が
収
益
・
費
用
に
一
致
す
る
最
も
プ
リ
ミ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

イ
ー
ブ
な
収
支
計
算
に
基
づ
く
期
間
計
算
の
例
示
を
と
り
あ
げ
（
。
。
島
暴
ぎ
・

富
。
戸
鉾
陶
・
P
ω
・
お
ム
刈
・
邦
訳
三
七
i
四
七
頁
）
、
続
い
て
「
未
解
決
取
引
の
出

現
」
（
H
》
二
男
D
　
諺
口
h
白
円
①
鮮
Φ
昌
　
く
O
ロ
　
ロ
o
O
げ
ミ
O
げ
①
】
P
島
①
】
P
　
O
O
ω
O
ず
似
h
臼
Φ
昌
）
な
る
個
所
に
お
い

て
支
出
が
す
べ
て
そ
の
期
の
費
用
と
な
っ
て
解
消
せ
ざ
る
場
．
合
に
論
及
す
る

く
。
n
畠
二
巴
8
冨
。
ド
p
陶
・
ρ
ω
・
曲
ア
お
・
邦
訳
四
一
一
四
二
頁
）
Q

　
　
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
り
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
カ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

　
一
方
で
は
全
体
計
算
に
み
ら
れ
る
単
純
な
現
金
収
支
計
算
か
ら
出
発
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
も
　
　
も

期
間
計
算
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
他
方
で
は
単
純
な
現
金
収

も
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
あ
　
　
　
ね
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
し

・
支
計
算
に
基
づ
く
期
間
計
算
か
ら
出
発
し
未
解
決
項
目
の
考
察
に
う
つ
る
と

　
　
　
　
動
的
貸
借
対
照
表
と
勘
定
理
論

い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
二
つ
の
も
の
が
「
動
的
貸
借
対
照
表
の
原
理
と
構

造
」
と
い
う
章
の
な
か
で
同
時
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
「
貸
借
対
照
表
的
成
果
計
算
の
構
造
」
な
る
節
を
理
解
す
る
に

当
り
、
い
ず
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
本
筋
と
し
て
採
択
す
べ
き
か
に
迷
わ
ざ
る

を
え
な
い
。
新
版
全
体
を
通
じ
て
い
ず
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
本
来
的
な
も
の

と
し
て
、
す
な
わ
ち
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
根
本
的
立
場
と
し
て
と
り
あ

げ
る
べ
き
で
あ
る
か
。

　
結
論
的
に
い
っ
て
、
わ
た
く
し
は
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
方
法
論
に
ひ
と

つ
の
修
正
・
変
更
が
あ
っ
た
も
の
と
み
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
二
つ
の
理
由

か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
旧
版
に
お
い
て
一
致
の
原
則
O
岩
ロ
留
口
N
①
傷
霞
囚
。
冨
噌
。
窪
N
（
お

よ
び
継
続
性
の
原
則
O
旨
巳
ω
眠
け
・
①
山
霞
囚
。
巨
ぽ
・
一
§
）
が
理
論
構
成
の
基
礎

と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
新
版
で
は
こ
の
よ
う
な
原
則
が
殆
ん
ど
顧
り

み
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　
第
二
に
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
動
的
論
が
登
場
し
た
社
会
経
済
的
理
由

を
顧
慮
す
る
に
、
そ
れ
は
税
法
に
お
け
る
純
財
産
増
加
説
に
挑
戦
し
、
そ
れ

を
克
服
す
る
た
め
の
理
論
構
成
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
新
版
を
公
に
す
る
頃

に
は
損
益
法
が
一
般
に
承
認
せ
ら
れ
る
に
至
り
、
こ
と
さ
ら
損
益
法
を
全
体

計
算
と
の
関
連
で
強
調
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
も
㊨
と
推
測
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
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動
的
貸
借
対
照
表
と
勘
定
理
論

　
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
わ
た
く
し
は
後
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
新
版
に
お

け
る
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
基
本
的
立
場
と
し
て
と
り
あ
げ
た
い
。
す
な

　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ね
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
リ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
ね
　
　
カ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ヒ
　
　
も

わ
ち
、
単
純
な
収
支
計
算
に
基
づ
く
期
間
成
果
計
算
そ
の
も
の
の
理
解
か
ら

も
　
　
カ
　
　
も
　
　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
セ
　
　
め
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
り
　
　
も

出
発
し
、
よ
り
複
雑
な
期
間
成
果
計
算
の
理
解
へ
進
む
と
い
う
行
き
方
が
、

り
　
　
　
う
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

薪
版
に
お
け
る
本
筋
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
接
近
の
仕
方
が
、
実
は
資
本
項

目
を
未
解
決
項
目
か
ら
除
外
す
る
よ
う
な
誤
り
を
侵
す
に
至
っ
た
原
因
で
も

あ
る
。

　
動
的
貸
借
対
照
表
新
版
は
ま
ず
収
入
と
支
出
と
の
差
が
収
益
と
費
用
と
の

差
に
等
し
く
な
る
と
い
う
最
も
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
収
支
計
算
の
説
明
に
は
じ

ま
り
、
そ
こ
で
現
金
と
資
本
金
と
が
貸
借
対
照
表
上
独
立
項
目
と
し
て
現
れ

る
に
至
る
連
関
を
明
ら
か
に
し
た
の
ち
、
若
干
そ
れ
ら
の
関
係
を
複
雑
化
し

た
未
解
決
項
目
の
説
明
に
及
ぶ
。
そ
こ
で
は
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や
燃
料
を

買
い
入
れ
期
末
に
未
費
消
部
分
が
残
留
し
て
い
る
場
合
、
ワ
ル
プ
的
表
現
を

か
り
れ
ば
費
用
の
過
大
記
帳
に
対
す
る
戻
し
計
算
が
行
わ
れ
、
ま
た
手
数
料

の
未
収
入
部
分
の
あ
る
場
合
、
収
益
の
過
小
記
帳
に
対
す
る
追
加
計
算
が
な

さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
彼
は
結
論
的
に
ビ
ラ
ン
ツ
が
貨

幣
お
よ
び
資
本
項
目
を
除
い
て
未
解
決
の
状
態
が
そ
の
固
有
の
特
徴
を
な
す

も
の
で
あ
る
と
断
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
こ
の
よ
う
な
行
論
が
、
す
ぐ
そ
の
ま
ま
第
皿
節
「
貸
借
対
照
表
的
成

果
計
算
の
構
造
」
に
引
き
継
が
れ
る
。
そ
れ
は
第
皿
項
の
冒
頭
で
、
「
収
入
・

支
出
計
算
の
説
明
に
際
し
、
現
金
資
金
（
山
δ
笹
島
窪
察
聴
感
）
は
借
方
に
、

こ
れ
に
対
応
す
る
資
本
勘
定
は
貸
方
に
現
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

こ
の
二
つ
の
貸
借
対
照
表
項
目
は
、
収
入
・
支
出
計
算
が
収
益
・
費
用
計
算

に
な
る
際
に
生
ず
る
未
解
決
項
目
と
は
関
係
が
な
い
の
で
あ
る
」
（
ω
魯
暴
ぎ
・

げ
、
。
戸
・
・
、
・
ρ
ω
』
ピ
邦
訳
四
六
頁
参
照
）
と
述
べ
、
続
い
て
直
ち
に
八
個
の
未

解
決
項
目
の
内
容
の
説
明
に
入
る
手
法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の

こ
と
が
う
な
ず
け
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
従
っ
て
、
新
版
で
は
そ
の
体
系
上
「
短
期
存
続
企
業
の
成
果
計
算
」
と

長
期
存
続
企
業
の
成
果
計
算
L
は
、
い
わ
ば
影
の
薄
い
存
在
と
な
っ
て
い
る

と
い
い
え
よ
う
。
極
言
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
二
つ
の
節
は
旧
版
に
お
け
る
残

骸
を
全
部
捨
て
き
れ
ず
に
取
り
容
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
っ
て
差
し
支

え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
シ
ュ
ー
マ
レ
ン
バ
ッ
ハ
動
的
貸
借
対
照
表
論
の
新
版
に
お
け
る
全
体
系
を

つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
と
き
、
上
述
の
結
論
は
決
し
て
誤
ま
れ
る
判
断
で
あ
る

と
は
い
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。
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在
外
経
営
に

の
諸
問
題

勝
け
る
財
務
管
理

小

野

二

郎

　
大
企
業
の
活
動
領
域
が
一
国
内
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
国
際
的
に
も
拡
大
さ

れ
る
傾
向
を
有
す
る
の
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
が
、
特
に
現
代
に
お
い
て
は

企
業
経
営
夫
自
体
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
急
速
な
る
国
民
経
済
の
成
長
の
上
か

ら
も
そ
れ
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
先
進
資
本
主
義
国
の
実
状
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
故
こ
の
領
域
に
お
け
る
経
営
上
の
諸
問
題
の
解
明
は
極
め
て
重

要
な
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
最
近
英
米
に
お
い
て
こ
の
分
野
の
研
究

文
献
が
次
々
と
発
表
さ
れ
て
い
る
所
以
も
そ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小

稿
は
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
国
際
経
営
者
協
会
（
H
・
冒
・
諺
・
漏
巨
①
7

§
昌
。
口
巴
口
置
麟
㎝
①
巨
①
三
b
の
。
・
o
o
置
島
。
屋
）
編
の
「
在
外
経
営
に
お
け
る
財
務
管

理
の
適
用
（
跨
唱
も
ζ
ぽ
α
q
ゆ
口
昌
9
巴
8
肖
言
。
『
言
h
o
器
磯
ロ
。
唱
①
轟
け
δ
暴
・
H
O
㎝
メ
）
」

の
一
部
、
第
一
章
－
第
六
章
及
び
第
九
章
の
概
要
を
紹
介
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
此
の
書
は
、
主
と
し
て
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
在
外
経
営

の
財
務
管
理
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
間
題
に
つ
い
て
、
こ
の
方
面
の
仕
事
に

従
事
す
る
実
務
家
が
、
そ
の
経
験
に
基
い
て
分
担
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、

従
っ
て
理
論
的
な
深
さ
や
統
一
性
に
欠
け
る
所
が
あ
る
と
し
て
も
、
国
際
経

営
に
お
け
る
財
務
上
の
諸
問
題
が
奈
辺
に
あ
る
か
を
識
る
と
云
う
点
で
、
そ

し
て
叉
米
国
の
経
営
者
達
が
そ
れ
を
如
何
に
把
え
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
に

よ
り
、
我
々
自
身
の
問
題
の
解
明
に
一
つ
の
手
掛
り
を
得
る
と
い
う
点
で
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

考
と
な
る
点
が
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
註
）
　
此
の
書
の
編
別
構
成
及
び
執
筆
者
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
日
・
測
量
邑
。
宏
閣
。
房
亀
団
自
・
一
唱
O
娼
。
円
註
8
の
国
章
三
筆
”
ξ
炉
囚
，
。
日
の
ξ
．

　
　
　
卜
。
●
司
轟
g
凶
自
㎝
。
隔
田
言
昌
9
9
一
〇
由
8
冒
H
巨
。
旨
9
鼠
。
臣
一
〇
℃
。
冨
ぎ
ロ
9
ξ
一
」
●

　
　
　
O
昌
げ
O
属
・

　
　
　
q
。
・
目
ぴ
。
0
8
訂
。
♂
＝
琴
①
ω
盲
Φ
昌
冒
団
。
同
。
賞
ロ
O
唱
霞
註
8
ω
“
ξ
炉
冒
●
9
げ
g
’

　
　
　
麟
・
中
。
乞
・
日
。
。
。
＝
曇
。
ヨ
g
一
。
冨
一
飲
巳
三
お
八
二
ぎ
。
8
口
鼠
護
U
冨
巳
9
巳
ω
曽
ξ
日
・

　
　
　
い
．
白
一
一
ぼ
昌
ω
o
ロ
・

　
　
　
蝋
・
同
。
円
①
お
目
穿
。
訂
護
。
日
工
二
二
。
ま
冨
　
　
国
⑦
轟
ぎ
α
Q
＞
α
q
島
　
g
u
。
く
巴
8
ぎ
昌

　
　
　
碧
山
ぽ
守
江
。
戸
ξ
円
国
爵
．

　
　
　
α
・
甲
。
＝
。
霧
。
｛
国
。
邑
撃
国
×
。
冨
護
①
ぎ
甲
①
鵠
ユ
お
ω
訂
け
弩
①
三
塁
巳
切
。
陽
昌
即

　
　
　
ξ
国
」
・
臼
g
ざ
・

　
　
　
S
目
『
①
∩
8
コ
。
剛
。
｛
国
。
邑
㎝
昌
昌
嘱
目
貯
。
ε
同
ぎ
σ
q
O
『
雷
ぎ
コ
p
ξ
国
曾
一
・
Q
D
・
郎
ぎ
亀
●

　
　
　
Q
Q
・
日
①
畠
巳
膚
Φ
。
。
亀
Q
D
旺
①
ω
0
8
冒
。
＝
口
司
。
器
粛
昌
O
寵
冨
自
。
塁
噂
ξ
蛍
・
℃
．
剴
二
王
●

　
　
　
O
・
0
8
茸
巳
岡
暮
。
鋤
8
ω
。
h
∩
お
象
け
・
・
寓
き
謂
Φ
さ
ξ
団
」
）
．
空
。
冨
a
。
・
自
●

　
　
H
O
・
0
8
育
亀
ぎ
α
q
O
o
。
。
8
ぎ
司
。
円
。
賞
昌
O
需
雷
瓢
8
・
・
ξ
司
・
U
曽
属
自
．

　
　
＝
・
≦
菊
●
9
国
8
、
。
・
国
老
巴
窪
。
。
ぎ
O
。
暮
三
一
冒
咀
岡
。
邑
σ
q
昌
O
隔
H
巴
8
の
”
ξ
目
』
・

　
　
　
国
9
巳
α
q
碧
」
7
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在
外
経
営
に
お
け
る
財
務
管
理
の
諸
問
題

尚
、
本
書
ば
そ
の
性
格
上
、
問
題
の
取
扱
い
が
各
章
に
お
い
て
重
複
し
て
い
る

所
が
少
く
な
い
の
で
、
小
稿
で
は
書
物
の
編
別
に
従
わ
な
い
で
、
問
題
点
を
中

心
に
し
て
整
理
し
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
又
そ
の
範
囲
を
一
部
に
止
め
た
の

は
、
よ
り
直
接
的
に
企
業
の
財
務
活
動
と
結
び
つ
く
問
題
に
限
定
し
た
方
が
、

限
ら
れ
た
時
間
と
紙
巾
を
有
効
に
使
う
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

此
処
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
製
造
活
動
の
管
理
、
販
売
管
理
、
原
価
管
理
等
に

関
す
る
章
は
、
後
日
機
会
が
あ
れ
ば
他
の
文
献
と
共
に
検
討
を
加
え
て
み
た
い

と
思
う
。（

一
）

在
外
経
営
計
画
及
び
管
理
に
お
け
る

動
態
的
観
点

　
在
外
経
営
に
お
い
て
も
、
企
業
を
販
売
及
び
収
益
に
お
い
て
成
長
さ
せ
、

出
資
者
の
投
資
の
価
値
を
維
持
増
大
す
る
こ
と
が
経
営
者
の
主
た
る
課
題
で

あ
る
こ
と
は
い
う
迄
も
な
く
、
従
っ
て
そ
の
経
営
計
画
に
つ
い
て
も
長
期
的

な
収
益
性
（
円
O
胴
忘
同
】
P
O
じ
　
昌
く
①
ω
酋
H
P
①
一
P
脾
）
の
観
点
が
基
般
皿
に
お
か
れ
る
。
そ
し
て

そ
の
た
め
に
は
数
値
と
し
て
計
算
さ
れ
得
る
収
益
性
や
金
融
上
の
有
利
さ
の

み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
は
現
わ
れ
な
い
、
相
手
国
の
人
ロ
増
加
、
教
育
水
準
の
上

昇
、
都
市
化
（
一
目
げ
9
昌
一
N
9
け
一
〇
口
）
傾
向
、
農
業
技
術
の
進
歩
及
び
国
際
収
支
均
衡

等
の
社
会
経
済
財
の
諸
要
因
が
、
よ
り
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ

ま
り
経
営
計
画
及
び
管
理
の
前
提
と
な
る
諸
要
因
の
分
析
は
現
状
叉
は
六
－

一
下
ク
月
の
状
況
の
み
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、

国
内
経
営
活
動
に
比
し
て
相
手
国
の
長
期
的
な
一
数
倍
も
長
い
基
準
期
間

に
お
け
る
i
社
会
経
済
の
発
展
及
び
構
造
的
な
変
化
を
、
よ
り
重
視
す
る

動
態
的
（
身
審
巳
。
）
観
点
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
此
処
に
い
う
動
態
と
は
、
第
一
に
過
去
叉
は
現
在
か
ら
将
来
へ
の
急
速
な

る
発
展
を
意
味
す
る
。
経
営
の
長
期
計
画
の
指
標
と
し
て
一
般
に
採
ら
れ
る

の
は
、
そ
の
国
民
経
済
に
お
け
る
人
口
増
加
と
国
民
所
得
で
あ
る
が
、
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
は
急
速
に
増
大
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の

増
加
率
は
米
国
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
短
期

経
営
計
画
と
長
期
的
な
そ
れ
と
を
全
く
異
な
っ
た
も
の
に
す
る
こ
と
に
な

る
。
何
故
な
ら
今
日
多
く
の
領
域
に
お
い
て
小
さ
な
市
場
し
か
も
っ
て
い
な

い
か
、
或
い
は
全
く
市
場
の
な
い
商
品
に
対
し
て
も
、
今
後
五
－
二
五
年
の

間
に
は
そ
の
需
要
は
可
成
大
き
な
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
更
に
動
態
は
、
正
常
な
又
は
過
去
の
経
験
の
結
果
と
し
て
推
論
さ
、
れ
る

一
定
の
成
長
の
型
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
、
急
激
な
る
転
換
現
象
（
臣
器
野
。
＝

喜
窪
§
①
塁
）
を
も
含
む
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
如
き
動
態
的
な
環
境
に
お

い
て
は
、
経
済
の
発
展
は
破
壊
的
な
力
を
も
つ
て
全
く
新
し
い
領
域
に
飛
び

こ
み
、
そ
こ
か
ら
更
に
一
定
の
型
の
成
長
を
展
開
す
る
か
、
或
い
は
絶
対
的

な
障
壁
に
つ
き
当
る
と
、
短
い
間
に
も
せ
よ
長
い
間
に
も
ぜ
よ
停
滞
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
お
け
る
航
空
路
の
発
達
が
、
い

く
つ
か
の
発
展
段
階
を
こ
え
て
、
飛
躍
的
に
産
業
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
か
ら
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も
明
か
な
様
に
、
我
々
は
こ
の
意
味
に
お
け
る
、
相
手
国
社
会
経
済
の
全
体

的
な
構
造
変
化
の
可
能
性
を
も
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
動
態
的
観
点
か
ら
、
在
外
経
営
計
画
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

な
ら
な
い
諸
要
因
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
の
一
例
を
上
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

1
、
相
手
国
の
経
済
及
び
産
業
上
の
背
景
。

　
A
、
人
ロ
と
所
得
一
一
九
四
〇
～
一
九
七
五
年
の
三
五
年
間
に
つ
い
て

　
　
一
0

　
　
1
、
全
人
口
と
成
長
速
度
。

　
　
2
、
総
生
産
と
各
経
済
分
野
に
お
け
る
一
人
当
り
の
所
得
趨
勢
。

　
　
3
、
人
口
の
配
分
。

　
　
　
a
、
各
経
済
分
野
（
農
業
、
鉱
業
、
製
造
工
業
等
）
に
つ
い
て
。

　
　
　
b
、
所
．
得
水
準
、
所
得
配
分
の
側
面
に
つ
い
て
。

　
　
4
、
社
会
構
成
。

　
　
5
、
都
市
化
（
口
目
げ
上
口
凶
N
9
田
下
O
】
P
）
。

　
B
、
発
展
に
影
響
を
与
え
る
諸
要
因
－
工
業
化
に
寄
与
し
、
或
い
は
そ

　
　
れ
を
遅
ら
せ
て
来
た
諸
要
因
及
び
そ
れ
ら
の
将
来
可
能
な
る
影
響
の
分

　
　
析
。
そ
れ
は
次
の
如
き
を
含
む
。

　
　
－
、
専
門
的
な
、
そ
し
て
技
術
的
な
訓
練
を
受
け
た
労
働
力
に
対
す
る

　
　
　
需
要
量
と
供
給
量
と
の
予
測
。

　
　
2
、
原
材
料
と
中
間
生
産
物
の
供
給
。

　
　
　
　
在
外
経
営
に
お
け
る
財
務
管
理
の
諸
問
題

　
　
3
、
地
理
的
な
影
響
。

　
　
4
、
資
本
の
利
用
性
。

　
　
5
、
財
政
政
策
と
投
資
目
的
の
た
め
の
国
内
資
源
の
動
員
。

　
　
6
、
税
務
政
策
と
そ
の
経
済
発
展
へ
の
影
響
。

　
　
7
、
為
…
替
政
策
の
影
響
。

　
　
8
、
輸
出
趨
勢
と
の
関
連
に
お
け
る
輸
入
能
力
。

　
　
9
、
外
国
投
資
の
役
割
。

　
　
1
0
、
経
済
め
基
本
的
な
性
格
の
本
質
的
な
変
化
の
可
能
性
（
例
え
ば
原

　
　
　
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
結
果
と
し
て
）
。

H
、
相
手
国
産
業
の
趨
勢
。

　
A
、
産
業
の
成
長
速
度
－
一
九
四
〇
～
一
九
五
五
年
の
一
五
年
間
に
つ

　
　
い
て
一
。

　
　
1
、
総
産
業
生
産
。

　
　
2
、
産
業
分
野
に
よ
っ
て
そ
の
拡
大
速
度
が
異
な
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
、

　
　
　
生
産
構
成
の
変
化
。

　
　
3
、
国
家
政
策
の
影
響
。

　
　
4
、
産
業
発
展
の
、
輸
入
構
成
に
対
す
る
影
響
。

　
B
、
産
業
の
現
在
の
特
徴
。

　
　
1
、
産
業
の
各
主
要
分
野
に
お
け
る
技
術
の
状
態
。

　
　
2
、
全
体
及
び
各
分
野
に
お
け
る
生
産
物
－
資
本
比
率
　
（
箕
＆
琴
学
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在
外
経
営
に
お
け
る
財
務
管
理
の
諸
問
．
題

　
　
　
。
僧
営
冨
一
冨
江
。
）
Q

　
　
3
、
労
働
の
報
償
と
生
産
性
。

　
　
4
、
各
分
野
の
製
造
活
動
に
よ
り
附
加
さ
れ
る
価
値
の
評
価
。

　
　
5
、
産
脇
莱
生
産
の
地
理
的
配
分
。

　
　
6
、
外
国
資
本
の
参
加
と
そ
の
意
義
。

　
　
7
、
生
産
原
価
及
び
そ
れ
と
技
術
、
投
下
資
本
、
労
働
生
産
性
、
市
場

　
　
　
規
模
と
の
関
係
。

　
C
、
各
産
業
分
野
の
発
展
の
予
測
－
一
九
五
五
～
一
九
六
五
及
び
一
九

　
　
七
五
年
の
一
〇
～
二
〇
年
間
に
つ
い
て
一
。
経
済
の
状
況
及
び
過
去

　
　
現
在
の
産
業
の
趨
勢
を
考
慮
し
た
、
一
国
に
お
け
る
将
来
の
産
業
発
展

　
　
の
傾
向
。

　
　
－
、
製
造
さ
れ
た
消
費
財
に
対
す
る
需
要
。

　
　
2
、
製
造
さ
れ
た
財
の
輸
出
。

　
　
3
、
資
本
財
の
国
内
生
産
。

　
　
4
、
国
内
で
製
造
さ
れ
た
諸
財
（
原
材
料
と
中
間
生
産
物
を
除
く
）
に

　
　
　
対
す
る
最
終
的
な
需
要
。

　
　
5
、
原
材
料
と
中
間
生
産
物
の
必
要
。

　
　
6
、
総
生
産
と
各
分
野
の
生
産
の
構
成
。

　
　
7
、
資
本
の
必
要
。

皿
、
会
社
の
成
長
の
問
題
。

A
、
投
資
集
中
の
た
め
の
産
業
の
撰
択
。
そ
れ
は
次
の
如
き
諸
要
因
に
基

　
く
Q

　
1
、
産
鼎
莱
成
長
の
型
。

　
2
、
当
該
企
業
に
よ
り
供
し
得
る
技
術
及
び
販
売
上
の
寄
与
と
結
び
つ

　
　
く
産
業
の
性
格
。

　
3
、
自
身
の
技
術
及
び
経
営
者
の
援
助
の
観
点
か
ら
望
ま
し
い
産
業
の

　
最
少
規
模
。

　
4
、
高
水
準
の
成
果
を
維
持
し
得
る
産
業
の
数
と
種
類
に
関
し
て
予
想

　
　
さ
れ
る
経
営
能
力
の
限
界
。

B
、
現
在
投
資
の
拡
大
i
次
の
如
き
諸
要
因
に
基
く
現
在
の
経
営
の
見

積
り
評
価
。

　
1
、
長
期
成
長
の
予
測
と
、
そ
の
国
の
経
済
発
展
へ
の
寄
与
。

　
2
、
市
場
へ
の
参
加
に
関
す
る
実
際
的
な
評
価
。

　
3
、
投
資
に
関
す
る
収
益
性
及
び
基
準
と
な
る
最
少
の
利
益
を
得
る
に

　
　
要
す
る
期
間
。

　
4
、
収
益
性
と
危
険
及
び
他
の
投
資
機
会
に
お
け
る
利
益
と
の
比
較
。

c
、
経
営
活
動
計
画
－
二
年
、
五
年
置
一
〇
年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に

　
つ
い
て
一
。

　
1
、
現
在
の
経
営
の
評
価
に
基
い
て
提
起
さ
れ
た
資
本
の
引
き
上
げ

　
　
（
儀
一
q
D
ぼ
P
＜
①
q
D
臼
5
P
①
一
P
辞
）
。
　
望
ま
し
か
ら
ざ
る
投
資
の
処
分
に
代
る
、
他
の 一204一



　
可
能
性
。
長
期
叉
は
短
期
の
損
益
へ
の
影
響
。

2
、
新
投
資
へ
の
接
近
。

　
a
、
既
存
経
営
の
獲
得
。
　
b
、
内
部
か
ら
の
成
長
。

3
、
計
画
を
実
施
す
る
上
で
の
経
営
政
策
上
の
諸
要
件
。

　
a
、
管
理
担
当
者
。
　
b
、
技
術
者
。
　
c
、
販
売
計
画
。

　
d
、
技
術
上
の
背
景
。
　
e
、
施
設
。
　
f
、
そ
の
他
の
内
部
組
織
。

4
、
次
の
如
き
各
項
目
に
対
す
る
財
務
上
の
裏
附
け
。

　
a
、
投
資
計
画
。
　
b
、
投
下
資
本
と
当
該
企
業
の
持
分
及
び
そ
れ

　
に
対
す
る
報
酬
。
　
c
、
販
売
予
測
一
－
全
体
市
場
と
会
社
の
地
位
。

　
d
、
利
益
予
測
。
　
e
、
可
能
な
る
競
孚
の
状
況
。

（
註
）
　
こ
れ
は
、
窯
・
図
・
O
旨
8
塑
0
9
の
最
近
の
在
外
経
営
計
画
に
お
い
て
考
慮

　
さ
れ
た
諸
．
要
因
で
あ
る
。

（
二
）

在
外
経
営
計
画
に
お
け
る
主
要
な
る

若
干
の
要
因

　
前
節
で
述
べ
た
諸
要
因
の
内
で
、
特
に
・
王
要
な
も
の
と
し
て
留
意
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

　
相
手
国
経
済
発
展
へ
の
独
特
な
る
寄
与
。
在
外
経
営
は
、
そ
の
国
民
経
済

に
お
け
る
地
位
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
経
済
の
成
長
に
寄
与
す

る
、
つ
ま
り
そ
の
国
の
資
本
や
能
力
で
は
同
じ
機
能
を
果
す
こ
と
が
不
可
能

　
　
　
　
在
外
経
営
に
お
け
る
財
務
管
理
の
諸
問
．
遺

で
あ
る
か
叉
は
困
難
で
あ
り
、
し
か
も
有
益
な
る
分
野
で
、
経
済
に
独
特
な

る
貢
献
を
な
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
場
合
、

資
本
の
提
供
夫
自
体
と
し
て
は
、
特
別
な
る
技
術
や
市
場
に
関
す
る
優
越
性

と
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
、
独
特
な
も
の
と
は
見
倣
さ
れ
得
ず
、
更
に
叉
そ
の

国
が
発
展
す
る
に
つ
れ
て
そ
の
寄
与
が
必
ず
し
も
独
特
な
も
の
で
な
く
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
或
る
条
件
の
下
で
は
こ
れ
ら
の
事

情
は
、
相
手
国
の
持
分
参
加
を
望
ま
し
い
も
の
と
す
る
。

　
経
済
全
体
の
成
長
と
所
得
の
配
分
、
資
源
の
利
用
性
。
経
済
成
長
の
方
向

と
速
度
を
規
定
す
る
決
定
的
要
因
は
資
本
形
成
－
投
資
率
（
ぼ
話
ω
嘗
①
巨

曇
。
）
と
、
資
本
の
平
均
生
産
性
f
生
産
物
資
本
比
率
で
あ
る
。
こ
の
二
つ

の
要
因
が
純
国
民
所
得
の
増
加
率
を
決
定
す
る
が
、
こ
の
場
合
非
常
に
豊
富

な
資
源
に
適
用
さ
れ
る
と
き
に
は
、
貧
し
い
資
源
に
適
用
さ
れ
る
よ
り
も
、

資
本
の
生
産
性
は
高
く
、
よ
り
大
な
る
も
の
を
生
ず
る
。

　
国
際
収
支
の
均
衡
i
外
国
、
特
に
ド
ル
為
替
獲
得
能
力
。
多
く
の
国
に

お
い
て
は
産
業
の
発
展
は
資
本
財
の
輸
入
に
依
拠
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ

が
外
国
為
替
不
足
の
故
に
妨
げ
ら
れ
る
と
経
済
成
長
は
停
滞
す
る
こ
と
に
な

る
。
更
に
ア
メ
リ
カ
の
投
資
家
は
利
益
を
ド
ル
で
受
取
る
こ
と
を
望
む
が
、

急
速
な
る
経
済
成
長
は
送
金
制
限
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
有
す
る
し
、
叉
そ

れ
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
。
ン
と
為
替
レ
ー
ト
の
切
り
下
げ
を
伴
う
と
き
に
は
、

そ
の
国
の
通
貨
で
は
計
画
さ
れ
た
以
上
の
利
益
を
上
げ
な
が
ら
、
非
常
に
少
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在
外
経
営
に
お
け
る
財
務
管
理
の
諸
問
題

な
い
ド
ル
利
益
し
か
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
生
じ
得
る
。
こ
れ
ら
の
危
険
は
収

益
性
の
予
想
の
中
に
含
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
重
要
な
こ
と
は
、
相
手
国
が
国
際
貿
易
上
、
如
何
な
る
決
済
同
盟
に
加
入

し
て
い
る
か
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
決
済
同
盟
を
始
め
と

し
て
、
ハ
ー
グ
ク
ラ
ブ
と
云
わ
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
を
中
心
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
を
含
む
多
角
通
貨
支
払
組
織
、
及
び
パ
リ
ク
ラ
ブ
と
称
す
る
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
を
中
心
と
す
る
同
様
な
組
織
等
が
存
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
同
盟
に
加

入
し
て
い
る
諸
国
で
は
、
そ
の
国
経
済
の
成
長
に
必
要
な
輸
出
入
に
関
し
て

は
、
非
加
盟
国
よ
り
も
よ
り
有
利
な
地
位
に
お
か
れ
て
い
る
と
云
え
る
。
し

か
し
な
が
ら
反
面
外
国
為
替
不
足
は
、
そ
の
故
に
輸
入
さ
れ
得
な
い
商
品
の

国
内
生
産
が
、
政
府
に
よ
り
保
護
育
成
さ
れ
る
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ

る
が
、
そ
れ
は
長
期
投
資
に
確
実
な
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
場

合
が
あ
る
。

　
特
定
の
産
業
i
特
定
の
生
産
物
叉
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
需
要
と

所
得
増
加
と
の
関
連
。
投
資
決
定
を
行
う
た
め
に
は
国
民
経
済
全
体
の
発
展

傾
向
の
、
個
々
の
産
業
分
野
へ
の
効
果
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此

処
で
重
要
な
の
は
所
得
弾
力
性
係
数
（
ぼ
8
目
。
血
9
巴
。
ξ
8
Φ
田
。
δ
点
出
で
あ

る
。
例
え
ば
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
全
体
の
所
得
弾
力
性
係
数
は
非
加
工
食
料
品

に
対
し
て
は
○
・
五
1
0
・
六
、
加
工
食
品
に
対
し
て
は
O
・
八
i
一

・
二
、
製
造
さ
れ
た
商
品
に
対
し
て
は
一
・
ニ
ー
一
・
五
で
あ
る
と
云
わ

れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
値
は
短
期
的
な
需
要
の
予
測
に
大
き
な
役
割
を
果
す
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
関
す
る
資
料
情
報
蒐
集
の
困
難
は
別
と

し
て
も
、
長
期
的
に
は
、
教
育
、
都
市
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
及
び
輸
送
手

段
の
改
善
等
に
伴
う
動
態
的
な
発
展
変
化
が
、
所
得
弾
力
性
係
数
そ
の
も
の

を
変
化
せ
し
め
る
と
云
う
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
政
府
の
許
可
と
統
制
。
全
ゆ
る
外
国
の
政
府
は
米
人
の
投
資
活
動
を
許
可

し
或
い
は
こ
れ
を
禁
ず
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
基
本
的
に
は
そ
れ
は
、
（
a
）

投
資
が
そ
の
国
の
経
済
水
準
を
上
昇
せ
し
め
る
か
否
か
、
即
ち
そ
の
国
民
経

済
の
成
長
に
積
極
的
な
役
割
を
果
し
得
る
か
否
か
。
　
（
b
）
そ
れ
が
国
際
収

支
を
悪
化
せ
し
め
て
将
来
ド
ル
保
有
を
洞
渇
せ
し
め
る
か
或
い
は
逆
に
ド
ル

の
流
入
に
有
利
に
作
用
す
る
か
。
　
（
c
）
若
干
の
分
野
に
お
け
る
外
人
の
活

動
と
結
び
つ
く
か
も
知
れ
な
い
危
険
　
　
特
に
そ
の
国
民
に
と
っ
て
重
要
な

経
済
分
野
が
外
人
に
と
っ
て
代
ら
れ
る
可
能
性
が
存
す
る
か
否
か
。
の
三
つ

の
観
点
か
ら
規
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
仏
人
以
外
の
も
の
が
鉱

業
に
従
事
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
逆
に
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ギ
リ

シ
ャ
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
及
び
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
若
干

の
国
の
や
う
に
開
発
を
急
い
で
い
る
諸
国
で
は
、
　
一
定
の
分
野
へ
の
資
本
投

下
に
対
し
て
は
、
よ
り
積
極
的
に
税
、
金
融
上
の
援
助
が
与
え
ら
れ
、
関
税
、

輸
入
許
可
制
、
複
数
為
替
レ
ー
ト
等
に
よ
り
保
護
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
統
制
そ
の
も
の
よ
り
も
重
要
な
の
は
政
策
の
急
変
で
あ
る
。
在
外

一206一



経
営
の
政
府
に
よ
る
接
収
（
露
玉
。
唱
冨
獣
8
）
又
は
国
有
化
は
、
イ
タ
リ
ヤ
の

保
険
会
社
の
国
有
化
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
資
本
主
義
国
で
も
行
わ
れ
得
る
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
迅
速
に
し
て
正
当
な
解
決
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
問
題
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
今
迄
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
接
収
後
数

年
を
経
て
、
し
か
も
国
債
、
封
鎖
さ
れ
た
通
貨
叉
は
そ
の
他
の
直
ち
に
処
分

さ
れ
得
な
い
支
収
手
段
で
補
償
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
叉
価
格
－
利

益
に
つ
い
て
も
、
イ
ン
ド
政
府
が
タ
イ
ヤ
を
始
め
と
す
る
ゴ
ム
製
品
に
つ
い

て
詳
細
な
る
原
価
分
析
を
行
っ
て
、
自
ら
妥
当
と
思
わ
れ
る
統
制
価
格
を
決

定
し
た
よ
う
に
、
或
い
は
叉
石
油
企
業
に
対
し
て
諸
国
が
巨
大
な
ロ
イ
ヤ
ル

テ
ィ
を
要
求
し
て
い
る
や
う
に
、
在
外
経
営
に
と
っ
て
政
策
の
急
変
は
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
更
に
為
替
管
理
上
も
、
そ
れ
が
看
過
し
得
な
い
こ
と
は
前

に
触
れ
た
所
か
ら
も
明
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
危
険
の
保
証
に
つ
い
て
特

別
な
る
契
約
や
協
定
を
結
び
得
る
と
き
に
は
、
そ
れ
を
獲
得
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
外
国
政
府
の
態
度
が
投
資
後
に
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
は
如
何
に
強
調
し
て
も
、
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
税
法
上
の
問
題
。
相
手
国
及
び
米
国
の
、
企
業
利
益
及
び
配
当
へ
の
課
税

は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
米
国
所
得
税
法
は
、
既
に
支
払
わ
れ
た
相
手
国
の

所
得
税
を
課
税
額
か
ら
差
し
引
き
、
そ
し
て
そ
の
通
貨
が
封
鎖
さ
れ
て
い
る

と
き
に
は
ド
ル
で
獲
得
さ
れ
る
迄
そ
の
納
付
を
延
期
す
る
こ
と
を
認
め
る
。

し
か
し
二
重
課
税
を
避
け
る
た
め
の
協
定
（
霞
Φ
二
。
曙
）
は
、
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
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問
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ニ
ケ
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
日
本
、
南
阿
及
び
カ

ナ
ダ
と
の
間
に
結
ば
れ
て
い
る
に
止
ま
っ
て
い
て
、
国
内
投
資
で
支
払
う
よ

り
も
、
よ
り
多
く
の
も
の
を
支
払
う
場
合
が
多
い
し
、
特
に
複
数
為
替
レ
ー

ト
が
採
用
さ
れ
て
い
る
国
で
は
、
採
用
さ
れ
る
レ
ー
ト
に
よ
り
こ
の
国
内
課

税
額
が
影
響
さ
れ
る
こ
と
も
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
叉
会
社
間
の

配
当
課
税
は
国
内
で
は
七
・
八
％
の
実
質
的
な
率
（
①
融
①
O
け
一
く
①
　
目
9
け
①
）
に
お
い

て
の
み
し
か
行
わ
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
外
国
子
会
社
か
ら
の
配
当
へ
の
課

税
は
非
常
に
高
価
な
も
の
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
更
に
在
外
経
営
の
課
税
問

題
で
看
過
し
得
な
い
の
は
西
半
球
事
業
会
社
に
適
用
さ
れ
る
優
遇
措
置
で
あ

る
。
一
九
四
一
年
、
西
半
球
で
の
在
外
経
営
活
動
を
促
進
す
る
目
的
を
も
つ

て
議
会
で
成
立
し
た
西
半
球
事
業
会
社
法
（
≦
Φ
の
8
目
類
Φ
日
工
嘗
①
お
目
冨
象
ロ
α
q

O
。
ヨ
短
嵩
諺
3
に
よ
れ
ば
、
偶
発
的
な
購
買
を
除
い
て
、
そ
の
全
活
動
を
西

半
球
で
行
う
、
米
国
の
法
律
に
基
い
て
設
立
さ
れ
た
一
事
業
会
社
は
、
そ
の

総
収
益
の
九
五
％
以
上
が
米
国
以
外
の
源
泉
か
ら
得
ら
れ
、
且
つ
九
〇
％
以

上
が
積
極
的
な
企
業
（
け
同
9
山
①
O
目
ぴ
口
ω
一
】
P
O
Q
自
Q
ロ
）
活
動
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る

と
き
に
は
、
三
八
％
（
正
常
な
る
課
税
率
は
五
二
％
）
と
云
う
低
率
の
課
税

が
認
め
ら
れ
る
。
同
様
な
措
置
が
米
国
政
府
所
有
下
に
あ
る
事
業
に
従
事
す

る
企
業
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
点
で
あ
ろ
う
。

　
多
く
の
場
合
、
相
手
国
の
課
税
率
は
米
国
よ
り
も
低
く
、
叉
前
に
も
触
れ

だ
や
う
に
特
に
何
年
か
の
免
税
期
間
（
冨
精
げ
。
臣
9
。
図
）
を
認
め
る
国
も
あ
る
。
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更
に
り
ベ
リ
ヤ
や
パ
ナ
マ
の
よ
う
に
、
外
国
資
本
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
若
干

の
無
税
国
（
富
図
重
く
。
昌
8
青
魚
）
も
存
し
、
課
税
を
免
れ
る
目
的
を
も
つ

て
こ
れ
ら
の
国
に
設
立
さ
れ
る
持
株
会
社
（
肩
。
印
冨
9
ロ
9
轟
q
ぎ
聾
冨
α
q
8
目
・

零
塁
）
は
最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
こ
の
組
織
は
海
外
に
お

い
て
獲
得
し
た
利
益
を
、
そ
の
活
動
の
拡
大
の
た
め
に
再
投
資
す
る
場
合
に

は
極
め
て
有
効
な
手
段
と
云
え
よ
う
。

　
保
険
。
前
述
し
た
よ
う
に
海
外
投
資
に
お
い
て
最
も
大
き
な
危
険
は
、
政

府
の
接
収
叉
は
国
有
化
、
為
替
管
理
の
変
化
及
び
戦
争
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

対
し
て
は
I
C
A
（
ぼ
8
置
9
江
。
ロ
巴
O
o
o
℃
臼
髄
証
。
ロ
b
鼠
戸
巨
。
・
茸
9
島
8
）
の
保
証

を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
為
替
相
場
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ

て
も
、
利
益
配
当
及
び
特
許
権
使
用
料
等
の
送
金
を
保
証
し
、
外
国
政
府
に

よ
る
在
外
経
営
の
国
有
化
及
び
戦
争
に
よ
る
損
害
額
を
ド
ル
で
支
払
う
こ
と

を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
送
金
性
の
危
険
に
つ
い
て
は
期
間
は
二
〇
年
に

達
し
得
、
そ
の
費
用
は
年
間
、
全
保
証
額
の
一
％
で
あ
る
が
、
そ
の
適
用
の

範
囲
は
、
米
国
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
諸
国
に
限
ら
れ
、
叉
投
資
計
画
と
投

資
価
値
に
つ
い
て
相
手
国
政
府
の
承
認
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
種
の
制
度
は
現
在
の
所
で
は
尚
不
充
分
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
我

々
に
と
っ
て
は
そ
の
発
展
が
望
ま
れ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。

叉
他
に
看
過
し
得
な
い
危
険
と
し
て
は
相
手
国
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

る
が
、
こ
れ
も
保
険
を
か
け
る
と
き
に
充
分
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
要
因
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
取
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
と
し
て
は
次
の
如

き
も
の
が
老
え
ら
れ
る
。

　
相
手
国
に
お
け
る
高
率
の
利
子
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
は
、
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
故
に
銀
行
貸
付
利
子
が
年
間
一
二
％
と
い
う
の
は
決
し
て
不

当
な
る
も
の
で
は
な
い
。

　
各
国
に
お
け
る
倫
理
基
準
の
ズ
レ
。

　
米
国
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
。
米
国
国
内
に
お
け
る
競
争
企
業
と
協
働
し
て
在

外
経
営
活
動
を
行
わ
ん
と
す
る
と
き
に
は
特
別
な
る
危
険
を
も
た
ら
す
。

（
三
）
　
在
外
経
営
［
に
お
け
る
資
本
調
達

　
此
処
で
上
げ
る
の
は
在
外
経
営
の
資
本
調
達
の
い
く
つ
か
の
方
法
で
あ
る
。

　
親
会
社
に
よ
る
必
要
資
本
の
全
額
投
資
。
こ
れ
は
そ
の
投
資
額
が
小
な
る

と
き
に
は
容
易
に
行
わ
れ
、
利
益
の
分
配
や
経
営
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
他

か
ら
余
り
干
渉
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
の
は
周
知

の
如
く
で
あ
る
。
在
外
子
会
社
の
持
分
証
券
の
引
き
受
け
と
手
形
（
昌
O
臼
O
）
貸

付
け
の
二
つ
の
形
態
で
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
資
本
源
泉
と
し
て
は
必
ず
し
も

ド
ル
現
金
を
要
さ
ず
、
機
械
設
備
、
封
鎖
さ
れ
て
い
る
以
前
の
在
外
経
営
活

動
か
ら
の
利
益
及
び
輸
出
代
金
を
も
つ
て
こ
れ
に
当
て
る
こ
と
が
出
来
る
。

多
く
の
大
国
は
こ
の
手
段
に
よ
り
在
外
経
営
の
金
融
に
成
功
し
て
来
た
の
で

一208一



あ
る
が
、
但
し
設
備
機
械
等
の
現
物
出
資
に
拠
る
と
き
に
は
、
そ
の
評
価
が

原
価
で
行
わ
れ
る
か
、
一
定
の
利
益
を
加
え
た
も
の
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
か

に
つ
い
て
内
国
歳
入
局
と
の
間
に
意
見
の
食
い
違
い
が
生
ず
る
可
能
性
が
あ

る
。　

米
国
内
の
他
の
出
資
者
と
の
協
働
投
資
。
こ
れ
は
必
要
資
本
量
を
少
な
ら

し
め
、
且
つ
外
国
メ
ー
カ
と
の
競
争
に
必
要
な
特
許
権
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
結

合
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
反
面
前
述
し
た
や
う
に
そ
の
協
働
経
営
者
が
国

内
の
競
争
企
業
で
あ
る
と
き
に
は
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
相
手
国
出
資
　
者
と
の
協
働
投
資
［
。
外
国
の
卑
ハ
業
…
家
は
自
国
の
経
済
活
動
を

拡
大
す
る
た
め
に
、
常
に
米
国
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
、
米
国
の
企
業
経
営
者
に

接
す
る
こ
と
を
欲
し
て
い
る
か
ら
比
較
的
困
難
は
少
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
我

々
は
必
要
資
本
を
減
ず
る
こ
と
が
出
来
る
の
み
な
ら
ず
、
相
手
国
の
慣
習
を

理
解
し
、
政
府
・
銀
行
等
と
の
関
係
を
良
好
に
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

し
か
し
そ
の
国
の
倫
理
基
準
や
経
営
者
に
対
す
る
価
値
判
断
の
基
準
が
米
国

の
そ
れ
と
非
常
に
異
な
る
と
き
に
は
、
経
営
上
の
困
難
を
も
た
ら
す
こ
と
が

あ
る
。
例
え
ば
西
欧
を
除
い
て
は
尚
内
部
留
保
を
不
当
と
す
る
見
解
を
採
る

国
が
少
く
な
い
が
、
か
か
る
場
合
に
は
財
務
政
策
は
重
要
な
る
影
響
を
蒙
る
。

　
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
。
こ
れ
は
ド
ル
の
送
金
を
必
要
と
し
な
い
資
本
調

達
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
米
国
の
銀
行
の
海
外
支
店
か
ら
の
借
入
れ
は
、
米

国
親
会
社
の
保
証
を
必
要
と
し
、
従
っ
て
当
然
親
会
社
の
信
用
余
力
（
§
含

　
　
　
　
在
外
経
営
に
お
け
る
財
務
管
理
の
諸
問
題

・
①
。
。
9
＜
①
）
を
小
さ
く
す
る
の
な
ら
ず
、
投
資
価
値
が
為
替
レ
ー
ト
の
切
り
下

げ
に
よ
っ
て
低
下
す
る
と
き
に
は
、
大
き
な
負
担
を
蒙
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
に
対
し
て
相
手
国
の
銀
行
か
ら
の
借
入
れ
は
か
か
る
考
慮
を
必
要
と
せ
ず
、

為
替
レ
ー
ト
の
切
り
下
げ
か
ら
生
ず
る
投
資
価
値
損
失
を
肩
替
り
す
る
に
止

ま
ら
ず
、
よ
り
積
極
的
に
そ
れ
か
ら
利
益
を
得
る
金
融
手
段
と
し
て
利
用
さ

れ
る
。
但
し
こ
の
場
合
に
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
は
米
国
よ
り
も
は

る
か
に
高
い
利
子
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
例
え

ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
殴
る
大
会
社
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
工
場
を
拡
大
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
が
、
当
時
一
ド
ル
対
八
O
ク
ル
ゼ
イ
p
の
為
替
レ
ー
ト
が
更
に
低

下
し
て
一
対
一
一
〇
位
に
迄
な
る
と
予
想
さ
れ
た
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
銀
行

か
ら
必
要
資
本
を
借
り
入
れ
た
。
利
子
は
三
一
％
と
い
う
高
率
の
も
の
で
あ

っ
た
が
、
レ
ー
ト
が
一
対
一
一
〇
迄
下
れ
ば
、
返
済
に
要
す
る
ド
ル
は
よ
り

少
く
て
す
む
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
金
融
は
為
替
レ
ー
ト

が
】
対
六
八
に
迄
上
っ
た
た
め
逆
に
大
き
な
損
失
を
蒙
っ
た
。
今
】
ド
ル
i

一
八
○
ク
ル
ぜ
イ
p
を
借
り
入
れ
た
と
す
る
と
、
そ
の
年
度
末
の
返
済
額
は

次
の
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

．
関
又
‘
尋
㊦
竜
車
サ
σ
確
O
＞
誉
持
伴
鰍
（
漸
漸
酵
楓
。
。
獣
伴
呼
び
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
：
：
臼
．
O
O
Q
鵠

　
“
．
∀
鴇
》
θ
建
諭
サ
ぴ
確
O
＞
誉
葎
配
仰

　
　
て
1
7
義
H
一
¢
o
O
θ
群
衆
θ
伴
仰
：
…
・
H
．
蚕
齢
日
H
O
ト
。
o
o
、
辱
幌
高
ご
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ミ
　
H
”
目
O
π
夙
ぴ
陛
仰
…
…
9
0
切
窃
1
1
同
O
↑
○
◎
、
》
槻
ヘ
ロ

　
　
　
　
ミ
　
H
　
ひ
c
Q
　
鍾
愛
び
伴
卿
…
：
臼
・
U
幽
鵠
1
1
H
O
↑
O
Q
、
》
槻
へ
口

　
他
の
資
本
源
泉
。
普
通
株
、
優
先
株
、
社
債
等
の
有
価
証
券
を
発
行
し
公

募
を
求
め
る
こ
と
は
、
各
国
に
お
い
て
そ
の
方
向
へ
の
努
力
は
認
め
ら
れ
る

と
し
て
も
、
尚
未
だ
、
西
欧
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
・
日
本
以
外
に
は
、
組
織

さ
れ
た
取
引
所
や
専
門
的
な
証
券
引
受
業
者
の
存
す
る
国
は
少
な
い
が
故
に

困
難
で
あ
る
。
社
債
や
優
先
株
の
場
合
で
は
保
険
会
祉
や
年
金
信
託
等
に
引

き
受
け
を
求
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
利
子
率
が
高
く
、
転
換
社
債
が

要
求
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
経
営
活
動
の
初
期
に
大
き
な
負
担

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
又
フ
ラ
ン
ス
の
如
く
優
先
株
の
発
行
を

認
め
な
い
国
も
あ
る
。

　
更
に
此
処
で
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
政
府
の
投
資
及
び
準

公
的
な
金
融
機
関
か
ら
の
金
融
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。
米
国
の
輸
出
入
銀

行
、
　
ブ
メ
リ
カ
海
外
金
融
A
－
社
（
跨
弓
①
ユ
。
㊤
ロ
O
＜
Φ
鵠
＄
ゆ
田
ロ
P
ロ
8
0
0
目
℃
o
吋
9
・

ぎ
昌
）
を
始
め
と
し
て
各
国
に
此
の
種
の
機
関
が
存
在
す
る
が
、
但
し
此
処

で
は
政
府
の
投
資
計
画
叉
は
政
策
と
我
々
の
経
営
の
利
益
と
が
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
こ
と
が
有
り
得
よ
う
。
叉
世
界
銀
行
や
国
際
金
融
会
社
　
（
H
曇
宰

冨
ま
冨
一
田
昌
き
8
∩
。
昭
。
墨
画
。
ロ
）
の
如
き
国
際
的
な
資
本
の
供
給
者
が
あ
る
。

前
者
の
貸
付
け
は
政
府
の
保
証
を
要
す
る
け
れ
ど
も
輸
送
や
公
益
事
業
の
如

ぎ
基
幹
産
業
の
分
野
の
計
画
に
は
最
も
適
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
最
近

設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
海
外
投
資
の
持
分
証
券
を
直
接
に
引
き
受
け

る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
し
か
し
正
常
な
る
銀
行
の
引
き
受
け
得
な
い
大
き

な
危
険
を
引
き
受
け
、
そ
の
貸
付
け
に
対
し
て
転
換
権
そ
の
他
の
撰
択
権

（
憩
鉱
8
）
を
獲
得
し
て
、
そ
の
投
資
計
画
が
成
功
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を

売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
子
以
上
の
利
益
を
得
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
資
本
源
泉
は
四
一
五
年
間
果
実
を
笑
ら
せ
得
な
い
薪
計
画
に
適
用
さ
れ

よ
う
。

（
四
）
　
在
外
経
営
活
動
の
統
制

　
一
、
集
中
・
分
散
の
程
度
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
が
在
外
子
会
社
の

管
理
に
関
し
て
行
っ
た
調
査
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
米
本
国
の
親
会
社
が
、

海
外
の
「
子
会
社
か
ら
、
相
当
多
く
の
詳
細
な
る
惰
報
を
受
取
る
こ
と
を
要

求
す
る
が
、
し
か
し
そ
の
経
営
者
が
独
立
し
て
経
営
活
動
を
行
う
こ
と
を
認

め
る
政
策
は
、
在
外
経
営
の
最
大
の
成
功
を
得
る
た
め
の
、
最
善
の
機
会
を

供
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
全
ゆ
る
会
社
は
、

そ
の
子
会
社
が
本
社
の
基
本
的
な
政
策
及
び
年
々
の
予
算
に
服
し
、
そ
し
て

1
一
つ
の
例
外
を
除
い
て
1
相
当
詳
細
な
財
務
諸
表
を
毎
月
作
成
し
て

本
社
に
送
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
そ
の
一
つ
の
例
外
に
お
い
て
も
各
四
半
期

毎
に
財
務
諸
表
を
送
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。
」
　
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
適
切
な
る
程
度
に
権
限
と
責
任
を
分
散
・
集
申
し
、
在
外
経
営
の
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責
任
者
に
日
々
の
業
務
に
関
す
る
決
定
を
行
う
権
限
を
認
め
る
一
方
、
相
当

・
な
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
本
社
経
営
者
と
の
問
に
、
経
営
活
動
の
全
ゆ
る
面
に
つ

い
て
緊
密
な
る
接
触
を
保
つ
こ
と
は
在
外
経
営
活
動
の
前
提
条
件
で
あ
る
。

　
従
っ
て
こ
の
観
点
か
ら
本
社
財
務
管
理
責
任
者
と
在
外
経
営
の
そ
れ
と
の
関

係
も
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
前
者
は
在
外
経
営
の
経
営
責
任

者
と
の
間
に
接
触
を
保
つ
が
、
後
者
と
の
間
は
一
線
を
画
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
の
で
あ
る
Q

　
二
、
標
準
化
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
。
遠
隔
地
に
あ
る
多
く
の
子
会
社
を
管
理

す
る
た
め
に
は
レ
ポ
ー
ト
の
標
準
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
云
う
迄
も
な
い

が
、
重
要
な
る
点
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
第
二
に
全
て
の
デ
ー
タ
が
ド
ル
及

び
相
手
国
通
貨
の
双
方
で
表
示
さ
れ
る
こ
と
。
諸
外
国
に
お
い
て
は
税
務
目

・
的
の
た
め
に
、
そ
の
国
の
通
貨
で
記
録
を
維
持
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

第
二
に
各
フ
ォ
ー
ム
及
び
そ
の
申
の
各
行
、
欄
に
そ
れ
ぞ
れ
番
号
を
附
し
て

コ
ー
ド
と
し
、
疑
問
の
照
合
を
可
及
的
迅
速
な
ら
し
め
る
こ
と
。
第
三
に
報

告
書
数
値
の
結
合
（
8
廣
。
冒
野
江
。
ロ
）
の
必
要
性
。
こ
れ
は
外
国
子
会
社
の
純

財
産
額
、
従
っ
て
叉
そ
の
中
に
占
め
る
本
社
持
分
の
重
要
性
に
依
拠
す
る
。

本
社
が
相
当
額
の
資
本
を
投
ず
る
と
き
に
は
、
株
主
に
対
す
る
結
合
財
務
諸

表
の
報
告
義
務
は
当
然
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
以
外
の
と
き
に
は

必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
。
為
替
レ
ー
ト
の
関
係
か
ら
こ
れ
を
行
わ
な
い
会

社
も
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
在
外
経
営
に
お
け
る
財
務
管
理
の
諸
問
題

　
三
、
会
計
上
の
諸
規
定
。
会
計
手
続
き
、
組
織
等
に
関
す
る
諸
規
定
は
、

在
外
経
営
活
動
を
本
社
に
お
い
て
比
較
検
討
す
る
た
め
に
、
原
則
と
し
て
国

内
経
営
の
そ
れ
と
一
致
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
例
え
ば
ヴ
ェ

ネ
ズ
ェ
ラ
で
は
従
業
員
の
利
益
参
加
の
た
め
の
法
定
積
立
金
が
規
定
さ
れ
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
税
法
上
建
物
の
減
価
償
却
が
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
の

国
々
の
個
々
の
条
件
に
よ
り
新
た
な
る
会
計
上
の
諸
規
定
を
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
或
い
は
叉
屡
々
云
わ
れ
る
よ
う
に
自
身
の
た
め
、
相
手
国
の
協

働
経
営
者
の
た
め
及
び
相
手
国
の
税
務
目
的
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
、

三
組
み
の
帳
簿
を
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
ろ
う
。
叉
重
要
な

の
は
本
社
の
経
営
活
動
に
テ
ン
ポ
を
合
は
せ
て
行
く
た
め
に
、
諸
報
告
書
作

成
の
期
日
を
調
整
す
る
こ
と
で
あ
る
。
在
外
経
営
の
営
業
期
間
を
本
社
の
そ

れ
よ
り
も
一
ケ
月
早
く
終
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
特
に
財
務
諸

表
が
、
無
税
国
に
設
立
さ
れ
た
持
株
会
社
に
一
度
結
合
さ
れ
て
か
ら
、
本
社

に
送
付
さ
れ
る
ど
き
に
は
必
要
な
考
慮
で
あ
る
。
更
に
看
過
し
得
な
い
の
は

a
、
会
社
の
各
種
帳
簿
・
証
愚
書
・
報
告
書
の
フ
ォ
ー
ム
及
び
各
勘
定
科
目

が
、
各
子
会
社
で
如
何
に
用
い
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
説
明
。
b
、

年
間
の
各
勘
定
の
借
方
貸
方
記
入
の
性
格
。
c
、
各
勘
定
の
年
度
末
残
高
の

性
格
と
処
理
。
に
関
し
て
、
説
明
書
（
巳
の
ロ
琶
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
相
手

国
語
に
翻
訳
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
絶
え
ず
人
間
が
移
動
し
、
従
っ
て
相

手
国
従
業
員
も
含
め
て
人
々
の
訓
練
が
相
当
重
要
な
仕
事
に
な
る
と
思
わ
れ
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在
外
経
営
に
お
け
る
財
務
管
理
の
諸
問
題

る
在
外
経
営
に
お
い
て
は
、
こ
れ
は
大
い
な
る
節
約
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
る
予
算
及
び
予
測
に
つ
い
て
は
国
内
経

営
活
動
の
場
合
と
異
な
る
所
は
な
い
。

　
四
、
監
査
。
内
部
監
査
は
主
と
し
て
会
計
と
財
務
問
題
に
関
し
て
在
外
経

、
営
活
動
が
、
基
本
的
な
目
的
と
政
策
に
従
っ
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を

評
価
す
る
た
め
の
秀
れ
た
管
理
上
の
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
此
処
で
－
外

部
監
査
も
含
め
て
1
問
題
と
な
る
の
は
米
本
国
か
ら
監
査
人
を
派
遣
す
る

こ
と
の
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
相
手
国
が
米
国
人
の
監
査
を
認
め
な
い
こ

と
、
言
語
上
の
障
害
、
派
遣
の
た
め
の
費
用
と
時
間
、
相
手
国
の
法
律
慣
習

め
理
解
が
困
難
で
あ
る
こ
と
等
の
諸
原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
た

め
若
干
の
大
会
社
で
は
相
手
国
に
居
住
す
る
監
査
人
に
こ
の
仕
事
を
委
ね
、

そ
し
て
報
告
を
直
接
に
本
社
に
送
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
題
を
解
決

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
も
総
括
的
な
、
内
部
監
査
の
た
め
の
説
明

書
を
作
成
し
て
お
く
こ
と
は
有
益
で
あ
ろ
う
。

　
外
部
監
査
に
つ
い
て
は
、
通
常
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
主
要
都
市
　
　
例
え

ば
カ
ラ
カ
ス
　
　
に
お
け
る
公
認
会
計
士
は
、
そ
の
国
の
会
計
士
事
務
所
、

英
米
で
教
育
訓
練
を
受
け
た
移
住
者
の
会
計
士
事
務
所
及
び
米
英
の
国
際
会

計
士
事
務
所
の
支
所
の
三
つ
の
範
疇
に
分
れ
る
。
法
定
監
査
の
内
容
と
そ
の

「
範
囲
は
各
国
に
よ
り
非
常
に
異
な
る
が
、
米
国
の
監
査
基
準
を
適
応
し
、
S

E
C
や
連
邦
所
得
税
法
の
諸
規
定
と
の
関
連
に
お
い
て
、
こ
の
分
野
の
仕
事

を
発
展
さ
せ
て
来
た
の
は
い
う
迄
も
な
く
最
後
の
範
疇
の
も
の
で
あ
っ
て
、

企
業
は
そ
の
結
合
貸
借
対
照
表
を
S
E
C
に
提
出
す
る
と
き
に
は
、
こ
れ
ら

の
入
々
叉
は
事
務
所
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
五
、
信
用
管
理
。
此
処
で
も
問
題
は
、
基
本
的
に
は
国
内
経
営
に
お
け
る

と
変
る
所
は
な
い
。
海
外
に
三
一
の
子
会
社
を
有
し
、
　
一
九
五
五
年
の
販
売

額
が
一
億
八
三
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
っ
た
一
会
社
t
O
。
㎡
9
8
注
ぎ
重
く
①

H
巨
①
置
β
。
ぎ
ロ
巴
－
の
信
用
管
理
の
方
式
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

　
a
、
基
本
的
な
諸
決
定
。
第
一
に
此
処
で
は
販
売
を
代
理
業
者
（
一
。
導
窪
）

を
通
じ
て
行
う
か
、
或
い
は
直
接
に
小
売
店
に
行
う
か
の
問
題
が
あ
る
。
間

接
販
売
で
は
相
当
な
手
数
料
を
要
す
る
が
、
直
接
方
式
で
は
そ
の
事
務
量
は

巨
大
な
も
の
と
な
る
。
こ
の
会
社
で
は
直
接
販
売
へ
の
切
り
換
え
は
、
企
業

全
体
の
事
務
組
織
の
完
全
な
る
再
編
成
、
よ
り
平
な
る
販
売
能
力
の
養
成
、

パ
ン
チ
カ
ー
ド
事
務
機
械
の
導
入
を
得
て
始
め
て
可
能
と
な
っ
た
。
在
外
経

営
活
動
の
当
初
に
お
い
て
は
間
接
方
式
を
と
る
方
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
販
売
条
件
は
そ
の
国
の
慣
習
及
び
競
争
企
業
の
条
件
に
よ
り
規
定
さ
れ

る
。
例
え
ば
こ
の
会
社
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
子
会
社
は
、
積
出
地
か
ら
非
常
に
遠

隔
の
地
に
製
品
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
四
五
－
九
〇
日
の

条
件
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
慣
習
上
こ
の
程
度
の
支
払

期
間
は
多
く
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
は
短
い
方
で
あ
り
、
一
八
ケ
月
の

受
取
勘
定
を
多
く
有
す
る
企
業
も
少
く
な
い
。
叉
現
金
割
研
率
に
つ
い
て
も
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米
国
や
カ
ナ
ダ
よ
り
も
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
高
い
の
が
通
常
で
あ
る
。

こ
の
会
社
の
基
本
的
な
方
針
は
可
及
的
支
払
期
間
を
短
く
し
、
現
金
割
引
を

認
め
る
の
を
避
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
第
三
の
聞
題
は
集
金
法
で
あ
る
。
こ

れ
も
叉
各
国
の
慣
習
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
。
ラ
テ
ン
プ
メ
リ
カ
諸
国
で
は

現
金
を
用
い
て
、
小
切
手
は
余
り
使
用
さ
れ
な
い
の
が
通
常
で
あ
り
、
大
抵

の
受
取
勘
定
は
送
金
為
替
か
、
集
金
人
に
拠
る
。
こ
の
こ
と
は
内
部
統
制
に

大
き
な
負
担
を
課
す
る
が
、
叉
受
取
勘
定
の
支
払
期
間
の
長
い
こ
と
と
相
侯

っ
て
、
よ
り
大
な
る
運
転
資
本
を
必
要
と
す
る
所
以
で
も
あ
る
。

　
b
、
管
理
方
式
。
6
。
曹
8
℃
巴
§
。
穿
①
会
社
の
子
会
社
は
ゼ
ネ
ラ
ル
・
，
マ

ネ
イ
ジ
メ
ン
ト
の
下
に
オ
フ
ィ
ス
・
マ
ネ
イ
ジ
メ
ン
ト
を
、
更
に
そ
の
下
に

ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
・
マ
、
矛
イ
ジ
メ
ン
ト
を
信
用
部
門
の
責
任
者
と
し
て
有
し
て

お
り
、
信
用
調
査
、
信
用
に
関
す
る
資
料
の
整
理
保
存
、
集
金
、
催
促
、
貸

倒
れ
の
検
討
の
活
動
を
行
わ
し
め
る
。
信
用
調
査
は
、
新
し
い
顧
客
に
つ
い

て
は
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
提
出
し
た
資
料
、
銀
行
そ
の
他
の
関
係
企
業
へ
の
照

会
を
参
考
と
し
て
行
わ
れ
る
が
、
銀
行
へ
の
照
会
は
、
例
え
ば
ペ
ル
ー
で
は

一
日
三
回
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
若
干
の
国
々
で
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
。
古
い
顧
客
に
つ
い
て
は
以
前
の
受
取
勘
定
が
支
払
わ
れ
な
い
内
は
、
原

則
と
し
て
積
出
し
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
本
社
の
、
子
会
社

信
用
活
動
の
管
理
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
会
社
に
つ
い
て
三
ケ
月
の
移
動
平
均

に
よ
る
平
均
受
取
勘
定
高
と
、
各
国
に
お
け
る
基
準
販
売
条
件
を
決
定
し
、

　
　
　
　
在
外
経
営
に
お
け
る
財
務
管
理
の
諸
問
題

月
々
の
報
告
書
が
そ
れ
及
び
基
本
的
な
信
用
政
策
か
ら
の
背
離
を
示
す
と
き

に
は
、
そ
の
原
因
を
子
会
社
に
問
い
合
わ
せ
る
と
い
う
方
式
で
行
わ
れ
る
。

又
時
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
信
用
監
査
の
た
め
の
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
た
。

こ
れ
は
同
様
に
信
用
政
策
の
原
則
か
ら
の
背
離
の
原
因
を
追
求
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
月
々
の
報
告
書
に
は
示
さ
れ
な
い
多
く
の
事
実
を
見
出
す
こ
と
に

成
功
し
た
。

（
五
）

財
務
諸
表
そ
の
他
の
レ
ポ
ー
ト
に
お
け
る

外
国
為
替
の
問
題

　
在
外
経
営
の
財
務
諸
表
そ
の
他
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
お
い
て
最
も
重
要
な

こ
と
は
為
替
レ
ー
ト
に
よ
る
換
算
で
あ
る
。

　
今
、
米
国
ド
ル
を
安
定
通
貨
、
相
手
国
通
貨
を
価
値
の
変
動
し
て
い
る
通

貨
、
従
っ
て
ド
ル
に
よ
り
表
示
さ
れ
た
価
値
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
仮
定

す
る
と
、
財
務
諸
表
上
の
資
産
及
び
負
債
が
全
て
相
手
国
通
貨
で
表
示
さ
れ

て
い
る
在
外
経
営
に
お
い
て
は
、
為
替
レ
ー
ト
の
切
り
下
げ
に
よ
り
、
次
の

よ
う
な
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
a
、
か
か
る
財
務
諸
表
は
為
替
レ
ー
ト
切
り
下
げ
に
よ
る
損
益
を
表
示
し

な
い
。
即
ち
こ
の
場
合
資
産
負
債
を
ド
ル
に
換
算
す
る
と
き
に
は
、
切
り
下

げ
が
行
わ
れ
る
以
前
よ
り
も
、
よ
り
少
な
い
ド
ル
価
値
額
し
か
表
わ
さ
な
い

が
故
に
、
資
産
に
お
い
て
損
失
を
蒙
り
、
負
債
に
お
い
て
利
益
を
得
て
い
る
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在
外
経
営
に
お
け
る
財
務
管
理
の
諸
問
題

こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
が
明
か
に
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
b
、
次
に
こ
の
在
外
経
営
が
そ
の
資
産
負
債
の
申
に
正
金
等
の
ド
ル
資
産

叉
は
ド
ル
負
債
を
有
し
て
い
る
と
、
こ
れ
ら
は
為
替
レ
ー
ト
の
切
り
下
げ
の

後
に
は
、
相
手
国
通
貨
で
は
よ
り
大
な
る
価
値
額
と
し
て
表
示
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
従
っ
て
資
産
に
お
い
て
は
利
益
を
、
負
債
に
お
い
て
は
損
失
を
示

す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
安
定
通
貨
た
る
ド
ル
で
表
示
す
る
と
き
に
は
、
こ

れ
ら
の
ド
ル
資
産
・
負
債
は
、
何
等
当
初
の
価
値
額
か
ら
の
背
離
を
示
す
も

の
で
は
な
く
、
損
益
を
生
じ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
相
手
国
通
貨
で
示
さ

れ
た
損
益
は
仮
（
訪
9
一
〇
ロ
。
・
）
損
益
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
c
、
更
に
叉
相
手
国
通
貨
で
表
示
さ
れ
た
固
定
資
産
の
減
価
償
却
は
、
正

し
い
期
間
費
用
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
次
の
表
の
例
に
示
す
よ
う
に
、
償

却
前
利
益
を
一
〇
〇
〇
ド
ル
と
す
る
と
、
ド
ル
対
相
手
国
通
貨
の
比
率
が
一

対
一
か
ら
O
・
五
対
一
に
変
動
し
た
と
す
る
と
き
で
も
、
相
手
国
通
貨
の
損

益
計
算
は
尚
以
前
と
同
じ
減
価
償
却
費
を
計
上
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

L
・
C
七
五
〇
の
課
税
後
利
益
を
示
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ド
ル
に
よ
る
償
却

は
利
益
O
な
る
こ
と
を
示
し
、
従
っ
て
所
得
税
及
び
配
当
が
資
本
か
ら
支
払

わ
れ
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

　
d
、
更
に
重
要
な
こ
と
は
為
替
価
値
が
低
下
し
て
い
る
と
き
に
は
、
そ
の

通
貨
の
購
買
力
は
ド
ル
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
国
内
の
財
や
サ
ー
ビ

久
に
対
し
て
も
低
下
し
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
従
っ
て
貨
幣
価
値
変
動

に
よ
る
損
益
の
混
乱
を
蒙
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
ド
ル

表
示
に
よ
り
修
正
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
通
常
新
レ
ー
ト
と
旧
μ
ー
ト

と
の
比
と
し
て
計
算
さ
れ
る
為
替
の
変
動
は
、
相
手
国
通
貨
の
購
買
力
変
化

を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
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そ
れ
故
相
手
国
通
貨
に
よ
り
表
示
さ
れ
る
財
務
諸
表
及
び
諸
報
告
書
は
必

ず
し
も
正
確
な
価
値
を
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ド
ル
に
換
算
し
調
整

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
為
替
管
理
下
に

お
い
て
は
そ
の
効
果
は
疑
問
な
し
と
は
し
な
い
が
、
少
く
と
も
そ
れ
が
経
営
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者
の
た
め
に
在
外
投
資
額
及
び
そ
れ
か
ら
の
利
益
を
可
及
的
正
確
に
表
示
す

る
こ
と
に
接
近
し
、
そ
し
て
相
手
国
通
貨
に
よ
り
表
示
さ
れ
た
数
値
の
限
界

を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。

　
a
、
貸
借
対
照
表
の
換
算
に
お
い
て
一
般
に
認
め
ら
れ
た
原
則
は
次
の
通

り
で
あ
る
。
流
動
資
産
及
び
流
動
負
債
は
、
価
値
維
持
に
関
し
て
保
証
契
約

（
G
q
輔
養
巨
8
8
二
目
。
。
3
そ
の
他
の
協
定
が
な
い
と
き
に
は
、
貸
借
対
照
表
作

成
日
に
お
け
る
レ
ー
ト
で
換
算
さ
れ
る
が
、
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
は
、
更
に

そ
の
ド
ル
原
価
叉
は
ド
ル
市
価
の
何
れ
か
低
い
方
を
と
る
方
法
も
あ
る
。
特

に
レ
ー
ト
の
切
り
下
げ
と
共
に
貨
幣
価
値
の
下
落
が
生
じ
、
従
っ
て
棚
卸
資

産
の
再
調
達
原
価
が
高
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
と
き
に
は
、
相
手
国
通
貨
で

表
示
さ
れ
た
価
額
も
修
正
さ
れ
得
る
が
、
そ
れ
が
米
本
国
で
購
入
さ
れ
得
る

も
の
で
あ
る
と
き
に
は
、
こ
の
後
者
の
ド
ル
額
を
新
レ
ー
ト
で
相
手
国
通
貨

に
換
算
し
た
価
額
を
こ
え
な
い
範
囲
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
固
定
資
産
、
固
定
投
資
、
長
期
債
権
は
、
そ
れ
ら
が
ド
ル
で
獲
得
さ
れ
た

も
の
で
あ
れ
ば
ド
ル
原
価
で
、
叉
相
手
国
通
貨
で
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
支
払
い
が
な
さ
れ
る
と
き
に
有
効
な
る
レ
ー
ト
で
換
算
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
か
か
る
資
産
が
獲
得
さ
れ
て
尚
支
払
い
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

し
か
も
恒
久
的
に
し
て
重
要
な
る
為
替
レ
ー
ト
の
切
り
下
げ
が
最
近
に
予
想

さ
れ
る
と
き
に
は
、
新
し
い
レ
ー
ト
で
換
算
さ
れ
よ
う
。

　
長
期
負
債
及
び
株
式
資
本
に
関
す
る
一
般
的
な
原
則
は
、
負
債
が
生
じ
株

　
　
　
　
在
外
経
営
に
お
け
る
財
務
管
理
の
諸
問
題

式
が
発
行
さ
れ
る
と
き
に
有
効
な
る
レ
ー
ト
で
換
算
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
此
処
で
も
か
か
る
取
引
が
、
恒
久
的
に
し
て
重
要
な
る
為
替
レ
ー
ト

の
切
り
下
げ
が
最
近
に
予
測
さ
れ
る
と
き
に
行
わ
れ
る
場
合
に
は
新
し
い
レ

ー
ト
を
用
い
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
か
か
る
場
合
、
そ
の
為
替
差
額
は
、
資

本
又
は
負
債
獲
得
の
た
め
の
費
用
の
調
整
項
目
と
見
倣
す
こ
と
が
適
切
で
あ

る
。
叉
長
期
負
債
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
々
の
為
替
レ
ー
ト
で
換
算
す
る
こ

と
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
利
益
は
流
動
資
産
の
換
算
か
ら
生
ず
る
損
失
と

相
殺
さ
れ
る
。

　
b
、
損
益
計
算
書
。
通
常
財
務
諸
表
は
毎
月
、
ド
ル
及
び
相
手
国
通
貨
で

作
成
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
減
価
償
却
費
は
、
ド
ル
原
価
で
表
示
さ
れ

た
、
叉
は
獲
得
さ
れ
た
と
き
に
有
効
な
る
レ
ー
ト
で
換
算
さ
れ
た
固
定
資
産

価
額
に
基
い
て
計
上
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
他
の
費
用
収
益
項
目
に
つ
い

て
は
、
一
般
に
そ
の
月
末
の
レ
ー
ト
及
び
そ
の
月
の
単
純
平
均
レ
ー
ト
が
用

い
ら
れ
る
。
計
算
期
間
が
一
ヵ
月
以
上
に
渡
る
と
ぎ
に
は
加
重
平
均
レ
ー
ト

に
よ
る
換
算
が
、
よ
り
正
確
に
営
業
活
動
を
表
示
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
定
の
営
業
期
間
内
に
レ
ー
ト
の
切
り
下
げ
が
行
わ
れ
る
と
き
に
は
、
新

し
い
レ
ー
ト
が
そ
れ
以
前
の
損
益
項
目
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
の
が
通
常

で
あ
る
。
仮
に
そ
の
前
後
で
異
な
っ
た
レ
ー
ト
が
採
ら
れ
る
と
し
て
も
、
配

当
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
が
切
り
下
げ
以
前
の
営
業
活
動
の
利
益
か
ら
行

わ
れ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
全
て
統
一
さ
れ
た
レ
ー
ト
で
換
算
さ
れ
な
け
れ
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在
外
経
営
に
お
け
る
財
務
管
理
の
諸
問
題

ば
な
ら
な
い
。

　
一
般
に
為
替
レ
ー
ト
の
切
り
下
げ
か
ら
生
ず
る
評
価
損
は
実
現
さ
れ
た
も

の
は
云
う
迄
も
な
く
、
未
実
現
の
も
の
も
、
そ
れ
が
未
実
現
の
評
価
益
を
こ

え
る
部
分
は
在
外
経
営
に
お
け
る
費
用
と
し
て
収
益
に
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
得
る

が
、
そ
れ
が
巨
額
に
達
し
、
損
益
計
算
に
お
け
る
純
利
益
の
意
義
を
損
う
恐

れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
利
益
剰
余
金
に
チ
ャ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考

え
ら
れ
る
。
又
未
実
現
の
利
益
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
未
実
現
の
損
失
を
こ
え

る
部
分
は
、
特
別
の
勘
定
を
設
け
、
繰
り
延
べ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
米
本
国
の
本
社
に
お
い
て
は
、
利
益
は
慎
重
の
原
則
に
基
い
て
、
既
に
送

金
さ
れ
た
か
、
或
い
は
何
等
の
制
約
な
く
本
社
及
び
在
外
経
営
責
任
者
の
判

断
で
自
由
に
送
金
し
得
る
も
の
の
み
を
計
上
す
べ
き
で
あ
る
が
、
損
失
は
そ

れ
が
確
定
し
得
る
限
り
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
叉
未
送
金
利
益
が
重

要
な
る
額
に
達
す
る
と
き
に
は
、
貸
借
対
照
表
上
に
表
示
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
送
金
性
に
つ
い
て
疑
い
が
あ
る
と
き
に
は
充
分
な
る
準
備
金
を
設
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
在
外
経
営
と
米
国
本
社
と
の
財
務
諸
表
を
結
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

為
替
管
理
の
下
で
は
資
産
の
利
用
性
が
一
国
に
拘
束
さ
れ
て
お
り
、
ド
ル
に

換
算
し
て
も
、
果
し
て
本
社
の
そ
れ
と
比
較
し
得
る
価
値
額
を
示
す
か
否
か

明
か
で
な
い
と
云
う
こ
と
か
ら
、
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
結

合
が
行
わ
れ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
在
外
経
営
へ
の
投
資
及
び
そ
の
活
動
か

ら
の
損
益
を
別
々
に
表
示
す
る
よ
う
な
情
報
が
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
c
、
原
価
報
告
書
。
実
際
原
価
、
計
画
原
価
等
の
報
告
の
目
的
の
た
め
に

は
、
現
在
の
為
替
レ
ー
ト
を
用
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
何
故
な
ら
原
価
計

算
で
は
管
理
目
的
の
た
め
の
資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
点
か
ら
云
っ
て
、

時
価
計
算
を
行
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
現
在
の
為
替
レ
ー
ト
に

よ
り
、
よ
り
正
確
に
反
映
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
此
の
原
則

は
、
そ
の
時
価
を
求
め
る
手
続
き
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
減
価

償
却
費
に
対
し
て
も
適
応
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
叉
、
原
価
報
告
に
つ
い
て
、
他
国
の
諸
在
外
経
営
の
活
動
或
い
は
同
じ
経

営
の
異
な
っ
た
期
問
に
お
け
る
活
動
を
比
較
分
析
す
る
た
め
に
は
、
複
数
為

替
レ
ー
ト
に
よ
る
換
算
は
無
意
味
で
あ
っ
て
、
統
一
レ
ー
ト
が
採
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
一
国
に
お
い
て
特
定
の
原
材
料
に
関
し
て
、
そ
の

通
貨
価
値
を
反
映
し
な
い
非
常
に
低
い
レ
ー
ト
が
設
定
さ
れ
て
い
る
一
方
、

他
の
原
材
料
に
関
し
て
高
い
レ
ー
ト
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
で
は
、
そ
の

国
の
在
外
経
営
の
原
価
報
告
書
は
分
析
の
手
段
た
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
d
、
資
金
運
用
表
。
資
金
の
利
用
は
経
営
者
の
能
力
と
能
率
の
尺
度
で
あ

り
、
そ
れ
故
資
金
運
用
表
は
在
外
経
営
に
お
け
る
、
現
在
の
購
買
力
で
の
、

資
金
源
泉
と
そ
の
利
用
を
示
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
そ
の

換
算
に
は
現
在
の
為
替
レ
ー
ト
が
適
用
さ
れ
る
。
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（
六
）
　
む

す

び

　
以
上
我
々
が
概
観
し
て
来
た
所
か
ら
も
明
か
な
よ
う
に
、
こ
の
書
の
基
本

的
な
態
度
の
特
徴
は
、

　
1
、
長
期
収
益
性
の
観
点
を
基
軸
皿
に
お
き
、
従
っ
て
相
手
国
の
国
民
経
済

成
長
の
一
要
因
と
し
て
、
在
外
経
営
活
動
が
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
2
、

問
題
が
、
米
国
で
成
長
し
実
っ
た
、
近
代
的
な
経
営
管
理
技
術
を
、
在
外
経

営
に
如
何
に
適
用
し
、
そ
の
過
程
で
生
ず
る
困
難
を
如
何
に
克
服
す
る
か
、

に
あ
る
も
の
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
3
、
し
か
し
な
が
ら
一
方
世

界
銀
行
や
国
際
経
済
協
力
局
（
I
C
A
）
の
如
ぎ
公
的
な
諸
機
関
の
協
働
理

解
の
下
に
、
そ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
決
し
、
在
外
経
営
活
動
を
展
開
し
て
行

く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
即
ち
米
国
国
民
経
済
或
い
は
資

本
主
義
諸
国
相
互
の
発
展
の
一
環
と
し
て
、
在
外
経
営
の
展
開
が
位
置
づ
け

ら
れ
・
て
い
る
こ
と
。
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
我
々
自
身
の
問
題
と
し
て
在
外

経
営
の
問
題
を
考
え
る
と
し
て
も
、
現
在
に
お
い
て
は
尚
こ
の
三
つ
の
基
本

的
な
観
点
か
ら
背
離
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
を
も
の
で
は
な
い
。
冒
頭
に
述
べ

た
よ
う
に
、
理
論
的
な
統
一
性
や
深
さ
に
欠
け
る
点
は
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
書
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
、
い
く
つ
か
の
在
外

経
営
財
務
の
問
題
点
を
凝
視
す
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
こ
と
は
意
義
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
八
、
一
二
、
一
一
稿
）
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問
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経
済
経
営
研
究
所
企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

第
＝
三
二
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
三
年
六
月
二
十
五
日
）

ノ、

ン
ド
ソ
ー
ト
・
パ
ン
チ
カ
ー
ド
に
よ
る

一
般
管
理
事
務
の
二
、
三
の
例
に
つ
い
て

日

下
　
部
　
知
　
子

第
＝
二
四
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
三
年
七
月
九
日
）

ガ
ス
地
帯
に
み
る
原
料
革
命

米

花

稔

　
新
潟
地
方
の
天
然
ガ
ス
化
学
工
業
の
現
地
視
察
に
つ
い
て
の
概
況
報
告
で
、
数
年

来
急
激
に
発
展
し
た
こ
の
工
業
が
、
石
炭
等
を
原
料
と
す
る
硫
安
工
業
、
合
成
樹
脂

工
業
等
に
お
い
て
、
よ
り
低
コ
ス
ト
に
よ
る
急
激
な
原
料
革
命
を
お
こ
し
つ
つ
あ
る

実
情
に
つ
い
て
説
明
し
た
Q

　
新
潟
地
方
が
現
在
わ
が
国
の
天
然
ガ
ス
産
出
の
八
割
を
占
め
、
従
っ
て
そ
の
天
然

ガ
ス
利
用
工
業
も
、
文
字
通
り
原
料
指
向
（
巳
9
。
酔
〇
二
こ
口
謡
。
巨
巴
）
で
、
こ
の
地
に
集

中
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
日
本
ガ
ス
化
学
の
成
功
に
よ
っ
て
、
化
学
工
業
会
社
が
相
次

い
で
こ
の
地
に
企
画
を
進
め
、
そ
の
一
部
が
操
業
を
開
始
し
て
い
る
。

　
天
然
ガ
ス
の
引
お
こ
す
原
料
革
命
に
対
処
し
て
、
関
係
業
界
の
主
要
化
学
工
業
会

社
は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
拘
ら
ず
ガ
ス
化
学
工
業
に
手
を
つ
け
ざ
る
を
得
ず
、
し

か
も
み
ず
か
ら
の
既
存
工
場
と
の
競
合
の
な
や
み
を
も
ち
、
日
本
経
済
の
底
の
浅
さ

か
ら
も
設
備
過
剰
等
の
困
難
な
問
題
に
直
面
す
る
。
技
術
革
新
時
代
に
ふ
み
こ
え
ね

ば
な
ら
な
い
一
課
題
に
具
体
的
に
直
面
し
て
い
る
実
態
を
み
た
。

　
同
時
に
北
海
道
で
進
め
ら
れ
る
べ
き
方
向
の
一
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
石
炭
系

化
学
工
業
の
発
展
が
、
よ
り
コ
ス
ト
の
低
い
天
然
ガ
ス
に
対
し
、
国
際
的
に
も
コ
ス

ト
高
の
石
炭
利
用
の
今
後
の
困
難
性
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
こ
ど
が
痛
感
さ
れ
た
。

　
只
新
潟
海
岸
地
区
の
最
近
の
急
激
な
地
盤
沈
下
が
、
天
然
ガ
ス
の
急
激
な
採
取
と

関
係
が
あ
る
の
で
な
い
か
と
い
う
深
刻
な
問
題
に
当
面
し
て
い
る
。
目
下
中
央
地
方

官
庁
、
関
係
企
業
に
よ
っ
て
調
査
が
進
め
ら
れ
、
対
策
が
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
関

係
企
業
と
し
て
も
、
地
域
社
会
関
係
の
重
要
課
題
と
し
て
真
剣
に
と
り
あ
げ
て
い
る
。
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第
＝
二
五
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
三
年
七
月
十
四
日
）

電
子
計
算
機
の
規
模
と
特
性
に
関
す
る
考
察

木

谷

秀

雄

　
一
般
に
ブ
ラ
ッ
グ
・
ボ
ー
ド
に
よ
る
制
御
方
式
の
機
械
を
小
型
機
と
い
い
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
デ
ー
タ
ー
と
と
も
に
記
憶
せ
し
め
る
ス
ト
ア
ー
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
方
式
の

機
械
で
、
内
部
記
憶
装
置
に
磁
気
ド
ラ
ム
を
用
い
た
も
の
を
中
型
機
、
磁
気
コ
ア
ー

を
用
い
た
も
の
を
大
型
機
と
い
っ
て
い
る
。
デ
ー
タ
ー
・
プ
ロ
セ
シ
ン
グ
用
の
汎
用

電
子
計
算
機
と
は
、
主
と
し
て
、
後
二
者
の
こ
と
を
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
主
計
算
機
の
デ
ー
タ
ー
処
理
速
度
は
、
内
部
記
憶
装
置
の
ア
ク
セ
ス
・
ス
ピ
ー
ド

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
、
使
用
さ
れ
る
内
部
記
憶
装
置
が
磁
気
ド
ラ
ム
で
あ
る

か
磁
気
コ
ア
ー
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
演
算
装
置
を
始
め
入
・
出
力
装
置
等
の
各
種

補
助
装
置
の
性
能
、
結
合
数
お
よ
び
こ
れ
ら
に
伴
う
費
用
が
大
ぎ
く
相
違
す
る
た
め

に
、
前
記
の
如
く
中
型
・
大
型
の
区
別
が
生
じ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
一
方
、
電
子
計
算
機
が
分
類
・
照
合
整
理
等
を
含
め
た
本
来
的
な
デ
ー
タ
処
理
を

行
う
た
め
に
は
、
内
部
記
憶
装
置
よ
り
も
更
に
容
量
の
大
き
い
外
部
記
憶
装
置
の
補

助
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
記
憶
媒
体
に
は
主
と
し
て
磁
気
ド
ラ
ム
等
の
ラ
ン
ダ
ム
・

ア
ク
セ
ス
・
メ
モ
リ
ー
ま
た
は
磁
気
テ
ー
プ
、
パ
ン
チ
・
カ
ー
ド
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
デ
ー
タ
ー
の
複
雑
な
操
作
を
行
う
た
め
に
は
、
ラ
ン
ダ
ム
・

ア
ク
セ
ス
の
性
質
を
も
つ
た
磁
気
ド
ラ
ム
が
最
も
適
し
て
い
る
が
、
大
容
量
の
も
の

は
高
価
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
必
然
的
に
ア
ク
セ
ス
・
ス
ピ
ー
ド
も
低
下
す
る
こ

と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
型
機
に
よ
っ
て
複
雑
な
デ
ー
タ
ー
処
理
を
行
お
う
と

す
る
と
き
に
は
、
こ
の
ア
ク
セ
ス
・
ス
ピ
ー
ド
に
よ
っ
て
本
来
高
速
度
の
演
算
速
度

を
も
つ
た
主
計
算
の
性
能
が
殺
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
困
難
な
問
題
が
生
じ

て
く
る
。
d
2
署
＞
O
月
∪
9
冨
暴
賦
デ
H
O
O
O
等
の
大
型
機
に
は
大
容
量
磁
気
ド
ラ
ム

の
結
合
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
以
上
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
処
理
速
度
を
度
外
視
す
れ
ば
中
型
機
に
は
大
型
機
よ
り
も
、

か
え
っ
て
融
通
性
、
利
用
性
の
面
に
高
度
の
特
性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

現
在
の
と
こ
ろ
、
分
類
・
照
合
作
業
に
関
し
て
は
、
予
め
パ
ン
チ
・
カ
ー
ド
機
械
に

よ
っ
て
こ
れ
を
行
い
、
そ
の
カ
ー
ド
を
直
接
ま
た
は
一
旦
テ
ー
プ
に
変
換
し
て
計
算

機
に
イ
ン
・
プ
ッ
ト
す
る
方
法
が
経
済
的
に
は
最
も
有
利
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
電
子
計
算
機
の
有
効
な
活
用
に
は
、
事
務
の
性
質
、
種
類
、
量
に
応

じ
た
主
計
算
機
お
よ
び
各
種
の
補
助
装
置
の
組
合
せ
、
特
性
等
を
考
慮
し
た
選
定
が

必
要
で
あ
る
。

第
一
三
六
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
三
年
七
月
二
十
一
日
）

企
業
会
計
に
お
け
る

　
　
　
　
社
会
会
計
原
理
導
入
の
意
義

能

勢

信

子

　
近
時
、
プ
レ
イ
が
、
一
、
企
業
所
得
の
測
定
原
理
お
よ
び
、
二
、
企
業
会
計
の
勘

定
形
式
を
社
会
会
計
方
式
に
則
ら
し
め
る
と
い
う
、
社
会
会
計
原
理
を
企
業
会
計
に

採
入
れ
る
べ
し
と
の
主
張
を
行
っ
て
い
る
。
右
の
主
張
は
、
従
来
な
さ
れ
た
会
計
の

一
般
性
の
議
論
、
お
よ
び
、
ス
ト
ー
ン
に
よ
る
国
民
所
得
統
計
蒐
集
の
見
地
か
ら
の

議
論
と
は
異
り
、
一
応
企
業
会
計
の
次
元
に
お
い
て
、
そ
れ
へ
の
批
判
の
上
に
打
出
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さ
れ
、
そ
の
限
り
企
業
会
計
に
と
っ
て
実
質
的
意
義
を
も
つ
。
次
に
、
こ
の
問
題
は
、

所
謂
「
経
済
学
と
会
計
学
の
交
渉
」
の
、
こ
の
側
面
か
ら
す
る
問
題
提
起
で
あ
る
。

故
に
、
プ
レ
イ
の
主
題
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
背
後
に
あ
る
二
つ
の
学
問
の
交
渉
の

視
点
に
立
っ
て
考
え
る
時
、
学
説
史
的
意
義
を
も
つ
。
最
後
に
、
我
々
は
こ
の
問
題

を
、
そ
の
背
景
を
な
す
英
国
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
生
産
性
向
上
運
動
、
投
資
拡

大
政
策
の
各
々
の
推
転
過
程
の
関
係
か
ら
興
味
を
も
つ
。
プ
レ
イ
理
論
を
支
持
す
る

地
盤
一
個
別
資
本
の
性
質
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
側
面
か
ら
広
く
社
会

会
計
一
般
の
性
格
査
定
に
資
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

　
報
告
は
以
上
三
冊
子
問
題
意
識
を
以
て
、
プ
レ
イ
理
論
の
命
題
と
そ
の
意
義
を
検

討
す
る
も
の
で
あ
る
。
報
告
の
順
序
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
一
、
プ
レ
イ
の
三
つ
の
提
案

　
二
、
プ
レ
イ
の
提
案
の
意
味
と
反
対
論

　
三
、
社
会
会
計
原
理
導
入
の
意
味
及
び
本
質

　
四
、
要
約
と
提
言

第
＝
二
七
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
三
年
八
月
四
・
五
日
）

名
古
屋
地
区
事
務
機
械
化
見
学

　
当
地
区
へ
は
去
る
三
十
年
八
月
の
見
学
に
つ
い
で
今
回
が
再
度
の
訪
れ
で
あ
る
。

　
見
学
先
は
新
三
菱
重
工
株
式
会
社
名
古
屋
製
作
所
、
中
部
電
力
事
務
機
械
化
研
究

所
、
三
菱
電
機
株
式
会
社
名
古
屋
製
作
所
の
三
コ
口
、
新
三
菱
重
工
を
除
ぎ
、
今
回

が
初
め
て
で
あ
る
。

．
新
三
菱
重
工
　
当
所
で
は
同
社
の
名
古
屋
地
区
に
分
散
し
て
い
る
数
工
場
の
事
務

の
大
部
分
を
集
中
し
、
そ
の
機
械
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
機
械
に
は
I
B
M
会
計
機
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
三
千
号
・
三
二
号
会
計
機
を
併
用
し
、

事
務
の
種
類
、
性
質
、
仕
事
の
量
を
考
慮
の
上
、
原
則
と
し
て
原
価
・
管
理
会
計
的

事
務
に
は
前
者
を
、
財
務
会
計
等
の
断
続
的
、
即
決
的
、
記
帳
的
事
務
に
は
後
者
を

充
当
し
、
そ
の
特
色
に
従
っ
て
両
機
種
の
効
果
的
な
組
合
せ
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
前
回
に
比
べ
四
〇
七
型
計
算
製
表
機
お
よ
び
航
空
機
の
設
計
、
風
洞
実
験
の
計
算

・
分
析
等
の
た
め
の
C
P
C
型
電
子
計
算
機
等
最
新
の
機
械
が
稼
動
し
て
お
り
、
頗

る
壮
観
で
あ
っ
た
。
当
社
の
機
械
化
の
現
状
は
す
で
に
極
め
て
集
約
的
且
つ
高
度
に

運
用
さ
れ
て
い
る
が
、
更
に
事
務
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
高
度
化
を
期
し
て
I
B
M

六
五
〇
型
電
子
計
算
機
が
発
注
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。

　
中
部
電
力
　
当
所
は
R
R
会
計
機
に
よ
っ
て
株
式
事
務
、
給
与
計
算
、
労
務
・
人

事
お
よ
び
燃
料
統
計
等
諸
般
の
事
務
機
械
化
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
就
中
名
古
屋
市

内
四
十
万
の
需
要
先
に
対
す
る
電
気
料
金
計
算
、
領
収
証
作
成
等
の
料
金
調
定
業
務

が
作
業
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
穿
孔
機
の
キ
イ
（
犀
3
）
を
は
じ
め
三

一
〇
〇
型
英
字
会
計
機
の
活
字
を
種
々
の
困
難
を
克
服
し
て
カ
ナ
文
字
の
字
配
列
に

置
き
換
え
、
会
計
機
に
よ
る
宛
名
印
刷
方
式
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
各
種
・
多

量
．
の
料
金
計
算
作
業
を
行
う
た
め
に
会
計
機
三
台
に
対
し
て
、
電
子
式
計
算
穿
孔
機

U
N
I
V
A
C
六
〇
型
・
一
二
〇
型
各
一
を
充
当
し
、
計
算
機
能
が
強
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
当
所
の
機
械
組
織
の
特
色
で
あ
っ
た
。

　
三
菱
電
機
　
当
所
は
重
電
気
機
械
の
製
造
工
場
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
多
品
種
、

少
量
製
産
が
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
当
所
は
電
動
機
、
変
圧
器
等
の
そ
れ
ぞ
れ

独
立
し
た
専
門
工
場
か
ら
な
り
、
工
場
毎
の
事
務
の
様
式
、
手
続
等
も
若
干
相
違
す

る
た
め
に
い
ま
だ
全
工
場
の
事
務
を
集
中
・
統
一
し
機
械
化
す
る
状
態
に
は
到
っ
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
主
と
し
て
資
材
の
購
入
、
在
庫
管
理
を
中
心
と
し
た
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作
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
説
明
を
受
け
た
。

第
＝
二
八
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
三
年
十
月
三
日
）

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
前
史

井

上

忠

勝

　
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
に
よ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
形
成
は
、
　
一

八
七
二
年
に
お
け
る
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
石
油
精
製
業
者
の
統
合
に
は
じ
ま
り
、
一
八

八
二
年
に
お
け
る
ト
ラ
ス
ト
協
定
の
締
結
に
よ
っ
て
、
一
応
の
完
成
を
み
た
。
し
か

し
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、
石
油
精
製
業
者
の
統
合
を
開
始
し
た
一
八
七
二
年
に
先
だ

つ
て
、
す
で
に
こ
の
分
野
に
お
い
て
約
一
〇
年
の
年
月
を
費
し
て
い
た
。
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
前
史
と
は
、
こ
の
期
間
を
称
す
る
も
の
で
あ
る
、

　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
特
徴
の
一
つ
は
、
そ
れ
が
外
部
の
金
融

業
者
の
援
助
を
求
め
る
ご
と
な
く
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
産
業
資
本
独
自
の
独
力
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
自
ら
の
努
力

に
よ
っ
て
よ
く
こ
の
ト
ラ
ス
ト
の
形
成
に
成
功
し
得
た
所
以
の
も
の
は
、
世
上
一
般

に
高
率
の
差
別
運
賃
に
あ
っ
た
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
一
八
七
二
年
の
南
部

開
発
会
社
計
画
は
こ
の
事
情
を
最
も
端
的
に
示
す
も
の
と
し
て
古
く
か
ら
人
々
の
注

意
を
集
め
て
い
る
。

　
差
別
運
賃
が
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
形
成
に
と
っ
て
き
わ
め

て
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
何
の
異
論
も
な
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
何
故
に

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
高
率
の
差
別
運
賃
を
獲
得
し
得
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
。
当
時
に
お
い
て
は
、
輸
送
は
鉄
道
及
び
荷
主
の
双
方
か
ら
一
つ

の
取
引
問
題
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
加
う
る
に
鉄
道
間
に
は
石
油
の
輸
送
を
め
ぐ
っ

て
激
し
い
競
争
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
か
く
て
よ
り
大
な
る
荷
主
は
正
に
当
然
の
こ

と
と
し
て
こ
の
取
引
に
お
い
て
、
よ
り
有
利
な
輸
送
条
件
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
高
率
の
リ
ベ
ー
ト
を
獲
得
し
得
た
の
も
、
彼
が
常
に
ア
メ

リ
カ
最
大
の
石
油
精
製
業
者
で
あ
り
、
従
っ
て
鉄
道
に
と
っ
て
最
大
の
荷
主
で
あ
っ

た
が
為
に
他
な
ら
な
い
。
事
実
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、
　
一
入
七
二
年
に
お
け
る
石
油

精
製
業
の
統
合
の
開
始
に
先
だ
つ
て
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
最
大
且
つ
最
強
の
石
油
精

製
業
者
で
あ
っ
た
。
か
く
て
差
別
運
賃
の
問
題
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
如
何
に
し

て
ア
メ
リ
カ
最
大
の
石
油
精
製
業
者
に
ま
で
発
展
し
、
而
し
て
こ
の
基
礎
の
上
に
高

率
の
差
別
運
賃
を
獲
得
し
た
か
と
い
う
問
題
に
発
展
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
前
史
を
と
り
あ
げ
た
所
以
で
あ
る
。

　
一
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
生
い
立
ち
お
よ
び
商
業
活
動

　
二
、
石
油
業
の
発
生
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

　
三
、
初
期
に
お
け
る
利
潤
の
再
投
資
お
よ
び
無
駄
の
排
除

　
四
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
よ
り
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・

　
　
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
ア
ン
ド
・
フ
ラ
グ
ラ
ー
へ

　
五
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
ア
ン
ド
・
フ
ラ
グ
ラ
ー
の
鉄
道
政

　
　
策

　
六
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
ア
ン
ド
・
フ
ラ
グ
ラ
ー
の
合
理
化

　
　
政
策

　
七
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
ア
ン
ド
・
フ
ラ
グ
ラ
ー
の
財
務
政

　
　
策

　
八
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
イ
・
オ
ブ
・
オ
ハ
イ
オ
の
設
立

　
九
、
結
　
　
　
論
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第
＝
二
九
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
三
年
十
月
十
三
日
）

　
　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ

企
業
評
価
論
に
関
す
る
一
考
察

小

野

二

郎

　
本
報
告
は
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
経
営
財
務
論
研
究
の
一
端
と
し
て
、
そ
の
「
参

加
財
務
論
（
頃
。
評
①
旨
㎝
巨
㎝
。
・
窪
目
巨
。
同
巨
α
q
）
」
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
企
業
評
価
論
を

考
察
し
、
他
の
若
干
の
文
献
を
参
照
し
つ
つ
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
所
論
の
特
徴
は
次
の
如
き
諸
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
、
企
業
評
価
は
、
そ
れ
が
粗
雑
に
行
わ
れ
る
と
ぎ
に
は
、
一
国
に
存
す
る
限
ら

れ
た
量
の
、
参
加
信
用
（
望
邑
酋
護
。
・
汀
①
黙
）
　
な
る
流
通
形
態
を
と
る
資
本
を
、

よ
り
悪
し
き
経
営
に
投
下
し
て
よ
り
有
用
な
る
投
資
計
画
を
放
置
せ
し
め
、
或
い
は

そ
の
資
本
に
つ
い
て
当
然
得
ら
れ
て
し
か
る
べ
ぎ
用
役
価
値
　
　
利
益
へ
の
努
力
が

行
わ
れ
ず
に
、
よ
り
低
い
価
値
を
も
つ
て
満
足
さ
れ
る
と
云
う
不
当
な
る
結
果
を
招

く
も
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
に
よ
れ
ば
、
企
業
価
値
は
自
己
資
本
価
値
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
国
民
経
済
的
観
点
か
ら
資
本
を
よ
り
生
産
的
に
拘
束
す
る
た
め
の
、
一
つ
の
基

準
数
値
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

　
二
、
企
業
価
値
は

　
（
1
）
　
競
争
危
険
を
顧
慮
し
な
い
と
き
に
は
、
企
業
の
将
来
の
用
役
価
値
一
将

来
利
益
を
還
元
計
算
し
た
収
益
価
値
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。
即
ち
企
業
価
値
を
ミ
、

将
来
各
年
度
の
利
益
を
肉
じ
肉
§
…
…
♪
、
還
元
利
子
率
を
、
獣
、
鴫
1
1
（
・
＋
H
恥
。
）
、
鐸

年
後
の
清
算
価
値
を
』
と
す
る
と
、

　　

@　

?
g
・
噛
・
…
－
…
…
－
Ψ
・
墾

　
（
2
）
競
争
危
険
を
顧
慮
す
る
と
き
に
は
、
上
に
求
め
た
収
益
価
値
と
稀
少
性
閾

（
ω
Φ
一
轡
O
昂
げ
①
一
酔
q
n
の
0
7
≦
①
一
一
〇
）
一
競
争
企
業
無
出
現
閾
と
し
て
の
実
物
価
値
（
ω
き
署
魯
）

と
の
間
に
存
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
二
つ
の
値
か
ら
、
の
中
位
価
値
法
、
の

ブ
リ
ッ
ツ
法
、
の
資
本
還
元
剰
余
価
値
を
償
却
す
る
方
法
の
三
つ
の
何
れ
か
に
よ
り

計
算
さ
れ
る
。
但
し
実
物
価
値
は
、
企
業
を
構
成
す
る
個
々
の
具
体
的
な
資
産
の
再

生
産
原
価
の
総
計
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
企
業
の
生
ぎ
た
組
織
（
恵
霞
島
α
q
臼
0
7

鵯
巳
・
。
ヨ
島
）
の
価
値
は
含
ま
れ
な
い
。

　
三
、
上
式
に
お
け
る
将
来
利
益
の
測
定
は
、
比
較
年
度
利
益
の
調
整
i
各
年
度

利
益
の
平
均
計
算
－
比
較
年
度
利
益
の
将
来
利
益
へ
の
修
正
の
過
程
を
通
じ
て
行

わ
れ
る
が
、
此
処
で
の
、
そ
の
基
本
的
な
立
場
と
結
び
つ
い
て
展
開
さ
れ
た
シ
ュ
マ

ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
見
解
の
特
微
は
次
の
二
点
に
あ
る
。

　
（
1
）
　
企
業
価
値
が
自
己
資
本
価
値
－
純
粋
な
る
一
箇
の
資
本
価
値
と
し
て
理

解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
測
定
の
対
象
と
な
る
利
益
に
は
他
人
資
本
利
子
は
含
ま

れ
ず
、
又
通
常
の
損
益
計
算
で
は
、
そ
の
一
部
が
利
益
に
計
上
さ
れ
て
い
る
か
も
知

れ
な
い
企
業
者
へ
の
正
当
な
る
報
酬
は
費
用
と
し
て
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
2
）
　
将
来
利
益
と
し
て
は
、
比
較
性
と
計
算
確
実
の
許
す
範
囲
内
に
お
い
て
、

決
定
さ
れ
た
比
較
利
益
を
、
将
来
予
想
さ
れ
る
最
大
の
用
役
可
能
性
を
約
束
す
る
企

業
の
利
用
を
顧
慮
し
て
、
修
正
し
た
利
益
を
採
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
比
較
利
益

を
決
定
す
る
と
ぎ
に
は
将
来
生
ず
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
企
業
者
又
は
企
業
の
特
定

の
条
件
を
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
を
将
来
利
益
に
修
正
す
る
と
き
に
は
、

組
織
変
更
、
合
理
化
、
合
併
、
他
企
業
と
の
結
合
等
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
何
故
な
ら
そ
の
企
業
に
多
く
の
利
用
可
能
性
が
あ
る
と
き
に
は
、
企
業
が
そ
の

中
最
大
の
用
役
を
も
た
ら
す
も
の
以
外
の
対
象
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
経
済
法
則
に
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反
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
四
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
よ
れ
ば
還
元
利
子
率
は
、
第
一
に
現
在
の
資
本
市

場
の
諸
関
係
に
依
拠
し
、
第
二
に
企
業
形
態
、
企
業
規
模
及
び
事
業
分
野
に
よ
り
規

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
同
じ
事
業
分
野
の
、
資
本
市
場
に
お
け
る
平
均
的
な
自

己
資
本
利
廻
り
（
菊
①
日
野
。
）
を
基
準
と
し
て
採
り
、
そ
れ
を
企
業
形
態
及
び
規
模
に

つ
い
て
修
正
す
る
こ
と
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

　
報
告
に
お
い
て
は
、
メ
レ
ロ
ヴ
イ
ッ
ツ
の
、
経
営
の
立
…
場
か
ら
出
発
し
て
、
企
業

価
値
を
総
資
本
価
値
と
し
て
把
え
る
立
脚
点
か
ら
展
開
さ
れ
た
企
業
評
価
論
及
び
他

の
諸
見
解
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
理
論
の
特

徴
を
よ
り
ょ
く
理
解
し
、
且
つ
そ
の
二
元
論
的
な
性
格
及
び
還
元
利
子
率
の
決
定
に

関
し
て
若
干
の
疑
問
点
を
指
摘
せ
ん
と
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
一
面
に
お

い
て
、
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
「
理
論
化
さ
れ
た
実
務
（
H
ず
O
O
円
O
ω
一
Φ
円
酔
O
】
Ψ
同
騨
図
一
ω
）
と
し
て

大
い
な
る
価
値
を
有
す
る
」
と
評
す
る
よ
う
に
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
汎
理
論
の
実

際
的
な
側
面
を
物
語
る
と
同
時
に
又
、
国
民
経
済
に
お
け
る
限
ら
れ
た
量
の
資
本
を

よ
り
生
産
的
に
拘
束
す
る
こ
と
を
企
業
財
務
活
動
の
重
要
な
る
課
題
と
す
る
、
彼
の

経
営
財
務
論
に
お
け
る
秀
れ
た
基
本
的
な
思
考
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
第
閏
四
〇
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
三
年
十
月
二
十
九
日
）

薬
業
経
営
の
諸
問
題

第
　
一
　
回

岐
阜
薬
大
助
教
授

　
　
　
吉
　
　
田

甚

吉

1
、
薬
業
経
営
の
意
義

　
6
薬
の
意
味
。
消
費
財
と
し
て
の
薬
、
医
薬
品
に
限
定
。
工
業
薬
、
農
薬
、

　
　
試
薬
な
ど
は
除
く
。

　
口
　
医
薬
品
の
特
殊
性
と
そ
の
分
類
。
医
師
向
治
療
薬
と
大
衆
向
治
療
薬
、
予

　
　
防
保
健
薬
。
後
者
の
ウ
ェ
イ
ト
増
大
と
、
医
薬
品
の
特
殊
性
概
念
の
稀
薄
化
。

　
日
　
医
薬
品
の
消
費
財
と
し
て
の
性
質
。
ω
品
質
の
問
題
と
製
品
分
化
、
多
種

　
　
多
様
性
、
品
種
の
新
陳
代
謝
。
薬
事
法
と
の
関
連
。
回
需
要
の
弾
力
性
、
社

　
　
会
保
障
医
療
制
度
と
の
関
連
。

　
四
　
薬
業
経
営
、
医
薬
品
を
対
象
と
し
て
業
を
営
む
も
の
、
医
薬
品
工
業
、
医

　
　
薬
品
卸
売
業
、
医
薬
品
小
売
業
。

2
、
薬
業
経
営
の
制
度
的
外
部
機
構

　
e
　
薬
事
法
。
ω
製
造
業
、
薬
局
業
、
販
売
業
に
対
す
る
規
制
、
回
不
良
、
不

　
　
正
表
示
医
薬
品
の
取
締
、
㈲
誇
大
広
告
、
虚
偽
宣
伝
の
取
締
。

　
目
　
社
会
保
障
医
療
制
度
。
ω
医
薬
品
総
額
の
四
〇
％
、
医
師
向
医
薬
品
の
八

　
　
○
％
が
本
制
度
に
依
存
。
＠
国
民
皆
保
険
計
画
と
医
薬
品
需
要
と
の
関
連
、

　
　
㈲
医
療
報
酬
支
払
制
度
と
の
関
連
、
（
a
）
薬
価
基
準
。
収
載
品
目
と
薬
価
調

　
　
査
お
よ
び
そ
の
決
定
。
　
（
h
）
調
剤
報
酬
計
算
法
。
甲
表
、
乙
表
、
薬
局
調

　
　
剤
、
各
々
の
問
題
点
。

　
日
　
一
般
的
経
済
立
法
と
の
関
連
、
ω
独
禁
法
、
回
中
小
企
業
団
体
法
、
困
中

　
　
小
企
業
等
協
同
組
合
法
、
ω
消
費
生
活
協
同
組
合
法
。

3
、
薬
業
経
営
の
経
済
的
外
部
機
構

　
8
　
医
薬
品
の
生
産
機
構

　
口
医
薬
品
の
流
通
機
構

　
日
医
薬
品
の
消
費
機
構
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4
、
医
薬
品
工
業
経
営

　
医
薬
品
の
特
殊
性
、
殊
に
そ
の
多
種
多
様
性
、
新
製
品
の
続
出
、
陳
腐
化
現
象
の

激
烈
性
と
企
業
経
営
の
目
的
た
る
成
長
と
安
定
と
の
矛
盾
克
服
が
根
本
問
題
。

　
　
e
　
製
品
政
策
。
↑
0
新
製
品
の
問
題
。
新
製
品
を
出
す
力
が
企
業
の
発
展
力
を

　
　
　
規
定
。
　
（
a
）
研
究
部
の
重
要
性
、
（
h
）
新
製
品
の
方
向
。
　
（
c
）
新
製
品

　
　
　
の
源
泉
、
（
d
）
新
製
品
の
市
場
開
発
。
回
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ラ
イ
ン
の
問
題
。

　
　
　
（
a
）
拡
大
政
策
、
（
b
）
縮
少
重
点
政
策
、
（
0
）
限
定
政
策
。
㈲
多
角
経
営
。

　
　
　
医
薬
品
以
外
へ
の
進
出
、
化
学
工
業
、
食
品
工
業
と
の
競
合
問
題
。

　
　
口
　
生
産
政
策
。
ω
医
薬
品
の
生
産
工
程
、
製
薬
、
製
剤
、
小
分
包
装
。
回
生

　
　
　
産
原
価
引
下
の
重
要
性
、
8
多
種
少
量
生
産
と
原
価
引
下
問
題
。
目
原
価
引

　
　
　
下
方
策
。
原
単
位
の
向
上
、
生
産
工
程
の
短
縮
、
ス
ピ
ー
ド
化
、
自
動
化
、

　
　
　
大
量
化
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
。
困
一
貫
生
産
と
部
分
生
産
。

　
　
日
　
販
売
政
策
、
ω
販
売
方
針
、
計
画
販
売
、
押
込
販
売
、
特
売
、
受
註
販
売
、

　
　
　
回
価
格
政
策
、
（
a
）
新
製
品
価
格
政
策
、
（
h
）
価
格
維
持
政
策
と
そ
の
問
題

　
　
　
点
、
（
c
）
小
売
廉
売
問
題
の
は
ね
か
え
り
に
対
す
る
態
度
、
（
d
）
製
造
原
価
、

　
　
　
薬
価
基
準
と
の
関
係
、
㈲
販
売
経
路
政
策
。
　
（
a
）
所
謂
流
通
機
構
正
常
化

　
　
　
の
問
題
、
（
b
）
生
協
、
購
買
会
等
組
織
消
費
者
に
対
す
る
問
題
、
（
c
）
卸
、

　
　
　
小
売
系
列
化
の
問
題
、
目
販
売
促
進
政
策
、
（
a
）
広
告
宣
伝
、
大
衆
、
医
師
、

　
　
　
薬
局
向
、
（
b
）
広
告
費
、
広
告
媒
体
、
広
告
効
果
測
定
、
（
b
）
デ
ィ
ー
ラ
ー

　
　
　
ヘ
ル
プ
ス
と
そ
の
対
象
お
よ
び
方
法
。

　
　
四
　
財
務
政
策
、
ω
売
上
債
権
の
回
収
、
回
製
品
在
庫
、
囚
減
価
償
却
、
ω
返

　
　
　
品
、
リ
ベ
ー
ト
、
交
際
費
の
処
置
、
困
資
本
調
達
政
策
。

　
　
国
　
業
務
組
織
と
事
務
。
ω
内
部
統
制
、
回
組
織
。
の
事
務
と
そ
の
能
率
化
。

　
　
因
　
外
部
機
構
対
策
、
ω
日
本
製
薬
団
体
連
合
会
、
東
京
医
薬
品
工
業
協
会
、

　
　
大
阪
医
薬
品
協
会
、
回
日
本
医
薬
品
輸
出
組
合
、
四
日
本
新
薬
協
会
、
日
本

　
　
ペ
ニ
シ
リ
ン
協
会
等
。

　
　
第
　
二
　
回
（
続
き
）

5
、
医
薬
品
卸
売
商
業
経
営

日
　
経
営
上
の
特
質
。
ω
取
扱
品
目
の
多
種
、
回
得
意
先
の
多
数
、
㈲
売
上
単

　
　
価
の
小
額
、
目
在
庫
品
回
転
率
の
小
。

　
口
　
在
庫
管
理
と
内
部
監
査
。
物
品
会
計
と
金
銭
会
計
と
の
結
び
付
き
Q

　
日
　
得
意
先
管
理

　
四
　
流
通
機
構
と
卸
売
経
営
の
問
題
、
ω
七
人
委
員
会
の
勧
告
、
公
的
買
入
措

　
　
置
、
一
括
入
札
の
問
題
、
回
メ
ー
カ
ー
対
策
、
小
売
対
策

6
、
医
薬
品
小
売
商
業
経
営
、
特
に
薬
局
経
営
を
中
心
と
し
て
。

　
e
　
薬
局
経
営
の
闘
題
、
0
り
同
業
者
の
過
剰
、
＠
医
薬
分
業
の
実
質
的
無
普
及
、

　
　
㈲
組
織
消
費
者
販
売
機
関
、
他
業
種
小
売
機
関
の
割
込
、
目
メ
ー
カ
ー
の
過

　
　
剰
生
産
、
過
当
競
争
と
上
述
の
問
題
の
集
約
的
結
果
と
し
て
現
出
し
た
、
有

　
　
名
大
衆
薬
、
高
価
薬
の
、
乱
廉
売
問
題
。

　
口
　
対
策
、
ω
制
度
的
外
部
機
構
対
策
、
（
a
）
薬
事
法
の
改
正
要
望
、
薬
局
の

　
　
距
離
制
限
、
他
業
態
小
売
機
関
の
取
扱
制
限
、
（
b
）
社
会
保
障
医
療
機
関
へ

　
　
の
薬
局
の
実
質
的
参
加
要
望
、
そ
の
一
段
階
と
し
て
の
剣
聖
推
進
、
（
c
）
独

　
　
禁
法
改
正
に
よ
る
再
販
売
価
格
維
持
契
約
、
（
d
）
中
小
企
業
協
同
組
合
法
に

　
　
基
く
協
同
組
合
の
価
格
協
定
、
（
e
）
中
小
企
業
団
体
法
に
よ
る
商
業
組
合
結

　
　
成
の
動
き
、
（
f
）
小
売
商
擁
護
法
へ
の
期
待
、
回
業
者
の
団
結
力
に
よ
る
メ

　
　
ー
カ
ー
、
卸
商
に
対
す
る
発
言
強
化
、
三
者
協
議
会
、
㈲
経
営
内
部
対
策
、

　
　
販
売
コ
ス
ト
と
、
そ
れ
に
見
合
う
価
格
政
策
、
消
費
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

　
　
能
率
の
立
場
よ
り
す
る
優
越
性
の
確
立
。
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事
務
会
計
機
械
化
特
別
講
義

　
本
学
、
経
営
学
部
の
要
請
に
よ
っ
て
学
生
を
対
象
と
す
る
会
計
機
械
化
の
講
義
を

左
記
の
日
程
に
よ
っ
て
行
っ
た
。

十
一
月
二
十
六
日

十
二
月
二
日

会
計
事
務
の
機
械
化

　
記
帳
式
会
計
機

　
パ
ン
チ
・
カ
ー
ド

パ
ン
チ
・
カ
ー
ド
式
会
計
機

＋
二
月
目
・
膏
子
一
会
計
機

十
一
一
月
十
七
日

事
務
機
械
化
の
経
営
問
題

経
済
経
営
研
究
所

　
　
　
　
　
渡
辺
教
授

同

　
右

木
谷
技
官

経
済
経
営
研
究
所

　
　
　
　
　
米
花
教
授

　
な
お
第
一
日
に
は
富
士
商
事
株
式
会
社
の
好
意
に
よ
り
、
R
U
F
記
帳
式
会
計
機

の
実
際
操
作
が
行
わ
れ
、
第
二
・
三
日
に
は
講
義
終
了
後
、
パ
ン
チ
・
カ
ー
ド
式
会

計
機
と
電
子
式
会
計
機
に
関
し
て
、
日
本
I
B
M
株
式
会
社
の
ス
ラ
イ
ド
お
よ
び
映

画
に
よ
る
同
社
大
阪
出
張
所
長
水
田
氏
の
解
説
が
あ
り
、
つ
い
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
会
計

機
の
映
画
「
経
理
事
務
の
機
械
化
」
を
上
映
し
参
考
に
供
し
た
。

　　　L．vNA　VL一一．V晒　　nvpmv

上小武木町回米渡

執
　
筆
　
者
　
紹
　
介
（
執
筆
順
）

村野田谷勢上　　　　　　上辺
久二隆秀信忠

　
　
　
教
授
。
産
業
経
営
弓
長

進　
…
…
経
営
経
理
部
上

部
…
…
教
授
．
企
業
経
営
部
門

曲
勝
…
…
助
教
授
・
企
業
経
営
部
門

子
…
…
助
教
授
．
経
営
経
理
部
門

雄
…
…
技
官
．
経
営
機
械
化
部
門

二
…
…
助
手
．
経
営
経
理
部
三

郎
…
…
助
手
．
企
業
経
営
部
門

雄
…
…
甲
南
大
学
講
師
・
経
営
経
理
部
門
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　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

RESUME

Lifo　and　Cost　Accounting

　　Those　companies　which　have　a　cost　accounting　system　and　adopts　the　Lifo

valuation　method　in丘nancial　accourlting　are　expcriencing　much　di缶culty　in

finding　how　to　integrate　Lifo　into　cost　accounting．　Possible　solutions　would　be

as　follows：

　　（　1　）　By　“　par　diff6rence　de　cumulation　”　method　the　twelve－month　sum　of　cost

of　goods　sold　is　equal　to　the　工・ifb　cost　of　goods　sold　during　the　corresponding

period，　with　the　consequence　that　the　interim　profit　figure　is　a　Lifo　profit．　ln

months　of　depleting　raw　materials，　however，　the　manufacturing　cost　is　unnaturally

low　and　the　converse　becomes　true　in　the　months　when　depleted　inventories　were

replenished．

　　（　2　）　By　Lifo　on　a　day－by－day　basis　or　on　a　month－by－month　basis，　the　twelve－

month　sum　of　cost　of　goods　sold　is　not　equal　to　the　periodic　Lifo　cost　of　goods

sold　during　the　corresponding　period．　This　renders　it　necessary　to　adjust　at　the

end　of　the　period　cost　of　goods　sold　and　cost　of　inventories．　Another　result　is

that　cost　of　goods　sold　on　a　day－by－day　or　month－by－month　basis　is　unlikely　to

represent　current　cost　of　goods　sold，　whenever　liquidations　occur．

　　（3）　A　method　which，　though　involying　periodic　adjustment，　can　give　signi－

ficance　to　monthly　cost　of　goods　sold．is　either　（a）　to　charge　latest　purchase　cost

（manufacturing　cost　in　the　case　of　finished　goods）　on　each　requisition，　or　（b）　to

charge　cost　on　each　requisition　by　the　next－in－first－out　（Nifo）　method．　ln　either

case　interim　cost　of　goods　sold　may　safely　be　called　current．　The　above　methods

（a）　and　（b）　are　methods　exclusively　adopting　latest　cost　or　Nifo　cost　respectively

in　order　to　refiect　issue　prices　implied　by　periodic　Lifo．　For　issue　prices　implied

by　periodic　Lifo　are，　according　tO　varying　situations，　either　latest　cost　（when　the

quantity　at　time　of　issue　is　larger　than　the　biginni’ng　inventory）　or　・Nifo　cost

（when　the　quantity　issued・is　a　liquidation　of　the　beginning　inventory）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s拐s防m砿　Matαnα．Fe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pr（｝feSS・r（ゾACC・unting

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥・α・・ゐ傭6‘醜勲・Ec・π・mic・αnd　Bu・in・∬Admini・t・α伽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　Universitr

　　　　Industrial　Development　in　Ilokkaido

From　the　Viewpoint　of　the　Location　Theory．of　Enterprise

Hokkaido　constitutes　20　e／e　of　our　total　area　but　only　5e／e　of　our　population．
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Industrial　employers　are　only　2．6％e　of　the　whole，　and　the　relative　proportion　has

decreased　in　the　past　several　years．　Therefore　the　industrial　development　is　an

important　problem　as　one　part　of　the　integrated　regional　development　plan　of

Hokkaido．

　　Recently　several　reseaChes　relating　to　these　problems　can　be　found　chiefly　from

the　viewpoint　of　technical　and　economical　studies．　As　a　result，　the　locational

characteristics　of　Hokkaido　are　paid　attention　to　considerably，　but　the　logic　of

industrial．　enterprises　are　given　little　consideration　in　the　approach　to　its　industrial

and　regional　development．

　　The　leading　industries　of　which　Hokkaido　has　a　relatively　large　proportion

among　Japanesp　industries，　are　the　pulp　and　paper　industry，　and　foodstuff　industry，

which　belong　to　decentralized　industries　in　Japan．　Hokkaido，　however，　has　some

large　factories　which　belong　to　the　metallurgical　and　chemical　industries，　but

their　importance　is　relatively　low　when　compared　to　the　whole．　The　small　and

medium　sized　industrial　firms　which　are　characteristic　of　Japanese　industries，　do

not　seem　to　have　expanded　so　much　in　Hokkaido，　although　the　mathematical

proportion　of　this　type　in　Hokkaido　is　nearly　the　same　as　that　of　the　entire

country　according　to　statistical　analysis，　The　reasons　are　several．　The　small

firms　belonging　to　the　associated　industries　of　the　few　metallurgical　large　factories

have　developed　oniy　to　a　smqll　degree，　because　the　core　large　factories　have　not

formed　concentrated　industial　districts，　but　most　of　them　have　located　separately

and　formed　so－called　“single－industry－towns．”　Moreover，　most　of　the　business

leaders　of　the　other　type　of　small　firms　do　not　seem　to　have　endeavored　to　develop

more　prosperously，　only　depending　idly　upon　the　spatially　incomplete　monopoly

which　has　been　formed　because　of　the　wide　area　and　the　climatic　conditions　of

Hokkaido．

　　As　one　part　in　developing　industries　of　Hokkaido　it　is　necessary　to　be　the　materi－

al－oriented，　as　it　is　beyond　question　that　any　industrial’　development　plan　should

strive　to　exploit　and　utilize　the　natural　resources　to　a　greater　degree．　But

essentially　the　“industrial　enterprises　”　should　have　the　actual　power　to　realize

such　an　industrial　development　plan．　And　yet　the　principal　larger　factories　in

Hokkaido　belong　to　our　national　industrial　enterprises，　whose　head　oMces　have

been　located　in　Tokyo．　Therefore，　top　managements　of　such　enterprises　have

not　always　recongnized　the　local　community　relations　satisfactorily．　Nowadays，

good　local　community　relations　are　not　only　the　social　responsibility　of　these

representative　enterprises，　but　also　are　the　better　means　to　improve　their　locational

factors　directly　and　indirectly．　Accordingly，　the　industrial　development　plan

should　be　to　inform　them　more　suMciently　about　the　conditions　and　expectations

in　Hokkaido．

　　　The　other　need　in　developing　industries　of　Hokkaido　is　to　be　market－oriented，
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but　this　is　less　important　than　to　be　material－oriented．　The　reasons　are　the　lower

buying　power　of　Hokkaido　on　the　one　hand，　and　on　the　other，　there　seems　to

be　a　lack　of　marketing　effort　on　the　part　of　the　management　of　the　firms，

depending　upon　the　unstable　spatial　monopoly．

　　Generally　speaking，　as　the　added　value　of　the　industry　is　higher，　the　restriction

of　the　locational　factors　is　less．　The　industries　which　manufacture　or　process

the　higher　added－value　products，　belong　to　the　“foot－loose”　type，　from　the

locational　viewpoint．　But　in　our　country，　most　of　the　industries　which　process

the　relatively　higher　added　value　products，　have　centralized　in　a　few　central

industrial　districts．　Such　locational　characteristics　of　these　industries　are　due　to

the　business　features　characterized　by　the　regionally　associated　conditions　of　the

higher　processed　and　asserpbled　industries，　depending　on　a　number　of　small

and　medium　sized　industrial　firms．　・Therfore，　although　one　kind　of　industries

expected　to　develop　in　Hokkaido　are　the　so－called　foot－loose　industries；　with

regard　to　those　of　the　higher’　added－value，　it　is　indispensable　that　the　business

features　of　these　industries　be　changed　to　adapt　to　such　required　conditions．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Minoru　Beiha

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professor　of　Plant　Location，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’he　1｛e・θαrcん∬nstitt・彦θノbr　E・・n・mi・s＆Businθ・s　Adm幡t・α伽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〈obeσ冠0θr5δり’

On　the　Elements　in　the　Early　Growth　of　the　Stadard　Oil　Company

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　position　of　supremacy　in　the　refining

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lmportant

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　railroad　rebate．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rebates．　Then，　by　what　means　was

　　　Standard　able　to　negotiate　more　favorable　rates　than　were　their　competitors’？

　　　　　　　Transportation　at　this　period　was　regarded　by　both　railroads　and　shippers

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　addition　ghere　arose　extreme　competition　among

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　As　a　matter　of　course，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　more　favorable　rates．　The

Standard　Oil　Company　was，　even　at　the　time　of　its　formation，the　largest　refining

concern　in　the　country．　lt　moved　both　the　greatest　body　of　crude　oil　west　and

the　greatest　body　of　refined　oil　east．　The　Standard　secured　better　rebates　than

　　（1）　ln　1870　the　Standard　Qil　Company　of　Ohio　was　incorporated　with　a

capital　stock　of　＄1，000，000．　This　company　took　over　a　refining　business　which

had　previously　been　conducted　by　Rockefeller　and　his　associates　under　various

partnership　arrangements．　ln　the　years　that　followed　the　Standard　proceeded

with　the　acquisition　of　refining　interests　in　the　country．　By　the　early　1880’s　the

Rockefeller　group　had　acquired　a　position　of　supremacy　in　the　refining　industry．．

　　（2）　lt　is　commonly　beli’eved　that　the　most　important　element　in　this　early

extension　of　the　companゾs　power　was　its　　　　　　　　　Sometimes，　writers

explain　its　rapid　conquests　by　a　single　word

the

　　（3）

as　a　matter　of　bargaining，　ln

the　railroads　for　both　crude－oil　and　refined－oil　traMc．

larger　shippers　were　able　to　demand　and　secure
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many　of　its　competitors　for　the　simple　reason　that　it　could　bargin　with　greater　power．

　　（4）　Then　how　did　the　Standard　become　the　largest　oil　manufactory　in　the

country？　Or，　how　did　it　acquire　the　basis　for　achieving　a　notable　reduction　in

transportation　costs？　Dealing　in　the　main　with　the　period　from　1863　to　1870，

this　paper　finds　that　much　of　the　early　growth　of　the　Standard　rested　not　only

upon　the　fact　that　its　profits，　like　those　of　all　refiners　at　the　time，　were　amazingly

large　but　also　upon　the　fact　that　Rockefeller　steadily　plowed　those　profits　into

his　refining　business　and　couducted　them　with　eMciency．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ覧a（1αk；αt5U　Ino払θ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistant　Pr（ゾ冶∬or（ゾBusineSS正listoワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Research　lnstitute　for　Econontics　and　Business　Adininistration

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KoうθUniver吻r

On　the　Relation　between　Two　Accounting　Systems：

　　　Social　Accounting　and　Business　Accounting

　　We　have　three　types　of　analysis　to　investigate　the　relation　between　social

accounting　一　the　macro　accounting　system　一　and　business　accounting　一　the

micro　accounting　system．　These　are：　1．　To　analyse　the　formal　properties　of

accounting　in　general　by　the　aid　of　the　square　matrix．　II，　To　adjust　the　estimate

by　business　accounting　to　a　figure　for　social　accounting　purposes．　And　III．　To

introduce　the　principles　of　social　accounting　to　business　accounting　field．　This　last

approach　consists　of　prof．　Bray’s　three　proposals　to　business　accounting　from　the

social　accounting　viewpoint，　and　that　are　i，　current　value　basis　as　valuation

principle，　ii，　productivity　accounting　by　the　aid　of　operating　account　and　iii，

investment　fund　accounting　by　the　aid　of　capital　change　account．

　　In　this　study　we　wM　examine　the　last　approach．　The　reason　why　we　do　so

is　that　this　is　the　most　substantial　work　of　the　above　three　and　contains　many

critiques　against　business　accounting．

　　We　will　take　it　from　three　viewpoints　as　follows　：

　　　1．　The　new　critiques　as　directed　to　traditional　business　accounting．

　　　II．　The　new　analysis　founded　on　the　study　of　‘　the　relation　between　economics

　　　　and　accounting’　which　have　been　tried　by　many　scholars．

　　III．　ln　the　fact　that　this　approach　is　worked　to　acclimate　to　the　changing

　　　　economic　structure－postwar　inflation，　the　movement　for　attaining　high

　　　　productivity　and　high　level　of　investment－in　England　and　is　supported

　　　　by　some　special　giant　firms．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IVobukOハ「os6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Asb’istant　Professor　of　Social　A：countiitg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撫1己・・ω・cん」n・tit・t・ノb・E・・n・龍・αnd　B・・i・te・3面π幡t・α伽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K’obe　Universiり’
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Equipment　Characteristics　in　the　Electronic　Data　Proeessing　System

　　The　control　unit　is　the　most　complex　functional　unit　of　an　automatic　computer．

One　type　of　computer　contrdl　is　known　as　the　fixed　internal，program．　These

computers　can　be　made　multi－purpore　by　changing　a　plugboard，　but　there　still

is　a　lack　of　flexibility．　Most　of　the　punched　card　calculating　punch　machines

have　these　fixgd　programs，　and　hence　are　not　truly　automatic　data　Processing

system．

　　A　much　more　flexible　type　of　computer　control　is　the　stored　program．　This

is　a　very　desirable　feature　since　it　allows　the　program’itself　to　be　operated　on

by　the　computer　as　if　it　were　ordinary　information．．

　　This　paper　discusses　some　of　the　more　important　characteristics　and　limitations

of　the　internal　memory　equipment，　external　memory　equipment，　and　processing

machines．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正fideo　1（itαn．i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　En6　ineer　of　Busine5S　Machineワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tlte　Resθα・rch　lnszituteプbr翫伽miCs　and・Bu・iness　Administrati・n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　University
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

Entwicklung　des　KonteTtrahmens

1．　Vorrede．

2．　Das　Wesen　des　Kontenrahmens．

3．　Die　Entwicklung　des　Kontensystems．

（　1　）　Die　Uberblicke　der　Entwicklungen．

（2）　Die　Vorreiter　des　Kontenrahmens．

（3）　Die　Ubergangsperioden　des　Kontenrahmens．

（4）　Die　Systematisierungsperioden　des　Kontenrahmens．

　　　（a）　Kontenrahmen　im　lndustrierationalisierungsperioden．

　　　（b）　Kontenrahmen　im　Zentralverwaltungswirtschaftsperioden．

　　　（c）　Die　Entwicklung　nach　dem　Krieg．

（5）　Die　Tendenz　zum　SelbstprufUng　des　Kontenrahmens．

4．　Die　Neuentwicklung　des　deutschen　Kontenrahmens．

（1）　Vorwort．

（．2）　Die　zu　berUcksichtigende　EinfluBgr6Ben　bei　der　Gestaltung　des　Kon－

　　　　tenrahmens．

（3・）　Einer　Vorschlag　von　Grochla　in　Bezug　auf　der　neuen　deutschen　Kon－

　　　　tenrahmen．

　（4）　Schlusse．

5．　Die　dynamische　Struktur　des　Kontenrahmens．

（1）　Kritik　der　Grochlasvorschlag　und　der　Streitpunkt．
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（2）　Die　Kombinationsformen　der　dynamischen　Zweikontenreihentheorien

　　　　und　Kostenrechnungen．

（3）　Die　GrundzUge　der　dynamischen　Struktur．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rン吻’iTaRe｛1α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistant　in　Accounting　Section，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エThe・R・・eα・・ん∬n・tittCt・f・・E・・n・而・・＆Bu・in・∬Administrati・n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　Universitpt

On　the　Enterprise－Valuation．Tlieory　of　Schmalenbach

　　In　this　report，　referring　to　other　sources，　1　haye　tried　to　consider　the　enterprise－

va］uation－theory　of　Schmalenbach，　which　is　treated　in　his　“Proprietorship　Bus－

inessfinance　（Beteiluingungs　Finazierung），”　to　indicate　its　characteristic　points

and　to　understand　them　in　relation　to　the　framework　of　his　business　finance　theory．

　　In　summary，　the　content　of　my　report　is　as　follows；

　　1．　According　to　SchmalenbaChe’s　theory，　if　the　enterprise－valuation　is　roughly

　　　　performed，　the　］imited　amount　of　capital　which　circulates　in　the　form　of

　　　　proprietorship－credit　（Beteiligungskredit）　in　a　country，　will　be　invested　in

　　　　the　worse　businesses　or　will　not　be　fully　used　to　bring　on　its　normal　utility　；

　　　　that　is，・an　enterprise　value　is　understood　as　the　proprietary　capital　value　of

　　　　business　and　as　a　yardstick－figure　which　is　essential　to　bind　the　capital　more

　　　　priductively　from　the　view－point　of　national　economy．

　　II．　（　1　）　When　the　competition－danger　can　be　disregarded，　an　entcrprise－value

　　　　is　estimated　by　the　method　of　capitalizing　the　future　utility　value　of　business

　　　　　　　　each　of　its　earnings　anticipated　in　future　periods．

　　　　　　Supposing　that　an　enterprise－value　is　W，　its　different　earnings　in　future

　　　　periods　are　Ei，　E2，・・・…E．，　each　of　its　interest　rates　for　capitalization　in　the　future

　　　　pcri・d・arepl・P・，・…・’・・％，・h・n　g1一（1＋＿百工．一一　　　100）…一（1＋畜も）・……・・一（1・指路）・

　　　　and　the　liquidation－value　agter　N　years－is　L，　so
　　　　m．一g，＋一一k’2・・・…＋一．f．E一．”n　＋’一73．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　91’92’”9n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　91’92’”9n　　　　　　　　　　　　　　　91．92　　　　　　　　　91

　　　　（　2　）　When　the　competition－danger　must　be　taken　into　account，　an　enterprise－

　　　　value　is　supposed　to　be　between　the　above　capitalized－earnings－value　and　the

　　　　real　yaule　（Sachwert）　which　consists　of　replacement　costs　of　tangible　assets　of

　　　　business　but　does　not　cantain　its　intangible　of　living　organization　（lebendiger

　　　　Organismus），　and　is　calculated　from　these　two　factors　by　a）　the　middle　value

　　　　method，　b）　the　method　of　Fritz　and　c）　the　method　of　depreciating　the　capi－

　　　　talization－surplus－value　（Kapitalisierungsmehrwert）．

　　　　　　But　n　this　opinion　from　the　view－point　of　national　ccono血ics，　thcre　seems

　　　　to　be　some　questions　as　Mellerowicz　has　pointed　out．

　　III．　Future　earnings　are　estimated　through　the　following　procedures：that　is
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　　　　　　adjusting　earnings　bf　the　periods　for　comparison一一一averaging　these

　　earnigns一一revising　the　above　calculated　comparison－figures　（Vergle－

　　ichsgewinn）　to　future　earnings　anticipated．

　　　My　opinion　of　this　part　is　that　it　is　very　characteristic　of　Schmalenbache’s

　　theory　for　him　to　insist　that　these　earnings　must　not　contain　the　interest　of

　　borrowed　capital　and　the　management－fee　of　a　normal　amount　in　business

　　because　an’　enterprise－value　is　the　value　of　proprietary　and　pure　capital，　and

　　that　when　the　enterprise　can　be　used　for　various　purposes，　the　most　useful

　　one　must　be　taken－the　largest　earnings　anticipated　in　the　future　so　far

　　as　the　principles　of　comparatibility　and　certainty　permit，　and，　if　otherwise，

　　the　calculation　will　conflict　with　economic　law．

IV．　The　interest－rates　for　capitalization　depend　on　the　conditions　of　the　present

　　capital　rnatket，　the　business　ordganization，　business　size　and　business　field．

　　So，　they　are　decided　by　revising’the　average　“Rendite　”　of　stock　capital　in

　　the　same　business　field，　taking　accoung　of　the　business　・organization　and

　　business　size．

　　　　In　this　part　tco，　it　seems　tD　rne　that　there　are　sDme　problems　to　consider．

V．　These　characteristic　points　of　Schmalenbache’s　theory　show　its　practical

　　phase，　as　Mellerowicz　states　“　His　theory　has　great　value　as　theorized　practice

　　（theoresierte　Praxis），”　but，　as　more　important，　1　want　to　point　out　that　these

　　are　insisted　on　in　his　basic　view－point　that　it　is・one　of　the　most　serious

　　tasks　of　business　finance　to　make　iche　limited　amoullt　of　capital　bind　more

　　productively．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノiro　Ono

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistant　irb　Business　Administration　Section

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Th・Re・θα・ch　1繍弼θ．ノb・Ec・n傭・・αnd　BusineSS　Adntinist・α伽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　Universitr
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